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Chapter 1

最新情報最新情報

本書は Mac 向け Retrospect に関する重要な情報を記載しています。よくお読みくださ
い。

Retrospect Web サイトは次の項目を含め、Retrospect および関連製品に関する最新のサ
ポート情報を定期的に更新しています。

• Retrospect サポート
• Retrospect の更新
• Release Notes
• クラウドバックアップ
• パフォーマンスで最適化されたグルーミング
• カタログ再作成の高速化
• バックアップと復元のパフォーマンスの改善
• ポータブルバックアップセット/メディアセット
• Microsoft Exchange 2016 データベース認定
• バグ修正

ダウンロードダウンロード – 最新の更新情報をご覧ください。最新の更新情報をご覧ください。

クラウドバックアップクラウドバックアップ

Windows 用 Retrospect 11 と Mac 用 Retrospect 13 は両方ともクラウドバックアップを
サポートしています。サードパーティのクラウドストレージプロバイダーを使ってクラウ
ドバックアップすることで、RetrospectユーザーはWindows、Mac、Linux環境のオフサイ
トをシームレスに保護することが可能になります。Retrospectは世界的なクラウドストレ
ージプロバイダーのAmazon S3とGoogle Cloud Storage、地域クラウドストレージプロバ
イダーのDreamHost、Dunkel、ArubaCloud、Numergyをクラウドストレージとして認定
しています。

Certified Cloud Storage Providersの一覧をご覧ください。クラウドストレージのアカウン
トのセットアップに関する詳細な説明については、当社のKnowledgbaseをご覧くださ
い。

Retrospectのクラウドバックアップサポートには多くの利点があります:

• 費用効率費用効率 – AmazonやGoogleなどのパブリッククラウドストレージプロバイダー
は、数段階のストレージ容量に対する定額料金体系ではなく、使用分に対して支
払う料金体系で最も低いストレージ料金を提供しています。

• ゼロ知識証明ゼロ知識証明 – 業界標準AES-256暗号化方式で、カスタマーは利用中のクラウド
ストレージプロバイダーがセキュリティ侵害にさらされても、データと暗号鍵を
自分達で確実に保持できます。

• クラウドストレージへの非依存クラウドストレージへの非依存 – クラウドストレージ分野は急速に進化を遂げて
います。カスタマーは複数のプロバイダー間を移行しながら常に独自の環境に最
適なプロバイダーを見つけることができます。
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• 高度シーディングと大規模リカバリのサポート高度シーディングと大規模リカバリのサポート – バンド幅はクラウドバックアッ
プの制限要因です。Retrospectは初期バックアップにシーディングオプションと
大規模リストア状況には大規模リカバリをサポートします。

• プライベートクラウドのサポートプライベートクラウドのサポート – パートナーが独自データセンターでプライベ
ートクラウドを運用できるオープンソフトェア、 Basho Riak CSへのバックアッ
プをRetrospectは認定しています。パートナーはカスタマーに利用してもらえる
独自プライベートクラウドをすぐに設定できます。

統合統合

クラウドバックアップはRetrospectに完全に統合されています。また、セレクターやルー
ル、バックアップセットやメディアセット転送、グルーミング、カタログ再構築など、
Retrospectの強力なすべての機能がサポートしています。

クラウドストレージの追加クラウドストレージの追加

クラウドストレージを宛先として追加する方法はシンプルです。Retrospect には「クラウ
ド」と呼ばれる新しいセットタイプがあります。新規のバックアップセット/メディアセッ
トを作成して、タイプに「クラウド」を選択してください。

Windows インターフェイスインターフェイス
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Mac インターフェイスインターフェイス

次に、クラウドストレージの資格情報を入力する必要があります。まず、クラウドストレ
ージのアカウントをセットアップする必要があります。このアカウントにより、新しいス
トレージの場所の URL、「アクセスキー」（ユーザ名と似たようなものです）、および
「シークレットキー」（パスワードと似たようなものです）が得られます。

クラウドストレージのプロバイダによって提供するオプションが異なります。Retrospect
では、お客様は SSL 暗号化（HTTP または HTTPS）の有効化・無効化や、クラウドメン
バー 1 人につき 8TB までの最大ストレージ容量の設定を行うことが可能です。
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Windows インターフェイスインターフェイス

Mac インターフェイスインターフェイス

クラウドストレージの使用クラウドストレージの使用

クラウドストレージの使用方法はシンプルです。クラウドセットを作成した後、新規スク
リプトを作成するかそのクラウドセットを既存のスクリプトに追加して、「実行」をクリ
ックしてください。バックアップが開始し、そのセットの内容が自分のクラウドストレー
ジの場所にアップロードされます。実行/アクティビティの進行状況を追跡することができ
ます。
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検証の無効化検証の無効化 – クラウドストレージをご利用の際は「検証」から「検証なし」に切り替え
てください。Retrospectバックアップは自動的に「詳細な検証」に設定されています。こ
の検証プロセスではバックアップセットに書き込まれたファイルと元のソース上のファイ
ルを比較し、バックアップセットとバックアップソースの両方から新しいデータを効果的
にリードバックします。 バックアップ検証はこのモードの既定値に設定されているのです
が、これはセットが保存される基本的な記憶媒体に関わる問題をRetrospectが直ちに特定
できるようにするためです。

ただし、これはクラウドバックアップには不要です。パブリッククラウドストレージプロ
バイダーは、格納するデータの安全性を保証するため自社のシステムに冗長性とエラーチ
ェックを組み込んでいます。そのうえ、バックアップ中にメディア検証か詳細な検証の検
証が有効になっていると、Retrospectは新たに完了したバックアップをクラウドストレー
ジからダウンロードするため、このプロセスにより時間とクラウドデータダウンロード料
金の両面で経費を増やす可能性があります。

Windows インターフェイスインターフェイス
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Mac インターフェイスインターフェイス

クラウドの帯域幅調整クラウドの帯域幅調整

環境設定で、クラウドバックアップおよびクラウド復元のための帯域幅調整が可能です。

Windows インターフェイスインターフェイス
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Mac インターフェイスインターフェイス

クラウドストレージ向けのシーディングクラウドストレージ向けのシーディング

クラウドにアップロードするには時間がかかります。この時間を短縮するため、多数のク
ラウドストレージプロバイダーがシーディングを提供しています。シーディングを利用す
ると、お客様はデータをローカルのハードドライブにバックアップしてから、そのハード
ドライブをクラウドストレージプロバイダーに送信することができます。その後、クラウ
ドストレージプロバイダーが受信したデータをお客様の保管場所にインポートします。こ
の処理方法であれば、お客様は大量のデータをアップロードするより迅速にプロバイダー
に送信できるようになります。データのインポートが終われば、お客様はそのRetrospect
内の一式データの場所をクラウドの格納先に変えて増分バックアップを開始できます。こ
れは大規模環境で大幅なパフォーマンス向上を実現するシンプルなプロセスです。以下の
スクリーンショットを参照してください。
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Windows インターフェイスインターフェイス

Mac インターフェイスインターフェイス

クラウドストレージ向けの大規模リカバリークラウドストレージ向けの大規模リカバリー

クラウドからのダウンロードにも時間がかかります。ダウンロード速度はアップロード速
度よりはるかに高速ですが、大容量を復元するとなるとお客様は高速オプションが必要で
す。「クラウドストレージ向けのシーディング」と同様で、クラウドストレージ向けの大
規模リカバリーを使うと、お客様はご利用のクラウドストレージプロバイダーにバックア
ップセット一式を要求できるようになります。ご利用のプロバイダーがこのサービスを提
供する場合は、お客様は自社のデータが入っているハードドライブを発注してお客様の事
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業所に配送してもらえます。ハードドライブが届いたら、Retrospectを立ち上げ、クラウ
ドセットメンバーの場所を新しいローカルバージョンに編集します。これでRetrospect は
大容量の復元を直ちに開始できる状態になります。

パフォーマンスで最適化されたグルーミングパフォーマンスで最適化されたグルーミング

Windows用Retrospect v11とMac用v13には、パフォーマンスで最適化された新しいグルー
ミングモードが装備されています。最大で5x速くなりました。グルーミングを使うとバッ
クアップの長期保存方針によりカスタマーへの保護が継続します。予算に応じたストレー
ジを使用して前日、前週、前月、5年前のリカバリを確実にできます。パフォーマンスで最
適化されたグルーミングでカスタマーはこのスペース節約プロセスをすぐに活用できま
す。

パフォーマンス最適化グルーミングにより既存のグルーミングモードが補完され、現在の
名称は「ストレージ最適化グルーミング」となりました。ストレージ最適化グルーミング
は空き領域を可能な限り確保し、古いバックアップ情報が含まれないようにバックアップ
セットを書き換えます。パフォーマンス最適化グルーミングは、何のデータを削除するか
について一定の決定を行い、迅速に削除することのできる古いバックアップ情報のみを削
除します。技術面に関して言えば、この高速化したグルーミングモードは、RDBファイル
全体を書き換える代わりに削除するだけです。このため、クラウドバックアップセット/メ
ディアセットはパフォーマンス最適化グルーミングしかサポートしません。この要件によ
り、お客様はクラウドデータセットを書き換えることなく効率的に古いバックアップ情報
をグルーミングできるようになります。

Windows インターフェイスインターフェイス
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Mac インターフェイスインターフェイス

カタログ再作成の高速化カタログ再作成の高速化

Windows 用 Retrospect 11 と Mac 用 Retrospect 13 は両方とも、カタログ再作成に関し
て目に見えないパフォーマンスの改善が行われています。再作成のパフォーマンスは、か
ねてよりお客様にとって問題となっていました。今回の最新バージョンで、再作成プロセ
スは場合によっては最大 3 倍と、著しく高速化しています。これは、（現在は削除されて
いる）既存のパフォーマンス最適化である「高速カタログ再作成」の後継です。

この新しいプロセスは、事前に既存のセットにバックアップ操作を行う必要があります。
これによりセット内のカタログに関する情報をより多くキャッシュ化し、再作成が必要な
場合にその操作によって元のカタログを迅速に再構成できるようになります。

バックアップと復元のパフォーマンスの改善バックアップと復元のパフォーマンスの改善

Windows 用 Retrospect 11 と Mac 用 Retrospect 13 は、バックアップと復元にも目に見
えないパフォーマンスの改善が行われています。両方ともに、根本的なマッチングの改善
により最大 20% 高速化しています。マッチングとは、 Retrospect の、何のファイルがバ
ックアップセット/メディアセットに既に含まれているかを比較するためのプロセスです。
Retrospect は全てのバックアップおよび復元の処理中にマッチングを利用します。マッチ
ングは最大 6 倍高速化しています。

ポータブルバックアップセットポータブルバックアップセット/メディアセットメディアセット

Windows 用 Retrospect 11 と Mac 用 Retrospect 13 で、お客様はディスクセットのメン
バーフォルダを新しい場所に移動できるようになり、メンバーを編集して新しい場所を選
ぶだけで Retrospect に知らせることができるようになりました。セット転送よりも、これ
らのファイルを移動することの方が望ましいシナリオも存在します。
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Microsoft Exchange 2016 データベース認定データベース認定

Retrospect は、Microsoft Exchange 2016 データベース保護の認定を受けています。今後
のリリースで、メールボックスバックアップがサポートされる予定です。

バグ修正バグ修正

Retrospect の最新版では、これまでの様々な問題を修正しています。 このリリースで修正
されたバグの完全なリストについては、「Release Notes」を参照してください。
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Chapter 2

はじめにはじめに
• Retrospect の概要
• 必要条件
• Retrospect ユーザアカウントの作成
• Retrospect のインストール
• Retrospect の使い方
• Windows 8、7、Vista、Server 2012 および Server 2008 の使用
• 旧バージョンの Retrospect のアップグレード
• Retrospect アップデート

この章では、Retrospect の使用に必要なハードウェアとシステムの必要条件および
Retrospect ソフトウェアのインストール方法とアップグレード方法について説明します。
また、Retrospect の基本的な使用方法の概要についても説明します。Retrospect Clients
の必要条件とインストールについては、「ネットワーク接続クライアント」を参照してく
ださい。

Retrospect の概要の概要

Retrospect Multi Server、Single Server、および Single Server (Disk-to-Disk) は中小企業向
けに設計されており、ネットワークサーバ、デスクトップコンピュータ、ノートブックコ
ンピュータ、およびクリティカルアプリケーションを徹底かつ迅速にバックアップし、
100 % 正確に復元します。
最適な最適な Retrospect 製品の選択製品の選択

Retrospect 製品は現在、5 つの種類が提供されています。貴社の要求を満たす最適な製品
をこれらの Retrospect 製品の中から選択してください。以下の表は、Retrospect の機能
の一部とその機能が利用可能な Retrospect 製品を示しています。

• Multi Server – Retrospect を実行している 1 台のホストコンピュータから、ネッ
トワーク接続された無制限の Windows、Mac、Linux サーバーと、デスクトップ
およびノートブックを保護します。ディスクとテープのストレージデバイスをサ
ポートします。

• Single Server – 1 台のサーバーを保護し、Retrospect を実行している 1 台のホス
トコンピュータから、ネットワーク接続された無制限の Windows、Mac、Linux
デスクトップとノートブックを保護します。ネットワーク接続された Mac、
Windows、Linux サーバーを追加で保護するには、サーバー クライアント ライセ
ンスを購入できます。ディスクとテープのストレージデバイスをサポートしま
す。

• Single Server (Disk-to-Disk) – 一つの Windowsを保護するローカル、ネットワー
ク、そしてクラウドディスクをベースにしたストレージを利用するサーバーおよ
び5つのワークステーション。 Formerly Retrospect Disk-to-Disk.

• Desktop – 1 台の非サーバー Windows PC と 5 台までの Windows、Mac、Linux
デスクトップとノートブックを追加で保護します。 Formerly Retrospect
Professional.
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Retrospect のアドオン製品のアドオン製品

Retrospect 製品が持つ多くの高度な機能は適切なライセンスコードを保持している場合に
のみ利用できます。「設定」>「ライセンス」の順にクリックすると、現在のライセンス
が表示されます。新しいライセンスを購入することもできます。

• VMware Host Server – ファイルベースのエージェントレスバックアップでVMを
保護し、ESX 4およびESXi 5.0/5.1環境で復元する。

• オープンファイルオープンファイル バックアップバックアップ 無制限無制限 – Windows サーバー、デスクトップ、ラ
ップトップ上の NTFS フォーマットでのオープンファイルを保護します。このア
ドオンは、稼働中の会計、CRM、および独自のデータベースなどの基幹業務アプ
リケーションや、複数のボリュームに分散したそれらのアプリケーションのデー
タファイルの保護を可能にします。Retrospect のオープン ファイル バックアップ
無制限アドオンは、エンドユーザーのデスクトップやラップトップを含む、
Retrospect ホストサーバーによって保護されているすべての Windows システム
をカバーします。

• オープンファイルオープンファイル バックアップバックアップ Disk-to-Disk エディションエディション – 1 台の Windows サ
ーバー上の NTFS フォーマットでのオープンファイルを保護します。 このアドオ
ンは、稼働中の会計、CRM、および独自のデータベースなどの基幹業務アプリケ
ーションや、複数のボリュームに分散したそれらのアプリケーションのデータフ
ァイルの保護を可能にします。 Retrospect のオープンファイル バックアップ
Disk-to-Disk エディション アドオンは、Retrospect ホストサーバーのみをカバー
します。 Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) および Desktop (Professional) 専
用。

• 異機種ハードウェア復元異機種ハードウェア復元 無制限無制限 – オペレーティングシステム、アプリケーショ
ン、レジストリー、データを含む起動ボリューム全体を、より新しいモデルや異
なるメーカー等の物理的に完全に異なるコンピュータへ復元することを可能にし
ます。 Retrospect の異機種ハードウェア復元 無制限アドオンは、エンドユーザー
のデスクトップやラップトップを含む、Retrospect ホストサーバーによって保護
されているすべての Windows システムをカバーします。

• 異機種ハードウェア復元異機種ハードウェア復元 Disk-to-Disk エディションエディション – オペレーティングシステ
ム、アプリケーション、レジストリー、データを含む Windows サーバーを、より
新しいモデルや異なるメーカー等の物理的に完全に異なるコンピュータへ復元す
ることを可能にします。 Retrospect の異機種ハードウェア復元 Disk-to-Disk エデ
ィションアドオンは、Retrospect ホストサーバーだけをカバーします。
Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) および Desktop (Professional)専用。

• Microsoft SQL Server Agent – Microsoft SQL Server 2014、2012、2008、2005
のホットバックアップを提供します。SQL サーバーまたは個別のデータベースを
特定な時間まで自動復元します。Retrospect アプリケーションまたは Retrospect
クライアントを実行している SQL サーバーに対してライセンス供与されます ;
Retrospect サーバークライアントライセンスを含みます。

• Microsoft Exchange Server Agent – Microsoft Exchange Server 2016、2013、
2010、2007、および 2003 のストレージグループ、データベース、メールボック
スのホットバックアップを提供します。 Exchange サーバーまたは個別のコンポ
ーネントを特定な時間まで自動復元します。 Retrospect アプリケーションまたは
Retrospect クライアントを実行している Exchange サーバーに対してライセンス
供与されます; Retrospect サーバークライアントライセンスを含みます。

• 高度テープサポート高度テープサポート – 複数のスタンドアロン ドライブ、ライブラリのドライブ、
オートローダーのドライブなどの複数のテープドライブを並行して使用すること
により、バックアップ時間を短縮します。 高度テープサポートアドオンは、テー
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プドライブ単位でなく、Retrospect ホストサーバー単位でライセンスされます。
例えば、 1 ライブラリで 4 テープドライブ搭載の場合、必要な高度テープサポー
トアドオンのライセンスは 1 つだけです。

• Retrospect クライアントクライアント パックパック – Retrospect Disk-to-Disk または Desktop エデ
ィションでバックアップできる、ネットワーク接続されたデスクトップとノート
ブックコンピュータの数を増やします。1、5、10 個のクライアントライセンスパ
ックが利用可能です。

• Retrospect サーバーサーバー クライアントクライアント – Retrospect Single Server エディションでバ
ックアップできる、ネットワーク接続されたサーバーの数を増やします。1 つの
Retrospect サーバークライアントは、ネットワーククライアントとして、1 台の
追加サーバーを保護するライセンスを追加します。

• 年間サポートおよびメンテナンス年間サポートおよびメンテナンス (ASM) – ASMは購入日から1年間、追加費用な
しでメールと電話 (一部の地域のみ）による技術サポートおよび購入製品のすべて
のアップグレード/アップデートをご提供します。

必要条件必要条件

Retrospect を実行して使用するには、ハードウェア、ソフトウェア、およびメモリに関し
て最小限の必要条件を満たす必要があります。クライアントコンピュータの必要条件につ
いての詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参照してください。

システム要件システム要件

Windows 用用 Retrospect 11
サポートするオペレーティングシステムサポートするオペレーティングシステム:

• Microsoft Windows 10/8/7/Vista/XP
• Microsoft Windows Server 2012 R2/2012/2008/2003*
• Microsoft Windows Server 2012 Essentials*
• Microsoft Windows SBS 2011/2008/2003*
• Microsoft Windows Storage Server 2008/2003*

*Retrospect Desktop は Windows Server 上で実行できません。

サポートするハードウェアサポートするハードウェア:
• Pentium と同等以上のプロセッサー (32 ビットと 64 ビット)
• 各並行アクティビティに対して1 GB、32ビットWindowsに対して最低3 GB、64
ビットWindowsに対して最低4 GB。

• 同時アクティビティごとに 10 〜 15 GB のハードディスク空き容量が必要 (バック
アップ、復元、その他)

• バックアップのための適切なストレージ
推奨する構成推奨する構成:

• 最新の Service Pack
• 1つ、または複数のマルチコア プロセッサー

Windows 用用 Retrospect Client 11
• Microsoft Windows 10/8/7/Vista/XP
• Microsoft Windows Server 2012 R2/2012/2008/2003*
• Microsoft Windows Server 2012 Essentials*

CHAPTER 2 • はじめに 18



• Microsoft Windows SBS 2011/2008/2003*
• Microsoft Windows Storage Server 2008/2003*
• Pentium 以上のプロセッサー
• 各 OS に関する Microsoft 社のガイドラインを満たす RAM

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライ
センスを有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Mac 用用 Retrospect Client 13
• Mac OS X または Mac OS X Server 10.6.8 以降 (OS X Yosemite 10.10 を含む)
• Intel プロセッサー
• 各 OS に関する Apple 社のガイドラインを満たす RAM

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライ
センスを有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Mac 用用 Retrospect Client 6.3
• Mac OS X または Mac OS X Server 10.3.9、10.4.11、10.5.8
• PowerPC G3、G4、G5
• 各 OS に関する Apple 社のガイドラインを満たす RAM

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライ
センスを有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Linux 用用 Retrospect Client 11
• x86 または x64 ベースシステムで実行される Red Hat Linux, Red Hat Enterprise

Linux, CentOS, Debian, Ubuntu Server または SUSE Linux オペレーティングシス
テム (詳細)

• glibc バージョン 2 以降
ストレージストレージ デバイスデバイス

Retrospect は、ハードドライブ (ダイレクトおよびネットワークアタッチの両方)、テープ
ドライブとライブラリ、フラッシュストレージ、リムーバブルドライブ (RDX、REV、その
他) などの多種多様なストレージデバイスをバックアップの宛先としてサポートしていま
す。Retrospect Device Support Databaseでサポートしているテープドライブとライブラ
リをご確認いただけます。

Retrospect ユーザアカウントの作成ユーザアカウントの作成

ディスクやリモート共有、および SQL や Exchange のデータベースをバックアップするに
は、それらのディスクとデータベースへのアクセス権を持つユーザアカウントで
Retrospect を実行する必要があります。

Retrospect, Inc. は、Retrospect をインストールする前に、全リソースにアクセスできる
管理者アカウントを 1 つ作成しておくことを推奨しています。

SQL と Exchange については、バックアップするすべてのデータベースサーバにアクセス
する権限を、作成するアカウントに与える必要があります。アカウントを次の各グループ
のメンバーにしてください。
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• Domain Users
• Domain Admins
• Administrators
• Backup Operators

詳しくは「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームの場合は、元ボリューム、宛先ボリューム、またはカタログファ
イルの保存場所として使用するボリュームのすべてにアクセスする権限を、アカウントに
与える必要があります。

Retrospectユーザアカウントおよびログイン情報の修正方法について詳しくは、セキュリ
ティ環境設定を参照してください。

Retrospect のインストールのインストール

Retrospect をインストールする手順は、初めてインストールするか以前のバージョンから
アップグレードするかに関係なく、同じです。アップグレードの場合は、最新のバージョ
ンで使用できるよう、スクリプト、スケジュール、セレクタ、クライアントなどの既存の
設定が自動的にコピーされます。Retrospect をインストールした後は、起動して使用を開
始する前に、Retrospect 用の更新があるかどうかをチェックするようにします。

Retrospect をインストールするかアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. 実行中の他のアプリケーションで保存していないすべての文書を保存します。
2. Windows では、コンピュータに管理者権限でログインします。
3. Retrospect の CD をコンピュータの CD/DVD ドライブに挿入します。表示された
メニューの「Retrospect のインストール」をクリックします。

Retrospect インストーラをダウンロードした場合は、Setup.exe を実行します。

4. InstallShield ウィザードの指示に従って、ソフトウェアをインストールするか、イ
ンストール済みの Retrospect をアップデートし、必要に応じてコンピュータの再
起動オプションを選択します。

5. Retrospect のアップグレードの中には、アプリケーションの新規ライセンスコー
ドを含むものがあります。アップグレードに新規ライセンスコードが含まれてい
る場合は、そのコードが必要になります。インストーラを実行した後、最初に
Retrospect を起動した時点で新規ラインセンスコードを入力します。

Retrospect クライアントと ユーザ開始型復元のインストール手順については、「ネットワ
ーク接続クライアント」を参照してください。

Retrospect更新更新

Retrospect 更新は、無料でダウンロードすることができます。追加のデバイスサポート
や、Retrospect の以前のバージョンに関する問題の対処法などが提供されます。デフォル
トでは、Retrospect は Retrospect 更新を定期的にチェックし、利用できる更新があれば
通知するよう設定されています。更新は、任意の時点で手動でチェックすることもできま
す。

• 更新をチェックするには、有効なインターネット接続が必要です。インターネッ
トへの接続にプロキシサーバを使用している場合は、「Retrospect の更新」環境
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設定に正確なプロキシサーバ情報が含まれていることが必要です。詳しくは、更
新環境設定を参照してください。

• Retrospect 更新の自動チェック
• Retrospect 更新の手動チェック
• Retrospect 更新のインストール

Retrospect 更新の自動チェック更新の自動チェック

デフォルトでは、Retrospect は現在使用されている Retrospect のバージョン向けの更新
（無料）を定期的にチェックします。Retrospect の環境設定が有効になっていることを確
認するには、Retrospect のナビゲーションバーから「設定」>「環境設定」を順に選択し
ます。環境設定の「通知」分類で「更新」をクリックし、「利用可能な更新を自動でチェ
ック」チェックボックスがオンになっていることを確認します。詳しくは、更新環境設定
を参照してください。

Retrospect が更新を検出すると、更新をダウンロードするか、その場でインストールする
ことができます。詳しくは、Retrospect 更新のインストールを参照してください。

Retrospect 更新の手動チェック更新の手動チェック

インストールされている Retrospect のバージョン向けの無料更新を検索するには、「ヘル
プ」メニューから「Retrospect 更新」を選択します。ダイアログボックスに、現在インス
トールされている Retrospect のバージョンと、デバイスサポート用の更新やホットフィッ
クスがリストに表示されます（存在する場合）。また、最後に更新がチェックされた日付
も表示されます。

Retrospect Web サイトで利用可能な更新をチェックするには、「今すぐチェック」をクリ
ックします。

更新が存在する場合は、ダウンロードしてインストール可能な項目のリストが表示されま
す。

Retrospect 更新のインストール更新のインストール

現在インストールされている Retrospect のバージョン向け更新が検出されると、利用可能
な更新のリストが表示されます。リストから項目を選択して、次のいずれかのコマンドを
選択します。

• 「この更新の詳細」をクリックすると、選択した更新に関する詳細が表示されま
す。

• 「ダウンロード」をクリックすると、選択した更新用のインストーラが指定の場
所にダウンロードされます。更新は、いつでもインストールすることができま
す。ダウンロードした更新用のインストーラは、更新をインストールした後に手
動で削除しなければなりません。

• 「インストール」をクリックすると、更新がダウンロードされインストールされ
ます。この場合、更新がダウンロードされた時点で、更新インストーラを実行す
るために Retrospect を終了するかどうかの確認を求めるメッセージが表示されま
す。更新がインストールされると、更新インストーラが自動的に削除されます。
更新をダウンロードした後で Retrospect を終了しないことを選択した場合は、更
新インストーラが削除され、更新はインストールされません。

• 「この更新を無視」チェックボックスをオンにすると、インストールしたくない
更新が無視されます。更新はリストに記されたままグレー表示されます。
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• 「閉じる」をクリックすると、更新をダウンロードやインストールすることなく
ダイアログが閉じます。

ダウンロードしてインストールできるのは、一度に 1 つの更新だけです。複数の更新をイ
ンストールしたい場合は、最初の更新がインストールされた後で、「ヘル
プ」>「Retrospect 更新」を順に選択し、「直ちにチェック」をクリックします。

Retrospect への機能の追加への機能の追加

アドオン製品を使用することによって Retrospect の機能を容易に拡張することができま
す。また、より強力なバージョンの Retrospect ファミリに容易にアップグレードすること
もできます。オプションの機能には、オープンファイルバックアップと障害発生時の復旧
があります。

アップグレードするには、Retrospect の「ウインドウ」メニューから「ライセンスマネー
ジャ」を選択します。「購入」をクリックし、さらに「Web」をクリックします。Web ブ
ラウザが起動し、Retrospect Online Store が表示されます。

購入ライセンスコードを電子メールで受信したら、Retrospect-の「ライセンスマネージ
ャ」ウィンドウで「追加」をクリックしてコードを入力します。これでアップグレードが
完了します。

Retrospect の使い方の使い方

Retrospect は、ユーザフレンドリーなインターフェイスを備えています。ナビゲーション
バーやツールバー、よく使用するコマンドにすばやくアクセスするためのキーボードのシ
ョートカットがあります。

Retrospect の起動方法の起動方法

Retrospect を起動するには、「スタート」メニューの Retrospect, Inc. Retrospect プログ
ラムグループから「Retrospect 11.0」を選択します。

Retrospect の開始ウィザードの開始ウィザード

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect の起動ウィザードが開きます。
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アプリケーションのライセンスコードを所定のフィールドに入力し、「次へ」をクリック
します。

ライセンスコードをお持ちでない場合は、「購入」ボタンをクリックすれば、コードの取
得方法の詳細が表示されます。
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Retrospect のアドオン製品のコードを別にお持ちの場合は、ここで入力できます。アドオ
ンのコードは、ライセンスマネージャを使用すれば、後で必要になったときに入力するこ
とができます。「次へ」をクリックして先に進みます。

CHAPTER 2 • はじめに 24



お名前と会社名を入力して「次へ」をクリックします。
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登録画面では、以下のボタンのいずれかをクリックします。

• Retrospect をまだ登録しておらず、ここで登録したい場合は、「登録登録」をクリッ
クします。

• この手順を省略する場合は、「後で登録後で登録」をクリックします。
• Retrospect を既に登録している場合は、「登録済み登録済み」をクリックします。
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ディスクやリモート共有、および SQL や Exchange のデータベースをバックアップするに
は、それらのディスクとデータベースへのアクセス権を持つユーザアカウントで、
Retrospect が動作している必要があります。

SQL や Exchange などのリモート共有をバックアップする場合、Retrospect, Inc. はすべ
てのリソースへのアクセスが可能な管理者権限を持つアカウントを作成し、その情報を
「Retrospect を常に特定ユーザで実行する」の下にあるフィールドに入力することを推奨
します。

詳しくは、Retrospect ユーザアカウントの作成を参照してください。

リモートサーバで実行している Retrospect をターミナルサービスで管理する場合は、ター
ミナルサービスとリモートデスクトップを参照してください。
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Retrospect の設定が完了しました。バックアップをただちに開始するには、「次へ」をク
リックします。Retrospect を操作して使い方に慣れる必要がある場合は、「バックアップ
を実行する」チェックボックスのチェックを外して「終了」をクリックします。

最初のバックアップの設定方法についての詳細は、ウィザードモードでのバックアップを
参照してください。

Retrospect の終了方法の終了方法

Retrospect を起動したら、バックグラウンドでプログラムウィンドウをクリックするか、
「スタート」メニューまたはタスクバーから別のプログラムを選択することによって、
Retrospect から一時的に離れることができます。この操作により、Retrospect はバックグ
ラウンドに後退してアクティブなプログラムではなくなりますが、現在の操作を続行し、
後続の操作が予定されていれば、その操作も実行します。

Retrospect を完全に終了するには、「ファイル」メニューから「終了」を選択します。次
のスケジュール操作がある場合は、終了する前にメッセージが表示されます。

ナビゲーションバーナビゲーションバー

Retrospect を起動すると、左側にナビゲーションバー、上部にツールバーが配置されたメ
インウィンドウが表示されます。
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このナビゲーションバーから、Retrospect のすべての機能へアクセスすることができま
す。

• ナビゲーションバーを消去するには

をクリックします。
• ナビゲーションバーを表示するには

をクリックします。

ナビゲーションバーは、機能別に階層的に編成されています。「+」アイコンをクリック
すると、その機能の各項目が表示されます。

「–」アイコンをクリックすると、低レベルの項目が表示されなくなります。トップレベル
の分類項目をクリックすると、概要ウィンドウが表示されます。（デフォルトでは、バッ
クアップの概要ウィンドウは Retrospect のオープン時に表示されます）。

各概要ウィンドウには左側にボタンが付いています。各ボタンの右側には、そのボタンの
機能や動作の説明が表示されます。各ボタンの機能を実行するには複数のステップを必要
とするため、ボタンをクリックすると、さらに別のウインドウやダイアログボックスおよ
びボタンが表示されます。

ナビゲーションバー上の任意の位置を右クリックすると、次の表示オプションが利用でき
ます。
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• メニューを隠す/メニューを表示
• 右側にドッキング/左側にドッキング
• テキストを右揃えにする/テキストを左揃えにする

これらのオプションを使えば、ナビゲーションバーの表示をカスタマイズできます。

ツールバーツールバー

ナビゲーションバーから各機能にアクセスできるようになったら、次は、Retrospect のメ
ニューの下にあるツールバーの各ショートカットに慣れてください。

マウスのポインタをツールバーのアイコンの上に置くと、そのアイコンの機能が表示され
ます。

システムトレイアイコンシステムトレイアイコン

Retrospect を終了すると、デフォルトでは Retrospect アイコン が Windows のタスク
バーのシステムトレイ部分に表示されます。

このアイコンを右クリックすると、次のコマンドが表示されます。

• Retrospectの起動
• オプション
• 終了

「Retrospect の起動」を選択すると Retrospect が起動します。前回終了時と同じように
Retrospect が表示されます。Retrospect はアイコンをダブルクリックしても起動できま
す。

「オプション」を選択すると、バックアップウィザードを起動するショートカットキー
と、アイコン表示の有無を設定できます。

バックアップウィザードのショートカットキーを設定するには、次の手順に従います。

1. システムトレイにある Retrospect アイコンを右クリックし、「オプション」を選
択します。
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2. ショートカットキーの入力フィールドをクリックし、ショートカットとして使用
するキーの組み合わせを入力します。

Ctrl、Alt、Shift のいずれかのキーを、キーボード上の他の 1 つ以上のキー（文
字、ファンクションキーなど）と組み合わせてください。

3. 「OK」をクリックします。

Retrospect が動作していないときにショートカットキーを押すと、Retrospect が起動して
バックアップウィザードが開きます。詳しくは、ウィザードモードでのバックアップを参
照してください。

Retrospect は、前回指定された基本バックアップの設定を表示します。ショートカットキ
ーを使用すれば、これらの設定に容易にアクセスして、速やかにバックアップを開始でき
ます。現在の設定でバックアップを実行するには、「今すぐ開始」をクリックします。

バックアップ設定は、前回の編集を高度な設定モードで実行した場合でも、ウィザードモ
ードで表示されます。

Retrospect アイコンをシステムトレイから消去するには、次の手順に従います。

1. システムトレイにある Retrospect アイコンを右クリックし、「オプション」を選
択します。

2. 「タスクバーに Retrospect アイコンランチャーを表示する」チェックボックスの
チェックを外します。

3. 「OK」をクリックします。

Retrospect アイコンが消去されます。

消去したアイコンは、Retrospect の環境設定を使って再表示できます。詳しくは、スター
トアップ環境設定を参照してください。

Retrospect アイコンを一時的に消去するには、「終了」を選択します。Retrospect を次回
起動して終了すると、アイコンが再度表示されます（環境設定によっては表示されない場
合もあります）。

31 WINDOWS ユーザー ガイド



システムトレイのアイコンから終了すると、バックアップウィザードの起動に指定したシ
ョートカットも無効になります。

ツールバーかカウントダウンダイアログから Retrospect のすべての実行アクティビティを
停止すると、Retrospect ツールバーの「すべての実行アクティビティを中止する」ボタン
をクリックするまでは、Windows タスクバーのシステム トレイにある Retrospect アイコ
ンが点滅し続けます。アイコンが点滅し続けている間は、Retrospect は基本操作もスクリ
プトによる操作も実行しません。Retrospect のすべての実行アクティビティの停止の詳細
については「停止」ボタンを参照してください。

キーボードによる操作キーボードによる操作

Retrospect には Windows 標準のショートカットが用意されており、マウスを使わなくて
も、キーボードだけで操作できます。

たとえば、Ctrl+F4 を押すとアクティブなウィンドウが閉じ、Alt+F を押すと「ファイル」
メニューが表示されます。

さらに、Retrospect のナビゲーションバーも、Ctrl+1 を押せば利用できます。

Windows 8、、7、、Vista、、Server 2012 およびおよび Server
2008 の使用の使用

自動操作自動操作

Retrospect を Windows 8、7、Vista、Server 2012、またはServer 2008 上で自動的に起動
している場合、アプリケーション ウィンドウは非表示になります。 操作の実行中に
Retrospect を手動で起動した場合、使用可能であれば、Retrospect モニタが表示されま
す。 Retrospect モニタがインストールされていない場合は、操作中であることを示す警告
が表示されます。 この場合、警告を閉じて操作を継続するか、操作を停止して Retrospect
ウィンドウを表示できます。

Retrospect のアイコンのアイコン

以下の Windows バージョンを実行している場合、Retrospect はタスクバーにアイコンを
表示しません。

旧バージョンの旧バージョンの Retrospect のアップグレードのアップグレード

古いバックアップ古いバックアップ セットセット

Retrospect 8 を使用して古いバックアップ セットを使用することができます。しかし、バ
ックアップセットをいったん Retrospect で使用すると、そのバックアップセットは 7.7 よ
り前のバージョンの Retrospect からはアクセスできなくなります。
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Retrospect アップデートアップデート

Retrospect は、Retrospect アップデートをリリースすることによってデバイスをサポート
します。 これは、Retrospect を使ってフォルダに配置する「プラグイン」ファイルです。
Retrospect では、可能な限り Retrospect に最新の更新を含め、Retrospect のインストー
ル時に自動的に更新されるように努めています （更新を再インストールするには、
Retrospect 本体を再インストールしてください）。

Retrospect アップデートのバージョンを確認するには、Retrospect のヘルプ メニューか
ら「Retrospect について」を選択します。 「Retrospect について」には、Retrospect の
バージョンおよびアップデート バージョンが記載されています。

Retrospect アップデートがない場合、あるいは、アップデートのバージョンがデバイスに
対して古い場合は、Retrospect の Web サイトから最新の Retrospect アップデートを入手
してください。
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Chapter 3

Retrospect の基本概念の基本概念
• Retrospect の原理
• Progressive バックアップ
• バックアップセットの内容と構成要素
• バックアップ動作
• カタログファイル
• スナップショット
• Retrospect とクライアント
• ハイレベルダッシュボード

この章では、Retrospect の基本概念を説明します。このマニュアルおよびプログラムその
ものも、ここに記述された基本概念に基づいています。これらの基本概念を理解すること
は重要で有意義なことですが、必ずしも必要というわけではありません。Retrospect は強
力で豊富な機能を持つソフトウェアですが、その基本操作は非常に簡単です。

Retrospect の原理の原理

Retrospect で使用するバックアップ方式は、ユーザが要求しない限りバックアップされた
ファイルが削除されたり上書きされたりしないようにするアーカイブ式です。したがっ
て、バックアップされたファイルはディスク、テープ、または CD/DVD に無期限に保管さ
れます。たとえば、数カ月の間、毎日重要書類を処理していて、過去数週間にわたってデ
ータに重大なミスが発見されたようなときに、この方式は役に立ちます。Retrospect で、
毎日バックアップをとっていれば、たとえば 1 週間前のファイルの状態に復元することが
できます（バックアップしたどの時点でも可能です）。この利点は、最新の状態が複製さ
れるだけの「ディスクミラーリング方式」のソフトウェアを使用したバックアップにはな
いもので、Retrospect の大きな特長です。

Retrospect には、データを保護および復元する方法がたくさんあります。Retrospect を使
用して実行できる基本的な操作には、基本操作と自動操作があります。

たとえば、Retrospect を起動してナビゲーションバーから「バックアップ」>「バックア
ップ」をクリックすると、基本操作の最初のステップが行われたことになります。特定の
スケジュールで同一のバックアップを行うスクリプトを作成すると、それは自動操作と見
なされます。

基本操作については、「基本操作」で詳しく説明しています。スクリプト作成の手順は、
「スクリプトによる自動実行」で説明しています。

Retrospect の操作のほとんどは、基本操作でもスクリプトによる操作でも、元ボリューム
と宛先ボリュームの指定が必要です。バックアップの場合、バックアップ元は一般的にコ
ンピュータのハードドライブ上のボリュームまたはサブボリュームであり、バックアップ
先はバックアップメディア（ディスク、テープ、CD など）に保存されたバックアップセ
ットです。

基本基本/自動操作自動操作 元ボリューム元ボリューム 宛先ボリューム宛先ボリューム
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バックアップ
ボリューム/データベース/メールボック
ス（複数可）

バックアップセット
（複数可）

複製 ボリューム ボリューム

アーカイブ ボリューム（複数可） バックアップセット

バックアップセッ
ト転送

バックアップセット（複数可） バックアップセット

スナップショット
転送

スナップショット（複数可） バックアップセット

復元 スナップショット ボリューム

データベースの復
元

スナップショット データベース

メールボックスの
復元

バックアップセット メールボックス

元ボリュームだけが必要で宛先は必要ない自動操作には、スクリプトによるグルーミング
とスクリプトによる検証の 2 種類があります。

ボリューム、バックアップセット、スナップショット、およびさまざまなタイプの基本操
作と自動操作については、別の項で詳しく説明しています。

Progressiveバックアップバックアップ

Retrospect には、特許取得済みの技術に基づく「Progressive バックアップ」機能があり
ます。Progressive バックアップは、以前にバックアップしてから、新しく作成されたファ
イルまたは修正されたファイルだけを自動的に選び出してバックアップセットにコピーし
ます。フルバックアップか増分バックアップかを指定する必要はありません。デフォルト
では、まだバックアップされていないファイルがすべてコピーされます。

バックアップセットの内容と構成要素バックアップセットの内容と構成要素

Retrospect を構築する基本的な単位がバックアップセットで、これは複数のディスク、テ
ープ、記録型 CD/DVD のセット、または単独のファイルから構成されます。テープ、記録
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型 CD/DVD、ディスク、カートリッジなどの個々のメディアを、バックアップセットのメ
ンバーと言います。

1 つのバックアップセットにバックアップできる元ボリュームの数に制限はありません。
たとえば、コンピュータの内蔵ハードディスク、外付けハードディスク、ファイルサー
バ、および Retrospect クライアントソフトウェアをインストールしている同僚のコンピュ
ータのハードディスクをバックアップ先ボリュームとして、1 つのバックアップセットを
指定することができます。

ディスク、テープ、または CD/DVD がデータでいっぱいになると、新しい宛先を指定する
ように要求されます。（ドライブ内で）利用可能な新規メディアまたは消去済みメディア
が使用されます。Retrospect が探していた名前のメディアが見つかった場合は、内容を消
去して再利用されます。誤ってデータが消去されるのを防ぐため、メディアにデータが入
っていた場合には、間違った名前のメディアが自動的に使われることはありません。

Retrospect では、バックアップセットに入っているファイルおよびフォルダのインデック
スであるカタログファイルを使って、ファイルおよびメディアの追跡管理を行っているた
め、ファイルがどのディスク、テープ、CD/DVD に保存されているかを考える必要はあり
ません。詳しくは、カタログファイルを参照してください。

テープバックアップテープバックアップセットセット

テープバックアップセットは、DAT ドライブ、LTO ドライブ、AIT ドライブ、VXA ドライ
ブ、DLT ドライブなどのテープドライブのテープを使用します。ファイルがテープにバッ
クアップされ、カタログファイルは通常、そのバックアップを実行するコンピュータのハ
ードディスクに保存されます。テープドライブの詳細については、「ハードウェア」と
Retrospect の Web サイトを参照してください。

Retrospect の高度テープサポートオプションは、テープバックアップセットでのみ使用可
能で、これにより、ユーザは複数のテープドライブにわたって連続実行することができま
す。詳しくは、高度テープサポートを参照してください。

CD/DVD バックアップセットバックアップセット

CD/DVD バックアップセットでは、CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、
DVD+RW、DVD+R、DVD+R DL ドライブで記録可能なディスクを使用します。ファイル
はディスクにバックアップされ、カタログファイルは通常、そのバックアップを実行する
コンピュータのハードディスクに保存されます。記録型 CD/DVD ドライブの詳細について
は、「ハードウェア」を参照してください。

Retrospect, Inc.では、CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、DVD+RW、
DVD+R、DVD+R DL ドライブで使われる記録可能なディスクを「ディスク」と総称してい
ます。これらのドライブは異なるメディアを使用しますが、Retrospect での使用において
は、ほぼ同じように利用できます。異なっている点は、「R」ディスクは消去できないの
に対して、「RW」ディスクは消去可能で、Retrospect で再利用できることです。再書き
込み可能なディスクは当然、記録可能です。

CD/DVD バックアップセットからの復元には、CD-ROM ドライブや DVD-ROM ドライブ
は使用できません。復元中に書き込み機能は不要ですが、CD-ROM ドライブや DVD-ROM
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ドライブでは Retrospect の CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW のいずれのバックアップ
セットのフォーマットも認識できません。

ディスクバックアップセットディスクバックアップセット

ディスクバックアップセットでは、ハードディスク、サーバ、NAS デバイス、または取り
出し可能なメディア（DVD-RAM、MO など）を使用します。これらのディスクにファイル
がバックアップされ、カタログファイルは通常、そのバックアップを実行するコンピュー
タのハードディスクに保存されます。リムーバブルディスクドライブとハードディスクド
ライブの詳細については、「ハードウェア」を参照してください。

Retrospect には特にディスクバックアップの利点のために設計された多くの機能がありま
す。詳しくはディスクグルーミング、ユーザ開始型復元およびディスクバックアップセッ
トと複数実行を参照してください。

ファイルバックアップセットファイルバックアップセット

ファイルバックアップセットは、カタログファイルとバックアップしたファイルを 1 つの
ファイルにまとめ、ボリュームに保存します。（このボリュームには、フロッピーディス
ク以外の、ハードディスク、ファイルサーバ、共有ディスク、リムーバブルディスクな
ど、Windows のエクスプローラからアクセスしてドライブ名を割り当てられるあらゆるボ
リュームが使用できます。）

ファイルバックアップセットは、保存先のボリュームより大きくすることはできません。
また、ファイルシステムの最大ファイル容量を超えることもできません（FAT、FAT32、
NTFS）。Retrospect のソフトウェア圧縮オプションを使用すると、ファイルバックアッ
プセットの容量を小さくすることができます。

他のタイプのバックアップセットとは異なり、ファイルバックアップセットは複数のメデ
ィアにまたがることはできません。いったん最大ファイル容量に達すると、バックアップ
セットを追加できません。

バックアップ動作バックアップ動作

バックアップ実行の主な目的は、ファイルをバックアップセットにコピーすることです。
Retrospect が実行できるバックアップ動作は 4 種類あります。標準バックアップでは、バ
ックアップセット内に存在しないすべてのファイルが追加されます。新規メンバーバック
アップでは、現在のバックアップセット内で新規メンバーの位置までスキップし、そのメ
ンバーに標準バックアップを実行します。書き替えバックアップでは、バックアップセッ
トが消去され、バックアップセット内に存在しないファイル、つまりすべてのファイルが
追加されます。新規バックアップセット バックアップでは、新規バックアップセットが作
成され、バックアップセット内に存在しないファイル、つまりすべてのファイルが再度コ
ピーされます。

Progressive バックアップでは、手間をかけずに効率的なバックアップが実行できるよう
に、Retrospect のデフォルトバックアップ動作である標準バックアップが使用されます。

バックアップ計画では、標準、書き替え、新規メンバー、または新規バックアップセット
バックアップをバックアップ動作とする複数のバックアップ計画が紹介されています。こ
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れらのバックアップ計画を参考に、バックアップセットを交換したり、メディアの運用環
境外へのローテーションを行うことによって、バックアップの安全性と効率を最大限に高
める方法を検討してください。

標準バックアップ標準バックアップ

標準バックアップは、その名のとおり、通常の状況で使用するバックアップです。これ
は、バックアップセット内でのファイルの重複を避けることによってメディア容量を節約
する Progressive バックアップです。標準バックアップでは、新規ファイルか、または新
たに変更したファイルのみがコピーされます。

標準バックアップでは、バックアップの対象として選択したファイルのリストと、バック
アップセットのカタログファイル内のファイルのリストが Retrospect によって照合され、
メディア上に存在しないファイルだけがコピーされます。標準バックアップが新規バック
アップセットに対して実行されると、バックアップセットにはファイルが 1 つもないた
め、元ボリュームから選択したすべてのファイルがバックアップされます。

標準バックアップの例標準バックアップの例

バックアップ管理者は新規バックアップセットを作成し、バックアップデバイス内の新規
または消去済みのメディアに、標準バックアップを行います。空の新規バックアップセッ
トにはファイルが 1 つもないため、Retrospect は選択したすべてのファイルをそのメディ
アにコピーします。翌日、管理者がそのバックアップセットに別のバックアップを行う
と、Retrospect は選択した元ファイルとカタログファイルを照合し、複数の新規ファイル
と、前日のバックアップ以降に変更されたいくつかのファイルにマークを付けます。これ
らのファイルだけが、このバックアップセットで以前に使われたメディアにコピーされま
す（メディアの容量が一杯になった場合は、新規メディアにコピーされます）。

新規新規メンバーバックアップメンバーバックアップ

新規メンバーバックアップでは、Retrospect は現在のバックアップセット内で、新規メン
バーの位置までスキップします。Retrospect は最初にメンバーを名前で検索し、一致する
メンバーが見つかると、そのメンバーを使用します。一致する名前のメンバーが見つから
なければ、利用可能な新規メディアまたは消去済みメディアを自動的に追加します。名前
が一致するメンバーも、新規メディア、消去済みメディアのいずれも見つからない場合
は、メディア要求ウィンドウが表示され、適切なメディアが用意されるまでバックアップ
動作は停止します。

新規メンバーバックアップでは既存のバックアップセットが使用されるため、前回のバッ
クアップ以降に作成されたファイルと変更されたファイルだけがコピーされます。

新規メンバーバックアップの例新規メンバーバックアップの例

バックアップ管理者が、営業日ごとにテープを取り替えてバックアップするワークフロー
の計画を立てています。各テープの空き容量がなくなってもかまいませんが、時間とメデ
ィアを節約するため、フルバックアップを毎日実施する代わりに、前日から変更されたフ
ァイルと新規ファイルだけをバックアップするつもりです。

そこでバックアップ管理者は、月曜日から木曜日までの毎日、バックアップセットに新規
メンバーバックアップを実行するスクリプトを作成しました。金曜日には書き替えバック
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アップを実行します。これでバックアップセットがリセットされ、次の月曜日からは新し
いバックアップセットに基づいてバックアップが再開されます。

これは新規メンバーバックアップの活用方法を示す例です。Retrospect, Inc. バックアップ
セットを毎週置き換えるのは、古くなったデータが必要ないか、すでに別のバックアップ
セットに保管している場合を除いて、通常は推奨されません。

書き替えバックアップ書き替えバックアップ

Retrospect で書き替えバックアップが実行されると、バックアップセットのカタログファ
イルの内容（もしあれば）が消去され、バックアップ済みファイルが 1 つもない状態にし
ます。次に、バックアップセット内の先頭メディアメンバーが検索され、それが有効な場
合は消去されます。先頭のメディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規また
は消去済みのテープ、ディスク、記録型 CD/DVD などが使われます。元ボリュームから選
択したすべてのものが、バックアップセットにバックアップされます。

書き替えバックアップの例書き替えバックアップの例

バックアップ管理者は、バックアップセットへの標準バックアップの 1 ヶ月後に、カタロ
グファイルが大きくなりすぎていないか判断します。管理者がバックアップデバイスの先
頭メディアメンバーで書き替えバックアップを開始すると、Retrospect によってカタログ
ファイルがリセットされ、メディアのファイルが消去され、選択したファイルがすべてコ
ピーされます。

新規新規バックアップセットバックアップセット バックアップバックアップ

Retrospect で新規バックアップセット バックアップが実行されると、新規または消去済み
テープ、ディスク、CD/DVD を使って、新規バックアップセット（新規バックアップセッ
トには、古いバックアップセットと似た名前が付けられます）が作成されます。これによ
り、元のバックアップセットとカタログファイルを、安全な場所に長期間保存するため
に、現状のまま残すことができます。新規バックアップセットカタログファイルおよび新
規メディアメンバーには、「Office Net [001]」や「1-Office Net [001]」のような連続した
番号の付いた名前が付けられます。スクリプトやスケジュールの中で、従来のバックアッ
プセットを参照している場合、新規バックアップセット名と置換されます。

新規バックアップセット バックアップでは、新しいカタログファイルを持つ新規バックア
ップセットが作成されるため、選択されたすべてのファイルがバックアップ中にコピーさ
れます。

新規バックアップセット新規バックアップセット バックアップの例バックアップの例

バックアップセットを運用環境外にローテーションするため、バックアップデバイスの新
規または消去済みメディアを使って、新規バックアップセット バックアップを行うことに
しました。新規バックアップセットと新規カタログファイルが作成され、選択したファイ
ルがすべて、メディアにコピーされます。前のバックアップセットは現状のまま残し、管
理者はそのメディアを運用環境外の安全な場所に保管できます。

新規バックアップセット バックアップは、ディスク、テープ、記録型 CD/DVD を運用環
境外にローテーションして保管するための手段として最適です。
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カタログファイルカタログファイル

Retrospect では、バックアップセット内のすべてのファイルを継続して管理するために、
個別のカタログファイル（通常は、ハードディスク上に保存されている）を使用します。
実際にバックアップメディアを検索しなくても、カタログファイルによって、即時にファ
イル（古いバージョンのバックアップファイルを含めて）を検索できます。

カタログファイルは、バックアップセットのバックアップメディア上のファイルの内容を
インデックスや表にして示したものです。実際にメディアにアクセスしなくても、カタロ
グファイルを見ればバックアップセットの内容がわかります。カタログファイルは、ファ
イルのバックアップセットへのコピーやバックアップセットからのコピーなどのすべての
操作に必要です。カタログファイルを紛失したり破損した場合は、メディアから再作成す
ることができます。カタログファイルに必要なディスク容量は、10,000 ファイル当たり 4
MB です。

カタログファイルを Retrospect を使わずに開いたり、表示したりすることはできません。

スナップショットスナップショット

Retrospect は Progressive バックアップを実行するため、同一ファイルの複数のバージョ
ンが、バックアップセット内の複数のバックアップセッションに分散してしまうことがあ
ります。たとえば、「週間レポート」という書類を毎週更新すると、更新ごとにファイル
が修正されるため、どのファイルもバックアップセットにバックアップされます。バック
アップセット内の全ファイルについて、全バージョンを単純にリストすると、非常にわか
りにくくなります。そのため、Retrospect では、バックアップごとに、バックアップセッ
ト内に元ボリュームの「スナップショット」が作成されます。

スナップショットとは、バックアップ時のボリューム上にある、すべてのファイルおよび
フォルダをリストしたスナップ写真のようなものです。それぞれのボリュームについて、1
つのスナップショットがカタログファイルに保存され、そのスナップショットのコピーが
バックアップメディア（テープ、ディスク、カートリッジ、記録型 CD/DVD）に保存され
ます。バックアップやアーカイブ動作などが正常に実行されると、古いカタログファイル
のスナップショットは置き換えられますが、古いメディアのスナップショットはそのまま
保持され、新規のスナップショットがメディアに追加されます。

バックアップから復元するとき、スナップショットを使用してディスク全体の内容を復元
することができます。また、バックアップされた時点のボリュームの状態を確認したり、
個別にファイルを選択して復元するときのガイドとしても使用できます。各ボリュームを
バックアップしたどの時点の状態にでも、スナップショットによって完全に復元すること
ができます。

スナップショットは、ファイルが保存されているボリュームの検索や管理に役立ちます。
ボリュームを新規バックアップセットに初めてバックアップする場合、選択したファイル
がすべてコピーされ、そのスナップショットが保存されます。その後、別のボリュームの
バックアップを実行する際には、バックアップセット内のファイルと正確に一致するファ
イルはコピーされません。ただし、それらのファイルの情報は、各ボリュームのスナップ
ショットに記録されます。この効率的な保存方法では、正確に一致するファイルを余分に
コピーしないため、バックアップメディアが節約されます。
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ある特定の時点でのバックアップから、ボリューム、フォルダ、ファイルを復元したい場
合は、メディアから特定の時点のスナップショットを取り出すことができます。

スナップショットは、ある時点でのボリュームの状態を示すため、バックアップセッショ
ンや日付が異なる複数のファイルのバージョンの検索には使用できません。ただし、
Retrospect では検索の簡単な方法を用意しています。詳しくは、検索による復元を参照し
てください。

Retrospect とクライアントとクライアント

Retrospect アプリケーションでは、Windows のエクスプローラからアクセスできるボリ
ューム、またはドライブ名を割り当てできるボリュームをバックアップできます。これら
のボリュームは、ネットワークを介して共有されたボリュームでも、直接コンピュータに
接続されたドライブでもかまいません。

さらに、Retrospect Clients を使えば、Retrospect のバックアップや復元の機能を拡張し
て、ネットワーク上の他のコンピュータも対象とすることができるようになります。
Retrospect Client ソフトウェアを装備したコンピュータのことを、Retrospect クライアン
トコンピュータ、あるいは単にクライアントと呼びます。Retrospect は、ネットワーク上
のクライアントをバックアップできます。ファイルサーバの設置、ファイル共有の開始、
ボリュームのマウントなどは必要ありません。

Microsoft ネットワークを使っても、ネットワークの他のコンピュータをバックアップでき
ますが、共有、ユーザ、および許可を注意して設定しなければなりません。Retrospect の
クライアントソフトウェアでは、同じコンピュータをはるかに簡単にバックアップできま
す。クライアントソフトウェアをインストールするだけで、コンピュータが起動されると
（誰もログインしていない場合でも）ネットワークを介してバックアップできます。

ハイレベルダッシュボードハイレベルダッシュボード

Retrospect の新しいダッシュボードは、1週間前に実行した全バックアップの視覚的なサ
マリーを含むバックアップサーバーのハイレベルな概要を伝えてくれる有益な生産ツール
です。保護されていないソースの確認、大部分のデータをバックアップしているソースの
識別、またストレージ利用の評価をすぐに行えるので、時間の節約と完全なデータ保護が
実現できます。加えてこの情報は、バックアップスケジュールの調整、およびストレージ
とネットワーク帯域のキャパシティ計画にも役立ちます。

ダッシュボードへのアクセスダッシュボードへのアクセス

Window スタートメニューまたはスタートスクリーンから Retrospect アクティビティモニ
ターを立ち上げます。
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大規模なバックアップソースの識別大規模なバックアップソースの識別

ダッシュボードのバックアップセクションでは、バーグラフの色付き部分がそれぞれバッ
クアップを示しています。カーソルを色付き部分の上でホバーさせると該当するバックア
ップのソース、ファイル数、サイズが表示されます。当日の最新バックアップ部分は左側
にあります。
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Chapter 4

ハードウェアハードウェア
• ハードウェアの概説
• 通信技術
• バックアップ機器の確認
• CD/DVD ドライブ
• リムーバブルディスクドライブ
• ハードディスクドライブ
• テープドライブ
• テープライブラリ
• Removable Storage マネージャ
• メディアの寿命と保存
• 複数のバックアップ機器
• Network Attached Storage（NAS）デバイス

この章では、Retrospect で使用しているデバイス通信技術について説明し、バックアップ
デバイスとの使い方を説明します。すでに SCSI、ファイバチャネル、iSCSI、FireWire、
USB についての知識がある方は、説明の項目を省略して、ご使用のハードウェア設定やバ
ックアップデバイスの項に進んでもかまいません。

ハードウェアの概説ハードウェアの概説

Retrospect では、ハードウェアを集中的に使用します。これは、ハードディスクなどの元
ボリュームとテープドライブなどのバックアップデバイス間で、大量のデータ転送を最も
効率的に行うためです。これらのハードウェアシステムが正しく機能していないと、
Retrospect はデータを正常にバックアップすることができません。このため、ハードウェ
アの機能と Retrospect との関連を理解しておく必要があります。

Retrospect, Inc. では、Retrospect について、各種のバックアップデバイスで広範なテス
トを行っています。バックアップを越えた負荷が記憶装置にかからない状態の問題であれ
ば、Retrospect, Inc. の厳しいテストによってほとんど発見されます。デバイスのメーカー
は Retrospect, Inc. に対してデバイスのプレリリース版を提供しているので、もし問題が
あれば、Retrospect, Inc. はデバイスが出荷される前にその点を指摘することができます。
対応デバイスの最新の互換性情報と詳細については、 Retrospect の Web サイトを参照し
てください。

Retrospect で何らかの問題が生じ、ハードウェアとソフトウェアのインストールには問題
がないことを確認できた場合には、「問題と解決方法」を参照してください。

通信技術通信技術

Retrospect は、多くのさまざまな方式を使用してハードウェアデバイスと通信します。こ
の項では、最も一般的な方式を説明し、Retrospect との相互通信方法について説明しま
す。
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SCSI

SCSI（Small Computer System Interface）は、ハードドライブ、テープドライブ、テープ
ライブラリ、スキャナなどの周辺デバイスとコンピュータを接続し、通信を可能にする、
機械的、電気的、機能的な規格です。SCSI ホストアダプタを使えば、コンピュータに
SCSI の機能を追加できます。

SCSI では、SCSI ケーブルを SCSI ポートに接続することにより、1 つ以上の周辺機器を
接続できます。デバイスは「1 台ずつ」直列に、いわゆるデイジーチェーンと呼ばれるシ
ンプルな構造で接続します。各機器は、それぞれを識別する固有の SCSI アドレス、つま
り ID を持っています。機器の ID 番号は、その機器自体に割り当てます。

SCSI チェーンでは、チェーン上で通信する信号の整合性を維持するため、チェーンの両端
を「終端」させなければなりません。これにはターミネータが必要で、これを SCSI の開
いているポートに接続し、そこでチェーンを閉じます。ほとんどの SCSI カードには終端
機能が内蔵されているので、SCSI チェーンのもう一方の端だけを終端させてください。内
部で終端している、または自己終端型の SCSI デバイスは、コンピュータから一番遠い最
後のデバイスとして SCSI チェーンの最後に接続します。使用するハードウェアの終端条
件については、ご使用の SCSI カードのマニュアル、および周辺機器のマニュアルを参照
してください。

チェーン上の ID を、特定の順序にする必要はありません。番号が重複していない限り、番
号の順序が SCSI チェーンの動作に影響することはありません。

SCSI デバイスを確実に機能させるために、必ずチェーン中の各 SCSI デバイスの電源をオ
ンにしてからコンピュータを起動してください。また、コンピュータを終了させてからオ
フにするようにしてください。

iSCSI

iSCSI は、IP（Internet Protocol）ネットワークを介した SCSI コマンド送信を可能にする
ストレージネットワークの標準規格です。Retrospect は iSCSI 準拠のテープドライブ、テ
ープライブラリ、および iSCSI ディスクアレイをサポートしています。

Retrospect, Inc. は、Microsoft iSCSI Software Initiator の最新バージョンを使用することを
お勧めします。

ファイバファイバチャネルチャネル

ファイバチャネルは、非常に高いデータ転送レートを必要とするストレージデバイスのた
めに設計されたシリアルデータ転送アーキテクチャです。ファイバチャネルは、SCSI と
IP ネットワーク転送プロトコルの最適な機能を組み合わせたものです。

Retrospect は、以下の 3 つのトポロジを使ってファイバチャネルのテープドライブとテー
プライブラリをサポートします。

• ポイントツーポイント：専用ケーブルを使ってバックアップコンピュータをファ
イバチャネルのテープライブラリに直接接続します。

• 調停ループ（FC_AL）：切れ目のない 1 つのループまたはリング内に最大 126 個
のデバイスまたはノードを接続します。

• スイッチファブリック：スイッチファブリックは、最大 1600 万ノードを接続で
きる最も複雑なトポロジです。
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• FC_AL とスイッチファブリックの場合、他のアプリケーションからデバイスをロ
ックしたり、デバイスを適切に共有したりする機能は Retrospect にはありませ
ん。ネットワーク管理者は、ファイバチャネルの記憶装置への完全なアクセス権
を常に 1 つの Retrospect だけに与える責任があります。

Retrospect は、ファイバチャネルライブラリを共有するように設計されていません。複数
の Retrospect 間で 1 つのファイバチャネルライブラリを共有するには、複数の、より小
さな仮想ライブラリに分割できるライブラリを選び、個々の Retrospect バックアップサー
バに、仮想ライブラリを 1 つずつ割り当てる必要があります。

FireWire

FireWire とは、ハードディスクやリムーバブルディスクドライブなどの記憶装置、および
スキャナやビデオカメラなどの周辺装置とコンピュータを接続し、通信を可能にする、機
械的、電気的、機能的な規格です。FireWire は、公式な IEEE 1394 の仕様書に基づいて
i.LINK または 1394 とも呼ばれます。

FireWire では、FireWire 規格のケーブルを FireWire ポートに接続して、63 台もの周辺装置
とコンピュータを接続できます。FireWire は「ホットプラグ」が可能です。ほとんどの場
合、電源を入れたままデバイスを接続したり、外したりすることができ、コンピュータを
再起動する必要もありません。FireWire は、非常に高速な転送レートを実現しています。

一部の FireWire デバイスをサポートするには、特別なソフトウェアドライバが必要です。
インストールと設定情報、およびご使用の FireWire デバイスでどのソフトウェアが必要か
については、デバイスに添付されているマニュアルを参照してください。

USB/USB 2.0/USB 3.0

USB（Universal Serial Bus）は、キーボードやジョイスティックなどの入力デバイス、お
よび記憶装置やスキャナなどの周辺デバイスとコンピュータを接続し、通信を可能にす
る、機械的、電気的、機能的な規格です。

USB/USB 2.0/USB 3.0 では、USB 規格のケーブルを USB ポートに接続して、128 台まで
の周辺デバイスをコンピュータに接続できます。

一部の USB デバイスをサポートするには、特別なソフトウェアドライバが必要です。イ
ンストールと設定情報、およびご使用の USB デバイスでどのソフトウェアが必要かにつ
いては、デバイスに添付されているマニュアルを参照してください。

NTパススルーパススルー

Windows の各オペレーティングシステムでは、Retrospect は NT パススルーを使用して、
テープや CD/DVD のドライブと直接通信できます。

バックアップ機器の確認バックアップ機器の確認

Retrospect に使用可能なバックアップデバイスの一覧を表示するには、ナビゲーションバ
ーで「設定」>「デバイス」をクリックしてから、「ストレージデバイス」ウィンドウの
「環境」タブをクリックします。すべての ID 番号と、それらに接続されている機器が表示
されます。
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アドレス毎に、デバイス ID、メーカーの ID、製品 ID、ファームウェアのバージョン番
号、および Retrospect のドライバがリスト表示されます。

機器が Retrospect, Inc. により Retrospect 対応として認定されたものである場合、または
「認識」された場合には、そのドライバは太字で区別されて表示されます。認識されてい
るデバイスは、Retrospect の Web サイトの認定（qualified）ハードウェアリストに含ま
れるかどうかに関係なく、表示されているドライバを使用すれば、ほとんどの環境で問題
なく使用できます。

ご使用のデバイスが認定されているかどうかについては、 www.retrospect.com/jpの
Support & Hardware のセクションで確認できます。また、Retrospect, Inc. から、ご使用
のデバイスに対応した Retrospect Driver Update（RDU）がリリースされているかどうか
も Web サイトで確認してください。

リムーバブルディスクドライブの場合、オペレーティングシステムを介して Retrospect と
デバイスが通信可能であるため、Retrospect には専用のドライバはありません。

ドライブによっては、特定のバージョンのファームウェアが必要になる場合があります。
ドライブに合ったファームウェア バージョンを判断するには、[設定] > [デバイス]、次に
[環境] タブをクリックします。 ファームウェアが必要なバージョンより古い場合は、ドラ
イブのベンダーに問い合わせてください。
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バックアップデバイスが表示されない場合バックアップデバイスが表示されない場合

バックアップコンピュータに正しく接続されているすべてのバックアップデバイスは、
Windows のデバイスマネージャにも表示されます。表示されない場合は、ご使用のデバイ
スの説明書を参照して、デバイスを適切にセットアップしてください。

さらに、コンピュータの BIOS 設定で、IDE バスに接続された全デバイスが有効になって
いることを確認してください。詳細については、ご使用のコンピュータに付属する説明書
を参照してください。

SCSI デバイスについては、それぞれのデバイスの電源がオンになっていること、ケーブル
がしっかりと接続されていること、デバイスの ID が重複していないこと、SCSI チェーン
が正しく終端されていることを確かめてください。SCSI チェーン上のデバイスの調整は、
それぞれのデバイスとコンピュータ自体の電源をオフにしてから行ってください。

SCSI チェーンの接続と終端が適切でない場合や、ID の重複がある場合は、さまざまな問
題が生じます。最も単純な場合には、デバイスが「デバイス状況」ウィンドウに表示され
ません。より重大で扱いにくい問題としては、バックアップコンピュータとバックアップ
デバイスの間の通信エラーがあり、これはデータの損失につながります。最も重大な問題
の場合には、コンピュータやチェーン上の SCSI デバイスが破損します。

周辺機器を確認するためのツールバーコマンド周辺機器を確認するためのツールバーコマンド

「環境」タブのツールバーには、周辺機器を表示するためのコマンドがあります。

ID を認識しないを認識しない：デバイスを選択して「ID を認識しない」をクリックし、Retrospect を
再起動すると、その ID のスキャンは行われません。これは、CD/DVD ドライブを使用し
ないバックアップの最中に CD/DVD ドライブで音楽を演奏したいときに便利です。また、
バックアップコンピュータに認識させたくないデバイスがファイバチャネルや iSCSI のネ
ットワーク上にある場合、それらを無視させる手段としても利用できます。

ID を無視しないを無視しない：Retrospect で無視されるように設定した ID を選択して「ID を無視しな
い」をクリックし、Retrospect を再起動すると、その ID が Retrospect でスキャンされ、
再度認識されるようになります。

更新更新：「更新」ボタンをクリックすると、Retrospect によってデバイスが再スキャンさ
れ、ウィンドウを最初に表示してから加えた変更がすべて表示されます。

CD/DVD ドライブの設定ドライブの設定：CD/DVD ドライブを選択してこのボタンをクリックすると、
CD/DVD ドライブのカスタム設定を作成（または削除）することができます。詳しくは、
CD/DVD ドライブの設定を参照してください。

CD/DVDドライブドライブ

Retrospect を使用して、CD/DVD ドライブにバックアップしたり、それらのドライブから
復元したりすることができます。Retrospect, Inc. のハードウェア研究所では、すべてでは
ありませんが、多くの CD/DVD ドライブの適合性をチェックしています。適合性が認定さ
れたドライブは、 www.retrospect.com/jpに一覧されています。
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認定済みドライブのリストには、DVD+R DL および DVD-R DL メディア用の片面 2 層
DVD ドライブも複数含まれています。

お持ちのドライブが認定されていないものであっても、Retrospect で使用できる場合があ
ります。詳しくは、CD/DVD ドライブの設定を参照してください。

無人状態でのスクリプト実行中に新規ディスクが必要になると、Retrospect はドライブ内
の消去済みのディスクか、指定された名前のディスクを自動的に使用します。

CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW、DVD+R、および DVD+R DL の新しい空のメディア
は、消去済みと見なされ、そのまま使用されます。新しい DVD+RW メディアは、
Retrospect によって準備された後、使用されます。既に記録されている CD-R、DVD-R、
DVD-R DL、または DVD+R メディアは消去できないので、Retrospect で使用することは
できません。

自動実行では、データが記録された CD/DVD を Retrospect で使用することはできないの
で、必要のないデータしか含まれていない CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスクを事前
に消去して、再書き込み型のメディアを準備しておくと良いでしょう。詳しくは、CD/
DVD 用のツールバーコマンドを参照してください。

• CD/DVD ディスクのデータは、書き込み可能なディスクドライブがないと復元で
きません。

記録型および再書き込み型のメディア記録型および再書き込み型のメディア

CD-R、DVD-R、DVD+R、および DVD+R DL ディスクはいったん書き込みをすると、消去
することができないメディアです。CD/DVD バックアップセットの名前の設定やバックア
ップするファイルの選択は、慎重に行ってください。

CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスクは再書き込みが可能なので、リムーバブルディス
クのように何度でも記録することができます。再書き込みの回数には限度がありますが、
Retrospect による使用で限度に達することはありません。

Retrospect, Inc. では、CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD+R、DVD+R DL、
DVD-RW、DVD+RW ドライブで使われる記録可能なディスクを「ディスク」と総称してい
ます。これらのドライブは異なるメディアを使用しますが、Retrospect での使用において
は、ほぼ同じように利用できます。異なっている点は、「R」ディスクは消去できないの
に対して、「RW」ディスクは消去可能で、Retrospect で再利用できることです。再書き
込み可能なディスクは当然、記録可能です。

Retrospect は、ドライブが対応しているメディアであれば利用できます。メーカー、速
度、メディアの種類など、極めて多様です。最良の結果を得るため、高品質のメディアを
使用してください。ドライブの製造各社は、特定のブランドのメディアを推奨あるいは必
須としていますが、一部は高速度のメディアの使用には対応していません。推奨メディア
については、ドライブのメーカーにお問い合わせください。

最大限のパフォーマンスと信頼性を得るためにも、DVD+R、DVD+R DL、または
DVD+RW のメディアがドライブでサポートされている場合は、それらのメディアを使用し
てください。

バックアップの前に他のソフトウェアで記録型 CD/DVD をフォーマットする必要はありま
せん。未フォーマットまたは消去済みの CD/DVD を使用してください。
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Retrospect で作成されたバックアップ用 CD/DVD にアクセスできるのは、Retrospect ま
たは Retrospect Backup 製品だけであり、対応している CD/DVD デバイスを使用する必要
があります。Windows のエクスプローラや他のソフトウェアを使用して、バックアップ用
CD/DVD をマウントすることはできません。

CD/DVD のの状態の表示状態の表示

Retrospect では、バックアップ用に使用する（または使用した）CD/DVD についての情報
を表示することができます。

ディスクの情報を表示する前に、使用するデバイスが「記憶装置」ウィンドウに表示され
ていることを確認してください。目的のデバイスがウィンドウに表示されないときは、バ
ックアップ機器の確認を参照してください。

Retrospect は CD/DVD ドライブを独占的に使用するため、記録済み（ファイナライズ後）
の CD-ROM やオーディオディスクがロードされている場合は、それをドライブから取り
出してください。ドライブは、Retrospect が終了するまで、Retrospect によって排他的に
確保されます。

ディスクの状態を表示するには、次の手順に従います。

1. ドライブにディスクを挿入します。
2. CD/DVD ディスクドライブにディスクを挿入すると、ディスクの準備またはフォ
ーマットを行うかどうか尋ねるダイアログボックスが、オペレーティングシステ
ムや他のソフトウェアによって表示される場合があります。バックアップディス
クは Retrospect で準備する必要があるため、フォーマットの問い合わせダイアロ
グボックスは無視し、これらのダイアログボックスは閉じてください。

3. 「設定」>「デバイス」の順にクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。
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ディスクがロードされると、その状況が次のように表示されます。

「準備完了」「準備完了」は、Retrospect のデータがディスクに保存されていることを示します。

「消去済み」「消去済み」は、ディスクが空で、Retrospect で使用するための準備が完了していること
を示します。

「ライトプロテクト済み」「ライトプロテクト済み」は、ディスクがロックされているか、いっぱいであることを示
します。

「内容不明」「内容不明」は、データは入っていますが、有効な Retrospect のデータではないことを示
します。詳しくは、メディアの内容が不明を参照してください。

「バージョンが違います」「バージョンが違います」は、ドライブのファームウェアがサポートされていないことを
示します。あるいは、挿入したディスクが Retrospect によって Macintosh 用に書き込ま
れていることを示します。Macintosh 版 Retrospect で書き込んだディスクは、Windows
用 Retrospect では読み込むことができません。
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「非互換」「非互換」は、挿入したメディアがドライブでサポートされていないか、そのドライブの
カスタム設定の作成時に使用したタイプのメディアと異なることを示します。

「ハードウェアエラー」「ハードウェアエラー」は、バックアップデバイスにエラーが発生したことを示します。

「ディスク破損」「ディスク破損」は、ディスクが前のバックアップ中に破損したことを示します。このデ
ィスクには、データを追加できない可能性があります。

「使用中、ビジー」「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態であることを示します。

「メディアがありません」「メディアがありません」は、ディスクがドライブにセットされていないことを示しま
す。

CD/DVD 用のツールバーコマンド用のツールバーコマンド

「記憶装置」ウィンドウのツールバーには、次のような CD/DVD の使用に関係する多くの
コマンドがあります。

「プロパティ」「プロパティ」は、ディスクドライブについての情報を表示します。記録型 CD/DVD を
挿入した場合にも、「プロパティ」ウィンドウに情報が表示されます。情報には、それが
Retrospect のバックアップセットのメンバーであるかどうか、またそのフォーマットが含
まれます。

「取り出し」「取り出し」は、指定したディスクをドライブから取り出します。

「消去」「消去」は、指定した再書き込み型 CD/DVD ディスクの内容を消去します。このコマンド
は、記録専用の CD/DVD ディスクでは利用できません。

DVD+RW ディスクの内容を消去する際には、Retrospect によって短い消去と長い消去の
どちらかの選択を求めるメッセージが表示されます。「短い消去」とは、ディスクのヘッ
ダを高速に書き換える処理です。「長い消去」とは、ディスク全体の消去と検証のサイク
ルで、完了まで数時間を要します。

CD/DVD ドライブの設定ドライブの設定

Retrospect には、多数の CD/DVD ドライブの認識情報が内蔵されています。ドライブが認
識されなかった場合には、カスタム設定を作成することができます。

カスタム設定は、Retrospect, Inc. の厳しいハードウェア検証過程を経たものではありませ
んが、正常な設定がサポートされます。

カスタム設定のプロセスで、空の CD/DVD を挿入するよう要求されます。このディスクを
使用して、一連のテストが実行されます。必ず、バックアップに使用する種類のディスク
（DVD+RW など）を挿入してください。一種類のディスクに対してドライブの設定が完了
すると、他の種類のメディアをテストすることができます。

ドライブを設定する必要があるのは、バックアップに使用するメディアタイプのみです。

カスタム設定を使用する場合には、Retrospect がそのデバイスで正常に動作しているかど
うかを確かめるために、必ず検証機能をオンにしてバックアップを行ってください。
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いったん書き込みをすると消去できないメディアを使用してカスタム設定を実行すると、
そのメディアはほかに使用できません。

自動設定自動設定

バックアップコンピュータが、サポートされているテープドライブや CD/DVD ドライブで
はなく、認識されない CD/DVD ドライブに接続されている場合、「設定」>「デバイス」
をクリックするか、バックアップデバイスを必要とするその他の処理を実行しようとする
と、CD/DVD 設定ダイアログボックスが表示されます。

そのドライブ用のカスタム設定を作成するには、「設定」をクリックして、画面上に表示
される指示に従います。設定をスキップして、これ以降ダイアログボックスが表示されな
いようにするには、「無視」をクリックします。ここでは設定をスキップするが次回に再
びダイアログボックスが表示されるようにするには、「キャンセル」をクリックします。

手動設定手動設定

ごくまれに、Retrospect 内蔵の認識情報よりも優先される、カスタム設定を作成したい場
合があるかもしれません。この手順は、CD/DVD ドライブへのバックアップで何らかの問
題が生じた場合、または Retrospect, Inc. のRetrospect テクニカルサポートからそうする
ようにと指示された場合にのみ、実行してください。カスタム情報を作成することによ
り、Retrospect とドライブの間の通信状況が改善される場合もありますが、必ずそうなる
とは限りません。

ナビゲーションバーで、「設定」>「デバイス」をクリックします。「環境」タブをクリ
ックし、再設定する CD/DVD ドライブを選択し、ツールバーの「CD/DVD ドライブの設
定」ボタンをクリックします。表示されるダイアログボックスで「設定」をクリックし
て、画面上に表示される指示に従い、そのドライブ用のカスタム設定を作成します。

カスタム設定の削除カスタム設定の削除

CD/DVD ドライブのカスタム設定を作成したにもかかわらず、問題が解決されない、また
は悪化した場合には、カスタム設定を削除してください。

ナビゲーションバーで、「設定」>「デバイス」をクリックします。「環境」タブをクリ
ックして、再設定する CD/DVD ドライブを選択します。右クリックして、「CD/DVD ドラ
イブの設定」を選択します。表示されるダイアログで「削除」をクリックして、選択した
ドライブのカスタム設定を削除し、Retrospect の内蔵認識情報（もしあれば）を使用しま
す。削除を確認するダイアログボックスが表示されるので、確認して「OK」をクリックし
ます。

• Retrospect は、（カスタムまたは内蔵の）設定情報のない CD/DVD ドライブにバ
ックアップを行うことはできません。

リムーバブルディスクドライブリムーバブルディスクドライブ

リムーバルディスクドライブは、Windows エクスプローラからアクセスできるメディアを
使用します。これらのドライブには Zip、REV、SuperDisk、DVD-RAM、MO などがあり
ます。Retrospect でリムーバルディスクドライブを使用するには、Windows エクスプロ
ーラでファイルとディスク間のコピーができる必要があります。
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Retrospect でリムーバブルディスクにバックアップを行う前に、ディスクの挿入、フォー
マット、消去、取り出しに慣れておいてください。

バックアップセットタイプの選択バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとディスクバックアップセットの両方について、リムーバル
ディスクドライブを宛先にすることができます。この 2 種類のバックアップセットには、
次のように、いくつか重要な違いがあります。

• ディスクバックアップセットは、バックアップデータが増えた場合、CD/DVD バ
ックアップセットで複数のメディアを使って連続的に拡張できるのと同様に、複
数のリムーバブルカートリッジやディスクを使って連続的に拡張していくことが
できます。ファイルバックアップセットは、１ つのディスクまたはカートリッジ
の容量以上に拡張することはできません。

• ディスクバックアップセットの一部として使用するリムーバブルディスクは、使
用する前に内容を消去しておく必要があります。ファイルバックアップセットの
一部として使用するリムーバブルディスクは、内容を消去する必要はなく、この
ディスクはバックアップセットのデータファイル以外のファイルを保存およびア
クセスすることができます。

リムーバブルディスクの状態の表示リムーバブルディスクの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に使用するまたは今まで使用していたリムーバブ
ルディスクについての情報を表示することができます。

ディスクの状態を表示するには、次の手順に従います。

1. 「設定」>「ボリューム」をクリックします。

「ボリュームデータベース」ウィンドウが表示されます。

2. ドライブにディスクを挿入します。

ディスクがロードされると、「ボリュームデータベース」ウィンドウに表示されます。デ
ィスクの横にはドライブレターが表示されます。

使用するリムーバブルディスクの準備使用するリムーバブルディスクの準備

リムーバブルディスクをバックアップセットのメンバーとして追加する際には、前もって
ディスクの内容を消去したり、再フォーマットしておくなどして、ディスクを準備してお
くとよいでしょう。無人モードのスクリプト実行中に、ディスクバックアップセット用の
追加のディスクが必要になると、バックアップセットに前もって追加されていたディスク
が自動的に使用されます。

ディスクのフォーマットや消去が完了すると、そのディスクをディスクバックアップセッ
トに追加できます（フォーマットと消去についてはリムーバブルディスクのフォーマット
と消去、ディスクバックアップセットへの追加についてはバックアップセットへのディス
クの追加を参照してください）。
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リムーバブルディスクのフォーマットと消去リムーバブルディスクのフォーマットと消去

未フォーマットのリムーバブルカートリッジやディスクを Retrospect で使用する際は、ま
ず Windows のエクスプローラかフォーマットユーティリティでディスクのフォーマット
を行わなければなりません。

MO、DVD-RAM、Zip、REV、SuperDisk などのリムーバブルカートリッジは、ドライブに
付属のソフトウェアでフォーマットしてください。

すべてのカートリッジについて、同一のフォーマット方式を使用することをお勧めしま
す。

Windows の場合には、Retrospect がディスクを消去する際の時間を短縮するために、カ
ートリッジを NTFS ボリュームとしてフォーマットしてください。

リムーバブルディスクの内容を消去するには、Retrospect のナビゲーションバーの「設
定」>「ボリューム」をクリックします。消去するディスクを選択し、ツールバーの「消
去」ボタンをクリックします。

リムーバブルディスク用のツールバーコマンドリムーバブルディスク用のツールバーコマンド

「プロパティ」「プロパティ」は、リムーバブルディスクドライブについての情報を表示します。ディス
クを挿入した場合にも、「プロパティ」ウィンドウに情報が表示されます。情報には、そ
れが Retrospect のバックアップセットのメンバーであるかどうか、またそのフォーマット
が含まれます。

「取り出し」「取り出し」は、指定したメディアをドライブから取り出します。

「消去」「消去」は、指定したディスクの内容を消去します。

ハードディスクドライブハードディスクドライブ

Retrospect では、バックアップ先として、ハードディスクをサポートしています。バック
アップコンピュータに直接つながれた内蔵および外付けハードディスクはもちろん、ネッ
トワーク経由で共有されているハードディスクでも可能です。Retrospect でハードディス
クを使用するには、Windows のエクスプローラからアクセスできる必要があります。ハー
ドディスクとの通信には、Retrospect のカスタムドライバではなく、ファイルシステムを
使用します。

Retrospect で使用できるハードディスクを確認するには、「設定」>「ボリューム」をク
リックします。

バックアップデバイスとしての固定ハードディスクには、メディアを取り外して運用環境
外で保管したり、メディアのローテーションを行うことができないという欠点がありま
す。バックアップ計画に、安全で確実なバックアップを行う上での重要なポイントが記述
されています。「ホットスワップ可能」（電源を入れたまま取り外し可能）なドライブ
は、こうした問題について、より柔軟に対応できます。
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バックアップセットタイプの選択バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとディスクバックアップセットの両方について、ハードディ
スクドライブを宛先にすることができます。この 2 種類のバックアップセットには大きな
違いがあり、次の特長を持つディスクバックアップセットの方が、柔軟性とパフォーマン
スに優れています。

• 複数のディスク（ネットワークボリュームを含む）にわたって作成できる。
• ディスクを自動的にグルーミングして、空き領域を確保するオプションがある。
• NAS デバイスとサーバのバックアップのサポートが最適。
• 同じバックアップセットを、ある操作で宛先として使用すると同時に、別の操作
の元ボリュームとしても使用できる。

さらに、ファイルバックアップセットには常に存在するファイルサイズの上限が、ディス
クバックアップセットにはありません。

ハードディスク上に保存した場合、ファイルバックアップセットとディスクバックアップ
セットの両方とも、バックアップセットのデータファイル以外のファイルを保存およびア
クセスすることができます。

使用するハードディスクの準備使用するハードディスクの準備

ディスクをバックアップセットのメンバーとして追加する際には、前もってディスクを準
備しておくとよいでしょう。無人モードのスクリプト実行中に、ディスクバックアップセ
ット用の追加のディスクが必要になると、バックアップセットに前もって追加されていた
ディスクが自動的に使用されます。

ディスクをバックアップセットに追加するには、バックアップセットへのディスクの追加
を参照してください。

ディスクディスクグルーミンググルーミング

ディスクバックアップセットのメンバーのディスクに空きがなくなる（または割り当てた
ディスク領域がすべて消費される）と、Retrospect は通常、ファイルとフォルダのコピー
を続行できるように新しいディスクを要求します。

ここで、ディスクを取り替えずに処理を続行させることも可能です。Retrospect のグルー
ミングオプションを使用すれば、古いファイルとフォルダが削除され、新しいファイルと
フォルダ用の空き領域が確保されます。

ディスクグルーミングを有効にして、グルーミングのポリシーを指定する（または
Retrospect のポリシーを使用する）と、ディスクの空きが足りなくなったときに、ポリシ
ーに基づいて古いファイルとフォルダが自動的に削除されます。「バックアップセット作
成」ウィザードでディスクグルーミングのオプションを設定する方法についての詳細は、
ディスクバックアップセットのグルーミングオプションを参照してください。

グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフォルダを
復元することはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の高いファイルとフ
ォルダを保護するバックアップポリシーを、必ず作成してください。
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ディスクバックアップセットのグルーミングポリシーは、いつでも必要に応じて変更した
り、無効化することができます。特定の時点以降のバックアップを保護する必要があると
きには、該当するバックアップをロックして、Retrospect によるグルーミングの対象から
除外できます。また、ポリシーによってグルーミングされない特定のスナップショット
を、バックアップセットから削除するために選択することもできます。詳しくは、「スナ
ップショット」タブを参照してください。

グルーミングは、段階的バックアップの一部として効果的に利用できます。詳しくは、段
階的バックアップ計画を参照してください。

テープドライブテープドライブ

Retrospect は、ほとんどのテープドライブを、ソフトウェアの追加インストールなしでサ
ポートします。対応しているテープドライブの一覧については、 www.retrospect.com/jp
を参照してください。

ハードディスクドライブ、リムーバブルディスクドライブ、CD/DVD ドライブなどのラン
ダムアクセスデバイスと異なり、テープドライブはシーケンシャルアクセスを採用してい
ます。メディア上にあるデータの位置を正確にとらえて読み出すことができないため、デ
ィスクドライブなどのランダムアクセスデバイスと比べ、アクセス速度が遅くなります。
これは、音楽のカセットテープを早送りして聞きたい曲を探すようなものです。

シーケンシャルアクセスのメディアは比較的安価で容量が大きく、データの転送レートが
安定しています。そのため、テープはバックアップに最適なメディアです。

Retrospect を使用してボリュームをテープにバックアップすると、テープの最初から最後
までデータが順に書き込まれます。バックアップデータをテープに追加する場合は、直前
のデータが終了した位置から、テープがなくなるまで追加されます。

テープをドライブに挿入しても、バックアップコンピュータや Retrospect は、マウントや
ドライブ名への割り当てを行わないため、テープドライブが Windows のデスクトップに
表示されることはありません。ディスクのように、テープをボリュームとしてマッピング
する方法もありますが、前に述べた性能上の問題があるため、標準バックアップには不向
きです。Retrospect のシステムを使用してテープでバックアップと復元を行う方がはるか
に高性能で、効率や信頼性にも優れています。

テープの容量テープの容量

テープに保存できる実際のデータ量は、各種の要素によって変わります。特に、バックア
ップをとるコンピュータと、テープドライブとの相対速度に大きく影響されます。

低速の元ボリューム（遅いコンピュータ、低速なハードディスク、ネットワーク上の共有
ボリュームなど）から高速のテープドライブにバックアップすると、テープの容量が少な
くなります。元ボリュームのデータを、テープドライブと同じ速度で転送できないからで
す。これは、オーディオレコーダに口述録音するときのことを考えるとよくわかります。
速く話せば多くの単語が録音できますが、ゆっくり話すと、同じだけの単語を録音するの
により長いテープが必要です。バックアップ中にテープドライブへのデータが途切れた場
合は、データの書き込みが中止されて、テープが適切な位置まで送られて、正しい位置か
ら書き込みが再開されます。テープを送るたびにテープの残り容量が少しずつ減ります。
また、何度も停止と送りを繰り返すとデバイスの消耗が激しくなります。
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テープメーカーが示す容量に満たないうちにテープが終わることがあります。テープドラ
イブには、通常の使用量よりも多めの容量を表示しているものがあるからです。表示され
ている数値は、ハードウェア圧縮機能を備えたテープドライブの「圧縮前のデータ量」で
す。圧縮率も、実際より高く見積もられています。

圧縮圧縮

Retrospect と一部のテープドライブには、データ圧縮機能があります。これにより、保管
されるデータのサイズを小さくし、メディアスペースを節約することができます。圧縮に
よって実際にメディアの容量が増加するのではなく、ディスクやテープの容量は一定のま
まです。オリジナルのデータがメディアに書き込まれる前に、小さいサイズに圧縮される
ので、テープにより多くのファイルを保存することができます。

ハードウェアデータ圧縮は、テープドライブに内蔵の極めて一般的な機能です。
Retrospect は、可能な限りテープドライブの圧縮機能（ハードウェア圧縮）を使用し、必
要に合わせて自動的に Retrospect の圧縮オプション（ソフトウェア圧縮）をオフにしま
す。

これはソフトウェア圧縮よりもハードウェア圧縮の方が高速で行えるからです。

圧縮率は、バックアップするデータのタイプによって異なります。テキストファイルは圧
縮率が高く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。通常、圧縮
したデータは元のサイズの 1/2 になります。

暗号化を使用すると、Retrospect はハードウェア圧縮を無効にします。暗号化したデータ
は、圧縮率が低下するためです。暗号化と圧縮を同時に行う場合は、Retrospect のソフト
ウェア圧縮オプションを利用してください。ソフトウェア圧縮では、暗号化する前にデー
タが圧縮されます。これはハードウェア圧縮にはない機能です。

テープドライブのメカニズムテープドライブのメカニズム

多くの会社からテープドライブが発売されていますが、テープドライブの基本的なメカニ
ズムを実際に製造しているのは一部のメーカーです。一般的には、基本的なドライブ部分
はメーカーから購入して、ドライブのケースやパッケージ、サポートなどを独自に提供す
ることで、自社の製品として販売しています。

広く使用されているテープのメカニズムには、AIT、DAT、DLT、LTO/Ultrium、S-AIT、
Travan、VXA などがあります。いくつかのドライブメカニズムでは、自動交換式のテープ
ライブラリが利用できます。

AIT、DLT、LTO/Ultrium、S-AIT のような高速大容量のテープドライブには、高性能な環境
が必要です。高速のコンピュータプロセッサで、最適な速度と容量が達成されます。性能
面で最も重要な要素は、元ボリュームの速度です。元ボリュームが遅い場合、ドライブ
は、追加のデータを待つ間、テープの位置調整のため頻繁に停止しなければなりません。
ドライブの位置調整が多いと、コピーの性能は大幅に低下します。

テープへのバックアップでは、いったんディスクにバックアップした後、バックアップを
テープに転送する段階的バックアップで、全体的なパフォーマンスを向上できる場合があ
ります。詳しくは、段階的バックアップ計画を参照してください。
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AIT

Advanced Intelligent Tape（AIT、AIT-2、AIT-3、AIT-4）を使用する 8mm テープドライブ
は、利用可能なテープドライブのうちで最も高速な部類に入ります。これらのメカニズム
は、最適な条件下で使用すれば、圧縮されていない状態で 12 〜 200 GB のデータを極め
て高速に格納できます。

DAT

DAT ドライブは、Travan のようなエントリレベルのテープドライブと、DLT や AIT のよ
うなハイエンド製品との中間に位置しています。4 mm 幅のテープを使用するコンパクト
DAT カートリッジの容量には、2 GB（DDS-1）、4 GB（DDS-2）、12 GB（DDS-3）、
20 GB（DDS-4）、36 GB（DAT 72）のものがあり、ファイルの圧縮率に応じて、容量は
さらに大きくなります。速度の範囲は、旧式の DDS-1 ドライブの毎分 6 MB から、新型の
DAT 72 ドライブの毎分 150 MB にまで及びます。

DLT

DLT および Super DLT ドライブは、利用可能なテープドライブのうちで最も高速な部類に
入ります。これらのメカニズムは、最適な条件下で使用すれば、極めて高い性能と、圧縮
されていない状態での 2.6 〜 300 GB の容量を提供します。

LTO Ultrium

Ultrium テープドライブは、利用可能なもののうち、最も高速で容量の多い部類に入りま
す。Ultrium フォーマットは、LTO（Linear Tape Open）コンソーシアムによって策定され
たものです。Ultrium-1 テープの容量は、圧縮していない状態で 100 GB です。Ultrium-2
テープの容量は、圧縮していない状態で 200 GB です。Ultrium-3 テープの容量は、圧縮し
ていない状態で 400 GB です。

S-AIT

Super AIT（S-AIT）ドライブは、利用可能なテープドライブのうちで最も容量の多い部類
に入ります。S-AIT テープの容量は、圧縮していない状態で 500 GB です。

Travan

これらのテープドライブの容量は、使用するテープカートリッジに依存しており、圧縮し
ていない状態で 1.5、2、4、10、20 GB のいずれかです。Travan の「NS」（Network
Series）ドライブには、ハードウェア圧縮機能があります。

VXA

VXA ドライブは、中小規模の環境向けに、信頼性が高く、比較的安価なテープ技術を提供
します。VXA 方式では、データをパケット化し、可変速度で動作して、1 回のパスでテー
プのデータを複数回読み取ることができます。VXA-1 テープは、圧縮されていない状態の
データを 33 GB 格納できます。VXA-2 テープは、圧縮されていない状態のデータを 80GB
格納できます。

CHAPTER 4 • ハードウェア 58



テープテープアラートのサポートアラートのサポート

テープドライブとテープライブラリの多くはテープアラートメッセージをサポートしてお
り、テープアラートメッセージを生成してハードウェアエラーを通知します。テープアラ
ートメッセージには、次の 3 つの種類があります。

• 情報
• 警告
• 重要

Retrospect は、次の 3 通りの方法でテープアラートを出力します。

• エラーの概要を示すダイアログボックスを表示する。
• エラーを「アクティビティモニタ」の「イベント」タブに表示する詳しくは、
「イベント」タブを参照してください。

• 操作ログにエラーを出力する詳しくは、操作ログの表示を参照してください。

これらの出力は、バックアップコンピュータからアクセス可能で、かつテープアラートを
サポートしているテープドライブやテープライブラリを対象に、有効/無効を切り替えるこ
とができます。

ほとんどのテープドライブでは、Retrospect のテープアラート出力は標準で無効になって
おり、自動的に有効になることはありません。次に説明するように、手動で有効化する必
要があります。

テープアラートの有効/無効を切り替えるには、次の手順に従います。

1. ナビゲーションバーで「設定」>「デバイス」をクリックします。
2. 「状況」タブをクリックします。
3. テープドライブまたはテープライブラリを選択し、「記憶装置」ウィンドウのツ

ールバーの「プロパティ」ボタン をクリックします。

4. 「テープアラート」ボタン をクリックしてテープアラートの有効/無効を切り
替えます。
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使用しているテープドライブがテープアラートをサポートしていない場合、このボタンは
無効になっています。

選択結果に応じて、「プロパティ」ウィンドウの内容が更新されます。

WORM テープサポートテープサポート

新しいコンプライアンス規制やその他の要因によって、多くのテープドライブやテープラ
イブラリが現在、WORM（Write Once, Read Many）テープをサポートするようになって
います。

• AIT
• S-AIT
• LTO
• SuperDLT

Retrospect では、通常の SuperDLT の空きテープや未使用のテープを、Quantum の
DLTIce 機能を使って WORM テープに変換できます。

Retrospect では、WORM テープは特殊なアイコンで表示されるため、他のテープと容易
に区別できます。通常のテープは青のテープアイコン ですが、WORM テープは黄色
いアイコン です。

• WORM テープを使用する場合は、Retrospect の環境設定で「自動的に空のメディ
アを使用」を必ずオフにしてください（この設定はデフォルトでオフになってい
ます）。詳しくは、要求環境設定を参照してください。

• WORM テープの使い方
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• SuperDLT WORM テープの作成
WORM テープの使い方テープの使い方

WORM テープは、Retrospect での扱いが通常のテープとは異なるため、WORM テープバ
ックアップセットだけで使用することが Retrospect, Inc. 推奨されます。

「バックアップセット作成」ウィザードで新しいテープバックアップセットを作成する際
に、WORM テープバックアップセットの作成をチェックボックスで選択できます。詳しく
は、新規バックアップセットの作成を参照してください。

WORM テープバックアップセットは、バックアップウィザードでは作成できません。

Retrospect では、WORM テープバックアップセットは特殊なアイコンで表示されるた
め、他のテープバックアップセットと容易に区別できます。通常のテープバックアップセ

ットは青のテープアイコン ですが、WORM テープバックアップセットは黄色いアイ
コン です。

WORM テープバックアップセットの扱いは、通常のテープバックアップセットとは異なり
ます。スクリプトを使用した自動操作では、WORM テープバックアップセットは宛先とし
て使用され、指定された名前を持つ WORM テープにコピーされます。名前が一致する
WORM テープが見つからない場合は、空の WORM テープだけが使用されます。
Retrospect が空の通常のテープを、WORM テープバックアップセットに自動的に追加す
ることはありません。

同様に、通常のテープバックアップセットを宛先として使用する自動操作では、バックア
ップセットに自動的に追加されるのは空の通常のテープに限られ、空の WORM テープが
自動的に追加されることはありません。

メディア要求ウィンドウや「テープバックアップセットの選択にメンバーを追加」機能を
使用すれば、手動で WORM テープバックアップセットに通常のテープを追加したり、通
常のテープバックアップセットに WORM テープを追加することが可能です。

WORM テープは、通常のテープバックアップセットに追加しても、消去したり再利用する
ことはできません。通常のテープは、WORM テープバックアップセットに追加しても、消
去して再利用することができます。

SuperDLT WORM テープテープの作成の作成

DLTIce を備えた Quantum テープドライブには、未使用の SuperDLTtape II テープを
WORM テープに変換する機能があります。Retrospect では、SuperDLT 600 以降の
Quantum テープドライブで、この機能がサポートされています。

SuperDLT WORM テープを作成するには、次の手順に従います。

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「デバイス」をクリックします。
2. 「状況」タブをクリックします。
3. テープを選択し、「記憶装置」ウィンドウのツールバーの「フォーマット」ボタ

ン をクリックします。
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4. 「OK」をクリックします。
5. テープが WORM としてフォーマットされると、消去したり再利用することはで
きなくなります。

テープドライブのクリーニングテープドライブのクリーニング

信頼できる性能を得るには、定期的なテープドライブのクリーニングが不可欠です。テー
プドライブのトラブルや報告されるメディア不良の主な原因は、テープドライブのヘッド
の汚れです。Retrospect では、このような場合にエラー「エラー -206（ドライブの障害、
ヘッドの汚れ、メディア不良など）」を報告する場合があります。

ほとんどのテープドライブのクリーニングは、特別なテープクリーニングカートリッジを
挿入するだけで、ドライブが自動的に清掃されるという簡単なものです。ドライブのクリ
ーニングについては、ドライブメーカーの説明書を参照してください。

お持ちのテープドライブの機能に応じて、様々なテープクリーニングオプションが利用で
きます。

Retrospect には、すべてのテープドライブに対して「クリーニング間隔」オプションがあ
ります。このオプションを使用するには、「設定」>「デバイス」をクリックして、「状
況」タブでテープドライブを選択し、ツールバーの「プロパティ」ボタンをクリックしま
す。
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「プロパティ」ウィンドウのツールバーで「クリーニング間隔」ボタン をクリック
し、クリーニングを行うまでのドライブの使用時間を入力します。

デフォルトでは、20 時間が入力されます。ドライブのメーカーが推奨するクリーニング間
隔を入力し、「OK」をクリックします。標準のテープドライブの場合、Retrospect によ
りログに注記が追加され、20 時間（またはユーザが入力した時間）使用後の最初の終了時
に、通知ダイアログボックスが表示されます。終了しなければ、通知は表示されません。

バーコード読み取りをサポートするテープライブラリの場合、クリーニングテープ（クリ
ーニングバーコードラベル付き）をクリーニングスロットにロードすると、指定間隔でド
ライブが自動的にクリーニングされます。バーコード読み取りをサポートしていないテー
プライブラリの場合、クリーニングスロットを指定しクリーニングテープを挿入しておけ
ば、自動的にドライブのクリーニングが行われます。テープライブラリの詳細について
は、テープライブラリを参照してください。

バーコードが付いたクリーニングテープの場合、クリーニングテープが何回使用されたか
を Retrospect に追跡調査させ、指定回数後に使用を停止することができます。

63 WINDOWS ユーザー ガイド



クリーニングカウントを指定するには、次のように行います。

1. テープライブラリにバーコード付きクリーニングテープがロードされていること
を確認した後、「設定」>「デバイス」をクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

2. クリーニングテープを選択して、ツールバーの「プロパティ」ボタンをクリック
します。

3. 「クリーニングカウント」ボタンをクリックします。
4. 数字を入力して「OK」をクリックします。

あと何回クリーニングが可能かを確認するには、クリーニングテープの「プロパティ」を
クリックします。

テープテープの状態の表示の状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に使用するまたは今まで使用していたテープにつ
いての情報を表示することができます。

テープの情報を表示する前に、使用するデバイスが「記憶装置」ウィンドウに表示されて
いることを確認してください。目的のデバイスがウィンドウに表示されないときは、バッ
クアップ機器の確認を参照してください。

テープの状態を表示するには、次の手順に従います。

1. 「設定」>「デバイス」の順にクリックします。

「記憶装置」ウィンドウが表示されます。

2. ドライブにテープを挿入します。

テープがロードされると、「状況」タブにその状況が表示されます。
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「準備完了」「準備完了」は、メディアが Retrospect のデータを保存しているか、使用準備が整ったバ
ックアップセットのメンバーであることを示します。

「消去済み」「消去済み」は、メディアが空であることを示します。

「内容不明」「内容不明」は、データは入っていますが、有効な Retrospect のデータではないことを示
します。ハードウェア圧縮機能を備えていないドライブに、圧縮テープをセットした場合
などに表示されます。別のバックアップソフトウェアで書き込まれたテープをセットした
場合にも発生します。詳しくは、メディアの内容が不明を参照してください。

「バージョンが違います」「バージョンが違います」は、挿入したテープが Retrospect によって Macintosh 用に書
き込まれている可能性があることを示します。Macintosh 版 Retrospect で書き込んだテー
プは、Windows 用 Retrospect では読み込むことができません。ドライブのファームウェ
アが、Retrospect によってサポートされていないことを示している場合もあります。

「ライトプロテクト済み」「ライトプロテクト済み」は、テープがロックされていることを示します。

「ハードウェアエラー」「ハードウェアエラー」は、バックアップデバイスにエラーが発生したことを示します。

「アンロードされました」「アンロードされました」は通常、テープはドライブにセットされていますが、巻き戻さ
れていることを示します。いったん取り出し、再セットしてください。

「使用中、ビジー」「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態であることを示します。

「メディアがありません」「メディアがありません」は、テープがドライブにセットされていないことを示します。
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使用するテープの準備使用するテープの準備

無人モードのスクリプト実行中に新規テープが必要になると、消去済みのテープか有効な
名前を持つテープが自動的に使用されます。あらかじめテープの内容を消去またはフォー
マットして、すぐ使えるように準備しておくとよいでしょう。

また、テープを Retrospect から要求される前に、バックアップセットに追加しておくこと
もできます。単独のテープドライブの場合、追加できるテープは一度に 1 本です。テープ
ライブラリの場合は、複数のテープを選択して、それらをバックアップセットのメンバー
として、すべて一度に追加できます。

テープをバックアップセットに追加するには、次の手順に従います。

1. 「記憶装置」ウィンドウで、追加するテープを選択します。

• 空のテープ、消去済みテープ、または「内容不明」のテープを選択します。既存
のバックアップセットに属しているテープは追加できません。

• 「記憶装置」ウィンドウのツールバーの「バックアップセットに追加」ボタン をクリ
ックします。

• リストから「バックアップセット」を選択して、「追加」をクリックします。
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バックアップセットへの追加前に、テープの内容の消去が必要になることがあります。警
告が表示されたら「OK」をクリックしてください。テープの内容が消去されます。

「記憶装置」ウィンドウに、追加された各ファイルの名前とメンバーアイコンが表示され
ます。

テープをバックアップセットに追加する操作は、バックアップセットのプロパティウィン
ドウでも実行できます。詳しくは、バックアップセットへのテープの追加を参照してくだ
さい。

テープドライブのツールバーコマンドテープドライブのツールバーコマンド

ツールバーで、テープドライブの使用に関係する次のコマンドを利用できます。

「プロパティ」「プロパティ」は、テープドライブについての情報を表示します。テープが挿入されてい
る場合には、そのテープの情報も「プロパティ」ウィンドウに表示されます。表示される
情報には、テープが Retrospect のバックアップセットのメンバーであるかどうか、テープ
のフォーマット、およびハードウェア圧縮属設定が含まれます。「プロパティ」ウィンド
ウには、以下の 2 つのボタンがあります。

• 「クリーニング間隔」ボタン ：詳しくは、テープドライブのクリーニングを
参照してください。

• 「テープアラート」ボタン ：詳しくは、テープアラートのサポートを参照し
てください。
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「取り出し」「取り出し」は、指定したテープをドライブから取り出します。

「テンション調整」「テンション調整」は、指定したテープの早送りと巻戻しを行って、テープの張りと位置
が均等になるように調整します（一部のタイプのテープでは、実行中に自動調整されるた
め、このコマンドを使って手動でテンションを調整することはできません）。長期間テー
プを使用しなかった場合や、保管場所の温度や湿度が急激に変化した場合は、テープのテ
ンションを調整してください。

「クリーニング」「クリーニング」は、テープライブラリを使用している場合のみ使用可能です。ドライブ
を選択して「クリーニング」をクリックすると、ライブラリはクリーニングテープをスト
レージスロットからドライブに移動し、クリーニングを開始します。これが完了すると、
テープはストレージスロットに戻されます。詳しくは、テープドライブのクリーニングを
参照してください。

「消去」「消去」は、指定したテープの内容を消去します。一部のテープドライブについては、再
利用するメディアの調整も行われます。

「フォーマット」「フォーマット」は、選択された各テープを完全に再フォーマットします。この処理に
は、消去より長い時間がかかります。テープドライブの種類によっては、このコマンドが
サポートされていない場合もあります。Quantum の DLTIce 機能を備えたテープドライブ
では、通常の空の（または未使用の）SuperDLT テープを、「フォーマット」コマンドで
WORM テープに変換できます。詳しくは、SuperDLT WORM テープの作成を参照してく
ださい。

「バックアップセットに追加」「バックアップセットに追加」は、選択された各テープを、テープバックアップセットに
メンバーとして追加します。詳しくは、使用するテープの準備を参照してください。

テープライブラリに対して、追加のコマンドを利用できます。詳しくは、テープライブラ
リのツールバーコマンドを参照してください。

テープライブラリテープライブラリ

テープライブラリ（ローダー、オートチェンジャー、オートローダーと呼ばれる場合もあ
り）とは、複数のテープカートリッジを保持するマガジン、つまり固定スロットを持ち、
ドライブメカニズムとの間で、テープを機械的な方法でやり取りするハードウェアユニッ
トです。テープは、任意の順に配列できます。自動バックアップの際にどのテープが必要
かは、Retrospect が判断します。テープライブラリは、大規模なネットワークバックアッ
プの場合に有用です。テープが終了すると、自動的にテープが交換されるので、ダウンタ
イムが短くてすむからです。1 つまたは複数のテープドライブメカニズムを使用する、多
くのテープライブラリが利用可能です。詳細については、テープライブラリのマニュアル
や、 www.retrospect.com/jpの Support & Hardware のセクションを参照してください。

テープライブラリが利用可能なのは、適切なライセンスコードを持っている場合だけで
す。通常、Retrospect Single Server、Retrospect Multi Server、および はテープライブラ
リをサポートしていますが、Retrospect Desktop はサポートしていません。

Retrospect はバーコード読み取りライブラリをサポートし、バーコード ID に基づいてテ
ープカートリッジを管理します。テープのバーコードのほか、メディア要求のメンバー名
（ある場合）、バックアップセットのプロパティ、操作ログイベント、「ストレージ装
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置」ウインドウなどが表示されます。Retrospect は CLN コードのクリーニングカートリ
ッジを認識します。

Retrospect は、ライブラリ内およびライブラリ間でカートリッジを移動させる複数のイン
ポート-エクスポートスロットをサポートします。インポート-エクスポートスロットは、
「記憶装置」ウィンドウに表示されます。インポート-エクスポートスロット間でテープを
ドラッグアンドドロップできます。

複数ドライブおよび高度テープサポートアドオンを備えたテープライブラリの場合、各ド
ライブを同時に使用して複数の操作を実行することができます。詳しくは、複数の同時実
行を参照してください。

Retrospect とテープライブラリの動作とテープライブラリの動作

テープライブラリでバーコード読み取りがサポートされているかどうかによって、
Retrospect とテープライブラリの動作は異なります。

Retrospect はバーコード読み取りライブラリをサポートし、バーコード ID に基づいてテ
ープカートリッジを管理します。テープのバーコードのほか、メディア要求のメンバー名
（ある場合）、バックアップセットのプロパティ、操作ログイベント、「ストレージ装
置」ウインドウなどが表示されます。さらに、Retrospect は CLN コードのクリーニング
カートリッジを認識します。バーコードのサポートによって、Retrospect はライブラリ内
のストレージスロットを迅速にスキャンしてその内容を判断することができます。

お持ちのライブラリがバーコード読み取りをサポートしていない場合、Retrospect はライ
ブラリをスキャンして各テープの名前を取得しなければなりません。ライブラリが各テー
プをテープドライブに挿入すると、Retrospect はテープの名前と場所を追跡管理します。

Retrospect の起動時や、ライブラリのドアが開けられたり、マガジンが交換されたりした
場合には、ライブラリの内容が変更された可能性があるので、Retrospect は最新の状態を
把握するために、スキャンを実行します。

バーコードをサポートしていないライブラリの場合、Retrospect では、ライブラリの次回
のスキャンを高速化する「ストレージスロットメモリ」と呼ばれる独特の機能が使用され
ます。Retrospect の終了時ごとに、ライブラリ内のそれぞれのスロットとドライブの状態
を記録して、この情報を、設定ファイル内の 10 のテーブルの 1 つに保存します。この 10
のテーブルには、最新の 10 回分のライブラリのスキャン結果が保存されます。

保存されたライブラリテーブルは、以前の情報に基づく推測によって正しいテープを探し
出すための手段と見なすことができます。この方式を使えば、ライブラリのマガジン内の
テープの位置があまり変わらない場合、1 回でテープを見つけられる可能性が非常に高く
なります。この方法で適切なテープが見つからない場合、Retrospect はライブラリを再ス
キャンして、ライブラリテーブルを最新状態に更新します。

テープライブラリの状態の表示テープライブラリの状態の表示

テープライブラリの状態を表示するには、ロード済みマガジンを挿入し（該当する場
合）、「設定」>「デバイス」をクリックして「記憶装置」ウィンドウを表示します。
「状況」ウィンドウ内のライブラリ、テープスロット（インポート-エクスポートスロット
を含む）、ドライブの表示に注目してください。

69 WINDOWS ユーザー ガイド



状態、場所、バーコードなど、ライブラリ、テープドライブ、各ストレージスロットにつ
いての情報が表示されます。アイコンとその他の状態情報は、各スロットの内容を示しま
す。

アイアイ
コンコン

ステーステー
タスタス
またはまたは
テープテープ
名名

コメントコメント

（空） スロットにはテープが入っていません。

（ドラ
イブ
内）

テープはドライブに移されたので、スロットは空です。これは、テー
プがどのスロットからドライブに移されたかをライブラリがすでに認
識しているので、確実です。
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（不
明）

スロットは、Retrospect によってスキャンされていません。

（緑
色の
アイ
コ
ン）

（クリ
ーニン
グテー
プ）

スロットは Retrospect によりクリーニングテープスロットして指定
されています。クリーニングテープは、緑色のテープアイコンとして
表示されます。

名前
Retrospect が最後にテープのスキャンを行ったときには、その名前の
付いたテープがスロット内にありましたが、それ以降スロットの内容
が変化した可能性があるため、確実ではありません。

（青
の
アイ
コ
ン）

名前

[バー
コー
ド]

Retrospect が最後にテープのスキャンを行ったときに、その名前の付
いたテープがスロット内にありました。それ以降スロットの内容は変
化していないので、確実です。

（赤
の
アイ
コ
ン）

名前
テープへの書き込み時にメディアエラーが発生しました。このテープ
は Retrospect による自動実行（スクリプト）には使用されません。
このテープを使用するには、手動で内容を消去する必要があります。

（黄
色の
アイ
コ
ン）

名前
このテープのフォーマットは WORM（Write Once, Read Many）で
す。詳しくは、WORM テープサポートを参照してください。

テープライブラリの操作テープライブラリの操作

「記憶装置」ウィンドウでテープのアイコンをドラッグアンドドロップすることにより、
テープを移動できます。マウスのポインタをテープのアイコン上に置きます。マウスのポ
インタが手の形になったら、テープをスロットから別のスロットへ、スロットからドライ
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ブへ、またはドライブからスロットへドラッグアンドドロップできます。スロット間で移
動する場合は、複数のテープを移動先として一度に選択できます。

連続している複数のテープを選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。連続
していないテープを選択するには、Control キーを押しながらクリックします。ライブラ
リを選択すると、その中のすべてのテープが選択されます。同様に、マガジンを 1 つ以上
選択すると、それらに挿入されているすべてのテープが選択されます。

「テープライブラリのツールバーコマンド」 で説明するコマンドの多くは、複数のテープ
にも一括して適用できます。

テープライブラリのツールバーコマンドテープライブラリのツールバーコマンド

「記憶装置」ウィンドウの「状況」タブのツールバーには、テープライブラリ用のコマン
ドがあります。

テープライブラリに含まれるテープドライブを選択すると、ツールバーには単独のテープ
ドライブ用のコマンド群が表示されます。詳しくは、テープドライブのツールバーコマン
ドを参照してください。

「プロパティ」「プロパティ」は、選択されているライブラリの各種属性に関する情報（ライブラリに含
まれるスロットの数、バーコードスキャンの有効/無効など）を表示します。「プロパテ
ィ」ウィンドウには、「マガジン表示」コマンドと「バーコードスキャンの無効化/有効
化」コマンドを含むツールバーも表示されます。

「マガジン表示」コマンドは、多数のスロットを持つライブラリで特に役立ちます。この
コマンドを使えば、スロット群をいくつかのグループに分け、「記憶装置」ウィンドウで
の表示を見やすくしたり、スロット管理を容易にすることができます。「マガジン表示」

ボタン をクリックして、1 つのグループに含めるスロットの最大数を指定すると、そ
の値に基づいてライブラリ内の構成が変更されます。たとえば、ライブラリに 60 個のス
ロットがある場合、マガジンあたりのスロット数を最大 15 に指定すると、15 個のスロッ
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トを持つマガジンが 4 つ表示されます。ここで指定する個数は、スロットやマガジンの実
際のグループでの個数に合わせる必要はありません。表示でのみ用いるものです。

お持ちのテープライブラリがバーコード読み取りをサポートしている場合、Retrospect は
自動でバーコードデータを使用して「記憶装置」ウィンドウに表示される情報を生成しま

す。「バーコードスキャンの無効化/有効化」ボタン をクリックすると、バーコードの
スキャンの有効/無効を切り替えることができます。また、「バーコード情報を消去」ボタ

ン をクリックすると、既知のすべてのテープから、バーコード情報との関連付けが解
除されます。この機能を使用するのは、Retrospect で表示されるバーコード情報やテープ
名が正しくないか、Retrospect, Inc. の Retrospect テクニカルサポートから指示された場
合だけに限定してください。

「バックアップセットに追加」「バックアップセットに追加」は、選択されたスロット内の各テープを、テープバックア
ップセットにメンバーとして追加します。詳しくは、使用するテープの準備を参照してく
ださい。

「選択した項目をスキャン」「選択した項目をスキャン」は、ライブラリ内の選択したストレージスロットに対し、ス
ロットの各テープをドライブに移動して、テープの名前を読み取ります。お持ちのテープ
ライブラリでバーコードがサポートされる場合、このコマンドを使用する必要はありませ
ん。

「選択した項目を消去「選択した項目を消去...」」は、ライブラリ内の選択したストレージスロットのテープをす
べて消去します。

選択したスロットに WORM テープが挿入されている場合、そのテープは消去処理でスキ
ップされます。

「選択した項目をドライブに移動「選択した項目をドライブに移動...」」は、選択したテープを、スロットからテープドライ
ブに移動します。

「すべてアンロード「すべてアンロード/マガジンの取り出し」マガジンの取り出し」は、ライブラリのドライブからテープを取り出
し、スロットに戻します。一部のライブラリでは、ライブラリのマガジンも取り出しま
す。

「スロットのクリーニング」「スロットのクリーニング」は、選択したスロットをクリーニングスロットとして指定し
ます。Retrospect は、クリーニングスロットを、メディアの検索を行う際のスキャンの対
象から外します。お持ちのライブラリがバーコード読み取りをサポートしている場合、
Retrospect は自動で CLN コードのクリーニングテープを認識してそのスロットをクリー
ニング用に予約します。ドライブまたはテープの「プロパティ」ウィンドウで、テープご
とのクリーニング回数およびテープドライブのクリーニング頻度を指定できます。詳しく
は、テープドライブのクリーニングを参照してください。

「エレメントの初期化」「エレメントの初期化」は、「エレメントステータスの初期化」コマンドをライブラリに
送ります。このコマンドによって、ライブラリはすべてのエレメントのステータスを更新
します。「記憶装置」ウィンドウ内で報告される情報が実際のライブラリの状態と一致し
ない状況になった場合に、このコマンドを使用します。
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インポートインポート-エクスポートのサポートエクスポートのサポート

ライブラリの中には、ドアを開かなくてもライブラリに 1 本のテープを入れたり取り出し
たりできるようにするための、特別なポートを用意しているものもあります。Retrospect
ではこれを、「インポート-エクスポートスロット」と呼んでいます。また、「メールスロ
ット」、「I/E エレメント」、「コールスロット」と呼ばれる場合もあります。ライブラリ
にインポート-エクスポートスロットが存在し、有効になっていれば、Retrospect はそれ
を、スロットのリストの最上部に独立したスロットとして表示します。元ドライブや任意
のスロットのテープを、インポート-エクスポートスロットにドラッグアンドドロップすれ
ば、ライブラリは、選択されたテープをポートに移動します。ポートにテープを入れる
と、Retrospect は、インポート-エクスポートスロットに「利用可能なメディア」が存在
する、と表示します。これはドラッグして、ライブラリ内の任意のスロットやドライブに
移動することができます。

自動実行モードでは、Retrospect はインポート-エクスポートスロットのスキャンを行い
ません。スクリプトによるバックアップなどの自動実行で使用するテープは、インポート-
エクスポートスロットには入れないでください。

テープライブラリメディア要求テープライブラリメディア要求

基本操作や自動操作の場合、Retrospect はライブラリをスキャンし、適切なメディアを検
索して、必要なテープをロードします。新しいテープまたは消去されたテープが必要な場
合、Retrospect は、利用可能なものの中から最初のものをロードして、使用します。

使用するテープを検出できなかった場合は、メディア要求ウィンドウが表示されます。メ
ディアを挿入するまで操作は再開されません。

メディア要求中は、Retrospect がインポート-エクスポートスロットのスキャンを行いま
せん。

テープライブラリメディア要求テープライブラリメディア要求

Retrospect では、メディアの不具合は致命的なエラーです。メディアの不具合が検出され
ると、すべての処理が停止します。

ただし、テープライブラリを使用している場合は、Retrospect の環境設定で「書き込みエ
ラーが発生したら自動的に新しいメディアを使用」を有効にすれば、すべての処理の停止
を回避できます。この機能が有効なときにメディアの不具合が検出されると、ライブラリ
内で次に利用できるテープが検索され、それを使って処理が継続されます。詳しくは、ハ
ンドリング環境設定を参照してください。

Removable Storage マネージャマネージャ

Windows では Removable Storage マネージャによって、テープライブラリや他の記憶装
置を、オペレーティングシステム標準のバックアップユーティリティと組み合わせて管理
することが可能です。

ところが、これは Retrospect による同じデバイスへのアクセスと競合するため、デフォル
トでは、Retrospect はデバイスをスキャンするときに、このサービスを停止します。サー
ビスが停止すると、Removable Storage マネージャを使うことはできません。Retrospect
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の メディアハンドリング環境設定を使用して、Retrospect での Removable Storage マネ
ージャの使用を制御します。

Retrospect とと Removable Storage マネージャを同時に使用するマネージャを同時に使用する

デバイスの管理を、Retrospect でではなく、そのまま Removable Storage サービスで行
いたい場合には、両方同時に使用できるように Retrospect と Removable Storage サービ
スを設定できます。

まず、Retrospect が自動的に Removable Storage マネージャを停止しないよう設定する
必要があります。その後、Windows から、Retrospect 用のデバイスに対して Removable
Storage マネージャを無効にする必要があります。

Retrospect の環境設定を行うには、次のように行います。の環境設定を行うには、次のように行います。

1. ナビゲーションバーで、「設定」>「環境設定」をクリックします。
2. 「環境設定」リストボックスで、「メディア」>「メディアのハンドリング」を選
択します。
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3. 「Removable Storage Managerを停止」チェックボックスをオフにします。
4. 「OK」をクリックします。

Windows デバイスのプロパティを設定するには、次のように行います。

1. Windows のリムーバブル記憶域を開きます。
2. Retrospect 専用に使用する各デバイスで、デバイスを右クリックして「プロパテ
ィ」を選択します。

3. 「全般」タブをクリックして、「ライブラリを有効にする」または「ドライブを
有効にする」チェックボックスをオフにします。

ライブラリの場合には、ライブラリ自体と、そのドライブ（複数の場合あり）の
両方を無効にしなければならないこともあります。

4. 「OK」をクリックし、管理コンソールを閉じます。
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メディアの寿命と保存メディアの寿命と保存

メディアの寿命は、保存のしかたやメンテナンスによって大きく変わります。適切に保管
されないと、メディアが劣化し、メディアの精度やデータそのものが失われることがあり
ます。

磁気メディアにとっては、湿気が大敵です。光学式メディアでは、歪みを引き起こす高
温、傷の原因となるほこりなどの汚れに注意してください。メディアは、高温・高湿にな
る場所、または日光やヒーターの熱が直接当たる場所を避けて保管してください。温度変
化の激しい場所も避けてください。埃やタバコの煙が多い場所も、メディアを傷つける原
因となります。

テープは、潤滑剤を使用している点で他のメディアとは異なっています。テープメディア
には潤滑剤が塗布されていますが、ドライブヘッドとの接触を繰り返しているうちに、潤
滑剤が失われて、エラーが発生しやすくなります。テープは数千回のパスに耐えられます
が、1 度のテープ操作でも、数回のパスが必要であることに注意してください。

メディアの保存に理想的な場所は、防火上安全で、温度と湿度が管理されている建物で
す。最低でも、メディアは元の容器に入れて、キャビネットや机の中に保管しておいてく
ださい。

複数のバックアップ機器複数のバックアップ機器

Retrospect は動作中、適切なメディアが利用できるバックアップデバイスを検索していま
す。メディアが容量の限度に達したか、その他の理由で別のメディアを必要とする場合、
Retrospect は利用できるドライブを検索します。それで、夜間のバックアップなどでは、
一方のドライブに最初に使用するテープを入れておき、別のドライブに最初のテープが容
量の限度に達してしまったときのために空のテープを入れておくことができます。この場
合のドライブには、2 つの Travan ドライブなど、類似のメカニズムを使用する必要があり
ます。

Retrospect は、高度テープサポートアドオンによって、複数のドライブを同時に扱うこと
ができます。テープドライブが 2 つある場合、またはテープライブラリに複数のドライブ
がある場合、両方のドライブに同時にデータをバックアップできます（バックアップ元が
別の場合）。詳しくは、複数の同時実行を参照してください。

Network Attached Storage（（NAS）デバイス）デバイス

Retrospect では、様々な方法で NAS デバイスを利用できます。NAS デバイス上で
Retrospect アプリケーションや Retrospect クライアントを実行できます。または、ディ
スクバックアップセットのデータの保存先として NAS デバイスを使用することができま
す。

NAS デバイスへのバックアップデバイスへのバックアップ

Retrospect では、ネットワーク上の他のボリュームと同じように NAS デバイスを利用で
きます。Windows エクスプローラからこのデバイスにアクセスできる場合、宛先としてそ
のデバイスを使用できます。
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NAS デバイスをバックアップの宛先ストレージとして使用するには、ディスクバックアッ
プセットを作成し、そのメディアとして NAS ボリュームを選択します。

Windows ベースのベースの NAS デバイスのバックアップデバイスのバックアップ

NAS デバイスに多量のデータを保存している場合、そのバックアップは欠かせません。
NAS デバイスをネットワークボリュームとしてバックアップすることができます
（Microsoft ネットワークボリュームを参照）が、これは最適な方法ではありません。

Retrospect, Inc. では、NAS 機器に Retrospect アプリケーションまたは Retrospect Client
をインストールし、その後で Retrospect を使用してローカルまたはリモートでバックアッ
プすることをお勧めします。

Retrospect アプリケーションを実行するには、NAS デバイスに以下のものが必要です。

• Windows Server
• Retrospect Single Server または Retrospect Multi Server

Retrospect Client を実行するには、NAS デバイスに以下のものが必要です。

• Windows Server

さらに、NAS クライアントをバックアップするために、バックアップコンピュータで
Retrospect Multi Server または Retrospect Single Server（後者にはサーバクライアントラ
イセンスが必須）を動作させる必要があります。

Retrospect を実行するために必要なを実行するために必要な Windows ベースのベースの NAS デバデバ
イスの設定イスの設定

NAS デバイスに Retrospect をインストールして実行するには、Windows Terminal
Services または Remote Desktop を使用してリモートでデバイスをコントロールできなけ
ればなりません。

Retrospect をインストールするには、次の手順を実行します。

1. Terminal Services または Remote Desktop を使用して NAS デバイスに接続しま
す。

2. NAS デバイスでバックアップ管理者アカウントを作成し、それに管理者権限を割
り当てます。

3. 現在のアカウントからバックアップ管理者アカウントに切り替えます。
4. Retrospect インストーラを NAS デバイスにコピーします。
5. Retrospect をインストールします。

Retrospect を設定するには、次の手順を実行します。

1. Terminal Services または Remote Desktop を使用して NAS デバイスに接続しま
す。

2. バックアップ管理者アカウントを使ってログインします。
3. Retrospect を起動します。
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Retrospect の初回の起動時には、Retrospect の起動ウィザードが実行されます。

4. ユーザアカウント画面で「 Retrospect を常に特定ユーザで実行する」を選択し、
ユーザ名、パスワード、およびドメイン情報を入力します。

このユーザには、すべてのネットワークリソース、およびアクセスする SQL/
Exchange サーバに対する管理者権限が必要です。

Retrospect のユーザアカウントとログイン情報の変更方法についての詳細は、セ
キュリティ環境設定を参照してください。

5. 「OK」をクリックします。

バックアップ管理者アカウントで Retrospect を起動するためには、そのセッションが接続
されていない状態であっても、Retrospect の「セキュリティ」環境設定を修正する必要が
あります。

Retrospect の「セキュリティ」環境設定を修正するには、次のように行います。

1. NAS デバイスで Retrospect を起動します。
2. 「設定」>「環境設定」の順にクリックします。
3. 「実行」という見出しの下にある「セキュリティ」環境設定を選択します。

79 WINDOWS ユーザー ガイド



4. 「ターミナルサービスセッションで Retrospect を起動」チェックボックスがオン
であることを確認します。

Retrospect を終了して再起動し、この変更を有効にします。

これで、NAS デバイスの Retrospect にアクセスする必要があるときには、バッ
クアップ管理者アカウントにログインするだけでよくなります。

Terminal Services や Remote Desktop のサーバは、接続解除されたセッションが
タイムアウトしないように設定する必要があります。

ユーザアカウントを設定するには、次のように行います。

5. 「コンピュータの管理」コントロールパネルで、ユーザを選択します。
6. バックアップ管理者アカウントの「プロパティ」を開きます。
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7. 「セッション」タブをクリックし、「接続解除されたセッションを終了」リスト
ボックスの「終了しない」を選択します。

接続プロパティを設定するには、次のように行います。

1. 「管理ツール」コントロールパネルを開きます。
2. ターミナル サービス構成コントロール パネルを起動します。
3. 「接続」を強調表示し、RDP-Tcp を右クリックして「プロパティ」を選択しま
す。

4. 「セッション」タブをクリックし、「ユーザ設定を無効」ボックスにチェックマ
ークがないことを確認します。

Terminal Services セッションからログアウトすると、Retrospect を含めて実行中のすべて
のアプリケーションが終了します。Retrospect が実行中で、コントロールウィンドウを閉
じたい場合には、Terminal Services セッションから接続解除し、セッションは実行中のま
まにします。次に接続すると、同じセッションが実行中になり、Retrospect には影響が及
びません。

Retrospect Client を実行するために必要なを実行するために必要な Windows ベースのベースの
NAS デバイスの設定デバイスの設定

NAS デバイスに Retrospect Client をインストールして実行するには、Windows Terminal
Services または Remote Desktop を使用してリモートでデバイスをコントロールできなけ
ればなりません。

Retrospect Client をインストールするには、次のように行います。

1. Terminal Services または Remote Desktop を使用して NAS デバイスに接続しま
す。

2. NAS デバイスでバックアップ管理者アカウントを作成し、それに管理者権限を割
り当てます。

3. 現在のアカウントからバックアップ管理者アカウントに切り替えます。
4. Retrospect Client インストーラを NAS デバイスにコピーします。
5. Retrospect Client をインストールします。

パスワードを忘れないように控えるなどして、NAS デバイスを再起動します。

これで、クライアントの操作で説明しているように、Retrospect から NAS デバイスにア
クセスできます。

NAS デバイスのバインドデバイスのバインド

複数のネットワークインターフェイスがある NAS デバイスで Retrospect を実行している
場合、Retrospect をバインドして、バックアップクライアントの一部またはすべてに対し
て特定のインターフェイスを使用するようにすることでネットワークトラフィックを効率
よく管理することができます。

詳しくは、インターフェイスを参照してください。
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複数のネットワークインタフェースを持つ NAS デバイスで Retrospect Client を実行して
いる場合は、Retrospect Client をバインドして特定のインタフェースを使用させることが
できます。
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Chapter 5

基本操作基本操作
• バックアップ
• アーカイブ
• 復元
• 複製
• バックアップセット転送
• スナップショット転送
• 基本操作の制御

基本操作とは、手動で開始してすぐに実行される操作のことです。基本操作の種類は、バ
ックアップ、アーカイブ、復元、複製、および2種類の転送です。この章では、これらの各
操作について詳しく説明します。

一時的なユーザで、バックアップする機会が少ない場合は、この基本操作で十分役に立ち
ます。しかし、複数のボリュームを頻繁にバックアップするネットワーク管理者であるな
らば、タスクをスクリプトで自動化したほうがよいでしょう。この章は、基本操作はもち
ろん、スクリプトによる自動実行を行いたい方にとっても最適な Retrospect の入門セクシ
ョンとなっています。

バックアップバックアップ

この項では、Retrospect による基本バックアップの実行方法を説明します。ここで説明す
るバックアップ手順を習得すれば、どのようなファイルでも効率的にバックアップできる
ようになります。

Retrospect でファイルをバックアップする前に、バックアップ装置がコンピュータに正し
く接続され、バックアップメディア（テープ、ディスク、または記録型 CD/DVD）に上書
きされたら困る貴重なデータが入っていないことを確認してください。

基本操作は 2 通りの方法で設定できます。1 つは Retrospect のバックアップウィザードで
指示に従いながら、手順を追って設定する方法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の
判断に基づいて設定する方法です。高度な設定モードでは、ウィザードにはないオプショ
ンが利用できます。詳しくは、以下を参照してください。

• ウィザードモードでのバックアップ
• ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
• 高度な設定モードでのバックアップ
• 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

ウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも、Retrospect による最初のバックアッ
プ時に、選択したすべてのファイルがバックアップされます。その後のバックアップで
は、特に指定しない限り、宛先バックアップセット内に存在しないファイル（前回のバッ
クアップ以降に作成したファイルか、変更を加えたファイル）だけがバックアップされま
す。Retrospect では、これを Progressive バックアップと呼んでいます。この方法では、
頻繁にバックアップを行っても、バックアップ時にコピーされるファイルが少なくてすむ
ため、時間とメディアを節約できます。
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ウィザードモードでのバックアップウィザードモードでのバックアップ

バックアップウィザードを使えば、基本バックアップ操作の設定と変更を、容易に行うこ
とができます。バックアップウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの「バック
アップ」をクリックして、「バックアップ」ボタンをクリックします。

Retrospect でバックアップをまだ実行していない（または以前にバックアップウィザード
で基本バックアップを設定したことがある）場合は、ここで「バックアップウィザードへ
ようこそ」画面が表示されます。

高度な設定モードの「バックアップの概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモー
ドへ切り替える」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

バックアップを今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックしてバックアップウィザ
ードでの設定を続行します。高度な設定モードでバックアップを設定するには、「高度な
設定モードに切り替える」をクリックします。詳しくは、高度な設定モードでのバックア
ップを参照してください。

バックアップを以前に設定したことがあれば、「バックアップウィザードへようこそ」画
面に現在の設定が表示されます。詳しくは、バックアップ設定の編集を参照してくださ
い。
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バックアップ対象の選択バックアップ対象の選択

バックアップ対象と記述内容が合致するオプションのボタンをクリックします。表示され
るオプションは、使用している Retrospect 製品の種類によってやや異なります。

• 「ドキュメントと設定」（「ドキュメントと設定」（Retrospect Desktop のみ）のみ）は、Documents and
Settings フォルダをバックアップします。このフォルダには、マイドキュメン
ト、マイピクチャ、マイミュージック、お気に入り、デスクトップなど、ユーザ
専用のフォルダが含まれています。

• 「マイコンピュータ」「マイコンピュータ」は、ローカルコンピュータをバックアップします。
• 「マイコンピュータとバックアップクライアント」「マイコンピュータとバックアップクライアント」は、ローカルコンピュータ
と、ログインしているすべての Retrospect クライアントコンピュータをバックア
ップします。

• 「クライアントのみバックアップ」「クライアントのみバックアップ」（Retrospect Desktop 以外）は、ログインし
ているすべての Retrospect クライアントコンピュータをバックアップします。

• 「選択」「選択」では、ローカルコンピュータ、ログインしている Retrospect クライアン
トコンピュータ、およびネットワークボリュームから、バックアップするドライ
ブとフォルダを手動で選択できます。

Retrospect クライアントの追加クライアントの追加

「マイコンピュータとバックアップクライアント」または「クライアントのみバックアッ
プ」を選択すると、バックアップ時にログインしているすべての Retrospect クライアント
コンピュータのデータがバックアップされます。
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Retrospect クライアントをログインするには「クライアントの追加」をクリックします。
クライアントのインストール、設定、およびログインの詳細は、「ネットワーク接続クラ
イアント」を参照してください。

ドライブやフォルダの手動選択ドライブやフォルダの手動選択

「何をバックアップしますか?」画面で「選択」を選ぶと、バックアップするドライブやフ
ォルダを個別に選択できます。

ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択
解除されます。前の選択を解除せずにドライブやフォルダを選択するには、Ctrl キーを押
しながらクリックします。Shift キーを押しながらクリックすると、既存の選択位置からク
リックした位置までのすべてのドライブとフォルダが選択されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、
バックアップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択でき
ます。また、コンテナ自体を選択することもできます。コンテナを選択すると、その内部
のすべての項目がバックアップされます。

• Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するに
は、「クライアントの追加」をクリックします。

• ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネ
ットワークボリュームの追加」をクリックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」
をクリックします。
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詳しくは、コンテナを参照してください。

バックアップするファイルの種類の選択バックアップするファイルの種類の選択

バックアップするファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。
すべてのチェックボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除
く）がバックアップされます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説
明では、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当ててい
ます。その他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法につい
ては、組み込みセレクタを参照してください。

• 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルをバ
ックアップします。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、
「お気に入り」、「Application Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあり
ます。

• Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると
「Profiles」フォルダがバックアップされます。

• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシス
テム状態などのシステムファイルをバックアップします。また、アプリケーショ
ンファイル（「Program Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリューム
の各所にある、既知のアプリケーション拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイ
ルもバックアップします。
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• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」のバックアップを行わない選
択をすると、Retrospect はデフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更し
ます。Retrospect は「Back Up System State」と「Back up folder security
information for workstations」オプションの両方をオフにします。詳しくは
Windows システムオプションおよびWindows セキュリティオプションを参照し
てください。

• 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フ
ォルダにあるすべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各
所にある、一般的な画像ファイル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルもバック
アップします（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイル
を除く）。

• 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォ
ルダにあるすべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所
にある、一般的な音楽ファイル拡張子（.mp3 など）を持つ各ファイルもバックア
ップします（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを
除く）。

• 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォ
ルダにあるすべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所
にある、一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）を持つ各ファイルもバックア
ップします（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを
除く）。

• 「「Officeドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、
Microsoft Outlook データ、および Adobe PDF ファイルをバックアップします
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」「その他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルをバ
ックアップします。

• 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーショ
ン」は、フォルダをバックアップする際には利用できません。

バックアップの宛先デバイスの選択バックアップの宛先デバイスの選択

バックアップは、テープドライブ、CD/DVD ドライブ、ハードドライブなど、Retrospect
でサポートされているあらゆるデバイスに格納できます。以下のどちらかを選択します。

• テープ、CD、DVD
• ローカルコンピュータやネットワーク上のハードドライブ

テープ、CD、または DVD を使用する場合は、利用可能なデバイスが表示されます。バッ
クアップ先として使用するデバイスを選択して「次へ」をクリックします。

ハードドライブの場合は、ローカルの各ハードドライブと、「マイネットワーク」コンテ
ナ内に一覧されているネットワークボリュームが表示されます。

ネットワークボリュームを追加するには、「マイネットワーク」をダブルクリックし、追
加するボリュームの位置まで移動してボリュームを選択し、「追加」ボタンをクリックし
ます。そのボリュームにログイン名とパスワードが必要な場合は、それらを入力して
「OK」をクリックします。

ネットワークボリュームに対する権限を持ったユーザとしてログインするように
Retrospect を設定した場合、再びログインを要求されることはありません。詳しくは、セ
キュリティ環境設定を参照してください。
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ローカルドライブやネットワークボリューム上の特定のフォルダを指定するには、ドライ
ブまたはボリュームを選択して「参照」ボタンをクリックします。バックアップするフォ
ルダの位置まで移動して「OK」をクリックします。

バックアップの実行タイミングの選択バックアップの実行タイミングの選択

ただちにバックアップを実行する場合は、「今すぐ」を選択します。

スケジュールに従って実行されるようにバックアップを設定する場合は、「後で」を選択
します。

スケジュールに従って実行されるようにバックアップを設定する手順は、ウィザードモー
ドでのバックアップスクリプトの作成のバックアップの実行タイミングの選択以降で説明
されています。

バックアップセットへの命名バックアップセットへの命名

バックアップセットとは、バックアップデータの格納先となる、1 つ以上のディスク、テ
ープ、または CD/DVD ディスクのグループのことです。バックアップセット内の最初のメ
ディアがデータでいっぱいになると新しいメディアが要求され、新しいメディアがバック
アップセットに新規メンバーとして追加されます。

バックアップセットの名前を入力します。デフォルトで表示される名前を使用することも
できます。バックアップセットが作成済みであれば、「既存のものを使用」チェックボッ
クスをチェックして、リストボックスからバックアップセットを選択することもできま
す。
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「既存のものを使用」チェックボックスは、既存のバックアップセットが存在する場合の
み表示されます。

圧縮オプションの設定圧縮オプションの設定

このバックアップでソフトウェアデータ圧縮を有効にする場合は、「はい」ラジオボタン
をクリックします。
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ソフトウェアデータ圧縮では、ファイルを圧縮してからバックアップセットにコピーする
ので、バックアップセットの容量を節約することができます。復元の実行時には自動的に
解凍され、元の状態に戻されます。

節約できる量は、圧縮するファイルのタイプによって異なります。テキストファイルは圧
縮率が高く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。

バックアップセットへのバックアップと、バックアップセットからの復元は、ソフトウェ
アデータ圧縮を使用すると、使用しない場合に比べて時間がかかります。

ハードウェア圧縮機能を持つテープデバイスにコピーする場合は、最適なパフォーマンス
を得るためにソフトウェア圧縮は自動的にオフになり、常にハードウェア圧縮が使用され
ます。

バックアップセットのセキュリティオプションの設定バックアップセットのセキュリティオプションの設定

この画面では、バックアップセットへのアクセスを制限するパスワードを指定できます。
また、バックアップセットのデータの暗号化を選択して、セキュリティをいっそう強固に
することもできます。

暗号化を使用すると、バックアップに要する時間が長くなります。
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「バックアップセットのセキュリティ」リストボックスからオプションを選択します。

• 「暗号化なし」「暗号化なし」：パスワードによる保護がバックアップセットに行われず、バッ
クアップセットのデータは暗号化されません。

• 「パスワードのみ」「パスワードのみ」：バックアップセットにパスワードによる保護が行われま
す。保存されたデータは暗号化されません。

• 「「SimpleCrypt」」：パスワードによる保護に加え、Retrospect 独自の暗号化フォ
ーマットによるバックアップセットデータの暗号化が行われます。

• 「「DES」」：パスワードにより保護され、データ暗号化標準に従ってバックアップ
セットデータが暗号化されます。

• 「「AES-128」」：パスワードにより保護され、128 ビットのデータ暗号化標準
（AES：Advanced Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

• 「「AES-256」」：パスワードにより保護され、256 ビットのデータ暗号化標準
（AES：Advanced Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。AES-256 は、セキュリティとパフォーマンスのバランスの点で
最も優れています。

• バックアップセットに設定したパスワードや暗号化方式は変更できません。バッ
クアップセットに設定したパスワードを忘れてしまうと、そのバックアップセッ
トにアクセスできなくなります。

パスワードを設定し、一定の条件下でそのパスワードを Retrospect に記憶させたい場合に
は、「パスワードを記憶」リストボックスからオプションを選択します。
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• 「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」：基本操作と自動操作で使用さ
れるパスワードをすべて保存します。

• 「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」（デフォルト）：自
動操作で使用されるパスワードだけを保存します。たとえば、このオプションを
設定したバックアップセットが、スクリプトによる夜間のバックアップの宛先で
ある場合、手動でパスワードを入力する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」：いかなる場合でも、バックアッ
プセットにアクセスするのに、パスワードを入力する必要があります。このオプ
ションを設定したバックアップセットには、パスワードを入力せずにバックアッ
プしたり、そのプロパティを表示したりすることはできません。一度パスワード
を入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パスワードを再び入力
する必要はありません。

• 「パスワードを記憶」の設定は、バックアップセットのプロパティを変更するこ
とによって、必要に応じて変更できます。詳しくは、バックアップセットの設定
を参照してください。

ハードドライブバックアップのグルーミングオプションハードドライブバックアップのグルーミングオプション

ハードドライブを宛先として使用する新しいディスクバックアップセットにバックアップ
する場合、ハードドライブがいっぱいになったらどうするかを Retrospect に指示すること
ができます。

ディスクバックアップセットのグルーミングポリシーは、いつでも必要に応じて変更した
り、無効化することができます。詳しくは、「オプション」タブを参照してください。

• 「新しいディスクを要求する」「新しいディスクを要求する」：バックアップドライブに空きがなくなると、残
りのバックアップの格納先として、別のハードドライブが要求されます。元のバ
ックアップ先ハードドライブ上のデータはすべて保持されます。

• 「最後の「最後の nバックアップだけを保持します」バックアップだけを保持します」：バックアップドライブに空きがな
くなったときに保持されるバックアップの数を、元ボリュームごとに指定しま
す。指定した数のバックアップが、新しいものから保持されます。それより古い
すべてのバックアップがハードドライブから削除され、バックアップデータ用の
空き領域が確保されます。

• 「「Retrospectの定義済みポリシーに従って保持する」の定義済みポリシーに従って保持する」：バックアップドライブに
空きがなくなると、Retrospect のグルーミングポリシーに従って古いバックアッ
プが削除されます。Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのバックアップ
が元ボリュームごとに保持されます（前回のバックアップ日とその前のバックア
ップ日の最終バックアップが、元ボリュームごとに保持されます）。さらに、デ
ィスクに十分な空きがあれば、先週の各曜日のバックアップと先月の各週のバッ
クアップ、および各月のバックアップがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごとに
保持されます。

• グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフ
ォルダを復元することはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の
高いファイルとフォルダを保護するバックアップポリシーを、必ず作成してくだ
さい。

テープドライブバックアップの置き換えオプションテープドライブバックアップの置き換えオプション

テープドライブへのバックアップでは、バックアップ先のテープバックアップセットを、
バックアップの実行前に置き換えるように指定できます。置き換えを指定すると、バック
アップセット内の各テープを再利用できますが、それらのテープに記録されていたデータ
はすべて失われます。
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テープバックアップセットを置き換える前に、その中の各テープのデータが他のメディア
に保管済みであるか、あるいは本当に消去してもかまわないことを確認してください。

• 「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」：バックアップセット内
のすべての既存データを保持する場合に選択します。同じバックアップセットへ
の前回のバックアップより後に作成されたファイルと、変更されたファイルだけ
がバックアップされます。現在のテープメンバーの空きがなくなると、新しいテ
ープが要求されます。

• 「はい、上書きして構いません。」「はい、上書きして構いません。」：テープバックアップセットをバックアップ
の実行前に置き換える場合に選択します。Retrospect で書き替えバックアップが
実行されると、バックアップセットのカタログファイルの内容（もしあれば）が
消去され、バックアップ済みファイルが 1 つもない状態にします。次に、バック
アップセット内の先頭テープメンバーが検索され、それが有効な場合は消去され
ます。先頭のメディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規または消
去済みのテープが使われます。選択したすべてのファイルがバックアップされま
す。

• 高度な設定モードでは、書き替えバックアップ実行オプションを有効化すること
で、テープバックアップセットを置き換えることができます。

テープバックアップセットへの基本バックアップでは、バックアップセットを最初に置き
換えるかどうかが、バックアップを開始するたびに尋ねられます。

バックアップ設定の確認バックアップ設定の確認

「バックアップの概要」画面には、ウィザードで指定したバックアップ設定が表示されま
す。
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• 「コピー元」「コピー元」には、バックアップするドライブやフォルダが一覧されます。
• 「選択」「選択」には、バックアップするファイルの種類が一覧されます。
• 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるバックアップセットの名前が表示されま
す。

• ウィザードで指定した一部のオプション（圧縮方式など）は、この概要画面には
表示されませんが、実行されるバックアップには反映されます。

バックアップ設定を変更するには、「戻る」をクリックします。

バックアップを開始するには、「今すぐ開始」をクリックします。

バックアップのモニタリングバックアップのモニタリング

「今すぐ開始」をクリックするとバックアップウィザードが閉じ、アクティビティモニタ
が表示されます。詳しくは、バックアップのモニタリングを参照してください。

バックアップ設定の編集バックアップ設定の編集

基本バックアップで指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されて
います。それらの設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアッ
プ」>「バックアップ」を選択します。
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高度な設定モードの「バックアップの概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモー
ドに変更」をクリックしてください。

設定を変更せずにバックアップを再実行するには、「今すぐ開始」をクリックします。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザ
ードモードでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳し
くは、ウィザードモードでのバックアップを参照してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリック
します。詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してくだ
さい。

この画面は、指定したショートカットキーを使って、Retrospect のシステムトレイアイコ
ンから表示することもできます。詳しくは、システムトレイアイコンを参照してくださ
い。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「バックアップウィ
ザードへようこそ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

バックアップが未設定の場合も、高度な設定モードでのバックアップで説明されている手
順で、高度な設定モードを利用できます。
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バックアップをすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高度
な設定モードの概要ウィンドウに表示されます。

• 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できま
す。ウィザードから高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設
定も、対応するオプションに直接反映されます。

高度な設定モードでのバックアップ高度な設定モードでのバックアップ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプショ
ンがあります。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ
• カスタムセレクタの作成と適用
• バックアップする個々のファイルのプレビューと選択
• ウィザードモードで利用できない多数のオプション

高度な設定モードで基本バックアップを設定するには、ナビゲーションバーの「バックア
ップ」をクリックして、「バックアップ」ボタンをクリックします。

「バックアップウィザードへようこそ」画面が表示された場合は、「ウィザードモードへ
切り替える」をクリックしてください。基本バックアップの概要ウィンドウが表示されま
す。
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この画面でボタンをクリックして、元ボリューム、宛先、およびその他のバックアップオ
プションを設定します。

元ボリュームの選択元ボリュームの選択

基本バックアップの概要ウィンドウで「元ボリューム」ボタンをクリックして、「ソース
選択」ウィンドウを表示します。
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内蔵ハードディスク、マウントされたリムーバブルディスクまたはハードディスク、ネッ
トワーク上でログインしているクライアントボリューム、接続されたファイルサーバから
のネットワークボリュームなど、バックアップに利用できるすべてのボリュームがリスト
表示されます。

SQL Server Agent や Exchange Agent のアドオンがある場合は、SQL や Exchange のサー
バとメールボックスもリスト表示されます。詳しくは「SQL Server Agent」および
「Exchange Server Agent」を参照してください。

ボリュームリストで、対象のボリュームをクリックして選択します。複数のボリュームの
バックアップを行うには、2 つ目以降のボリュームを Shift キーか Ctrl キーを押しながら
クリックします。

元ボリュームを選択したら「OK」をクリックして、基本バックアップの設定を続けます。
「ソース選択」ウィンドウが閉じ、「基本バックアップ」ウィンドウに戻ります。

バックアップセットの選択バックアップセットの選択

基本バックアップの概要ウィンドウで「宛先」ボタンをクリックして、「バックアップセ
ット選択」ウィンドウを表示します。このウィンドウには、利用可能なバックアップセッ
トが表示されます。
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バックアップ先のバックアップセットを選択し、「OK」をクリックして、バックアップの
設定を続けます。「バックアップセットの選択」ウィンドウに何も表示されない場合、ま
たは表示されているバックアップセットを使用しない場合は、「新規作成」をクリックし
て新規バックアップセットを作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作成を参
照してください。

追加オプションの設定追加オプションの設定

バックアップする元ボリュームとバックアップ先の宛先バックアップセットの指定が終了
したら、基本バックアップの概要ウィンドウを使用して選択内容を確認し、追加オプショ
ンを設定します。
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内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、宛先として別のバックアップセットを選択します。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する
条件を指定します。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。デフォ
ルトのセレクタは「キャッシュ以外の全ファイル」で、バックアップする元ボリュームに
ある（キャッシュファイルを除く）全ファイルにマークを付けます。

「プレビュー」「プレビュー」を選択すると、元ボリュームが検索され、元ボリュームのファイルが、バ
ックアップセットカタログ内のファイルのリストと照合されて、バックアップする必要の
あるファイルが判定されます。検索が完了すると、ブラウザウィンドウが表示され、そこ
にバックアップ対象としてマークされた元ボリューム内のファイルのリストが表示されま
す。このリストで、バックアップするファイルやフォルダにチェックマークを付けたり、
解除することができます。
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ブラウザについては、ブラウザで説明しています。ブラウザを閉じると、選択したファイ
ルについて概要ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」「オプション」を選択すると、「基本バックアップ：オプション」ウィンドウが表示され
ます。このウィンドウでは、バックアップ動作を標準バックアップ、書き替えバックアッ
プのどちらにするか、ソフトウェアデータを圧縮するかどうかの指定や、検証方法の選択
をすることができます。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプションにアクセスします。

バックアップの種類については、バックアップ動作を参照してください。オプションにつ
いての詳細は、バックアップ実行オプションに記載されています。

バックアップの実行バックアップの実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、基本バックアップの概要ウィンドウ上部に、
「実行の準備ができました」と表示されます。入力情報が不完全な場合には、「実行の準
備ができていません」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部
を変更してください。
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お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「バックアップ」ボタンをクリックします。元ボリュームがスキャンさ
れ、「アクティビティモニタ」ウィンドウが表示されます。

バックアップのモニタリングバックアップのモニタリング

アクティビティモニタには処理の進行状況と、宛先バックアップセットにコピーされてい
るファイルの名前が表示されます。「アクティビティモニタ」ウインドウには、バックア
ップの一時休止やキャンセルができる「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示されま
す。
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宛先バックアップセットにメンバーがない場合、またはバックアップ装置に正しいメディ
アがロードされていない場合は、メディアを要求するウィンドウが表示されます。このウ
ィンドウは、使用するバックアップセットの種類によって若干異なります。

ここで挿入するメディア内のファイルは削除され、復元できません。必ず空か不要なデー
タしか入っていないテープ、リムーバブルディスク、記録型 CD/DVD を挿入してくださ
い。ウィンドウで新しいメディアを選択して、「続ける」をクリックします。
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実行が完了したら、「履歴」タブをクリックしてバックアップのパフォーマンスデータを
表示します。エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表
示されます。操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

バックアップ設定の編集バックアップ設定の編集

基本バックアップで指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されて
います。それらの設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアッ
プ」>「バックアップ」を選択します。
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ウィザードモードのバックアップの概要画面が表示された場合は、「高度な設定モードに
切り替える」をクリックしてください。

設定を変更せずにバックアップを再実行するには、「バックアップ」をクリックします。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、およびその他のオプシ
ョンを、適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モードでの設定の編集方法
は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、高度な設定モードでのバ
ックアップを参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリックしま
す。詳しくは、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参照してくださ
い。

バックアップスクリプトの作成バックアップスクリプトの作成

Retrospect のスクリプト作成機能を使ってバックアップとスケジュールを設定すれば、不
在時（担当者が帰宅する夜間など）に自動バックアップを行うことができます。
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基本バックアップの概要ウィンドウで「スケジュール」ボタンをクリックし、基本バック
アップ情報と設定をスクリプトとして保存します。このスクリプトを使用すると、不在時
にバックアップ操作を、スケジュールに基づいて自動実行させることができます。

詳しくは、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

基本バックアップの設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨
されます。モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度な
オプションが、Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必
要に応じて随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどう
かが尋ねられます。

設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこ
そ」画面に切り替わり、現在のバックアップ設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、
ウィザードモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるい
は破棄する必要があります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

• セレクタ
• 実行オプション
• バックアップセット
• ファイルの手動選択
• 実行ユニット

セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込み
セレクタがあります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用
することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードへ切り替える」をク
リックすると、それらの高度なセレクタはそのまま保持され、バックアップの実行時に適
用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」
フィールドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。
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また、バックアップ設定を編集すると、「バックアップするファイルの種類は何ですか?」
画面に、新しいオプションが表示されます。
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• 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択しま
す。

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選
択し、新しいオプションを選択します。

実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、検証やバックアップ動作など、ウィザードモードでは利用できな
い多数の実行オプションがあります。

圧縮実行オプションはウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも利用できます。
このオプションにどちらかのモードで変更を加えると、その変更は他のモードにも反映さ
れます。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックすると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、バックアッ
プの実行時に適用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、高度な実行オプシ
ョンがバックアップに含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプションの
有無を調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確
認する必要があります。
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バックアップセットバックアップセット

高度な設定モードでは、ファイルバックアップセットを宛先として選択できます。ウィザ
ードモードでは、ファイルバックアップセットは利用できません。

ファイルバックアップセットは単独のファイルをバックアップする手段として最適です
が、それ以外の用途にはディスクバックアップセットの方がより多くの利点があります。

ファイルバックアップセットを宛先として選択した後、「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックすると、宛先の設定は破棄されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、
「宛先」フィールドに（宛先が選択されていません）というメッセージが表示されます。

「次へ」をクリックすると、ウィザードによって宛先が破棄され、新しい宛先の選択が必
要になります。引き続きファイルバックアップセットを宛先として使用するには、「高度
な設定モードに切り替える」をクリックします。

ファイルの手動選択ファイルの手動選択

高度な設定モードでは、「プレビュー」ボタンをクリックして、バックアップするファイ
ルやフォルダを個別に選択できます。この操作を行うと、高度な設定モードの概要ウィン
ドウの「選択」フィールドに「マニュアル選択」 というメッセージが表示されます。
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手動選択を行った後、「ウィザードモードに変更」をクリックすると、選択内容は破棄さ
れます。ウィザードモードでは、手動選択はいっさい不可能です。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、バックアップに使用する実行
ユニットを、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードへ切
り替える」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユ
ニットがバックアップ時に使用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、特定の実行ユニッ
トが選択されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されているか
どうかを調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要があり
ます。
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アーカイブアーカイブ

アーカイブ操作では、オフラインでの保管を目的として、使用しているボリュームからバ
ックアップセットにファイルをコピーできます。アーカイブ操作をセットアップするに
は、最初にナビゲーションバーの「ツール」をクリックし、次に「ファイルをアーカイ
ブ」をクリックします。アーカイブの概要ウィンドウが表示されます。

バックアップの場合と同様、アーカイブも次の 3 つの基本的なステップを通じて実行しま
す。

• アーカイブの元ボリュームを選択する
• ファイルの保存先となるバックアップセットを選択する（またはバックアップセ
ットを新規に作成する）

• アーカイブを実行する
• アーカイブに関するその他の情報については、アーカイブに関するヒントを参照
してください。
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元ボリュームの選択元ボリュームの選択

アーカイブの概要ウィンドウで「元ボリューム」ボタンをクリックし、「ソース選択」ウ
ィンドウを表示します。

内蔵ハードディスク、マウントされたリムーバブルディスクまたはハードディスク、ネッ
トワーク上でログインしているクライアントボリューム、接続されたファイルサーバから
のネットワークボリュームなど、アーカイブ可能なすべてのボリュームがリスト表示され
ます。

SQL や Exchange のデータベース、および Exchange のメールボックスとパブリックフォ
ルダはアーカイブの対象外です。

ボリュームリストで、対象のボリュームをクリックして選択します。複数のボリュームの
アーカイブを行うには、2 つ目以降のボリュームを Shift キーか Ctrl キーを押しながらク
リックします。

元ボリュームを選択したら「OK」をクリックして、基本アーカイブの設定を続けます。
「ソース選択」ウィンドウが閉じ、「アーカイブの概要」ウィンドウに戻ります。
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バックアップセットの選択バックアップセットの選択

「アーカイブの概要」ウィンドウで「宛先」ボタンをクリックして、「バックアップセッ
ト選択」ウィンドウを表示します。このウィンドウには、利用可能なバックアップセット
が表示されます。

宛先として使用するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックして、アーカイブの
設定を続けます。「バックアップセットの選択」ウィンドウに何も表示されない場合、ま
たは表示されているバックアップセットを使用しない場合には、新規バックアップセット
を作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

グルーミングが有効なディスクバックアップセットは、アーカイブの宛先として選択しな
いでください。グルーミングでは古いスナップショットを削除して新しいスナップショッ
ト用の空きが確保されるため、永続的な保管先としてのアーカイブの目的に合致しませ
ん。

追加オプションの設定追加オプションの設定

アーカイブの元ボリュームと宛先バックアップセットの指定が終了したら、アーカイブの
概要ウィンドウを使用して選択内容を確認し、追加オプションを設定します。
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内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、宛先として別のバックアップセットを選択します。

「選択」「選択」では、セレクタを選択します。セレクタは、アーカイブの対象となるファイルや
フォルダを選択するための、一種のフィルタです。セレクタについては、セレクタの使い
方を参照してください。デフォルトのセレクタは「すべてのファイル」で、アーカイブす
る元ボリュームの全ファイルにマークを付けます。

「プレビュー」「プレビュー」では、指定された 1 つ以上のアーカイブの元ボリュームがスキャンされ、
元ボリューム上のファイルを一覧したブラウザウィンドウが開きます。このウィンドウで
マーク付けやマークの解除を行えば、アーカイブ対象となるファイルやフォルダを個別に
指定できます。

バックアップの場合とは異なり、アーカイブのデフォルトでは、元ボリュームと宛先ボリ
ュームは一致しません。すなわち、宛先バックアップセット内のファイルとソースファイ
ルの比較は行われません。したがって、宛先バックアップセット内に同じファイルが存在
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するかどうかに関係なく、指定された全ファイルがコピーされます。この場合、アーカイ
ブの整合性が維持される代わりに、効率は落ちることになります。

ブラウザについては、ブラウザで説明しています。ブラウザを閉じると、選択したファイ
ルについて概要ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」「オプション」をクリックすると、基本オプションウィンドウが表示されます。このウィ
ンドウでは、検証、ソフトウェアデータ圧縮、およびファイル移動の各オプションを設定
できます。

「ファイルを移動」オプションを有効にすると、宛先にファイルをコピーし、コピー結果
の検証が行われた後、元ボリューム側のファイルが削除されます。このオプションを利用
すると、オリジナルファイルを宛先にコピーした後で、元ボリュームからファイルが削除
され、ボリューム上のスペースが開放されます。

「ファイルを移動」オプションを使用する前に、コピーだけして別のバックアップセット
にアーカイブします。こうすれば、一方のバックアップセットが使用できなくなっても適
正に対処することができます。
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検証とソフトウェアデータ圧縮のオプションについては、バックアップ実行オプションで
詳しく説明しています。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプションにアクセスします。これらのオプション
の詳細は、実行オプションを参照してください。

アーカイブオプションの使用方法の詳細については、アーカイブに関するヒントを参照し
てください。

アーカイブの実行アーカイブの実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、アーカイブの概要ウィンドウ上部に「実行の準
備ができました」というメッセージが表示されます。入力情報が不完全な場合には、「実
行の準備ができていません」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報
の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「アーカイブ」ボタンをクリックします。元ボリュームがスキャンさ
れ、「アクティビティモニタ」ウィンドウが表示されます。

この時点以降のアーカイブの動作は、バックアップ時とほぼ同じです。詳しくは、バック
アップの実行を参照してください。

アーカイブスクリプトの作成アーカイブスクリプトの作成

アーカイブの概要ウィンドウがアクティブな状態のときに、「スケジュール」ボタンをク
リックして、アーカイブ情報とその設定内容をスクリプトとして保存することができま
す。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

アーカイブアーカイブに関するヒントに関するヒント

メディアメディア：長期間の計画を立てます。複数のバックアップセットにアーカイブを行い、ア
ーカイブされたデータのコピーをオフサイトに保持します。つねにメーカーのガイドライ
ンに従って、メディアを保管してください。詳しくは、メディアの寿命と保存を参照して
ください。

保管に万全を期するため、定期的に新しいメディアへデータを転送してください。また、
次に使用するバックアップデバイスが旧モデルの機能をサポートしていない場合があるの
で、ハードウェア圧縮などのデバイス専用のオプションは使用しないでください。

計画計画：アーカイブシステムを定義し、毎回それに従います。指定したフォルダ内のファイ
ル、または指定期間内に変更を加えたファイルだけをアーカイブしてください。また、デ
ータを指定場所に移動することによって、何をアーカイブするかをユーザに決めてもらっ
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てください。データをアーカイブするときは、何が削除されたかを必ずユーザに通知して
ください。

「ファイルを移動」オプション（コピーの後に削除）を使用する前に、コピーだけして別
のバックアップセットにアーカイブします。こうすれば、一方のバックアップセットが使
用できなくなっても適正に対処することができます。アーカイブメディアが 1 つしかない
と、それが紛失または破損した場合に、データもすべて失うことになります。アーカイブ
メディアには再利用やグルーミングは試みず、紛失、破損しないようにしてください。

検証検証：つねに検証を使用します。検証を使用しないで、アーカイブ時にハードウェア上の
問題が発生した場合は、データがメディアに正しくコピーされない可能性があります。
「ファイルを移動」オプションを使用してアーカイブする場合、メディア検証ではなく、
Thorough 検証を使用する必要があります。

オンラインアーカイブオンラインアーカイブ：データをオンライン状態に維持したままアーカイブするには、ハ
ードディスク上でディスクバックアップセットに圧縮します。この方法を使えば、データ
はオンラインに維持され、ハードディスクの消費量も抑制できます。

グルーミンググルーミング：グルーミングが有効なバックアップセットは、アーカイブの宛先として選
択しないでください。グルーミングでは古いスナップショットを削除して新しいスナップ
ショット用の空きが確保されるため、永続的な保管先としてのアーカイブの目的に合致し
ません。

復元復元

Retrospect では、最新のバックアップ（またはそれ以前のバックアップ）からディスク全
体を復元したり、選択したファイルやフォルダを復元することができます。選択したファ
イルとフォルダ、ボリューム全体、またはシステム状態とレジストリだけの復元が可能で
す。復元する対象は、バックアップセットのスナップショットを選択するか、1 つ以上の
バックアップセットで、指定した基準に合致するファイルを検索して指定します。この項
では、これらの 2 つの方法によるファイルの復元について説明します。

データの消失が発生し、データ復元に必要なコンピュータ環境が利用不可能な場合は、
「障害発生時の復旧」を参照してください。さまざまな状況の概説と復元方法が記載され
ています。

オープンファイルバックアップを使ってバックアップされたファイルを復元するには、宛
先ボリュームで開かれたファイルを使用しているアプリケーションを閉じるか、停止して
ください。

SQL データベースの復元方法、または Exchange メールボックスやデータベースの復元方
法については、「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してくださ
い。

スナップショットスナップショット

Retrospect ではスナップショットによって、ボリューム全体や選択したファイルを、特定
の日時の状態に容易に復元できます。スナップショットは、特定の時点におけるボリュー
ム内容を写し取った写真のようなものです。これには、ボリュームのすべてのファイルお
よびフォルダの一覧とそれらのバックアップ時のセッションが含まれています。ボリュー
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ムをバックアップするたびに、バックアップセットカタログ内のスナップショットが更新
され、バックアップメディアにもスナップショットが追加されます。

ボリューム全体の復元に必要な操作は、復元するスナップショットの選択だけです。バッ
クアップしたセッションの違いに関係なく、必要なファイルが Retrospect によって自動的
に検索され、取り込まれます。スナップショットを使えば、各セッションの差分バックア
ップを特定の順序で復元する必要はありません。メディア内にある必要な差分バックアッ
プ群が一度の操作で処理され、バックアップセットからファイルが復元されます。

スナップショットからは、ファイル単位の復元も可能です。特定の時点でボリューム内に
あったファイルが分かっている場合、それらのファイルは簡単に復元できます。復元する
ファイルがどのスナップショット、あるいはどのバックアップセットに含まれているか分
からない場合でも、検索基準を定義して見つけ出すことができます。詳しくは、検索によ
る復元を参照してください。

スナップショットによる復元は、ウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも実行
できます。

ウィザードモードでの復元ウィザードモードでの復元

復元ウィザードを使えば、基本復元操作の設定と変更を、容易に行うことができます。復
元ウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの「復元」をクリックして、「復元」
ボタンをクリックします。

復元ウィザードの「ようこそ」画面が表示されます。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

ナビゲーションバーで「復元」>「復元」を選択すると、常に復元ウィザードが開きま
す。復元ウィザードでの設定に進むには、「次へ」をクリックします。
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高度な設定モードで復元を設定するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリック
します。詳しくは、高度な設定モードでの復元を参照してください。

バックアップセットの選択バックアップセットの選択

復元するファイルを含むバックアップセットを選択して「次へ」をクリックします。
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「バックアップセット」リストに、既存の全バックアップセットの名前が一覧されます。
このリストには、各バックアップセットの前回の変更日時の情報も示されます。バックア
ップセットの名前の横には、バックアップセットのタイプ（ディスク、テープなど）を示
すアイコンがあります。

復元するファイルを含むバックアップセットが表示されない場合は、「他のバックアップ
セット」をクリックします。さらに、対象のバックアップセットのカタログファイルの場
所（デフォルトでは My Documents¥Retrospect Catalog Files）まで移動して、バックア
ップセットを選択し、「開く」をクリックします。

バックアップセットのカタログファイルが見つからない場合は、「再作成」をクリックし
て、バックアップメディアからカタログファイルを再作成します。詳しくは、カタログの
再作成またはファイルバックアップセットの修復を参照してください。

スナップショットの選択スナップショットの選択

復元するファイルを含むスナップショットを選択して「次へ」をクリックします。
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「スナップショット」リストには、選択したバックアップセットのアクティブな全スナッ
プショットの名前が一覧されます。このリストには、各スナップショットの作成日時の情
報も示されます。スナップショットの名前の横には、バックアップの対象（ディスク、フ
ォルダなど）を示すアイコンがあります。

必要なスナップショットがリストに表示されていない場合は、「他のスナップショット」
をクリックすれば、バックアップセット内のすべてのスナップショットのリストが表示さ
れます。

「他のスナップショット」を使用するのは、主に最新のバックアップ以外からファイルを
復元する場合です。

「スナップショットの取り込み」ウィンドウでスナップショットを選択し、「取り込み」
をクリックします。バックアップセットのメディアから古いスナップショットも取り込ま
れるため、それらのスナップショットを格納したメディアをバックアップドライブに挿入
するように要求される場合があります。

すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になり
ます。

宛先の選択宛先の選択

ファイルは元の場所、それ以外の新しい場所のどちらにも復元できます。
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「元の場所」オプションは、その場所が現時点でも存在しており、かつ Retrospect でアク
セスできる場合のみ利用可能です。

新しい場所に復元するには「新しい場所」を選択し、宛先ボリュームを指定します。ドラ
イブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択解除
されます。この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネッ
トワーク、バックアップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダ
を選択できます。

• Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するに
は、「クライアントの追加」をクリックします。

• ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「マ
イネットワーク」をクリックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの追加」
をクリックします。

• 「マイネットワーク」ボタンと「マイネットワーク」コンテナは、スナップショ
ットにシステム全体のバックアップが含まれている場合には表示されません。

復元の種類の選択復元の種類の選択

この画面には、復元ウィザードで選択した内容に基づいて、以下のオプションのいくつか
が表示されます。

• 「ファイルとフォルダを復元する」「ファイルとフォルダを復元する」：指定した場所に復元するファイルを選択し
ます。
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• 「すべての内容を復元し、その他の内容はすべて削除する」「すべての内容を復元し、その他の内容はすべて削除する」は、宛先ボリューム
の既存ファイルをすべて削除して、その場所にスナップショット内の全ファイル
を復元します。

• 「すべての内容をロールバックする」「すべての内容をロールバックする」は、宛先ボリュームの既存ファイルをすべ
て削除して、その場所にスナップショット内の全ファイルを復元します。レジス
トリとシステム状態情報もスナップショットから復元されます。

• 「レジストリとシステム状態をロールバックする」「レジストリとシステム状態をロールバックする」では、スナップショットから
ファイルを復元せず、宛先ボリュームのファイルもいっさい削除しません。この
オプションでは、レジストリとシステム状態情報のみがスナップショットから復
元されます。

いずれかのオプションを選択して「次へ」をクリックします。

復元するファイルの選択復元するファイルの選択

この画面に表示されるオプションは、ウィザードの直前の画面で選択した内容によって異
なります。

「ファイルとフォルダを復元する」を選択した場合は、「ファイルの選択」をクリックす
ると、スナップショットから復元可能なファイルのリストが表示されます。復元する各フ
ァイルを、その横にあるチェックボックスをチェックして選択します（デフォルトでは全
ファイルが選択されています）。フォルダのチェックボックスをチェックすると、その中
のすべてのファイルが選択されます。

「すべての内容を復元し、その他の内容はすべて削除する」または「すべての内容をロー
ルバックする」を選択した場合は、すべてのファイルが選択されます。「ファイルのプレ
ビュー」をクリックすると、スナップショットから復元されるファイルのリストが表示さ
れます。復元不要なファイルがあれば、その横にあるチェックボックスのチェックを外し
てください。フォルダのチェックボックスのチェックを外すと、その中の全ファイルのチ
ェックボックスもオフになります。

同一同一 ファイルファイルの処理の処理

復元対象として選択したファイルと同じファイルが宛先ボリュームに存在する場合に、バ
ックアップセットのスナップファイルから復元したファイルで、既存の同じファイルを置
き換えるかどうかを指定できます。

• 「置き換えない」「置き換えない」は、宛先ボリュームの既存ファイルをそのまま残します。この
オプションでは、スナップショットから選択したファイルのうち、宛先ボリュー
ムに存在しないすべてのファイルが復元されます。宛先ボリュームの既存ファイ
ルはいっさい上書きされません。このオプションを使えば、スナップショットの
作成後に変更したファイルが、復元された古いバージョンで上書きされる事態
を、確実に回避できます。

• 「バックアップセットのファイルの方が新しい場合のみ」「バックアップセットのファイルの方が新しい場合のみ」は、スナップショット
のファイルが新しい場合のみ、宛先ボリューム上のファイルを、スナップショッ
トから選択した同一のファイルで置き換えます。このオプションを選択すると、
スナップショットから選択したファイルのうち、宛先ボリュームに存在しないフ
ァイルと、宛先ボリューム上の同一ファイルより新しいファイルが復元されま
す。

• 「常に置き換える」「常に置き換える」は、宛先ボリュームにある同一のファイルを、スナップショ
ットから選択したファイルで常に置き換えます。このオプションでは、スナップ
ショットから選択したすべてのファイルが復元され、宛先ボリュームにある同一
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のファイルは上書きされます。宛先ボリュームのファイルは、スナップショット
にある同一のファイルより古いかどうかに関係なく、後者のファイルで置き換え
られます。このオプションは、スナップショットの作成後にファイルが壊れた場
合に、そのファイルの古いバージョンを復元する手段として、最も役立ちます。

復元設定の確認復元設定の確認

「復元の概要」画面には、ウィザードで指定した復元設定が表示されます。

• 「復元」「復元」には、復元されるファイル数が表示されます。
• 「復元元」「復元元」には、スナップショットのボリューム名と作成日時、およびスナップ
ショットを含むバックアップセットの名前が一覧されます。スナップショットを
含むバックアップセットをリムーバブルディスクに保存した場合は、そのリムー
バブルディスクがバックアップデバイスに挿入されていることを確認してくださ
い。

• 「復元先」「復元先」には、データの復元先が一覧されます。
• ウィザードで指定した一部のオプション（同一ファイルの扱いや復元の種類な
ど）は、この概要画面には表示されませんが、実行される復元には反映されま
す。

復元設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

復元を開始するには、「開始」をクリックします。
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復元のモニタリング復元のモニタリング

この画面には、宛先ボリュームに関する情報と、復元処理の進行状況に関する情報が表示
されます。

• 「残り」「残り」には、未復元のファイル数と、それらの合計サイズが表示されます。
• 「完了」「完了」には、復元済みのファイル数と、それらの合計サイズが表示されます。
• 「残り時間」「残り時間」には、復元が完了するまでの予想時間が表示されます。

復元を中断するには「中止」をクリックします。確認ダイアログボックスで「はい」をク
リックすると復元が中断され、ウィザードが終了します。

バックグラウンドで動作している Retrospect のアクティビティモニタでは、復元処理に関
する、より多くの情報を得ることができます。詳しくは、アクティビティモニタを参照し
てください。

復元が成功した場合復元が成功した場合

復元中にエラーが発生せず、選択した全ファイルが復元されると、その旨を通知する画面
が表示されます。復元先でファイルを確認してください。

「閉じる」をクリックしてウィザードを終了します。

システムの復元（ロールバック）を実行した場合は、復元先のコンピュータを再起動する
必要があります。
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復元が失敗した場合復元が失敗した場合

復元中にエラーが検出されると、警告画面が表示されます。

「ログを開く」をクリックして、復元の操作ログを表示してください。このログには、
Retrospect が検出したエラーの情報と、エラー検出前に復元されたファイル数の情報が含
まれています。

「キャンセル」をクリックしてウィザードを終了します。

高度な設定モードでの復元高度な設定モードでの復元

高度な設定モードでの基本復元では、ウィザードモードのすべてのオプションに加え、ウ
ィザードに含まれない複数のオプションが利用できます。高度な設定モードに特有の機能
は次のとおりです。

• 復元設定のスクリプト化
• 「ファイルのみ復元」オプション
• 復元で使用する実行ユニットの指定（Retrospect 製品が複数の実行ユニットをサ
ポートしている場合のみ）

• ウィザードモードで利用できないいくつかのオプション（修正日の更新など）

ウィザードモードで利用できない高度な設定モード特有のオプションが必要でない限り、
どちらのモードを使用してもかまいません。使いやすいモードで復元を設定してくださ
い。

高度な設定モードでの復元設定を開始するには、ナビゲーションバーの「復元」をクリッ
クして、「復元」ボタンをクリックします。復元ウィザードの「ようこそ」画面が表示さ
れます。

「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

ウィザードモードでの復元方法については、ウィザードモードでの復元を参照してくださ
い。

復元の種類の選択

• 「ファイルとフォルダを復元」「ファイルとフォルダを復元」では、復元するファイルとフォルダを選択して、
宛先ボリュームの新しいフォルダ内に復元します。このフォルダを除いて、宛先
ボリュームはいっさい変化しません。
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• 「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」では、スナップショットのすべてのファイルとフォル
ダを選択して復元し、その他の宛先ボリュームの内容をすべて削除します。スナ
ップショットにレジストリとシステム情報が含まれている場合は、それらも復元
します。

• 上記の説明は、それぞれの種類の復元で実行されるデフォルトの処理です。この
動作は、後でデフォルト設定に手を加えて変更することができます。

基本バックアップから復元ウィンドウが表示されます。

この画面でボタンをクリックして、元ボリューム、宛先、およびその他の復元オプション
を設定します。
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元ボリュームの選択元ボリュームの選択

「ソース選択」ウィンドウの上部のリストから、復元元となるバックアップセットを選択
します。希望のバックアップセットがリスト内に表示されていない場合は、「更に」ボタ
ンを使用できます。

このウインドウの下部のリストから、ボリュームのスナップショットを選択します。ボリ
ューム名の右には、スナップショットの日時が表示されています。目的のスナップショッ
トがリストに表示されていない場合は、「スナップショットを追加」ボタンをクリックし
て、バックアップセット内のすべてのスナップショットのリストを表示します。

「スナップショットを追加」は、最新のバックアップ以外からファイルを復元する場合に
使用することが多いでしょう。

129 WINDOWS ユーザー ガイド



スナップショットを選択して、「取り込み」ボタンをクリックすると、バックアップセッ
トのメディアから古いスナップショットが取り込まれ、復元の元ボリュームウィンドウの
リストに追加されます。スナップショットを取り込む際は、メディアの挿入が必要になり
ます。

すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になり
ます。

「ソース選択」ウィンドウで目的のスナップショットを選択したら、「OK」をクリックし
ます。
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宛先ボリューム選択宛先ボリューム選択

復元したファイルの保存先ボリュームを選択します。このボリュームは、バックアップし
たファイルの元ボリュームでなくてもかまいません。サブボリュームとして定義されたフ
ォルダ（サブボリュームを参照）、あるいはネットワーク上のクライアントに付属するボ
リュームなど、利用可能なすべてのボリュームを利用できます。（マイコンピュータ、マ
イネットワーク、およびバックアップクライアントを検索する方法については、コンテナ
を参照してください。）

ファイルを復元する方法の指定ファイルを復元する方法の指定

リストボックスで、ファイルを宛先ボリュームに復元する方法を指定します。

「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」は、宛先ボリュームのディスクを、復元元のスナップショット
と完全に同じ状態にします。これは、復元対象としてマークされたものと一致しないファ
イルおよびフォルダを宛先ボリュームから削除し、マークされたファイルと同じファイル
は現状のまま残します。それ以外のすべてのファイルとフォルダは、フォルダ階層を維持
したまま、スナップショットから宛先ボリュームにコピーします。これは「ボリューム全
体を復元」を選択した場合の、デフォルトの復元処理です。スナップショットと宛先ボリ
ュームがどちらもシステムボリュームの場合、このオプションを選択すると、レジストリ
とシステム情報もデフォルトでスナップショットから復元されます。
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オペレーティングシステムのクラッシュを防止するために、「ボリューム全体を復元」で
はアクティブな Windows システムを削除しません。また、Mac OS クライアントの起動
用のシステムフォルダも削除しません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したすべてのファイルをスナップショットか
ら復元します。復元元のスナップショットと宛先ボリュームの双方に存在するファイルに
ついては、宛先ボリュームのファイルが上書きされます。宛先ボリュームにある対応する
ファイル（同一のファイル）は、スナップショットのファイルより古いかどうかに関係な
く、常にスナップショットから取り込まれたファイルで上書きされます。ファイルが要復
元のマークの付いたファイルと同一の場合、またはこれらのファイルへのパスが一致しな
い場合には、それらのファイルはそのまま残ります。このオプションを選択し、さらに
「システム状態の復元」実行オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情報が
スナップショットから復元されます（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシス
テムボリュームの場合）。

「バックアップが新しい場合のみ置き換える」「バックアップが新しい場合のみ置き換える」は、スナップショットから選択したファイ
ルのうち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファイルを復元し、宛先ボリュームとス
ナップショットの双方に存在するファイルについては、スナップショットのファイルが新
しい場合のみ、宛先ボリュームのファイルを上書きします。このオプションを選択し、さ
らに「システム状態の復元」実行オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情
報がスナップショットから復元されます（スナップショットと宛先ボリュームがどちらも
システムボリュームの場合）。

「存在しないファイルのみ復元する」「存在しないファイルのみ復元する」は、スナップショットから選択したファイルのう
ち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファイルを復元します。宛先ボリュームの既存
ファイルは上書きしません。宛先ボリュームとスナップショットの双方に存在するファイ
ルは復元されず、宛先ボリュームのファイルがそのまま残されます。このオプションを選
択し、さらに「システム状態の復元」実行オプションを選択すると、レジストリとシステ
ム状態情報がスナップショットから復元されます（スナップショットと宛先ボリュームが
どちらもシステムボリュームの場合）。

• レジストリとシステム状態だけを復元するには、「存在しないファイルのみ復元
する」を選択し、さらに「選択したファイル」をクリックして、ファイルを 1 つ
も選択していないことを確認します。その後、「オプション」>「追加選択」をク
リックして、「システム状態の復元」チェックボックスをチェックします。

「ファイルとフォルダの復元」「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を
持つ新規フォルダを作成し、スナップショットから選択したすべてのファイルを、スナッ
プショットのフォルダ階層を維持したまま、そのフォルダ内にコピーします。置き換えら
れたり、上書きされたりすることはありません。これは「ファイルとフォルダを復元す
る」を選択した場合の、デフォルトの復元処理です。このオプションでは、レジストリと
システム状態情報は復元されません。

「ファイルのみ復元」「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規
フォルダを作成し、スナップショットから選択したすべてのファイルを、そのフォルダに
コピーします。スナップショットのフォルダ階層は維持されません。置き換えられたり、
上書きされたりすることはありません。このオプションでは、レジストリとシステム状態
情報は復元されません。

次の表に、それぞれの復元方法の要約を示します。
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復元方法復元方法

スナップショットに含スナップショットに含
まれ、宛先ボリュームまれ、宛先ボリューム
には存在しないファイには存在しないファイ
ルル

スナップショットと宛先スナップショットと宛先
ボリュームの両方に存在ボリュームの両方に存在
するファイルするファイル

宛先ボリューム宛先ボリューム
にに
存在し、スナッ存在し、スナッ
プショットにはプショットには
含まれないファ含まれないファ
イルイル

ボリューム
全体を復元

復元
宛先ボリュームのファイ
ルを常に上書き

削除

対応するフ
ァイルと置
き換える

復元
宛先ボリュームのファイ
ルを常に上書き

変更せずに残す

バックアッ
プが新しい
場合のみ置
き換える

復元

スナップショットのファ
イルが新しい場合、宛先
ボリュームのファイルを
上書き

変更せずに残す

存在しない
ファイルの
み復元する

復元
宛先ボリュームのファイ
ルはいっさい上書きしな
い

変更せずに残す

ファイルと
フォルダの
復元

新しいフォルダに復元
宛先ボリュームのファイ
ルはいっさい上書きしな
い

変更せずに残す

ファイルの
み復元

新しいフォルダに復元
宛先ボリュームのファイ
ルはいっさい上書きしな
い

変更せずに残す

リストボックスで、宛先ボリュームの復元方法を設定したら、「OK」をクリックしてくだ
さい。復元タイプおよび方法によって宛先ボリュームが検索され、選択したスナップショ
ットからのファイルが照合されます。「復元の概要」ウィンドウが表示されます。
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復元操作の概要復元操作の概要

元ボリューム、宛先ボリューム、選択したファイル、およびオプションについて、指定内
容を確認してください。内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」は、ファイルの復元元となるバックアップセットとボリュームのスナッ
プショットです。復元元を変更する場合は、このボタンをクリックして「ソース選択」ウ
ィンドウで行います。

「宛先」「宛先」は、ファイルを復元する保存先のボリュームです。宛先ボリュームや復元方法を
変更するには、このボタンをクリックします。

「選択したファイル」「選択したファイル」は、バックアップセットから復元するファイルです。「ボリューム
全体を復元」を選択した場合、元ボリュームのスナップショットのすべてのファイルがデ
フォルトで選択されます。「ファイルとフォルダを復元」を選択した場合は、どのファイ
ルもデフォルトでは選択されません。このボタンをクリックして表示されるブラウザで、
復元する個々のファイルやフォルダをマークまたはマーク解除することができます。ブラ
ウザについては、ブラウザを参照してください。
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「オプション」「オプション」では、システム状態の復元、復元したファイルの修正日の更新など、さま
ざまな実行オプションを指定できます。これらのオプションを設定には、このボタンをク
リックして「追加選択」をクリックします。詳しくは、実行オプションを参照してくださ
い。

復元の実行復元の実行

復元を実行するのに必要な情報を指定すると、「バックアップから復元」ウインドウの上
部に、「実行の準備ができました。」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実
行の準備ができていません。」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情
報の一部を変更してください。

復元は、宛先ボリュームのデータを破壊しかねません。選択した復元方法が適切かどうか
を、必ず確認してください。

適切なバックアップセットメディアがバックアップデバイスにセットされていることを確
認してください。必要なメディアにアクセスできない場合は、メディアを要求するウィン
ドウが表示されます。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「復元」ボタンをクリックします。「アクティビティモニタ」ウィンド
ウが表示されます。

復元のモニタリング復元のモニタリング

復元が実行されると、操作の進行状況がアクティビティモニタの「実行」タブに表示さ
れ、バックアップセットメディアから宛先ボリュームへコピーされたファイル名のリスト
が表示されます。「アクティビティモニタ」ウインドウには、復元の一時休止やキャンセ
ルができる「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示されます。
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実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして復元操作のパフォーマンスデータを表示
します。エラーが発生した場合は、「エラー」ボタンをクリックすると、詳しい情報が得
られます。操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

Retrospect からエクスプローラなど、OS 標準のファイルブラウザに切り替えて宛先ボリ
ュームに移動すると、復元されたファイルによって宛先ボリュームの内容が変更されてい
ることが分かります。変更の程度は、復元方法とオプションによって異なります。ボリュ
ームに新規フォルダが作成されている場合から、ディスク全体の復元によってボリューム
が完全に再構築されている場合まで様々です。

CHAPTER 5 • 基本操作 136



Mac OS クライアントのデスクトップでは、ディスク全体など、大規模な復元を行った後
は、デスクトップを再構築する必要があります。デスクトップの再構築を行うには、
Command キーと Option キーを同時に押しながら、Macintosh を再起動してください。

復元スクリプトの作成復元スクリプトの作成

「復元の概要」ウィンドウがアクティブな状態のときに、「スケジュール」ボタンをクリ
ックして、復元の情報とその設定内容をスクリプトとして保存することができます。その
後で、そのスクリプトを使って復元操作を自動実行することができます。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

検索による復元検索による復元

スナップショットによる復元では、特定日時のバックアップからファイルを復元するのに
対し、検索による復元では、いつバックアップされたかに関係なく、1 つまたは複数のフ
ァイルを復元できます。検索による復元では、一度に複数のバックアップセットを検索で
きます。これは、どのバックアップセットに復元対象のファイルが含まれているのかわか
らない場合に便利です。名前やタイプなど、復元対象のファイルの属性がわかっている場
合に、検索が最適です。特定のファイルのバックアップバージョンをすべて知りたい場合
には、名前で検索した後、目的のバージョンを正確に復元します。

検索による復元では、NTFS のセキュリティ許可、AppleShare や Mac OS のファイル共有
権限、およびレジストリとシステム状態情報は復元されません。これを復元するには、ス
ナップショットから復元しなければなりません。

検索による復元の設定を開始するには、ナビゲーションバーで「復元」をクリックし、さ
らに「ファイルの検索」をクリックします。「バックアップセットの選択」ウィンドウが
表示されます。
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検索するバックアップセットの選択検索するバックアップセットの選択

検索するバックアップセットを選択します。希望のバックアップセットがリスト内に表示
されていない場合は、「更に」ボタンをクリックしてください。「OK」をクリックして続
けます。「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示されます。
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宛先の選択宛先の選択

復元したファイルの保存先ボリュームを選択します。このボリュームは、バックアップし
たファイルの元ボリュームでなくてもかまいません。サブボリュームとして定義されたフ
ォルダ（サブボリュームを参照）、あるいはネットワーク上のクライアントに付属するボ
リュームなど、利用可能なすべてのボリュームを利用できます。（マイコンピュータ、マ
イネットワーク、およびバックアップクライアントを検索する方法については、コンテナ
を参照してください。）

復元方法の選択復元方法の選択

リストボックスで、ファイルを宛先ボリュームに復元する方法を指定します。デフォルト
の方法は「ファイルとフォルダを復元する」です。

「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」は、復元元のバックアップセットから選択したファイルのう
ち、検索基準を満たすファイルによって、宛先ボリュームのファイルを置き換えます。こ
れは、復元対象としてマークされたものと一致しないファイルおよびフォルダを宛先ボリ
ュームから削除し、マークされたファイルと同じファイルは現状のまま残します。それ以
外のすべてのファイルとフォルダは、フォルダ階層を維持したまま、スナップショットか
ら宛先ボリュームにコピーします。
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オペレーティングシステムのクラッシュを防止するために、「ボリューム全体を復元」で
はアクティブな Windows システムを削除しません。また、Mac OS クライアントの起動
用のシステムフォルダも削除しません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、復元元のバックアップセットから選択したファイ
ルのうち、検索基準を満たし、宛先ボリュームに存在しない全ファイルを復元します。宛
先ボリュームと復元元のバックアップセットの双方に存在し、かつ検索基準を満たすファ
イルは、常に上書きされます。ファイルが要復元のマークの付いたファイルと同一の場
合、またはこれらのファイルへのパスが一致しない場合には、それらのファイルはそのま
ま残ります。

「バックアップが新しい場合のみ置き換える」「バックアップが新しい場合のみ置き換える」は、復元元のバックアップセットから選択
したファイルのうち、検索基準を満たし、宛先ボリュームに存在しない全ファイルを復元
します。宛先ボリュームと復元元のバックアップセットの双方に存在し、かつ検索基準を
満たすファイルは、バックアップセット側のファイルが新しい場合のみ上書きされます。

「存在しないファイルのみ復元する」「存在しないファイルのみ復元する」は、復元元のバックアップセットから選択したファ
イルのうち、検索基準を満たし、宛先ボリュームに存在しない全ファイルを復元します。
宛先ボリュームと復元元のバックアップセットの双方に存在し、かつ検索基準を満たすフ
ァイルは、いっさい上書きされません。

「ファイルとフォルダの復元」「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を
持つ新規フォルダを作成し、復元元のバックセットセットから選択したファイルのうち、
検索基準を満たすすべてのファイルを、スナップショットのフォルダ階層を維持したま
ま、そのフォルダ内にコピーします。置き換えられたり、上書きされたりすることはあり
ません。

「ファイルのみ復元」「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を持つ新規
フォルダを作成し、復元元のバックセットセットから選択したファイルのうち、検索基準
を満たすすべてのファイルを、そのフォルダ内にコピーします。スナップショットのフォ
ルダ階層は維持されません。置き換えられたり、上書きされたりすることはありません。

コンボボックスで復元方法を選択した後、「OK」をクリックします。「検索と取り込み」
ウィンドウが表示されます。
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検索基準の指定検索基準の指定

元ボリュームの全ファイルを復元したい場合は、「OK」をクリックします。

それ以外の場合は、コントロールを使って、ファイル名またはフォルダ名に基づく検索基
準を定義するか、または「追加選択」をクリックして他の検索基準を用いたカスタムセレ
クタを作成します。このウィンドウの詳細についてはファイルの検索を、セレクタについ
てはセレクタの使い方を参照してください。

検索条件の設定が完了したら、「OK」をクリックします。各バックアップセットカタログ
が検索され、検索が完了すると、検索と取り込みの概要ウィンドウが表示されます。
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ファイルの検索基準が、「検索」の右に表示されています。「選択したファイル」には、
復元元の各バックアップセットで検出された、検索基準を満たすファイルの合計数が表示
されます。

復元するファイルの選択復元するファイルの選択

「選択したファイル」ボタンをクリックすると、検索基準を満たすファイルを一覧したブ
ラウザが表示されます。このブラウザでは、復元するファイルを手動でマークまたはマー
ク解除できます。詳しくは、ファイルやフォルダのマークを参照してください。操作を実
行すると、マークされたファイルが復元されます。

検索基準によっては、1 つのファイルの複数のバージョンがブラウザに表示されます。た
とえば、特定の期間、指定したファイルが毎日修正され、毎日バックアップされた場合で
す。このバックアップ日や修正日を利用して、どのバージョンを復元するか決めます。

検索基準の変更検索基準の変更

ブラウザに目的のファイルが表示されなかった場合は、ブラウザを閉じて検索と取り込み
の概要ウィンドウに戻り、「検索」ボタンをクリックして検索基準を再設定することがで
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きます。検索基準を変更すると、新規に検索を行うか、今の検索を絞り込むか、今の検索
拡大するかを尋ねるダイアログボックスが表示されます。

「やり直し」「やり直し」は、前の検索結果を新しい検索結果に置き換えます。

「絞り込み」「絞り込み」新しい検索基準を追加して、選択範囲をさらに限定します。

「追加」「追加」は、検索基準を拡大して、新たに検索されたファイルを前の検索結果に追加しま
す。

検索のタイプを選択してから「OK」をクリックし、検索と取り込みの概要ウィンドウに戻
ります。目的のファイルが見つかるまで、この手順を繰り返します。

復元の実行復元の実行

情報の指定が完了すると、「検索と取り込みの概要」ウインドウの上部に「実行の準備が
できました。」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の準備ができていま
せん。」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してく
ださい。

復元は、宛先ボリュームのデータを破壊しかねません。選択した復元方法が適切かどうか
を、必ず確認してください。

適切なバックアップセットメディアがバックアップデバイスにセットされていることを確
認してください。Retrospect がメディアを認識しない場合は、メディア要求ウィンドウが
表示されます。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「復元」ボタンをクリックします。

復元のモニタリング復元のモニタリング

復元が実行され、「アクティビティモニタ」ウインドウに、操作の進行状況が表示されま
す。「アクティビティモニタ」ウインドウには、実行を一時休止したり中止するための
「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示されます。
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実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして復元操作のパフォーマンスデータを表示
します。エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示さ
れます。操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

Retrospect からエクスプローラなど、OS 標準のファイルブラウザに切り替えて宛先ボリ
ュームに移動すると、復元されたファイルによって宛先ボリュームの内容が変更されてい
ることが分かります。

Mac OS クライアントのデスクトップでは、大規模な復元を行った後にデスクトップを再
構築する必要があります。デスクトップの再構築を行うには、Command キーと Option キ
ーを同時に押しながら、Macintosh を再起動してください。
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複製複製

基本複製は、1 つのドライブまたはフォルダから選択したファイルを、元のファイル形式
を維持したまま、別のドライブまたはフォルダにコピーします。複製操作の完了後、宛先
ドライブには、複製されたすべてのファイルとフォルダの完全なコピーが存在します。こ
れらのファイルは、必要に応じて開いて編集したり、作業に使用することができます。

ファイルとフォルダは圧縮なしでコピーされます。また、暗号化ファイルは、暗号化され
たままコピーされます。

複製操作では、1 つのドライブから別のドライブにファイルを複製できるほか、同じドラ
イブ上の 1 つのフォルダから別のフォルダにファイルを複製することもできます。複製の
パフォーマンスを最適化するため、複製先に存在しないファイルだけがコピーされます。

基本複製は 2 通りの方法で設定できます。1 つは Retrospect の複製ウィザードで指示に従
いながら、手順を追って設定するï?法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の判断に基
づいて設定するï?法です。高度な設定モードでは、ウィザードにはないオプションが利用
できます。詳しくは、以下を参照してください。

• ウィザードモードでの複製
• ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
• 高度な設定モードでの複製
• 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

ウィザードモードでの複製ウィザードモードでの複製

複製ウィザードを使えば、基本複製操作の設定と変更を、容易に行うことができます。複
製ウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの「バックアップ」をクリックして、
「複製」ボタンをクリックします。

高度な設定モードの「複製の概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードへ切り
替える」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

複製を今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックして複製ウィザードでの設定を続
行します。高度な設定モードで複製を設定するには、「高度な設定モードに切り替える」
をクリックします。詳しくは、高度な設定モードでの複製を参照してください。
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複製を以前に設定したことがあれば、「複製ウィザードへようこそ」画面に現在の設定が
表示されます。詳しくは、複製設定の編集を参照してください。

複製対象の選択複製対象の選択

複製するドライブまたはフォルダを、ここで選択します。
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ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択
解除されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、
バックアップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択でき
ます。

• Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するに
は、「クライアントの追加」をクリックします。

• ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネ
ットワークボリュームの追加」をクリックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」
をクリックします。

詳しくは、コンテナを参照してください。

複製するファイルの種類の選択複製するファイルの種類の選択

複製するファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。すべての
チェックボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が複製
されます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説
明では、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当ててい
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ます。その他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法につい
ては、組み込みセレクタを参照してください。

• 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルを複
製します。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入
り」、「Application Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。

• Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると
「Profiles」フォルダが複製されます。

• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシス
テム状態などのシステムファイルを複製します。また、アプリケーションファイ
ル（「Program Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所に
ある、既知のアプリケーション拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイルも複製
します。

• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」を複製しない選択をすると、
Retrospect はデフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更します。
Retrospect は「Duplicate System State」と「Duplicate folder security
information for workstations」オプションの両方をオフにします。詳しくは
Windows システムオプションおよびWindows セキュリティオプションを参照し
てください。

• 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フ
ォルダにあるすべてのファイルを複製します。また、ディスク上の各所にある、
一般的な画像ファイル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルも複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォ
ルダにあるすべてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、
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一般的な音楽ファイル拡張子（.mp3 など）を持つ各ファイルも複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォ
ルダにあるすべてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、
一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）を持つ各ファイルも複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「「Officeドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、
Microsoft Outlook データ、および Adobe PDF ファイルを複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」「その他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルを複
製します。

• 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーショ
ン」は、フォルダを複製する際には利用できません。

宛先の選択宛先の選択

ファイルの複製先となるドライブまたはフォルダを選択します。

• 複製先として、複製元のドライブやフォルダを選択することはできません。1 つ
のドライブ上で別のフォルダに複製したり、別のドライブにある同じ名前のフォ
ルダに複製することは可能です。

この画面にある「フォルダの追加」、「ネットワークボリュームの追加」、「フォルダの
表示」各ボタンの機能は、「何を複製しますか?」画面の同じ名前のボタンと共通です。詳
しくは、複製対象の選択を参照してください。

「次へ」をクリックすると、宛先のフォルダまたはドライブの内容が、選択した複製ファ
イルによって完全に置き換えられることを通知する警告ダイアログボックスが表示されま
す。

複製先に重要なファイルがいっさい存在しないことを、複製の実行前に確認してくださ
い。複製先の既存ファイルは、選択した複製ファイルによって置き換えられ、すべて失わ
れてしまいます。万全を期するため、復元先ドライブに新しいフォルダを作成して、その
中に複製する方法もあります。

「置き換える」をクリックすると警告ダイアログボックスが閉じ、複製の設定が継続され
ます。

複製タイミングの選択複製タイミングの選択

ただちに複製を実行する場合は、「今すぐ」を選択します。

スケジュールに従って実行されるように複製を設定する場合は、「後で」を選択します。

スケジュールに従って実行されるように複製を設定する手順は、ウィザードモードでの複
製スクリプトの作成の複製タイミングの選択以降で説明されています。

複製設定の確認複製設定の確認

「複製の概要」画面には、ウィザードで指定した複製設定が表示されます。
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• 「コピー元」「コピー元」には、複製するドライブやフォルダが一覧されます。
• 「選択」「選択」には、複製するファイルの種類が一覧されます。
• 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるドライブまたはフォルダの名前が表示さ
れます。

複製設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

複製を開始するには、「今すぐ開始」をクリックします。

複製のモニタリング複製のモニタリング

「今すぐ開始」をクリックすると複製ウィザードが閉じ、高度な設定モードで基本複製を
実行する場合と同様、アクティビティモニタが表示されます。詳しくは、複製のモニタリ
ングを参照してください。

複製設定の編集複製設定の編集

基本複製で指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されています。
それらの設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアップ」>「複
製」を選択します。
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高度な設定モードの「複製の概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモードに変
更」をクリックしてください。

設定を変更せずに複製を再実行するには、「今すぐ開始」をクリックします。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザ
ードモードでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳し
くは、ウィザードモードでの複製を参照してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリック
します。詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してくだ
さい。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「複製ウィザードへ
ようこそ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

複製が未設定の場合も、高度な設定モードでの複製で説明されている手順で、高度な設定
モードを利用できます。

複製をすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高度な設定モ
ードの概要ウィンドウに表示されます。

151 WINDOWS ユーザー ガイド



• 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できま
す。ウィザードから高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設
定も、対応するオプションに直接反映されます。

高度な設定モードでの複製高度な設定モードでの複製

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプショ
ンがあります。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ
• カスタムセレクタの作成と適用
• 複製する個々のファイルのプレビューと選択
• 複製方法の選択
• ウィザードモードで利用できない多数のオプション

高度な設定モードで基本複製を設定するには、ナビゲーションバーの「バックアップ」を
クリックして、「複製」ボタンをクリックします。

「複製ウィザードへようこそ」画面が表示された場合は、「高度な設定モードに切り替え
る」をクリックしてください。基本複製の概要ウィンドウが表示されます。
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この画面でボタンをクリックして、元ボリューム、宛先、およびその他のバックアップオ
プションを設定します。

元ボリュームの選択元ボリュームの選択

基本複製の概要ウィンドウで「元ボリューム」ボタンをクリックして、「ボリューム選
択」ウィンドウを表示します。

コピーするファイルがある元ボリュームを選択し、「OK」をクリックします。「ソース選
択」ウィンドウの使い方については、ボリュームの操作を参照してください。

宛先の選択宛先の選択

基本複製の概要ウィンドウで「宛先」ボタンをクリックします。「ソース選択」ウィンド
ウが再表示されます。

153 WINDOWS ユーザー ガイド



複製先ボリュームを選択し、リストボックスから複製方法を選択します。

「ボリューム全体を置き換える」「ボリューム全体を置き換える」は、複製先ボリュームの内容全体を、複製元ボリューム
の選択したファイルとフォルダで置き換えます。複製先ボリューム上に同一ファイルがあ
る場合は複製されません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製先ボリューム
にコピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に同じファイルが存在する
場合は、常に複製先のファイルが上書きされます。要複製のマークの付いたファイルとま
ったく同じファイル、および要複製のマークの付いたファイルとファイル名および場所が
一致しないファイルは、いっさい変更されません。

「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製
先ボリュームにコピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に存在するフ
ァイルについては、複製元のファイルが新しい場合のみ、複製先のファイルが上書きされ
ます。要複製のマークの付いたファイルとまったく同じファイル、および要複製のマーク
の付いたファイルとファイル名および場所が一致しないファイルは、いっさい変更されま
せん。

「存在しないファイルのみ複製する」「存在しないファイルのみ複製する」は、選択したファイルとフォルダのうち、複製先ボ
リュームに存在しないものだけをコピーします。複製先ボリュームにあるファイルとフォ
ルダは、いっさい変更されません。
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複製先ボリュームを選択し、リストボックスから複製方法を選択したら、「OK」をクリッ
クします。

追加オプションの設定追加オプションの設定

複製の元ボリュームと、ファイルのコピー先となる宛先ボリュームの指定が終了したら、
基本複製の概要ウィンドウで選択内容を確認し、追加オプションを設定します。

内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、複製元のボリュームやフォルダを変更できます。

「宛先」「宛先」では、宛先として別のボリュームやフォルダを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、複製するファイルおよびフォルダを選択する条件を指
定します。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。デフォルトのセ
レクタは「キャッシュ以外の全ファイル」で、元ボリュームの全ファイルが複製されま
す。
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「選択したファイル」「選択したファイル」を選択すると元ボリュームがスキャンされ、元ボリュームと宛先ボ
リュームの双方に存在するファイルを照合して、複製すべきファイルが特定されます。ス
キャンが完了するとブラウザウィンドウが表示され、そこに複製対象としてマークされた
元ボリューム内のファイルのリストが表示されます。このリストでマーク付けやマークの
解除を行って、複製するファイルやフォルダを個別に選択することができます。

ブラウザについては、ブラウザで説明しています。ブラウザを閉じると、選択したファイ
ルに関する情報が概要ウィンドウに表示されます。

「オプション」「オプション」を選択すると、「基本バックアップ：オプション」ウィンドウが表示され
ます。このウィンドウでは、検証を実行するかどうか、およびバックアップレポートを更
新するかどうか指定できます。詳しくは、複製実行オプションを参照してください。

「追加選択」をクリックして、詳細なオプションにアクセスします。詳しくは、実行オプ
ションを参照してください。
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複製の実行複製の実行

情報の指定が完了すると、基本複製の概要ウィンドウの上部に「実行の準備ができまし
た」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の準備ができていません。」と
表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「複製」ボタンをクリックします。

複製を実行すると、複製先ボリュームのデータが破損することがあります。複製先ボリュ
ーム上のファイルを削除または置き換えてもよいことを確認してください。

複製のモニタリング複製のモニタリング

「アクティビティモニタ」ウィンドウに複製操作の進行状況が表示されます。また、実行
を一時休止したり中止するための「一時停止」ボタンと「中止」ボタンも表示されます。
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実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして複製操作のパフォーマンスデータを表示
します。エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示さ
れます。操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

複製設定の編集複製設定の編集

基本複製で指定した設定は、次回に変更するまでの間、Retrospect に記憶されています。
それらの設定を確認し、編集するには、ナビゲーションバーで「バックアップ」>「複
製」を選択します。
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ウィザードモードの「複製の概要」画面が表示された場合は、「高度な設定モードに切り
替える」をクリックしてください。

設定を変更せずに複製を再実行するには、「複製」をクリックします。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、およびその他のオプシ
ョンを、適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モードでの設定の編集方法
は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳しくは、高度な設定モードでの複
製を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリックしま
す。詳しくは、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参照してくださ
い。

複製スクリプトの作成複製スクリプトの作成

Retrospect のスクリプト作成機能を使って複製とスケジュールを設定すれば、不在時（担
当者が帰宅する夜間など）に自動複製を行うことができます。
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基本複製の概要ウィンドウで「スケジュール」ボタンをクリックし、基本複製の情報と設
定をスクリプトとして保存します。このスクリプトを使用すると、複製操作を自動実行す
ることができます。

詳しくは、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

基本複製の設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨されま
す。モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度なオプシ
ョンが、Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必
要に応じて随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどう
かが尋ねられます。

設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面に
切り替わり、現在の複製設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、
ウィザードモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるい
は破棄する必要があります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

• 複製方法
• セレクタ
• 実行オプション
• ファイルの手動選択
• 実行ユニット

複製複製方法方法

高度な設定モードで宛先を選択する際には、ファイルの複製に使用する方法を指定できま
す。次のいずれかの方法を選択できます。

• ボリューム全体を置き換える
• 対応するファイルと置き換える
• 複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える
• 存在しないファイルのみ複製する

ウィザードモードでは複製方法は指定できません。常に「ボリューム全体を書き替える」
が使用されます。

CHAPTER 5 • 基本操作 160



それぞれの複製方法の違いについての詳細は、宛先の選択を参照してください。

セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込み
セレクタがあります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用
することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードへ切り替える」をク
リックすると、それらの高度なセレクタはそのまま保持され、複製の実行時に適用されま
す。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」
フィールドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。

また、複製設定を編集すると、「複製するファイルの種類は何ですか?」画面に、新しいオ
プションが表示されます。

161 WINDOWS ユーザー ガイド



• 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択しま
す。

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選
択し、新しいオプションを選択します。

実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、検証などウィザードモードでは利用できない多数の実行オプショ
ンがあります。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードに変更」をク
リックすると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、複製の実行時に適用
されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、高度な実行オプションが複
製に含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプションの有無を調べるに
は、いったん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確認する必要があ
ります。

ファイルの手動選択ファイルの手動選択

高度な設定モードでは、「選択したファイル」ボタンをクリックして、複製するファイル
やフォルダを個別に選択できます。この操作を行うと、高度な設定モードの概要ウィンド
ウの「選択」フィールドに「マニュアル選択」 というメッセージが表示されます。
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手動選択を行った後、「ウィザードモードに変更」をクリックすると、選択内容は破棄さ
れます。ウィザードモードでは、手動選択はいっさい不可能です。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、複製に使用する実行ユニット
を、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードへ切
り替える」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユ
ニットが複製時に使用されます。
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ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、特定の実行ユニットが選択
されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されているかどうかを
調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要があります。

バックアップセット転送バックアップセット転送

Retrospect ではバックアップセット転送機能によって、1 つ以上のバックアップセット内
のすべてのファイルとスナップショットを、新規または既存の単一バックアップセットに
コピーすることができます。この機能は、次の用途に使用できます。

• バックアップセットのクローンの作成
• メディアの不具合に対する予防措置
• 運用環境外での保管
• 新しいバックアップサイクルの開始
• 複数のバックアップセットの一体化

バックアップセットの転送では、バックアップ操作の場合と同じように、転送元のファイ
ルと転送先の既存ファイルがデフォルトで照合され、必要なファイルだけがコピーされま
す。転送先にすでに存在するスナップショットとファイルは、いっさい変更されません。

バックアップセットの転送機能には、プレビュー機能はありません。手作業でファイルを
選択する代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルを転送するときは、両方のバックアップセットが同じタ
イプのメディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライブや CD/
DVD ドライブは別にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセットの場合
は、個別のバックアップデバイスという要件は適用されません。

バックアップセットごとに別のドライブを用意できない場合は、ディスクバックアップセ
ットにファイルを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセットにコピーする
ことができます。

バックアップセット間でファイルを転送するには、「ツール」>「転送」を順にクリック
します。バックアップセット転送の概要ウィンドウが表示されます。
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バックアップセット転送の基本的な手順は次のとおりです。

• 転送元バックアップセットの選択
• 転送先バックアップセットの選択
• 転送するファイルの選択
• 追加オプションの設定
• バックアップセット転送の実行
• バックアップセット転送スクリプトの作成

転送元バックアップセットの選択転送元バックアップセットの選択

バックアップセット転送の概要ウィンドウで「元ボリューム」をクリックすると、「バッ
クアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。
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転送元のバックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。

• バックアップセット転送では、転送元のバックアップセットにあるすべてのスナ
ップショットと関連ファイルが、転送先のバックアップセットにコピーされま
す。この動作はスナップショット転送とは異なります（スナップショット転送で
は、activeなスナップショットと関連ファイルだけがコピーされます）。詳しく
は、スナップショット転送を参照してください。

転送先バックアップセットの選択転送先バックアップセットの選択

バックアップセット転送の概要ウィンドウで「宛先」をクリックします。

転送先バックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。すでに転送元として指
定したバックアップセットだけが表示されるか、表示されているいずれのバックアップセ
ットも、転送先として望ましくない場合は、「新規作成」をクリックして新規バックアッ
プセットを作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

転送するファイルの選択転送するファイルの選択

デフォルトでは、転送元バックアップセット内のすべてのファイルが、転送先バックアッ
プセットに転送されます。一部のファイルだけを転送するには、バックアップセット転送
の概要ウィンドウで「選択」をクリックします。
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リストからセレクタを選択するか、「追加選択」をクリックしてカスタムセレクタを作成
します。セレクタとは、転送対象となるファイルやフォルダを選択するための、一種のフ
ィルタです。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。

完了したら「OK」をクリックします。

追加オプションの設定追加オプションの設定

Retrospect には、バックアップセット転送専用の複数の実行オプションがあります。

バックアップセット転送の概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、スナップ
ショットのコピー、メディアの検証、データ圧縮、元バックアップセットの書き替え、お
よびその他のオプションのデフォルト設定を変更できます。

これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、
実行オプションを参照してください。
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バックアップセット転送の実行バックアップセット転送の実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、バックアップセット転送の概要ウィンドウ上部
に、「実行の準備ができました」と表示されます。指定情報が不完全な場合は、「実行の
準備ができていません。」と表示されるので、その下に表示される指示に従って、情報の
一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「転送」ボタンをクリックします。これで転送操作が実行され、「アク
ティビティモニタ」ウインドウにその進行状態が表示されます。
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次に、メディアの挿入を求めるプロンプトが表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして転送のパフォーマンスデータを表示しま
す。エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されま
す。操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

バックアップセット転送スクリプトの作成バックアップセット転送スクリプトの作成

バックアップセット転送の概要ウィンドウがアクティブな状態で「スケジュール」をクリ
ックすると、転送の情報とその設定内容をスクリプトとして保存できます。その後で、そ
のスクリプトを使ってバックアップセット転送を自動実行することができます。

詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

スナップショット転送スナップショット転送

Retrospect では、スナップショット転送機能によって、1 つのバックアップセット内のス
ナップショットと関連ファイルを、別の新規（または既存）バックアップセットにコピー
することができます。この機能は、次の用途に使用できます。

• 新規バックアップセットの代用フルバックアップ
• 障害復旧用のオフラインバックアップセットの作成
• フルバックアップによるバックアップサイクルの開始

スナップショット転送は、いくつかの点でバックアップセット転送とは異なります。具体
的な相違点は次のとおりです。

• 転送元は単一のバックアップセットのみ（バックアップセット転送では複数の転
送元が使用可能）。

• アクティブなスナップショットだけが転送される（バックアップセット転送では
すべてのスナップショットが転送される）。

• 転送するスナップショットをいくつかの方法で選択できる（バックアップセット
転送では、常にすべてのスナップショットが転送される）。

スナップショット転送では、転送元のファイルと転送先の既存ファイルがデフォルトで照
合され、必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすでに存在するスナップショッ
トとファイルは、いっさい変更されません。

スナップショット転送には、プレビュー機能はありません。手作業でファイルを選択する
代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でスナップショットを転送するときは、両方のバックアップセット
が同じタイプのメディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライ
ブや CD/DVD ドライブは別にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセット
の場合は、個別のバックアップデバイスという要件は適用されません。
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各バックアップセットに個別のドライブがなくても、ハードディスク上のファイルバック
アップセットにスナップショットを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセ
ットにコピーすることができます。

スナップショット転送と代用フルバックアップスナップショット転送と代用フルバックアップ

スナップショット転送機能により、「代用フル」バックアップを作成することができま
す。スナップショットが次のものに転送される時に代用フルが作成されます。

• 新規バックアップセット
• 「元カタログファイルを宛先カタログファイルと照合」オプションがオフの場合
の既存バックアップセット

代用フルにより、たとえば最新のスナップショットだけを使用して既存のバックアップセ
ットから新規のバックアップセットをすばやく得ることができます。これにより、
Progressive バックアップの時間短縮効果を維持したまま、新しいバックアップサイクルを
開始できます。それ以降の同じバックアップセットへのバックアップでは、新規ファイル
と変更されたファイルだけがコピーされます。

転送の完了後、転送先バックアップセットには、フルバックアップした場合と同じデータ
が含まれます。つまり、時間のかかる実際のフルバックアップを実行することなく、同じ
結果を得ることができます。

• 代用フルバックアップの結果は、最新スナップショットの作成時点におけるフル
バックアップの結果に等しくなります。それらのスナップショットの作成日時以
降に作成または変更されたファイルや、最新スナップショットに含まれない古い
バージョンのファイルは含まれていません。

代用フルは、1 つの連続したセッション内のすべてのファイルを含むバックアップセット
を作成する場合にも有効です。これにより、ボリューム全体をより迅速に復元することが
できます。必要なファイルをすべて探すために複数のセッションを検索する必要がないか
らです。

バックアップセット間でショットショットを転送するには、「ツール」>「スナップショ
ット転送」を順にクリックします。バックアップセット スナップショット転送の概要ウィ
ンドウが表示されます。
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スナップショット転送の基本的な手順は次のとおりです。

• 転送元バックアップセットの選択
• スナップショットの選択
• 転送先バックアップセットの選択
• 転送するファイルの選択
• 追加オプションの設定
• スナップショット転送の実行
• スナップショット転送スクリプトの作成

転送元バックアップセットの選択転送元バックアップセットの選択

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウで「元ボリューム」をクリッ
クすると、スナップショット転送のボリューム選択ウィンドウが表示されます。
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このボリューム選択ウィンドウ上部にあるリストで、転送するスナップショットを含むバ
ックアップセットを選択します。希望のバックアップセットがリスト内に表示されていな
い場合は、「更に」ボタンをクリックしてください。

複数のバックアップセットに含まれるスナップショットを一度に転送する必要があるとき
には、代わりにバックアップセット転送を使用するか、スナップショット転送スクリプト
を作成します。バックアップセット転送とスクリプトによるスナップショット転送を参照
してください。

ウィンドウの下のリストに、選択したバックアップセットのアクティブなスナップショッ
トのリストが、スナップショットの日時とバックアップボリュームの名前と共に表示され
ます。

スナップショットのリストが表示されるのは、次のオプションのいずれかが選択されてい
る場合です。「選択したスナップショット」または「選択した個々の元ボリュームの最新
スナップショット」スナップショットが含まれているのは、横に日付が表示されているバ
ックアップセットだけです。
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Retrospect はデフォルトで、カタログファイルに登録された最新のスナップショットをボ
リューム（またはサブボリューム）ごとに記憶しており、それらのスナップショットがア
クティブと見なされます。スナップショットは新旧を問わず、すべてバックアップメディ
ア（テープ、ディスク、または CD/DVD）に保存されます。バックアップやアーカイブの
操作が正常に実行されると、カタログファイル内の古いスナップショットが新しいものに
置き換えられます。古いスナップショットは、バックアップメディアにはそのまま残り、
必要に応じて取り込むことができます。

グルーミングが有効なディスクバックアップセットの場合は、グルーミングポリシーに従
って、必要なスナップショットがカタログファイルに保存されます。たとえば、グルーミ
ングポリシーで最新バックアップ 10 件を保存するように指定すると、ボリュームごとに
10 個のスナップショットがアクティブになります。さらに、手動でロックされたスナップ
ショットもアクティブになります。

目的のスナップショットがリストに表示されていない場合は、「スナップショットを追
加」をクリックして、バックアップセット内のすべてのスナップショットのリストを表示
します。

スナップショットを選択して、「取り込み」ボタンをクリックすると、バックアップセッ
トのメディアから古いスナップショットが取り込まれ、転送スナップショットの元ボリュ
ームウィンドウのリストに追加されます。スナップショットを取り込む際は、メディアの
挿入が必要になります。追加したスナップショットはアクティブになります。

すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無効になり
ます。

スナップショットの選択スナップショットの選択

転送元のバックアップセットの選択後は、転送するスナップショットをいくつかの方法で
選択できます。

• 「個々の元ボリュームの最新スナップショット」「個々の元ボリュームの最新スナップショット」は最新のスナップショットと、
アクティブなスナップショットのリスト内の各ボリューム（またはサブボリュー
ム）に対し関連するファイルを転送します。

• 「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」はアクティブなスナッ
プショットのリスト内で選択した各ボリューム（またはサブボリューム）に対す
る最新のスナップショットを転送します。ボリュームごとに手動で最新スナップ
ショットを選択しても、同じ結果を得ることができます。

• 「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」はすべてのアクティブ
なスナップショットと関連するファイルを転送します。アクティブなスナップシ
ョットと転送元ボリュームのリストを表示するには、「選択したスナップショッ
ト」オプションを一時的に選択します。「個々の元ボリュームの全アクティブス
ナップショット」を再度選択してから「OK」をクリックしてください。古いスナ
ップショットをアクティブにするには、「スナップショットを追加」をクリック
します。

• 選択したスナップショット選択したスナップショットではアクティブなスナップショットのリストから選択
したスナップショット（および関連ファイル）だけが転送されます。複数のスナ
ップショットを選択するには、Control キーまたは Shift キーを押しながらスナッ
プショットをクリックします。古いスナップショットをアクティブにするには、
「スナップショットを追加」をクリックします。
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アクティブなスナップショットのリストはバックアップを実行するたびに変化するため、
「個々の元ボリュームの最新スナップショット」オプションはスナップショット転送スク
リプトで最も効果的ですが、基本操作にも活用できる場合があります。

• スナップショット転送では、アクティブなスナップショットだけがコピーされま
す。すべてのスナップショットをコピーする場合は、バックアップセット転送を
使用してください。詳しくは、バックアップセット転送を参照してください。

選択が完了したら「OK」をクリックします。

転送先バックアップセットの選択転送先バックアップセットの選択

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウで「宛先」をクリックしま
す。

転送先バックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。リストに表示されてい
るいずれのバックアップセットも転送先として望ましくない場合は、「新規作成」をクリ
ックして新規バックアップセットを作成します。詳しくは、新規バックアップセットの作
成を参照してください。

転送するファイルの選択転送するファイルの選択

デフォルトでは、選択したスナップショット内のすべてのファイルが、転送先バックアッ
プセットに転送されます。一部のファイルだけを転送するには、バックアップセット スナ
ップショット転送の概要ウィンドウで「選択」をクリックします。

リストからセレクタを選択するか、「追加選択」をクリックしてカスタムセレクタを作成
します。セレクタとは、転送対象となるファイルやフォルダを選択するための、一種のフ
ィルタです。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してください。

完了したら「OK」をクリックします。

追加オプションの設定追加オプションの設定

Retrospect には、スナップショット転送専用の複数の実行オプションがあります。

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウで「オプション」をクリック
すると、メディアの検証、データ圧縮、元バックアップセットの書き替え、およびその他
のオプションのデフォルト設定を変更できます。
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これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、
実行オプションを参照してください。

スナップショット転送の実行スナップショット転送の実行

必要なすべての情報の指定が完了すると、バックアップセット スナップショット転送の概
要ウィンドウ上部に、「実行の準備ができました」と表示されます。指定情報が不完全な
場合は、「実行の準備ができていません。」と表示されるので、その下に表示される指示
に従って、情報の一部を変更してください。

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のコンボボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

準備ができたら、「転送」ボタンをクリックします。これで転送操作が実行され、「アク
ティビティモニタ」ウインドウにその進行状態が表示されます。
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次に、メディアの挿入を求めるプロンプトが表示されます。

実行が完了したら、「履歴」タブをクリックして転送のパフォーマンスデータを表示しま
す。エラーが発生した場合、「エラー」ボタンをクリックすると詳細な情報が表示されま
す。操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをクリックします。

このログについては、操作ログの表示で説明しています。

スナップショット転送スクリプトの作成スナップショット転送スクリプトの作成

バックアップセット スナップショット転送の概要ウィンドウがアクティブな状態で「スケ
ジュール」をクリックすると、転送の情報とその設定内容をスクリプトとして保存するこ
とができます。その後で、そのスクリプトを使って転送操作を自動実行することができま
す。
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詳しくは、「スクリプトによる自動実行」を参照してください。

基本操作の制御基本操作の制御

Retrospect では、基本操作の実行中に、いくつかの方法で基本操作を制御することができ
ます。詳しくは、「操作の制御」を参照してください。

Retrospect のツールバーの「続けて使用」コンボボックスを使用して、基本操作の実行が
終了した時の Retrospect の動作を決定できます。デフォルトでは、何も行われませんが、
基本操作を開始して帰宅したい場合、実行完了時に Retrospect を終了するように選択する
ことができます。Proactive Buckup が実行中である場合、または別のスクリプトがアプリ
ケーションの先読み時間に実行されるようにスケジュールされている場合を除いて、実行
が終了したときに Retrospect は終了（またはシャットダウン）します。先読み時間の指定
方法について詳しくは、スケジュール環境設定を参照してください。
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Chapter 6

スクリプトによる自動実行スクリプトによる自動実行
• スクリプトの概説
• スクリプトの作成
• スクリプトによるバックアップ
• スクリプトによる複製
• スクリプトによるアーカイブ
• スクリプトによる復元
• スクリプトによるバックアップセット転送
• スクリプトによるスナップショット転送
• スクリプトによるグルーミング
• スクリプトによる検証
• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存
• スクリプトのテスト
• スクリプトの実行
• スクリプトの制御
• Proactive Backup スクリプト

「基本操作」では、Retrospect の基本バックアップ、複製、アーカイブ、復元、および転
送操作の設定と実行方法を解説しました。本章では、スクリプト（Retrospect 独自の
Proactive Backup スクリプトを含む）を使ってプロセスを自動化する方法について解説し
ます。

スクリプトの概説スクリプトの概説

Retrospect の利点の 1 つは、反復作業を自動化できることです。スクリプトを作成するこ
とによって、「基本操作」で説明した操作をすべて自動化することができます。

• バックアップ
• 複製
• アーカイブ
• 復元
• バックアップセット転送
• スナップショット転送

さらに、Proactive Backup を使用すれば、ユーザが指定した基準に基づいて、次回のバッ
クアップ対象の優先順位を頻繁に付け直す高度なスクリプトを作成することができます。
さらにグルーミングスクリプトや検証スクリプトを作成して、このようなバックアップセ
ットの管理タスクを自動化することもできます。

スクリプトは、バックアップ計画を立案するための重要な要素です。効率的なバックアッ
プ計画の立案方法については、バックアップ計画を参照してください。

自動操作には、基本操作と同じ情報（元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、その他の
オプション）がすべて含まれます。元ボリューム、宛先ボリューム、ファイル選択基準、
その他のオプションという、Retrospect Express の他のバックアップ操作と同じ要素を使

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 178



用します。スクリプトには、いつこれらの自動操作が実行されるかを制御するスケジュー
リングコンポーネントも含まれます。

Retrospect では、スケジュールを設定してスクリプトを自動実行できるので、全ユーザが
都合のよい時間に、操作を行うことができます。スクリプトによるバックアップをスケジ
ュールしておくと、バックアップコンピュータを起動して、バックアップデバイスに適切
なメディアをセットしておくだけで、データが定期的にバックアップされます。スクリプ
トを実行する時間になると、Retrospect が自動的に起動し、操作を実行します。
Retrospect の先読み時間に実行するようにスケジュールされたほかのスクリプトがない場
合、また「スタートアップ環境設定スタートアップ環境設定」で「シャットダウン」を選
択していた場合、操作が完了したときに Retrospect はシャットダウンします。

自動操作には、スクリプトの作成、スクリプトのスケジュール、スクリプトの実行、およ
び Proactive Backup スクリプトの使用が含まれます。スクリプトの管理とメンテナンスに
ついては、スクリプトのメンテナンスを参照してください。

スクリプトの作成スクリプトの作成

Retrospect では、次の 2 通りの方法でスクリプトを作成できます。

• 基本操作のスケジュール
• 「スクリプトの管理」コマンドの使用方法

これらの方法で、どのタイプのスクリプトでも（バックアップ、複製、アーカイブ、復
元、転送）作成できます。

Proactive Backup スクリプトについては、別に説明します。詳しくは、Proactive Backup
スクリプトを参照してください。

基本操作のスケジュール基本操作のスケジュール

基本操作の概要ウィンドウ（バックアップ、複製、アーカイブ、復元、転送）にはすべ
て、その操作に基づいてスクリプトを作成できる「スケジュール」ボタンがあります。

バックアップ、複製、および復元の各操作で「スケジュール」ボタンを使用するには、高
度な設定モードに切り替える必要があります。

基本操作をスケジュールするには

1. 基本操作の概要ウィンドウから「スケジュール」ボタンをクリックします。
2. スクリプトの名前を入力して「OK」をクリックします。
3. スクリプトの概要ウィンドウ内の情報を確認し、必要に応じて修正します。
4. 「スケジュール」ボタンをクリックし、スクリプトのスケジュール作成の説明に
従ってスクリプトをスケジュールします。

5. スクリプトの概要ウィンドウ内の情報がすべて正しければ、ツールバーの「保
存」アイコン
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をクリックします。

スクリプトは基本操作のバックアップウィザードで作成して、基本操作の複製ウィザード
で複製することもできます。詳しくはウィザードモードでのバックアップおよびウィザー
ドモードでの複製を参照してください。

「スクリプトの管理」コマンドの使用方法「スクリプトの管理」コマンドの使用方法

「スクリプトの管理」コマンドを使用して、新規スクリプトを作成したり、既存スクリプ
トの設定を修正したりすることができます。

既存スクリプトの修正方法について詳しくは、スクリプトのメンテナンスを参照してくだ
さい。新規スクリプトの作成方法については、以下の項を参照してください。

• スクリプトによるバックアップ
• スクリプトによる複製
• スクリプトによるアーカイブ
• スクリプトによる復元
• スクリプトによるバックアップセット転送
• スクリプトによるスナップショット転送
• スクリプトによるグルーミング
• スクリプトによる検証
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データベースの復元およびメールボックスの復元スクリプトについては、「SQL Server
Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

スクリプトによるバックアップスクリプトによるバックアップ

バックアップスクリプトは「スクリプトの管理」コマンドを使って、2 通りの方法で設定
できます。1 つは Retrospect のバックアップウィザードで指示に従いながら、手順を追っ
て設定する方法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の判断に基づいて設定する方法で
す。高度な設定モードでは、ウィザードにはないオプションが利用できます。詳しくは、
以下を参照してください。

• ウィザードモードでのバックアップスクリプトの作成
• ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
• 高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成
• 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

ウィザードモードでのバックアップスクリプトの作成ウィザードモードでのバックアップスクリプトの作成

バックアップウィザードを使えば、バックアップ操作スクリプトの設定と編集を、容易に
行うことができます。バックアップウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの
「自動化」をクリックして、「スクリプトの管理」ボタンをクリックします。スクリプト
編集ウィンドウが表示されます。
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「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。スクリプト選択ウ
ィンドウが表示されます。

リストから「バックアップ」を選択して、「OK」をクリックします。スクリプト命名ウィ
ンドウで、名前を入力して「OK」をクリックします。「バックアップウィザードへようこ
そ」画面が表示されます。

高度な設定モードの「バックアップスクリプトの概要」画面が表示された場合は、「ウィ
ザードモードに変更」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

バックアップスクリプトを今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックしてバックア
ップウィザードでの設定を続行します。高度な設定モードでバックアップを設定するに
は、「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。詳しくは、高度な設定モード
でのバックアップスクリプトの作成を参照してください。
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バックアップスクリプトを以前に設定したことがあれば、「バックアップウィザードへよ
うこそ」画面に現在の設定が表示されます。詳しくは、バックアップスクリプト設定の編
集を参照してください。

バックアップ対象の選択バックアップ対象の選択

バックアップ対象と記述内容が合致するオプションのボタンをクリックします。
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• 「ドキュメントと設定」（「ドキュメントと設定」（Retrospect Desktop のみ）のみ）は、Documents and
Settings フォルダをバックアップします。このフォルダには、マイドキュメン
ト、マイピクチャ、マイミュージック、お気に入り、デスクトップなど、ユーザ
専用のフォルダが含まれています。

• 「マイコンピュータ」「マイコンピュータ」は、ローカルコンピュータをバックアップします。
• 「マイコンピュータとバックアップクライアント」「マイコンピュータとバックアップクライアント」は、ローカルコンピュータ
と、ログインしているすべての Retrospect クライアントコンピュータをバックア
ップします。

• 「クライアントのみバックアップ」「クライアントのみバックアップ」（Retrospect Desktop 以外）は、ログインし
ているすべての Retrospect クライアントコンピュータをバックアップします。

• 「選択」「選択」では、ローカルコンピュータ、ログインしている Retrospect クライアン
トコンピュータ、およびネットワークボリュームから、バックアップするドライ
ブとフォルダを手動で選択できます。

Retrospect クライアントの追加クライアントの追加

「マイコンピュータとバックアップクライアント」または「クライアントのみバックアッ
プ」を選択すると、バックアップ時にログインしているすべての Retrospect クライアント
コンピュータのデータがバックアップされます。

Retrospect クライアントをログインするには「クライアントの追加」をクリックします。
クライアントのインストール、設定、およびログインの詳細は、「ネットワーク接続クラ
イアント」を参照してください。
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ドライブやフォルダの手動選択ドライブやフォルダの手動選択

「何をバックアップしますか?」画面で「選択」を選ぶと、バックアップするドライブやフ
ォルダを個別に選択できます。

ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択
解除されます。前の選択を解除せずにドライブやフォルダを選択するには、Ctrl キーを押
しながらクリックします。Shift キーを押しながらクリックすると、既存の選択位置からク
リックした位置までのすべてのドライブとフォルダが選択されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、
バックアップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択でき
ます。また、コンテナ自体を選択することもできます。コンテナを選択すると、その内部
のすべての項目がバックアップされます。

• Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するに
は、「クライアントの追加」をクリックします。

• ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネ
ットワークボリュームの追加」をクリックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」
をクリックします。

詳しくは、コンテナを参照してください。
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バックアップするファイルの種類の選択バックアップするファイルの種類の選択

バックアップするファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。
すべてのチェックボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除
く）がバックアップされます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説
明では、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当ててい
ます。その他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法につい
ては、組み込みセレクタを参照してください。

• 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルをバ
ックアップします。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、
「お気に入り」、「Application Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあり
ます。

• Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると
「Profiles」フォルダがバックアップされます。

• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシス
テム状態などのシステムファイルをバックアップします。また、アプリケーショ
ンファイル（「Program Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリューム
の各所にある、既知のアプリケーション拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイ
ルもバックアップします。

• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」のバックアップを行わない選
択をすると、Retrospect はデフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更し
ます。Retrospect は「Back Up System State」と「Back up folder security
information for workstations」オプションの両方をオフにします。詳しくは
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Windows システムオプションおよびWindows セキュリティオプションを参照し
てください。

• 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フ
ォルダにあるすべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各
所にある、一般的な画像ファイル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルもバック
アップします（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイル
を除く）。

• 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォ
ルダにあるすべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所
にある、一般的な音楽ファイル拡張子（.mp3 など）を持つ各ファイルもバックア
ップします（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを
除く）。

• 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォ
ルダにあるすべてのファイルをバックアップします。また、元ボリュームの各所
にある、一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）を持つ各ファイルもバックア
ップします（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを
除く）。

• 「Officeドキュメントドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、
Microsoft Outlook データ、および Adobe PDF ファイルをバックアップします
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイルその他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルをバ
ックアップします。

• 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーショ
ン」は、フォルダをバックアップする際には利用できません。

バックアップの宛先デバイスの選択バックアップの宛先デバイスの選択

バックアップは、テープドライブ、CD/DVD ドライブ、ハードドライブなど、Retrospect
でサポートされているあらゆるデバイスに格納できます。以下のどちらかを選択します。

• テープ、CD、DVD
• ローカルコンピュータやネットワーク上のハードドライブ

テープ、CD、または DVD を使用する場合は、利用可能なデバイスが表示されます。バッ
クアップ先として使用するデバイスを選択して「次へ」をクリックします。

ハードドライブの場合は、ローカルの各ハードドライブと、「マイネットワーク」コンテ
ナ内に一覧されているネットワークボリュームが表示されます。

ネットワークボリュームを追加するには、「マイネットワーク」をダブルクリックし、追
加するボリュームの位置まで移動してボリュームを選択し、「追加」ボタンをクリックし
ます。そのボリュームにログイン名とパスワードが必要な場合は、それらを入力して
「OK」をクリックします。

ネットワークボリュームに対する権限を持ったユーザとしてログインするように
Retrospect を設定した場合、再びログインを要求されることはありません。詳しくは、セ
キュリティ環境設定を参照してください。

ローカルドライブやネットワークボリューム上の特定のフォルダを指定するには、ドライ
ブまたはボリュームを選択して「参照」ボタンをクリックします。バックアップするフォ
ルダの位置まで移動して「OK」をクリックします。
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スケジュール作成の有無の選択スケジュール作成の有無の選択

スクリプトのスケジュールは、作成するかどうかを選択できます。

スケジュールを作成しない場合も、スクリプトは必要になったときに手動で実行できま
す。詳しくは、スクリプトの手動実行を参照してください。スケジュールは、後でスクリ
プトに追加することもできます。

選択を行って「次へ」をクリックします。

スケジュールを持つスクリプトを編集するときには、利用できるオプションに「既存のス
ケジュールを維持」が追加されます。

バックアップの実行タイミングの選択バックアップの実行タイミングの選択

スクリプトを実行する曜日のチェックボックスを選択し、さらにスクリプトの実行を開始
する時刻を指定します。

Retrospect では使用中のコンピュータもバックアップできますが、通常の営業時間後にス
クリプトを実行すれば、使用中のコンピュータの数を減らすことができます。

1 つまたは複数のバックアップセットの指定つまたは複数のバックアップセットの指定

バックアップ先として 1 つのバックアップセットを使うか、複数のバックアップセットを
使うかを選択します。
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複数のバックアップセットにバックアップすれば、データ保護の水準が高まります。各バ
ックアップセットにデータの完全なバックアップが保持されるため、メディア障害に対す
るセーフティネットが確保されるほか、使用していないバックアップセットのメディアを
運用環境外に保管し、盗難、火災、その他の災害に備えることもできます。

1 週間に 1 回だけバックアップするように選択した場合は、この画面で 1 つのバックアッ
プセットを使うか、2 つのバックアップセットを 1 週間ごとに切り替えるかを選択できま
す。

バックアップセット数の選択バックアップセット数の選択

複数のバックアップセットへのバックアップを選択した場合は、使用するバックアップセ
ットの数と、各バックアップセットの切り替え頻度を、ここで指定します。

最初のオプションを選択すると、選択したバックアップの実行日ごとにバックアップセッ
トが切り替えられます。たとえば、毎日バックアップするように指定した場合は、バック
アップセット数が 7 つに設定され、曜日ごとに異なるバックアップセットが使用されま
す。一方、月曜日と水曜日、および金曜日にバックアップするように選択した場合には、
バックアップセット数は 3 つに設定され、月、水、金の曜日ごとに異なるバックアップセ
ットが使用されます。

2 番目のオプションを選択するとバックアップセット数は 2 つになり、1 週間ごとに切り
替えて使用されます。たとえば、毎日バックアップするように指定した場合、最初の週は
1 つ目のバックアップセットに毎日バックアップされ、次の週は 2 つ目のバックアップセ
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ットに、同様に毎日バックアップされます。このオプションを選択した場合、バックアッ
プセットを切り替える曜日を、リストボックスを使って指定します。

バックアップセットの命名バックアップセットの命名

この画面の表示内容は、指定したバックアップセットの数によって異なります。

指定したバックアップセットの数だけ名前を入力するか、デフォルトで表示される名前を
そのまま使用します。バックアップセットが作成済みであれば、「既存のものを使用」チ
ェックボックスをチェックして、リストボックスからバックアップセットを選択すること
もできます。

• 複数のバックアップセットを使う場合は、それぞれに区別しやすい、意味のある
名前を付けることが大切です。バックアップセットに付けた名前を、後で変更す
ることはできません。

「既存のものを使用」チェックボックスは、既存のバックアップセットが存在する場合の
み表示されます。

圧縮オプションの設定圧縮オプションの設定

このバックアップスクリプトでソフトウェアデータ圧縮を有効にする場合は、「はい」ラ
ジオボタンをクリックします。
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ソフトウェアデータ圧縮では、ファイルを圧縮してからバックアップセットにコピーする
ので、バックアップセットの容量を節約することができます。復元の実行時には自動的に
解凍され、元の状態に戻されます。

節約できる量は、圧縮するファイルのタイプによって異なります。テキストファイルは圧
縮率が高く、アプリケーションファイルやシステムファイルは低くなります。

バックアップセットへのバックアップと、バックアップセットからの復元は、ソフトウェ
アデータ圧縮を使用すると、使用しない場合に比べて時間がかかります。

ハードウェア圧縮機能を持つテープデバイスにコピーする場合は、最適なパフォーマンス
を得るためにソフトウェア圧縮は自動的にオフになり、常にハードウェア圧縮が使用され
ます。

バックアップセットのセキュリティオプションの設定バックアップセットのセキュリティオプションの設定

この画面では、バックアップセットへのアクセスを制限するパスワードを指定できます。
また、バックアップセットのデータの暗号化を選択して、セキュリティをいっそう強固に
することもできます。

暗号化を使用すると、バックアップに要する時間が長くなります。
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「バックアップセットのセキュリティ」リストボックスからオプションを選択します。

• 「暗号化なし」「暗号化なし」：パスワードによる保護がバックアップセットに行われず、バッ
クアップセットのデータは暗号化されません。

• 「パスワードのみ」「パスワードのみ」：バックアップセットにパスワードによる保護が行われま
す。保存されたデータは暗号化されません。

• 「「SimpleCrypt」」：パスワードによる保護に加え、Retrospect 独自の暗号化フォ
ーマットによるバックアップセットデータの暗号化が行われます。

• 「「DES」」：パスワードにより保護され、データ暗号化標準に従ってバックアップ
セットデータが暗号化されます。

• 「「AES-128」」：パスワードにより保護され、128 ビットのデータ暗号化標準
（AES：Advanced Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

• 「「AES-256」」：パスワードにより保護され、256 ビットのデータ暗号化標準
（AES：Advanced Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。AES-256 は、セキュリティとパフォーマンスのバランスの点で
最も優れています。

• バックアップセットに設定したパスワードや暗号化方式は変更できません。バッ
クアップセットに設定したパスワードを忘れてしまうと、そのバックアップセッ
トにアクセスできなくなります。

パスワードを設定し、一定の条件下でそのパスワードを Retrospect に記憶させたい場合に
は、「パスワードを記憶」リストボックスからオプションを選択します。
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• 「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」：基本操作と自動操作で使用さ
れるパスワードをすべて保存します。

• 「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」（デフォルト）：自
動操作で使用されるパスワードだけを保存します。たとえば、このオプションを
設定したバックアップセットが、スクリプトによる夜間のバックアップの宛先で
ある場合、手動でパスワードを入力する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」：いかなる場合でも、バックアッ
プセットにアクセスするのに、パスワードを入力する必要があります。このオプ
ションを設定したバックアップセットには、パスワードを入力せずにバックアッ
プしたり、そのプロパティを表示したりすることはできません。一度パスワード
を入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パスワードを再び入力
する必要はありません。

• 「パスワードを記憶」の設定は、バックアップセットのプロパティを変更するこ
とによって、必要に応じて変更できます。詳しくは、バックアップセットの設定
を参照してください。

テープドライブバックアップの置き換えオプションテープドライブバックアップの置き換えオプション

テープバックアップセットへのバックアップでは、バックアップ先のバックアップセット
を、バックアップ実行前に置き換えるように指定できます。置き換えを指定すると、バッ
クアップセット内の各テープを再利用できますが、それらのテープに記録されていたデー
タはすべて失われます。

テープバックアップセットを置き換える前に、その中の各テープのデータが他のメディア
に保管済みであるか、あるいは本当に消去してもかまわないことを確認してください。

193 WINDOWS ユーザー ガイド



• 「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」「いいえ、既存のバックアップデータを保持します。」：バックアップセット内
のすべての既存データを保持する場合に選択します。各バックアップセットへの
前回のバックアップより後に作成されたファイルと、変更されたファイルだけが
バックアップされます。テープメンバーの空きがなくなると、新しいテープが要
求されます。

• 「はい、上書きして構いません。」「はい、上書きして構いません。」：テープバックアップセットをバックアップ
の実行前に置き換える場合に選択します。Retrospect で書き替えバックアップが
実行されると、バックアップセットのカタログファイルの内容（もしあれば）が
消去され、バックアップ済みファイルが 1 つもない状態にします。次に、バック
アップセット内の先頭テープメンバーが検索され、それが有効な場合は消去され
ます。先頭のメディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規または消
去済みのテープが使われます。選択したすべてのファイルがバックアップされま
す。

• 高度な設定モードでは、各スケジュールのバックアップ動作を「置き換え」に設
定することによって、テープバックアップセットを置き換えることができます。
詳しくは、スクリプトスケジュールの作成を参照してください。

ハードドライブバックアップのグルーミングオプションハードドライブバックアップのグルーミングオプション

以下のオプションは、ハードドライブにバックアップする場合のみ有効です。バックアッ
プ先のハードドライブに空きがなくなった（または割り当てたディスク領域がすべて消費
された）ときに、Retrospect がどのように対処するかを、以下のオプションから選択しま
す。

• 「新しいディスクを要求する」「新しいディスクを要求する」：バックアップドライブに空きがなくなると、残
りのバックアップの格納先として、別のハードドライブが要求されます。元のバ
ックアップ先ハードドライブ上のデータはすべて保持されます。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 194



• 「最後だけを保持する「最後だけを保持する nバックアップ」バックアップ」：バックアップドライブに空きがなくな
ったときに保持されるバックアップの数を指定します。指定した数のバックアッ
プが、新しいものから保持されます。それより古いすべてのバックアップがハー
ドドライブから削除され、バックアップデータ用の空き領域が確保されます。

• 「「Retrospectの定義済みポリシーに従って保持する」の定義済みポリシーに従って保持する」：バックアップドライブに
空きがなくなると、Retrospect のグルーミングポリシーに従って古いバックアッ
プが削除されます。Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのバックアップ
が元ボリュームごとに保持されます（前回のバックアップ日とその前のバックア
ップ日の最終バックアップが、元ボリュームごとに保持されます）。さらに、デ
ィスクに十分な空きがあれば、先週の各曜日のバックアップと先月の各週のバッ
クアップ、および各月のバックアップがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごとに
保持されます。

バックアップスクリプト設定の確認バックアップスクリプト設定の確認

「バックアップの概要」画面には、ウィザードで指定したバックアップスクリプト設定が
表示されます。

• 「コピー元」「コピー元」には、バックアップするドライブやフォルダが一覧されます。
• 「選択」「選択」には、バックアップするファイルの種類が一覧されます。
• 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるバックアップセットの名前が表示されま
す。

• 「スケジュール」「スケジュール」には、バックアップスクリプトが実行される曜日と時刻が一覧
されます。

• ウィザードで指定した一部のオプション（圧縮方式など）は、この概要画面には
表示されませんが、実行されるバックアップには反映されます。
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バックアップスクリプトの設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

スクリプトの設定を保存するには、「完了」をクリックします。スクリプト設定を保存し
て、ただちにスクリプトを実行するには、「今すぐ複製」チェックボックスをチェックし
て「完了」をクリックします。

スクリプトに複数の宛先バックアップセットが含まれる場合は、「今すぐバックアップ」
を選択する際に、使用するバックアップセットをドロップダウンメニューから選択してく
ださい。

バックアップスクリプト設定の編集バックアップスクリプト設定の編集

バックアップスクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプ
トの管理」を選択します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択し、
「編集」をクリックします。

高度な設定モードの「バックアップの概要」画面が表示された場合は、「ウィザードモー
ドに変更」をクリックしてください。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザ
ードモードでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳し
くは、ウィザードモードでのバックアップスクリプトの作成を参照してください。
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現在のスクリプト設定でバックアップを実行するには、「この設定で今すぐバックアッ
プ」を選択して「今すぐ開始」をクリックします。

スクリプトに複数の宛先バックアップセットが含まれる場合は、使用するバックアップセ
ットをドロップダウンメニューから選択してください。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリック
します。詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してくだ
さい。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「バックアップウィ
ザードへようこそ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

バックアップスクリプトが未設定の場合も、高度な設定モードでのバックアップスクリプ
トの作成で説明されている手順で、高度な設定モードを利用できます。

バックアップスクリプトをすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されて
おり、高度な設定モードの概要ウィンドウに表示されます。

• 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できま
す。ウィザードから高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設
定も、対応するオプションに直接反映されます。

高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプショ
ンがあります。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ
• カスタムセレクタの作成と適用
• 異なる複数のバックアップ動作を含む、複数のカスタムスケジュールの作成
• ウィザードモードで利用できない多数のオプション

この項では、バックアップスクリプトを定義する手順を説明します。

• バックアップスクリプトの作成
• バックアップ元の設定
• バックアップ先の設定
• バックアップするファイルの選択
• バックアップ実行オプションの設定
• 実行ユニットの設定
• バックアップスクリプト設定の編集

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存
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バックアップスクリプトの作成バックアップスクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。
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3. リストから「バックアップ」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「OK」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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Retrospect のバックアップウィザードが表示された場合は、「高度な設定モード
に切り替える」をクリックしてください。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本バックアップの概要ウィンドウとほぼ同
じで、元ボリューム、宛先バックアップセット、ファイルの選択基準、オプショ
ンが表示されます。これはスクリプトであるため、スケジュール情報も含まれま
す。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、保存先バックアップセットを選択することができます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する
条件を指定します。

「オプション」「オプション」をクリックすると、検証機能やデータ圧縮のオン、オフを切り替えること
のできるオプションウィンドウが表示されます。
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「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

バックアップ元の設定バックアップ元の設定

スクリプト定義の最初の手順は、元ボリュームの設定です。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックします。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。

2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択した後、「OK」をクリックします。
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3. 追加の元ボリュームを選択するには「追加」をクリックします。元ボリュームを
リストから削除するには、その元ボリュームを選択して「削除」をクリックしま
す。元ボリュームのリストが完成したら、「OK」をクリックします。

4. 複数の元ボリュームがある場合、表示されている順番でバックアップが行われま
す。リストの順番を変更するには、クリックしてからドラッグします。

バックアップ先の設定バックアップ先の設定

バックアップ元を指定した後、データの宛先バックアップセットを指定する必要がありま
す。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場合には、「バックアップセット作成」ウ
ィザードが起動します。新規バックアップセットの作成の説明に従って新規バッ
クアップセットを作成します。新規バックアップセットが「バックアップセット
の選択」ウィンドウに表示されます。

定義済みのバックアップセットがある場合には、「バックアップセットの選択」
ウィンドウが表示されます。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 202



「更に」または「新規作成」をクリックして、他のバックアップセットにアクセ
スしたり、新規バックアップセットを作成したりすることができます。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。
3. 追加の宛先を選択するには「追加」をクリックします。バックアップセットをリ
ストから削除するには、そのバックアップセットを選択して「削除」をクリック
します。宛先のリストが完成したら、「OK」をクリックします。

バックアップするファイルの選択バックアップするファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が選択
されます。別の定義済みセレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、一部のフ
ァイルだけを選択することもできます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
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2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カス
タムセレクタを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い
方を参照してください。

3. セレクタは、どのファイルがバックアップの対象となるかを決めるのに使用され
るもので、実際にコピーされるファイルを決めるものではありません。たとえ
ば、「すべてのファイル」を選択した場合、元ボリュームのファイルと宛先バッ
クアップセットの既存ファイルとが比較された後、新規のファイルまたは変更さ
れたファイルだけがコピーされます。

バックアップ実行オプションの設定バックアップ実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、検証、データ圧縮などのオプションの
オン、オフを切り替えるためのオプションウィンドウが表示されます。オプショ
ンについての詳細は、実行オプションで説明します。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に
使用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できま
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す。概要ウィンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニッ
トの割り当てを参照してください。

バックアップスクリプト設定の編集バックアップスクリプト設定の編集

バックアップスクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「ス
クリプトの管理」を選択します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプ
トを選択し、「編集」をクリックします。

スクリプト設定がウィザードモードに表示された場合は、「高度な設定モードに
切り替える」をクリックすれば、高度な設定モードに表示されます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、オプション、
およびスケジュールを、適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モ
ードでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳
しくは、高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成を参照してくださ
い。
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ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリッ
クします。詳しくは、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参
照してください。

高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

バックアップスクリプトの設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc.
推奨されます。モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高
度なオプションが、Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必
要に応じて随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードで設定を編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存するかどう
かが尋ねられます。

設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「ようこそ」画面に切り替わり、現在
の複製設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、
ウィザードモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるい
は破棄する必要があります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

• セレクタ
• 実行オプション
• バックアップセット
• スケジュール
• 実行ユニット

セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込み
セレクタがあります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用
することもできます。

ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリック
すると、それらの高度なセレクタはそのまま保持され、バックアップスクリプトの実行時
に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」
フィールドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。
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また、バックアップ設定を編集すると、「バックアップするファイルの種類は何ですか?」
画面に、新しいオプションが表示されます。
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• 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択しま
す。

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選
択し、新しいオプションを選択します。

実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない多数の実行オプションがあり
ます。

圧縮実行オプションはウィザードモード、高度な設定モードのどちらでも利用できます。
このオプションにどちらかのモードで変更を加えると、その変更は他のモードにも反映さ
れます。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードに変更」をク
リックすると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、バックアップスクリ
プトの実行時に適用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、バックアップスク
リプトに高度な実行オプションが含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オ
プションの有無を調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」
の設定を確認する必要があります。
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バックアップセットバックアップセット

高度な設定モードでは、ファイルバックアップセットを宛先として選択できます。ウィザ
ードモードでは、ファイルバックアップセットは利用できません。

ファイルバックアップセットは単独のファイルをバックアップする手段として最適です
が、それ以外の用途にはディスクバックアップセットの方がより多くの利点があります。

ファイルバックアップセットを宛先として選択した後、「ウィザードモードに変更」をク
リックすると、宛先の選択全体が破棄されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、
「宛先」フィールドに（宛先が選択されていません）というメッセージが表示されます。

「次へ」をクリックすると、ウィザードによって宛先が破棄され、新しい宛先の選択が必
要になります。引き続きファイルバックアップセットを宛先として使用するには、「高度
な設定モードに切り替える」をクリックします。

高度な設定モードでは、種類の異なる複数のバックアップセットを宛先として選択できま
す。たとえば、テープバックアップセットと CD/DVD バックアップセットを宛先として指
定することが可能です。ウィザードモードでは、種類の異なるバックアップセットを宛先
として選択することはできません。

種類の異なる複数のバックアップセットを宛先として選択した後、「ウィザードモードに
変更」をクリックすると、最初の 1 つを除く全バックアップセットが破棄されます。

209 WINDOWS ユーザー ガイド



スケジュールスケジュール

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないスケジュールオプションがあ
ります。たとえば、種類の異なる複数のスケジュールを作成したり、1 つのスクリプトに
複数のスクリプトを作成したり、あるいはスケジュールのバックアップ動作を指定するこ
とができます。詳しくは、スクリプトのスケジュール作成を参照してください。

ウィザードモードで利用できないスケジュールオプションを指定した後、「ウィザードモ
ードに変更」をクリックしても、それらのオプションは保持されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、
（高度な設定モードで作成されました）という文字列が「スケジュール」フィールドに表
示され、さらにスケジュールがウィザードモードで編集できないことを知らせるメッセー
ジも表示されます。

また、バックアップ設定を編集すると、「いつバックアップしますか?」画面に、新しいオ
プションが表示されます。
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• 高度な設定モードで設定したスケジュールを保持する場合は「既存のスケジュー
ルを維持」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、スケジュールを持たないス
クリプトを設定する場合は「スケジュールなし」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、新たにスケジュールを設定
する場合は「現在のスケジュールを変更」を選択します。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、バックアップスクリプトに使
用する実行ユニットを、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードに変
更」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユニット
がバックアップスクリプトの実行時に使用されます。

ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、スクリプトで特定
の実行ユニットが選択されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択
されているかどうかを調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認す
る必要があります。
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スクリプトによる複製スクリプトによる複製

複製スクリプトは、ハードディスク、フォルダ、またはファイルを、あるボリュームから
別のボリュームに無人状態でコピーする場合に便利です。たとえば、複製スクリプトを使
用して、毎週末にローカルフォルダから共有ファイルサーバに自動コピーすることが可能
です。

複製スクリプトは「スクリプトの管理」コマンドを使って、2 通りの方法で設定できま
す。1 つは Retrospect の複製ウィザードで指示に従いながら、手順を追って設定する方
法、もう 1 つは高度な設定モードで、自分の判断に基づいて設定する方法です。高度な設
定モードでは、ウィザードにはないオプションが利用できます。詳しくは、以下を参照し
てください。

• ウィザードモードでの複製スクリプトの作成
• ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え
• 高度な設定モードでの複製スクリプトの作成
• 高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

ウィザードモードでの複製スクリプトの作成ウィザードモードでの複製スクリプトの作成

複製ウィザードを使えば、複製スクリプトの設定と変更を、容易に行うことができます。
複製ウィザードを開始するには、ナビゲーションバーの「自動化」をクリックして、「ス
クリプトの管理」ボタンをクリックします。スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。スクリプト選択ウ
ィンドウが表示されます。

リストから「複製」を選択して、「OK」をクリックします。スクリプト命名ウィンドウ
で、名前を入力して「OK」をクリックします。「複製ウィザードへようこそ」画面が表示
されます。
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高度な設定モードの複製スクリプトの概要画面が表示された場合は、「ウィザードモード
へ切り替える」をクリックしてください。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

複製スクリプトを今回初めて設定する場合は、「次へ」をクリックして複製ウィザードで
の設定を続行します。高度な設定モードで複製を設定するには、「高度な設定モードに切
り替える」をクリックします。詳しくは、高度な設定モードでの複製スクリプトの作成を
参照してください。

複製スクリプトを以前に設定したことがあれば、「複製ウィザードへようこそ」画面に現
在の設定が表示されます。詳しくは、複製スクリプト設定の編集を参照してください。

複製対象の選択複製対象の選択

複製するドライブまたはフォルダを選択します。

ドライブやフォルダを 1 つ選択すると、それまで選択していたドライブやフォルダが選択
解除されます。

この画面のリストに含まれるあらゆるコンテナ（マイコンピュータ、マイ ネットワーク、
バックアップクライアント、元ボリュームグループ）内のドライブとフォルダを選択でき
ます。
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• Retrospect クライアントを「バックアップクライアント」コンテナに追加するに
は、「クライアントの追加」をクリックします。

• ネットワークボリュームを「マイネットワーク」コンテナに追加するには、「ネ
ットワークボリュームの追加」をクリックします。

• ドライブ内のフォルダを表示するには、ドライブを選択して「フォルダの表示」
をクリックします。

詳しくは、コンテナを参照してください。

複製するファイルの種類の選択複製するファイルの種類の選択

複製するファイルの種類に応じて、該当する各チェックボックスを選択します。すべての
チェックボックスを選択すると、すべてのファイル（キャッシュファイルを除く）が複製
されます。

これらのオプションの一部は、Windows、Mac OS、Linux で動作が異なります。以下の説
明では、これらのオプションを Windows コンピュータで使用する方法に焦点を当ててい
ます。その他のオペレーティングシステムで、これらのオプションを使用する方法につい
ては、組み込みセレクタを参照してください。

• 「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルを複
製します。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入
り」、「Application Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。

• Windows 9x システムの場合は、「ドキュメントと設定」を選択すると
「Profiles」フォルダが複製されます。
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• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシス
テム状態などのシステムファイルを複製します。また、アプリケーションファイ
ル（「Program Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所に
ある、既知のアプリケーション拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイルも複製
します。

• 「オペレーティングシステムとアプリケーション」を複製しない選択をすると、
Retrospect はデフォルトの実行オプションのうちいくつかを変更します。
Retrospect は「Duplicate System State」と「Duplicate folder security
information for workstations」オプションの両方をオフにします。詳しくは
Windows システムオプションおよびWindows セキュリティオプションを参照し
てください。

• 「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フ
ォルダにあるすべてのファイルを複製します。また、ディスク上の各所にある、
一般的な画像ファイル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルも複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Music」フォ
ルダにあるすべてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、
一般的な音楽ファイル拡張子（.mp3 など）を持つ各ファイルも複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「動画」「動画」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Videos」フォ
ルダにあるすべてのファイルを複製します。また、元ボリュームの各所にある、
一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）を持つ各ファイルも複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「「Officeドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、
Microsoft Outlook データ、および Adobe PDF ファイルを複製します
（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

• 「その他すべてのファイル」「その他すべてのファイル」は、他のオプションで選択されない全ファイルを複
製します。

• 「ドキュメントと設定」および「オペレーティングシステムとアプリケーショ
ン」は、フォルダを複製する際には利用できません。

宛先の選択宛先の選択

ファイルの複製先となるドライブまたはフォルダを選択します。

• 複製先として、複製元のドライブやフォルダを選択することはできません。1 つ
のドライブ上で別のフォルダに複製したり、別のドライブにある同じ名前のフォ
ルダに複製することは可能です。

この画面にある「フォルダの追加」、「ネットワークボリュームの追加」、「フォルダの
表示」各ボタンの機能は、「何を複製しますか?」画面の同じ名前のボタンと共通です。詳
しくは、複製対象の選択を参照してください。

「次へ」をクリックすると、宛先のフォルダまたはドライブの内容が、選択した複製ファ
イルによって完全に置き換えられることを通知する警告ダイアログボックスが表示されま
す。
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複製先に重要なファイルがいっさい存在しないことを、複製の実行前に確認してくださ
い。複製先の既存ファイルは、選択した複製ファイルによって置き換えられ、すべて失わ
れてしまいます。万全を期するため、復元先ドライブに新しいフォルダを作成して、その
中に複製する方法もあります。

「置き換える」をクリックすると警告ダイアログボックスが閉じ、複製スクリプトの設定
が継続されます。

スケジュール作成の有無の選択スケジュール作成の有無の選択

スクリプトのスケジュールは、作成するかどうかを選択できます。

スケジュールを作成しない場合も、スクリプトは必要になったときに手動で実行できま
す。詳しくは、スクリプトの手動実行を参照してください。スケジュールは、後でスクリ
プトに追加することもできます。

選択を行って「次へ」をクリックします。

スケジュールを持つスクリプトを編集するときには、利用できるオプションに「既存のス
ケジュールを維持」が追加されます。

複製タイミングの選択複製タイミングの選択

スクリプトを実行する曜日のチェックボックスを選択し、さらにスクリプトの実行を開始
する時刻を指定します。
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Retrospect では使用中のコンピュータも複製できますが、通常の営業時間後にスクリプト
を実行すれば、使用中のコンピュータの数を減らすことができます。

複製設定の確認複製設定の確認

「複製の概要」画面には、ウィザードで指定した複製スクリプトの設定が表示されます。
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• 「コピー元」「コピー元」には、複製するドライブやフォルダが一覧されます。
• 「選択」「選択」には、複製するファイルの種類が一覧されます。
• 「宛先」「宛先」には、データのコピー先となるドライブまたはフォルダの名前が表示さ
れます。

• 「スケジュール」「スケジュール」には、複製スクリプトが実行される曜日と時刻が一覧されま
す。

複製スクリプトの設定を変更するには、「前へ」をクリックします。

スクリプトの設定を保存するには、「完了」をクリックします。スクリプト設定を保存し
て、ただちにスクリプトを実行するには、「今すぐバックアップ」チェックボックスをチ
ェックして「終了」をクリックします。

複製を実行すると、複製先の既存ファイルが削除されることがあります。複製先の既存フ
ァイルは、選択した複製ファイルによって置き換えられ、すべて失われてしまいます。複
製先に重要なファイルが存在しないことを、複製の実行前に確認してください。

複製スクリプト設定の編集複製スクリプト設定の編集

複製スクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプトの管
理」を選択します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択し、「編集」
をクリックします。
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スクリプト設定が高度な設定モードで表示された場合は、「ウィザードモードへ切り替え
る」をクリックすれば、ウィザードモードで表示されます。

設定を編集するには、「この設定を変更」を選択して「次へ」をクリックします。ウィザ
ードモードでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳し
くは、ウィザードモードでの複製スクリプトの作成を参照してください。

現在のスクリプト設定で複製を実行するには、「この設定で今すぐ複製」を選択して「今
すぐ開始」をクリックします。

高度な設定モードで設定を編集するには、「高度な設定モードに切り替える」をクリック
します。詳しくは、ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えを参照してくだ
さい。

ウィザードモードから高度な設定モードへの切り替えウィザードモードから高度な設定モードへの切り替え

ウィザードモードに含まれていない詳細オプションを使用するには、「複製ウィザードへ
ようこそ」画面で「高度な設定モードに切り替える」をクリックします。

複製スクリプトが未設定の場合も、高度な設定モードでの複製スクリプトの作成で説明さ
れている手順で、高度な設定モードを利用できます。

複製スクリプトをすでに設定している場合、その設定は Retrospect に記憶されており、高
度な設定モードの概要ウィンドウに表示されます。

• 高度な設定モードでは、ウィザードモードのすべてのオプションが利用できま
す。ウィザードから高度な設定モードに切り替えると、これらのオプションの設
定も、対応するオプションに直接反映されます。

高度な設定モードでの複製スクリプトの作成高度な設定モードでの複製スクリプトの作成

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの強力なオプショ
ンがあります。高度な設定モードに特有の機能は次のとおりです。

• より多くの組み込みセレクタ
• カスタムセレクタの作成と適用
• 複製方法の選択
• 複数のカスタムスケジュールの作成
• ウィザードモードで利用できない多数のオプション

この項では、複製スクリプトを定義する手順を説明します。

• 複製スクリプトの作成
• 複製元の設定
• 複製先の設定
• 複製するファイルの選択
• 複製実行オプションの設定
• 実行ユニットの設定
• 複製スクリプト設定の編集

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。
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• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存

複製スクリプトの作成複製スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「複製」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 220



Retrospect の複製ウィザードが表示された場合は、「高度な設定モードに切り替
える」をクリックしてください。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本複製の概要ウィンドウとほぼ同じで、元
ボリューム、宛先ボリューム、ファイルの選択基準、オプションが表示されま
す。これはスクリプトであるため、スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームを選択できます。

「宛先」「宛先」では、宛先ボリュームを選択できます。」を参照してください。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する
条件を指定します。

「オプション」「オプション」をクリックすると、検証機能、データ圧縮、その他のオプションのオン、
オフを切り替えることのできるオプションウィンドウが表示されます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

複製元の設定複製元の設定

新規スクリプトのため、「ボリュームが選択されていません。」と表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックします。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。
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2. 複製元のボリュームを選択して「OK」をクリックします。

「ソース選択」ウィンドウの使い方については、ボリュームの操作を参照してください。

複製先の設定複製先の設定

複製操作の場合、宛先はバックアップセットではなくボリューム（元ボリューム以外）で
す。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示されます。
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2. ファイルのコピー先となるボリュームを選択します。
3. リストボックスから複製方法（宛先ドライブの既存の内容に対する操作）を選択
します。

「ボリューム全体を置き換える」「ボリューム全体を置き換える」は、複製先ボリュームの内容全体を、複製元ボ
リュームの選択したファイルとフォルダで置き換えます。複製先ボリューム上に
同一ファイルがある場合は複製されません。これは、デフォルトのオプションで
す。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したファイルとフォルダを複製先ボ
リュームにコピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの双方に同じフ
ァイルが存在する場合は、常に複製先のファイルが上書きされます。要複製のマ
ークの付いたファイルとまったく同じファイル、および要複製のマークの付いた
ファイルとファイル名および場所が一致しないファイルは、いっさい変更されま
せん。
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「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」「複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える」は、選択したファイルとフォル
ダを複製先ボリュームにコピーします。複製元ボリュームと複製先ボリュームの
双方に存在するファイルについては、複製元のファイルが新しい場合のみ、複製
先のファイルが上書きされます。要複製のマークの付いたファイルとまったく同
じファイル、および要複製のマークの付いたファイルとファイル名および場所が
一致しないファイルは、いっさい変更されません。

「存在しないファイルのみ複製する」「存在しないファイルのみ複製する」は、選択したファイルとフォルダのうち、
複製先ボリュームに存在しないものだけをコピーします。複製先ボリュームにあ
るファイルとフォルダは、いっさい変更されません。

4. 複製操作では、宛先ボリューム上の既存ファイルが置き換えられたり、削除され
たりすることがあります。設定を継続する前に、重要なファイルを上書きした
り、削除することがないように確認してください。

5. 宛先ボリュームの選択が完了したら、「OK」をクリックします。
複製するファイルの選択複製するファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべてのファイル（キャッシュファイルを除
く）が選択されます。別の定義済みセレクタを選択したり、カスタムセレクタを
作成して、一部のファイルだけを選択することもできます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用し
て、カスタムセレクタを作成することもできます。セレクタについて
は、セレクタの使い方を参照してください。

3. セレクタは、どのファイルが複製の対象となるかを決めるのに使用され
るもので、実際にコピーされるファイルを決めるものではありません。
たとえば、「すべてのファイル」を選択した場合、元ボリュームの全フ
ァイルと宛先ボリュームの既存ファイルとが比較されます。一致するフ
ァイルは、元ボリュームから宛先ボリュームにコピーされません。

複製実行オプションの設定複製実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、検証、バックアップレポートの更新、
その他のオプションを設定できるオプションウィンドウが表示されます。オプシ
ョンについての詳細は、実行オプションで説明します。たとえば、ファイルを元
ボリュームから宛先に単にコピーするのではなく、移動するオプションなどがあ
ります

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に
使用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できま
す。概要ウィンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニッ
トの割り当てを参照してください。
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複製スクリプト設定の編集複製スクリプト設定の編集

複製スクリプトを編集するには、ナビゲーションバーで「自動化」>「スクリプト
の管理」を選択します。「スクリプト」ウィンドウで編集するスクリプトを選択
し、「編集」をクリックします。

スクリプト設定がウィザードモードに表示された場合は、「高度な設定モードに
切り替える」をクリックすれば、高度な設定モードに表示されます。

設定を変更する場合は、元ボリューム、宛先、ファイル選択基準、オプション、
およびスケジュールを、適切なボタンをクリックして変更します。高度な設定モ
ードでの設定の編集方法は、最初に設定したときの方法とほとんど同じです。詳
しくは、高度な設定モードでの複製スクリプトの作成を参照してください。

ウィザードモードで設定を編集するには、「ウィザードモードに変更」をクリッ
クします。詳しくは、高度な設定モードからウィザードモードへの切り替えを参
照してください。
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高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え高度な設定モードからウィザードモードへの切り替え

複製スクリプトの設定は、作成時と同じモードで編集することが Retrospect, Inc. 推奨さ
れます。モードを切り替えることは可能ですが、ウィザードモードに存在しない高度なオ
プションが、Retrospect でどのように扱われるかを理解しておくことが重要です。

高度な設定モードの概要ウィンドウで「ウィザードモードに変更」をクリックすれば、必
要に応じて随時、ウィザードモードに戻ることができます。

高度な設定モードでスクリプトを編集した場合は、モードの切り替え前に変更を保存する
かどうかが尋ねられます。

スクリプト設定を変更していない場合は、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこ
そ」画面に切り替わり、現在の複製設定の概要が表示されます。

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないオプションが含まれるため、
ウィザードモードへの切り替え時には、これらのオプションの設定を保持するか、あるい
は破棄する必要があります。対象となる主なオプションは次のとおりです。

• 複製方法
• セレクタ
• 実行オプション
• スケジュール
• 実行ユニット

複製方法複製方法

高度な設定モードで宛先を選択する際には、ファイルの複製に使用する方法を指定できま
す。次のいずれかの方法を選択できます。

• ボリューム全体を置き換える
• 対応するファイルと置き換える
• 複製元ファイルが新しい場合のみ置き換える
• 存在しないファイルのみ複製する

ウィザードモードでは複製方法は指定できません。常に「ボリューム全体を置き替える」
が使用されます。

それぞれの複製方法の違いについての詳細は、複製先の設定を参照してください。

セレクタセレクタ

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できない、いくつかの高度な組み込み
セレクタがあります。さらに、高度な設定モードでは、カスタムセレクタを作成し、使用
することもできます。
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ウィザードモードにないセレクタを選択した後、「ウィザードモードに変更」をクリック
すると、それらの高度なセレクタはそのまま保持され、複製の実行時に適用されます。

そのような場合、ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、「選択」
フィールドに（高度な設定モードで作成されました）というメッセージが表示されます。

また、複製設定を編集すると、「複製するファイルの種類は何ですか?」画面に、新しいオ
プションが表示されます。
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• 高度なセレクタを保持するには、「高度な設定モードの選択を保持」を選択しま
す。

• 高度なセレクタを破棄して新しいセレクタを使用する場合は、「次を選択」を選
択し、新しいオプションを選択します。

実行オプション実行オプション

高度な設定モードには、検証などウィザードモードでは利用できない多数の実行オプショ
ンがあります。

ウィザードモードにない実行オプションを選択した後、「ウィザードモードに変更」をク
リックすると、それらの高度な実行オプションはそのまま保持され、複製の実行時に適用
されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、高度な実行オプションが複
製に含まれているかどうかは明示されません。高度な実行オプションの有無を調べるに
は、いったん高度な設定モードに切り替えて、「オプション」の設定を確認する必要があ
ります。

スケジュールスケジュール

高度な設定モードには、ウィザードモードでは利用できないスケジュールオプションがあ
ります。たとえば、種類の異なる複数のスケジュールを作成したり、1 つのスクリプトに
複数のスクリプトを作成することができます。詳しくは、スクリプトのスケジュール作成
を参照してください。
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ウィザードモードで利用できないスケジュールオプションを指定した後、「ウィザードモ
ードに変更」をクリックしても、それらのオプションは保持されます。

そのような場合、ウィザードモードの「バックアップウィザードへようこそ」画面には、
（高度な設定モードで作成されました）という文字列が「スケジュール」フィールドに表
示され、さらにスケジュールがウィザードモードで編集できないことを知らせるメッセー
ジも表示されます。

また、バックアップ設定を編集すると、「いつ複製しますか?」画面に、新しいオプション
が表示されます。
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• 高度な設定モードで設定したスケジュールを保持する場合は「既存のスケジュー
ルを維持」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、スケジュールを持たないス
クリプトを設定する場合は「スケジュールなし」を選択します。

• 高度な設定モードで設定したスケジュールを破棄し、新たにスケジュールを設定
する場合は「現在のスケジュールを変更」を選択します。

実行ユニット実行ユニット

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品の場合、複製スクリプトに使用する実
行ユニットを、高度な設定モードで指定できます。

特定の実行ユニット（「任意の実行ユニット」以外）を選択して「ウィザードモードへ切
り替える」をクリックすると、実行ユニットの情報はそのまま保持され、選択した実行ユ
ニットが複製スクリプトの実行時に使用されます。

ウィザードモードの「複製ウィザードへようこそ」画面には、スクリプトで特定の実行ユ
ニットが選択されているかどうかは明示されません。特定の実行ユニットが選択されてい
るかどうかを調べるには、いったん高度な設定モードに切り替えて設定を確認する必要が
あります。
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スクリプトによるアーカイブスクリプトによるアーカイブ

アーカイブによって、ほとんど使用しないファイルをハードディスクから削除し、そのフ
ァイルのコピーをストレージメディアで保管することができます。

アーカイブスクリプトの作成方法と使い方は、バックアップスクリプトとほとんど同じで
す。

詳しくは、高度な設定モードでのバックアップスクリプトの作成を参照してください。

この項では、アーカイブスクリプトとバックアップスクリプトの違いについて説明しま
す。

アーカイブスクリプトはバックアップスクリプトと似ていますが、主に以下の 3 つの違い
があります。

• バックアップスクリプトは複数の宛先バックアップセットに対応しますが、アー
カイブスクリプトは 1 つの宛先バックアップセットのみに対応します。

• アーカイブスクリプトには、バックアップスクリプトでは利用できない追加のオ
プションがあります。アーカイブスクリプトの場合、ファイルを元ボリュームか
ら宛先へ単にコピーするのではなく、移動することができます。「ファイル移
動」オプションについて詳しくは、アーカイブ実行オプションを参照してくださ
い。

• アーカイブスクリプトは、デフォルトでは、選択したファイルをすべて元ボリュ
ームから宛先へコピー（または移動）します。バックアップスクリプトのデフォ
ルトでは、宛先にまだ存在しないファイル、または前回のコピー以降に修正され
ているファイルのみがコピーされます。

• どちらの場合も、一致ファイルの扱いを変更することで、デフォルトの動作を変
更できます。詳しくは、照合実行オプションを参照してください。

アーカイブに関するその他の情報については、アーカイブに関するヒントを参照してくだ
さい。

スクリプトによる復元スクリプトによる復元

通常、いつファイルを復元する必要が生じるかは前もってわかりませんが、復元スクリプ
トが役に立つ状況はいくつかあります。たとえば学校のコンピュータラボで、共通の元ボ
リュームからハードディスクを毎晩復元する場合に使用する復元スクリプトを作成できま
す。

復元スクリプトの定義手順は、以下のとおりです。

• 復元スクリプトの作成
• 復元元の設定
• 復元先の設定
• 復元するファイルの選択
• 復元実行オプションの設定
• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。
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• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存

復元スクリプトの作成復元スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「復元」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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この「スクリプト」ウィンドウは、基本復元の概要ウィンドウとほぼ同じで、元
バックアップセット、宛先ボリューム、ファイルの選択基準、オプションが表示
されます。これはスクリプトであるため、スケジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、復元元のバックアップセットと関連するスナップショットを指定
できます。

「宛先」「宛先」では、宛先ボリュームを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、復元するファイルおよびフォルダを選択する条件を指
定します。

「オプション」「オプション」では、さまざまなオプションを指定できます。たとえば、復元されたすべ
てのファイルの「修正日」を現在の日時に自動変更することができます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。

復元元の設定復元元の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリプトのサマリウインドウには「バックアップセッ
トが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」をクリックして、バックアップセットとそのスナップショット
がリスト表示されたウィンドウを表示します。
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2. このウィンドウの上部で、復元元にするスナップショットが含まれるバックアッ
プセットを選択します。

3. 探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタ
ンをクリックし、追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成
してそのバックアップセットにアクセスします。

4. ウィンドウの下部で、スナップショットを選択します。

各スナップショットの日時が表示されています。

5. 探しているスナップショットがリストに表示されていない場合、「スナップショ
ットを追加」ボタンをクリックして、ストレージメディアから追加のスナップシ
ョットを取り込みます。

6. 「OK」をクリックして続けます。

バックアップセットおよびスナップショットの日時、およびボリューム名がスク
リプトウィンドウにリスト表示されます。

復元先の設定復元先の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリプトのウィンドウには「ボリュームが選ばれてい
ません」というメッセージが表示されます。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。
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「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示されます。

2. ファイルの復元先となるボリュームを選択します。
3. リストボックスから復元方法を選択します。

「ボリューム全体を復元」「ボリューム全体を復元」は、宛先ボリュームのディスクを、復元元のスナップ
ショットと完全に同じ状態にします。これは、復元対象としてマークされたもの
と一致しないファイルおよびフォルダを宛先ボリュームから削除し、マークされ
たファイルと同じファイルは現状のまま残します。それ以外のすべてのファイル
とフォルダは、フォルダ階層を維持したまま、スナップショットから宛先ボリュ
ームにコピーします。これは「ボリューム全体を復元」を選択した場合の、デフ
ォルトの復元処理です。スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステム
ボリュームの場合、このオプションを選択すると、レジストリとシステム情報も
デフォルトでスナップショットから復元されます。
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オペレーティングシステムのクラッシュを防止するために、「ボリューム全体を
復元」ではアクティブな Windows システムを削除しません。また、Mac OS クラ
イアントの起動用のシステムフォルダも削除しません。

「対応するファイルと置き換える」「対応するファイルと置き換える」は、選択したすべてのファイルをスナップシ
ョットから復元します。復元元のスナップショットと宛先ボリュームの双方に存
在するファイルについては、宛先ボリュームのファイルが上書きされます。宛先
ボリュームにある対応するファイル（同一のファイル）は、スナップショットの
ファイルより古いかどうかに関係なく、常にスナップショットから取り込まれた
ファイルで上書きされます。ファイルが要復元のマークの付いたファイルと同一
の場合、またはこれらのファイルへのパスが一致しない場合には、それらのファ
イルはそのまま残ります。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復
元」実行オプションを選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップシ
ョットから復元されます（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステ
ムボリュームの場合）。

「バックアップが新しい場合のみ置き換える」「バックアップが新しい場合のみ置き換える」は、スナップショットから選択し
たファイルのうち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファイルを復元し、宛
先ボリュームとスナップショットの双方に存在するファイルについては、スナッ
プショットのファイルが新しい場合のみ、宛先ボリュームのファイルを上書きし
ます。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」実行オプション
を選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップショットから復元され
ます（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリュームの場
合）。

「存在しないファイルのみ復元する」「存在しないファイルのみ復元する」は、スナップショットから選択したファイ
ルのうち、宛先ボリュームに存在しないすべてのファイルを復元します。宛先ボ
リュームの既存ファイルは上書きしません。宛先ボリュームとスナップショット
の双方に存在するファイルは復元されず、宛先ボリュームのファイルがそのまま
残されます。このオプションを選択し、さらに「システム状態の復元」実行オプ
ションを選択すると、レジストリとシステム状態情報がスナップショットから復
元されます（スナップショットと宛先ボリュームがどちらもシステムボリューム
の場合）。

4. レジストリとシステム状態だけを復元するには、「存在しないファイルのみ復元
する」を選択し、さらに「選択したファイル」をクリックして、ファイルを 1 つ
も選択していないことを確認します。その後、「オプション」>「追加選択」をク
リックして、「システム状態の復元」チェックボックスをチェックします。

「ファイルとフォルダを復元する」「ファイルとフォルダを復元する」は、宛先ボリューム上にバックアップセット
と同じ名前を持つ新規フォルダを作成し、スナップショットから選択したすべて
のファイルを、スナップショットのフォルダ階層を維持したまま、そのフォルダ
内にコピーします。置き換えられたり、上書きされたりすることはありません。
これは「ファイルとフォルダを復元する」を選択した場合の、デフォルトの復元
処理です。このオプションでは、レジストリとシステム状態情報は復元されませ
ん。

「ファイルのみ復元」「ファイルのみ復元」は、宛先ボリューム上にバックアップセットと同じ名前を
持つ新規フォルダを作成し、スナップショットから選択したすべてのファイル
を、そのフォルダにコピーします。スナップショットのフォルダ階層は維持され
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ません。置き換えられたり、上書きされたりすることはありません。このオプシ
ョンでは、レジストリとシステム状態情報は復元されません。

5. 「ボリューム全体を復元」や「対応するファイルと置き替える」、または「バッ
クアップが新しい場合のみ置き換える」を実行すると、宛先ボリュームのデータ
が破壊されることがあります。これらのいずれかの方法を選択する場合は、宛先
ボリューム上のファイルを削除したり、置き換えたりしてもかまわないことを確
認してください。

6. 「OK」をクリックします。
復元するファイルの選択復元するファイルの選択

デフォルトでは、元バックアップセットのすべてのファイルが選択されます。事前定義済
みの別のセレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、全ファイルのサブセット
を選択することができます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カス
タムセレクタを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い
方を参照してください。

3. セレクタは、どのファイルが復元の対象となるかを決めるのに使用されるもの
で、実際に復元されるファイルを決めるものではありません。たとえば、「すべ
てのファイル」を選択した場合、元バックアップセットの全ファイルと宛先ボリ
ュームの既存ファイルとが比較されます。一致するファイルは、元バックアップ
セットから宛先ボリュームにコピーされません。

復元実行オプションの設定復元実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックして、オプションウィンドウを表示します。「追加選
択」をクリックすると、実行オプションに詳しく説明されているさまざまなオプションを
指定できます。

「日付の修正更新」オプションは、復元操作の場合にのみ利用できます。詳しくは、ファ
イル実行オプションを参照してください。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に使用する
実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィンドウ
のリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照してくだ
さい。

スクリプトによるバックアップセット転送スクリプトによるバックアップセット転送

1 つ以上のバックアップセット内のすべてのファイルとスナップショットを、新規または
既存の 1 つのバックアップセットに定期的にコピーする必要がある場合は、バックアップ
セット転送スクリプトを作成して操作を自動化することができます。スナップショット転
送スクリプトは、次の用途に使用できます。

237 WINDOWS ユーザー ガイド



• バックアップセットのクローンの作成
• メディアの不具合に対する予防措置
• 運用環境外での保管
• 新しいバックアップサイクルの開始
• 複数のバックアップセットの一体化

バックアップセット転送スクリプトでは、転送元のファイルと転送先の既存ファイルがデ
フォルトで照合され、必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすでに存在するス
ナップショットとファイルは、いっさい変更されません。

バックアップセット転送スクリプトには、プレビュー機能はありません。手作業でファイ
ルを選択する代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルを転送するときは、両方のバックアップセットが同じタ
イプのメディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライブや CD/
DVD ドライブは別にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセットの場合
は、個別のバックアップデバイスという要件は適用されません。

バックアップセットごとに別のドライブを用意できない場合は、ディスクバックアップセ
ットにファイルを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセットにコピーする
ことができます。

バックアップセット転送スクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

• バックアップセット転送スクリプトの作成
• 転送元バックアップセットの選択
• 転送先バックアップセットの選択
• 転送するファイルの選択
• 追加オプションの設定
• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存

バックアップセット転送スクリプトの作成バックアップセット転送スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「バックアップセット転送」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。
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入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本バックアップセット転送の概要ウィンド
ウとほぼ同じで、元バックアップセット、宛先バックアップセット、ファイルの
選択基準、オプションが表示されます。これはスクリプトであるため、スケジュ
ール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、1 つ以上のバックアップセットを選択できます。

「宛先」「宛先」では、宛先バックアップセットを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、転送するファイルおよびフォルダを選択する条件を指
定します。

「オプション」「オプション」では、検証やデータ圧縮など、さまざまなオプションを指定できます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。
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転送元バックアップセットの選択転送元バックアップセットの選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分
には「バックアップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、「バックアップセットの選択」ウィン
ドウを表示します。

2. 転送するデータが入ったバックアップセットを 1 つ以上選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタ
ンをクリックし、追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成
してそのバックアップセットにアクセスします。

3. バックアップセット転送スクリプトは、転送元のバックアップセットにあるすべ
てのスナップショットと関連ファイルを、転送先のバックアップセットにコピー
します。この動作はスナップショット転送スクリプトとは異なります（スナップ
ショット転送スクリプトでは、アクティブなスナップショットと関連ファイルだ
けがコピーされます）。詳しくは、スクリプトによるスナップショット転送を参
照してください。

4. 「OK」をクリックします。

スクリプトウィンドウにそのバックアップセットがリスト表示されます。
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転送先バックアップセットの選択転送先バックアップセットの選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトウィンドウの「宛先」部分には「バックアッ
プセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。

2. 宛先バックアップセットを選択します。

すでに転送元として指定したバックアップセットだけが表示されるか、表示され
ているいずれのバックアップセットも、転送先として望ましくない場合は、「新
規作成」をクリックして新規バックアップセットを作成します。詳しくは、新規
バックアップセットの作成を参照してください。

3. 宛先バックアップセットと元バックアップセットは、別のものでなければなりま
せん。

4. 「OK」をクリックします。
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転送するファイルの選択転送するファイルの選択

デフォルトでは、転送元バックアップセットのすべてのファイルが選択されます。事前定
義済みの別のセレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、全ファイルのサブセ
ットを選択することができます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレ
クタを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してくだ
さい。

追加オプションの設定追加オプションの設定

Retrospect には、バックアップセット転送専用の複数の実行オプションがあります。

概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、スナップショットのコピー、検証、
データ圧縮、元バックアップセットの置き換え、およびその他のオプションのデフォルト
設定を変更できます。
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これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、
実行オプションを参照してください。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使
用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィ
ンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照し
てください。

スクリプトによるスナップショット転送スクリプトによるスナップショット転送

1 つ以上のバックアップセット内のスナップショットと関連ファイルを、新規または既存
の 1 つのバックアップセットに定期的にコピーする必要がある場合は、スナップショット
転送スクリプトを作成して操作を自動化することができます。スナップショット転送スク
リプトは、次の用途に使用できます。
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• 代用フルバックアップによる新規バックアップセットの開始
• 障害復旧用のオフラインバックアップセットの作成
• フルバックアップによるバックアップサイクルの開始

スナップショット転送スクリプトは、いくつかの点でバックアップセット転送スクリプト
とは異なります。具体的な相違点は次のとおりです。

• アクティブなスナップショットだけが転送される（バックアップセット転送スク
リプトではすべてのスナップショットが転送される）。

• 転送するスナップショットをいくつかの方法で選択できる（バックアップセット
転送スクリプトでは、常にすべてのスナップショットが転送される）。

スナップショット転送では、転送元のファイルと転送先の既存ファイルがデフォルトで照
合され、必要なファイルだけがコピーされます。転送先にすでに存在するスナップショッ
トとファイルは、いっさい変更されません。

スナップショット転送スクリプトには、プレビュー機能はありません。手作業でファイル
を選択する代わりに、セレクタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でスナップショットを転送するときは、両方のバックアップセット
が同じタイプのメディアに存在する場合でも、それらのメディアを挿入するテープドライ
ブや CD/DVD ドライブは別にする必要があります。ただし、ファイルバックアップセット
の場合は、個別のバックアップデバイスという要件は適用されません。

各バックアップセットに個別のドライブがなくても、ハードディスク上のファイルバック
アップセットにスナップショットを一時的にコピーしてから、それを宛先バックアップセ
ットにコピーすることができます。

スナップショット転送と代用フルスナップショット転送と代用フル

スナップショット転送スクリプトにより、「代用フル」と呼ばれるバックアップを作成す
ることができます。スナップショットが次のものに転送される時に代用フルが作成されま
す。

• 新規バックアップセット
• 「元カタログファイルを宛先カタログファイルと照合」オプションがオフの場合
の既存バックアップセット

代用フルにより、たとえば最新のスナップショットだけを使用して既存のバックアップセ
ットから新規のバックアップセットをすばやく得ることができます。これにより、
Progressive バックアップの時間短縮効果を維持したまま、新しいバックアップサイクルを
開始できます。それ以降の同じバックアップセットへのバックアップでは、新規ファイル
と変更されたファイルだけがコピーされます。

転送の完了後、転送先バックアップセットには、フルバックアップした場合と同じデータ
が含まれます。つまり、時間のかかる実際のフルバックアップを実行することなく、同じ
結果を得ることができます。

• 代用フルバックアップの結果は、最新スナップショットの時点におけるフルバッ
クアップの結果に等しくなります。それらのスナップショットの作成日時以降に
作成または変更されたファイルや、最新スナップショットに含まれない古いバー
ジョンのファイルは含まれていません。
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代用フルは、1 つの連続したセッション内のすべてのファイルを含むバックアップセット
を作成する場合にも有効です。これにより、ボリューム全体をより迅速に復元することが
できます。必要なファイルをすべて探すために複数のセッションを検索する必要がないか
らです。

スナップショット転送スクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

• スナップショット転送スクリプトの作成
• スナップショット転送の転送元の選択
• スナップショット転送の転送先の選択
• 転送するファイルの選択
• 追加オプションの設定
• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存

スナップショット転送スクリプトの作成スナップショット転送スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「スナップショット転送」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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この「スクリプト」ウィンドウは、「基本スナップショット転送の概要」ウィン
ドウとほぼ同じで、元バックアップセット、宛先バックアップセット、ファイル
の選択基準、オプションが表示されます。これはスクリプトであるため、スケジ
ュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、転送元のバックアップセットとスナップショットを指定できま
す。

「宛先」「宛先」では、宛先バックアップセットを選択できます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、転送するファイルおよびフォルダを選択する条件を指
定します。

「オプション」「オプション」では、検証やデータ圧縮など、さまざまなオプションを指定できます。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。
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スナップショット転送の転送元の選択スナップショット転送の転送元の選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分
には「バックアップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、ボリューム選択ウィンドウを表示しま
す。

2. このボリューム選択ウィンドウ上部にあるリストで、転送するスナップショット
を含むバックアップセットを選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタ
ンをクリックし、追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成
してそのバックアップセットにアクセスします。
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ウィンドウの下のリストに、選択したバックアップセットのアクティブなスナッ
プショットのリストが、スナップショットの日時とバックアップボリュームの名
前と共に表示されます。

スナップショットのリストが表示されるのは、以下のオプションのいずれかが選
択されている場合です。「選択したスナップショット」または「選択した個々の
元ボリュームの最新スナップショット」スナップショットが含まれているのは、
横に日付が表示されているバックアップセットだけです。

Retrospect はデフォルトで、カタログファイルに登録された最新のスナップショ
ットをボリューム（またはサブボリューム）ごとに記憶しており、それらのスナ
ップショットがアクティブと見なされます。スナップショットは新旧を問わず、
すべてバックアップメディア（テープ、ディスク、または CD/DVD）に保存され
ます。バックアップやアーカイブの操作が正常に実行されると、カタログファイ
ル内の古いスナップショットが新しいものに置き換えられます。古いスナップシ
ョットは、バックアップメディアにはそのまま残り、必要に応じて取り込むこと
ができます。

3. グルーミングが有効なディスクバックアップセットの場合は、グルーミングポリ
シーに従って、必要なスナップショットがカタログファイルに保存されます。た
とえば、グルーミングポリシーで最新バックアップ 10 件を保存するように指定す
ると、ボリュームごとに 10 個のスナップショットがアクティブになります。さら
に、手動でロックされたスナップショットもアクティブになります。

4. 転送するスナップショットがリストに表示されない場合は、「スナップショット
を追加」ボタンをクリックします。

このリストには、選択したバックアップセット内のすべてのスナップショットが
表示されます。スナップショットを選択して「取り込み」ボタンをクリックする
と、バックアップセットのメディアから古いスナップショットがコピーされ、元
ボリュームウィンドウのリストに追加されます（古いスナップショットの取り込
みで、他のメディアの挿入が必要になることがあります）。追加したスナップシ
ョットはアクティブになります。

5. すでに使用できる「スナップショット」を選択すると、「取り込み」ボタンは無
効になります。

6. 転送するスナップショットを 1 つ以上選択します。

転送元のバックアップセットの選択後は、転送するスナップショットをいくつか
の方法で選択できます。

7. 「個々の元ボリュームの最新スナップショット」「個々の元ボリュームの最新スナップショット」は最新のスナップショットと、
アクティブなスナップショットのリスト内の各ボリューム（またはサブボリュー
ム）に対し関連するファイルを転送します。つまり、スクリプト実行時点で最新
のスナップショットがすべて転送されます。

8. 「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」は最新のスナップショ
ットと、アクティブなスナップショットのリスト内で選択した各ボリューム（ま
たはサブボリューム）に対し関連するファイルを転送します。つまり、スクリプ
ト実行時点で最新の、選択したボリューム（またはサブボリューム）のスナップ
ショットが転送されます。

9. 「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」「個々の元ボリュームの全アクティブスナップショット」はすべてのアクティブ
なスナップショットと関連するファイルを転送します。アクティブなスナップシ
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ョットと元ボリュームのリストを表示するには、「選択したスナップショット」
オプションを一時的に選択します。「個々の元ボリュームの全アクティブスナッ
プショット」を再び選択してから「OK」をクリックしてください。古いスナップ
ショットをアクティブにするには、「スナップショットを追加」をクリックしま
す。

10. 「選択したスナップショット」「選択したスナップショット」ではアクティブなスナップショットのリストから
選択したスナップショット（および関連ファイル）だけが転送されます。複数の
スナップショットを選択するには、Control キーまたは Shift キーを押しながらス
ナップショットをクリックします。古いスナップショットをアクティブにするに
は、「スナップショットを追加」をクリックします。

バックアップセットのアクティブなスナップショットはバックアップを実行する
たびに変化するため、「選択した個々の元ボリュームの最新スナップショット」
オプションはスナップショット転送で非常に効果的です。

11. スナップショット転送スクリプトでは、アクティブなスナップショットだけがコ
ピーされます。すべてのスナップショットをコピーする場合は、バックアップセ
ット転送スクリプトを使用してください。詳しくは、スクリプトによるバックア
ップセット転送を参照してください。

12. 「OK」をクリックします。

バックアップセットとスナップショットの情報が、ボリューム選択ウィンドウに
表示されます。

転送するスナップショットを追加するには、「追加」をクリックします。

元ボリュームを削除するには、そのボリュームを選択して「削除」をクリックし
ます。

選択したバックアップセットとスナップショットに問題がなければ、「OK」をク
リックします。

スナップショット転送の転送先の選択スナップショット転送の転送先の選択

これは新しいスクリプトなので、スクリプトウィンドウの「宛先」部分には「バックアッ
プセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。
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2. 宛先バックアップセットを選択します。

リストに表示されているいずれのバックアップセットも転送先として望ましくな
い場合は、「新規作成」をクリックして新規バックアップセットを作成します。
詳しくは、新規バックアップセットの作成を参照してください。

3. 「OK」をクリックします。
転送するファイルの選択転送するファイルの選択

デフォルトでは、選択したスナップショット内のすべてのファイルが、転送先バックアッ
プセットに転送されます。別のセレクタを選択して、一部のファイルを転送することもで
きます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カスタムセレ
クタを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い方を参照してくだ
さい。
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追加オプションの設定追加オプションの設定

Retrospect には、スナップショット転送専用の複数の実行オプションがあります。

概要ウィンドウで「オプション」をクリックすると、メディアの検証、データ圧縮、元バ
ックアップセットの置き換え、およびその他のオプションのデフォルト設定を変更できま
す。

これらのオプションの詳細は、転送実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、
実行オプションを参照してください。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使
用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィ
ンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照し
てください。
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スクリプトによるスクリプトによるグルーミンググルーミング

グルーミングスクリプトにより、ディスクスペースの確保をスケジュールすることができ
ます。グルーミングスクリプトが実行されると、指定したグルーミングポリシーに基づ
き、元ディスクバックアップセットから古いファイルとフォルダが削除されます。グルー
ミングスクリプトがない場合、古いファイルとフォルダはさらにディスク容量が要求され
るまで削除されません。

ディスクバックアップセットに対してグルーミングを有効にする方法についての詳細は
「オプション」タブを参照してください。

グルーミングスクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

• グルーミングスクリプトの作成
• グルーミングする元ボリュームの選択
• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存

グルーミングスクリプトの作成グルーミングスクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「グルーミング」を選択して、「OK」をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。
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5. スクリプトに情報を追加するには、該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、1 つ以上のバックアップセットを選択できます。詳しくは、「グ
ルーミングする元ボリュームの選択」を参照してください。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。詳しくは、「スクリ
プトのスケジュール作成」を参照してください。

スクリプトウィンドウ内の情報が正しい場合は、スクリプトを保存できます。詳しくは、
スクリプトの保存を参照してください。

グルーミングする元ボリュームの選択グルーミングする元ボリュームの選択

新しいスクリプトの場合、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分には
「バックアップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、「バックアップセットの選択」ウィン
ドウを表示します。
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• ディスクバックアップセットだけが表示されます。他のタイプのメディアではグ
ルーミングはサポートされていないからです。

• グルーミングするデータが入ったバックアップセットを 1 つ以上選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタンをクリ
ックし、追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成してそのバックア
ップセットにアクセスします。

• グルーミングが有効ではないバックアップセットを選択した場合、Retrospect は
スクリプトの実行時に操作ログにエラーを記録し、その他の元バックアップセッ
トのグルーミングを継続します。

• 「OK」をクリックします。

スクリプトウィンドウにそのバックアップセットがリスト表示されます。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使
用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィ
ンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照し
てください。
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スクリプトによるスクリプトによる検証検証

検証スクリプトにより、バックアップセットのメディアの検証をスケジュールすることが
できます。この「オフライン検証」はバックアップウィンドウを最大化するために有効な
ツールです。手動でメディアを検証するには、ナビゲーションバーから「ツール」>「メ
ディアの検証」を選択します。詳しくは、バックアップセットメディアの検証を参照して
ください。

たとえば、ユーザがコンピュータから離れている夜間にバックアップスクリプトを完了で
きない場合には、バックアップスクリプトに「No verification」を選択し、朝に別途検証ス
クリプトを実行するようにスケジュールすることができます。バックアップスクリプトに
検証フェーズが含まれなくなるので、より早く終了することになります。

検証可能な場合、検証スクリプトはバックアップセットメディアのデータを、元バックア
ップセットのファイルとバックアップ時に生成された MD5 とを比較することにより検証
します。つまり、バックアップ元ボリュームにアクセスする必要がないので、該当するボ
リュームのスローダウンを防止します。

特定の状況下では、バックアップ時に生成された MD5 にアクセスしません。Retrospect
11.0 以前のバージョンを使用して作成されたすべてのバックアップと、「バックアップ操
作中に MD5 ダイジェストを生成」環境設定を無効にして作成されたバックアップが、こ
れに該当します。詳しくは、検証環境設定を参照してください。

この場合、バックアップセットメディアのすべてのファイルがチェックされて、読み出し
可能であることが確認されます。

• 検証スクリプトでは、複数のメディアにまたがるバックアップを検証する場合、
メディアの再セットが要求されます。

検証スクリプトの作成手順は、以下のとおりです。

• 検証スクリプトの作成
• 検証元の選択
• 追加オプションの設定
• 実行ユニットの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• スクリプトのスケジュール作成
• スクリプトの保存

検証スクリプトの作成検証スクリプトの作成

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「スクリプト
の管理」ボタンをクリックします。

「スクリプト編集」ウィンドウが表示されます。

2. 「新規」ボタンをクリックして、新規スクリプトの作成を開始します。

「スクリプト選択」ウィンドウが表示されます。

3. リストから「検証」を選択して、「OK」をクリックします。
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「スクリプト命名」ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

5. スクリプトに情報を追加するには、該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、1 つ以上のバックアップセットを選択できます。詳しくは、「検
証元の選択」を参照してください。

「オプション」「オプション」で検証オプションを指定します。詳しくは、「追加オプションの設定」を
参照してください。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行日時や間隔を指定します。詳しくは、「スクリ
プトのスケジュール作成」を参照してください。

スクリプトウィンドウ内の情報が正しい場合は、スクリプトを保存できます。詳しくは、
スクリプトの保存を参照してください。
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検証元の選択検証元の選択

新しいスクリプトの場合、スクリプトの概要ウィンドウの「元ボリューム」の部分には
「バックアップセットが選ばれていません」というメッセージが表示されます。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックして、「バックアップセットの選択」ウィン
ドウを表示します。

2. 検証するデータが入ったバックアップセットを 1 つ以上選択します。

探しているバックアップセットがリストに表示されていない場合、「更に」ボタ
ンをクリックし、追加のバックアップセットのカタログファイルを開くか再作成
してそのバックアップセットにアクセスします。

3. 「OK」をクリックします。

スクリプトウィンドウにそのバックアップセットがリスト表示されます。

追加オプションの設定追加オプションの設定

Retrospect には検証スクリプトを指定するための実行オプションがあります。

257 WINDOWS ユーザー ガイド



サマリウィンドウで「オプション」をクリックして、検証するバックアップのデフォルト
設定を変更します。

このオプションの詳細は、検証実行オプションを参照してください。

「追加選択」ボタンをクリックして、他の実行オプションにアクセスします。詳しくは、
実行オプションを参照してください。

実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、このスクリプトに使
用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できます。概要ウィ
ンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニットの割り当てを参照し
てください。
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スクリプトのスケジュール作成スクリプトのスケジュール作成

スクリプトは、いつでも手動で実行できますが、無人でも実行できるように設計されてい
ます。無人で実行するには、スクリプトを実行する時間と頻度を指定したスケジュールを
作成する必要があります。

オペレータがいるときにコマンドでスクリプトを実行する場合は、スクリプトの手動実行
を参照してください。

スクリプトのスケジュールは、指定日に自動実行したり、繰り返し（たとえば、2 週間ご
とに）自動実行したりするように設定できます。同じスクリプトに対して複数のスケジュ
ールを設定し、スケジュールごとに異なるバックアップ動作を指定することもできます。

バックアップ計画全体の一部としてスクリプトを使用する方法について詳しくは、バック
アップ計画を参照してください。

スクリプトをスケジュールするには

1. 「スクリプトの概要」ウィンドウで、「スケジュール」ボタンをクリックしま
す。

「スケジュール」ウィンドウが表示されます。

2. 「追加」ボタンをクリックします。
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3. 追加するスケジュールの種類を指定して、「OK」をクリックします。

「曜日指定」「曜日指定」では、曜日と週単位の繰り返し間隔を指定します。複数の曜日を組
み合わせることもできます。たとえば、月曜と水曜日に実行するスクリプトや、
隔週で実行するスクリプトをスケジュールできます。週は、開始日が含まれる週
の日曜日に始まることに注意してください。

「繰り返し」「繰り返し」では、指定間隔ごとに繰り返されるスケジュールを定義できます。
たとえば、毎月の最終金曜日、あるいは 2 時間ごと、のような指定が可能です。

「指定日」「指定日」では、1 回だけ実行する日時を指定します。たとえば、「2003 年 4 月
19 日、6:00 a.m.」のように指定します。

4. 各スケジュールを自由に組み合わせて、スクリプトに設定することができます。
5. スクリプトスケジュールの作成の説明に従ってスケジュールを作成したら、
「OK」をクリックします。

「スケジュール」ウィンドウが表示されます。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 260



6. 「追加」をクリックして追加のスケジュールを作成するか、「修正」をクリック
して指定したスケジュールを変更するか、または「削除」をクリックして指定し
たスケジュールを削除します。

7. スクリプトのスケジュールが完了したら、「OK」をクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示されます。
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作成したスケジュールに基づいて、次にスケジュールされている実行が 6 つリスト表示さ
れます。

スクリプトスケジュールの作成スクリプトスケジュールの作成

Retrospect で利用可能なスケジュールのタイプには次の 3 つがあります。

• 曜日指定
• 繰り返し
• 指定日

これらのスケジュールにはいくつか共通要素がありますが、各タイプの作成プロセスは若
干異なります。

スケジュールの共通要素スケジュールの共通要素

すべてのスケジュールタイプに共通のコントロールおよび設定があります。それは次のと
おりです。
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• 開始日時：スクリプトを実行する最初の日時を指定します。開始日時を変更する
には、変更する部分をクリックします。変更したい項目を選択して、希望する数
値や文字を入力するか、矢印ボタンをクリックして変更します。（キーボードの
上下矢印キーを押して、変更することもできます。別の項目に移動するときは、
Tab キーを押してください。）

• バックアップ動作の種類と宛先：バックアップスクリプトのスケジュールを作成
する場合は、バックアップ動作と宛先も指定できます。「動作」リストボックス
から、「標準」、「新規メンバー」、「置き替え」、「新規バックアップセッ
ト」のいずれかを選択します。（バックアップスクリプトと転送スクリプトの
み）。

「開始日時」「開始日時」スクリプトを実行する最初の日時を指定します。開始日時を変更するには、
変更する部分をクリックします。変更したい項目を選択して、希望する数値や文字を入力
するか、矢印ボタンをクリックして変更します。（キーボードの上下矢印キーを押して、
変更することもできます。別の項目に移動するときは、Tab キーを押してください。）

曜日指定スケジュールの場合、開始日を指定してもその日にスクリプトが実行されるわけ
ではありません。たとえ同じ週であっても実行されません。ウィンドウ上部の概要情報を
チェックし、スクリプトが最初に実行される実際の日時を確認してください。

「バックアップ動作の種類と宛先」「バックアップ動作の種類と宛先」バックアップスクリプトまたは転送スクリプトのスケ
ジュールを作成する場合は、バックアップ動作も指定できます。「動作」リストボックス
から、「標準」、「新規メンバー」、「書き替え」、「新規バックアップセット」のいず
れかを選択します。

• 「標準」「標準」は典型的な Progressive バックアップで、新規ファイル、変更されたフ
ァイル、およびバックアップセットに存在しないファイルを選択し、既存のメン
バーに追加します。

• 「新規メンバー」「新規メンバー」は、指定されたバックアップセット内で、新規メンバーの位置
までスキップします。名前が一致する既存メンバーか、種類が一致する新規また
は消去済みのメディアが使用されます。「新規メンバー」は、ファイルがバック
アップセット内の次のメンバーにコピーされる点を除けば「標準」と同様です。

• 「置き替え」「置き替え」は、バックアップセットの内容を示すカタログの項目を消去し、バ
ックアップ済みファイルが 1 つもない状態にします。次に、バックアップセット
内の先頭メディアメンバーが検索され、それが有効な場合は消去されます。先頭
のメディアメンバーが利用不可能な場合は、利用できる新規または消去済みのメ
ディアが使われます。元ボリュームから選択したすべてのものが、バックアップ
セットにバックアップされます。

• 「新規バックアップセット」「新規バックアップセット」では、新規または消去済みのメディアを使用して、
新規バックアップセットを作成します（以前のバックアップセットと似た名前が
付けられます）。オリジナルのバックアップセットとカタログは現状のまま残
し、安全な場所に長期間保存することができます。新規バックアップセットとそ
のカタログには、連番付きの名前が付けられます。

バックアップ計画の一環として、メディアのローテーションを行うため、スクリプトに対
して複数のバックアップセットを指定することもできます。複数の宛先ボリュームバック
アップセットを指定した場合は、そのスケジュールで使用するバックアップセットを「宛
先」リストボックスから選択します。
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スクリプトに 1 つのバックアップセットしか指定されていない場合は、リストボックスは
表示されません。

曜日指定スケジュールの使い方曜日指定スケジュールの使い方

指定曜日にスクリプトを実行したい場合は、曜日指定スケジュールを使用します。

曜日指定スケジュールを作成するには

1. 「スケジュール」ダイアログボックスの「曜日指定」ラジオボタンを選択しま
す。

2. 「OK」をクリックします。

曜日指定スケジュールウィンドウが表示されます。
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3. スケジュールの共通要素で説明したとおりに、開始日時を設定します。
4. スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケ
ジュール環境設定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定して
も、スクリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バックアップセットを指定します。

5. スクリプトを実行する曜日のチェックボックスをクリックします。
6. 繰り返す間隔を週単位で入力します。

たとえば、「2」と入力すると、隔週でスクリプトが実行されます。

7. スケジュールウィンドウの設定がすべて終了したら、「OK」をクリックします。
繰り返しスケジュールの使い方繰り返しスケジュールの使い方

指定した時間、日数、週、または月に一度の間隔でスクリプトを実行したい場合は、繰り
返しスケジュールを使用します。

繰り返しスケジュールを作成するには

1. 「スケジュール」ダイアログボックスの「繰り返し」ラジオボタンを選択しま
す。
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2. 「OK」をクリックします。

繰り返しスケジュールウィンドウが表示されます。

3. スケジュールの共通要素で説明したとおりに、開始日時を設定します。
4. スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケ
ジュール環境設定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定して
も、スクリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バックアップセットを指定します。

5. 「繰り返し」リストボックスで、繰り返しの時間単位（時間、日、週、または
月）を選択します。

6. 繰り返し間隔を「時間」、「週」、「月」、または「日」欄に入力します。

「繰り返し」リストボックスは、入力した繰り返し間隔を反映したものになりま
す。

7. スケジュールウィンドウの設定がすべて終了したら、「OK」をクリックします。
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指定日スケジュールの使い方指定日スケジュールの使い方

指定した日時に 1 回だけスクリプトを実行したい場合には、指定日スケジュールを使用し
ます。

指定日スケジュールを作成するには

1. 「スケジュール」ダイアログボックスの「指定日」ラジオボタンを選択します。

2. 「OK」をクリックします。

指定日スケジュールウィンドウが表示されます。

3. スケジュールの共通要素で説明したとおりに、開始日時を設定します。
4. スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケ
ジュール環境設定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定して
も、スクリプトは作動しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バックアップセットを指定します。

5. スケジュールウィンドウの設定がすべて終了したら、「OK」をクリックします。

スクリプトスクリプトの保存の保存

すべてのスクリプト設定が指定し終わったら、スクリプトを保存する必要があります。保
存には、次の 3 つのオプションがあります。
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• 「保存」：「保存」アイコン

をクリックすると、作成のときに使用した名前でスクリプトが保存されま
す。単にスクリプトの概要ウィンドウの「OK」ボタンをクリックすることもでき
ます。

• 「名前を付けて保存」：「名前を付けて保存」アイコン

をクリックすると、新しい名前でスクリプトを保存できます。一度スクリプ
トを保存し、設定を修正した後に「名前を付けて保存」を選択すると、新しいス
クリプトを作成することができます。

• 「保存と実行」：「保存と実行」アイコン

をクリックするとスクリプトが保存され、「手動によるスクリプト実行」ウィン
ドウが表示されます。ここで、すぐにスクリプトを実行するか、「起動書類」を
作成することができます。

保存されたスクリプトの実行方法について詳しくは、スクリプトの実行を参照してくださ
い。
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スケジュールによる操作スケジュールによる操作

スケジュールしたスクリプトは、Retrospect が監視し、指定した日時に自動実行されま
す。スケジュールされているスクリプトのリストを表示するには、Retrospect のナビゲー
ションバーから「アクティビティモニタ」をクリックして、「予定」ボタンをクリックし
ます。

スクリプトを実行できる期間は、Retrospect の「スケジュール」環境設定（スケジュール
環境設定）で定義されます。この期間外の実行スケジュールを設定しても、スクリプトは
作動しません。

Retrospect はコンピュータのクロックをチェックし、スクリプトの次回の実行予定日と照
合します。

269 WINDOWS ユーザー ガイド



Retrospect は、スケジュール済みのスクリプトの実行をつねに監視しています。スケジュ
ール済みのスクリプトの実行が目前にせまっている場合（通常は 12 時間以内）、
Retrospect が自動的に終了することはありません。環境設定の内容によっては、停止も再
起動もできません（環境設定についてはスタートアップ環境設定を参照）。その場合、
Retrospect は起動したまま、スクリプトの実行を待ちます。

アクティビティモニタの「予定」タブについて詳しくは、「予定」タブを参照してくださ
い。

スクリプトのテストスクリプトのテスト

スクリプトの概要ウィンドウからいつでもスクリプトの有効性をチェックできます。
Retrospect では、スクリプトに必要な情報が欠けていないかどうか、実行の準備が整って
いるかどうかをチェックできます。スクリプトにストレージメディアが必要な場合、利用
可能な状態であることを確認するためにチェックすることもできます。

スクリプトをテストするにはスクリプトをテストするには

1. Retrospect ナビゲーションバーから「自動化」>「スクリプトの管理」を順にク
リックします。

2. テストするスクリプトをダブルクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示されます。

3. ツールバーの「チェック」アイコン

をクリ
ックします。

スクリプトの有効性、およびスクリプトの次回の実行予定日時を報告するダイアログボッ
クスが表示されます。
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スクリプトが無効である場合、スクリプトの問題を示す情報が表示されます。

1. スクリプトが有効でメディアが必要な場合、「メディアのチェック」ボタンをク
リックしてバックアップデバイスに必要なメディアが用意されているか確認する
ことができます。

2. 「OK」をクリックして、スクリプトの概要ウィンドウに戻ります。

スクリプトの実行スクリプトの実行

Retrospect では、次の 2 通りの方法でスクリプトを実行できます。

• スクリプトの自動実行
• スクリプトの手動実行
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スクリプトとのやり取りやスクリプトの制御について詳しくは、スクリプトの制御を参照
してください。

スクリプトの自動実行スクリプトの自動実行

スクリプトのスケジュール作成では、スクリプトを自動実行するための日時のスケジュー
ル方法について説明しています。スケジュールしたすべてのスクリプトは、Retrospect が
監視しており、指定した日時に自動実行されます。「アクティビティモニタ」ウィンドウ
（スケジュールされたスクリプトの表示で説明）には、これから予定されているイベント
が表示されます。

スクリプトの手動実行スクリプトの手動実行

スクリプトを手動で起動するには、次のような方法があります。

• Retrospect 内からスクリプトを即時実行します。
• 「起動書類」ファイルを作成します。これによって、オペレータの指示で、デス
クトップから（またはファイルが保存されている場所ならどこからでも）いつで
もスクリプトを実行できます。

「手動によるスクリプト実行」ダイアログボックスを使用して、希望の方法を指定しま
す。「手動によるスクリプト実行」ダイアログボックスへのアクセス方法には、次の 3 つ
があります。

• スクリプトの概要ウィンドウのツールバーから「保存と実行」ボタン

をクリックします。
• Retrospect の「実行」メニューからスクリプトを選択します。
• Retrospect のメインツールバーの「スクリプト実行」ボタン

をクリックしてスクリプトを選択し、「OK」をクリックします。
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スクリプトを即時実行するには

1. 「今すぐ実行」ラジオボタンを選択します。

実行ユニットリストボックスが有効な場合は、それを使って実行ユニットを選択
すれば、スクリプトと共に保存した選択より優先させることができます。実行ユ
ニットの詳細については実行ユニットの割り当てを参照してください。

実行するスクリプトがバックアップスクリプトの場合、「動作」リストボックス
を使用してバックアップのタイプを設定します。詳しくは、バックアップ動作を
参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先がある場合、もう 1 つのリストボックスを
使用して宛先バックアップセットを指定します。

2. 「実行」をクリックします。

起動書類を作成するには

1. 「起動書類を作成する」ラジオボタンを選択します。

実行するスクリプトがバックアップスクリプトの場合、「動作」リストボックス
を使用してバックアップのタイプを設定します。詳しくは、バックアップ動作を
参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先がある場合、もう 1 つのリストボックスを
使用して宛先バックアップセットを指定します。

2. 「保存」をクリックします。
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3. 起動書類の保存場所を「参照」で探し、ファイル名を入力した後、「保存」をク
リックします。

4. ファイルの拡張子は変更しないでください。起動書類はすべて、拡張子が .rrrで
なければなりません。

5. デスクトップまたは Windows エクスプローラから起動書類をダブルクリックし
て、スクリプトを実行します。

複数のスクリプトを順次実行するには、複数の起動書類を選択し、「ファイル」メニュー
から「開く」を選択します。複数の起動書類を一度に開いた場合、対応するスクリプトが
アルファベット順に実行されます。これは起動書類のファイル名ではなく、スクリプトの
名前の順番です。

同じスクリプトについて複数の起動書類を作成し、それぞれ異なるバックアップ動作と宛
先ボリュームバックアップセットを指定することができます。

スクリプトの制御スクリプトの制御

自動操作の制御は、基本操作の制御とほぼ同じです。詳しくは、「操作の制御」を参照し
てください。

スクリプトに固有の環境設定が数多くあります。これらを正しく設定する必要がありま
す。スクリプトは無人で実行されるように設計されており、夜間 Retrospect を終了し帰宅
した後であっても実行できます。Retrosepct の「スタートアップ」環境設定で、
Retrospect の起動サービスを有効にしており、Retrospect が自動起動してスクリプトを実
行できるように選択していることを確認してください。詳しくは、スタートアップ環境設
定を参照してください。

「スタートアップ」環境設定では、Retrospect が自動起動したときおよびスクリプトの実
行を終了したときの動作を決めることもできます。デフォルトでは、Proactive Backup が
実行中である場合、またはアプリケーションの先読み時間に実行される別のスクリプトが
スケジュールされている場合を除いて、Retrospect は終了します。詳しくは、スケジュー
ル環境設定を参照してください。
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スクリプトを手動で起動した場合、Retrospect ツールバーの「続けて使用」リストボック
スを使用して、実行を終了したときの Retrospect の動作を決めることができます。デフォ
ルトでは、何も行われませんが、スクリプトを開始して帰宅したい場合、実行完了時に
Retrospect を終了するように選択することができます。Proactive Buckup が実行中である
場合、または別のスクリプトがアプリケーションの先読み時間に実行されるようにスケジ
ュールされている場合を除いて、実行が終了したときに Retrospect は終了（またはシャッ
トダウン）します。先読み時間の指定方法について詳しくは、スケジュール環境設定を参
照してください。

Proactive Backupスクリプトスクリプト

バックアップスクリプトはパワフルで多機能なツールですが、変更が定期的に行われるバ
ックアップ環境では、他のタイプの操作、すなわち Proactive Backup を使用したほうが良
い場合があります。通常のバックアップスクリプトは、ある一定の順序で特定のボリュー
ムを指定のバックアップセットにコピーします。バックアップ環境が変わってボリューム
またはメディアが使用できなくなった場合は、次の予定の時間までバックアップは行われ
ません。これは、Retrospect に Proactive Backup オプションがあるためです。

Proactive Backup を利用するには、適切なライセンスコードが必要です。「設定」>「ラ
イセンス」の順にクリックすると、現在のライセンスが表示されます。新しいライセンス
を購入することもできます。

Proactive Backup の利点の利点

Retrospect の Proactive Backup 技術は、ネットワーク構成やディスク構成の変更に柔軟
に対応できます。通常のバックアップスクリプトは、明確に定義された元ボリューム/宛先
ボリュームバックアップセットの固定のスケジュールに従って実行されますが、Proactive
Backup スクリプトはリソースの使用可能性やバックアップの必要性に応じて駆動されま
す。元ボリュームは要求に沿った順序でバックアップされ、一番古くにバックアップされ
たものが最初にバックアップされます。ボリュームは、利用可能なバックアップセットメ
ディアのうち、最適なものにコピーされます。そのため、Proactive Backup スクリプトを
使えば、メディアの選択に関する自由度が増します。

Proactive Backup スクリプトは、ネットワーク上でコンピュータとボリュームが不規則に
出現する環境に最適です。たとえば、ネットワーク上に不規則に出現する取り出し可能な
ディスクやモバイルコンピュータを擁するオフィスでは、新規ボリュームが使用可能にな
ると、Proactive Backup がそのボリュームを認識してバックアップを行います。クライア
ントユーザは、ボリュームのバックアップを開始することもできます。

Proactive Backup スクリプトは単独で使用できますが、広範なバックアップ計画を必要と
する場合には、通常のバックアップスクリプトと併用することで最適な結果を得ることも
可能です。

Proactive Backup の機能の機能

Proactive Backup スクリプトは、他の Retrospect スクリプトに似ています。スクリプト
を実行しているバックアップコンピュータは、予定した実行期間には「proactive」とな
り、予定した停止期間には待機中となります。Proactive Backup の動作中はコンピュータ
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を Proactive Backup 専用にすることで、Proactive Backup の動作中に他のプログラムが
実行されないようにすることもできます。

Proacctive バックアップは、元ボリュームの最新バックアップに基づいてキューを生成し
ます。一番古くにバックアップされたボリュームはキューの先頭に移動され、その他のボ
リュームは優先順位に従って降順に配置されます。次に、Proactive Backup はローカルデ
スクトップを調べてネットワークをポーリングし、ボリュームを探します。

ネットワークポーリングによってネットワークのパフォーマンスが低下することはありま
せん。

Proactive Backup は、ボリュームキューの先頭から調べて、各元ボリュームが使用可能か
どうか判断します。また、必要に応じて各ボリュームを最適なバックアップセットにバッ
クアップします。Retrospect は、ボリュームを処理する際に、一番新しくバックアップさ
れたボリュームをキューの末尾に移動します。Proactive Backup は、使用可能な元ボリュ
ームをすべて現在のバックアップ間隔でバックアップしたら、ネットワーク上のクライア
ントを定期的にポーリングします。ポーリング処理では、最近出現したボリュームがチェ
ックされ、クライアントユーザがそのボリュームのバックアップを要求したかどうかチェ
ックされます。この一連の処理で、バックアップを要するボリュームは確実にバックアッ
プされます。

バックアップ管理者および Proactive Backup の許可があれば、クライアントユーザはいつ
でも、できるだけ早くバックアップすることを要求できます。Retrospect がそのクライア
ントを次にポーリングするときに、「できるだけ早く」の要求を認識してそのクライアン
トのバックアップを行います。

Proactive Backup スクリプトの終了時間になると、Retrospect は現在のボリュームのバッ
クアップを続行しますが新規バックアップは開始しません。スクリプトの終了時間になる
と、Retrospect は現在実行中のバックアップを停止します。スクリプトの次の予定開始時
刻までは、新規バックアップは一切行いません。

新規メンバー、置き換え、新規バックアップセットのいずれのバックアップ動作も
Proactive Backup スクリプトには不適切であるため、通常バックアップ動作だけが使用さ
れます。

Proactive Backup を使用する場合を使用する場合

以下の表では、標準のバックアップスクリプトと Proactive Backup スクリプトとの比較を
示しています。

機機
能能

バックアップスクリプトバックアップスクリプト Proactive Backup スクリプトスクリプト

宛
先
バ
ッ
ク

スケジュールに設定された、または実行
時に指定された単一のバックアップセッ
トにコピーします。メディアを使用でき
ないときはコピーできません。メディア

宛先ボリュームリスト中の使用可
能な最適バックアップセットにコ
ピーします。使用できる複数のバ
ックアップセット間で自動メディ
アローテーションを行います。
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ア
ッ
プ
セ
ッ
ト

のローテーションはスクリプトに記述さ
れています。

元
ボ
リ
ュ
ー
ム

元ボリュームリストの順にボリュームを
バックアップします。バックアップが失
敗すると、次のバックアップは次回のス
クリプト実行時まで行われません。

最終バックアップ日の優先順にボ
リュームをバックアップします。
バックアップが終了するたびに、
前に使用できなかったボリューム
も含めて、キューが再チェックさ
れます。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

バックアップは指定の時間に開始し、最
後の元ボリュームが完了した時点で終了
します。必要であれば、バックアップを
指定の時間に終了することもできます。

開始時間から終了時間まで実行し
ます。使用可能なボリュームのバ
ックアップは必要に応じて行われ
ます。

ユ
ー
ザ
の
要
求
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

できません。 空のフォルダも復元可能です。

Proactive Backup の使用に適した状況および Proactive Backup に基づくバックアップ計
画の実行については、ネットワークのバックアップ計画を参照してください。

リソースの管理リソースの管理

豊富なリソース（大容量の記憶装置、高速ネットワーク、強力な長時間運用のバックアッ
プ用コンピュータ）があり、元ボリュームが比較的少ない場合、Proactive Backup は動作
時間内に、すべてのボリュームを完全にバックアップできます。一方、リソースが限られ
ており（小容量の記憶装置、低速のネットワーク、運用時間のほとんどない低速のバック
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アップ用コンピュータ）、元ボリュームが比較的多い状況では、動作時間内に各ボリュー
ムを完全にバックアップすることは困難に思えるかもしれません。幸い、Retrospect の
Proactive Backup は制限されたバックアップリソースを効果的に管理できるので、実際に
はバックアップのすべてを完全に処理することができます。

Proactive Backup のジョブ実行の信頼性のジョブ実行の信頼性

リソースが豊富かどうかに関わりなく、Proactive Backup は優先度の最も高いものから順
にボリュームをバックアップします。たとえば、100 台のクライアントコンピュータをバ
ックアップしなければならない場合に、バックアップ可能な時間が 1 晩につき 8 時間しか
ないものとします。この場合は、最初の晩にスクリプトを 8 時間実行しても 100 クライア
ントすべてをバックアップすることはできません。したがって、100 ボリュームをすべて
バックアップし終えるまで、残りのボリュームは次の晩にバックアップされます。最初の
バックアップを終えたら、Proactive Backup はただちにキューを移動して次のバックアッ
プを行います。

バックアップ管理者は、予想バックアップ時間に基づいて処理日ごとにクライアントを複
数のグループに分ける必要はありません。Proactive Backup は、予定した期間で負荷を分
散します。

Proactive Backup の大きな特徴は、余分な努力を払わなくても元ボリュームすべてをバッ
クアップできるという点です。最悪のケースでは、ボリュームのバックアップ間隔が長く
なりすぎて不都合が生じる場合もありますが、この場合にはもっと多くのリソースを割り
当てる必要があります。

ボリュームのバックアップ回数を増やしたい場合は、Proactive Backup スクリプトに追加
のリソースを割り当てる必要があります。スクリプトの実行時間を長くするか、セレクタ
でバックアップするファイルを制限するか、高速のバックアップ用コンピュータを使用す
るか、またはネットワークを高速化してください。2 台目のバックアップ用コンピュータ
にクライアントの半分を効果的に処理するよう設定すれば、各コンピュータで負荷が半分
に分散されます。

進行状況のモニタリング進行状況のモニタリング

定期的にバックアップレポート（バックアップレポートの表示を参照）をチェックして、
バックアップされているボリュームとバックアップ間隔を確認してください。前回のバッ
クアップ日から何日が経過したかをボリュームごとに示す「経過日数」列は特に重要で
す。

各ボリュームの最初のバックアップ後にプログレッシブバックアップが実行されると、バ
ックアップ間隔は短くなる傾向があります。Progressive バックアップにかかる時間は、ほ
とんどのボリュームでかなり短いので、頻繁に実行できます。

バックアップレポートからバックアップイベントを削除すると、バックアップキューに入
れるボリュームの優先度を評価する際に、そのバックアップの発生は考慮されません。し
たがって、そのボリュームには、レポートからの削除前より高いバックアップ優先度が与
えられます。
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他のスクリプトとのやり取り他のスクリプトとのやり取り

同時に実行している複数の Proactive Backup スクリプトを使って特定のバックアップリソ
ースを管理することができます。スケジュールが異なる複数のスクリプトを使用して、特
定のボリュームにより高いバックアップ優先度を与えることも可能です。

たとえば、あるスクリプトを 1 日 18 時間実行して、販売部門のボリュームをバックアッ
プするものとします。また、別のスクリプトを 1 日 6 時間実行して、会計部門のボリュー
ムをバックアップするものとします。この場合、販売部門のスクリプトではバックアップ
がおそらくすべて完了しますが、会計部門のスクリプトではわずか 6 時間でボリュームす
べてをバックアップするのは無理でしょう。しかし、最もバックアップ処理を必要とする
ボリュームを、比較的新しいバックアップを持つボリュームより前にバックアップするこ
とで、最終的にはこれらのボリュームをすべてバックアップすることができます。

別の例として、リムーバブルディスク、ノートブックコンピュータなど、断続的に使用で
きるボリュームについて考えてみましょう。この場合、これらのボリュームは 1 日中ラン
ダムに使用可能となるので、1 日 24 時間ボリュームをバックアップするスクリプトを使用
することができます。

Proactive Backup 計画の詳細については、バックアップ計画を参照してください。

Proactive Backup 以外のスクリプトは、Proactive Backup スクリプトの使用中に実行され
るようにスケジュール設定しても、競合なしに動作できます。

Proactive Backup に関するヒントとテクニックに関するヒントとテクニック

Proactive Backup の機能を最大限に利用するには、以下の簡単なガイドラインに従う必要
があります。

適切な適切な Proactive Backup コンピュータの選択コンピュータの選択

Proactive Backup 用に使用するコンピュータは重要です。Proactive Backup スクリプト
は、バックアップ専用の（他のファイルサービング/共有ソフトウェアが稼動していない）
コンピュータで最適に機能します。Proactive Backup は、高性能のプロセッサを持つバッ
クアップコンピュータで最適に動作します。

Proactive Backup が終了しても、バックアップ用のコンピュータが終了またはシャットダ
ウンすることはありません。次にスケジュールされた開始時間まで待機します。

コンテナを元ボリュームとして使用コンテナを元ボリュームとして使用

特にクライアントをバックアップするときは、個々のボリュームではなく Proactive
Backup スクリプトでコンテナ（コンテナを参照）を使って元ボリュームを指定します。
コンテナを使用すると、クライアントに追加される新規ボリュームはすべて自動的にバッ
クアップに追加されます。

バックアップセット間のローテーションバックアップセット間のローテーション

Proactive Backup スクリプトで複数のバックアップセットを作成し、それらすべてを宛先
として使用します。バックアップセットのローテーションを行うには、毎日異なるメディ
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アをバックアップデバイスに挿入します。Proactive Backup は、挿入されたメディアはな
んでも使用します。

新規メディアの導入新規メディアの導入

定期的に新規バックアップセット バックアップを実施し、新しいメディアを導入してくだ
さい。新規バックアップセット バックアップを実施するたびに、古いメディアを運用環境
から外して保管します。次の新規バックアップセット バックアップを実施するまでの間
は、カタログの肥大化を防ぎ、復元操作を迅速に行えるようにするためにも、定期的に書
き替えバックアップを実施してください。

メディアのローテーションや新規メディアの導入の際には、通常のバックアップスクリプ
トで Proactive Backup スクリプトと同じバックアップセットを使用して、書き替えバック
アップまたは新規バックアップセット バックアップを実行してください。スケジュールを
作成するか、Retrospect の「実行」メニューから実行するか、または起動書類として保存
して実行します。

置き替えバックアップまたは新規バックアップセット バックアップのバックアップセット
を手動で設定する場合は、バックアップセットを設定し、メディア動作を設定します。詳
しくは、「オプション」タブを参照してください。

メディア利用状態のモニタリングメディア利用状態のモニタリング

Proactive Backup では最初にメディア要求ウィンドウが開かれないため、アクティビティ
モニタからメディアを監視する必要があります。「アクティビティモニ
タ」>「Proactive」をクリックして、Proactive Backup スクリプトを確認します。
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Retrospect にメディアが必要な場合には、「元ボリューム」または「バックアップセッ
ト」のステータス列に「メディア」が表示されます。リストボックスからバックアップを
選択すると、使用可能なメディアがある宛先バックアップセットと、使用可能なメディア
がない宛先バックアップセットが表示されます。必要に応じてメディアを挿入します。

バックアップセットが新規メディアまたは消去済みのメディアを必要とする場合、および
メディアを消去する必要がある場合は、Proactive Backup を終了し、メディアを「設
定」> 「デバイス」から消去して、Proactive Backup を再起動します。

その他のスクリプトでその他のスクリプトで Proactive Backup を補足を補足

Retrospect では複数の Proactive Backup スクリプトを同時に実行でき、元ボリュームと
宛先ボリュームを管理することができます。

281 WINDOWS ユーザー ガイド



Proactive Backup を実行しているときに、それ以外のバックアップスクリプトを実行でき
ます。これらについては、スケジュールを作成するか、起動書類を使って都合の良いとき
に実行します。Proactive Backup 以外のスクリプトで、書き替えバックアップや新規バッ
クアップセット バックアップを実行し、Proactive Backup でバックアップされないボリュ
ームをバックアップすれば、Proactive Backup スクリプトを補完できます。

テープライブラリを使用テープライブラリを使用

自動テープローディングデバイスと Proactive Backup を組み合わせると強力なツールにな
ります。ライブラリのマガジン内のテープはすべてバックアップセットの宛先としてバッ
クアップ用に使用できます。Proactive Backup は、余分な労力なしにバックアップセット
間のローテーションを行います。バックアップが 2 つのテープにまたがるとき、または新
規バックアップセット バックアップで Retrospect のメディア制御オプションを設定した
場合には、空のテープまたは消去済みのテープを使用します。

早期バックアップを許可早期バックアップを許可

デフォルトで、Proactive Backup スクリプトは早期バックアップを許可します。要求元と
考えられる元ボリュームのリストがポーリングされ、早期のバックアップを求めたクライ
アントが見つかると、この早期バックアップが実行されます。クライアントユーザが自分
の Retrospect クライアントコントロールパネルでこのオプションを選択しても、クライア
ントソフトウェアはバックアップコンピュータ上の Retrospect にメッセージを送信しませ
ん。Retrospect はポーリングの実行時にクライアントに接続します。これは、スケジュー
ルされた動作中にバックアップが行われないときに実行されます。

複数のクライアントのバックアップが予定されている場合、現在のバックアップがあるク
ライアントは、Proactive Backup による処理が開始されるまで長時間待機する場合があり
ます。クライアントユーザの「できるだけ早く」のバックアップ要求に関わりなく、
Retrospect は、現在バックアップが存在しない他のクライアントをバックアップします。
ポーリングは、最もバックアップを必要としているクライアントから開始されます。

詳しくは、Proactive Backup の間隔オプションを参照してください。

ユーザ延期の管理ユーザ延期の管理

クライアントユーザが（操作ログに記録されているように）バックアップを繰り返し延期
する場合は、ユーザにとって都合の良いとき、たとえば、コンピュータを使用していない
ときにバックアップを行うようにします。あるいは、カウントダウンタイムオプションが
ゼロのスクリプトを作成して、バックアップを延期できないようにします。

ボリューム間の優先度の設定ボリューム間の優先度の設定

ある重要なボリュームが好ましい頻度でバックアップされない場合は、スケジュールの異
なる複数のスクリプトを作成してボリューム間で異なる優先度を設けます。高優先度ボリ
ュームスクリプトは低優先度ボリュームスクリプトよりも長い期間実行されるよう、スケ
ジュールを作成します。高優先度ボリュームに長い時間を割り当てると、その分だけバッ
クアップが完全に終了する可能性が高くなります。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 282



ファイル間の優先度の設定ファイル間の優先度の設定

Proactive Backup が元ボリューム全部を完全にバックアップしきれない場合は、ファイル
間で優先度を設ける方法もあります。もちろん、ファイルとボリュームの両方に優先度を
設けることもできます。ファイルまたはフォルダ間で優先度を設ける場合は、異なるセレ
クタを持つ複数のスクリプトを使用します。たとえば、高優先度セレクタにはこれまでの
7 日間に変更された文書を含むようにし、また低優先度セレクタにはすべてのファイルを
含むようにします。高優先度スクリプトは低優先度スクリプトよりも長い期間実行される
よう、スケジュールを作成します。

Proactive Backup スクリプトの作成スクリプトの作成

この項では、Proactive Backup スクリプトを作成する手順を説明します。このプロセス
は、通常のバックアップスクリプトの作成とほぼ同じですが、Proactive Backup スクリプ
トのスケジュール方法は異なります。

Proactive Backup スクリプトを作成するには

1. ナビゲーションツールバーから、「自動化」をクリックしてから、「Proactive
Backup」ボタンをクリックします。

「Proactive Backup」ウィンドウが表示されます。
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2. 新規スクリプトを作成するために「新規」ボタンをクリックし、名前を入力して
「新規」をクリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示されます。

この「スクリプト」ウィンドウは、通常のバックアップスクリプトの概要ウィン
ドウとほぼ同じで、元ボリューム、宛先バックアップセット、ファイルの選択基
準、オプション、およびスケジュール情報が表示されます。

3. 内容を変更するには、以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や削除を行います。

「宛先」「宛先」では、保存先バックアップセットを選択することができます。

「選択」「選択」では、セレクタを選択し、バックアップするファイルおよびフォルダを選択する
条件を指定します。

「オプション」「オプション」をクリックすると、検証機能やデータ圧縮のオン、オフを切り替えること
のできるオプションウィンドウが表示されます。

CHAPTER 6 • スクリプトによる自動実行 284



「スケジュール」「スケジュール」では、常時または指定日時に実行するようにスクリプトを設定できま
す。

実行ユニットリストボックス（有効な場合）では、この Proactive Backup スクリプト用に
特定の実行ユニットを選択する（または任意の実行ユニットを使用する）ことができま
す。

Proactive Backup 元の設定元の設定

Proactive Backup スクリプト定義の最初の手順は、元ボリュームの設定です。

1. 「元ボリューム」ボタンをクリックします。

「ソース選択」ウィンドウが表示されます。

2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択した後、「OK」をクリックします。
3. Proactive Backup スクリプトは、ラップトップクライアントボリューム、または
ネットワーク上に不定期に出現する他のボリュームに特に適しています。
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4. 追加の元ボリュームを選択するには「追加」をクリックします。元ボリュームを
リストから削除するには、その元ボリュームを選択して「削除」をクリックしま
す。元ボリュームのリストが完成したら、「OK」をクリックします。

5. スクリプトに複数の元ボリュームが含まれる場合、必要性と利用可能性に従って
バックアップされます。

Proactive Backup 先の設定先の設定

バックアップ元を指定した後、データの宛先バックアップセットを指定する必要がありま
す。

1. 「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場合には、「バックアップセット作成」ウ
ィザードが起動します。

新規バックアップセットの作成の説明に従って新規バックアップセットを作成し
ます。新規バックアップセットが「バックアップセットの選択」ウィンドウに表
示されます。

定義済みのバックアップセットがある場合には、「バックアップセットの選択」
ウィンドウが表示されます。
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「更に」または「新規作成」をクリックして、他のバックアップセットにアクセ
スしたり、新規バックアップセットを作成したりすることができます。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを選択して、「OK」をクリックします。
3. 追加の宛先を選択するには「追加」をクリックします。バックアップセットをリ
ストから削除するには、そのバックアップセットを選択して「削除」をクリック
します。宛先のリストが完成したら、「OK」をクリックします。

Proactive Backup の対象ファイルの選択の対象ファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべてのファイルが選択されます。事前定義済みの別の
セレクタを選択したり、カスタムセレクタを作成して、全ファイルのサブセットを選択す
ることができます。

1. 「選択」ボタンをクリックします。
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2. セレクタをクリックしたら、「OK」をクリックします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect のファイル選択基準を使用して、カス
タムセレクタを作成することもできます。セレクタについては、セレクタの使い
方を参照してください。

3. セレクタは、どのファイルがバックアップの対象となるかを決めるのに使用され
るもので、実際にコピーされるファイルを決めるものではありません。たとえ
ば、「すべてのファイル」を選択した場合、元ボリュームのファイルと宛先バッ
クアップセットの既存ファイルとが比較された後、新規のファイルまたは変更さ
れたファイルだけがコピーされます。

Proactive Backup オプションの設定オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、元ボリュームをバックアップする頻度
や、早期バックアップを許可するかどうかを指定できるオプションウィンドウが
表示されます。「追加選択」をクリックして使用可能なオプションカテゴリをす
べて確認します。カテゴリの多くは、通常のバックアップスクリプトのカテゴリ
に対応しています。Proactive Backup スクリプト固有のカテゴリは、「間隔」、
「カウントダウン」、および「ポーリング」です。オプションについては、実行
オプションを参照してください。
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実行ユニットの設定実行ユニットの設定

お持ちの Retrospect が複数同時実行に対応した製品である場合には、この操作に
使用する実行ユニットを指定（または「任意の実行ユニット」を選択）できま
す。概要ウィンドウのリストボックスで選択を行います。詳しくは、実行ユニッ
トの割り当てを参照してください。

Proactive Backup スクリプトのスケジュールスクリプトのスケジュール

Proactive Backup スクリプトと通常のバックアップスクリプトの大きな相違点の 1 つはス
ケジュールです。スクリプトの概要ウィンドウで、「スケジュール」ボタンをクリックし
ます。

スケジュールを選択します。

• 「常にアクティブ」「常にアクティブ」は、週に 7 日、1 日 24 時間スクリプトを実行します。
• 「カスタムスケジュール」「カスタムスケジュール」は、スクリプトのスケジュールをカスタマイズできる
別のウィンドウを表示します詳しくは、スケジュールのカスタマイズを参照して
ください。

• 「アクティブにしない」「アクティブにしない」は、スクリプトの実行を禁止します。

「スキップ」「スキップ」チェックボックスは、Proactive Backup が指定の時間まで実行しないように
します。

スケジュールのカスタマイズスケジュールのカスタマイズ

デフォルトでは、Proactive Backup スクリプトは週に 7 日、1 日 24 時間、アクティブで
す。スクリプトをアクティブにする日時を別に指定したい場合、カスタムスケジュールを
作成できます。
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「カスタムスケジュール」を選択し、「カスタム」をクリックすると、カスタムスケジュ
ールウィンドウが表示されます。これは「スケジュール環境設定」ウィンドウに似ていま
すが、Proactive Backup スクリプト固有のものであり、すべての Retrospect 実行に関わ
るものではありません。

スケジュールが「常にアクティブ」に設定されていると、前述したように、週に 7 日、1
日 24 時間がすべて選択されます。

週の中の曜日を選択するには、それをクリックします。週の中の連続した曜日を選択する
には、クリックしてからドラッグします。前の選択を取り消さずに曜日を選択するには、
Shift キーまたは Control キーを使って、クリックまたはドラッグ操作を行います。

時間帯を変更するには、クリックしてから数値を入力するか、コントロールを使います。

「開始」「開始」は、スクリプトが開始される時刻です。

「終了」「終了」は、終了時刻までの期間（時間と分）です。この期間に現在のバックアップが完
了しても、次のバックアップは開始されません。

「停止」「停止」は、このスクリプトのバックアップを完全に停止しなければならない（次の開始
時間までの）時刻です。

それぞれの時間は、時間を示すスケジュールバー上のアイコンをドラッグして設定するこ
ともできます。ただし、最初は実際に数値を入力して、これらのコントロールの動作を確
認してみてください。
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時間を変更すると、スクリプトの開始、終了、および中止時刻を図で表した時間スケジュ
ールバーも変更されます。

それぞれの曜日の下にも、スケジュールバーが小さく表示されますが、これにはコントロ
ール機能はありません。

カスタマイズされたスケジュールは、「常時」および「できない」ボタンで元に戻すこと
ができます。

Proactive Backup の制御の制御

Proactive Backup および Proactive Backup セットを制御する方法は多数あり、
Retrospect アプリケーションと Retrospect クライアントの両方から制御できます。

Proactive Backup は、Retrospect の「実行メニュー」とアクティビティモニタの
「Proactive」タブから制御できます。Proactive Backup スクリプトは、Retrospectクラ
イアントコントロールパネルとアクティビティモニタの「Proactive」タブから制御できま
す。

Proactive Backup は、Retrospect ツールバーの「起動続行」リストボックスでの選択や
Retrospect の無人起動環境設定の影響を受けることはありません。たとえば、Proactive
Backup スクリプトは、処理が完了しても、終了しません。

実行メニュー実行メニュー

「実行」メニューから、Proactive Backup を起動/停止、有効化/無効化することができま
す。Proactive Backup スクリプトを保存すると、バックアップコンピュータが 10 分間ア
イドル状態になった後、Proactive Backup が有効になります（スクリプトスケジュールが
「アクティブにしない」になっていない場合）。スクリプトの予定開始時間になると
Proactive Backup が起動されます。開始時間に Retrospect が開いていない場合は、自動
的に起動します。

次のように、「実行」メニューからコマンドを選択して、Proactive Backup を手動で制御
できます。

• Proactive Backup を手動で有効にするには、「Proactive Backup を開始」を選択
します。予定した実行時間に、Proactive Backup スクリプトが実行されます。
Proactive Backup が起動されているとき、「実行」メニューから「Proactive
Backup を停止」を選択して Proactive Backup を停止することができます。
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• アクティビティモニタの「Proactive」タブの「起動」/「停止」ボタンを使用し
て、Proactive Backup を起動/停止することもできます。

Proactive Backup が停止されると、Proactive Backup スクリプトは 10 分間、または
Proactive Backup を再び起動するまで実行されません。

• Retrospect を終了し、その後で再起動する（または自動起動される）と、無効に
されていない限り、Proactive Backup は自動的に（短い遅延の後）起動します。

• 予定された Proactive Backup スクリプトを実行しないようにするには、「実行」
メニューから「Proactive Backup を無効」を選択します。

Proactive Backup が無効になっている場合、「Proactive Backup を開始」または
「Proactive Backup を有効」を選択するまで Proactive Backup スクリプトは実行されま
せん。

アクティビティモニタアクティビティモニタ

アクティビティモニタの「Proactive」タブには、Proactive Backup と Proactive Backup
スクリプトに関する情報があります。
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「Proactive」タブでは、Proactive Backup スクリプトの一時停止、Proactive Backup の
起動/停止、スケジュールの無効化、およびステータスの表示を実行できます。詳しくは、
「Proactive」タブを参照してください。

クライアントコントロールパネルクライアントコントロールパネル

クライアントコントロールパネルを使用して、できるだけ早く、または指定時刻に
Proactive Backup を要求することができます。起動しようとしているバックアップをもっ
と後の時間まで遅らせることもできます。

詳しくは、Proactive Backup の制御を参照してください。
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Chapter 7

操作の制御操作の制御
• 操作制御の概要
• 「停止」ボタン
• アクティビティモニタ
• メディア要求ウインドウ
• 複数の同時実行

これまでは、基本バックアップと自動バックアップ、複製、アーカイブ、復元、および転
送操作の設定と起動方法を解説してきました。この章では、アクティビティモニタを使用
して、スケジュールされた操作や実行中の操作を監視および制御する方法について説明し
ます。また、Retrospect の複数操作の同時実行機能を活用する方法についても説明しま
す。

操作制御の操作制御の概要概要

Retrospect のアクティビティモニタでは、実行中の操作、スケジュールされた操作、待機
中の操作を制御できます。さらに、アクティビティモニタは、実行を終えた操作に関する
情報を提供します。アクティビティモニタについて詳しくは、アクティビティモニタを参
照してください。

操作を完了するのに必要なメディアが利用可能でない場合、メディア要求ウィンドウが表
示されます（Proactive Backup スクリプトの場合を除く）。このウィンドウについて詳し
くは、メディア要求ウインドウを参照してください。

Retrospect では、複数の操作を同時実行することが可能です。バックアップコンピュータ
とバックアップデバイスが、この機能をサポートしていることが条件です。複数の実行に
ついて詳しくは、複数の同時実行を参照してください。

Retrospect のセキュリティ環境設定を使用してパスワードによる保護を指定した場合、
「ファイル」メニューから「アプリケーションのロック」を選択して、他のユーザがパス
ワードを入力せずに操作を停止できないようにすることができます。詳しくは、セキュリ
ティ環境設定を参照してください。

「停止」「停止」ボタンボタン

Retrospect のツールバーにある「停止」ボタンを使用すれば、実行中の操作をすべて一度
に停止できます。

Retrospect で Proactive Backup スクリプトを含む数多くのスクリプトが設定され、昼夜
を問わず実行されている環境では、スクリプトとバックアップセットの管理が困難になる
ことがあります。スクリプトの実行が、Retrospect の起動後ただちに開始されるからで
す。

Retrospect が起動し、スクリプトの実行準備が整った時点で、実行開始までカウントダウ
ンするダイアログボックスが表示されます。
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ここで「中止」をクリックし、確認メッセージで確定すると、すべての実行活動が停止し
ます。カウントダウン終了前に「中止」をクリックできなかった場合も、Retrospect のツ
ールバーで「すべての実行アクティビティを中止する」ボタン をクリックすれば、同じ結
果が得られます。

Proactive Backup が停止し、Retrospect のツールバーで同じボタンが再度クリックされる
まで、すべてのスクリプトが開始できなくなります。同じボタンを再度クリックすると、
Proactive Backup が起動し、スケジュール設定されたスクリプトや待機中のスクリプトが
実行できるようになります。

「停止」をクリックすると、Retrospect の環境設定の「自動的に Retrospect を起動」も
オフになり、同じボタンが再度クリックされるまで無効になります。詳しくは、スタート
アップ環境設定を参照してください。

「停止」ボタンはクリックすると選択状態になり、Retrospect をいったん終了して再起動
しても、選択状態のまま維持されます。すべての実行アクティビティを停止すると、
Retrospect ツールバーの「すべての実行アクティビティを中止する」ボタンをクリックす
るまでは、Windows タスクバーのシステム トレイにある Retrospect アイコンが点滅し続
けます。

アクティビティモニタアクティビティモニタ

アクティビティモニタには、基本操作および自動操作を実行前、実行中、実行後に参照し
たりやり取りしたりするためのインタフェースがあります。操作の実行中、アクティビテ
ィモニタは（「実行」タブに）自動的に表示されます。アクティビティモニタを手動で開
くには、Retrospect ツールバーの「アクティビティモニタ」ボタンをクリックします。

アクティビティモニタには、次のタブがあります。

• 「Proactive」タブ
• 「予定」タブ
• 「待機中」タブ
• 「実行」タブ
• 「履歴」タブ
• 「イベント」タブ

各タブには、固有のコマンドセットと Retrospect アクティビティに関する情報がありま
す。すべてのタブに表示される項目は、「予定と待機中の実行を開始しない」チェックボ
ックスです。このチェックボックスをオフにするまでは Proactive 実行、予定された実
行、待機中の実行を開始しないようにするには、このチェックボックスをオンにします。
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「「Proactive」」タブタブ

Retrospect のナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「Proactive」の順にク
リックして、Proactive Backup スクリプトを監視します。

アクティビティモニタでは、すべての Proactive Backup の開始と停止、特定のスクリプト
の一時停止と再開、およびスクリプトスケジュールの編集を実行できます。

Proactive Backup と Proactive Backup スクリプトの制御についての詳細は、Proactive
Backup の制御を参照してください。

いったん Proactive Backup スクリプトが起動したら、「実行」タブで操作の進行状況を監
視できます。しかし、他のタイプの操作とは異なり、Proactive Backup スクリプトに必要
なメディアや実行ユニットが利用可能でない場合、スクリプトは「待機中」タブに移動せ
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ず、メディア要求ダイアログボックスが表示されます。操作を開始する前に、Proactive
Backup は必要なリソースすべてが利用可能になるまで待機します。

必要なメディアが利用可能でない場合、「Proactive」タブの「ステータス」列に「メディ
ア」と表示されます（「ステータス」列は、リストボックスで「元ボリューム」または
「バックアップセット」が選択されている場合に表示されます）。必要なメディアが利用
可能になると、スクリプトは自動的に実行されます。

必要な実行ユニットが利用可能な状態でない場合、利用可能になるまで Proactive Backup
スクリプトは待機します。

実行ユニットについて詳しくは、全般環境設定を参照してください。

Proactive Backup のステータスのステータス

Proactive Backup スクリプトの情報を表示する方法は 3 つあります。リストボックスか
ら、以下のオプションのいずれかを選択してください。

• 「元ボリューム」「元ボリューム」は、実行中のすべてのスクリプトで使用されている元ボリュー
ムを表示し、各元ボリュームのステータスと次のバックアップ時間を示します。
「元ボリューム」から、スクリプトの元ボリュームのバックアップのスケジュー
ルを設定します。

• 「バックアップセット」「バックアップセット」は、実行中のすべてのスクリプトで使用されているバッ
クアップセットを表示し、操作のステータスを示します。

• 「スクリプト」「スクリプト」は、名前ごとにすべての Proactive Backup スクリプトをリスト表
示し、そのステータスを示します。「スクリプト」から、スクリプトを解除する
ことができます。

Retrospect は、ステータスの見出しの下に各項目のステータス一覧を表示します。

空白は、Proactive Backup がまだその項目に接続していないことを意味します。

「アクティブ」「アクティブ」は、スクリプトが実行中であることを意味します。

「できるだけ早く」「できるだけ早く」は、元ボリュームが早期にバックアップされることを意味します。ク
ライアントユーザがバックアップを開始したか、またはクライアントの最新のバックアッ
プがスクリプトのバックアップ間隔より古いと、早期バックアップが行われます。

「バックアップ完了」「バックアップ完了」は、元ボリュームが指定期間内にバックアップされたことを意味し
ます。

「使用中」「使用中」は、使用中のリソースが解放されるまで Proactive Backup が待機していること
を意味します。

「延期」「延期」は、クライアントユーザがバックアップを途中で止めて延期したことを意味しま
す。このようなユーザ延期は、操作ログに記録されます。

「デバイス」「デバイス」は、必要なバックアップセットに関連付けられているテープドライブを、
Proactive Backup が検出できないことを意味します。詳しくは、「関連付け」タブを参照
してください。
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「アクティブではありません」「アクティブではありません」は、スクリプトが不可にされたか、またはスケジュールに
よって現在の実行が禁止されていることを意味します。

「メディア」「メディア」は、当該項目のバックアップセットについて適正なメディアが検出されない
ことを意味します。

「パスワード」「パスワード」は、Proactive Backup に必要なバックアップセットがパスワードで保護さ
れており、パスワードがないとアクセスできないことを意味します。このようなバックア
ップセットへのアクセスを可能にするには、「設定」>「バックアップセット」をクリッ
クし、保護されているバックアップセットを選択して「プロパティ」をクリックします。
パスワードを入力すると、選択したバックアップセットが、Retrospect を再起動するまで
の間、アクセス可能になります。

「準備完了」「準備完了」は、元ボリュームが現在バックアップされているか、またはバックアップさ
れる直前であることを意味します。また、バックアップセットがバックアップ宛先として
準備できていることも意味します。

「再試行」「再試行」は、Proactive Backup が元ボリュームのバックアップに失敗したために、バッ
クアップを再試行していることを示します。

「予定」「予定」は、管理者が開始待ちバックアップをスケジュールしていることを意味します。
ただし、元ボリュームはバックアップされていません。

「元ボリューム」「元ボリューム」は、Proactive Backup が元ボリュームを検出できないことを意味しま
す。

「ラップアップ」「ラップアップ」は、Proactive Backup スクリプトが終了期間に入っていることを意味し
ます。

元ボリューム、バックアップセット、またはスクリプトをクリックすると、アクティビテ
ィモニタウィンドウの下部に詳しいステータス情報が表示されます。

Proactive Backup コマンドコマンド

「Proactive」タブには、次のコマンドがあります。

• 「スケジュール」「スケジュール」ボタンをクリックすると、Proactive Backup スクリプトの実行
スケジュールが無効になります。リストボックスで「元ボリューム」を選択して
いた場合、ダイアログボックスに日時を入力して、「OK」をクリックします。リ
ストボックスで「スクリプト」を選択していた場合、ラジオボタンでスクリプト
をいつアクティブにするかを選択して、「OK」をクリックします。

• 「一時停止」「一時停止」ボタンをクリックすると、開始待ちの Proactive Backup スクリプト
の実行がすべて一時停止します。

• 「続行」「続行」ボタンをクリックすると、開始待ちの Proactive Backup スクリプトの実
行がすべて続行します。

• 「開始」「開始」ボタンをクリックすると、Proactive Backup が起動します。Proactive
Backup スクリプトが作成されており、Proactive Backup が無効になっていない
場合、10 分後に自動的に起動します。

• 「中止」「中止」ボタンをクリックすると、Proactive Backup が実行を中止します。「停
止」をクリックすると、「開始」をクリックするまで Proactive Backup スクリプ
トは実行されません。Proactive Backup を無効にしていない場合、10 分後に再び
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自動的に起動します。Proactive Backup を停止すると、Proactive Backup の実行
中にスケジュールを無効にしたという指定内容は失われます。

• 表示を変更するには、「元ボリューム」「元ボリューム」リストボックスから項目を選択します。
元ボリュームを基に Proactive Backup スクリプトを表示するには、「元ボリュー
ム」を選択します。宛先を基に Proactive Backup スクリプトを表示するには、
「バックアップセット」を選択します。スクリプト名ごとに Proactive Backup ス
クリプトを表示するには、「スクリプト」を選択します。

• 「スケジュールされた実行と待機中の実行を開始しない」チェックボックスをオ
ンにすると、そのチェックボックスをオフにするまで、Proactive 実行、スケジュ
ールされた実行、または待機中の実行は開始されません。

Proactive Backup スクリプトの解除スクリプトの解除

Proactive Backup スクリプトを一時的に解除してその元ボリュームが Proactive Backup
の通常操作に含まれないようにすることができます。

Proactive Backup をいったん終了して再起動すると、スクリプトはアクティブになりま
す。

特定の Proactive Backup スクリプトの実行を禁止するには、最初に「スクリプト」タブを
クリックします。次に、リストからスクリプトを選択し、ツールバーから「スケジュー
ル」をクリックします。その後のダイアログボックスで「アクティブにしない」を選択し
てから「OK」をクリックします。

スクリプトの再実行スクリプトの再実行解除した Proactive Backup スクリプトを実行可能にし、その元ボリュ
ームを Proactive Backup の通常操作に加えるには、解除の場合と同じ手順を実行します。
ただし、「常にアクティブ」を選択します。

元ボリュームのバックアップスケジュールの作成元ボリュームのバックアップスケジュールの作成

Retrospect では、実行中の Proactive Backup スクリプトから元ボリュームのバックアッ
プをスケジュールすることができます。これによって元ボリュームのバックアップに明確
な時間を割り当てることができるので、Proactive Backup が使用可能になるまで待つ必要
はなくなります。これは、営業部員がノートブックコンピュータを持って事務所を出るこ
とが（バックアップ管理者に）わかっているときなどに役立ちます。管理者は、そのクラ
イアントのバックアップを直ちにスケジュールすることができます。

元ボリュームのバックアップをスケジュールするには、まず、Proactive Backup ステータ
スウィンドウの「元ボリューム」タブをクリックします。次に、リストから元ボリューム
を選択し、ツールバーの「スケジュール」をクリックします。（または、元ボリュームを
ダブルクリックします）。
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コントロールを使って元ボリュームをバックアップする日付を設定し、「OK」をクリック
します。Proactive Backup キューの元ボリュームの優先度は、スケジュールされた時間に
基づいて変更されます。

Proactive Backup が終了すると、このようにしてスケジュールされたバックアップの記憶
は Retrospect から消去されます。

「予定」「予定」タブタブ

Retrospect のナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「予定」を順にクリッ
クすると、これから予定されているスクリプト（Proactive Backup スクリプトを除く）が
プレビューされます。
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このウィンドウから特定のスクリプトを編集および削除することができ、スケジュールさ
れているすべての実行を開始しないようにすることもできます。

「予定」タブには、次のコマンドがあります。

• 「スクリプトの編集」「スクリプトの編集」ボタンをクリックすると、スクリプトのサマリウィンドウ
が表示されます。このウィンドウから、スクリプトの元ボリューム、宛先、選択
されているファイル、オプション、スケジュールを修正できます。変更したら、
「OK」をクリックします。

• 「削除」「削除」ボタンをクリックすると、指定した日時のスクリプト実行、および指定
日時より前にスケジュールされている他のすべてのスクリプト実行を削除できま
す。要求の確認を求めるダイアログボックスが表示されます。

• 「予定と待機中の実行を開始しない」「予定と待機中の実行を開始しない」チェックボックスをオンにすると、そのチ
ェックボックスをオフにするまで、Proactive 実行、予定、または待機中の実行は
開始されません。
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スクリプトの予定実行時間になると、「予定」タブから「実行」タブに移動します。必要
なリソースが利用可能な状態でない場合は、「待機中」タブに移動します。

「待機中」「待機中」タブタブ

Retrospect のナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「待機中」を順にクリ
ックすると、リソース（バックアップセット、元ボリューム、実行ユニット）を待機中の
操作が表示されます。

たとえば、操作に必要な実行ユニットがすでに使用中の場合、または有効な実行ユニット
がすべて現在使用中である場合、操作は待機キューに入ります。実行ユニットおよび複数
の同時実行について詳しくは、複数の同時実行を参照してください。

「待機中」タブには、次のコマンドがあります。

CHAPTER 7 • 操作の制御 302



• 「保留」「保留」ボタンをクリックすると、選択した操作が一時停止します。一時停止さ
れた操作は、（必要なリソースが利用可能になったとしても）再開されるまで実
行されません。

• 「再開」「再開」ボタンをクリックすると、一時停止されていた指定の操作が再開されま
す。操作を実行するのに必要なリソースが利用可能な状態になると、操作が実行
されます。

• 「削除」「削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、選択した操作が削
除されます。

• 「延期」「延期」ボタンをクリックすると、指定した日時まで、実行が延期されます。そ
の日時になると（その間に Retrospect を終了していない場合）、操作の実行が試
行されます。必要なリソースが利用可能であれば、操作が実行されます。利用可
能でない場合、待機キューに入ります。

• 「スケジュールされた実行と待機中の実行を開始しない」チェックボックスをオ
ンにすると、そのチェックボックスをオフにするまで、Proactive 実行、スケジュ
ールされた実行、または待機中の実行は開始されません。

いったん処理の実行が開始されたら、「実行」タブでその進行状況を監視できます。

「実行」「実行」タブタブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「実行」を順にクリック
すると、実行中の操作が表示されます。
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操作の実行が始まると、アクティビティモニタの「実行」タブが自動的に表示されます。

現在実行中の操作のパフォーマンスを監視したり、一時的に休止したり、操作を中止した
り、操作に関係するログを表示したりできます。操作に必要なメディアが利用可能または
アクセス可能でない場合、実行中にメディア要求ウィンドウが表示されます。

操作完了後の Retrospect の動作は、基本操作かスクリプトによる操作かによって異なり、
また指定した環境設定によっても異なります。詳しくはスタートアップ環境設定およびス
ケジュール環境設定を参照してください。

操作の実行中は、次のコマンドが使用できます。

• 「保留」「保留」ボタンをクリックしてから「はい」をクリックすると、選択した操作が
一時的に停止します。すべての操作を一時停止したい場合や、予定や待機中の実
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行を開始させたくない場合は、該当するチェックボックスをオンにして「はい」
をクリックします。

• 「続行」「続行」ボタンをクリックしてから「はい」をクリックすると、選択した操作が
再開されます。すべての操作を続行したい場合や、予定や待機中の実行を開始し
たい場合は、該当するチェックボックスをオンにして「はい」をクリックしま
す。

• 「中止」「中止」ボタンをクリックしてから「はい」をクリックすると、選択した操作が
停止し、実行が未完了のまま終了します。すべての操作を中止したい場合や、予
定や待機中の実行を開始させたくない場合は、該当するチェックボックスをオン
にして「はい」をクリックします。

• 「ログ」「ログ」ボタンをクリックすると、選択した操作の「操作ログ」情報が表示され
ます。

選択した操作に必要なメディアが利用可能でない場合、メディア要求ダイアログボックス
が表示されます。詳しくは、メディア要求ウインドウを参照してください。

操作が完了すると、「実行」タブからその操作が削除されます。操作に関する詳細を表示
するには、「履歴」タブをクリックします。

「履歴」「履歴」タブタブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「履歴」を順にクリック
すると、実行が終了した操作（正常終了または異常終了）が表示されます。
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「履歴」タブの中には、最新の操作の日付、時刻、およびパフォーマンスに関する情報
と、次のコマンドがあります。

• 「すべて削除」「すべて削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、リスト表示
された項目すべての履歴情報がクリアされます。操作履歴を削除しないと、新し
い操作に関する情報を表示するために、最も古い操作が自動的に削除されます。
「履歴」タブにリスト表示される操作の最大数を制御するには、実行履歴の制限
を使用します。詳しくは、全般環境設定を参照してください。

• 「削除」「削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、選択した操作の履
歴情報がクリアされます。

• 「エラー」「エラー」をクリックすると、エラーを引き起こしたファイルをリスト表示した
ブラウザが表示されます。「エラー」ボタンは、ファイル関係のエラーがある場
合にだけ、有効になります。他のエラーは、ログの中で説明されます。

• 「ログ」「ログ」ボタンをクリックすると、選択した操作の「操作ログ」情報が表示され
ます。
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「イベント」「イベント」タブタブ

Retrospect ナビゲーションバーから「アクティビティモニタ」>「イベント」を順にクリ
ックすると、過去および現在の操作に関して、Retrospect からの特別なメッセージが表示
されます。

イベントごとに、Retrospect はイベント種別、イベントの日時、イベントのカテゴリ、簡
単な説明など、イベントに関する情報を表示します。Retrospect バックアップコンピュー
タの定期的な監視の一部として、「イベント」タブは定期的にチェックしなければなりま
せん。

イベント種別には、情報、警告、およびエラーがあります。情報イベントは、正常に完了
するか完了前に停止された操作に対して表示されます。警告イベントは、問題が発生して
いる可能性を示します。例えば、バックアップがエラーで完了すると、Retrospect は警告
イベントを表示します。エラーイベントは、最悪の状況を表します。Retrospect は、操作
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を完了できなかった場合、例えばスクリプトが失敗するか、ボリュームまたはデバイスが
アクセス不能であった場合に、エラーイベントを表示します。

Retrospect が表示するイベントは、ボリューム、クライアント、デバイス、SCSI、バック
アップセット、エンジン、スクリプトのいずれかに分類されます。

次のコマンドを使用して、選択したイベントまたはすべてのイベントを削除できます。

• 「すべて削除」「すべて削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、すべてのイ
ベントが削除されます。イベントを削除しないと、新しいイベントに関する情報
を表示するために、最も古いイベントが自動的に削除されます。「イベント」タ
ブにリスト表示されるイベントの最大数を制御するには、実行イベントの制限を
使用します。詳しくは、全般環境設定を参照してください。

• 「削除」「削除」ボタンをクリックしてから「OK」をクリックすると、選択したイベント
が削除されます。

• Retrospect のすべてのイベントは、Windows のイベントビューアのアプリケーシ
ョンログにも記録されます）。イベントビューアの使用方法については、
Windows の付属マニュアルを参照してください。Retrospect の「外部アプリケー
ション向けの通知を有効にする」環境設定をオンにしている場合は、EMC Legato
Networker Management Console などの一部のアプリケーションでも Retrospect
のイベントを表示することができます。詳しくは、報告環境設定を参照してくだ
さい。

メディア要求ウインドウメディア要求ウインドウ

操作がアクティビティモニタの「実行」タブに移動するときに、必要なメディアが利用で
きない場合、適切な名前のメディアか、空か消去済みのメディアの挿入を求めるメディア
要求ウィンドウが表示されます。

操作を実行する前に正しいメディアが挿入されている場合は、メディア要求のウィンドウ
は表示されません。このウインドウが表示されるのは、テープ、CD/DVD、リムーバブル
ディスクに関して十分な注意を促すことにより、貴重なデータが誤って上書きされないよ
うにするためです。メディア要求ウインドウを表示することなく実行を進めるためには、
空か消去済み、または要求された名前と完全に一致するメディアが必要です。新規バック
アップや書き替えバックアップを実行する場合は、あらかじめリムーバブルメディアの内
容を消去しておくか、ハードディスクを追加しておけば、このウィンドウを表示させずに
次の動作に進むことができます。

メディア要求ウィンドウの内容は、宛先がテープや CD/DVD のバックアップセットの場合
と、ディスクバックアップセットの場合で異なります。

テープまたはテープまたは CD/DVD メディアの要求メディアの要求

バックアップの宛先がテープまたは CD/DVD の場合に表示されるメディア要求ウィンドウ
は、「記憶装置」ウィンドウによく似ています。
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現在の操作を取りやめるには「中止」をクリックします。新しいメディアが要求された場
合、現在の操作を再開するには、空か消去済みのメディアを挿入して「続ける」をクリッ
クします。バックアップセットのメンバーの名前が指定された場合は、そのメディアを挿
入して「続ける」をクリックします。指定された名前のメンバーがない場合は「選択」を
クリックします（詳細は、メディアが用意できない場合を参照してください。

メディア要求ウィンドウには、「記憶装置」ウィンドウと同じコマンド群を含むツールバ
ーがあります。これらのコマンドについては、以下の項を参照してください。

• CD/DVD 用のツールバーコマンド
• テープドライブのツールバーコマンド
• テープライブラリのツールバーコマンド

メディア要求ウィンドウでもっとも役立つコマンドのいくつかを次に示します。

「取り出し」「取り出し」：選択したメディアをドライブから排出し、指定された名前のメディアや、
空または消去済みのテープ/CD/DVD を挿入できる状態にします。

「消去」「消去」：選択したテープや CD/DVD の内容を消去し、現在の操作に使用できる状態にし
ます。

メディアが用意できない場合メディアが用意できない場合

要求されたメディアを用意できない場合は、「選択」ボタンをクリックします。メディア
選択ダイアログボックスが表示されます。以下のいずれかのオプションを選択します。
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「紛失」「紛失」：要求されたメンバーが、そのバックアップセットで永久に利用できないときに
選択します。新規メンバーが要求され、可能であれば紛失したメディアのデータが次のバ
ックアップ時にコピーされます。

「紛失」は、要求されたメンバーを完全に紛失したか、それが破損した場合にのみ選択し
てください。それ以外の状況では、選択しないでください。

「スキップ」「スキップ」：要求されたメンバーをスキップし、新規メンバーを使用するときに選択し
ます。要求されたメンバー上のデータは、現状のままとなります。つまり、「そのメンバ
ーへのコピーを中止し、次のメディアにコピーする」という指示になります。そのメンバ
ーの残り容量が少なく、無人でバックアップを実行した場合に完了するまでもたないた
め、新規メディアを要求されそうな場合に選択すると便利です。

要求されたメディアを紛失また破損してしまった場合は、「スキップ」を選択しないでく
ださい。そのような場合は、「紛失」を選択してください。

ディスクメディア要求ディスクメディア要求

ディスクへのバックアップで表示されるメディア要求ウィンドウは、あたかも新規ディス
クバックアップセットにディスクを追加するウィンドウのように見えます。このウィンド
ウは、ディスクに空きがなくなったか、ディスクが Retrospect で利用できないときに表示
されます。
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現在の操作を取りやめるには「停止」をクリックします。

「メンバーの表示」ボタンをクリックしてバックアップセットの全メンバーを表示し、
「プロパティ」ボタンを使って各メンバーの詳しい情報を確認します。いずれかのメンバ
ーに十分な空き領域が残っていれば、そのメンバーを「プロパティ」ウィンドウでバック
アップセットに追加できます。十分な空き領域を追加できれば、現在の操作が再開されま
す。

十分な空き領域が残っているディスクの位置まで移動し、そのディスクを選択して「続け
る」をクリックすると、選択したディスクがバックアップセットにメンバーとして追加さ
れます。追加しているディスクの概要を示すウィンドウが表示されます。このウィンドウ
で、ディスクの容量のうち、どの程度までをバックアップセット用に使用するかを指定で
きます。

「高度な設定」ボタンをクリックし、追加のオプションを指定します。

• バックアップデータフォルダの場所。場所を指定しないと、フォルダは自動的に
ディスクのルートレベルに保存されます。

• 自動バックアップの際に Retrospect が自動的にログインできるようにする、ネッ
トワークボリュームへのパスワード。

• システム以外のローカルボリュームの場合には、Retrospect にディスクの消去と
名前変更を行わせることもできます。
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「OK」をクリックしてディスクを追加し、現在の操作を再開します。

グルーミングを有効にしたディスクバックアップセットの場合、メディア要求ウィンドウ
が表示されるのは、バックアップセットのグルーミングの結果、現在の操作を継続するに
はディスク容量が不十分なことが判明した場合です。バックアップセットのグルーミング
が Retrospect で定義されたポリシーに基づく場合、このウィンドウが表示されたときに現
在の操作を再開するには、他のディスクを追加するか、現在のディスクで利用できる領域
割り当てを増やす必要があります。

グルーミングポリシーで保持するバックアップ数が指定されている場合は、「グルーミン
グ」をクリックしてバックアップ数を減らせば、古いスナップショットと関連ファイルが
削除され、バックアップセットの現在のメンバーの空き領域を増やすことができます。こ
の結果、現在の操作用の空きが確保されますが、削除されたデータは復元できません。

「グルーミング」をクリックし、保持されるバックアップ数として少なめの数値を入力し
て、「OK」をクリックします。バックアップセットのグルーミングが実行され、ディスク
に十分な空きができれば、現在の操作が再開されます。

複数の複数の同時実行同時実行

Retrospect では、操作の実行中に設定を変更する、独立した操作をパラレル実行する、リ
ソースの競合を処理する（競合している実行の順序付けなど）、Proactive Backup システ
ムに複数の実行を開始させる、テープライブラリの複数ドライブを同時に使用する、など
が可能です。

Retrospect には、高度テープサポートアドオンによって使用可能になる、中心的な複数実
行機能と追加の機能（複数のテープドライブの同時使用に対応）の両方があります。

Retrospect Desktop は、複数の同時実行に対応していません。

複数実行複数実行

Retrospect は、あらかじめ複数の実行ユニット向けに設定されています。実行ユニット数
の上限は、バックアップコンピュータのメモリの合計量に左右されます。

コンピュータにこの設定をサポートするのに十分なメモリとバックアップデバイスがある
場合は、最大 8 つの同時実行が可能です。
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複数の実行ユニットを使用している場合、同時に複数の操作を実行できます。開始した操
作の数が利用可能な実行ユニットを超える場合は、実行ユニットが利用可能になるまで、
余分な操作は「待機」キューに入ります。詳しくは、「待機中」タブを参照してくださ
い。

Proactive Backup スクリプトと ユーザ開始型復元操作は待機キューに入りません。実行ユ
ニット（および必要な他のリソース）が利用可能になったときにのみ起動します。

一般的に、操作を同時に実行するには、各操作に固有のソースと固有の宛先が必要です。
バックアップセットは、ある操作では宛先として使用し、同時に同じバックアップセット
を 1 つ以上の追加操作ではソースとして使用できるという点でユニークです。この機能に
ついては、ディスクバックアップセットと複数実行で説明しています。

サブボリュームとメールボックスは、それらが保存されているボリュームまたは
Exchange Mailbox コンテナからは固有とは見なされません。したがって、ボリュームとそ
のサブボリューム（または Exchange Mailbox コンテナとそのメールボックス）から同時
にバックアップしたり、それらに復元したりすることはできません。Retrospect では、こ
のような実行を連続的に行います。

同一ディスク上に複数のディスクバックアップセットを保存している場合、Retrospect,
Inc. はこれらのバックアップセットを並行操作で使用しなことを推奨します。

ディスクバックアップセットと複数実行ディスクバックアップセットと複数実行

Retrospect サーバクラスエディションは、同じディスクバックアップセットを同時に使用
しながら 1 つの書き込み操作と、複数の読み取り操作をサポートする点でユニークです。

書き込み操作には次の操作が含まれます。

• バックアップセットへのバックアップ
• バックアップセットへの転送
• バックアップセットへのアーカイブ

読み取り操作には次の操作が含まれます。

• バックアップセットからの復元
• バックアップセットからの転送
• 障害回復の準備
• バックアップセットのプロパティの表示
• バックアップセットのスナップショットかセッションの参照

十分な実行ユニットが利用できる限りは、1 つの書き込み操作と 1 つ以上の読み取り操作
を同時に実行することができます。また、一度に複数の読み取り操作を実行することもで
きます。

例えば、バックアップセットにバックアップしながら、同時に Retrospect クライアントを
同じバックアップセットから復元することができます。また、次の操作を行うことができ
ます。

• 同じバックアップセットから複数の復元（ユーザ開始型復元を含む）を実行する
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• スナップショットをバックアップセットから転送しながら、そのバックアップセ
ットにバックアップする

実行ユニット数以外の唯一の制限は、いずれの並行操作も同じボリューム/データベース/
メールボックスか同じ非ディスクバックアップセットを要求できないことです。

一部の操作は、バックアップセットへの専用アクセスを必要とします（例えば、カタログ
ファイルの更新、メディアのグルーミング、リサイクリング、検証）。これらの操作のい
ずれかがディスクバックアップセットを使用している場合、そのバックアップセットを他
の操作が同時に使用することはできません。

ディスクバックアップセットの機能を活用するためには、Retrospect が「任意の実行ユニ
ット」を使用するようスクリプトが指示するようにしなければなりません。詳しくは、実
行ユニットの割り当てを参照してください。

この機能を使用するとき、スクリプト内で「任意の実行ユニット」を指定すること以外、
何も行う必要はありません。リソースの競合が原因で同時に実行できないスクリプトは、
待機キューに入れられ、必要なリソースが利用可能になった時点で実行されます。基本操
作やバックアップセットの管理タスクに対しては、必要なリソースが利用可能になるまで
待機するか否かを確認するメッセージか、エラー843（他の操作がリソースを使用中） が
表示されます。この場合は、しばらくしてから再試行しなければなりません。

Retrospect Desktop は 1 つの実行ユニットしかサポートしないため、ディスクバックアッ
プセットの 1 つの書き込み/複数の読み取り機能は利用できません。

複数実行の環境設定複数実行の環境設定

同時実行を行うには、複数の実行ユニットが必要です。

実行ユニットの数の指定については、全般環境設定を参照してください。

Retrospect では、バックアップコンピュータのメモリの量に基づいて、最適な実行ユニッ
ト数が自動的に決定されます。この設定を無効にする操作は、ユーザの自己責任で行って
ください。

実行ユニットの割り当て実行ユニットの割り当て

操作で特定の実行ユニットを使用するか、最初に利用可能な実行ユニット（「任意の実行
ユニット」）を使用するかを決めることができます。2 つ以上の実行ユニットがあり、ス
クリプトを作成するか基本操作を設定した場合、そのサマリウィンドウに実行ユニットリ
ストボックスが表示されます。

複数実行を効果的に利用するには、「任意の実行ユニット」を選択します。場合によって
は、連続的に実行を行いたいことがあります。たとえば、ボリュームをハードディスクに
バックアップした後に、カタログファイルを CD にバックアップする場合です。この場
合、同一の実行ユニットを両方の操作に割り当て、カタログのバックアップ前にメインの
バックアップを開始するようにスケジュールする必要があります。これにより、最初の操
作が完了するまで 2 番目の操作が実行されないことが保証されます。
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複数の複数のドライブドライブ

複数のテープドライブに対する同時実行には、Retrospect の高度テープサポートアドンが
必要です。複数のスタンドアロンテープドライブに対して、または複数の内蔵ドライブが
あるテープライブラリに対して、同時実行を行うことができます。

高度テープサポートは、Retrospect Desktop と Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) で
は使用できません。

テープドライブへのテープバックアップセットのバインドテープドライブへのテープバックアップセットのバインド

Retrospect で複数のテープドライブを使用している場合、バックアップセットを特定のド
ライブに関連付けしたい場合があります。たとえば、テープドライブが高速ドライブと低
速ドライブの 2 台ある場合、クライアントコンピュータ用のバックアップセットを低速ド
ライブに、ローカルサーバ用のバックアップセットを高速ドライブに関連付けできます。
これにより、ネットワーク速度とドライブ速度が同期するようになり、テープドライブの
ヘッドの位置調整にかかる時間が少なくて済みます。

デフォルトでは、有効なすべてのテープドライブがバックアップセットで使用可能です
が、この設定は、以下の 2 通りの方法で変更できます。

• バックアップセットのプロパティウィンドウによって、テープバックアップセッ
トのバインドを指定および修正できます。「設定」>「バックアップセット」を順
に選択し、テープバックアップセットを選択して、「プロパティ」をクリックし
ます。「プロパティ」ウィンドウで、「関連付け」タブをクリックします。「選
択したテープドライブ」をクリックし、1 つ以上のドライブを選択します。「任
意のテープドライブ」を選択することで、関連付けを削除することもできます。
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• 「記憶装置」ウィンドウによって、テープバックアップセットのバインドを指定
および修正することもできます。「設定」>「デバイス」の順にクリックします。
「記憶装置」ウィンドウで、「関連付け」タブをクリックします。バックアップ
セットを選択し、「選択したテープドライブ」をクリックして、1 つ以上のドラ
イブを選択します。「任意のテープドライブ」を選択することで、関連付けを削
除することもできます。

複数テープドライブ計画複数テープドライブ計画

Retrospect 高度テープサポート（ATS）アドオンにより、複数のテープドライブに書き込
んだり、同時に個別のテープドライブに読み書きしたりすることができます。これによ
り、1 つのバックアップウィンドウで、より多くのデータをバックアップできます。

ATS のパフォーマンスを最大限にし、バックアップウィンドウの要求を満たすには、固有
の元ボリュームから固有の宛先へストリーミングするようにスクリプトを設定して、複数
の操作が同時に実行できるようにすることが重要です。

特定の元ボリュームまたは宛先が 1 つの操作によって使用されている場合、Retrospect で
は、別の同時操作にその元ボリュームや宛先を使用できません。

以下のシナリオは、ATS の機能を最大限利用するためのスクリプトとバックアップセット
の構築方法を説明したものです。

• シナリオ 1- 4 つのサーバまたはサーバボリュームを、2 つのドライブがあるテー
プライブラリにバックアップ

• シナリオ 2- SQL サーバ、Exchange サーバ、ファイルサーバ、および 35 台のノ
ートブックを、2 つのドライブがあるテープライブラリにバックアップ
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• シナリオ 3- 500 台のクライアントを、4 つのドライブがあるテープライブラリに
バックアップ

• 複数の同時操作を行うためには、少なくとも 2 つの実行ユニットが利用可能でな
ければなりません。

高度テープサポートがない場合は、すべてのサーバを 1 つのバックアップセットにバック
アップするスクリプトを 1 つ作成することになります。ATS がないと同時に 2 つのテープ
ドライブにバックアップできないため、これは優れたオプションです。

しかし、高度テープサポートがある場合には、2 つのスクリプトを作成し、それぞれ別の
バックアップセットに 2 つのサーバをバックアップすることができます。同時にスクリプ
トを実行するようにスケジュールでき、すべてのボリュームを短時間でバックアップでき
ます。

スクリプト
スクリプト 1

スクリプト 2

元ボリューム
スクリプト 1：サーバ A とサーバ B

スクリプト 2：サーバ C とサーバ D

宛先
スクリプト 1：バックアップセット 1

スクリプト 2：バックアップセット 2

この例では、サーバは毎晩 10 時にバックアップする必要があり、ノートブックはネット
ワーク経由でアクセス可能になったときにバックアップする必要があります。

サーバ用の通常スクリプトを 1 つ、ノートブック用の Proactive Backup スクリプトを 1
つ、合計 2 つのスクリプトを作成します。

スクリプト
サーバのバックアップ

ノートブックのバックアップ（Proactive Backup スクリプト）

元ボリューム
サーバのバックアップ：SQL、Exchange、ファイルサーバ

ノートブックのバックアップ：ノートブック

宛先

サーバのバックアップ：
バックアップセット 1

ノートブックのバックアップ：バックアップセット 2
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スケジュール
サーバのバックアップ：毎晩 10 時

ノートブックのバックアップ：常にアクティブ

この設定により、サーバとノートブックを同時に別々のテープドライブにバックアップす
ることが可能になります（リソースが利用可能な場合）。

クライアントを同様なサイズの 4 つの論理グループに分けた後、それぞれの元ボリューム
グループを（ボリュームデータベース内に）作成し、クライアントを追加します。

それぞれの元ボリュームグループにバックアップセットと Proactive Backup スクリプトを
作成した後、Proactive Backup を開始します。
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Chapter 8

ネットワーク接続クライアントネットワーク接続クライアント
• ネットワーク接続クライアントの概要
• クライアントのインストール
• クライアントの操作
• クライアントの更新
• クライアントとそのソフトウェアのアンインストール
• 高度なネットワーク
• 新 Retrospect クライアント ソフトウェア
• ユーザー始動によるバックアップと復元
• クライアント機能と環境設定のロック
• クライアントのバックアップ
• Windows クライアントの操作
• Mac OS クライアントでの作業
• UNIX クライアントの操作
• ファイルシステム変換
• Microsoft ネットワークボリューム
• ネットワークバックアップのガイドライン

この章では、クライアントソフトウェアのインストール、設定、および管理に関する手順
について説明します。ユーザは、クライアントソフトウェアを使用することにより、バッ
クアップコンピュータからネットワーク上の Retrospect クライアントコンピュータにアク
セスできるようになります。また、Retrospect クライアントが利用できるオプションやコ
ントロールについても説明します。さらに、この章では、これらのクライアントをバック
アップする方法について説明し、ワークグループの効率的なバックアップを設定するため
の情報とワークシートを示します。

ネットワーク接続クライアントの概要ネットワーク接続クライアントの概要
Retrospectを使用すると、記憶装置を装備した 1 台のコンピュータで、Retrospect クライ
アントソフトウェアが動作している Windows、Macintosh、Linux、および コンピュータ
を、ネットワーク経由でバックアップすることができます。

バックアップ管理者（あなた）は、クライアントコンピュータ（クライアントとも呼びま
す）の各々に、Retrospect クライアントソフトウェアをインストールします。バックアッ
プ管理者は、Retrospect アプリケーションを使用して、バックアップコンピュータが使用
するクライアントにログインします。管理者は、クライアントの設定後、クライアントボ
リュームを元ボリュームに指定して、ボリュームがバックアップコンピュータに直接接続
されている場合のように、スクリプトの作成とスケジュール設定を行うことができます。

クライアントライセンスクライアントライセンス

Retrospect はライセンス供与された台数分のクライアントで動作します。Retrospect
Single Server、および Multi Server では、使用できるデスクトップ/ノートブックのクライ
アント数は無制限です。Retrospect Desktop で使用できるクライアント数は、ライセンス
を追加購入して増やすことができます。
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Retrospect Multi Server は無制限のサーバクライアントをサポートしています。
Retrospect Single Server では、ライセンスを追加購入することで、使用できるサーバクラ
イアントの数を増やすことができます。

Retrospect のライセンスマネージャは、ユーザが入力するライセンスコードでクライアン
トのライセンスを管理します。クライアントのライセンスコードは Retrospect に組み込ま
れており、Retrospect クライアントで個別に使用できます。新たにライセンスを購入する
と、追加のコードが与えられます。

• 現在のライセンスを表示するには、「設定」>「ライセンス」を順にクリックしま
す。バックアップクライアントのコンテナは、使用済みクライアントと利用可能
なクライアントの台数を表示し、追加したクライアントのライセンスを表示しま
す。

• クライアントのライセンスを追加するには、「追加..」ボタンをクリックし、表示
されるダイアログボックスに新規のライセンスコードを入力します。

• クライアントライセンスを追加購入するには、「購入」をクリックします。

バージョン 4.1 とそれ以前の Retrospect クライアントソフトウェアのライセンスを持つク
ライアントにログインすると、クライアントのライセンスはライセンスマネージャによっ
て自動的に追加されます。

セキュリティセキュリティ

インターネットに接続されているクライアントには、わずかなものであっても、権限のな
いアクセスが行われる危険性が伴います。Retrospect クライアントのインストーラプログ
ラムでは、Retrospect を所有する外部ユーザによるインターネット経由での不正アクセス
を防止するため、クライアントへのパスワード割り当てが要求されます。（「全般」タ
ブ）

クライアントのインストールクライアントのインストール

バックアップするすべてのクライアントコンピュータには、Retrospect クライアントソフ
トウェアがインストールしてある必要があります。以下の項には、システムの必要条件
と、Windows、Mac OS、Linux、および クライアントのインストール方法があります。

Windows 用用 Retrospect Client
• Microsoft Windows 10/8/7/Vista/XP
• Microsoft Windows Server 2012 R2/2012/2008/2003*
• Microsoft Windows Server 2012 Essentials*
• Microsoft Windows SBS 2011/2008/2003*
• Microsoft Windows Storage Server 2008/2003*
• Pentium 以上のプロセッサー
• 各 OS に関する Microsoft 社のガイドラインを満たす RAM

*サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライ
センスを有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Mac 用用 Retrospect Client
• Mac OS X または Mac OS X Server 10.6.8 以降 (OS X Yosemite 10.10 を含む)
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• Intel プロセッサー
• 各 OS に関する Apple 社のガイドラインを満たす RAM

* サーバー OS クライアントのバックアップには、利用可能なサーバー クライアント ライ
センスを有する Retrospect Multi Server またはその他の Server エディションが必要です。

Linux 用用 Retrospect Client
• x86 または x64 ベースシステムで実行される Red Hat Linux, Red Hat Enterprise

Linux, CentOS, Debian, Ubuntu Server または SUSE Linux オペレーティングシス
テム

• glibc バージョン 2 以降
Windows コンピュータへのコンピュータへの Retrospect クライアントソフトウェクライアントソフトウェ
アのインストールアのインストール

Retrospect クライアントソフトウェアは、いくつかの方法で Windows コンピュータにイ
ンストールすることができます。いずれの方法を選択するかは、クライアントを
Retrospect のバックアップクライアントデータベースにログインする方法によって異なり
ます。所有しているクライアント数と使用している Retrospect の版によって、クライアン
トを 1 つずつログインするか、複数のクライアントを同時にログインすることができま
す。

個々のログイン用の個々のログイン用の Windows クライアントのインストールクライアントのインストール

所有するクライアント数が少数であるか、Retrospect Desktop を使用している場合は、
Retrospect CD を使用するか、クライアントコンピュータがアクセス可能なネットワーク
場所にクライアントインストーラファイルをコピーすることで、Windows 版 Retrospect
クライアントをインストールすることができます。個々ののクライアントは、インストー
ル時に指定されたパスワードを使用して Retrospect のバックアップクライアントデータベ
ースにログインします。

ネットワークを経由してバックアップ対象の Windows コンピュータにクライアントソフ
トウェアをインストールするには、次の手順に従います。

個々のログイン用に Windows クライアントをインストールするには

1. Windows では、クライアントコンピュータに管理者権限でログインします。
2. 実行中の他のアプリケーションプログラムで保存していないすべての文書を保存
します。

3. Retrospect の CD をクライアントコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入しま
す。

4. 「Retrospect クライアントをインストール」ボタンをクリックします。
5. ウィザードの指示に従って、クライアントソフトウェアをインストールします。
6. インストール時には、クライアントへの権限のないアクセスを防止するために使
用するパスワードを入力します。このパスワードを忘れないようにしてくださ
い。

コンピュータを起動すると、クライアントソフトウェアが自動的に読み込まれます。この
時点で、バックアップコンピュータからクライアントにいつでもアクセスできます。詳細
については、クライアントの操作を参照してください。
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CD を使用しないでクライアントをインストールするには、クライアントインストーラフ
ァイルをネットワーク上の任意の場所にコピーします。これで、これらのファイルに各ク
ライアントコンピュータからアクセスし、setup.exe を実行してソフトウェアをインスト
ールすることができます。この方法を使用すると、Retrospect クライアントユーザ自身が
ソフトウェアをインストールすることができます。ただし、ユーザのクライアントパスワ
ードをバックアップ管理者に必ず提示しなければなりません。

複数ログイン用の複数ログイン用の Windows クライアントのインストールクライアントのインストール

一度に複数の Windows 版 Retrospect クライアントのログインが可能であるという
Retrospect の機能（自動検出や新規クライアントのログインなどを含む）を活用するに
は、Retrospect の Single Server (Disk-to-Disk)、Small Business Sever、Single Server、ま
たは Multi Server が必要です。また、Microsoft Systems Management Server（SMS）か
Group Policy を使用している場合は、これらの技術を使用してクライアントソフトウェア
を配備することができます。

マルチクライアントログインでは、個々のクライアントのパスワードに依存する代わり
に、Retrospect バックアップコンピュータ上の秘密鍵証明と、各 Windows Retrospect ク
ライアント上の公開鍵証明を使用して、クライアントを Retrospect のバックアップクライ
アントデータベースに追加します。これらの鍵は Retrospect で作成し、公開鍵は以下に説
明する手順のいずれかを使用してクライアントに配布することができます。

マルチログイン用に Windows クライアントをインストールするには

1. クライアントインストーラファイルをネットワーク上の場所にコピーします。
2. バックアップコンピュータ上で Retrospect を起動します。
3. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「環境設定」を選択します。
4. 「クライアント」>「追加」を順にクリックします。
5. 「キーの作成」をクリックします。
6. 秘密鍵を保護するためにパスワードを入力して確認し、「OK」をクリックしま
す。

2 つのファイル（privkey.dat と pubkey.dat）が「C:¥Documents and Settings¥All
Users¥Application Data¥Retrospect」に作成されます。

7. 最大限のセキュリティを得るため、Retrospect と秘密鍵はパスワードで保護しな
ければなりません。詳しくは、セキュリティ環境設定を参照してください。

8. pubkey.dat を、ネットワーク上のクライアントインストーラフォルダにある
「public_key」にコピーします。

9. Windows 版 Retrospect クライアントユーザに連絡し、ネットワーク上のクライ
アントインストーラフォルダから setup.exe を実行するよう指示します。

この方法でインストールしたクライアントは、Retrospect のバックアップクライ
アントデータベースに一度に追加することができます。詳しくは、クライアント
の追加を参照してください。この方法でインストールされた新規クライアントを
定期的に検出し、それらをバックアップクライアントデータベースに自動的に追
加するよう Retrospect を設定することもできます。詳しくは、環境設定の追加を
参照してください。

SMS か Group Policy を使用する Windows クライアントインストーラを配備する
には
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1. バックアップコンピュータ上で Retrospect を起動します。
2. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「環境設定」を選択します。
3. 「クライアント」>「追加」を順にクリックします。
4. 「Create keys」をクリックします。
5. 秘密鍵を保護するためにパスワードを入力して確認し、「OK」をクリックしま
す。

2 つのファイル（privkey.dat と pubkey.dat）が「C:¥Documents and Settings¥All
Users¥Application Data¥Retrospect」に作成されます。

6. Microsoft SMS か Group Policy を使用して、Retrospect Client 11.0.msi ファイル
と pubkey.dat ファイルを複数のクライアントに一度に配備します。

7. msi ファイルを使用するには、クライアントコンピュータに ISScript 9 と
Windows Installer 2.0 がインストールされていることが必要です。これらはいず
れも、Retrospect CD のクライアントインストーラフォルダに含まれています。

SMS と Group Policy の詳しい操作手順は、本書では説明していません。インストーラの
配備や実行の詳細については、これらの製品のドキュメントを参照してください。

Mac OS コンピュータへのクライアントソフトウェアのインストーコンピュータへのクライアントソフトウェアのインストー
ルル

ネットワーク経由でバックアップ対象の各 Macintosh コンピュータにクライアントソフト
ウェアをインストールするには、次の手順に従います。

ファイルサーバから多数のクライアントをネットワークにインストールしたり、CD-ROM
ドライブが付属していないコンピュータにインストールする場合、サーバ上に Retrospect
クライアント Installer アプリケーションを格納する共有フォルダを作成できます。インス
トーラプログラムを CD から実行する代わりに、そのフォルダから実行できます。

Retrospect クライアントソフトウェアを Mac OS コンピュータにインストールするには

1. 保存していないすべての書類を保存し、実行中の他のアプリケーションプログラ
ムを終了します。

2. Mac OS X では、クライアントコンピュータに管理者権限でログインします。
3. Retrospect の CD をクライアントコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入しま
す。

4. インストーラアイコンをダブルクリックして、プログラムを起動します。
5. インストーラプログラムの指示に従って、クライアントソフトウェアを起動ディ
スクに配置します。

6. クライアントへの権限のないアクセスを防止するために、パスワードを作成して
入力します。このパスワードを忘れないようにしてください。

7. Macintosh クライアントのパスワードには、基本的な英数文字（低ビット ASCII）
のみを使用します。Macintosh の高ビット文字は Windows の高ビット文字とは対
応しません。たとえば、Luf$Luf00 は問題ありませんが、L?f¥L?f?? は問題があり
ます。

8. コンピュータを再起動します。

コンピュータを起動すると、クライアントソフトウェアが自動的に読み込まれます。この
時点で、バックアップコンピュータからクライアントにいつでもアクセスできます。詳細
については、クライアントの操作を参照してください。

323 WINDOWS ユーザー ガイド



UNIX コンピュータへのクライアントソフトウェアのインストールコンピュータへのクライアントソフトウェアのインストール

ネットワークを経由してバックアップ対象の UNIX コンピュータにクライアントソフトウ
ェアをインストールするには、次の手順に従います。使用するパッケージの方式（tar）を
選択します。手順の中で「version」を使用している箇所には、Retrospect クライアントソ
フトウェアの特定のバージョン/ビルド番号（7.5.103 など）を指定してください。

Retrospect クライアントソフトウェアを UNIX コンピュータにインストールするには

1. 実行中の他のアプリケーションプログラムで保存していないすべての文書を保存
します。

2. クライアントコンピュータにログインします。
3. Retrospect の CD をクライアントコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入し、
参照でクライアントインストーラファイルの場所を探します。

4. ご使用のオペレーティングシステムとインストーラに従って次のコマンドを入力
します。

tar $tar -xf retroclient-version.tar, $.Install.sh

5. クライアントへの権限のないアクセスを防止するために、パスワードを作成して
入力します。このパスワードを忘れないようにしてください。

クライアントソフトウェアは、インストールの完了時に自動的に実行します。

この時点で、バックアップコンピュータからクライアントにいつでもアクセスできます。
詳細については、クライアントの操作を参照してください。

クライアントの操作クライアントの操作

クライアントコンピュータは、Retrospect クライアントソフトウェアによってインストー
ルされた後、バックアップコンピュータからバックアップクライアントデータベースに追
加され、基本操作と自動操作で使用を開始できます。

ファイアウォールの設定ファイアウォールの設定

ネットワーククライアントを Retrospect でバックアップするには、ファイアウォールで通
常遮断されているネットワークアクセスの一部を有効にする必要があります。

Retrospect は TCP と UCP での通信に 497 番ポートを使用します。Retrospect クライア
ントを検出してアクセスするには、Retrospect バックアップサーバと、すべての
Retrospect クライアントによる 497 番ポート経由での TCP/UDP 通信を許可するようにフ
ァイアウォールを設定する必要があります。

Windows XP SP2 のファイアウォールを使用している場合は、Retrospect のインストール
時にファイアウォールが有効になっていれば、このポートが自動的に解放されます。イン
ストール時にファイアウォールが無効だった場合は、手動でポートを解放する必要があり
ます。ファイアウォールの例外の設定方法について、Windows のマニュアルを参照してく
ださい。
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クライアントの追加クライアントの追加

クライアントコンピュータをバックアップするには、そのクライアントコンピュータを
Retrospect のバックアップクライアントデータベースに追加する必要があります。一般的
に、一度に追加できるのは 1 つのクライアントだけですが、特定の状況下では複数のクラ
イアントを同時に追加することができます。また、Retrospect を設定すれば、ネットワー
ク上で新規クライアントを自動的に検出したり追加すこともできます。

複数のクライアントを一度に追加する場合の必要条件

• Retrospect Single Server (Disk-to-Disk)、Single-Server、または Multi-Server
• Windows 版 Retrospect クライアント
• 公開鍵証明書を使用してインストールされたクライアント（複数ログイン用の

Windows クライアントのインストールを参照）。
• マルチキャストまたはサブネットブロードキャスト方式によるクライアントアク
セス

• クライアントを追加すると、Retrospect のライセンスマネージャは、利用可能な
クライアントのライセンスが入っているプールからライセンスを 1 つ減らします
（該当する場合）。

単独のクライアントを追加するには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックします。
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バックアップクライアントデータベースには、Retrospect で使用するために現在
ログインしているすべてのクライアントコンピュータのスクロールリストが表示
されます。

2. 「追加」をクリックすると、「ネットワーク状況」ウィンドウが表示されます。

このウィンドウには、Retrospect クライアントソフトウェアがインストールされ
ている、特定のネットワーク上のコンピュータがすべて表示されます。デフォル
トでは、Retrospect は Piton マルチキャスト方式を使用して、ローカルサブネッ
ト内のクライアントを検索します。

3. サブネットとは、ルータやゲートウェイを使用しないでネットワークを構成する
ローカルコンピュータのグループのことです。ただし、これらのコンピュータは
ゲートウェイを使用することにより他のネットワークに接続することができま
す。

4. クライアントを選択し、「追加」をクリックします。
5. クライアントのパスワードを入力したら、「OK」をクリックします。

クライアントにログインすると、クライアントのプロパティウィンドウが表示さ
れます。クライアントのプロパティについては、クライアントの設定を参照して
ください。

複数のクライアントを追加するには複数のクライアントを追加するには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックします。
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バックアップクライアントデータベースには、Retrospect で使用するために現在
ログインしているすべてのクライアントコンピュータのスクロールリストが表示
されます。

2. 「追加」をクリックすると、「ネットワーク状況」ウィンドウが表示されます。
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このウィンドウには、Retrospect クライアントソフトウェアがインストールされ
ている、特定のネットワーク上のコンピュータがすべて表示されます。デフォル
トでは、Retrospect は Piton マルチキャスト方式を使用して、ローカルサブネッ
ト内のクライアントを検索します。

3. サブネットとは、ルータやゲートウェイを使用しないでネットワークを構成する
ローカルコンピュータのグループのことです。ただし、これらのコンピュータは
ゲートウェイを使用することにより他のネットワークに接続することができま
す。

4. リスト内のすべてのクライアントを選択します。

Retrospect によって非 Windows クライアントの選択が自動的に解除されます。

5. 「追加」をクリックします。

Retrospect バックアップコンピュータが作成した公開鍵証明書を有するクライアントが追
加されます。パスワードを有するクライアントは追加されません。別の Retrospect バック
アップコンピュータが作成した公開鍵証明書を有するクライアントは、追加されません。

公開鍵証明書を有するクライアントを自動的に検出してバックアップクライアントデータ
ベースに追加する手順については、環境設定の追加を参照してください。

ネットワークアドレスのテストネットワークアドレスのテスト

「ネットワーク状況」ウインドウの「テスト」ボタンを使用すると、既知の IP、DNS、ま
たは WINS アドレスで応答中のクライアントをテストできます。

アドレスをテストするにはアドレスをテストするには

1. ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックします。
2. 「追加」をクリックすると、「ネットワーク状況」ウィンドウが表示されます。
3. 「テスト」をクリックします。
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4. IP、DNS、または WINS アドレスを入力し、「OK」をクリックします。

指定されたアドレスで Retrospect クライアントソフトウェアが検出されると、Retrospect
はそのクライアントの名前とソフトウェアのバージョンを報告します。

指定したアドレスで検出されたコンピュータが、Retrospect クライアントソフトウェアを
実行していない場合、Retrospect はエラー –541 を報告します。

指定されたアドレスから TCP/IP の応答がない場合、Retrospect はエラー –530 を報告し
ます。

「高度な設定」ボタンをクリックすると、Retrospect のより高度なネットワーク機能を利
用できます。これらの機能については、高度なネットワークで説明しています。

クライアントの設定クライアントの設定

クライアントにログインしたら、クライアントを設定する必要があります。クライアント
が既にインストールされていて、まだログインしていない場合は、まず「ネットワーク状
況」ウィンドウのクライアントから目的のクライアントを選択します。次に「追加」ボタ
ンをクリックしてクライアントにログインし、そのクライアントを設定します。既にわか
っているクライアントの設定をし直す必要がある場合は、該当するクライアントを「バッ
クアップ クライアント データベース」ウィンドウから選択し、ツールバーから「プロパテ
ィ」をクリックできます。

クライアントのプロパティウィンドウには、次の 4 つのタブがあります。

• 「全般」タブ
• 「アクセス」タブ
• 「ツール」タブ
• 「ボリューム」タブ
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「全般」タブ「全般」タブ

「全般」タブは、バックアップクライアントのさまざまな情報を表示し、ネットワーク経
由のデータを保護するためのオプションを持ちます。

「名前」「名前」は、指定されたクライアントの名前です。

「タイプ」「タイプ」は、クライアントコンピュータが使用するオペレーティングシステムを示しま
す。

「バージョン」「バージョン」は、クライアントコンピュータにインストールされているクライアントソ
フトウェアのバージョン番号です。

「優先度」「優先度」は、ユーザがクライアントのコントロールパネルで選択した優先順位設定を示
します。20% の優先順位は、ユーザがつまみを「ユーザ」に設定していることを示しま
す。これにより、他のアプリケーションやタスクにいくらかのコンピュータの処理時間が
Retrospect タスクの使用よりも優先的に割り当てられます。100% の優先順位は、クライ
アントの優先順位を示すつまみが「バックアップ」に設定されていることを示します。こ
れにより、クライアントのタスク（つまり、ファイルの転送）に、オペレーティングシス
テムが割り当てるクライアントソフトウェアの処理時間のすべてが優先的に割り当てられ
ます。

「セキュリティ」「セキュリティ」は、このクライアントコンピュータに指定されたデータセキュリティを
示します。

• 「なし」は、パスワードが設定されていないため、ネットワーク上で Retrospect
を使用しているユーザは誰でもこのクライアントにログインできます。

• 「パスワード」は、このクライアントにログインするために、パスワードを入力
する必要があることを示します。

CHAPTER 8 • ネットワーク接続クライアント 330



• 「秘密鍵/公開鍵を使用」は、クライアントにログインするのにパスワードが不要
であることを示します。詳細については、複数ログイン用の Windows クライアン
トのインストールを参照してください。

• 「リンク暗号化」は、クライアントにパスワードが設定されており、「ネットワ
ーク接続の暗号化」チェックボックスがオンになっている場合に表示されます。
これは、クライアントのデータがネットワーク経由で送信される前に暗号化され
ることを示します。「リンク暗号化」オプションを選択するには、パスワードか
公開鍵/秘密鍵が設定されている必要があります。

「状況」「状況」は、バックアップやその他の操作がクライアントで使用可能かどうかを示しま
す。「接続していません」は、Retrospect がクライアントとまだ接続を確立していないこ
とを示します。「使用中」は、クライアントが現在アクセス中であることを示します。
「接続されました」は、クライアントは準備完了しており、いつでも使用可能であること
を示します。「ロックされています。」は、このクライアントワークステーションにいる
ユーザがクライアントのコントロールパネルで「読み込み専用」のアクセス環境設定にチ
ェックマークを付けたことを示します。この場合は、クライアントをバックアップできま
すが、クライアントに復元したり、クライアントのファイルを削除することはできませ
ん。「ビジー」は、クライアントが現在ネットワーク上の Retrospect の別のコピーからア
クセスされていることを示します。「オフ」は、このクライアントにいるユーザがクライ
アントのコントロールパネルで「オフ」ラジオボタンをクリックしたことを示します。オ
フにされたクライアントは、手動でオンに戻すか、クライアントコンピュータを再起動す
るまで操作ができなくなります。

「エコータイム」「エコータイム」は、このクライアントとの通信で生じる秒単位の遅延を示します。通常
は、0.0 〜 0.2 秒です。ネットワークまたはクライアントが混雑している場合、あるいは
ルータを使用している場合は、問題が発生していないのにエコー時間が長くなることがあ
ります。

「速度」「速度」は、バックアップコンピュータとクライアントコンピュータ間でのネットワーク
接続の転送率を示します。「更表示」ボタンをクリックすると、速度情報が更新されま
す。

「時計の誤差」「時計の誤差」は、クライアントコンピュータとバックアップコンピュータの内部クロッ
クの時間差を時間 : 分 : 秒で示します。

「ネットワーク接続の暗号化」「ネットワーク接続の暗号化」は、デフォルトではオフであり、このクライアントがパス
ワードを使用する場合にのみ使用可能になります。チェックボックスが選択されている場
合、Retrospect は、ネットワーク経由で転送されるデータを暗号化し、データがバックア
ップセットに書き込まれる前に暗号解除することで、ネットワークでの盗聴を防止しま
す。クライアントのリンク暗号化は、バックアップセットの暗号化とは明確に異なりま
す。

「アクセス」タブ「アクセス」タブ

「アクセス」タブは、このクライアントへのネットワークアクセス方式の概要を示しま
す。
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「変更」ボタンをクリックすると、特別な「ネットワーク状況」ウィンドウからクライア
ントにアクセスできます。この操作は、クライアントがネットワークを移動した場合や、
クライアントが再インストールされた場合に必要になることがあります。

「ツール」タブ「ツール」タブ

「ツール」タブでは、クライアント名、パスワードを持つかどうか、クロックオフセット
（クライアントコンピュータのクロックとバックアップコンピュータのクロックとの時間
差）、およびクライアントソフトウェアのバージョン番号を表示します。
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• クライアント名を変更するには、「リネーム.. 」をクリックします。新しい名前
の入力と確認を求めるダイアログボックスが表示されます。

• パスワードを追加または変更するには、「パスワードの設定」をクリックしま
す。新しいパスワードの入力と確認を求めるダイアログボックスが表示されま
す。

• クライアントコンピュータの時刻をバックアップコンピュータの時刻と一致させ
るには、「時計を合わせる」をクリックします。ただし、クライアントへのアク
セスが読み込み専用である場合は、このボタンは使用できません（アクセス制御
環境設定参照）。

• クライアントのソフトウェアバージョンを更新するには、「更新..」をクリックし
ます。更新元に使用する Retrospect クライアントソフトウェアの場所を求めるフ
ァイル選択ダイアログボックスが表示されます。操作手順の詳細については、
個々のクライアントコンピュータを更新するにはを参照してください。

「ボリューム」タブ「ボリューム」タブ

「ボリューム」タブでは、ネットワーク経由でアクセス可能なクライアントコンピュータ
のボリュームを表示します。
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「元ボリューム」「元ボリューム」：リストボックスの設定は、操作中に Retrospect がクライアントのコン
テナを解決する方法に影響を与えます。通常は、「クライアントデスクトップ」のデフォ
ルト設定を変更する必要はありません。

• 「クライアントデスクトップ」「クライアントデスクトップ」は、クライアントコンピュータに対してローカル
なすべてのボリュームに解決します。ただし、フロッピーディスク、共有ボリュ
ーム（ファイルサーバなど）、読み出し専用ボリューム（CD-ROM など）、空の
ボリュームは除きます。

• 「起動ボリューム」「起動ボリューム」は、クライアントコンピュータのブート元ボリュームに解決
します。

• 「選択したボリューム」「選択したボリューム」は、「記憶されたボリューム」のリストで選択したすべ
てのボリュームに解決します。

「記憶されたボリューム」「記憶されたボリューム」：クライアントのボリューム一覧を表示します。操作中の
Retrospect は、選択したボリュームのみを使用できます。この選択により、Retrospect の
「ボリュームデータベース」ウィンドウに表示されるボリュームが決まります。また、
「元ボリューム」リストボックスに「選択したボリューム」が設定されている場合は、選
択により、クライアントコンテナが解決されるボリュームも決まります。

以下の表では、マウントされたいくつかのボリュームを持つクライアントコンピュータの
例を使用します。この例では、異なる「アクセスするボリューム」設定のそれぞれについ
て、クライアントコンテナが解消されるボリュームを示します。

クライアントコンクライアントコン
ピュータ上のピュータ上の
ボリュームボリューム

「元ボリューム」設定の内容「元ボリューム」設定の内容
ボリューボリュー
ムの内訳ムの内訳
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「クライアントデスクトップ」
Alyosha
Beowulf
Cynics

「起動ボリューム」 Alyosha

「記憶されたボリューム」のリストから Beowulf の
みを選択した「選択したボリューム」

Beowulf

クライアントの削除クライアントの削除

ログインしていたクライアントとそのボリュームが不要になることがあります。たとえ
ば、コンピュータがすでにネットワーク上に存在しない場合があります。このような場
合、該当するクライアントを削除するように Retrospect に指示することができます。これ
は、クライアントにログインする操作の反対になります。

「バックアップ クライアント データベース」ウィンドウで、削除するクライアントを選択

し、ツールバーの「削除...」ボタン をクリックします。Retrospect から削除を確認す
るメッセージが表示されます。「OK」をクリックすると、Retrospect のスクリプトとそ
の他のリストからクライアントボリュームが削除されます。この操作では、削除中にバッ
クアップコンピュータで使用中であった Retrospect だけが影響を受けます。この操作で
は、ネットワーク上の他のコンピュータで実行していた Retrospect のコピーは影響を受け
ないので、削除されたクライアントへのログインはそのまま維持されます。クライアント
を削除しても、そのクライアントの既存のバックアップは影響を受けません。

Shift キーか Ctrl キーを押しながらクリックしてクライアントを選択し、複数のクライアン
トを一度に削除することができます。

1 台クライアントを削除すると、ライセンスマネージャで利用できるクライアントのライ
センスが 1 つ増えます（クライアントライセンスを参照）。

クライアントの更新クライアントの更新

古いクライアントソフトウェアを更新して新規バージョンで改善された機能を利用する必
要に迫られるときがあります。そのようなとき、クライアントをバックアップコンピュー
タから更新したり、クライアントを個別に更新したりできます。

バックアップコンピュータからのクライアントの更新バックアップコンピュータからのクライアントの更新

必要なだけ個別にクライアントを更新するか、または指定したタイプのすべてのクライア
ントを更新することができます。クライアントの更新時には、そのクライアントの最新の
設定がすべて保持されます。
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一部のクライアントが停止している場合でも、すべてのクライアントを更新しておくこと
をお勧めします。未更新のクライアントのために後でこの操作を繰り返しても、すでに更
新されているクライアントには何ら影響することはありません。

指定したタイプのすべてのクライアントを更新するには指定したタイプのすべてのクライアントを更新するには

Retrospect のナビゲーションバーから、「設定」をクリックし、「クライアント」をクリ
ックします。「バックアップ クライアント データベース」ウィンドウが表示されます。こ
のウィンドウには、Retrospect で使用するために現在ログインしているすべてのクライア
ントコンピュータが表示されます。

ツールバーから「クライアントのアップデート」 をクリックします。Retrospect クラ
イアントの更新（.rcu）ファイルの場所を指定するように求めてきます。クライアント更
新ファイルには、それぞれのオペレーティングシステム用があります（Windows、
Linux、、Mac OS X）。クライアント更新ファイルの種類によって、取得できる場所も異
なる場合があります（Retrospect CD や Retrospect Web サイトなど）。

適切な場所から該当するクライアント更新ファイルを選択し、「開く」をクリックしま
す。確認後、Retrospect は、選択した .rcu ファイルと同じタイプのすべてのクライアント
コンピュータで（Windows など）、クライアントソフトウェアの更新を開始します。複数
のタイプのクライアントがある場合は、各タイプに対してこれらの手順を繰り返します。
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クライアントコンピュータにウィルスチェックソフトウェアがインストールされている場
合は、更新を続ける前にウィルスチェックソフトウェアが実行していないことをクライア
ントコンピュータで確認する必要があります。

更新が完了したら、Retrospect はダイアログボックスに結果を表示し、操作ログを作成し
たことを報告します。「OK」をクリックします。

それぞれのクライアントの更新状況を確認するには、操作ログを開きます。操作ログを開
くには、ナビゲーションバーから「レポート」をクリックして「操作ログ」をクリックす
るか、あるいは「ウィンドウ」メニューから「操作ログ」を選択します。

個々のクライアントコンピュータを更新するには個々のクライアントコンピュータを更新するには

Retrospect ナビゲーションバーで、「設定」>「クライアント」の順にクリックします。
「バックアップ クライアント データベース」ウィンドウが表示されます。このウィンドウ
には、Retrospect で使用するために現在ログインしているすべてのクライアントコンピュ
ータが表示されます。

更新するクライアントを選択し「プロパティ」ボタンをクリックするか、あるいはクライ
アントをダブルクリックします。表示されたクライアントのプロパティウィンドウから、
「ツール」タブをクリックします。

「更新..」ボタンをクリックします。ダイアログボックスが表示され、Retrospect クライ
アント更新（.rcu）ファイルの場所を指定するように求めてきます。

該当するクライアント更新ファイルを選択し、「開く」をクリックします。更新が完了し
たら、別のダイアログボックスが表示され、更新の完了が報告されます。「OK」をクリッ
クします。
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クライアントコンピュータからのクライアントの更新クライアントコンピュータからのクライアントの更新

前述のようにバックアップコンピュータからクライアントを更新する代わりに、個々のク
ライアントコンピュータから直接クライアントを更新できます。この操作には、クライア
ントの更新も兼ねた Setup アプリケーション（Windows）、Client Installer アプリケーシ
ョン（Mac OS）、 か tar インストーラ （Linux）、または ）を使用します。

コンピュータのオペレーティングシステムに対応するインストール手順（クライアントの
インストールを参照）に従ってください。

クライアントとそのソフトウェアのアンインストークライアントとそのソフトウェアのアンインストー
ルル

コンピュータからクライアントソフトウェアを削除する場合は、クライアントの削除の記
述に従ってクライアントを削除し、クライアントのタイプごとに以下の項を参照してくだ
さい。

• Windows
• UNIX
• Mac OS X

Windows
1. 「スタート」メニューから、「設定」>「コントロールパネル」を選択します。
2. 「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックします。
3. 表示されるウィンドウで、Retrospect クライアントソフトウェアを選択し、「追
加と削除」をクリックします。

4. 「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。
5. では、管理者権限でログインする必要があるかもしれません。

UNIX

UNIX クライアントをアンインストールするためのプロセスは、クライアントソフトウェ
アのインストール方法によって異なります。

tarの場合、tar を使用してインストールしたクライアントソフトウェアファイルを手動で
削除します。

Mac OS X
1. クライアントインストーラアプリケーションを開きます。
2. ポップアップメニューから「アンインストール」を選択し、Retrospect クライア
ントソフトウェアをアンインストールするボリュームを選択します。

3. 「アンインストール」ボタンをクリックして、コンピュータからクライアントソ
フトウェアを削除し、削除が完了したらこのアプリケーションを終了します。

高度なネットワーク高度なネットワーク

Retrospect は一般にマルチキャストアクセス方式を使用して、ローカルネットワークセグ
メントまたはローカルサブネットに直接接続されたバックアップクライアントを検出し、
それを「ライブネットワーク」ウィンドウに表示します。バックアップコンピュータとそ
のクライアントの間にルータが存在するネットワークの場合や、バックアップコンピュー
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タが異なる物理ネットワークと接続する複数のネットワークカードを持つ場合は、クライ
アントにアクセスするために Retrospect のより高度な技術が必要になります。

Retrospect には、クライアントにアクセスするためのさまざまな方式に対応する機能が用
意されています。また、Retrospect によってユーザは、バックアップコンピュータ内のア
ダプタカードの使用を制御できます。

アクセスアクセス方式方式

Retrospect は、標準的な DNS および WINS ディレクトリサービスや、TCP/IP に基づく独
自の Piton Name Service のいずれも使用できます。

Retrospect クライアントデータベースにクライアントを追加すると、そのクライアントの
アクセス情報も保存されるため、後で使用するのに便利です。Retrospect がバックアップ
のためにクライアントに接続を試みるとき、オリジナルのアクセス方式を使用して、アク
セス情報をクライアントの現在の IP アドレスに解決します。

それぞれのクライアントコンピュータ上で、Retrospect クライアントソフトウェアはバッ
クアップコンピュータの Retrospect からのクエリを待ちます。Retrospect がクライアン
トと交信する方法は、Retrospect が使用しているアクセス方式によって異なります。

マルチキャストマルチキャスト

最初にネットワーク状況ウィンドウを開くと、デフォルトのアクセス方式はマルチキャス
トになります。この方式では、Retrospect は受信中のクライアントコンピュータにマルチ
キャスト要求を送信し、クライアントコンピュータからの識別子による応答を待ちます。
マルチキャスト方式を持つクライアントを追加し、後で Retrospect がバックアップのため
にそのクライアントに接続を試みるとき、そのクライアントデータベースを更新して該当
するクライアントと接続するために別の要求を送信することで IP アドレスの変更を自動的
に処理します。

ネットワークアナライザを使用して、マルチキャスト方式で送信するパケットを監視する
場合、Retrospect は通信用に既知のポート 497 を使用します。パケットのフォーマット
は、Retrospect 独自のプロトコル Piton（PIpelined TransactiONs に対応）に準拠しま
す。このプロトコルによって、Retrospect はネットワーク速度と信頼性が保証されます。
Multicast Piton Name Service が、割り当てられたアドレス 224.1.0.38 を使用すること
で、Piton は Retrospect クライアントソフトウェアが動作するコンピュータにだけクエリ
を送信することができます。

マルチキャストアクセスは設定の必要がなく単純ですが、ルータを横断して動作すること
はありません。マルチキャストアクセスはローカルサブネットでのみ動作します。

サブネットブロードキャストサブネットブロードキャスト

サブネットブロードキャストアクセス方式では、インターネットなど任意のネットワーク
トポロジを仮想的に使用してクライアントにアクセスすることができます。

TCP/IP 標準に準拠するすべてのサブネットは、ネットワークアドレス（192.168.1.0 な
ど）とサブネットマスク（255.255.255.0 など）の両方を持ちます。ルータはこれらのア
ドレスとマスクを使用して、コンピュータが接続している物理ネットワークを特定しま
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す。ルータは、特定サブネット上のすべてのコンピュータに対するクエリもサポートしま
す。Retrospect は、マルチキャストアクセスの場合と同一の Piton プロトコルを使用し
て、そのサブネットブロードキャストアクセス方式にこの機能を利用します。

Retrospect のサブネットアクセス方式では、利用するサブネットのアドレスとマスクを定
義し、ネットワークの変更に応じてこれらの設定を更新する必要があります。

ダイレクトアクセスダイレクトアクセス

ダイレクトクライアントアクセス方式を使用して、特定のバックアップクライアントを
Retrospect のクライアントデータベースに追加することができます。この方式では、ユー
ザは各バックアップクライアントの IP アドレス、または DNS 名か WINS 名を知っておく
必要があります。DHCP サーバから動的 IP アドレスを取得するコンピュータには、数値の
IP アドレスを使用しないでください。これは、アドレスが変更されたときに Retrospect
は変更を知る手段がないためです。

ダイレクトアクセスによるクライアントの追加は、数クライアントを追加する場合に有効
です。この方式で多くのクライアントを追加するには無駄が多すぎます。多くのクライア
ントを追加する場合は、他の方式の使用をお勧めします。

アクセス方式の設定アクセス方式の設定

最初に「ネットワーク状況」ウィンドウを開くと、Retrospect は、マルチキャストアクセ
ス方式を使用してローカルサブネット内のクライアントを検索します。「高度な機能」を
クリックして、高度なネットワーク機能にアクセスします。ウィンドウでは、ネットワー
クインターフェイスとアクセス方式用のコントロールが表示されるようになります。
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サブネットブロードキャストサブネットブロードキャストアクセス方式アクセス方式

ユーザは、別のサブネットを定義し、そのサブネットで Retrospect がクライアントを検索
するようにできます。

高度な機能が表示された「ライブネットワーク」ウィンドウの「サブネットブロードキャ
スト」をクリックして、検索する新しいサブネットを設定します。この機能を最初に使用
するときにはサブネットは設定されていないので、クライアントは表示されていません。
「サブネット」ボタンをクリックします。同様に、この機能を最初に使用するときにはサ
ブネットは設定されていないので、設定ウィンドウには何も表示されていません。

「追加..」をクリックして表示されるダイアログボックスに、サブネット内の IP アドレス
とそのサブネットマスクを入力します。「OK」をクリックします。

定義した IP サブネットは、サブネット設定ウィンドウに表示されます。
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後で必要に応じてサブネットを追加、変更、削除できます。

「OK」をクリックして「ネットワーク状況」ウィンドウに戻り、サブネットブロードキャ
ストアクセス方式を使用して Retrospect により検出されたバックアップクライアントを表
示します。

サブネットブロードキャストアクセス方式でクライアントを追加すると、Retrospect は定
義したサブネットからそのクライアントを検索します。

Retrospect がクライアントを検索するときは、設定したすべてのサブネットにアクセスし
ます。このようなアクセスは、このウィンドウを開いているときだけでなく、ある操作で
Retrospect がクライアントを検索するときにも同様です。
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インターフェイスを定義して使用する（インターフェイスを参照）ことにより、各クライ
アントの検索対象になるサブネット数を制限することができます。

ダイレクトアクセス方式ダイレクトアクセス方式

高度な機能が表示された「ネットワーク状況」ウィンドウで、アクセス方式ボタン「ダイ
レクト」をクリックします。クライアントの既知の IP アドレス、または DNS 名か WINS
名を入力するために、表示がクライアントリストからエントリボックスに切り替わりま
す。

名前またはアドレスを入力して、「追加」をクリックします。指定したアドレスでクライ
アントが見つかると、そのクライアントをクライアントデータベースにログインさせる前
にパスワード入力を求めるメッセージが表示されます。

指定した IP アドレスでクライアントに接続できなかった場合は、クライアント設定のトラ
ブルを参照してください。

正しいパスワードを入力すると、クライアントのプロパティウィンドウが表示されます
（クライアントの設定を参照）。

インターフェイスインターフェイス

Retrospect のインターフェイス機能では、アダプタカードを複数の選択肢から選択し、バ
ックアップクライアントのグループ向けにネットワークオプションを制御することができ
ます。たとえば、カスタムインターフェイスでは、異なるサブネット上のクライアントを
バックアップするためにバックアップデータがルータを経由する必要がないため、ネット
ワークの帯域幅が節約されます。

Retrospect は、クライアントデータベースへのクライアントの追加に使用したインターフ
ェイスを記憶しているので、そのクライアントへのすべてのアクセスにはインターフェイ
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スの設定を使用します。クライアントに使用したインターフェイスを変更するには、クラ
イアントプロパティウィンドウの「アクセス」タブを使用します。

複数同時操作を実行するときに複数の NIC を持つバックアップコンピュータの利点をいか
すには、NIC #1 を使用しているクライアントと NIC #2 を使用しているクライアントが
別々のバックアップセットにバックアップされるようにしてください。

Web ブラウザなどの TCP/IP ベースのプログラムが TCP/IP 接続を開始する場合は、コン
ピュータの「デフォルト」の IP アドレスを使用して自身を識別します。コンピュータが複
数のアドレスを持つ場合、Retrospect のインターフェイスでは使用するアドレスを選択す
ることができます。

インターフェイスでは、「高度な設定」オプションをグループ化することもできます。た
とえば、クライアントの 1 つのグループに別のグループとは異なるタイムアウト値を持た
せたい場合は、2 つの個別の Retrospect インターフェイスを作成して、両方に同じアダプ
タを指定し、互いのタイムアウト設定を別にすることで実現できます。

インターフェイスの設定インターフェイスの設定

Retrospect ナビゲーションバーから、「設定」>「クライアント」を順にクリックする
と、「バックアップ クライアント データベース」ウィンドウが表示されます。ウィンドウ

のツールバーにある「インターフェイス」ボタン をクリックし、インターフェイスウ
ィンドウを開きます。
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インターフェイスウィンドウには、デフォルトのインターフェイスと追加したすべてのイ
ンターフェイスが表示されます。

「インターフェイス新規」「インターフェイス新規」：「新規」ボタンをクリックし、新規インターフェイスの名前
を入力して「新規」をクリックします。この時点から、以下に説明するようにインターフ
ェイスを編集します。

「インターフェイス編集」「インターフェイス編集」：リストからインターフェイスを選択し、「編集」ボタンをク
リックします。

オプションやオプションに付随するさまざまな問題に完全に慣れるまでは、デフォルトの
インターフェイスを編集しないでください。
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最初に TCP/IP インターフェイス（通常はネットワークアダプタカード）を選択する必要
があります。静的 IP アドレスや DHCP サーバが動的に割り当てる IP アドレスを使用する
こともできます。デフォルトのインターフェイスは常にコンピュータのデフォルトの TCP/
IP アドレスを使用し、変更することはできません。

最適なパフォーマンスを得るためにも、Windows のデフォルトネットワークとして、もっ
とも高速なネットワーク接続を使用していることを確認してください。

「高度な設定」オプションの設定「高度な設定」オプションの設定

「インターフェイス」ウィンドウから、「高度な設定」ボタンをクリックして、「高度な
インターフェイスの設定」ウィンドウを開きます。
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一般オプションの分類項目に Retrospect のタイムアウトがあります。

「ネットワーク再実行の警告」「ネットワーク再実行の警告」：指定した時間内にクライアントが応答しない場合、
Retrospect は「ネットワーク再実行」ダイアログボックスを表示します。

「接続タイムアウト」「接続タイムアウト」：指定した時間内にクライアントが応答しない場合、Retrospect は
確立したクライアントとのネットワーク接続を終了します。Retrospect は接続を終了し、
エラー –519（ネットワーク通信に失敗しました）を報告します。オペレーティングシステ
ムの TCP/IP 自身は、通常の接続タイムアウトで指定した時間の前にエラー –519 でタイム
アウトになります。この値には、Retrospect がクライアントによる通信の再開を待機でき
る最大時間を設定するようにしてください。

TCP/IP 分類項目には、クライアントに対する接続、表示、マルチキャストの各オプション
があります。
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「検索ポーリング間隔」「検索ポーリング間隔」：クライアントが最新のアドレスで利用できない場合、
Retrospect はこの間隔でクエリを送信します。

「検索タイムアウト」「検索タイムアウト」：指定した時間内にクライアントを見つけることができない場合、
Retrospect はそのクライアントの検索を終了します。

このタイムアウトは、Proactive Backup スクリプトのポーリングオプション（Proactive
Backup のポーリングオプションを参照）でさらに制限される場合があります。

「ライブポーリング間隔」「ライブポーリング間隔」：ネットワーク状況ウィンドウでクライアントをポーリングす
る場合、この時間間隔でクライアントにブロードキャストします。インターフェイスに複
数のサブネットを設定した場合、Retrospect は、定義されたサブネットの数でポーリング
間隔を除算し、それぞれに間隔を等しく分け与えます。

「コンテナを削除」「コンテナを削除」：指定したシーケンシャルなポーリング回数でクライアントが応答し
ない場合、Retrospect はクライアントをライブネットワークウインドウから削除します。
このオプションは、すでにバックアップクライアントデータベースに追加されているクラ
イアントには影響しません。

「マルチキャスト実行時間」「マルチキャスト実行時間」：Retrospect は、この「実行時間」の値をマルチキャストの
UDP パケットに割り当てます。この値は、パケットが破棄されるまでに実行できるルータ
の最大ホップ数です。「実行時間」の値を増やすことにより、Retrospect は、IGMP ケー
ブルルータで接続されたより多くのサブネット上でクライアントを検索することができま
す。IGMP をサポートしていないルータは、マルチキャストの UDP パケットを転送しませ
ん。
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Chapter 8

新新 Retrospect クライアントクライアント ソフトウソフトウ
ェアェア
Retrospect クライアント ソフトウェアを使用すれば、個人のユーザーでもコンピュータ上
で実行するバックアップおよび復元操作をコントロールすることができます。 同ソフトウ
ェアは Windows と Mac OS 向けに新デザインが登場しました。 新しい特長は以下の通り
です:

• Windows タスクバーと Mac メニューバーを統合した最新のユーザーインターフ
ェイス

• ユーザー始動によるバックアップと復元
• オプションを改善し、使いやすく整理した環境設定パネル
• リンク内暗号化に強力な AES-256 暗号を採用

注記注記 : Retrospect ではシステム管理者がこれらの機能へのアクセス制限を管理できます。 詳細は、クライア
ント機能と環境設定のロック。

Chapter 8

ユーザー始動によるバックアップと復ユーザー始動によるバックアップと復
元元
ユーザーは、デスクトップから直接ファイルを復元したり、バックアップを要求できるよ
うになりました。 Retrospect クライアント ソフトウェアをインストールすると、
Retrospect アイコンが Windows タスクバーまたは Mac OS メニューバーに追加されま
す。 このアイコンをクリックするとメニューが開き、バックアップまたは復元操作を開始
することができます。
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ユーザー始動によるバックアップユーザー始動によるバックアップ

このバックアップ方法は、特定のファイルやフォルダを迅速に保護したい場合に適してい
ます。 この方法は定期的なバックアップの代替方法ではなく、コンピュータのフルシステ
ムバックアップを実行する場合には使用できません。

ユーザー始動によるバックアップを実行するにはユーザー始動によるバックアップを実行するには:
1. Windows タスクバーまたは Mac OS メニューバーの Retrospect アイコンをクリ
ックします。

2. 今すぐバックアップ今すぐバックアップを選択します。
3. [バックアップファイルとフォルダを使用] ダイアログボックスで、バックアップ
対象の項目を選択します。

4. バックアップバックアップをクリックします。

ユーザー始動によるバックアップに関する注意事項:

• [今すぐバックアップ] および [ファイルを復元] メニュー項目は、クライアントコ
ンピュータが Retrospect サーバ（これらのオプションが有効になる）にログイン
するまで、非アクティブです。

• Mac: デフォルトでは、バックアップされたファイルとフォルダは Retrospect ク
ライアント環境設定 でシステム管理者が選択したメディアセットに保存されま
す。メディアセットは、バックアッ プオンデマンドポップリストを使って選択し
ます。

• Windows: デフォルトでは、バックアップされたファイルとフォルダは
Retrospect クライアント環境設定内でシステム管理者が選択したバックアップセ
ットに格納されています。 バックアップセットは、バックアップオンデマンドバックアップオンデマンドポ
ップリストを使って選択します。

ユーザー始動による復元ユーザー始動による復元

復元を実行するには、クライアントのコンピュータにあるタスクバーまたはメニューバー
上で復元復元ボタンをクリックします。これは Retrospect クライアント環境設定ウィンドウ
の履歴履歴タブにあります。

ユーザー始動による復元を実行するにはユーザー始動による復元を実行するには:
1. クライアントのコンピュータでタスクバーまたはメニューバーにある Retrospect
アイコンを
クリックします。

2. ファイルを復元ファイルを復元を選択します。
3. [ファイルとフォルダを復元] ウィンドウで、メニューから復元したいファイルを
含むバックアップを選択します。

Retrospect 指定のバックアップに含まれるファイルの一覧を検索します。 リスト
の表示に時間がかかることがあります。

4. 復元するファイルを選択します。
5. 復元復元をクリックします。

すでにある場所にファイルを復元する場合、確認ダイアログが表示されます。
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6. 別の場所を選択するには、参照参照をクリックします。 続行するには、復元復元をクリ
ックします。

クライアント環境設定の改善クライアント環境設定の改善

Retrospect クライアント環境設定ウィンドウをクライアント環境設定ウィンドウを Mac で開くにはで開くには :
• メニューバーの Retrospect メニューアイコンをクリックします。Retrospect クラ
イアント環境 設定を選択します。

• ドックでシステム環境設定をクリックします。Retrospect クライアントアイコン
をクリックし ます。

• Apple メニューからシステム環境設定を選択します。Retrospect クライアントア
イコンを クリックします。

Retrospect クライアントクライアント コントロールパネルをコントロールパネルを Windows で開くにはで開くには:
• スタートスタート > プログラムプログラム （またはすべてのプログラム）（またはすべてのプログラム）> Retrospect >

Retrospect クライアントクライアントをクリックします。
• Windows のタスクバーで Retrospect クライアント アイコンをクリックし、

Retrospect クライアント環境設定を開くクライアント環境設定を開くを選択します。

クライアント環境設定の設定クライアント環境設定の設定

環境設定は、 ステータス、履歴、通知、プライバシー、スケジュールのカテゴリに分類さ
れています。 カテゴリボタンのいずれかをクリックして、各設定にアクセスします。

351 WINDOWS ユーザー ガイド



CHAPTER 8 • ユーザー始動によるバックアップと復元 352



ステータス環境設定ステータス環境設定

• Retrospectサーバサーバによる保護:バックアップコンピュータによるクライアントへ
のアクセスを拒否にしたい場合に、このオプションを使用します。

• クライアント名クライアント名 : Retrospect が使用するクライアント名とクライアント IP アドレ
スがここに表示されます。

• ステータス領域ステータス領域 : 最新バックアップと次のバックアップに関する情報が表示され
ます。 バックアップが実行中の場合は、進捗バーが表示されます。

履歴環境設定履歴環境設定

• 履歴領域履歴領域 : ディスクベースのバックアップが一覧表示されます。 各行ごとにバッ
クアップ情報と復元復元ボタンが表示されます。 緑のアイコンはバックアップが正常
に完了したことを示します。 黄色のアイコンは、バックアップの1つ以上のファ
イルで問題が発生したことを示します。 赤のアイコンはバックアップに失敗した
ことを示します。 いずれかのバックアップから作業の復元を開始するには、該当
する復元復元ボタンをクリックします。

通知環境設定通知環境設定

• バックアップ後に通知バックアップ後に通知 : バックアップやその他の操作が完了すると、メッセージ
を表示します。

• N日日間バックアップがない場合に通知: 入力ボックスで指定した日数、クライア
ントがバックアップされていない場合、メッセージを表示します。
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• SMART エラーを報告エラーを報告 : Retrospect がクライアントの SMART ハードドライブの
ボリュームで
エラーを検出すると、"プロアクティブバックアップ"（使用可能な場合）からの
バックアップを要求します。 この設定のデフォルトはオフです。

プライバシー環境設定プライバシー環境設定

• プライバシー領域プライバシー領域 : この領域には "プライベート" として指定されたファイルやフ
ォルダを表示します。 "プライベート" ファイルは、Retrospect サーバで非表示
で、バックアップされません。 ボリュームやファイル、フォルダを "プライベー
ト" に指定する場合は、ここへドラッグします。

• 追加追加/削除ボタン削除ボタン : プライバシーリストにファイルやフォルダを追加するには、追追
加加ボタンを
クリックして追加するファイルやフォルダまで移動します。リストから項目を削
除する場合は、[除外] 領域で項目を選択し削除削除ボタンをクリックします。

• システム上でのファイル変更をシステム上でのファイル変更を Retrospect に許可（復元に必須）に許可（復元に必須）:このオプショ
ンを選択解除すると、クライアントをバックアップすることはできますが、クラ
イアントのファイルをバックアップコンピュータによって復元、修正、または削
除することはできません。 この設定は、デフォルトではオンになっています。

スケジュール環境設定スケジュール環境設定

• プロアクティブバックアップは以下の日付まで延期プロアクティブバックアップは以下の日付まで延期 [日付日付 & 時刻時刻] : 指定した時刻
または日付まで、クライアントコンピュータのバックアップが実行されません。
最大で現在の時刻から1週間後まで設定できます （時刻および日付をクリックし
て、数字を入力するか、矢印をクリックして変更します）。

Chapter 8

クライアント機能と環境設定のロッククライアント機能と環境設定のロック
Retrospect システム管理者には、ユーザーによる特定のクライアント設定変更を阻止する
権利があります。 例えばユーザーがコンピュータをバックアップしないように設定した場
合、管理者としてはこれは好ましくありません。

システム管理者にとって最も効率的なワークフローは、標準のロックアウト環境設定を確
立し、
クライアントごとに必要なカスタム化を適用していく方法です。 以下にその手順を説明し
ます。

デフォルトのロックアウト環境設定を設定するにはデフォルトのロックアウト環境設定を設定するには:
1. ロックアウトコントロールは Retrospect コンソールにあります。 Mac:

Retrospect > 環境設定を選択 し、クライアントタブをクリックします。で、構成
> 環境設定 > クライアントに許可 を選択し ます。。Windows: Retrospectコンソ
ールサイドバーで、構成構成 > 環境設定環境設定 > クライアントに許可クライアントに許可を選択します。

2. クライアントに許可クライアントに許可セクションで、以下のような1つ以上の設定を修正します:
• Retrospectクライアントクライアント ソフトウェアソフトウェアを終了: これをチェックすると、

Retrospect サーバでクライアントが非表示になります。 サーバとクライアントの
通信はすべて切断されます。 クライアントがオフの間、すべての実行予定のバッ
クアップ スケジュールは実行されません。

• バックアップの実行を中止バックアップの実行を中止 : これをチェックすると、進行中の操作を停止するこ
とができます。

• バックアップから項目を削除バックアップから項目を削除 : これをチェックすると、ファイル、フォルダー、
ボリュームをプライベートとしてマークし、Retrospect で非表示になります。
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• 読み取りアクセス専用読み取りアクセス専用 : これをチェックすると、Retrospect はユーザーのコンピ
ュータ上でファイルの書き込みや削除が実行不可になります。

• バックアップオンデマンドバックアップオンデマンド : これをチェックすると、ユーザーは指定のバックア
ップセットへ必要に応じてバックアップを開始できます。バックアップセットのバックアップセットの
選択選択...をクリックをクリック [バックアップセット] を選択します。

• オンデマンドで復元オンデマンドで復元 : これをチェックすると、ユーザーは利用可能なバックアッ
プセットから、必要に応じて復元を開始できます。

各クライアントのデフォルト環境設定をカスタマイズするには各クライアントのデフォルト環境設定をカスタマイズするには:
1. Mac: Retrospect コンソールバーでソースを選択します。Windows: でソースソースを
選択します。Retrospect サイドバーで構成構成 > クライアントクライアントを選択します。

2. リストからクライアントを選択します。
3. をクリックします。プロパティプロパティをクリックします。
4. このクライアントにあわせて環境設定を修正します。

クライアントのバックアップクライアントのバックアップ

バックアップコンピュータに直接接続されたボリュームをバックアップするのと同じ方法
で、クライアントボリュームをバックアップします。

基本バックアップまたはスクリプトによるバックアップを設定すると、元ボリュームのボ
リューム選択ウィンドウには、バックアップクライアントコンテナの下に利用可能な各ク
ライアントが、個々のクライアントコンテナの下には利用可能な各クライアントボリュー
ムが、それぞれ表示されます（コンテナを参照）。

基本バックアップを設定するか、バックアップスクリプトを作成すると、元ボリュームの
ボリューム選択ウィンドウからクライアントやクライアントボリュームを、いくつかの異
なる方法で選択することができます。クライアントコンテナ、特定ボリューム、またはバ
ックアップクライアントコンテナを選択できます。クライアントコンテナまたはバックア
ップクライアントコンテナの使用をお勧めします。以下に各方法の特長を説明します。

バックアップクライアントコンテナを選択すると、後で追加する新規クライアントなど、
バックアップ時にログインする個々のクライアントコンテナ（以下に説明）がすべて選択
されます。

クライアントコンテナを選択すると、クライアントの一般的な設定で特定されるボリュー
ムが選択されます。クライアントの一般的な設定については、「ボリューム」タブを参照
してください。クライアントコンテナを使用すると、名前が変更されているボリューム、
置換されているボリューム、またはパーティション分割されているボリュームのバックア
ップを管理者の介入なしに続行できるので、簡単でメンテナンスが不要になります。

個々のボリュームを選択すると、コンテナとは異なり、特定のボリュームだけが選択され
ます。Retrospect は、名前が変更されているボリュームの選択を続行しますが、新規の置
換されたボリュームやパーティション分割されたボリュームに合うように自動的に調整す
ることはありません。クライアント設定を変更した場合、調整のために介入する必要があ
ります。この方法でボリュームを選択すると、特定クライアントの一部のボリュームをバ
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ックアップする場合などに役立ちます。ボリューム選択の詳細については、ボリュームの
操作を参照してください。

スクリプトでフォルダまたはグループを選択する場合は、フォルダまたはグループに置か
れているすべてのボリュームとクライアントコンテナが選択されます。この方法は、元ボ
リュームを 1 つの場所（「設定」>「ボリューム」で利用できるボリュームデータベース
ウィンドウ）で管理できるのでスクリプト管理が簡単になります。フォルダをバックアッ
プクライアントコンテナで使用することで、多くのクライアントをより適切に構成するこ
とができます。グループを使用することで、同時にバックアップする必要があるボリュー
ムとクライアントのリストを作成することができます。

公開鍵/秘密鍵方式でバックアップクライアントデータベースに自動的に追加された
Windows 用 Retrospect クライアントコンピュータは、バックアップクライアントコンテ
ナのフォルダ「Automatically Added Clients」にグループ分けされます。Retrospect の
「クライアントを自動で追加」設定を有効にし、スクリプトで記述されたバックアップ元
として 「Automatically Added Clients」 フォルダを選択すると、Retrospect によって新規
クライアントがこのフォルダに自動的に追加され、バックアップされます。バックアップ
管理者の操作はいっさい不要です。この機能の制限を含む詳細については、クライアント
の追加を参照してください。

Windows クライアントの操作クライアントの操作

この項には、Windows クライアントの使用方法に関するヒント、および Windows クライ
アントの制限についての情報があります。

Windows システム状態のバックアップシステム状態のバックアップ

Windows システム状態をバックアップするオプションがオン（Windows システムオプシ
ョンを参照）で、Windows フォルダがファイルの選択基準に含まれている場合、
Retrospect は Windows システム状態をバックアップします。

システム状態はクラッシュまたは破損した Windows コンピュータ全体を復元するために
必要であるため、バックアップではこのオプションの検証を必ず行ってください。

除外される除外されるファイルファイル

Retrospect は特定ファイルをバックアップまたは復元から除外するため、これらのファイ
ルをブラウザで表示しません。特定のファイルとは、アクティブな仮想メモリスワップフ
ァイル（Swp または .Par および Pagefile.Sys）および一部のクライアントソフトウェアフ
ァイルです。

オープンファイルオープンファイル

オープンファイルバックアップのライセンスコードを持つ場合、Windows クライアントコ
ンピュータ上にあるオープンファイルをバックアップすることができます。

Windows コンピュータ上の開いているファイルをバックアップするには、NTFS ボリュー
ムがなければなりません。
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オープンファイルバックアップを持たない場合は、開いていた書類やアプリケーションが
閉じていることを確認してからバックアップしてください。

スクリーンセーバースクリーンセーバー

バックアップ時に最適なパフォーマンスを維持するには、Windows クライアントコンピュ
ータで処理の激しいスクリーンセーバーを使用しないことが必要です。

Mac OS クライアントでの作業クライアントでの作業

この項には、Mac OS クライアントの使用方法に関するヒントと、Mac OS クライアント
の制限についての情報があります。Retrospect には、Mac OS クライアント専用に設計さ
れた複数の実行オプションがあります。詳しくは、Macintosh クライアントオプションを
参照してください。

FileVault

Mac OS X 10.3 には、FileVault と呼ばれる新機能があります。FileVault を有効にすると、
「ホーム」フォルダの内容全体が実行中に sparseimage ファイルに暗号化され、このファ
イルから復号化されます。

sparseimage ファイルは頻繁に変更されるため、Progressive バックアップで常にバックア
ップされます。これに加えて、このファイルはかなり大きくなり、ほとんどの場合適切に
復元できないため、Retrospect, Inc. では Mac OS X クライアントコンピュータの FileVault
を無効にすることを推奨します。

FileVault を有効にしなければならない場合は、すべてのユーザデータがバックアップさ
れ、復元できるように、次の手順を実行してください。

• すべての FileVault ユーザがログインしていることを確認する
• 各ユーザのボリュームをバックアップの元ボリュームとして選択する

クライアントコンピュータに、FileVault を有効にしたユーザのアカウントが複数ある場合
は、すれらのユーザをすべてログインさせる必要があります。

上記の例では、名前の横にチェックマークの付いたユーザがログインしています。

これらのユーザがログインすると、Retrospect の「ボリュームデータベース」ウィンドウ
に、これらの各ユーザのフォルダが、それぞれ個別のクライアントボリュームとして表示
されます。たとえば、FileVault のユーザである Chester がログインすると、「Chester」
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という名前の新しいボリュームが Retrospect の「ボリュームデータベース」ウィンドウに
表示されます。

上記の例では、benc と chester がローカルコンピュータの FileVault ユーザです。

ユーザのデータを確実にバックアップするには、FileVault ユーザのボリュームを元ボリュ
ームとして選択する必要があります。起動ディスクボリュームを選択しても、ユーザのデ
ータは正しくバックアップされません。バックアップクライアントコンテナまたは特定の
クライアントを選択すると、その中にある FileVault ボリュームも選択されます。

スリープ環境設定スリープ環境設定

スリープ状態にある Mac OS クライアントコンピュータを、Retrospect から復帰させてバ
ックアップすることはできません。各 Mac OS クライアントコンピュータの環境設定で、
スリープしないように設定していることを確認してください。

UNIX クライアントの操作クライアントの操作

この項には、UNIX クライアントの使用方法に関するヒント、および UNIX クライアントの
制限についての情報があります。UNIX クライアントをバックアップする場合は、その制
限に留意する必要があります。Retrospect には、UNIX クライアント専用に設計された複
数の実行オプションがあります。詳しくは、UNIX クライアントオプションを参照してく
ださい。
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除外される除外されるファイルファイル

Retrospect は特定の UNIX クライアントファイルをバックアップまたは復元から除外する
ため、これらのファイルをブラウザで表示しません。

次のタイプのファイルはバックアップから除外されます。

• character device crw-------
• block device brw-------
• socket files srw-------
• fifos prw-------
• doors drw-------

ファイルの命名ファイルの命名

Linux には大文字と小文字を区別したファイル名があります。これは、「myfile」と
「Myfile」が別のファイルであることを意味します。一方、Windows、Mac OS、および
には大文字と小文字を区別したファイル名はありません。そのため、「myfile」と
「Myfile」は同じファイル名と見なされます。

これらの 2 つのファイルが UNIX クライアントから Windows、Mac OS、または システム
にコピーされると、「myfile」と「Myfile-1」という名前になります。ファイルがコピーさ
れて UNIX コンピュータに戻されると、それらの名前は「myfile」と「Myfile-1」になりま
す。

• 一部の Mac OS システムでは、ファイル名の大文字と小文字の使い分けがサポー
トされており、これらのファイルを UNIX コンピュータとやり取りしてもファイ
ル名が変化しません。

ファイルシステム変換ファイルシステム変換

Retrospect では、異なるオペレーティングシステムとファイルシステムを使用するコンピ
ュータ間でデータを復元および複製することができます。2 つのファイルシステムが完全
に同じ属性やファイル形式をサポートすることはないので、1 つのファイルシステムから
別のファイルシステムにコピーすると、情報が消失する場合があります。

Retrospect はデータを消失しない次のファイルシステム変換をサポートします。

• FAT（Windows）から HFS（Macintosh）へ
• FAT から NTFS（Windows）へ
• HFS から NTFS へ
• FAT から UNIX ファイルシステムへ
• UNIX から HFS（Mac OS X のみ）へ

Retrospect は、次のファイルシステム変換をサポートしますが、拡張情報またはデータは
消失します。

• HFS から FAT へ：HFS ファイルのデータフォークはコピーされますが、属性、
権限、リソースのフォークはコピーされません。

• NTFS から FAT へ：最初のデータストリームはコピーされますが、すべての許可
と残りの NTFS データはコピーされません。

• NTFS から HFS へ：NTFS ボリューム上の Services for Macintosh のデータは、
消失しないで Macintosh HFS ボリュームに復元または複製されます。Windows
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NTFS データを HFS にコピーすると、最初のデータはコピーされますが、すべて
の許可と残りの NTFS データはコピーされません。

• NTFS から UNIX へ：許可と残りの NTFS データは消失します。
• UNIX から HFS（Mac OS 9.x）へ：UNIX ファイルの許可、所有者、グループの各
属性、特別なファイルの属性（ハードリンクなど）が消失します。

• UNIX から FAT へ：UNIX ファイルの許可、所有者、グループの各属性、特別なフ
ァイルの属性（ハードリンクなど）が消失します。

• Mac OS のファイル名は、Windows のファイル名で禁止されている文字を含むこ
とができます。これらの不正文字は、「/」、「¥」、「:」、「*」、「"」、
「<」、および「>」です。Macintosh ファイルを Windows ボリュームに復元ま
たは複製する場合、Retrospect では、これらの不正文字をすべてハイフン（-）に
置き換えます。

Microsoft ネットワークボリュームネットワークボリューム

Retrospect クライアントソフトウェアの代わりに Microsoft ネットワークを使用して無人
バックアップを設定する場合は、ボリュームに対して権限を持つユーザとして Retrospect
を実行する必要があります。詳しくはセキュリティ環境設定を参照してください。

ボリュームデータベースにネットワークボリュームを追加する方法は、マイネットワーク
を参照してください。

この方法で Microsoft ネットワークのボリュームをバックアップする場合には、
Retrospect によるレジストリとシステム状態のバックアップは行われません。レジストリ
とシステム状態をバックアップするには、対象のコンピュータに Retrospect クライアント
ソフトウェアをインストールし、そのコンピュータを Retrospect のクライアントとして使
用します。

ネットワークバックアップのガイドラインネットワークバックアップのガイドライン

この項では、Retrospect を使用してワークグループのバックアップを設定するための情
報、アドバイス、ワークシートについて説明します。

一般に、個々のバックアップに適用されるのと同一の原則が、クライアントコンピュータ
のネットワークバックアップにも適用されます。個々のバックアップとネットワークバッ
クアップとの主な相違は、ストレージ容量の制限を圧倒するデータ量にあります。データ
の実質量や頻繁に発生するネットワークバックアップの速度低下の結果、時間も制限され
る場合があります。ネットワーク全体を一晩でバックアップできない場合は、バックアッ
プを何日かの夜間に分割したり、書類だけをバックアップしたり、Proactive Backup スク
リプトを使用したりすることを検討する必要があります。

この項で扱う情報は、すべてのローカルエリアネットワークに適用できますが、例では、
基本的な Ethernet ネットワークのインストールを想定しています。ネットワークがルータ
やゲートウェイなどのネットワーク間デバイスを含む場合、バックアップワークグループ
の一部のメンバーがネットワーク間デバイスによって分割されない限り、ほとんどの計算
を適用できます。ルータやゲートウェイ経由でバックアップを実行すると、バックアップ
を完了するための時間が増加します。
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バックアップデバイスの選択バックアップデバイスの選択

バックアップデバイスの容量は、一般に自動実行のワークグループバックアップでは最も
重要な検討事項です。ネットワークのバックアップほど、容量を消費するものは他にあり
ません。容量が大きければ、多くのクライアントコンピュータから多くのファイルをバッ
クアップしたり、バックアップするファイルの選択基準を広げたり、メディア交換にかか
る合計時間を増やしたり、1 メディア当たりのバックアップセッション数を増やしたりす
ることが可能になります。

バックアップデバイスに十分な容量がなければ、バックアップの完了前にメディアを交換
する必要があるため、自動実行のバックアップは完了できません。

バックアップコンピュータの選択バックアップコンピュータの選択

この項では、正しいバックアップデバイスを選択するための方法や、計画したネットワー
クバックアップに適するバックアップコンピュータを選択するための方法についてアドバ
イスします。

ファイルサーバをバックアップコンピュータとして使用する必要はありません。デスクト
ップコンピュータやサーバをバックアップコンピュータに使用する利点に、デスクトップ
コンピュータやサーバをバックアップコンピュータに使用する利点を示します

バックアップコンピュータには、Windows と互換性を持つモデルならどれでも使用できま
すが、ネットワークバックアップの実行に対応できるかどうかを考慮して選択する必要が
あります。たとえば、中小規模のハードディスク容量を搭載する少数のクライアントコン
ピュータをバックアップする場合は、400 MHz Pentium の使用をお勧めします。これに対
し、大容量のファイルサーバや数千ものファイルを持つクライアントコンピュータ群をバ
ックアップする場合は、Pentium IV の使用をお勧めします。以下に、選択する際の検討事
項を示します。

バックアップコンピュータのパフォーマンスが、システム全体のパフォーマンスに影響す
ることはよくあることです。一般に、高性能のコンピュータほど、より多数のクライアン
トコンピュータからより多くのデータをネットワーク経由でバックアップできます。

M = J / L

ソフトウェアの圧縮と暗号化で CPU の使用量が著しく増加します。これらの機能の使用
を考えているなら、Pentium IV などのより強力な CPU を搭載するモデルを選択する必要
があります。

バックアップコンピュータが、ほとんどのファイルを格納するネットワークボリュームを
処理するのに十分な RAM を持つことを確認します。所有するファイルが多くなれば、多
くの RAM が必要になります。

バックアップコンピュータが予定時間内にバックアップを完了しない場合、またはボリュ
ームのバックアップ回数を増やしたい場合は、高速のバックアップコンピュータや高速の
バックアップデバイス、またはその両方が必要になることがあります。

詳しくは、リソースの管理を参照してください。
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暗号化と圧縮暗号化と圧縮

Retrospect は暗号化機能を提供して、バックアップ時に権限のないアクセスからデータを
保護します。また、圧縮機能を提供して、保存されるデータを圧縮することでバックアッ
プデバイスの容量を節約します。これらの機能のいずれか 1 つを使用するか両方を使用す
るかにより、選択するバックアップデバイスのタイプが影響を受けることがあります。
Retrospect による暗号化と圧縮は、バックアップ速度を低下させることに注意してくださ
い。特に、コンピュータの CPU が強力でない場合は、速度への影響が顕著になります。
圧縮をサポートするテープドライブを持つ場合、テープドライブは、Retrospect よりも高
速にデータを圧縮するので圧縮タスクも実行します。以下の表を参照して、圧縮や暗号化
を使用する必要があるか、バックアップ機器として圧縮テープドライブが適しているかな
どを判断してください。

機機
能能

説明説明 手続き手続き 実行内容実行内容

圧
縮

バックアップデバ
イスはメディア上
により多くのファ
イルを保存できま
す。

データ内のパ
ターンを検出
します。検出
するパターン
が多くなる
と、圧縮率が
高くなりま
す。

圧縮ドライブがある場合、データの圧縮が
Retrospect よりも速いので、Retrospect は
圧縮のタスクをハードウェアに任せます。

暗
号
化

バックアップにセ
キュリティを追加
します。

権限のないア
クセスを防止
するためにデ
ータの出現を
ランダムにし
ます。

Retrospect は常時暗号化を管理します。

暗
号
化
の
伴
う
圧
縮

バックアップデバ
イスはメディア上
により多くのファ
イルを保存できる
だけでなく、バッ
クアップにセキュ
リティを追加しま
す。

圧縮は暗号化
の前に実行す
る必要があり
ます。

Retrospect では両方の機能を実行する必要
があります。圧縮ドライブがある場合は、
両方を使用できないので、暗号化を使用す
るかハードウェア圧縮を使用するかを選択
する必要があります。暗号化を使用する
と、Retrospect は自動的にハードウェア圧
縮を無効にします。

デバイス容量ワークシートデバイス容量ワークシート

このワークシートを使用して、ワークグループ用バックアップデバイスに必要な最小容量
を概算します。Gで算出された値は、メディアを交換しないで自動実行のバックアップを
完了するためにバックアップデバイスメディアが必要とする最小容量です。
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項項
目目

説明説明 値値

A.
合
計
デ
ィ
ス
ク
容
量

ユ
ー
ザ
定
義

別のページに、ワークグループのコンピュータと個々のディスクサイズ
（MB）を示します。

合計を計算し、結果を Aに代入します。

B.
デ
ー
タ
重
複
量
の
概
算

ユ
ー
ザ
定
義

Retrospect がバックアップを一度だけ実行する場合に、どれくらいのデー
タが重複するかを概算します。ワークグループのすべてのメンバーが同一
のアプリケーション、ディクショナリ、フォントなどを使用する場合は、
60%（0.6）のデータ重複があると考えられます。平均的なネットワーク
の場合、30%（0.3）を代入します。

重複パーセントの概算を小数点形式で Bに代入します。

C.
縮
小
要
素

C =

1 から値 Bを減算して、データ縮小要素を取得します。たとえば、Bが
0.3 の場合、縮小要素は 0.7（ 1 - 0.3 = 0.7 になるため）になります。

差を計算し、結果を Cに代入します。
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1 -
B

D.
縮
小
デ
ー
タ

D =
A ∗
C

バックアップに必要な圧縮前のデータの実容量を概算するには、合計ディ
スク容量（A）と縮小要素（C）を乗算します。

積を計算し、結果を Dに代入します。

E.
圧
縮
の
概
算

ユ
ー
ザ
定
義

圧縮率はファイルにより異なります。テキストファイルの圧縮率は高く、
アプリケーションファイルの圧縮率は低くなります。予測できる通常の圧
縮率は 50%（0.5）です。ネットワークのバックアップで予測できる平均
的な圧縮率は 30%（0.3）です。圧縮を使用しなければ、0 を代入しま
す。

圧縮パーセントの概算を小数点形式で Eに代入します。

F.
圧
縮
要
素

F =
1 -
E

1 から圧縮の概算（E）を減算します。たとえば、Eが 0.30 （30%）の場
合、Fは 0.70（ 1 – 0.30 = 0.70）になります。

差を計算し、結果を Fに代入します。

G.
必
要
な
バ

必要最小限のバックアップデバイス容量を計算するには、縮小データ量
（D）と圧縮要素（F）を乗算します。

積を計算し、結果を Gに代入します。
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ッ
ク
ア
ッ
プ
容
量

G =
D ∗
F

バックアップ所要時間ワークシートバックアップ所要時間ワークシート

バックアップデバイスのサイズが決定したら、以下のワークシートを使用して、ネットワ
ークバックアップで必要な時間数を決定します。合計時間が 12 時間よりも少ない場合
は、一晩で書き替えバックアップを完了できます。合計時間が 12 時間を超える場合は、
書き替えバックアップを週末だけ実行することや、書類や環境設定だけをバックアップす
ることなど別の計画を検討する必要があります。

別の計画については、バックアップ計画を参照してください。

項目項目 説明説明 値値

H. バッ
クアップ
容量の必
要条件

H = D

Hには、デバイス容量ワークシートの項目 Dの合計縮小データを代
入します。

I. 検証乗
数

ユーザ定
義

検証を使用しない場合は、1 を代入します。完全検証では 1 .7 で開始
します。メディア検証では 1.2 で開始します。ソフトウェアの圧縮ま
たは暗号化を使用する場合は、0. 1〜 0.5 だけ増やします。バックア
ップコンピュータが遅い場合は、値を増やします。

検証乗数を Iに代入します。

J. 合計転
送量

J = H ∗ I

ネットワーク経由で転送されるデータの合計量を求めるには、バック
アップ容量の必要条件（H）と検証乗数（I）を乗算します。

積を計算し、結果を Jに代入します。
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K. ネッ
トワーク
のスルー
プット

ユーザ定
義

スループット率は、ネットワークのケーブル方式で変動します。
10BaseT の場合は 2400 MB/時を使用し、100BaseT の場合は 9600
MB/時を使用します。

1 時間当たりの MB の値を Kに代入します。

L. 調整後
のネット
ワークの
スループ
ット

L = K ( 1
- .05n)

ルータを使用するバックアップでは、一般に各ルータに対してパフォ
ーマンスを 5% 減算します（nはルータ数）。

差を計算し、結果を Lに代入します。ルータまたはブリッジを使用し
ていない場合は、Lに Kの値を代入します。

M. 所要
時間

バックアップに必要な合計時間数を決定するには、合計転送量（J）
を調整後のネットワークのスループット（L）で除算します。

商を計算し、結果を Mに代入します。
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Chapter 9

障害復旧障害復旧
• Retrospect Emergency Recovery ディスクの作成
• Retrospect Emergency Recovery ディスクの使用
• 別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場合

起動不可能なコンピュータを正常に復元するには、まずコンピュータの起動ボリューム
と、その他の復元したいディスクの Retrospect の完全バックアップが必要です。 また、
バックアップを格納しているバックアップセット ストレージ メディアとバックアップ セ
ットに適合するカタログファイルへのアクセスも必要です。 総合バックアップ ストラテジ
ーとして、Retrospect のカタログファイルをネットワークボリュームや他のコンピュータ
など、別メディアへとコピーする作業が含まれます。

起動不可能なコンピュータの復元方法として、起動不可能なコンピュータの復元方法として、2つの方法がありますつの方法があります:
• Retrospect Emergency Recovery ディスクからコンピュータを起動し、コンピュ
ータの復元を実行（最短時間で実行可能）

• Windows オペレーティングシステムのほかに、Retrospect アプリケーションまた
は Retrospect クライアント ソフトウェアのいずれかをインストールし、
Retrospect ユーザーガイドの 207ページの「完全バックアップからの復元」にあ
る完全復元を実行します。

Windows用Retrospectには、Windows 8.1®およびWindows Server 2012 R2®を通じ
Windows XP®と互換性のある強化された障害復旧ワークフローが搭載され、64ビットの
PCやドライバに完全に対応しています。さらに、Windows 用Retrospect’s Dissimilar
Hardware RestoreはWindows 8.1®、Windows 2012 R2®および64ビットのオペレーショ
ンシステムとドライバに完全に対応しています。

Retrospect Emergency Recovery ディスクの作成ディスクの作成

障害復旧ウィザードは ISO イメージを作成し、これをディスクに焼きつけることで、コン
ピュータの起動に使用したり、ハードウェア（ハードドライブなど）の故障などの災害時
に以前の状態に復元できるよう使用できます。 ご使用のシステム、プログラム、および格
納されているデータを完全に保護するため、以下のステップに従って起動可能ディスクを
迅速に作成するよう奨励します。

ISO イメージの作成前に以下が揃っていることを確認してください。イメージの作成前に以下が揃っていることを確認してください。

• Microsoft Windows Assessment and Deployment Kit (Windows ADK)。障害復旧ウ
ィザードを実行するコンピュータ上にインストールされていること。 Retrospect
処理中に Windows ADK の
ダウンロードが可能です。

• ISO イメージに追加したいドライバやパッケージ（package.cabなど）をISO イメ
ージ作成前前に以下のディレクトリに保管する。
<retrospect application>/drsupp/drivers

• 空のオプティカルディスク
起動可能ディスクを作成するには起動可能ディスクを作成するには:

1. Retrospect ナビゲーションバーから、バックアップバックアップ > 障害復旧障害復旧に進みます。
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2. 次へ次へをクリックします。

次に Windows ADK ソフトウェアを求められます。 Retrospect は Emergency
Recovery ディスクの作成に ADK を使用します。

3. Microsoft Windows ADK イメージをダウンロードイメージをダウンロードリンクをクリックするか、ま
たは既に
ソフトウェアをダウンロードしインストールしている場合には、参照参照...をクリッ
クします。
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4. インストール済みの Windows ADK ソフトウェアを検索するには、該当するフォ
ルダを参照し開く開くをクリックします。

次に Disaster Recovery CD-R イメージファイルの場所を確認するよう尋ねられま
す。

5. デフォルトの場所を確認するには次へ次へをクリックし、別の場所を指定するには参参
照照...をクリックします。
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これで障害復旧の準備が完了しました。
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6. ISO イメージファイルをオプティカルディスクに焼きつけ、安全な場所に保管し
てください。

注記注記 : [障害復旧] イメージの作成中にエラーが発生した場合（イメージに十分なディスク容量がないなど）、
ログを開くログを開くをクリックして Retrospect 操作ログファイルを閲覧できます。

Retrospect Emergency Recovery ディスクの使用ディスクの使用

Retrospect Emergency Recovery ディスクから Windows コンピュータを起動したら、そ
のハードディスクドライブを分割、またはフォーマットすることができます。その方法と
して、ローカルに復元するか、あるいはバックアップが格納されているストレージメディ
ア接続の Retrospect
アプリケーションを使用するか、もしくは Retrospect クライアント ソフトウェアを利用
して
ネットワーク上の Retrospect サーバから実行するか、のいずれかの方法で行ないます。

注記注記 : Retrospect Emergency Recovery ディスクと Retrospect 復元処理は、バックアップ作成に利用したハ
ードウェアに類似したハードウェアに復元するよう設計されています。ここでは、セットアップ先のコンピ
ュータがソースコンピュータと完全に異なる場合ではなく、ハードディスクドライブが置き換えられた場合
のハードウェアを指します。

Retrospect Dissimilar Hardware Restore アドオンを使用すると、別メーカーの
ハードウェアを搭載したコンピュータが故障または紛失した際、これを置き換える場合など、別のハードウ
ェアへの完全復元を実行できます。 詳細は別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場合を参照し
てください。
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実行にあたっての準備実行にあたっての準備

起動不可能なコンピュータを正常に回復するには、まずそのコンピュータの起動ボリュー
ムの完全 Retrospect　バックアップのほかに、復元するその他のディスクを準備する必要
があります。 また、バックアップを格納しているバックアップセット ストレージ メディ
アとバックアップ セットに適合するカタログファイルへのアクセスも必要です。 包括的バ
ックアップ戦略では、
ネットワークボリュームまたは別のコンピュータなど、別メディアに Retrospect
のカタログファイルのコピーを作成する必要があります。

注記注記 : バックアップファイルセットのカタログファイルのコピーがない場合、メディアから再作成すること
ができますが、復元完了にさらに時間がかかることになります。

注記注記 : Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Server 2008、Server 2008 R2、Server 2012 のいずれかが
インストールされていたディスクで復元する場合には、物理
ターゲットのハードディスクドライブには、同容量かそれ以上の容量が必要です。
ソースディスクに存在していたリカバリ用パーティションなど、非表示のパーティションが正しく復元され
ていることを確認してください。

はじめようはじめよう

起動不可能な状態にあるコンピュータで Retrospect を実行していた場合、Retrospect
アプリケーションを使ってローカルに復元します。 回復しようとしているコンピュータ
が、通常、Retrospect を実行しているネットワーク上の別コンピュータのクライアントと
してバックアップされていた場合には、Retrospect クライアント方法を使って復元を行な
います。

復元するコンピュータのオプティカルドライブに Retrospect Emergency Recovery ディス
クを挿入し、電源を入れてディスクから起動します。

注記注記 : ディスクから起動する場合、コンピュータの BIOS 設定で起動順序を調整が必要な場合があります。
起動プロセス中の BIOS 設定の変更方法については、ご使用のコンピュータの機種に対応したマニュアルを
参照してください。

Retrospect Emergency Recovery ディスクから起動し、利用条件に同意すると、
Emergency Recovery ウィザードのホーム画面が表示されます。
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この画面からは、コンピュータのリカバリに必要なすべてのツールにアクセスできます。
この画面では、ハード ディスク ドライブを分割またフォーマットし、ネットワークまたは
ストレージデバイスへのアクセスに必要なコンポーネントのドライバをインストールし、
ネットワークドライブをマップできます。 上記のツールを使用して環境を設定したら、
Retrospect アプリケーションを使用してローカルに復元するか、またはネットワーク上の
Retrospect サーバからクライアントとして復元するかのいずれかを選択します。

回復のためのハードディスクドライブの設定回復のためのハードディスクドライブの設定

Emergency Recovery 処理を続行する前に、コンピュータのハードディスクドライブの分
割またはフォーマットが必要な場合があります。 これは特に、容量の小さいドライブを大
型容量ドライブと交換する場合に頻繁に発生します。
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Retrospect [障害復旧] は Windows ベースのコンピュータを対象としており、Windows
ADK がサポートする OSやファイルシステムだけで実行可能です。 サポート対象について
は以下の表を参照してください。

サポート内容サポート内容 現在のバージョンでのサポート現在のバージョンでのサポート

RAID ファイルシステムの復元 いいえ

基本的なパーティション はい

ダイナミックパーティション いいえ

GUID パーティションの作成 いいえ

パーティションの作成と削除 はい

パーティションのサイズ調整 いいえ

ハードディスクドライブの分割およびフォーマットハードディスクドライブの分割およびフォーマット

1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面で、リストアの前にハードディスリストアの前にハードディス
クドライブをセットアップクドライブをセットアップをクリックします。
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注記注記 : 復元実行には、ドライブには少なくとも1つのアクティブなパーティションが必要です。

メイン ハードディスクセットアップ画面が表示されます。

375 WINDOWS ユーザー ガイド



2. ダイアログボックスの左側にあるリストからディスクまたはパーティションを選
択し、右側で希望のオプションを指定します。

ダイアログボックスの左側で選択したディスクまたはパーティションによって、
右側の
オプション内容は変わります。

注意注意: ハードディスクの分割またはフォーマットを実行すると、ディスクに保存されたデー
タは破棄されます。 ドライブ上のデータが正しくバックアップされていることを確認して
から続行してください。

注意注意: 復元中のドライブに非表示の回復用パーティションがあった場合、Retrospect
Emergency Recovery 処理では、復元されているバックアップが最初に作成されたときと
同様にパーティション スキームを再作成します。 この処理によりドライブ上のすべてのデ
ータは破棄されます。

ドライバのロードドライバのロード

回復中のコンピュータに Retrospect Emergency Recovery システムで認識されないネット
ワークアダプタまたはストレージ ホスト バス アダプタがあり、これが回復実行に必要な
場合、該当する
アダプタに Windows ドライバをロードする必要が生じる場合があります。

ドライバをインストールするにはドライバをインストールするには:
1. コンピュータがアクセス可能なメディアに格納されていることを確認します。
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注記注記 : ドライバが、ネットワーク、オプティカルディスク（Retrospect Emergency Recovery ディ
スクは回復処理に影響を及ぼさずに安全に取り出せるよう、RAM にロードします）、または USB
フラッシュドライブに格納されていることを確認します。

2. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面で、ネットワークまたはストレーネットワークまたはストレー
ジジ アダプタのドライバのロードアダプタのドライバのロードをクリックします。

Windows ファイルブラウザ ダイアログボックスが表示されます。

3. .inf ファイルの場所を参照して、ドライバをインストールします。
ネットワークドライブのマッピングネットワークドライブのマッピング

回復処理のためネットワーク共有にアクセスする場合は、ウィザードからパスを入力し、
ドライブ文字を割り当てて、ボリュームをマッピングできます。
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ネットワークドライブをマップするにはネットワークドライブをマップするには:
1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面で、ネットワークドライブのマッネットワークドライブのマッ
ププをクリックします。

ネットワークドライブのマップ ウィザードが表示されます。
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2. UNC パスを共有に入力し、ドライブ文字を割り当て、正しいログイン資格情報を
入力します。

ローカルでの復元ローカルでの復元

復元中のコンピュータが Retrospect のバックアップ コンピュータの場合、同コンピュー
タ上の Retrospect アプリケーションを使用します。これは USB ハードディスクドライブ
や SCSI
テープドライブなどのローカルデバイス、あるいはネットワークボリューム上に格納され
ているバックアップセットのいずれかから復元します。

ローカルに復元するにはローカルに復元するには:
1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面上でローカルに復元ローカルに復元をクリック
し、Retrospect ユーザーガイドの第4章「緊急操作」の「復元」セクションの説明
に従い、Retrospect を使ってコンピュータを復元します。
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注記注記 : 起動ボリュームを復元するときは、レジストリとシステムステート情報を含む復元オプションを選択
してください。選択しない場合、コンピュータが起動せず、Retrospect Emergency Recovery 処理の再実行
が必要となります。

クライアントとして復元クライアントとして復元

復元中のコンピュータが、ネットワーク上の Retrospect サーバのクライアントとしてバッ
クアップされている場合は、クライアントとして復元します。

クライアントとして復元するにはクライアントとして復元するには:
1. Emergency Recovery ウィザードのホーム画面上で、クライアントとして復元クライアントとして復元を
クリックして、Retrospectクライアント モードを開始します。
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このコンピュータを Retrospect サーバへログインする際に必要な IP アドレス
が、画面上に表示されます。これは Retrospect ユーザーガイドの第7章「ネット
ワーク接続クライアント」の「クライアントの操作」セクションの説明に従って
実行します。
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2. このコンピュータを Retrospect サーバのクライアントとしてログインしたら、
Retrospect
ユーザーガイドの第4章「緊急操作」の「復元」セクションに従って、コンピュー
タの復元を続行し、クライアントのボリュームを復元先に選択します。

注記注記 : 起動ボリュームを復元するときは、レジストリとシステムステート情報を含む復元オプションを選択
してください。選択しない場合、コンピュータが起動せず、Retrospect Emergency Recovery 処理の再実行
が必要となります。

最後の手順最後の手順

注記注記 : Retrospect アプリケーションから、Dissimilar Hardware Restore アドオン用のライセンスを含む
Retrospect 回復ディスクを作成すると、復元したシステムが新しいハードウェアをサポートするよう調整す
ることができます。障害復旧ウィザードを終了障害復旧ウィザードを終了しないでください。 セクション別のハードウェア上でシス
テムを起動可能にする場合のステップに従ってください。

復元が完了したら、Retrospect を終了し（ローカルに復元している場合）、Retrospect
Emergency Recovery ディスクを取り出して Emergency Recovery ウィザードの終了終了ボタ
ンをクリックしてから、コンピュータを再起動します。 場合によっては2度の再起動が必
要となります。

回復中のコンピュータが Windows 7 と 8、Windows Server 2008 または Server 2012 で起
動していて、さらに以前のバックアップ時に非表示の回復パーティションが既に存在して
いた場合、Retrospect Emergency Recovery 処理は自動的にスタートアップ ディスクを再
分割して、回復中に元のパーティション配置と同様に戻します。 これは、復元後にコンピ
ュータが正しく起動するために必要な手順です。
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非表示のリカバリ用パーティションが存在し、Retrospect によって復元された場合、コン
ピュータが正常に起動した後に、ハードディスクのパーティションサイズを調整する必要
が生じる場合があります。 この手順がよく必要とされる状況は、いっぱいになったまたは
故障した低容量のハード ディスク ドライブを、大容量のハード ディスク ドライブを使っ
て交換する場合です。 Retrospect は新しいドライブに同じパーティション スキームを再
作成する必要があるため、既存のパーティションを拡張するか、または新しいパーティシ
ョンを作成するまで、新しいドライブの増容量は使用できません。 これらのタスクは、
Windows 7/8 または Windows Server 2008/2012 の Disk Management　ツールを使って実
行できます。

別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場別のハードウェア上でシステムを起動可能にする場
合合

緊急復旧で復元を実行後、Retrospect OS の調整ウィザードを使えば、別のハードウェア
で
システムを起動可能に設定できます。

注記注記 : このオプションは、Retrospect Emergency Recovery ディスクが、Dissimilar Hardware Restore アド
オンのライセンスを持つバージョン Retrospect で作成された場合にのみ利用可能です。

開始する前に次の点を確認してください開始する前に次の点を確認してください:
• 新しいハードウェア用のドライバがあり、これはすぐに利用可能で圧縮されてお
らず、.exe ファイルに格納されていない。

• OS がバックアップイメージではなく、新しいコンピュータ上に格納されている。
Windows を別のハードウェアで起動可能にするにはを別のハードウェアで起動可能にするには:
注記注記 : Retrospect アプリケーションを使ってローカルで完全復元処理を実行した場合には、Retrospect を終
了してください。 Retrospect クライアントを使って復元を実行した場合には、戻る戻るボタンをクリックしま
す。 または Retrospect 障害復旧ウィザードを既に終了している場合には、Retrospect Emergency Recovery
ディスクからコンピュータを再起動します。

1. 新しいハードウェアをサポートするドライバを調整新しいハードウェアをサポートするドライバを調整をクリックしてRetrospectOS
ウィザードを調整 を起動します。
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2. ウィザードの最初のページで次へ次へボタンをクリックします。
3. 検出されたすべての Windows システムのリストから（複数の場合）、新しいハー
ドウェア用に調整する項目を1つ選択します。
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すべてを調整する場合には各 Windows システムごとにウィザードを再起動しま
す。

4. OS 調整のパラメータを手動で設定しない場合は、新しいハードウェア用に新しいハードウェア用に OS をを
自動的に調整する自動的に調整するを選択します。

手動でパラメータを設定する場合には、拡張モードを使った指示に関して、を参
照してください。

新しいハードウェア用に新しいハードウェア用に OS を自動的に調整するを自動的に調整するを選択すると、ウィザードが自
動的に起動し、調整を実行して進捗バーを表示します。

注記注記 : ウィザードで追加ドライバ レポジトリが見つからなかった場合、ビルトイン Windows レポ
ジトリにある起動不可能なドライバ用に必要となる、ドライバへのパスを尋ねられることがありま
す。

各種のオペレーティングシステム用のハードウェア ドライバは、通常ハードウェアパッケージに
含まれる、取外し可能なメディア（CDやDVD）に格納されています。 すべてのドライバを１か所
に集結すると、ウィザードは自動的に OS に必要なドライバを検索し
インストールします。

5. 特定のフォルダのドライバを検索特定のフォルダのドライバを検索を選択します。
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6. ダイアログボックスの下にあるリンクドライバのないデバイスドライバのないデバイスをクリックし、起
動不可能な
デバイスでドライバが必要かどうか確認してください。

ウィザードはモデル記述に応じて、すべてのデバイスに名称を付けます。

警告警告: このオプションは選択しないよう選択しないようお勧めします。はい、このデバイス用にドはい、このデバイス用にド
ライバを注入せずにライバを注入せずに OS を調整しますを調整します。 このオプションを選択すると、Windows
は新しい
ハードウェア上で起動できなくなる可能性があります。

Retrospect OS ウィザードを調整 その場合、新たにドライバを検索する必要があ
ります。 ドライバがネットワーク共有上で見つからない場合、以下の例のように
ドライブをマップする必要があります。

7. フォルダを追加フォルダを追加ボタンをクリックして、不明のドライバへのパスを指定します。
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8. ドライバがネットワーク共有上にある場合は、必要な情報を入力してネットワー
クドライブをマップします。

9. 指定の領域にログイン資格情報を入力します。
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10. ドライバの場所を選択します。

ドライバのレポジトリを数か所指定できます。 ウィザードは不明のドライバを検
知した後、操作の確認を求めます。

11. はい、物理的に変更を適用しますはい、物理的に変更を適用しますを選択して、操作を完了します。

操作が完了したら、新しいハードウェア上でシステムを起動できます。 システム
を開始すると、Windows はすべてのプラグアンドプレイ デバイスの構成を開始し
ます。

拡張機能シナリオ詳細拡張機能シナリオ詳細

拡張モードを使うと、要請に合わせて OS 調整のパラメータを手動で設定することができ
ます。

OS 調整のパラメータを手動で設定するには調整のパラメータを手動で設定するには:
1. Retrospect Emergency Recovery ディスクからコンピュータを起動します。
2. Retrospect OS ウィザードを調整 を開始します。
3. ウィザードの最初のページで次へ次へボタンをクリックします。
4. 検出されたすべての Windows システムのリストから（複数の場合）、新しいハー
ドウェア用に調整する項目を1つ選択します。
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すべてを調整する場合には各 Windows システムごとにウィザードを再起動します。

• OS 調整のパラメータを設定するには調整のパラメータを設定するにはを選択します。

• 不明のドライバへのパスを指定するには、場所を参照します。

ダイアログボックスの下に表示されているオプションのうちの1つの利用も可能です。

• 提供されたドライバ提供されたドライバ レポジトリから必要なドライバを注入するレポジトリから必要なドライバを注入する— 一部のハード
ウェア用に既にドライバがインストールされていても、ドライバ レポジトリから
デバイスにすべてのドライバを強制的に注入する場合に、このオプションをチェ
ックします。 インストール済みドライバの一部がハードウェアに一致していない
と思われる場合に、このオプションをお勧めします。

• 最新のドライバ最新のドライバ バージョンを保持するバージョンを保持する— 強制再注入を実行中、最新バージョン
のドライバを維持したい場合に、このオプションをチェックします。 このオプシ
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ョンは、上記の提供されたドライバ提供されたドライバ レポジトリからレポジトリから...オプションが選択されてい
る場合に使用できます。

• 検知されたすべてのハードウェアデバイスとそのドライバ　ステータスを表示するには、
ハードウェアハードウェア ステータスステータスボタンをクリックします。

OS ウィザードを調整 はモデル記述に応じて、すべてのデバイスに名称を付けます。

• ハードウェアに対してリストされているデバイスを比較し、システムが正確に分析されて
いるか確認してください。

• ドライバなしでデバイスのみをフィルタするには、フィルタフィルタボタンをクリックします。
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このオプションは、ドライバが搭載されていない起動不可能なデバイス（ストレージ コン
トローラーなど）を報告する自動モードの場合とは異なり、ネットワークカード向けのド
ライバの表示と割当が必要な場合に使用します。

• ドライバのない各デバイスごとにドライバを追加するには、デバイスをクリックし必要と
なる場所を検索します。

Retrospect OS ウィザードを調整 はデバイスとドライバを指定の場所で一致させ、適切な
ドライバを選択します。

• デバイス ドライバが見つかったら、OKをクリックしてインストールします。

• OS ウィザードを調整 がデバイスを検索できなかった場合には、手動ドライバ手動ドライバボタンを
クリックして、デバイスに対しドライバを手動で追加できます。

• 必要な .INF ファイルを指定するには、適切な場所に移動し .INF ファイルを選択してか
ら、
リストで該当するハードウェアを選択します。

• INF を選択を選択ボタンをクリックします。
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注記注記 : ハードウェアのドライバ記録を表示/非表示するには、このコンピュータ上で見つかったハードウェアこのコンピュータ上で見つかったハードウェア
だけを表示だけを表示を使用します。

• システム上で見つからなかったデバイス用ドライバを削除するには、リストでそのドライ
バを選択し、削除削除ボタンをクリックします。

CHAPTER 9 • 障害復旧 392



393 WINDOWS ユーザー ガイド



Chapter 10

管理管理
• バックアップ計画
• ログとレポート
• 実行オプション
• バックアップセットの管理
• スクリプトのメンテナンス
• Retrospect の環境設定
• Retrospect の移動
• カタログと設定のバックアップ
• ファイルサーバの操作
• 開いているファイルの操作
• ターミナルサービスとリモートデスクトップ

ここでは、バックアップセットやスクリプトを管理するためのさまざまな作業を実行する
方法やレポートの参照、スクリプトの管理について説明します。いくつかのバックアップ
計画も示します。また、Retrospect の使用方法についてのアドバイスや、オープンファイ
ルバックアップについての、また Retrospect を他のソフトウェアと組み合わせる際のヒン
トなど、より効果的なバックアップのためのテクニックについても説明します。

バックアップバックアップ計画計画

本項では、ご使用のコンピュータ、またはネットワーク全体のバックアップ計画について
紹介します。各案を検討し、お使いの状況に合った計画を選んでください。その計画を、
ご自身の状況やニーズに合わせて調整します。いずれの計画も利用せず、ご自身で独自に
計画を立案してもかまいません。ここで紹介する計画は事例にすぎず、Retrospect では、
多種多様な計画を何件でも作成することができます。ただし、バックアップ計画を作成す
る際は、バックアップの基本ルールを覚えておいてください。

計画の作成を成功させるためには、Retrospect で使用可能なさまざまなバックアップ動作
を組み合わせることが不可欠です。詳しくは、バックアップ動作を参照してください。

バックアップの基本ルールバックアップの基本ルール

Retrospect はデータを安全に保護するための高度な機能を備えていますが、その機能は以
下の基本的なバックアップルールに従うことで、最大限に発揮することができます。

• 定期的なバックアップを行うこと。バックアップしていないデータを復元するこ
とはできません。たとえば、最も新しいバックアップが 1 週間前のもので、今日
ハードディスクが故障してしまったら、1 週間にわたって蓄積してきたデータを
失うことになります。スクリプト設定による自動バックアップ機能は確実に実行
されるので、すべてのデータを頻繁にバックアップするのに効果的です。

• 複数のバックアップを保管すること。各種バックアップセット間でローテーショ
ンを行うこと。バックアップセットの数が多ければ、メディアの紛失や損傷によ
って、データを失う可能性が少なくなります。

• 古いメディアは、定期的なスケジュールに従って、使用を停止してください。定
期的に新規バックアップセット バックアップを実施して、新しいメディアを追加
してください。すべてのバックアップを 1 つのメディアセットに入れておくの
は、障害への脆弱性の点で非常に危険です。（バックアップセット内の1つのテー
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プが破損するだけで、バックアップ全体が使用できなくなります。）バックアッ
プ計画における新しいメディアの利点は、復元の速度にもあります。メンバーが
多いメディアセットやバックアップを繰り返したメディアセットから復元するよ
りも、少数のメディアメンバーから復元する方が実行速度が速くなります。

• バックアップセットの名前には、その内容やローテーションの頻度を表す、意味
のある文字列を使用してください。その名前を記したラベルを、メディアの分か
りやすい位置に貼り付けます。

• 火災、盗難、その他の自然災害から保護するため、最低でも 1 つのバックアップ
セットを通常とは別の離れた場所に保存すること。

• バックアップコンピュータ自体もバックアップすること。Retrospect の設定やカ
タログ作成には、おそらく相当の時間や手間がかかっているはずです。

• バックアップメディアを慎重に取り扱うこと。メディアは保管環境によって損傷
を受けやすいものです。メディアは数百回程度の使用で磨耗することもありま
す。詳しくは、メディアの寿命と保存を参照してください。

• バックアップを必ず検証すること。バックアップ中に「完全」か「メディア」の
いずれかの検証オプションを使用するか、バックアップ終了後に検証スクリプト
か「メディアの検証」コマンドを使用します。

• カタログファイルは、専用のバックアップセットにバックアップしてください。
詳しくは、カタログのバックアップを参照してください。

1 台ごとのバックアップ計画台ごとのバックアップ計画

単一のコンピュータをバックアップする場合には、以下の計画が役立つでしょう。複数の
コンピュータをバックアップすることが必要な場合には、ネットワークのバックアップ計
画を参照してください。

1 台ごとの計画台ごとの計画 1- 起動書類起動書類

スケジュールを持たないバックアップスクリプトを作成し、起動書類として保存します。
詳しくは、スクリプトの手動実行を参照してください。バックアップ動作を標準に設定し
ます。同じスクリプトから 2 つめの起動書類を作成しますが、今回はバックアップ動作を
書き替えに設定します。

標準バックアップの起動書類は、毎日など、バックアップが必要だと思うときに起動して
ください。書き替えバックアップの起動書類は、毎週など、バックアップセットの量や項
目が増えてきたときに実行してください。

他のメディアセットとのローテーションや運用環境外でのメディアの保管を行うため、
「オプション」タブの「メディア制御」に関する説明に従ってバックアップセットを設定
し、定期的に新規バックアップセットを作成して新規メディアを導入してください。

1 台ごとの計画台ごとの計画 2- スケジュールされたスクリプトスケジュールされたスクリプト

バックアップスクリプトを作成し、スケジュールを設定して自動実行します。曜日指定ス
ケジュールを追加して、月曜日から木曜日までは標準バックアップを実行し、金曜日には
書き替えバックアップを実行します。

各スケジュールは、次のようになります。
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他のメディアセットとのローテーションや運用環境外でのメディアの保管を行うため、
「オプション」タブの「メディア制御」に関する説明に従ってバックアップセットを設定
し、定期的に新規バックアップセットを作成して新規メディアを導入してください。

ネットワークのバックアップ計画ネットワークのバックアップ計画

クライアントコンピュータから構成されるネットワークをバックアップする必要がある場
合には、どの種類のバックアップスクリプトを使用するかを決定する必要があります。以
下の表は、Proactive Backup スクリプトと通常のバックアップスクリプトのどちらが適し
ているかを示します。

Proactive Backup が適切な状況が適切な状況
バックアップスクリプトが適切な状バックアップスクリプトが適切な状
況況

専用のバックアップコンピュータがある。 バックアップコンピュータは他の役
割も果たしている。

非常に多くのデータを持つ、非常に多くのクラ
イアントがあるため、一晩ですべてをバックア
ップするのは困難。

クライアントコンピュータの朝の使
用が始まる前に、スケジュールされ
たバックアップは完了する。

バックアップの遅れを取り戻すために、通常の
バックアップスクリプトでは完全にはバックア
ップできない特定のクライアント用に、特別な
スクリプトと基本バックアップを作成してい
る。

クライアントコンピュータの朝の使
用が始まる前に、スケジュールされ
たバックアップは完了し、バックア
ップのやり残しが生じることはま
れ。

ランダムにネットワークに出現する、モバイル
のクライアントやポータブルドライブのボリュ
ームがある。

ネットワークにあるのはデスクトッ
プ型コンピュータだけで、リムーバ
ブルディスクやノート型コンピュー
タはない。

バックアップデバイス内にどんなメディアがあ
るかにはかかわりなく、Retrospect でそのメデ
ィアにバックアップを行うことを望む。

自動バックアップを行う際には常
に、前もって正しいメディアを挿入
しておくことが可能。

Proactive Backup を含む計画の使用を決めた場合は、ネットワーク計画 4- 基本的な
Proactive Backupに進んでください。
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ネットワークネットワーク計画計画 1- スケジュールされたスクリプトスケジュールされたスクリプト

バックアップスクリプトを作成します。3 つのバックアップセットを使用するよう、宛先
を設定してください。曜日指定スケジュールを追加して、3 週ごとに 1 週間、特定のバッ
クアップセットを宛先とするスクリプトを毎日実行します。同様のスケジュールを追加し
て、やはり 3 週ごとに 1 週間（最初のスケジュールの翌週）、第 2 のバックアップセット
を宛先とするスクリプトを毎日実行します。同様のスケジュールを追加して、やはり 3 週
ごとに 1 週間（第 2 のスケジュールの翌週）、第 3 のバックアップセットを宛先とするス
クリプトを毎日実行します。

3 つのスケジュールは、次のようになります。

この計画には、書き替えバックアップと新規バックアップセット バックアップのスケジュ
ールは含まれていません。そのため、適切な時期に書き替えバックアップと新規バックア
ップセット バックアップを行うためのバックアップセットを、手動で設定する必要があり
ます。詳しくは、「オプション」タブを参照してください。

ネットワークネットワーク計画計画 2- 書き換えと新規メディアローテーションを行うスクリプ書き換えと新規メディアローテーションを行うスクリプ
トスケジュールトスケジュール

バックアップスクリプトを作成します。3 つのバックアップセットを使用するよう、スク
リプトの宛先設定を変更してください。曜日指定スケジュールを追加して、3 週ごとに、
月曜から木曜まで、最初のバックアップセットに標準バックアップを実行します。曜日指
定スケジュールを追加して、3 週ごとの金曜に、最初のバックアップセットを宛先とする
書き替えバックアップを行います。2 番目と 3 番目のバックアップセットに関しても、同
様のスケジュールを追加します。ただし、それらの開始日付は、それぞれ 1 週間および 2
週間後に設定します。最後に、繰り返し間隔スケジュールを追加して、6 週ごとに、バッ
クアップセットの 1 つに対して、新規バックアップセット バックアップを行います（新規
バックアップセット バックアップの後に、古いバックアップセットのメディアは、安全に
保管できるよう、運用環境外に移してください）。

スケジュールは、次のようになります。
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ネットワークネットワーク計画計画 3- 毎日バックアップセットのローテーションを行うスクリ毎日バックアップセットのローテーションを行うスクリ
プトスケジュールプトスケジュール

5 つの宛先バックアップセットを持つスクリプトを作成します。5 つのバックアップセッ
トには、Monday から Friday までの英語の曜日名を付けます。それぞれ、対応するバック
アップセットにバックアップを行う、5 つの曜日指定スケジュールを追加します。5 つの
繰り返し間隔スケジュールを追加します。4 つは 月曜 から 木曜 までのバックアップセッ
トにそれぞれ対応しており、第 1 週は 月曜、第 2 週は 火曜 のように、対応するバックア
ップセットに 4 週間に一度、置き換えバックアップを行うようにします。残り 1 つの繰り
返し間隔スケジュールは Friday に対応しており、繰り返し間隔スケジュールを月の最終金
曜日に設定して、この日に Friday バックアップセットに新規バックアップセット バック
アップを実行させます。（古いバックアップセットのメディアは、安全に保管できるよ
う、運用環境外に移します）。

スケジュールは、次のようになります。
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この新規バックアップセット バックアップは、曜日指定スケジュールによる Friday への
標準バックアップと同じ時刻に実行されるようにスケジュール設定してください。
Retrospect は、新規バックアップセット バックアップが標準バックアップと同じ時刻に設
定されている場合、新規バックアップセット バックアップだけを実行します。時刻が異な
っていると、両方のバックアップが実行されます。

ネットワーク計画ネットワーク計画 4- 基本的な基本的な Proactive Backup

すべての元クライアントをバックアップする、Proactive Backup スクリプトを作成しま
す。ユーザの仕事の妨げにならないように、週中は午後 7:00 から午前 7:00 まで、そして
週末は一日中、動作するように設定します。バックアップ間隔は 12 時間に設定します。

ネットワーク計画ネットワーク計画 5- モバイルコンピュータを含む基本的なモバイルコンピュータを含む基本的な Proactive Backup

上記の基本的な Proactive Backup スクリプトを複製します。モバイルクライアントだけが
元ボリュームになるようにします。それらのボリュームをオリジナルのスクリプトから削
除します。新しいスクリプトは、18 時間のバックアップ間隔で、1 日 24 時間動作するよ
うに設定します。

Proactive Backup を含む計画を立てる場合は、Proactive Backup に関するヒントとテクニ
ックを参照してください。より効率的な計画を立てる上で役立つ情報が含まれています。

ネットワーク計画ネットワーク計画 6- オンデマンドのオンデマンドの Proactive Backup

すべての元クライアントをバックアップする、Proactive Backup スクリプトを作成しま
す。スケジュールは、1 日 24 時間動作するように、アクティブなままにしておきます。バ
ックアップ間隔オプションは、Retrospect が 99 日ごとにバックアップを行うように設定
します。早期バックアップを許可するスクリプトオプションはオンにしておきます。この
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計画を初めて実行する際の最初のバックアップと、それ以後の 99 日ごとのバックアップ
を除くと、クライアントは、コントロールパネルから指示を与えない限りバックアップさ
れません。この計画では、ユーザに対して、各自の責任をはっきり伝えておくことが必要
ですし、できれば、通常のバックアップスクリプトを併用するのが最善です。

段階的段階的バックアップ計画バックアップ計画

Retrospect は、単独のコンピュータと、ネットワーク上のコンピュータ群のどちらにも、
段階的バックアップを実行できるように設計されています。段階的バックアップとは、デ
ィスクへのバックアップを実行し、その後でテープにバックアップを転送するバックアッ
プ形態のことです。このバックアップでは、ディスクとテープの両方の利点が活かされま
す。

ディスクは、ネットワーク上のコンピュータから転送される膨大なデータを速やかに格納
するメディアとして優れており、テープに直接バックアップする場合に比べ、より高速に
バックアップできます。ディスクにバックアップしたデータは、容易にテープに転送でき
ます。ディスクからテープへの転送では、ネットワークのボトルネックが存在しないた
め、データが安定した速度で効率的に供給され、テープドライブも最大限の性能を発揮で
きます。バックアップを保存したテープは、運用環境外の安全な場所に保管できます。デ
ィスクのバックアップは運用環境に残し、迅速な復元に利用できます。

Retrospect には、段階的バックアップ計画の立案に役立つ多くの機能があります。ここで
は、それらの機能を組み合わせる方法のいくつかを示します。実際には、以下の機能を柔
軟に組み合わせて、きわめて多様な段階的バックアップ計画を作成することが可能です。

• ディスクグルーミング
• スクリプトによるバックアップセット転送
• スクリプトによるスナップショット転送
• バックアップ動作
• ディスクバックアップセットと複数実行
• Retrospect Webサイトには、ディスク-ディスク-テープ段階的バックアップ計画
の導入に関する詳細を記載したページがあります。

段階的バックアップ計画段階的バックアップ計画 1- グルーミングとバックアップセット転送グルーミングとバックアップセット転送

すべての元クライアントをバックアップする Proactive Backup スクリプトを最初に作成し
ます。このスクリプトが営業日には午後 7 時〜午前 7 時の間、週末には一日中動作するよ
うにスケジュールを設定します。バックアップ間隔は 12 時間に設定します。

グルーミングを有効にしたディスクバックアップセットを宛先として使用し、バックアッ
プ元のクライアントごとに、少なくとも最新 10 回分のバックアップが保持されるように
グルーミングオプションを設定します。この設定によって、過去 10 日分のクライアント
データを速やかに復元できる環境が整います。

指定するグルーミングポリシーは、バックアップするデータの量と、バックアップ先のデ
ィスクの容量に左右されます。

ディスクバックアップセットのデータを 1 週間に一度、テープバックアップセットに転送
するバックアップセット転送スクリプトを作成します。バックアップを保存したテープは
運用環境外の安全な場所に保管しておき、グルーミングによってディスクバックアップセ
ットから削除された古いデータの復元に使用できます。
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バックアップセットをテープに転送すると、ディスクバックアップセットの完全な冗長コ
ピーが確保されます。テープにはディスクバックアップセット内のすべてのスナップショ
ットが含まれ、これらの各スナップショットが作成された時点の状態に、クライアントコ
ンピュータを復元できます。

段階的バックアップ計画段階的バックアップ計画 2- グルーミングとスナップショット転送グルーミングとスナップショット転送

すべての元クライアントをバックアップする Proactive Backup スクリプトを最初に作成し
ます。このスクリプトが営業日には午後 7 時〜午前 7 時の間、週末には一日中動作するよ
うにスケジュールを設定します。バックアップ間隔は 12 時間に設定します。

グルーミングを有効にしたディスクバックアップセットを宛先として使用し、バックアッ
プ元のクライアントごとに、少なくとも最新 10 回分のバックアップが保持されるように
グルーミングオプションを設定します。この設定によって、過去 10 日分のクライアント
データを速やかに復元できる環境が整います。

指定するグルーミングポリシーは、バックアップするデータの量と、バックアップ先のデ
ィスクの容量に左右されます。

ディスクバックアップセットのデータを 1 週間に一度、テープバックアップセットに転送
するスナップショット転送スクリプトを作成します。復元元スナップショットウィンドウ
で、「各復元元に対する最新のスナップショット」の転送を選択します。最初の転送の結
果は、「代用フル」バックアップと呼ばれます。代用フルバックアップには、同じ時点で
フルバックアップを実行した場合と同じファイルが含まれますが、バックアップに要する
時間とネットワーク負荷はフルバックアップより大幅に少なくなります。続いて行われる
各転送では、復元先に存在しないスナップショットとファイルだけがコピーされます。

バックアップを保存したテープは運用環境外の安全な場所に保管しておき、グルーミング
によってディスクバックアップセットから削除された古いデータの復元に使用できます。

最新のスナップショットをテープに転送すれば、毎週、週末の時点（転送スクリプトの実
行時点）における全クライアントのフルバックアップを確保できます。このフルバックア
ップには、同じ週の前日までのスナップショットは含まれません（これらのスナップショ
ットは、グルーミングで削除されるまでディスクバックアップセット内に残ります）。

ログとレポートログとレポート

Retrospect のレポート機能では、ログとレポートにより、実行履歴やエラーメッセージを
確認できます。トラブルを診断する場合は、これらを参照して不良の原因を調べておく必
要があります。Retrospect のナビゲーションバーから「レポート」をクリックし、ログと
レポートの概要ウインドウにアクセスします。

• Retrospect でエラーが発生した場合やメディアが必要な場合などに、電子メール
通知を出すように設定できます。詳細については、電子メール環境設定を参照し
てください。

• バックアップレポートには、ローカルおよびネットワークボリュームのそれぞれ
に対するバックアップ操作の詳細な記録が表示されます。

• 操作ログには、Retrospect の実行、処理、結果、エラー等の記録が表示されま
す。

• セッション内容には、特定のバックアップセッションで実際にバックアップされ
たファイルが表示されます。
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• データベースバックアップ履歴には、すべてのデータベースバックアップが一覧
されます。バックアップの種類とバックアップセットに関する情報も含まれてい
ます。詳しくは「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照し
てください。

バックアップレポートの表示バックアップレポートの表示

「レポート」>「バックアップレポート」を順にクリックすると、バックアップレポート
が表示されます。バックアップレポートの例を以下に示します。

Retrospect が繰り返し新しい情報を追加する操作ログとは異なり、バックアップレポート
は、バックアップが行われるごとに完全に更新されます。バックアップ管理者は、最近の
バックアップで生じた問題点を、ボリューム単位で確認できます。

バックアップレポートについてバックアップレポートについて

バックアップレポートは、標準フォーマットとパフォーマンスデータフォーマットの 2 種
類のフォーマットで表示できます。フォーマットの切り替え方法については、バックアッ
プレポートのカスタマイズを参照してください。
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どちらのフォーマットにも、次の情報が含まれています。

「ユーザ「ユーザ/ボリューム」ボリューム」は、元ボリューム名です。ログインしている場合には、クライアン
トコンピュータ名もリストされます。ボリュームの下には、そのボリュームの前回のバッ
クアップの日時が表示されています。

「スクリプト」「スクリプト」は、最後に成功したバックアップの、スクリプトの名前です。

レポート内の行を選択して、「スクリプトを編集」ボタンをクリックすれば、それが参照
しているスクリプトを開くことができます。レポート内の行を選択して、「ログを検索」
ボタンをクリックすれば、操作ログを相互参照できます。レポート内にリスト表示されて
いる行は、選択して、「編集」メニューから「消去」を選択するか、Delete キーを押せ
ば、消去できます。スクリプトを消去するか、バックアップセットを削除すると、その情
報はレポートから削除されます。この結果、ボリュームのバックアップ済みを示すレポー
トが、バックアップ未実行のレポートに変わることがあります。

標準フォーマットのバックアップレポートには、「ユーザ/ボリューム」と「スクリプト」
の他に、以下の情報が含まれています。

「経過日数」「経過日数」は、バックアップ後の日数です。

「エラー」「エラー」は、それぞれのバックアップで発生したエラーや警告を表示します（操作ログ
内でエラーを見つけるには、「ログを検索」コマンドを使用します）。

「バックアップセット」「バックアップセット」は、最後に成功したバックアップに使用されたバックアップセッ
トの名前です。

パフォーマンスデータフォーマットのバックアップレポートには、「ユーザ/ボリューム」
と「スクリプト」の他に、以下の情報が含まれています。

「時間」「時間」は、時間と分単位で、バックアップの継続時間を示します。大きな値は、元ボリ
ュームでのバックアップの必要度が大きいことを示している場合があります。

「「MB」」は、そのボリュームからバックアップされたデータ量を、メガバイト単位で示し
たものです。

「「MB/Min」」は、元ボリュームからのバックアップ速度を、毎分メガバイト単位で示した
ものです。異常に遅い場合には、ネットワーク、バックアップデバイス、または他のハー
ドウェアに問題があるかもしれません。

Retrospect では実行パフォーマンスのしきい値を指定できます。しきい値は、クライアン
トバックアップの速度が異常に遅いときに、バックアップを取りやめる基準として役立ち
ます。詳しくは、クライアント実行オプションを参照してください。

バックアップレポートのカスタマイズバックアップレポートのカスタマイズ

「レポートオプション」を使用すれば、バックアップレポートを標準フォーマットやパフ
ォーマンスデータフォーマットで表示したり、レポートに入力されるイベントタイプやイ
ベント日付、その他のさまざまなオプションを指定したりできます。「バックアップレポ
ート」ツールバーの「レポートオプション」アイコンをクリックすると、変更するための
ダイアログボックスが表示されます。
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このオプションを使用して、バックアップレポートをカスタマイズします。

バックアップレポートの動作バックアップレポートの動作

バックアップレポートは、バックアップイベントのデータベースです。毎回のバックアッ
プが完了すると、Retrospect は、データベースに新しいバックアップイベントを追加しま
す。元ボリューム、宛先ボリューム、およびスクリプトの組み合わせごとに、成功しなか
ったバックアップの試みすべてと、成功したバックアップの最新のものを保存します。

スクリプト、元ボリューム、またはバックアップセットを削除すると、その項目のバック
アップイベントがバックアップレポートデータベースから削除されます。

イベントの削除イベントの削除

バックアップレポートからイベントを削除するには、ツールバーの「イベントの削除」ア
イコンをクリックします。ダイアログボックスが表示され、以下の実行イベントをレポー
トから削除することができます。

• 最近無事終了したバックアップを除くすべて
• 無事終了したバックアップすべて
• 終了しなかった試みすべて
• 1 週間以上前の項目
• 実行項目すべて
• すべての Proactive Backup イベント
• これらのオプションの中で、Proactive Backup イベントに影響を及ぼすのは、
「すべての Proactive Backup イベント」だけです。
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特定の実行イベントを右クリックし、「削除」を選択することによって、バックアップレ
ポートからその実行イベントを削除できます。

Proactive Backup は、バックアップレポートに基づいて、ボリュームの前回のバックアッ
プ日時を判定します。バックアップレポートからイベントを削除した場合、その関連ボリ
ュームがアクティブな Proactive Backup スクリプトの元ボリュームであれば、Proactive
Backup はそのボリュームの優先順位を高くして、すぐにバックアップを試みます。

操作ログ内のイベント検索操作ログ内のイベント検索

バックアップレポートの行を選択して、「ログを検索」ボタンをクリックすると、操作ロ
グ内のそのイベントに関する詳細情報が表示されます。

イベントスクリプトの編集イベントスクリプトの編集

バックアップレポートの行を選択して「スクリプトを編集」をクリックすると、スクリプ
トの概要ウィンドウが開き、実行結果としてそのイベントを生成したスクリプトが表示さ
れます。

基本操作を使用してボリュームをバックアップした場合、バックアップレポートではそれ
が「スクリプト」列に示されます（「基本バックアップ」など）。

バックアップレポートの印刷とエクスポートバックアップレポートの印刷とエクスポート

バックアップレポートを印刷するには、レポートを表示し、「ファイル」メニューから
「プリント...」を選択します。レポートの一部だけを選択した場合は、その部分だけが印
刷されます。特定の部分を選択しなかった場合は、レポート全体が印刷されます。バック
アップレポートをテキストファイルとしてエクスポートするには、レポートを表示し、
「ファイル」メニューから「エクスポート」を選択します。

ログ環境設定で説明している環境設定オプションを設定して、Retrospect にバックアップ
レポートを自動的にエクスポートさせることもできます。

操作ログの表示操作ログの表示

操作ログには、バックアップや復元などの操作中に生成された、すべてのメッセージが保
存されます。トラブルを診断する場合は、ログを確認して不良の原因を調べておく必要が
あります。

操作ログを表示するには、「レポート」>「操作ログ」を順にクリックするか、「ウィン
ドウ」メニューから「ログ」を選択します。

以下の例は、操作ログに表示される内容のサンプルです。
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ログには、正常に終了した各操作に関して以下の情報が示されます。

「コピー済」「コピー済」は、コピーされたファイルの数とサイズを示します。Retrospect のデータ圧
縮機能を使用した場合は、そのセッションの圧縮率も表示されます。

「保存されたスナップショット」「保存されたスナップショット」は、バックアップセットに保存されたボリュームスナッ
プショットのサイズを示します。

「パフォーマンス」「パフォーマンス」は、コピーの速度を 1 分当たりのメガバイト数で示します。検証をオ
ンにした場合は、他の性能を表す数値も表示されます。

「時間」「時間」は、動作が完了するまでにかかった総時間を示します。実行中に「一時停止」ボ
タンをクリックしたり、メディアの挿入が遅れたりした場合は、待機時間も別に表示され
ます。待機時間の数値には、テープドライブの位置指定動作や、他の必要な動作で消費さ
れた時間も含まれます。

ログ項目の検索ログ項目の検索

Retrospect では、以下に示すコマンドを使って操作ログ内の項目を検索できます。「操作
ログ」ウインドウと「編集」メニューには、次のようなコマンドがあります。

後方検索後方検索：このツールバーコマンドを選択すると、検索するテキストを入力するよう促さ
れます。「OK」をクリックすると、Retrospect は、ログの現在の選択項目から始めて、
（上から下にではなく）下から上に検索します。これは、最新の操作が、ログの最下部に
記録されているからです。
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もう一度後方検索もう一度後方検索：「検索」コマンドや「後方検索」コマンドの後に使用すると、前回指
定したのと同じテキストを、下から上に向けて検索します。

検索検索：「編集」メニューでこのコマンドを選択すると、検索するテキストを入力するよう
促されます。「OK」をクリックすると、現在選択している項目から、下へ向かって検索を
行います。

次を検索次を検索：「検索」コマンドまたは「後方検索」コマンドの後に使用すると、同じテキス
トをもう一度、下へ向けて検索します。ログの終わりに達すると、先頭に戻って検索を続
行します。

前を検索前を検索：「検索」コマンドや「後方検索」コマンドの後に使用すると、同じテキストを
もう一度、上に向けて検索します。ログの先頭に達すると、終わりに戻って検索を続行し
ます。

ログの消去ログの消去

操作ログの内容を削除するには、ログを表示し、ツールバーの「ログ消去」アイコンをク
リックします。

ログは通常、手動で消去する必要はありません。ログファイルのサイズが、環境設定で指
定した上限（ログ環境設定を参照）に達すると、古いログ項目から自動的に削除されま
す。

ログの印刷とエクスポートログの印刷とエクスポート

操作ログを印刷するには、ログを表示し、「ファイル」メニューから「プリント...」を選
択します。ログの一部だけを選択している場合は、その部分が印刷されます。特定の部分
を選択していない場合は、ログ全体が印刷されます。

操作ログをテキストファイルとしてエクスポートするには、ログを表示して、「ファイ
ル」メニューから「エクスポート」を選択します。

ログ環境設定で説明している環境設定オプションを設定して、Retrospect に操作ログを自
動的にエクスポートさせることもできます。

セッションのセッションの内容の表示内容の表示

内容レポートでは、バックアップまたはアーカイブのセッションで、バックアップセット
にコピーされたファイルを表示することができます。

バックアップセットの内容を表示するには、ナビゲーションバーの「レポート」をクリッ
クしてから、「セッションの内容」をクリックします。
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上部のリストボックスから、内容を見たいバックアップセットを選択します。（別のバッ
クアップセットにアクセスするには、「更に」をクリックします。）バックアップセット
を選択すると、選択したバックアップセットに対応するバックアップセッションが下部の
リストボックスに表示されます。内容を見たいバックアップセッション（複数可）を選択
します。

この時点で、「ファイル」メニューから「エクスポート」を選択して、リストをテキスト
ファイルとしてエクスポートすることもできますし、「参照」をクリックすることもでき
ます。「参照」をクリックした場合には、選択したセッション時にバックアップされたフ
ァイルとフォルダのリストが、ブラウザウィンドウに表示されます。
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ブラウザウインドウのツールバーでは、リストの印刷やテキストファイルへのエクスポー
ト、特定のファイルの検索やファイルプロパティの参照、特定のファイルの取り込み、表
示形式の変更が行えます。複数のバックアップセッションについて、複数のブラウザウィ
ンドウを同時に表示することもできます。上記と同じ手順で、複数のセッションを選択し
てください。エクスポートの際には、Retrospect は表示フォーマットにかかわりなく、フ
ァイル名、サイズ、作成日付、作成時刻、修正日付、修正時刻、バックアップ日付、バッ
クアップ時刻、Mac OS のタイプ、Mac OS のクリエータ、バックアップセット、および
パスの順で、フィールドをエクスポートします。

ブラウザウインドウとメニューの使い方については、ブラウザを参照してください。

実行オプション実行オプション

Retrospect には、バックアップ、複製、アーカイブ、転送、復元の各操作（基本操作およ
びスクリプトによる操作）の実行方法を設定する多くのオプションがあります。たとえ
ば、バックアップスクリプトで、ソフトウェアデータ圧縮をオンにし、クライアントコン
ピュータの時計を同期させるよう設定することができます。オプションの設定は、基本操
作の設定中でも、スクリプトの編集中でも行えます。実行オプションは、実行中の操作や
スクリプトだけに適用されるローカルなオプションです。すべての操作とスクリプトに適
用されるオプションではありません。

Retrospect には、すべての操作の実行に適用されるグローバルな環境設定もあります。詳
しくは、Retrospect の環境設定を参照してください。

基本操作やスクリプトのオプションを設定するには、概要ウィンドウの「オプション」ボ
タンをクリックしてから「追加選択」をクリックし、分類ごとにグループ化されている利
用可能なオプションの全リストを表示します。それぞれの分類のオプションを表示するに
は、リスト内の分類名をクリックします。
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オプションのオンとオフを切り替えるには、該当するオプションのチェックボックスまた
はラジオボタンをクリックします。いくつかのオプションは日付や時刻を設定するコント
ロールを使用しており、他のものは数値やテキストを入力するようになっています。分類
内のいずれかのオプションをデフォルト設定から変更すると、分類名は太字で表示されま
す。「デフォルトを使用」をクリックすると、表示されているオプションはすべて、デフ
ォルトの状態に戻ります。「基本選択」をクリックすると、基本オプションウィンドウに
戻ります。

Proactive Backup の間隔オプションの間隔オプション

これらのオプションは、Proactive Backup スクリプトだけに適用されます（Proactive
Backup スクリプトについては、Proactive Backup スクリプトを参照してください）。

バックアップの間隔：バックアップの間隔：n 日日/時間時間：これは、バックアップの最小時間間隔を指定するもの
で、デフォルトでは 1 日になっています。それぞれの元ボリュームは、可能な場合には、
必要性の順位に従ってバックアップされます。クライアントユーザがバックアップを開始
する場合を除き、これより短い時間間隔でバックアップが行われることはありません。

早期バックアップを行う早期バックアップを行う：このオプションがオンの場合（デフォルト）、クライアントユ
ーザは、バックアップ間隔を無効にして、Retrospect クライアントのコントロールパネル
からバックアップを開始することができます。早期バックアップを要求しても、必ずし
も、直ちにユーザのボリュームが優先リストのトップに来るわけではありません。まず、
他の元ボリュームの処理が行われます。Proactive Backup がクライアントのポーリングを
行って、早期バックアップの要求が出されていることを知るのはその後です。その時点
で、Proactive Backup は、クライアントの元ボリュームのバックアップを行います。

Proactive Backup のカウントダウンオプションのカウントダウンオプション

これらのオプションは、Proactive Backup スクリプトでのみ利用できます。

カウントダウン時間カウントダウン時間：Retrospect は、バックアップ開始までの残り時間がここで指定した
値になると、クライアントユーザにそのことを通知して、カウントダウンを始めます。デ
フォルトの時間は 20 秒です。（ゼロを入力すると、Retrospect はカウントダウンをスキ
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ップします）。クライアントコンピュータの元ボリュームをバックアップする場合、
Retrospect はクライアントにダイアログボックスを表示します。このダイアログボックス
には、カウントダウンメッセージ（後述）が表示されます。また、バックアップを延期す
るためのボタンや、カウントダウンを迂回して、直ちにバックアップを開始するためのボ
タンもあります。クライアントユーザが何もしなかった場合には、カウントダウンの値が
ゼロになると、Retrospect はバックアップを行います。

カウントダウンメッセージを入力カウントダウンメッセージを入力：カウントダウン時間オプションでの設定に従って、バ
ックアップのカウントダウンが始まると、このボックスに入力したテキストが、クライア
ントユーザに表示されます。「%%script%%」というテキストは、実行中のスクリプト名
で書き替えられます。

Proactive Backup のポーリングオプションのポーリングオプション

これらのオプションは、Proactive Backup スクリプトでのみ利用できます。

元ボリュームのチェックの間隔：元ボリュームのチェックの間隔：n 秒秒/分分：Retrospect はこの時間ごとに、元ボリュームが
バックアップ可能かどうかをチェックします。デフォルトでは 90 秒です。バックアップ
の実行中は、元ボリュームのチェックは行いません。

クライアントの接続間隔：クライアントの接続間隔：n 秒秒/分分：Retrospect はこの時間ごとに、クライアントにアクセ
スして、ユーザがクライアントのバックアップスケジュールを変更したか、または早期バ
ックアップを要求したかどうかをチェックします。デフォルトでは 5 分です。バックアッ
プの実行中は、クライアントへの接続は行いません。

再試行までの時間：再試行までの時間：n 分分/時間時間：バックアップが失敗したかキャンセルされた場合に、元ボ
リュームのバックアップを再度試みるまでの待ち時間です。デフォルトでは 30 分です。

バックアップ実行オプションバックアップ実行オプション

これらのオプションは、バックアップ操作と Proactive Backup スクリプトでのみ利用でき
ます。
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標準バックアップ標準バックアップ：基本バックアップだけで利用できるオプションです。標準バックアッ
プで説明している標準バックアップ（差分バックアップ）を実行します。

書き替えバックアップ書き替えバックアップ：基本バックアップだけで利用できるオプションです。書き替えバ
ックアップで説明している書き替えバックアップを実行します。

スクリプトによるバックアップの場合は、スクリプトのスケジュールを設定するときに、
標準バックアップと書き替えバックアップのどちらかを選択できます。詳しくは、スケジ
ュールの共通要素を参照してください。

検証検証：照合をオンにするとバックアップにかかる時間は長くなりますが、バックアップセ
ットに情報が正しく書き込まれたことを確認することができます。Retrospect には、2 つ
の照合方法があります。

• 完全検証では、バックアップ後に、バックアップ先のバックアップセット内のフ
ァイルとバックアップ元のファイルが照合され、ファイルが正しくコピーされた
かどうかが確認されます。バックアップが複数のテープ、CD/DVD、またはディ
スクにわたる場合は、データが書き込まれたすべてのメンバーを再挿入する必要
があります。

• メディア検証では、バックアップ先のバックアップセット内のファイルが、バッ
クアップ中に生成される MD5 ダイジェストと比較されます。この方法では、バッ
クアップ元ファイルの再読み取りは行われず、したがって完全検証を使用した場
合には検出可能な問題でも、この方法では識別されません。ただし、メディア検
証には次のようなメリットがあります。バックアップ後に Retrospect がボリュー
ムを再スキャンする必要がないため、完全検証より高速であり、またバックアッ
プ元ボリュームへの負担も小さくなります。また、バックアップ処理中に
Retrospect がメディア検証を実行するため、複数のメディアにわたるバックアッ
プでもバックアップセットメディアを再挿入する必要はありません。

• メディア検証オプションは、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジ
ェストを生成」設定を無効にしている場合は利用できません。詳しくは、検証環
境設定を参照してください。
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検証スクリプトと「メディアの検証」コマンドではいずれも、バックアップセットメディ
アを検証する際に、可能であればメディア検証が使用されます。詳しくはスクリプトによ
る検証およびバックアップセットメディアの検証を参照してください。

• 検証スクリプトと「メディアの検証」で複数のメディアにわたるバックアップを
検証する場合は、メディアの再挿入が要求されます。

ソフトウェアデータ圧縮ソフトウェアデータ圧縮：「ソフトウェアデータ圧縮」では、ファイルを圧縮してからバ
ックアップセットにコピーするので、バックアップセットの容量を節約することができま
す。復元の実行時には自動的に解凍され、元の状態に戻されます。圧縮による節約スペー
スは、「状況」ウィンドウと操作ログに表示されます。節約できる量は、圧縮するファイ
ルのタイプによって異なります。テキストファイルは圧縮率が高く、アプリケーションフ
ァイルやシステムファイルは低くなります。データ圧縮をオンにすると、バックアップや
復元にかかる時間は長くなります。

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコピーする場合は、より高速なハードウェア圧縮を
優先させるため、ソフトウェア圧縮は自動的にオフになります。Retrospect は、内蔵の圧
縮フィルタを使用して、WinZip などの圧縮ユーティリティで圧縮済みのファイルを識別
し、ソフトウェア圧縮から除外します。「ソフトウェアデータ圧縮」オプションの初期設
定はオフです。

アーカイブ実行オプションアーカイブ実行オプション

これらのオプションは、アーカイブ操作でのみ利用できます。

アーカイブ操作には、バックアップ実行オプションで説明している「検証」、「ソフトウ
ェアデータ圧縮」に加え、「ファイルを移動」オプションがあります。アーカイブは、フ
ァイルを移動する点以外はバックアップと同じです。

ファイルを移動ファイルを移動：このオプションは、コピー後に、元ボリュームからファイルを削除しま
す。完全検証かメディア検証がオンで、ファイルの内容が完全に一致しない場合は、複製
元のファイルは削除されません。「ファイルを移動」オプションをオンにする場合は、
「完全検証」オプションも必ずオンにしてください。元ボリュームのファイルを削除する
前に、最低 1 回は、検証オプションをオンにしてアーカイブ、バックアップまたは複製を
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行っておいてください。Retrospect クライアントコントロールパネルで読み込みアクセス
だけを許可している場合には、Retrospect は、クライアントコンピュータのファイルを移
動することはできません。デフォルトでは、このオプションはオフです。

関連するオプションを、ファイル実行オプションで説明しています。

「ファイルを移動」オプションを使用する前に、コピーだけして別のバックアップセット
にアーカイブします。こうすれば、一方のバックアップセットが使用できなくなっても適
正に対処することができます。

詳しくは、アーカイブに関するヒントを参照してください。

複製実行オプション複製実行オプション

これらのオプションは、複製操作でのみ利用できます。

完全検証完全検証：これは、バックアップ実行オプションで説明したオプションと同じです。複製
操作ではバックアップセットメディアが関与しないため、メディア検証オプションはあり
ません。

バックアップレポートをアップデートバックアップレポートをアップデート：このオプションをオンにすると、Retrospect は複
製操作をバックアップと同様に扱い、バックアップレポートへの情報の追加や更新を行い
ます。

ファイル実行オプションファイル実行オプション

これらのオプションは、複製、アーカイブ、復元操作でのみ利用できます。

ファイルを移動ファイルを移動：複製操作でのみ利用可能なオプションで、コピー後に、元ボリュームか
らファイルを削除します。完全検証オプションがオンで、ファイルの内容が完全に一致し
ない場合は、複製元のファイルは削除されません。「ファイルを移動」オプションをオン
にする場合は、「完全検証」オプションも必ずオンにしてください。元ボリュームのファ
イルを削除する前に、最低 1 回は、検証オプションをオンにしてアーカイブ、バックアッ
プまたは複製を行っておいてください。Retrospect クライアントコントロールパネルで読
み込みアクセスだけを許可している場合には、Retrospect は、クライアントコンピュータ
のファイルを移動することはできません。デフォルトでは、このオプションはオフです。
以下の関連するオプションも参照してください。
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「ファイルを移動」オプションはアーカイブ操作にもあります。詳しくは、アーカイブ実
行オプションを参照してください。

空のフォルダを削除しないで移動空のフォルダを削除しないで移動：このオプションを利用できるのは、アーカイブと複製
の操作だけです。移動の結果空になったフォルダを、自動的に削除することはせず、その
まま残します。デフォルトでは、このオプションはオフです。

日付の修正更新日付の修正更新：このオプションは、復元操作でのみ利用できます。復元したファイルの
修正日付と時刻を、Retrospect が現在の日付と時刻に合わせます。デフォルトでは、この
オプションはオフです。

転送実行オプション転送実行オプション

これらのオプションを利用できるのは、バックアップセットとスナップショットの転送操
作だけです（スクリプトで実行する場合、ナビゲーションバーの「ツール」から実行する
場合の違いを問いません）。

スナップショットをコピースナップショットをコピー：バックアップセット転送だけで利用できるオプションです。
バックアップセットに含まれるすべてのスナップショットを、宛先のカタログとメディア
にコピーします。このオプションのデフォルトはオンです。このオプションをオフにした
場合も、バックアップセットのスナップショットに含まれるすべてのファイルがコピーさ
れますが、スナップショットはコピーされません。

Retrospect, Inc.このオプションの設定はデフォルト（オン）のまま変更しないことを推奨
します。「スナップショットをコピー」をオフにすると、スナップショットによる復元が
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不能になり、復元するファイルの検索が必要になります。また、システムの状態やセキュ
リティ情報の復元も不能になります。

メディア検証メディア検証：このオプションでは、バックアップ先のバックアップセット内のファイル
が、転送中に生成される MD5 ダイジェストと比較されます。転送操作に関与するのはス
ナップショットとバックアップセットだけであるため、完全検証オプションはありませ
ん。

• メディア検証オプションは、オリジナルのバックアップではなく転送中に生成さ
れた MD5 ダイジェストに依存するため、Retrospect の「バックアップ処理中に
MD5 ダイジェストを生成」設定を無効にしている場合でも利用できます。

ソフトウェアデータ圧縮ソフトウェアデータ圧縮：データ圧縮を使用すると、ファイルが宛先バックアップセット
にコピーされる前に圧縮されるため、バックアップメディアの消費を抑制できます。復元
の実行時には自動的に解凍され、元の状態に戻されます。圧縮による節約スペースは、
「状況」ウィンドウと操作ログに表示されます。節約できる量は、圧縮するファイルのタ
イプによって異なります。テキストファイルは圧縮率が高く、アプリケーションファイル
やシステムファイルは低くなります。データ圧縮をオンにすると、転送や復元にかかる時
間は長くなります。

Retrospect は、内蔵の圧縮フィルタを使用して、WinZip などの圧縮ユーティリティで圧
縮済みのファイルを識別し、ソフトウェア圧縮から除外します。

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコピーする場合は、より高速なハードウェア圧縮を
優先させるため、ソフトウェア圧縮は自動的にオフになります。「ソフトウェアデータ圧
縮」オプションの初期設定はオフです。

転送後に元バックアップセットの書き替え転送後に元バックアップセットの書き替え：転送成功後に転送元バックアップセットを書
き換えます。書き換えは、バックアップセットの内容を示すカタログファイルの項目を消
去し、バックアップ済みファイルが 1 つもない状態にします。書き換えたバックアップセ
ットを次回、宛先として使用するときには、バックアップセットの最初のメンバーが検索
され、その内容が消去された後、ファイルがコピーされます。バックアップセットに既存
ファイルが存在しない状態になっているため、選択したすべてのファイルがコピーされま
す。

転送元のバックアップセットを書き換える前に、その中のすべてのデータが失われてもか
まわないことを確認してください。

どの中間のデータベーススナップショットでも転送するどの中間のデータベーススナップショットでも転送する：フルバックアップ以外の種類の
バックアップ（ログ、増分、差分など）で作成されたデータベーススナップショットが転
送元に含まれる場合に、選択されたデータベーススナップショットの作成日時の時点にお
ける最新状態に、元のデータベースを戻すために必要なすべてのバックアップを転送しま
す。これにより、複数のスナップショットを手動で転送する必要がなくなります。

データベース復元オプションデータベース復元オプション

このオプションは、SQL または Exchange データベースを復元する場合にのみ利用できま
す。
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どの中間のスナップショットでも復元する：どの中間のスナップショットでも復元する：フルバックアップ以外のバックアップタイプ
（ログ、増分、差分など）からデータベーススナップショットを選択した場合、
Retrospect は、選択したスナップショットを復元する前に、最新のフルバックアップと必
要な基本バックアップを復元します。これにより、複数のスナップショットを手動で復元
する必要がなくなります。

この動作を変更するには、このオプションをオフにします。ほとんどの場合、このオプシ
ョンは初期設定のままにしておきます。

取り込み実行オプション取り込み実行オプション

これらのオプションは、現在のファイルか、より古いファイルを検索して、基本復元を行
う場合にのみ利用できます。

最新バージョンのみ最新バージョンのみ：検索基準と一致するファイルのうち、Retrospect は、バックアップ
セットに最後に追加されたものだけを使用します。古いセッションのファイルは無視しま
す。初期設定ではこのオプションはオフになっており、Retrospect は、古いセッションお
よび最新のセッションの一致するファイルを使用します。

最小フォルダ構成最小フォルダ構成：必要最小限の階層構造で、オリジナルのフォルダにファイルを復元し
ます。空のフォルダは復元しません。このオプションのデフォルトはオフです。

カタログファイル実行オプションカタログファイル実行オプション

このオプションは、複製、復元、転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

復元用に元スナップショットを保存復元用に元スナップショットを保存：このオプションは、Retrospect に対して、ボリュー
ムスナップショットをカタログに保存し（古いスナップショットがあれば置き換える）、
バックアップメディアにもスナップショットの別のコピーを保存するように指示するもの
です。デフォルトでは、このオプションはオンです。
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スナップショットは、Retrospect の基本となる重要な要素です。詳細は、スナップショッ
トを参照してください。このオプションをオフにした場合に生じる結果については、時間
と容量を節約するためにスナップショットを保存しない場合の結果は?を参照してくださ
い。

クライアント実行オプションクライアント実行オプション

これらのオプションは、復元と転送を除くすべてのタイプの操作で利用できます。ただ
し、これらのオプションが適用されるのは、Retrospect クライアントコンピュータをバッ
クアップする場合だけです。

バイト単位でファイルを比較バイト単位でファイルを比較：このオプションは、Retrospect の高速クライアント比較を
無効にし、ローカルのバックアップと同じ方法でファイルの検証を行うようにします。こ
のオプションをオフにすると、Retrospect は、コピーされたファイルの検証の際に、より
高速な、チェックサムベースの方式を使用します。どちらの方式でも、バックアップされ
たデータとオリジナルファイルを、信頼性の高い仕方で比較します。初期設定では、この
オプションはオフになっています。そのままにしておくのがよいでしょう。

検証をオフにしているかメディア検証を選択している場合、このオプションは何の影響も
及ぼしません。

最低速度最低速度：このオプションはスクリプトでのみ利用できるもので、遅すぎるバックアップ
を防止する点で役立ちます。ここに入力する数値は、クライアントコンピュータへのアク
セス速度として受け入れ可能な最低値を決めます。Retrospect は、操作に先立ってクライ
アントへのネットワーク接続をテストしますが、ネットワークやクライアントが十分な速
度で動作していないことを検出した場合には、操作を終了して、エラーを記録します。

このオプションは、Proactive Client Backup が、LAN にダイアルアップで接続しているノ
ートブックコンピュータのボリュームをバックアップしようとした場合などに、それを防
止する上で役立ちます。

Retrospect は、処理の開始時に一度だけ、クライアントの接続速度をチェックします。次
に説明する、実行性能のしきい値オプションを使えば、より総合的なコントロールを行え
ます。

実行性能のしきい値実行性能のしきい値：このオプションはスクリプトでのみ利用できるもので、遅すぎるバ
ックアップを防止する点で役立ちます。これは、非常に遅いクライアントのために時間を
浪費する代わりに、待ち行列によるバックアップや、他の操作の実行を可能にします。こ
こに入力する数値は、クライアントでのデータコピーのパフォーマンスとして受け入れ可
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能な最低値を決めます（分あたりのメガバイト単位）。Retrospect はクライアントのパフ
ォーマンスを連続して測定し、更新します。最初のうち受け入れ可能なパフォーマンスが
出ていても、後ほど最低値より下がった場合には、Retrospect は実行を中止します。初期
設定では最低値は 0 に設定されていますが、この場合、Retrospect は実行のパフォーマン
スを評価せず、パフォーマンスが低くても実行を中止しません。

同期クロック同期クロック：このオプションは、各クライアントコンピュータの日付と時刻を、バック
アップコンピュータの時計と一致させます。これは、時刻と日付を一致させる点で、また
特に、夏時間と通常時間の切り替えが行われる際に有用です。Retrospect クライアントコ
ントロールパネルで読み込みアクセスだけを許可している場合には、Retrospect は、クラ
イアントコンピュータのクロックを同期させることはできません。デフォルトでは、この
同期オプションはオフです。

照合実行オプション照合実行オプション

これらのオプションは、複製と復元を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

元ボリュームをカタログファイルと照合元ボリュームをカタログファイルと照合：標準バックアップ中に、以前にバックアップし
たファイルと照合するオプションです。Retrospect は、元ボリューム上のファイルを、バ
ックアップセットカタログ中のファイル情報と比較します。Windows でのファイル照合基
準は、名前、サイズ、作成日、および修正日です。Mac OS でのファイル照合基準は、名
前、サイズ、タイプ、クリエータ、作成日、および修正日です。 Linux および でのファイ
ル照合基準は、名前、サイズ、および修正日です。Retrospect は、これらの基準がすべて
一致した場合、ファイルは既にバックアップされているものと見なします。基本バックア
ップの設定時にプレビューブラウザを開くと、既にバックアップされたファイルの前に
は、ひし形のマークが表示されます。

初期設定では、アーカイブ操作の照合オプションはオフになっています。この場合は、バ
ックアップセット内に同じファイルがあっても、選択したファイルはすべてアーカイブさ
れます。「ファイルを移動」オプションを選択しない場合、アーカイブスクリプトとバッ
クアップスクリプトの違いは照合だけです。

転送操作では、このオプションは「元カタログファイルを宛先カタログファイルと照合」
という名前になっており、転送先のカタログファイル内に存在しないファイルとスナップ
ショットだけをコピーします。

重複ファイルをバックアップセットに追加しない重複ファイルをバックアップセットに追加しない：このオプションは、「元ボリュームを
カタログファイルと照合」オプションと組み合わせることにより、以前にバックアップさ
れたファイルが、バックアップセットに再び追加されないようにします。標準の
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Progressive バックアップを行う場合、つまり、新しいファイルか修正されたファイルだけ
をバックアップセットにコピーする場合には、これらのオプションを両方ともオンにして
ください。このオプションをオフにすると、Retrospect は、標準バックアップを行うたび
に、以前にバックアップしたファイルも含めて、すべてのファイルをバックアップセット
に追加します。デフォルトでは、このオプションはオン（アーカイブ操作の場合を除く）
になります。変更する必要性がない限りオンのままにしておかなければなりません。

同一場所のみ照合同一場所のみ照合：このオプションは、「元ボリュームをカタログファイルと照合」がオ
ンの場合にのみ利用できます。元ボリュームと宛先ボリュームのファイルが同一かどうか
を判断する基準が厳しくなります（通常は、「元ボリュームをカタログファイルと照合」
で説明した基準を満たせば、ファイルは同一と見なされます）。このオプションでは、も
う 1 つの基準を追加します。ファイルは、同じボリュームからのものでなければなりませ
ん。

デフォルトでは、このオプションはオフになっています。特に変更する必要がなければ、
そのままにしておいてください。

検証実行オプション検証実行オプション

これらのオプションは、検証スクリプトでのみ利用できます。

検証済みでないバックアップのみ検証検証済みでないバックアップのみ検証: Retrospect は検証したバックアップとまだ検証し
ていないバックアップを追跡するため、通常はこのオプション（デフォルトではオン）を
使用するようにします。一般的に、このオプションが選択された検証スクリプトの処理時
間は、「バックアップセット全体を検証」オプションを使用する検証スクリプトより短く
なります。

バックアップセット内のいずれのバックアップもまだ検証されていない場合は、このオプ
ションの効果は「バックアップセット全体を検証」オプションを使用した場合と同じにな
ります。

バックアップセット全体を検証バックアップセット全体を検証:このオプションでは、バックアップセット全体が検証され
ます。バックアップセットが複数のメディアメンバーにわたる場合は、Retrospect の指示
に従ってメディアを挿入する必要があります。このオプションは、古いバックアップセッ
トのメディアに問題があると信じるに足る理由がある場合に選択することができます。た
だし、「メディアの検証」コマンドを使用すれば、スクリプトなしで同じ機能が得られま
す。詳しくは、バックアップセットメディアの検証を参照してください。

スケジュール実行オプションスケジュール実行オプション

このオプションは、スクリプトの場合にのみ利用できます（Proactive Client Backup スク
リプトを除く）。
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このスクリプトを実行してもよい時間帯を定義するには、「スケジュール」をクリックし
てください。スケジュールのデフォルトは、スケジュール環境設定で説明する、グローバ
ルなスケジュール環境設定に応じて決まります。

共有実行オプション共有実行オプション

このオプションは、復元と転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。デフォル
トでは、このオプションはオンです。

バックアップ中はボリュームをロックバックアップ中はボリュームをロック：このオプションは、バックアップ中に、Microsoft
Networking を通してバックアップコンピュータに接続しているユーザを切断して、共有ボ
リュームが使用されないようにします。このオプションをオンにすると、切断前にユーザ
に対して表示する警告メッセージを入力できます。（Windows のユーザは、自動的に警告
メッセージを受け取ります。。）また、何分前にユーザに警告するかも指定できます。こ
のオプションがユーザをロックアウトするのは、サーバ自体で Retrospect を実行している
場合だけで、クライアントには適用されません。

ロックアウトオプションの動作は、Windows Server 上の Services For Macintosh ネット
ワークボリュームでは異なります。Services For Macintosh のすべての共有ボリューム
は、全部がバックアップの対象ではない場合でも、まとめてロックアウトされます。共有
ロックアウトオプションを有効にした状態で、いずれかのボリュームをバックアップする
と、すべてがロックされます。

デフォルトでは、このオプションはオフです。

メディア実行オプションメディア実行オプション

このオプションは、バックアップ、アーカイブ、転送の各操作や、検証スクリプトで使用
することができます。このオプションは、Proactive Backup、復元、複製の各操作では利
用できません。
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終了時にテープおよびディスクをイジェクト終了時にテープおよびディスクをイジェクト:このオプションは、スクリプト実行中にアク
セスしたテープやディスクをスクリプト終了時に排出するよう Retrospect に指示します。

Windows システムオプションシステムオプション

これらのオプションは、転送を除くすべてのタイプの操作で利用できます。実際に使用で
きるオプションは、操作の種類に応じて変わります。この分類のオプションは、Linux、ま
たは Macintosh クライアントには影響しません。

バックアップまたはアーカイブ操作の場合の Windows システムオプション

複製操作の場合の Windows システムオプション

復元操作の場合の Windows システムオプション

システムの状態システムの状態：Windows フォルダがファイル選択基準に含まれている場合に、Windows
のレジストリ、COM+、Active Directory および証明書サービスをコピーします。
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Retrospect はこれらの情報をスナップショットに保存して、スナップショットを使用する
復元方法の場合には、情報も復元します。

このオプションは、バックアップ、複製、アーカイブの各操作ではデフォルトでオンにな
ります。また、ボリューム全体を復元している場合にもデフォルトでオンになります。

ウィザードモードでバックアップか複製を実行している場合に「オペレーティングシステ
ムとアプリケーション」ファイルをコピーしないことを選択すると、「システム状態をバ
ックアップ/複製」オプションが自動的に無効になります。高度な設定モードでは、選択し
たファイル形式に関係なく、このオプションはデフォルトでオンになります。

システム状態を復元するには、復元元のスナップショットにバックアップされたシステム
状態が含まれていること、および復元先がシステムボリュームであることが条件になりま
す。

システム状態を複製するには、複製元と複製先の両方がシステムボリュームである（両方
にシステム状態情報が存在する）ことが条件になります。

Windows でシステム状態情報をコピーするには、Administrator または Backup Operator
の権限を持っていなければなりません。

暗号化ファイルの検証エラーを無視暗号化ファイルの検証エラーを無視：複製操作で利用可能なもので、初期設定ではオフに
なっています。NTFS ボリューム上の暗号化ファイルでの検証エラーを無視します。

セキュリティ情報を復元セキュリティ情報を復元：復元操作でのみ利用できます（ファイルの検索による復元を除
く）。このオプションを有効にすると、復元されたすべてのフォルダと復元されたファイ
ル（復元先に存在しなかったもの）に対して NTFS セキュリティ情報が Retrospect によっ
て復元されます。

復元元のスナップショットと復元先に同じファイルが存在し、しかも 2 つのファイルの唯
一の差がセキュリティ情報だけである場合は、復元先のファイルのセキュリティ情報が維
持されます。

セキュリティ情報を復元できるのは、バックアップ済みの場合だけです。詳しくは、
Windows セキュリティオプションを参照してください。

一致したファイルのセキュリティ情報を復元する一致したファイルのセキュリティ情報を復元するは、復元操作でのみ利用できます（ファ
イルの検索による復元を除く）。このオプションを前述のオプションと組み合わせて使用
すると、Retrospect は復元されたすべてのファイルとフォルダに対して NTFS セキュリテ
ィ情報を復元します。

復元元のスナップショットと復元先に同じファイルが存在し、しかも 2 つのファイルの唯
一の差がセキュリティ情報だけである場合は、復元先にあるファイルがスナップショット
からのファイルで置き換えられます。

セキュリティ情報を復元できるのは、バックアップ済みの場合だけです。詳しくは、
Windows セキュリティオプションを参照してください。

アーカイブ属性を設定アーカイブ属性を設定：Retrospect は、復元操作中にアーカイブ属性を設定することがで
きます（ファイル検索による復元を含む）。このオプションを選択すると、復元されるフ
ァイルに対して Retrospect がアーカイブ属性を設定します。
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アーカイブ属性を設定すると、ファイルを次回にバックアップするときに、復元されたフ
ァイルに対するセキュリティ情報が Retrospect によってバックアップされます（ファイル
のセキュリティ情報をバックアップするオプションを選択している場合）。詳しくは、
Windows セキュリティオプションを参照してください。

Windows セキュリティセキュリティオプションオプション

これらのオプションは、バックアップ（Proactive Backup バックアップを含む）、複製、
アーカイブの各操作で利用することができます。これらのオプションを使用すると、NTFS
ファイルやフォルダのセキュリティ情報をサーバやワークステーションからコピーするこ
とができます。実際に使用できるオプションは、操作の種類に応じて変わります。

NTFS セキュリティ許可は、ユーザかグループのメンバーシップに基づいてファイルやフ
ォルダへのアクセスを許可するか制限することを可能にする Windows オペレーティング
システムの機能です。これらの許可は、NTFS でフォーマットされたディスクでしか利用
できません。

ワークステーションかサーバ上のすべてのファイルやフォルダのセキュリティ情報をコピ
ーするには、かなりの時間がかかります。必要とするセキュリティ情報だけをコピーすれ
ば、処理時間を短縮することができます。ただし、セキュリティ情報をコピーしなかった
ファイルやフォルダの復元には注意が必要です。これらのファイルやフォルダは、復元し
たコンピュータへのアクセスを有するユーザならだれでも入手することが可能になりま
す。セキュリティ情報をコピーすべきかどうかの判断がつかない場合は、Retrospect のデ
フォルト設定を使用しなければなりません。

Retrospect は、NTFS セキュリティ情報を自身のスナップショットに保存します。このた
め、セキュリティ情報を復元するには、スナップショットごとに復元する必要がありま
す。NTFS ファイルやフォルダのセキュリティ情報を復元するには、復元元のスナップシ
ョットを選択し、「Windows システムオプション」で説明しているセキュリティ情報復元
オプションを使用します。

完全な復元を行うためには、フォルダのセキュリティ情報をバックアップしなければなり
ません。

バックアップやアーカイブ操作用の Windows セキュリティオプション
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複製操作の場合の Windows セキュリティオプション

サーバからファイルセキュリティ情報をバックアップするサーバからファイルセキュリティ情報をバックアップする:このオプションをオン（デフォ
ルト）にすると、Retrospect は NTFSファイルのセキュリティ情報を、サーバオペレーテ
ィングシステムが動作しているバックアップ元コンピュータからバックアップします。こ
のオプションが有効になると、Retrospect はバックアップ対象のすべてのファイルに対し
てファイルのセキュリティ情報をコピーします。

また、前回のバックアップ以後にファイルに新しいセキュリティ情報が与えられたが、そ
れ以外の変更がない場合は、Retrospect は該当するファイルに対して新しいセキュリティ
情報をコピーします。ファイルのセキュリティ情報が変更されると Windows がアーカイ
ブ属性を設定するため、Retrospect はこのアーカイブ属性を使用してこれらのファイルを
識別します。

Retrospect が同一場所からファイルをバックアップした後でアーカイブ属性が設定された
場合は、ファイルにそれ以外の変更が加えられていない場合でも、Retrospect はファイル
のセキュリティ情報をコピーします。

Retrospect は、複数のバックアップセットにわたってアーカイブ属性の変更を追跡するこ
とができます。例えば、バックアップセット A に新しいセキュリティ情報を有するファイ
ルのコピーが含まれ、バックアップセット B のコピーにはセキュリティ情報が含まれない
場合、バックアップセット B への次のバックアップでは、ファイルとそのセキュリティ情
報がコピーされます。

ワークステーションからファイルセキュリティ情報をバックアップするワークステーションからファイルセキュリティ情報をバックアップする:このオプションの
デフォルトはオフです。このオプションが有効になっている場合、Retrospect はNTFSフ
ァイルのセキュリティ情報を、非サーバオペレーティングシステムが動作しているコピー
元コンピュータや、Microsoft Networking Volumes からコピーします。このオプションが
有効になると、Retrospect はバックアップ対象のすべてのファイルに対してファイルのセ
キュリティ情報をコピーします。
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「ファイルのセキュリティ情報をサーバからバックアップ」オプションの場合と同じよう
に、Retrospect はアーカイブ属性を使用して新しいセキュリティ情報を有するファイルを
識別し、バックアップします。

サーバからフォルダセキュリティ情報をバックアップするサーバからフォルダセキュリティ情報をバックアップする:このオプションをオン（デフォ
ルト）にすると、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、サーバオペレーテ
ィングシステムが動作しているバックアップ元コンピュータからコピーします。このオプ
ションが有効になると、Retrospect はバックアップ元のすべてのフォルダに対してフォル
ダのセキュリティ情報をコピーします。

ワークステーションからフォルダセキュリティ情報をバックアップするワークステーションからフォルダセキュリティ情報をバックアップする:このオプションを
オン（デフォルト）にすると、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、非サ
ーバオペレーティングシステムが動作しているバックアップ元コンピュータや、Microsoft
Networking Volumes からコピーします。このオプションが有効になると、Retrospect は
バックアップ元のすべてのフォルダに対してフォルダのセキュリティ情報をコピーしま
す。

ウィザードモードでバックアップを実行している場合に「オペレーティングシステムとア
プリケーション」ファイルをコピーしないことを選択すると、「フォルダのセキュリティ
情報をワークステーションからバックアップ」オプションが自動的に無効になります。高
度な設定モードでは、選択したファイル形式に関係なく、このオプションはデフォルトで
オンになります。

サーバのファイルセキュリティ情報を複製サーバのファイルセキュリティ情報を複製:このオプションをオン（デフォルト）にする
と、Retrospect は NTFSファイルのセキュリティ情報を、サーバオペレーティングシステ
ムが動作しているコピー元コンピュータからコピーします。このオプションが有効になる
と、Retrospect はコピー元のすべてのファイルに対してファイルのセキュリティ情報をコ
ピーします。

ワークステーションのファイルセキュリティ情報を複製ワークステーションのファイルセキュリティ情報を複製:このオプションのデフォルトはオ
フです。このオプションが有効になっている場合、Retrospect はNTFSファイルのセキュ
リティ情報を、非サーバオペレーティングシステムが動作しているコピー元コンピュータ
や、Microsoft Networking Volumes からコピーします。このオプションが有効になると、
Retrospect はコピー元のすべてのファイルに対してファイルのセキュリティ情報をコピー
します。

サーバのフォルダセキュリティ情報を複製サーバのフォルダセキュリティ情報を複製:このオプションをオン（デフォルト）にする
と、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、サーバオペレーティングシステ
ムが動作しているバックアップ元コンピュータからコピーします。このオプションが有効
になると、Retrospect はバックアップ元のすべてのフォルダに対してフォルダのセキュリ
ティ情報をコピーします。

ワークステーションのフォルダセキュリティ情報を複製ワークステーションのフォルダセキュリティ情報を複製:このオプションをオン（デフォル
ト）にすると、Retrospect は NTFSフォルダのセキュリティ情報を、非サーバオペレーテ
ィングシステムが動作しているバックアップ元コンピュータや、Microsoft Networking
Volumes からコピーします。このオプションが有効になると、Retrospect はバックアップ
元のすべてのフォルダに対してフォルダのセキュリティ情報をコピーします。

ウィザードモードで複製を実行している場合に「オペレーティングシステムとアプリケー
ション」ファイルをコピーしないことを選択すると、「フォルダのセキュリティ情報をワ
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ークステーションから複製」オプションが自動的に無効になります。高度な設定モードで
は、選択したファイル形式に関係なく、このオプションはデフォルトでオンになります。

セキュリティストリームにおけるファイル検証エラーを無視セキュリティストリームにおけるファイル検証エラーを無視：このオプションは複製操作
でのみ利用でき、デフォルトではオフになっています。このオプションが有効になると、
Retrospect は NTFS ボリューム上のセキュリティストリームでの検証エラーを無視しま
す。

Windows のオープンファイルオプションのオープンファイルオプション

これらのオプションは、復元と転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

オープンファイルバックアップは、メインの Retrospect アプリケーションに対するアドオ
ン製品です。Retrospect Single Server (Disk-to-Disk)、Retrospect Single Server、
Retrospect Multi Server のいずれかをインストールしているバックアップコンピュータで
は、オープンファイルバックアップのライセンスコードがあれば、Windows の各コンピュ
ータで開かれているファイルをバックアップすることが可能です。Windows コンピュータ
上の開いているファイルをバックアップするには、NTFS ボリュームがなければなりませ
ん。「設定」>「ライセンス」の順にクリックすると、現在のライセンスが表示されま
す。新しいライセンスを購入することもできます。

オープンファイルは、バックアップ、アーカイブ、複製が可能です。オープンファイルバ
ックアップアドオンがある場合、このオプションの初期設定はオンです。

オープンファイルバックアップを使ってバックアップされたファイルを復元するには、宛
先ボリュームで開かれたファイルを使用しているアプリケーションを閉じるか、停止して
ください。

オープンファイルのバックアップオープンファイルのバックアップ：通常はコピーできない使用中のファイルを Retrospect
がコピーできるようにするオプションです。デフォルトではオンに設定されています。
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マルチボリュームデータセットの保護マルチボリュームデータセットの保護：複数のボリュームにファイルを保存するアプリケ
ーションのバックアップまたはアーカイブを行います。

オープンファイルを複製できないときは停止オープンファイルを複製できないときは停止：再試行がタイムアウトになるか、システム
設定でオープンファイルバックアップがサポートされていない場合に、操作を中止しま
す。このオプションをオフにすると、Retrospect は他のすべてのファイル（つまり、開い
ていないファイル）をバックアップまたは複製します。

ディスク休止しきい値ディスク休止しきい値：オープンファイルバックアップを実行する前に、元ボリュームの
ディスクがアイドル状態になるのを待つ時間の長さです。この時間が経過すると、再試行
のタイムアウトが生じるまで、再び待機します。初期設定値は 5000 ミリ秒です。

再試行のタイムアウト再試行のタイムアウト：ディスクの休止状態（開かれているファイルをコピーできる状
態）を検出するまで、Retrospect がディスク動作のモニタリングを継続する時間の上限。
タイムアウトが生じると、Retrospect は、上記の「停止」オプションの設定に応じて、操
作を直ちに中止するか、または、オープンファイルバックアップを行わずに操作を継続し
ます。初期設定値は 10 分です。

Windows Outlook システムオプションシステムオプション

これらのオプションは、復元と転送を除く、すべてのタイプの操作で利用できます。

Microsoft Outlook データの強制バックアップデータの強制バックアップ：Microsoft Outlook のデータファイルのバ
ックアップを行うため、Outlook を終了させます。Retrospect によるバックアップの完了
後、Outlook を使用するには、手動で起動する必要があります。

Windows SQL Server オプションオプション

Retrospect には、バックアップ操作にのみ利用できる SQL Server オプションがいくつか
あります。
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バックアップタイプバックアップタイプ：実行する SQL データベースバックアップのタイプを指定できます。
初期設定では、Retrospect はフルバックアップを行います。

他の SQL Server オプションは、SQL データベースを復元する場合にのみ利用できます。

データベースの復元に、新しいデータベース名を使用データベースの復元に、新しいデータベース名を使用：復元したデータベースに新しい名
前を指定できます。

データベースのデータとログファイルの復元にカスタムパスを使用データベースのデータとログファイルの復元にカスタムパスを使用：復元したファイルに
宛先パスを指定できます。

ある時点より前のレコードのみを復元ある時点より前のレコードのみを復元：トランザクションログの復元に、時間と日付を指
定できます。指定した日時以前のレコードのみを復元します。
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SQL データベースを使用可能にするデータベースを使用可能にする：復元操作が完了した後、データベースを操作可能に
するよう SQL サーバに指示します。現在の操作が実行された後、差分またはトランザクシ
ョンスナップショットを追加で復元する必要がある場合にのみ、このオプションをオフに
してください。

Windows Exchange Server オプションオプション

Retrospect には、バックアップ操作にのみ利用できる Exchange Server オプションがいく
つかあります。

バックアップタイプバックアップタイプ：実行する Exchange データベースバックアップのタイプを指定でき
ます。初期設定では、フルバックアップを行います。

他の Exchange Server オプションは、Exchange データベースを復元する場合にのみ利用
できます。

ログファイルの復元にカスタムパスを使用ログファイルの復元にカスタムパスを使用：復元したファイルに宛先パスを指定できま
す。
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Exchange データベースを動作させておくデータベースを動作させておく：復元操作が完了した後、データベースを操作
可能にするよう Exchange サーバに指示します。現在の操作が実行された後、差分または
トランザクションスナップショットを追加で復元する必要がある場合にのみ、このオプシ
ョンをオフにしてください。

復元後にデータベースをマウントする復元後にデータベースをマウントする：データベース復元後にユーザがそのデータベース
にログインできるようにします。現在の操作が実行された後、差分またはトランザクショ
ンスナップショットを追加で復元する必要がある場合にのみ、このオプションをオフにし
てください。

Macintosh クライアントオプションクライアントオプション

これらのオプションは、転送を除くすべてのタイプの操作で利用できます。実際に使用で
きるオプションは、操作の種類に応じて変わります。Windows、Linux のクライアントに
は影響を与えません。

バックアップまたはアーカイブ操作の場合の Macintosh クライアントオプション
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複製操作の場合の Macintosh クライアントオプション

復元操作の場合の Macintosh クライアントオプション

照合時に属性変更日付を使用照合時に属性変更日付を使用:このオプションは、バックアップ、アーカイブ、複製、およ
び復元操作で利用できます。デフォルトでは、このオプションはユーザが指定しない限り
ファイルの照合が行われないアーカイブを除くすべての操作に対して有効になります。こ
のオプションが有効になると、Retrospect は拡張属性か ACL だけが異なっているファイ
ルを、属性変更日付を使用して識別し、コピーします。例えば、以前にバックアップした
ファイルのバックアップ中に、そのファイルの ACL だけを変更する場合、ファイルが異な
っている（したがって再度バックアップする必要がある）ことを Retrospect が知る唯一の
方法は、属性変更日付をチェックすることです。

拡張属性と ACL は、Mac OS X 10.4 以上でサポートされます。

元（ボリューム元（ボリューム/フォルダフォルダ/ファイル）のバックアップ時間を設定ファイル）のバックアップ時間を設定：これらのオプション
（複製操作では利用不可）は、元ボリューム、フォルダ、またはファイルそれぞれのバッ
クアップ時間を記録します（Mac OS は、ファイル、フォルダ、およびボリュームそれぞ
れの作成日、修正日、およびバックアップ日を記録しています）。 これらのオプションを
使うと、「バックアップ時間」に基づいたセレクタを作成することが可能になります。バ
ックアップ時間とは、実行が始まった時間のことです。Retrospect クライアントコントロ
ールパネルで読み込みアクセスだけを許可している場合には、Retrospect は、クライアン
トコンピュータの元のバックアップ時間を設定することはできません。デフォルトでは、
ボリュームのオプションはオンで、ファイルとフォルダのオプションはオフです。

ファイルの照合を行う際、Retrospect は、バックアップのタイムスタンプは使用しませ
ん。Retrospect の原理で説明されているように、より高度で柔軟な基準を使用します。

終了しない終了しない/完了時に終了完了時に終了：このオプションは、操作の終了後、Retrospect がクライアン
ト Macintosh の Finder のシステム終了処理について何を行うかを指定するものです。

• このオプションの設定が実際の動作に反映されるのは、クライアント Macintosh
がバックアップ待ちの状態にある場合だけです（実行環境設定を参照）。

• 「完了時に終了」は、先読み時間内に、クライアントで他の操作が予定されてい
なければ、システム終了操作を行います（先読み時間については、スケジュール
環境設定を参照してください）。

• 「システム終了不可」を選択した操作では、クライアントはシステム終了しませ
ん。
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初期設定では、このオプションは「完了時に終了」に設定されています。

アイコンの位置を再計算アイコンの位置を再計算：このオプションは、復元操作でのみ利用できます。Mac OS の
宛先ボリュームにコピーされたファイルやフォルダのアイコンの位置を調整して、重なり
合うのを防ぎます。デフォルトでは、このオプションはオフです。

Access Control List（（ACL）の復元）の復元/Access Control List（（ACL）の複製）の複製:このオプション
を利用できるのは、復元と複製の操作だけです。ボリューム全体を復元する時はデフォル
トでオンになり、ファイルやフォルダを復元するときはデフォルトでオフになります。

ACL は、Mac OS X 10.4 以上でサポートされます。

UNIX クライアントオプションクライアントオプション

このオプションを利用できるのは、バックアップ、複製、および復元の操作だけです。
Windows、Mac OS のクライアントには影響を与えません。

照合時にステータス変更日付を使用照合時にステータス変更日付を使用: このオプションは、バックアップ、複製、ボリューム
全体の復元の各操作ではデフォルトでオンになります。ファイル検索による復元やファイ
ルおよびフォルダの復元では、デフォルトでオフになります。このオプションが有効にな
ると、Retrospect は拡張属性だけが異なっているファイルを、ステータス変更日付を使用
して識別し、コピーします。例えば、以前にバックアップしたファイルのバックアップ中
に、そのファイルの拡張属性だけを変更する場合、ファイルが異なっている（したがって
再度バックアップする必要がある）ことを Retrospect が知る唯一の方法は、ステータス変
更日付をチェックすることです。

このオプションは、拡張属性をサポートするファイルシステムとカーネルに対してのみサ
ポートされます。

バックアップセットの管理バックアップセットの管理

Retrospect には、バックアップセットを効率的に管理するのに役立つツールが数多くあり
ます。ツールバーから「設定」>「バックアップセット」を順にクリックすると、現在の
バックアップセットのリスト表示、バックアップセットのリストの編成、バックアップセ
ットの設定、作成、削除、既存のバックアップセットへの新しいメンバーの追加、などが
できます。

バックアップバックアップセットのリストの表示セットのリストの表示

Retrospect で現在使用中のバックアップセットのリストを表示するには、「設定」>「バ
ックアップセット」の順にクリックします。「バックアップセット」ウィンドウが表示さ
れます。
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次の方法で、リストを修正できます。

• 新規バックアップセットの作成
• 古いバックアップセットの再作成
• バックアップセットの削除

新規バックアップセットの作成新規バックアップセットの作成

新規のバックアップセットを作成するには、「新規作成」をクリックします。新規バック
アップセットの作成手順は、新規バックアップセットの作成で説明しています。

古いバックアップセットの再作成古いバックアップセットの再作成

「バックアップセット」ウィンドウに自分のバックアップセットが表示されていない場
合、カタログファイルを使用して、そのバックアップセットをリストに追加することがで
きます。開始するには、「追加」をクリックします。「他のバックアップセットのアクセ
ス」ウィンドウが表示されます。
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このウィンドウから、次のことができます。

• 既存のカタログファイルを開く：バックアップセットのカタログファイルの場所
が分かっている場合は、「開く」ボタンをクリックします。カタログファイルが
保存されている場所に移動してファイルを選択し、「開く」をクリックします。

• ストレージメディアからカタログファイルを再作成する：「再作成」ボタンをク
リックします。カタログの再作成の説明に従ってカタログファイルを再作成しま
す。

カタログファイルを開くか再作成したら、関連するバックアップセットがリストに表示さ
れます。

バックアップセットの削除バックアップセットの削除

バックアップセットのリストからバックアップセットを削除するには、バックアップセッ
トを選択して、「削除」ボタンをクリックします。バックアップセットを削除するプロン
プトが表示されたら、「OK」をクリックします。ここで行う削除は、バックアップセット
の内容にも、カタログファイルにも影響しません。ただし、そのバックアップセットが使
われているスクリプトからは、バックアップセットが削除されます。

バックアップセットは、後でリストに戻すことができます。ただし、カタログファイルを
削除した場合とバックアップセットが保存されているメディアを消去した場合は戻せませ
ん。このプロセスについては、古いバックアップセットの再作成で説明しています。

バックアップセットのリストの編成バックアップセットのリストの編成

大量のバックアップセットを管理しなければならない場合、バックアップセットを整理す
るためのフォルダを使用できます。たとえば、別の離れた場所の安全な保管ボックスに移
動したアクティブでないバックアップセット用に、フォルダを作成できます。

「バックアップセット」ウィンドウ内で作成するフォルダは、編成専用のもので、
Retrospect 外では存在しません。

フォルダを作成して、バックアップセットを入れるには

1. 「バックアップセット」ウィンドウで、ツールバーの「新規フォルダ」アイコン
をクリックします。

2. フォルダの名前を入力して「作成」をクリックします。
3. フォルダに移動するバックアップセットをドラッグアンドドロップします。

435 WINDOWS ユーザー ガイド



4. フォルダに入れるバックアップセットを右クリックし、ポップアップメニューか
ら「切り取り」を選択することもできます。フォルダを右クリックし、「貼り付
け」を選択します。

新規バックアップセット新規バックアップセットの作成の作成

新規バックアップセットの作成は、「設定」>「バックアップセット」をクリックして表
示される「バックアップセット」ウィンドウから開始できるほか、一部の基本操作やスク
リプト操作の設定時（高度な設定モードでのバックアップ先の指定時など）に表示される
「バックアップセットの選択」ウィンドウからも開始できます。

「新規作成」ボタンをクリックして、新規バックアップセットの作成を開始します。「バ
ックアップセット作成」ウィザードが起動します。

「ようこそ」画面「ようこそ」画面

導入画面の内容を読んだ後、「次へ」をクリックして新規バックアップセットの作成を開
始します。

「次へ」をクリックする前に導入画面のチェックボックスを選択すると、次回の新規バッ
クアップセットの作成時に導入画面は表示されません。
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バックアップセットタイプの選択バックアップセットタイプの選択

このバックアップセットに使用するバックアップメディアの種類を、該当するラジオボタ
ンをクリックして選択し、「次へ」をクリックします。

テープバックアップセットの命名テープバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力し
ます。この名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用さ
れます。

他の手順に進む前にバックアップセットに名前を付けることが重要です。

テープバックアップセットにいったん付けた名前を、後で変更することはできません。

データ圧縮オプションを設定します。「ハードウェアデータの圧縮を許可」チェックボッ
クスを選択すると、以下の条件が満たされる場合に、このバックアップセット内のデータ
がテープドライブで圧縮されます。

• テープドライブがデータ圧縮に対応している
• バックアップセットのデータが暗号化されていない
• 暗号化と圧縮の両方を使用しなければならない場合は、セキュリティダイアログ
ボックスで暗号化オプションを指定して、Retrospect のソフトウェア圧縮オプシ
ョンを使用します。詳しくは、バックアップ実行オプションを参照してくださ
い。

437 WINDOWS ユーザー ガイド



WORM オプションを設定します。WORM テープバックアップセットを作成するには、
「Make this a WORM Backup Set」を選択します。詳しくは、WORM テープサポートを
参照してください。

複数のテープバックアップセットを一度に定義するには、「追加のテープセットの定義に
直接進む」チェックボックスをオンにし、「次へ」をクリックします。

複数のテープバックアップセットの定義複数のテープバックアップセットの定義

最大 5 つのテープバックアップセットを一度に作成できます。

作成する各バックアップセットの名前を入力し、「次へ」をクリックします。

一度に作成するバックアップセットは、いずれもオプションの設定（ハードウェア圧縮、
WORM、セキュリティ、およびカタログファイルの場所）が同じになります。

ディスクバックアップセットの命名ディスクバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力し
ます。この名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用さ
れます。

他の手順に進む前にバックアップセットに名前を付けることが重要です。
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ディスクバックアップセットにいったん付けた名前を、後で変更することはできません。

次の手順でディスクを指定します。

1. 「選択」をクリックします。
2. ハードディスクまたはリムーバブルディスクを選択して、ストレージとして追加
します。

ローカルディスクやネットワークボリュームをマウス操作で選択できるほか、
「高度な機能」をクリックして、使用するボリュームの UNC パスを直接入力する
こともできます。

3. リムーバブルディスクは、ドライブにディスクをロードしないと表示されませ
ん。

4. 「OK」をクリックします。
5. バックアップセットのデータに使用する最大ディスク容量を指定します。
6. これはハードディスクの場合にのみ該当します。リムーバブルディスクの場合、
ディスク全体が使用されます。

7. 「次へ」をクリックしてください。
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CD/DVD バックアップセットの命名バックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力し
ます。この名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用さ
れます。

CD/DVD ディスクバックアップセットにいったん付けた名前を、後で変更することはでき
ません。

ファイルバックアップセットの命名ファイルバックアップセットの命名

「名前」フィールドに、バックアップセットの内容が分かるような未使用の名前を入力し
ます。この名前は、カタログファイルおよびバックアップセットメディアの識別に使用さ
れます。

他の手順に進む前にバックアップセットに名前を付けることが重要です。

• ファイルバックアップセットの場合は、Windows のエクスプローラで名前を変更
できます。

デフォルト以外の場所にファイルバックアップセットのデータを保存する場合は、「参
照」をクリックし、場所を指定した後、「保存」をクリックします。

バックアップセットのセキュリティオプションの設定バックアップセットのセキュリティオプションの設定

この画面では、バックアップセットへのアクセスを制限するためのパスワードを指定でき
ます。バックアップセットデータを暗号化するオプションもあります。

暗号化を使用すると、バックアップに要する時間が長くなります。
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「バックアップセットのセキュリティ」リストボックスからオプションを選択します。

• 「暗号化なし」「暗号化なし」：パスワードによる保護がバックアップセットに行われず、バッ
クアップセットのデータは暗号化されません。

• 「パスワードのみ」「パスワードのみ」：バックアップセットにパスワードによる保護が行われま
す。保存されたデータは暗号化されません。

• 「「SimpleCrypt」」：パスワードによる保護に加え、Retrospect 独自の暗号化フォ
ーマットによるバックアップセットデータの暗号化が行われます。

• 「「DES」」：パスワードにより保護され、データ暗号化標準に従ってバックアップ
セットデータが暗号化されます。

• 「「AES-128」」：パスワードにより保護され、128 ビットのデータ暗号化標準
（AES：Advanced Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

• 「「AES-256」」：パスワードにより保護され、256 ビットのデータ暗号化標準
（AES：Advanced Encryption Standard）に従ってバックアップセットデータが
暗号化されます。

• パスワードを忘れると、バックアップセットにアクセスできなくなります。暗号
化を巧みに免れる "マジックキー" や
"裏口" は存在しません。Retrospect テクニカルサポートスタッフでも解決するこ
とはできません。

パスワードを設定し、一定の条件下でそのパスワードを Retrospect に記憶させたい場合に
は、「パスワードを記憶」リストボックスからオプションを選択します。
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• 「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」「アクセス用のパスワードはどれでも記憶する」：基本操作と自動操作で使用さ
れるパスワードをすべて保存します。

• 「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」「スクリプトでアクセスするときのパスワードを記憶する」（デフォルト）：自
動操作で使用されるパスワードだけを保存します。たとえば、このオプションを
設定したバックアップセットが、スクリプトによる夜間のバックアップの宛先で
ある場合、手動でパスワードを入力する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」：いかなる場合でも、バックアッ
プセットにアクセスするのに、パスワードを入力する必要があります。このオプ
ションを設定したバックアップセットには、パスワードを入力せずにバックアッ
プしたり、そのプロパティを表示したりすることはできません。一度パスワード
を入力した後は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パスワードを再び入力
する必要はありません。

• 「どのアクセス用のパスワードも記憶しない」パスワードオプションが選択され
ているディスクバックアップセットは、ユーザ開始型復元の Web ページからアク
セスすることはできません。

• このオプションの設定は、バックアップセットのプロパティを変更することによ
って、必要に応じて変更できます。詳しくは、バックアップセットの設定を参照
してください。

ディスクバックアップセットのグルーミングディスクバックアップセットのグルーミングオプションオプション

これらのオプションは、ディスクバックアップセットだけで有効です。バックアップ先の
ハードドライブに空きがなくなった（または割り当てたディスク領域がすべて消費され
た）ときに、Retrospect がどのように対処するかを、以下のオプションから選択します。

ディスクバックアップセットのグルーミングポリシーは、いつでも必要に応じて変更した
り、無効化することができます。詳しくは、「オプション」タブを参照してください。
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• 「新しいディスクを要求する」「新しいディスクを要求する」：バックアップドライブに空きがなくなると、残
りのバックアップの格納先として、別のハードドライブが要求されます。元のバ
ックアップ先ハードドライブ上のデータはすべて保持されます。

• 「最後だけを保持する「最後だけを保持する nバックアップ」バックアップ」：バックアップドライブに空きがなくな
ったときに保持されるバックアップの数を、元ボリュームごとに指定します。指
定した数のバックアップが、新しいものから保持されます。それより古いすべて
のバックアップがハードドライブから削除され、バックアップデータ用の空き領
域が確保されます。

• 「「Retrospectの定義済みポリシーに従って保持する」の定義済みポリシーに従って保持する」：バックアップドライブに
空きがなくなると、Retrospect のグルーミングポリシーに従って古いバックアッ
プが削除されます。Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのバックアップ
が元ボリュームごとに保持されます（前回のバックアップ日とその前のバックア
ップ日の最終バックアップが、元ボリュームごとに保持されます）。さらに、デ
ィスクに十分な空きがあれば、先週の各曜日のバックアップと先月の各週のバッ
クアップ、および各月のバックアップがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごとに
保持されます。

• グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフ
ォルダを復元することはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の
高いファイルとフォルダを保護するバックアップポリシーを、必ず作成してくだ
さい。

カタログファイルの保存カタログファイルの保存

そのバックアップセットの内容を参照するカタログファイルの保存先を指定します。（ま
たは標準の保存先を使用します。）
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ファイルバックアップセットでは、カタログファイルとバックアップセットはどちらもこ
の場所に保存されます。

バックアップ先に使用する予定のリムーバブルディスク上にカタログを保存しないでくだ
さい。Retrospect では、すぐにアクセス可能なボリューム上でカタログにアクセスする必
要があります。ローカルなハードディスクが適当です。

ウィザードの終了ウィザードの終了

この画面には、ユーザが作成したバックアップセットのタイプに固有の情報が含まれま
す。情報に目を通してから、「完了」をクリックしてウィザードを終了します。

テープバックアップセットの場合は、この画面でチェックボックスを選択した後で「終
了」をクリックすると、1 つ以上のテープを作成したバックアップセットのメンバーとし
て追加できます。詳しくは、バックアップセットへのテープの追加を参照してください。

このオプションは、複数のバックアップセットを一度に作成した場合には利用できませ
ん。

バックアップセットの設定バックアップセットの設定

既存のバックアップセットのプロパティは、いつでも表示および修正できます。「設
定」>「バックアップセット」を順にクリックして、現在のバックアップセットのリスト
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を表示します。設定するバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックしま
す。

「バックアップセットプロパティ」ウィンドウが表示されます。

このウィンドウは、次の 6 つのタブに分かれています。

• 「概要」タブ：
• 「オプション」タブ
• 「スナップショット」タブ
• 「セッション」タブ
• 「メンバー」タブ（ファイルバックアップセットの場合は利用不可）
• 「関連付け」タブ（テープバックアップセットの場合のみ利用可能）

「概要」タブ：「概要」タブ：

「概要」タブには、以下のようなバックアップセットに関する一般的な情報が表示されま
す。

• 「使用量」「使用量」には、現行のバックアップセットメンバーでどのくらいの容量が使わ
れ、そのメンバーにいくつのファイルが保存されているかが表示されます。

• 「空き容量」「空き容量」には、現行のバックアップセットメンバーの残り容量が表示されま
す。

• 「ストレージ」「ストレージ」には、バックアップセット内のメディアメンバーの数とセッショ
ンの数、およびカタログファイル内のスナップショットの数が表示されます。

• 「カタログファイル」「カタログファイル」には、バックアップセットのカタログが保存されている場
所のパス名が表示されます。
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「オプション」「オプション」タブタブ

「オプション」タブには、カタログファイル、メディア制御、およびパスワード保存用の
コントロールがあります。

カタログファイル圧縮オプションを使えば、カタログファイルを圧縮して、ハードディス
クの容量を節約できます。

「高速カタログ再作成」オプションをオンにすると、新しいメディアメンバーごとに、カ
タログファイルのコピーを保存します。これにより、カタログファイルを紛失または破損
した場合の再作成にかかる時間を大幅に短縮できます。

「パスワード」オプションでは、パスワードで保護されたバックアップセットの、パスワ
ード保護のレベルを選択できます。パスワードオプションは、バックアップセットを作成
するときに暗号化またはパスワード保護を指定していない場合は、選択できません。

• 「すべてのアクセスで要求」：このオプションを選択した場合、いかなる場合で
も、バックアップセットにアクセスするのに、パスワードを入力する必要があり
ます。パスワードを入力せずに、バックアップセットにバックアップしたり、そ
のプロパティを表示したりすることはできません。一度パスワードを入力した後
は、Retrospect を終了し再起動するまでは、パスワードを再び入力する必要はあ
りません。

• 「すべてのアクセスで要求」パスワードオプションが選択されているディスクバ
ックアップセットは、ユーザ開始型復元の Web ページからアクセスすることはで
きません。

• 「スクリプトによるアクセスで保存」（デフォルト）：このオプションを選択す
ると、無人でスクリプトを使用する場合にのみ、パスワードを保存します。たと
えば、スクリプトによる夜間のバックアップで、パスワードで保護されたバック
アップセットがバックアップ先である場合、手動でパスワードを入力する必要は
ありません。

• 「すべてのアクセスで保存」：このオプションを選択すると、すべての種類の操
作（基本、自動、有人、無人）について、パスワードを保存します。これは、パ
スワードをまったく持っていない場合と同じことです。

• パスワードオプションの変更は、Retrospect をいったん終了して再起動すると有
効になります。

「メディア制御」ボタンでは、バックアップの動作、すなわちこのバックアップセットで
次にバックアップを実行したときのストレージメディアの取り扱い方法を指定できます。
バックアップ動作の詳細については、バックアップ動作を参照してください。

• 「標準」は、現行のバックアップセットとメディアにデータの追加を続けます。
• 「置き換え」は、メディアを消去して再利用し、さらにカタログを消去します。
これは、バックアップセットのリセットと同じです。

• 「新規バックアップセット」は、新しいメディアを使用する新規バックアップセ
ットを作成します。

• 「新規メンバー」は、新規メンバーを要求し、現在のバックアップセットに追加
します。このオプションは、CD/DVD、テープ、ディスクなどの現行メンバーの
容量が限界に近い場合に、途中でメディアを交換することなく、無人で実行を完
了するための手段として役立ちます。

• 「グルーミング」は、グルーミング操作を開始し、バックアップセットの指定グ
ルーミングポリシーでもはや不要になったディスクバックアップセットにあるフ
ァイルやフォルダを削除します。Retrospect が、バックアップ中などでさらにデ
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ィスクスペースを要求する前に、このオプションかグルーミングスクリプトを使
用して古いファイルやフォルダを削除します。詳しくは、スクリプトによるグル
ーミングを参照してください。

「容量」ボタンは、テープバックアップセットの場合にのみ利用でき、Retrospect のテー
プの推定容量を変更できます。推定容量は表示に使われるだけで、実際にコピーされるデ
ータの量には影響しません。メディアへの実際の書き込みでは、常に利用可能なすべての
容量が使われます。メディアの容量が常に Retrospect の推定より大きいという場合以外
は、デフォルトの「自動」のまま変更せず、Retrospect に容量を推定させてください。実
際の容量を確認するには、「メンバー」タブをクリックします。このことを、いっぱいに
なったテープを含むいくつかのバックアップセットで行えば、メディアで実際に利用でき
る容量をほぼ正確に見積もることができるでしょう。

グルーミングオプションを利用できるのは、ディスクバックアップセットだけでです。デ
ィスクバックアップセットは、ディスクの空きがなくなるか、指定された上限容量まで消
費されたときに、古いデータを自動的に削除（グルーミング）して、新しいデータ用の空
きを確保するように設定することができます。最低限残すべきスナップショットの数を元
ボリュームごとに指定するか、Retrospect のグルーミングポリシーに任せます。
Retrospect のポリシーでは、少なくとも 2 つのスナップショットが元ボリュームごとに保
持されます（前回のバックアップ日とその前のバックアップ日の最終スナップショット
が、元ボリュームごとに保持されます）。さらに、ディスクに十分な空きがあれば、先週
の各曜日のスナップショットと先月の各週のスナップショット、および各月のスナップシ
ョットがそれぞれ 1 つずつ、元ボリュームごとに保持されます。詳しくは、ディスクグル
ーミングを参照してください。

グルーミングではファイルとフォルダが削除されますが、これらのファイルとフォルダを
復元することはできません。グルーミングを有効にする前に、重要性の高いファイルとフ
ォルダを保護するバックアップポリシーを、必ず作成してください。

「バックアップセット作成」ウィザードでディスクグルーミングのオプションを設定する
方法についての詳細は、ディスクバックアップセットのグルーミングオプションを参照し
てください。

「スナップショット」タブ「スナップショット」タブ

「スナップショット」タブには、バックアップセットカタログファイル内にあるアクティ
ブなスナップショットが表示され、各スナップショットに関する基本情報を得ることがで
きます。

• スナップショットを選択し、「プロパティ」をクリックすると、そのスナップシ
ョットのバックアップセット、タイプ、ユーザ、作成日時、OS、およびファイル
システムが表示されます。

• 「追加」をクリックすると、ストレージメディアから古いスナップショットが取
り込まれます。「スナップショットの取り込み」ウィンドウで、セッションを選
択して、「取り込み」をクリックします。

• スナップショットを選択して「削除」をクリックすると、そのスナップショット
のエントリがカタログファイルから削除されます（スナップショット自体はバッ
クアップメディアに残っており、後で取り込むことが可能です）。グルーミング
が有効なディスクバックアップセットからスナップショットを削除すると、その
スナップショットと関連ファイルは削除されます（削除されたスナップショット
とファイルを、後で取り込むことはできません）。
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• スナップショットを選択し、「参照」をクリックすると、バックアップセット内
のファイルとフォルダのリストが表示されます。

グルーミングオプションを有効にしたディスクバックアップセットでは、スナップショッ
トを個別に選択してグルーミング（手動グルーミング）を行い、ディスクの空きを確保す
ることができます。

スナップショットを手動グルーミングする際には、同じバックアップセット内の他のスナ
ップショットにも、指定したグルーミングポリシーに基づくグルーミングが施されます。
グルーミングポリシーについては、「オプション」タブを参照してください。

スナップショットを手動グルーミングするにはスナップショットを手動グルーミングするには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「バックアップセット」の順でク
リックします。

2. グルーミングが有効なディスクバックアップセットを選択します。

バックアップセットのプロパティウィンドウで「オプション」タブをクリックすると、グルーミン
グが有効になっているかどうかを確認できます。

3. 「スナップショット」タブをクリックします。

グルーミングするスナップショットが「スナップショット」リストに表示されな
い場合は、「追加」をクリックしてディスクから取り込みます。

4. グルーミングするスナップショットを選択して「削除」をクリックします。

アイコンが表示されているスナップショットはロックされており、ロック解除しないとグルー
ミングできません。ロックされているスナップショットも削除可能です。

5. 「削除」をクリックして、選択したスナップショットをバックアップセットのカ
タログファイルから削除します。

「削除」をクリックすると、選択したスナップショットと関連ファイルが
Retrospect によってグルーミングされます。選択したスナップショットのグルー
ミングを取りやめるには、「キャンセル」をクリックします。

6. バックアップセットのプロパティウィンドウを閉じます。

グルーミングダイアログボックスが表示されます。

選択したスナップショットがロックされている場合には、グルーミングダイアログボックスは表示
されません。

7. 「今すぐ」をクリックすると、バックアップセットのグルーミングがただちに開
始されます。

バックアップセットを後でグルーミングする場合は、「後で」をクリックしま
す。バックアップセットは次回のグルーミングセッションで、自動的にグルーミ
ングされます（グルーミングセッションは、バックアップセットのグルーミング
ポリシーに従って開始されます）。

Retrospect によってロックされているスナップショットにも、ロック解除すれば
グルーミングを実行できます。
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スナップショットをロック解除するにはスナップショットをロック解除するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「バックアップセット」の順でク
リックします。

2. グルーミングが有効なディスクバックアップセットを選択します。
3. 「スナップショット」タブをクリックします。
4. ロックされているスナップショット を右クリックし、「アンロック」を選択
します。

選択しているスナップショットがロック解除され、バックアップセットから削除
（グルーミング）できるようになります。

スナップショットを個別にロックしてグルーミング対象から除外し、重要なバッ
クアップを保護することもできます。

スナップショットをロックするにはスナップショットをロックするには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「バックアップセット」の順でク
リックします。

2. グルーミングが有効なディスクバックアップセットを選択します。
3. 「スナップショット」タブをクリックします。
4. スナップショットを右クリックし、「ロック」を選択します。

選択しているスナップショットがロックされ、その名前の横にロックアイコン

が表示されます。このスナップシ
ョットはグルーミングの対象外になります。
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「セッション」タブ「セッション」タブ

「セッション」タブには、バックアップセット内のすべてのアーカイブおよびバックアッ
プセッションが表示されます。あるセッションでバックアップされたファイルのリストを
表示するには、そのセッションを選択して、「参照」ボタンをクリックします。

「メンバー」タブ「メンバー」タブ

「メンバー」タブには、バックアップセットのメディアメンバーの概要が表示されます。
また、そのメディアの扱い方を指定できます。

このタブは、ファイルバックアップセットでは表示されません。

バックアップセットのメンバーが紛失または破損した場合、そのメンバーを紛失している
ものとして指定できます。指定することで、これまでにそのメンバーに保存したファイル
はもう利用できないことが Retrospect に認識されます。

• テープバックアップセットと CD/DVD バックアップセットの場合、紛失または破
損したメンバーを選択して、「セットの紛失」をクリックします。

• ディスクバックアップセットの場合は、メンバーを選択して、「プロパティ」を
クリックし、「このメンバーは失われたか、破損しています」をオンにします。

次回のバックアップまたはアーカイブ操作で、Retrospect は紛失しているファイルを新し
いバックアップセットにコピーして、それらのファイルを保護します。

テープバックアップセットとディスクバックアップセットの場合、前もって新しいバック
アップセットメンバーを設定できる「追加」ボタンが「メンバー」タブにあります。詳し
くは、メンバーをバックアップセットに追加するを参照してください。

ハードディスクバックアップセットの場合、メンバーを選択してスキップさせることがで
きます。あるメンバーがスキップされるように指定された場合、Retrospect は自動的に次
のメンバー（または新しいメンバー）を探します。

ハードディスクバックアップセットメンバーをスキップするには

1. スキップするメンバーを選択して、「プロパティ」をクリックします。
2. 「このメンバーをスキップする」チェックボックスをオンにします。
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Retrospect がディスク上の利用可能なスペースをすべて使い切った場合（またはディスク
へのバックアップに問題が生じた場合）、このチェックボックスは自動的にオンになりま
す。使用可能なメモリ量を変更し（可能な場合）、チェックボックスをオフにすると、再
びこのメンバーの使用が試みられます。

「「関連付け」タブ関連付け」タブ

「関連付け」タブは、テープバックアップセットの場合、および高度テープサポートのラ
イセンスを所有している場合にのみ利用可能です。

Retrospect で複数のテープドライブを使用している場合、バックアップセットを特定のド
ライブに関連付けしたい場合があります。たとえば、テープドライブが高速ドライブと低
速ドライブの 2 台ある場合、クライアントコンピュータ用のバックアップセットを低速ド
ライブに、ローカルサーバ用のバックアップセットを高速ドライブに関連付けできます。
これにより、ネットワーク速度とドライブ速度が同期するようになり、テープドライブの
ヘッドの位置調整にかかる時間が少なくて済みます。

初期設定では、バックアップセットに利用可能なテープドライブをどれでも使用できま
す。

テープドライブを関連付けするには

1. 「選択したテープドライブ」ラジオボタンをクリックします。
2. 1 台以上のテープドライブを選択します。
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3. 「任意のテープドライブ」を選択することで、関連付けを削除することもできま
す。

4. 「プロパティ」ウィンドウを閉じます。

関連付けについて詳しくは、テープドライブへのテープバックアップセットのバインドを
参照してください。

メンバーをバックアップセットに追加するメンバーをバックアップセットに追加する

時間を節約し、メディアがいっぱいになったときに無人のバックアップが停止するのを防
ぐために、テープバックアップセットとディスクバックアップセットにバックアップセッ
トメンバーをあらかじめ定義しておくことができます。

バックアップセットのタイプによって、プロセスは若干異なります。

• バックアップセットへのディスクの追加
• バックアップセットへのテープの追加

バックアップセットへのディスクの追加バックアップセットへのディスクの追加

ディスクをバックアップセットのメンバーとして追加することにより、ディスクを使用す
る準備をしておくことができます。無人でスクリプトが実行されているときに、追加のス
トレージスペースが必要になった場合、メンバーとして追加したディスクが自動的に使用
されます。

ディスクのメンバーを追加するには

1. 「設定」>「バックアップセット」をクリックします。
2. ディスクバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックします。
3. 「メンバー」タブをクリックします。
4. 「追加」をクリックします。
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5. 追加するディスクの場所まで移動し、ディスクを選択して「OK」をクリックしま
す。
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ハードディスクを選択した場合は、そのディスクの概要を表示したウィンドウが
開きます。このウィンドウで、ディスクの容量のうち、どの程度までをバックア
ップセット用に使用するかを指定できます。

6. 「高度な設定」ボタンをクリックし、追加のオプションを指定します。
• バックアップデータフォルダの場所。場所を指定しないと、フォルダは自動的に
ディスクのルートレベルに保存されます。

• 自動バックアップの際に Retrospect が自動的にログインできるようにする、ネッ
トワークボリュームへのパスワード。

• システム以外のローカルボリュームの場合には、Retrospect にディスクの消去と
名前変更を行わせることもできます。

• 「OK」をクリックしてディスクを追加します。
バックアップセットへのテープの追加バックアップセットへのテープの追加

テープをバックアップセットのメンバーとして追加することで、前もってテープの使用を
準備しておくとよいでしょう。無人でスクリプトが実行されているときに、追加のストレ
ージスペースが必要になった場合、メンバーとして追加したテープが自動的に使用されま
す。

テープのメンバーを追加するには

1. 「設定」>「バックアップセット」をクリックします。
2. テープバックアップセットを選択し、「プロパティ」をクリックします。
3. 「メンバー」タブをクリックします。
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4. 「追加」をクリックします。

5. バックアップセットに追加するテープを選択し、「OK」をクリックします。

テープライブラリをお持ちであれば、複数のテープを選択して一度に追加するこ
とができます。

既存のバックアップセットに属しているテープを追加することはできません。空のテープ、消去済
みのテープ、および内容が認識できないテープが追加可能です。

6. メンバーの追加が終了したら、「終了」をクリックして、テープバックアップセ
ットの「プロパティ」ウィンドウを閉じます。

7. テープバックアップセットへのメンバーの追加は、「記憶装置」ウィンドウでも
実行できます。詳しくは、使用するテープの準備を参照してください。

スクリプトのメンテナンススクリプトのメンテナンス

本項では、作成したスクリプトのメンテナンスに必要な各種作業について説明します。メ
ンテンス作業には、以下のものがあります。

• スクリプトのチェック
• スクリプトの設定を修正する
• スクリプトの複製、名前の変更、削除
• スケジュールされたスクリプトの表示
• スクリプト実行のスキップ
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スクリプトのチェックスクリプトのチェック

Retrospect を終了して自動実行モードでスクリプトを実行する前に、スクリプトが有効で
あることを確認しておくとよいでしょう。バックアップデバイスで必要なメディアが利用
可能になっていることを確認することもできます。

スクリプトをチェックするには

1. ナビゲーションバーから、「自動化」>「スクリプトの有効化」を順にクリックし
ます。

「スクリプトの選択」ウィンドウにスクリプトのリストが表示されます。

2. テストするスクリプトを選択して、「OK」をクリックします。

スクリプトの定義がチェックされ、元ボリュームと宛先ボリュームが正しく定義
されているかどうかが確認されます。スクリプトに必要なデータが不足している
場合は、メッセージが表示されます。「編集」をクリックしてスクリプトを修正
します。

スクリプトが完全な場合は、スクリプトの準備ができたことを知らせるメッセー
ジが表示されます。
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3. このウィンドウに表示される情報は、バックアップセットのタイプとバックアッ
プデバイスに現在ロードされているメディアによって異なります。

4. 「OK」をクリックしてウインドウを閉じます。または、「メディアのチェック」
をクリックして、必要なバックアップセットメンバーが利用可能かどうかをチェ
ックします。

5. Retrospect を終了すると、次回スケジュールされている有効なスクリプトのメデ
ィアのチェックを要求するプロンプトが自動的に表示されます。

スクリプトの設定を修正するスクリプトの設定を修正する

元ボリューム、宛先バックアップセット、ファイル選択基準、オプション、スケジュール
など、スクリプトの作成時に指定した設定は、いつでも修正することができます。スクリ
プトの修正は、スクリプトの概要ウィンドウから行います。
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スクリプトの設定を修正するには

1. ナビゲーションバーから、「自動化」>「スクリプトの管理」を順にクリックしま
す。

2. 修正するスクリプトを選択して、「編集」をクリックします。
3. スクリプトの修正は、スクリプトの作成の場合と同じです。詳しくは、「スクリ
プトによる自動実行」を参照してください。

4. ツールバーの「保存」アイコンをクリックして、修正したスクリプトを保存しま
す。

スクリプトの複製スクリプトの複製、名前の変更、削除、名前の変更、削除

既存のスクリプトを複製し、その設定内容を修正して新しいスクリプトを作成することが
できます。スクリプトは名前を変えて残すことも、完全に削除することもできます。

スクリプトを複製、名前変更、削除するには

1. ナビゲーションバーで「自動化」をクリックしてから、「スクリプトの管理」を
クリックすると、スクリプトのリストが表示されます。

2. 複製、名前の変更、または削除するスクリプトを選択します。
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3. スクリプトを複製するには、ツールバーの「複製」をクリックします。

新しいスクリプトの名前を入力して「新規」をクリックします。

4. スクリプトの名前を変更するには、ツールバーの「リネーム」をクリックしま
す。

スクリプトの新しい名前を入力して「OK」をクリックします。

5. スクリプトを削除するには、ツールバーの「削除」をクリックします。

削除を確認するダイアログボックスが表示されるので、確認して「OK」をクリックしま
す。スクリプトがリストから削除され、スケジュールされていた実行も予定から除外され
ます。

スクリプトの削除や複製を行うときの確認メッセージを表示させたくない場合は、Shift キ
ーを押しながら各コマンドを選択します。

スケジュールされたスケジュールされたスクリプトの表示スクリプトの表示

Retrospect は、予定されているスクリプトのリストを管理します。このリストを表示し
て、実行が予定されているスクリプトとその時期を確認できます。スケジュールされたイ
ベントを削除するか、スクリプトを編集してそのスケジュールを変更することにより、実
行スケジュールを修正することもできます。

すべてのスケジュール済みスクリプトの実行スケジュールを表示するには、「アクティビ
ティモニタ」>「予定」を順にクリックします。

スケジュールされている Proactive スクリプトを表示するには、アクティビティモニタの
「Proactive」タブをクリックします。
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「予定」ウィンドウに、スクリプトの実行が予定されている日付、時刻、曜日が表示され
ます。このウィンドウには、スクリプトの名前、バックアップ動作、宛先も表示されま
す。

スケジュールされたイベントの削除スケジュールされたイベントの削除

あるスケジュール済みイベントとそれ以前の同じスクリプトのイベントを一括して削除す
るには、そのイベントを選択して、「削除...」をクリックします。削除を確認するダイア
ログボックスが表示されるので、確認して「OK」をクリックします。そのイベントと、そ
れ以前の同じスクリプトの全イベントがスケジュールから削除されます。
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スケジュールされたスクリプトの編集スケジュールされたスクリプトの編集

ウィンドウに表示されたイベントに関連したスクリプトを編集するには、そのイベントを
選択して、「スクリプトの編集...」をクリックします。「スクリプト」ウィンドウが表示
されます。「スケジュール」ボタンをクリックし、スケジュールを修正してください。

スケジュールの修正方法については、スクリプトのスケジュール作成を参照してくださ
い。

スクリプト実行のスキップスクリプト実行のスキップ

スクリプトの実行を一定期間だけ休止したい場合は、スクリプトのスケジュールをオフに
して、再びオンに戻す時期を指定することができます。この設定は、会社全体が一週間の
休暇に入るため、バックアップデバイスのメディアを交換する人がいない場合などに便利
です。

スクリプトの実行をスキップするには

1. 「自動化」>「スクリプトの管理」をクリックして、スクリプトのリストを表示し
ます。

2. スクリプトを選択し、「編集」をクリックします。

スクリプトの概要ウィンドウが表示されます。

3. 「スケジュール」をクリックします。

選択したスクリプトの予定実行日時がリストアップされます。
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4. ウィンドウ下部の「スキップ」チェックボックスをクリックします。

日時フィールドがウィンドウの下部に表示されます。

5. スクリプトの実行を再開したい日時を設定し、「OK」をクリックします。

その日時より前に予定されているイベントは、実行されません。

6. スケジュールウィンドウに複数のスケジュールが表示されているときは、この機
能によって延期されるのは選択したスケジュールだけではありません。このスク
リプトに設定されているすべてのスケジュールが延期されます。

Retrospect の環境設定の環境設定

Retrospect の環境設定を調整し、ユーザのニーズに最も合うようにアプリケーションの動
作を修正することができます。Retrospect の環境設定はグローバルであり、Retrospect に
より実行されるあらゆる操作に影響します。

Retrospect 環境設定にアクセスするには、ナビゲーションバーの「設定」をクリックして
から、「環境設定」ボタンをクリックします。「環境設定」ウィンドウが表示されます。
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左側のリストには、分類のオプションが表示されます。右側には、指定した分類に属する
オプションの内容が表示されます。オプションを設定したら「OK」をクリックし、選択を
保存します。

各オプションのデフォルト設定を変更すると、リストの分類名が太字で表示されます。デ
フォルトの設定に戻すには、分類名を選択して、「デフォルトを使う」をクリックしま
す。

実行環境設定実行環境設定

実行環境設定は、Retrospect の実行ユニット、先読み時間、パスワード保護を制御しま
す。

実行環境設定には、次の 4 つの分類があります。
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• 全般環境設定
• スケジュール環境設定
• セキュリティ環境設定
• スタートアップ環境設定

全般全般環境設定環境設定

使用している Retrospect 製品と、ライセンス購入したアドオンの種類によって、実行中に
設定を変更する、独立した操作をパラレル実行する、リソースの競合を処理する（競合し
ている実行の順序付けなど）、Proactive Backup システムに複数の実行を開始させる、テ
ープライブラリの複数ドライブを同時に使用する、などが可能です。詳しくは、複数実行
を参照してください。

Retrospect Desktop は、複数の同時実行に対応していません。

「実行ユニット」「実行ユニット」では、Retrospect で実行できる同時操作の最大数を指定できます。使用
している Retrospect 製品が複数の実行ユニットに対応している場合、このオプションは、
バックアップコンピュータのメモリ総量に基づいて自動的に最適数に設定されます。

コンピュータにこの設定をサポートするのに十分なメモリとバックアップデバイスがある
場合は、最大 8 つの同時実行が可能です。

「実行履歴の制限」「実行履歴の制限」では、アクティビティモニタの「履歴」タブに保存される操作の最大
数を指定します。この最大数に達すると、Retrospect は一番古い操作を新しい操作に置き
換えて、この制限以内に留めます。詳しくは、「履歴」タブを参照してください。

「実行イベントの制限」「実行イベントの制限」では、アクティビティモニタの「イベント」タブに保存されるイ
ベントの最大数を指定します。この最大数に達すると、Retrospect は一番古いイベントを
新しいイベントに置き換えて、この制限以内に留めます。詳しくは、「イベント」タブを
参照してください。
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スケジュール環境設定スケジュール環境設定

先読み時間：先読み時間：n時時は、予定されたスクリプト実行のために、Retrospect が先読みを行う時
間の長さを定義します。これは、バックアップコンピュータや Macintosh クライアントの
シャットダウン時や、自動処理完了後の Retrospect の動作に影響します。デフォルトは
12 時間です。

詳しくは、終了時チェック環境設定、Macintosh クライアントオプション、およびスター
トアップ環境設定を参照してください。

「スケジュール」「スケジュール」では、スクリプトの実行を許可する時間帯を定義できます。この環境設
定は、Proactive Client Backup スクリプト以外のすべてのスクリプトに影響しますが、
個々のスクリプトに対して修正できます。スクリプトの実行が許可される時間帯のデフォ
ルトは、1 週間 7 日、1 日 24 時間です。

スケジュールをカスタマイズするには

1. 「スケジュール」をクリックします。

週単位のスケジュールウィンドウが表示されます。
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2. 週の中の曜日を選択するには、それをクリックします。週の中の連続した曜日を
選択するには、クリックしてからドラッグします。前の選択状態を保ったまま別
の日を選択するには、Shift キーや Ctrl キーを押しながらクリック、またはドラッ
グします。

時間帯を変更するには、クリックしてから数値を入力するか、コントロールを使
います。

3. 「開始」「開始」は、予定を開始し始めてもよい時刻です。
4. 「終了」「終了」は、終了時刻の前の時間帯（時間と分）です。この期間に現在の操作が
完了しても、次の操作は開始されません。

5. 「停止」「停止」は、Retrospect がスクリプトによる自動実行を完全に停止する必要があ
る時刻です。次の開始時刻まで、操作は行われません。

6. それぞれの時間は、時間を示すスケジュールバー上のアイコンをドラッグして設
定することもできます。ただし、最初は実際に数値を入力して、これらのコント
ロールの動作を確認してみてください。

いずれかの時間設定を変更すると、スケジュールバーも変化して、開始、終了、
停止の時間設定をグラフィカルに表現します。
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それぞれの曜日の下にも、スケジュールバーが小さく表示されますが、これには
コントロール機能はありません。

「常時」と「できない」ボタンはそれぞれ、実行時間を 24 時間すべて、または設
定なしに変更します。

7. 完了したら「OK」をクリックします。
セキュリティセキュリティ環境設定環境設定

「保護」「保護」は、Retrospect を手動で開始する際のパスワードを指定できるようにします。ス
クリプトによる自動実行には影響しません。ユーザが間違ったパスワードを 3 回続けて入
力すると、操作ログにエラーが記録されます。初期設定では、パスワード保護は設定され
ていません。
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プロテクトをオンにすると、Retrospect の「ファイル」メニューで、「アプリケーション
のロック」という項目が有効になります。この項目を選択すると、Retrospect は自動モー
ドにロックされ、不用意に実行が中断できないようになります。アプリケーションのロッ
クを解除するには、マウスをクリックするか、キーを押してから、パスワードを入力しま
す。

「ユーザの操作が「ユーザの操作が 15 分間なければ分間なければ Retrospect をロック」をロック」を使用すると、15 分後に
Retrospect が自動的にロックされるよう指定することができます。Retrospect がロックさ
れると、ロックの解除にパスワードの入力が求められます。この設定は、Retrospect がパ
スワードで保護されている場合にのみ選択することができます。

「解除」「解除」は、パスワードを入力すれば、Retrospect アプリケーションの保護を解除しま
す。「解除」は、Retrospect がすでにパスワードを有している場合にのみ表示されます。

「「Retrospect 実行資格実行資格...」」では、Retrospect を実行するときのユーザアカウントを選択
できます。

「ログインユーザで Retrospectを起動」は、Retrospect で利用できるリソースを、ログ
インユーザがアクセス権を持つリソースだけに制限します。このオプションを選択する
と、自動起動してスクリプトを実行させる場合も、Retrospect はローカルシステムアカウ
ントで起動し、そのアカウントに許可されているリソースだけにアクセスします。

したがって、ログインユーザとして Retrospect を実行するよう選択した場合は、SQL や
Exchange のサーバやネットワークボリュームにアクセスできない可能性があります。

「指定されたユーザで Retrospect を常に起動」では、Retrospect を実行するユーザアカ
ウントを指定できます。手動で起動するか、自動起動させるかに関係なく、Retrospect は
指定されたアカウントで動作します。

SQL や Exchange のサーバをバックアップするか、ネットワークボリュームにアクセスす
る必要がある場合は、これらの全リソースへのアクセス権を持つ管理者アカウントを作成
し、その情報をここに入力します。

SQL と Exchange については、バックアップするすべてのデータベースサーバにアクセス
する権限を、作成するアカウントに与える必要があります。詳しくは「SQL Server
Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームの場合は、元ボリューム、宛先ボリューム、またはカタログファ
イルの保存場所として使用するボリュームのすべてにアクセスする権限を、アカウントに
与える必要があります。

状況に応じて、ドメインかローカルコンピュータ名のいずれかを「ログオン先」フィール
ドに入力します。

「ターミナルサービスセッションで「ターミナルサービスセッションで Retrospect を起動」を起動」では、アプリケーションが自動
的に起動したときに、Retrospect をターミナルセッション（利用可能な場合）で実行する
よう選択できます。詳しくは、ターミナルサービスとリモートデスクトップを参照してく
ださい。
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スタートアップ環境設定スタートアップ環境設定

「「Retrospect 起動サービスを使用」起動サービスを使用」は、起動アプリケーションが常に実行されるよう
に、サービスとして登録します。これにより、次に説明する自動起動環境設定、終了時チ
ェック環境設定で説明するアラート環境設定、および報告環境設定で説明する報告環境設
定が有効になります。

「自動的に「自動的に Retrospect を起動」を起動」は、実行予定のスクリプトがある場合に、Retrospect を
自動的に起動します。デフォルトでは、このオプションはオンです。

Retrospect ツールバーで「すべての実行アクティビティを中止する」ボタンを選択する
と、この環境設定は自動的にオフになり、無効化されます。そのボタンの選択を解除する
と有効化され、設定がオンに戻ります。詳しくは、「停止」ボタンを参照してください。

「起動続行」、「終了」、「ログオフ」、「再起動」、および「シャットダウン」「起動続行」、「終了」、「ログオフ」、「再起動」、および「シャットダウン」は、別
のスクリプトが先読み時間内に実行されるようにスケジュールされていない場合の、スク
リプト完了時の Retrospect の動作を決定します。詳しくは、スケジュール環境設定を参照
してください。このオプションのデフォルトは「終了」です。

「タスクバーアイコンの表示」「タスクバーアイコンの表示」は、Windows のタスクバーのシステムトレイ部分に
Retrospect のアイコンを表示するかどうかを指定します。この環境設定のデフォルトはオ
ンです。詳しくは、システムトレイアイコンを参照してください。

クライアントの環境設定クライアントの環境設定

「クライアントの環境設定」は、秘密鍵と公開鍵の作成、クライアントの自動追加、およ
び ユーザ開始型復元を制御します。

Retrospect Desktop の場合は、これらの環境設定は利用できません。

クライアント環境設定には、次の 2 つの分類があります。
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• 環境設定の追加
• ユーザ復元環境設定

環境設定の追加環境設定の追加

「キーの作成」「キーの作成」は、秘密鍵証明書（privkey.dat）と公開鍵証明書（pubkey.dat）を
「C:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Retrospect」に作成します。こ
れらの鍵を使用すると、複数の Windows 版 Retrospect クライアントのユーザを
Retrospect のバックアップクライアントデータベースに一度に追加することができます。
詳しくは、クライアントの追加を参照してください。

「クライアントを自動的に追加する」「クライアントを自動的に追加する」は、Retrospect が公開鍵証明書でインストールされ
た Windows 版 Retrospect クライアントのユーザを自動的に検出し、それらのユーザをバ
ックアップクライアントデータベースに追加することを可能にします。このチェックボッ
クスを選択し、Retrospect が新規クライアントを検出する頻度（日数か時間）を指定しま
す。「OK」をクリックして選択を確認すると、Retrospect は新規クライアントを直ちに
検出します。また、指定の期間だけ待機した後、再び新規クライアントをチェックしま
す。

デフォルトでは、Retrospect は検出したクライアントをバックアップクライアントコンテ
ナの「Automatically Added Clients」フォルダに追加します。この設定を有効にし、スク
リプトで記述されたバックアップ元として 「Automatically Added Clients」 フォルダを選
択すると、Retrospect によって新規クライアントがこのフォルダに自動的に追加され、バ
ックアップされます。バックアップ管理者の操作はいっさい不要です。

この環境設定では、Retrospect がマルチキャスト方式かサブネットブロードキャスト方式
を使用して検出できるクライアントだけが追加されます。これらの方式の詳細について
は、アクセス方式を参照してください。

メディアの環境設定メディアの環境設定

メディア環境設定は、メディアの要求、メディアの消去、テープのテンション調整など、
Retrospect によるストレージメディアの取り扱いを制御します。

メディア環境設定には、次の 4 つの分類があります。

• 消去環境設定
• ハンドリング環境設定
• 要求環境設定
• 検証環境設定

CHAPTER 10 • 管理 470



消去消去環境設定環境設定

これらのオプションは、すでにデータが書き込まれているメディアにのみ影響します。

「同名メディアの自動再利用」「同名メディアの自動再利用」この環境設定を選択すると、すでにメディアにデータが入
っている場合に、同じ名前の宛先メディアを自動的に消去します。このオプションは、デ
フォルトではオフです。

たとえば、このオプションをオンにし、「1-Backup Set A」という名前のテープバックア
ップセットメンバーに書き替えバックアップを行う場合、その名前を持つメンバーがテー
プドライブにロードされていると、Retrospect は自動的にそのテープの内容を消去し、再
利用します。この場合、Retrospect は、テープの内容を本当に消去してもよいかどうか尋
ねる警告ダイアログボックスを表示しません。

「消去確認を省略」「消去確認を省略」この環境設定をオンにすると、バックアップを行っていて、メディア
を消去する必要があるときに通常表示される確認メッセージが省略されます。デフォルト
では、このオプションはオフです。

たとえば、「1-Backup Set A」という名前のテープバックアップセットメンバーに標準バ
ックアップを行うときに、テープドライブにロードされているメンバーの名前が異なる場
合、Retrospect はメディア要求ウィンドウを表示し、そこでユーザは現在ロードされてい
るテープを選択できます。「消去確認を省略」オプションをオンにし、テープを選択して
「続ける」をクリックすると、Retrospect はそのテープの内容を消去して使用します。
「消去確認を省略」オプションをオフにした場合、Retrospect は、テープの内容を本当に
消去してもよいかどうか尋ねる警告ダイアログボックスを表示します。
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ハンドリングハンドリング環境設定環境設定

「テープのテンション調整」「テープのテンション調整」は、テープの早送りと巻戻しを行って、テープの張りと位置
が均等になるように調整します（これは、一部のドライブにのみ当てはまります）。デフ
ォルトでは、このオプションはオフです。

「リムーバルディスクをイジェクトしない」「リムーバルディスクをイジェクトしない」は、操作中に他のメディアが必要になった場
合でも、Retrospect がリムーバブルメディアを取り出さないようにします。デフォルトで
は、このオプションはオフです。

「終了時にテープおよびディスクをイジェクト」「終了時にテープおよびディスクをイジェクト」は、Retrospect の終了時に、テープカー
トリッジや CD/DVD を取り出します。デフォルトでは、このオプションはオフです。

「「Removal Storage Manager を停止」を停止」は、Retrospect が通信バスでデバイスをスキャン
する際、Windows の Removal Storage Manager を自動的に停止します。初期設定のとお
りにサービスを停止すると、リムーバブルストレージの管理コンソールで、テープライブ
ラリや他の記憶装置を、オペレーティングシステム内蔵のバックアップユーティリティと
ともに管理することはできなくなります。

デバイスの管理を Retrospect で行わず、Removal Storage サービスに任せる場合は、この
環境設定をオフにし、両方同時に使用できるように Removal Storage サービスを設定しま
す。詳しくは、Retrospect と Removable Storage マネージャを同時に使用するを参照し
てください。

Removal Storage サービスを設定していない場合に、この環境設定をオフにすると、問題
が生じる可能性があります。
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「書き込みエラーが発生したら自動的に新しいメディアを使用」「書き込みエラーが発生したら自動的に新しいメディアを使用」は、メディアの不具合が
検出されたときに、Retrospect にテープライブラリやオートローダへのバックアップ、ア
ーカイブ、または転送の操作を継続させます。このオプションを選択した場合、メディア
の不具合が検出されると、ライブラリ内で次に利用できるテープが検索され、それを使っ
て処理が継続されます。

メディアの不具合が検出されたテープは「記憶装置」ウィンドウで、赤のテープアイコン
で表示されるようになります。

要求要求環境設定環境設定

「メディア要求の時間切れ」「メディア要求の時間切れ」では、実行時のメディアの待ち時間を指定します。この時間
が経過すると、Retrospect は実行を中止し、スケジュールされた次のイベントの準備状態
に入ります。デフォルトではこのオプションはオフになっており、時間切れは起こりませ
ん。

「空のメディアを使用」「空のメディアを使用」は、バックアップセットの現在のメンバーが利用できないとき
に、そのメンバーに空きが残っているかどうかに関係なく、他の利用可能な空きメディア
（テープ、ディスク、または CD/DVD）を Retrospect に使用させます。空きメディアが宛
先バックアップセットにメンバーとして追加され、標準バックアップ（前回のバックアッ
プ後に作成または変更されたファイルのみ）が実行されます。

このオプションは、デフォルトではオフになっており、Retrospect はバックアップセット
の現在のメンバーが利用できないとき、常にメディア要求を表示します。新規メンバーバ
ックアップでは、関連するバックアップ動作について説明しています。

この環境設定は、WORM テープを使用する場合はオフにしてください。WORM テープ
は、内容を消去したり再利用することができません。この環境設定をオンにすると、
WORM テープに空きを残したまま、新しいテープに移る可能性があります。

検証検証環境設定環境設定

「バックアップ処理中に「バックアップ処理中に MD5 ダイジェストを生成」ダイジェストを生成」は、バックアップ操作やアーカイブ
操作用、およびオフライン検証用にメディア検証オプションを有効にします。詳しくは、
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スクリプトによる検証、バックアップ実行オプション、およびバックアップセットメディ
アの検証を参照してください。

• この環境設定は、バックアップ中に大幅な性能低下が発生した場合にのみ無効に
します。

通知通知環境設定環境設定

通知環境設定は、Retrospect が表示するアラートの種類、ログのサイズ、および電子メー
ル通知を制御します。

通知環境設定には、次の 3 つの分類があります。

• 終了時チェック環境設定
• ログ環境設定
• 電子メール環境設定
• 報告環境設定
• 更新環境設定

終了時チェック環境設定終了時チェック環境設定

「次のスクリプトの有効性をチェック」「次のスクリプトの有効性をチェック」は、Retrospect の終了時に、この動作を行いま
す。次に実行する予定のスクリプトを自動的に検証して、その情報を表示します。デフォ
ルトでは、このオプションはオンです。

「実行エラーおよびメディアの準備を通知」「実行エラーおよびメディアの準備を通知」は、スクリプトの自動実行中にエラーが生じ
た場合、アラートメッセージを表示します。また、後ほどメディアが必要となる場合に
も、アラートメッセージを表示します。デフォルトでは、このオプションはオンです。こ
のオプションは、自動実行環境設定の「Retrospect 起動サービスを使用」（スタートアッ
プ環境設定を参照） がオンの場合にのみ、利用できます。

「「S.M.A.R.T ハードドライブのエラーを表示」ハードドライブのエラーを表示」は、HP Compaq SMART ハードドライブ
ボリュームにエラーが生じた場合、Retrospect を起動して、バックアップウィザードを開
始します。デフォルトでは、このオプションはオンです。
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ログ環境設定ログ環境設定

「ログのサイズ制限「ログのサイズ制限 (M Bytes)」」は、操作ログのサイズがこのフィールドで設定した値以
内に制限されます。設定できる値は、1MB から 100MB までです。ログのサイズが制限値
に達すると、ログの古い部分から削除されます。デフォルトのサイズは 10 MB です。

「バックアップレポートと操作ログのエキスポート」「バックアップレポートと操作ログのエキスポート」は、操作が完了するたびに、バック
アップレポートファイル（Backup Report.utx）と操作ログファイル
（operations_log.utx）を生成または更新します。これらのファイルは、「場所を選択」ボ
タンで指定した場所に置かれます。

これらのファイルを手動でエクスポートする方法の詳細については、バックアップレポー
トの印刷とエクスポートおよびログの印刷とエクスポートを参照してください。
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電子メール電子メール環境設定環境設定

「エラー通知とメディア要求の電子メール送信」「エラー通知とメディア要求の電子メール送信」は、操作が失敗したりメディアが必要な
ときに、それを通知する電子メールを 1 人以上に宛てて送信させます。

このオプションが利用できるのは、「エラー通知とメディア要求の電子メール送信」チェ
ックボックスがオンの場合だけです。

電子メール通知を有効にすると、バックアップサーバ名フィールドにホストコンピュータ
名が自動的に入力されます。ユーザが別の名前を入力することもできます。この情報は、
電子メール通知の「Subject」フィールドに入ります。

「送信元アドレス」フィールドに送信者アカウントを入力し、「宛先」アドレスフィール
ドに 1 か所以上の受信者アカウントを（セミコロンで区切って）入力します。「送信」メ
ールサーバフィールドにメールサーバの DNS 名（mail.retrospect.com など）を入力しま
す。

メールサーバで SMTP 認証が行われる場合は、そのチェックボックスをオンにして、ユー
ザ名とパスワードを入力します。
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プロアクティブスクリプトとその他のスクリプトの比較プロアクティブスクリプトとその他のスクリプトの比較 – プロアクティブバックアップで
はバックアップソースの優先度が賢く調整されるので、電子メールはバックアップソース
毎に送信されます。その他のスクリプトについては、スクリプトのソースが全て完了する
と電子メールが1通送信されます。一方、イベントにアクション (バックアップメディアの
リクエストなど) が要求される場合、電子メールはスクリプト実行の終了時ではなく直ちに
送信されることになります。

電子メール報告の改善電子メール報告の改善 – 改善された電子メール報告により各バックアップに関する膨大な
情報が伝えられます。オペレーションログが追加され各バックアップが漏れなく伝えられ
るようになりました。これらの詳細ログにより、どんなデバイスからもバックアップを監
視でき、問題が起きれば直ちにエラーや警告に基づいて電子メールをフィルタリングして
問題にフォーカスします。様々な電子メールクライアントを用いたフィルタリングを単純
化するため、ログは添付ファイルとしてではなく電子メール本文の一部としてフォーマッ
トの中に含まれます。ログのフォーマットとコンテンツは Retrospect ユーザーインターフ
ェースに表示されるログと一致します。

報告報告環境設定環境設定

「外部アプリケーション向けの通知を有効にする」「外部アプリケーション向けの通知を有効にする」を使用すると、EMC Legato
NetWorker Management Console（NMC）などのアプリケーションが Retrospect に接続
し、Retrospect のイベントを表示することが可能になります。これにより、バックアップ
管理者が NetWorker と Retrospect バックアップサーバを単一のコンソールから監視する
ことが可能になります。
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Retrospect が外部アプリケーションにイベント通知するのは、Retrospect 起動サービスが
有効になっている場合に限られます。詳しくは、スタートアップ環境設定を参照してくだ
さい。

イベントの詳細については、「イベント」タブを参照してください。NetWorker 管理コン
ソールから Retrospect バックアップサーバーを監視し、管理する方法については、NMC
ドキュメントを参照してください。

Retrospect Desktop の場合は、この環境設定は利用できません。

更新更新環境設定環境設定

「利用可能なアップデートの自動チェック」「利用可能なアップデートの自動チェック」は、デフォルトで選択されています。選択す
ると、Retrospect は現在使用されている Retrospect のバージョン向けの更新（無料）を
チェックします。更新が見つかると、Retrospect は利用可能な更新のリストを表示しま
す。更新は、ダウンロードしてインストールすることができます。Retrospect 更新は、無
料でダウンロードすることができます。追加のデバイスサポートや、Retrospect の現行バ
ージョンに関する問題の対処法などが提供されます。この環境設定が有効になっているか
否かに関係なく、「ヘルプ」メニューから「Retrospect 更新」を選択すればいつでも手動
で更新を検索することができます。詳しくは、Retrospect 更新の手動チェックを参照して
ください。

バックアップコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、Retrospect は更
新をチェックできません。

「インターネットへの接続にプロキシサーバを使用する」「インターネットへの接続にプロキシサーバを使用する」を使用すると、プロキシサーバ
情報を指定することができます。プロキシサーバは、内部ネットワークとインターネット
間にあるサーバです。プロキシサーバを使用するかどうかが不明の場合は、ネットワーク
管理者に問い合わせてください。インターネットへの接続にプロキシサーバを使用する場
合は、このチェックボックスを選択してプロキシサーバ情報とポート番号
（cache.satchmo.com, port 8080 など）を入力します。

サウンドサウンド

Retrospect をインストールすると、バックアップコンピュータの Windows サウンドコン
トロールパネルに、Retrospect のイベント通知音と完了音が含まれるようになります。こ
れらのイベントに、利用可能な他のサウンドを割り当てることもできます。
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Retrospect の移動の移動

バックアップコンピュータを切り替える決定をした場合、単に Retrospect とバックアップ
デバイスを新しいコンピュータにインストールするだけでは不十分です。Retrospect の環
境設定、クライアント、カタログ、スクリプト、スケジュールを現状のまま使用するに
は、新しいバックアップコンピュータに他のファイルもいくつか移動する必要がありま
す。

Retrospect を新しいバックアップコンピュータに移動するには

1. 新しいコンピュータに Retrospect をインストールします。
2. 古いバックアップコンピュータから新しいコンピュータに、カタログファイル
（拡張子 .rbcと .rbfを持つ）をコピーします。

3. カタログファイルの保存場所の初期設定は、..¥My Documents¥ Retrospect
Catalog Files です。

4. 古いバックアップコンピュータから新しいコンピュータに、設定ファイル
（Config77.dat）をコピーします。

5. 設定ファイルの保存先は、Retrospect アプリケーションと同じフォルダ
か、..¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Retrospect のいずれ
かです。

6. 次に、移動したカタログファイルを、新しいバックアップコンピュータ上の
Retrospect に認識させます。

最も簡単な方法は、すべてのカタログを Windows のエクスプローラで選択し、そ
れらを Retrospect のアプリケーションアイコンにドラッグすることです。各カタ
ログの「バックアップセット設定」ウィンドウが表示され、Retrospect がカタロ
グを認識したことになります。

7. 古いコンピュータや新しいバックアップコンピュータをバックアップしたい場合
には、次のような追加の手順が必要です。

• 新しいバックアップコンピュータがこれまでクライアントとしてバックアップさ
れていた場合、今ではそのボリュームはローカルであるので、クライアントはも
う必要ありません。クライアントは削除してください。Retrospect スクリプト
で、新しいコンピュータのクライアントボリュームを使用していたスクリプトが
あれば、そのスクリプトで元ボリュームを編集し、現在ローカルになったボリュ
ームを追加してください。

• 古いバックアップコンピュータをまだバックアップする必要がある場合には、そ
のコンピュータに Retrospect クライアントソフトウェアをインストールし、新し
いバックアップコンピュータの Retrospect で古いコンピュータのボリュームにア
クセスできるようにしなければなりません。クライアントのインストールと設定
を終えたら、そのボリュームをスクリプトに追加します。「設定」>「ボリュー
ム」を順にクリックし、「削除」コマンドを使用して、これまでローカルであっ
たボリュームを削除します。「削除」コマンドを使用すると、ボリュームデータ
ベースからそのボリュームに関する設定が削除されます。また、それらを使用し
ていたスクリプトも削除されます。

カタログと設定のバックアップカタログと設定のバックアップ

バックアップ計画の一部として、バックアップコンピュータそのもののバックアップも行
うべきです。そのための最も簡単な方法は、そのコンピュータをバックアップスクリプト
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に含めることです。バックアップすべき最も重要なファイルは、Retrospect のバックアッ
プ設定ファイル（Config77.bak）とカタログファイル（一連の .rbc ファイル）です。

Windows エクスプローラか Retrospect を使用して、これらのファイルをバックアップで
きます。これらを、リムーバブルディスクやファイルサーバなど、他のボリュームに定期
的にコピーすれば、障害発生時の復旧が容易になります。または、Retrospect の複製スク
リプトを修正して、ファイルを他のボリュームのフォルダに自動的にコピーするよう設定
してください。Retrospect のファイルセレクタを使用して、適切なファイルを選択し、他
のバックアップの完了後に、スクリプトを毎日実行するようにスケジュールを設定しま
す。

バックアップコンピュータを複数のバックアップセットにバックアップしておけば、カタ
ログと設定は、障害が生じた場合でも、自動的に保護されることになります。それぞれの
バックアップセットには、他のバックアップセットのカタログのバックアップが含まれま
す。または、複数の大きなカタログがある場合には、それら専用のバックアップセットに
バックアップすることを考慮してください。そうすれば、障害やカタログの紛失時に、よ
り容易に復元することが可能になります。

カタログのバックアップカタログのバックアップ

カタログファイルはバックアップセットを管理するための重要な要素ですが、ハードディ
スク上に保存することが多いため、ファイルと同様の危険を抱えています。カタログファ
イルを紛失すると、カタログを再作成するまで、ファイルの復元を行うことはできませ
ん。再作成には非常に時間がかかります。このため、通常のファイルとともに、カタログ
ファイルもバックアップしてください。

カタログファイルの保存場所の初期設定は、..¥My Documents¥ Retrospect Catalog Files
です。

カタログファイル専用のバックアップセットを作成して、その中にカタログファイルを定
期的にバックアップすれば、ファイルを復元する際の手間を軽減できます。

設定のバックアップ設定のバックアップ

Retrospect の設定ファイルには、クライアントデータベース、スクリプト、スケジュー
ル、環境設定、カスタムセレクタ、および他の重要な情報が含まれています。Retrospect
は、Config77.dat という名前の設定ファイルを使用します。これは、Retrospect アプリケ
ーションと同じ場所か、または次のパスにあります：

..¥Documents and Settings¥All Users¥
Application Data¥Retrospect¥

Retrospect は毎回の終了時に、Config77.dat のバックアップコピーを、Config77.bak とい
う名前で自動的に保存します。このファイルは定期的にバックアップしてください。アク
ティブな設定ファイル（Config77.dat）が紛失したり、壊れたりした場合には、削除して
から Retrospect を起動してください。Retrospect は、Config77.bak から新しい
Config77.dat を作成します。
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ファイルサーバの操作ファイルサーバの操作

Retrospect はファイルサーバとして、Microsoft Windows Server、および Apple の Mac
OS X サーバをサポートしています。Retrospect は、バックアップコンピュータから
Windows のエクスプローラによってアクセスできるものであれば、どのサーバのファイル
でもバックアップすることができます。

Retrospect はクラスタや共有ポイントをサポートしていません。

サーバの内容に伴うバックアップサーバの内容に伴うバックアップ

サーバの内容を移動する場合（たとえば、もっと性能の高いコンピュータを新しいサーバ
にする場合）には、別個のバックアップを 2 つ作成し、それぞれ検証を行っておく必要が
あります。完全検証は、データの完全性を保証する機能で、デフォルトでオンになってい
ます。バックアップを 2 つ作成するのは、一方が何らかの理由で破損したとしても、作業
を続けられるようにするためです。

DHCP サーバとサーバと WINS サーバの情報サーバの情報のバックアップのバックアップ

Retrospect は、アクティブな DHCP や WINS サーバの特定のファイルはバックアップし
ません。しかし、オペレーティングシステムが独自のバックアップを維持しているので、
それらを Retrospect でバックアップすることができます。

DHCP サーバはそのファイルを、「dhcp」フォルダの「backup」というフォルダに、1 時
間に 1 回コピーします。WINS サーバは、初期設定では、必要なファイルのコピーを行い
ませんが、コピーするように設定することはできます。

WINS を動作させている Windows サーバをバックアップすることが必要な場合には、下記
の手順を実行して、これらのファイルを Retrospect でバックアップできるようにしてくだ
さい。

設定のバックアップ設定のバックアップ

バックアップに DHCP/WINS バックアップデータベースのパス（バックアップフォルダと
configbk フォルダ）が含まれていることを確かめてください。

「すべてのファイル」と「OS フォルダ」セレクタを使えば、ファイルを確実にバックア
ップに含めることができます。

DHCP やや WINS のデータベースの復元のデータベースの復元

DHCP データベースや WINS データベースを復元するには、フルバックアップからの復元
の手順に従ってください。これらのステップが完了すると、DHCP や WINS サーバの情報
は復元されます。

Microsoft Exchange Server

Retrospect Exchange Server Agent は、Microsoft Exchange のサーバとメールボックスの
バックアップを最適な仕方で行うための、特別なサポートを提供します。これは、別途購
入するアドオン製品です。また、ライセンスコードが必要です。
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Exchange Server Agent は Microsoft API を利用して、連続して動作し、バックアップのた
めに止めることができない Microsoft Exchange サーバを自動的に保護します。

詳しくは、「Exchange Server Agent」を参照してください。

Microsoft SQL Server

Retrospect SQL Agent は、Microsoft SQL サーバのバックアップを最適な仕方で行うため
の、特別なサポートを提供します。これは、別途購入するアドオン製品です。また、ライ
センスコードが必要です。

Retrospect SQL Agent は Microsoft API を利用して、連続して動作し、バックアップのた
めに止めることができない Microsoft SQL サーバを自動的に保護します。

詳しくは、「SQL Server Agent」を参照してください。

Mac OS ファイルサーバのバックアップファイルサーバのバックアップ

この項では、Retrospect を使用して、Mac OS ファイル共有によって共有されているボリ
ュームをバックアップする方法について説明します。これらの操作では、ボリュームの復
元後にもアクセス権が変化しないようにするための、特別の手順が必要となります。

サーバの復元方法は、Mac OS ファイルサーバの復元で説明しています。

共有ボリュームでは、どのユーザやユーザのグループがファイルやフォルダを見たり、変
更したりできるかを決める、アクセス権の設定を保持しています。これらの権限が有効な
のは、サーバが動作していて、ボリュームが共有されている場合だけです。

サーバのアクセス権を保持するには、バックアップ中にもファイル共有が動作している必
要があります。後の復元操作の際、Retrospect は、同じユーザとグループに対して、バッ
クアップ中に有効だった権限を割り当て直します。そうしないと、復元され、回復された
フォルダのアクセス権は、ボリューム所有者かサーバ管理者に戻ってしまいます。

開いているファイルの操作開いているファイルの操作

オープンファイルバックアップでは、使用中のファイルのバックアップ、複製、アーカイ
ブを行えます。オープンファイルバックアップは、複数のボリュームにわたる、相互に関
連した開いているファイルのコピーを可能にすることにより、複数ボリュームのデータセ
ットを保護します。

オープンファイルバックアップの必要条件オープンファイルバックアップの必要条件

• Retrospect Single Server (Disk-to-Disk)、Single-Server、または Multi-Server
• オープンファイルバックアップ用のライセンスコード。オープンファイルバック
アップは、別途購入してください。「設定」>「ライセンス」の順にクリックする
と、現在のライセンスが表示されます。新しいライセンスを購入することもでき
ます。

• Windows コンピュータ上の開いているファイルをバックアップするには、NTFS
ボリュームがなければなりません。

• バックアップするボリュームがクライアントの場合には、Retrospect Client 6.0 以
上が動作していなければなりません。
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• Retrospect Desktop をお持ちの場合、バックアップコンピュータで Windows XP
が動作し、NTFS ボリュームがあれば、オープンファイルバックアップを使用で
きます。この場合にオープンファイルバックアップを使用するためのライセンス
コードは必要ありません。

オプションオプション

Retrospect には、Open File Backup に特有の多数のオプションがあります。詳しくは、
Windows のオープンファイルオプションを参照してください。

SQL サーバとサーバと Exchange サーバのバックアップサーバのバックアップ

SQL サーバと Exchange サーバは、オープンファイルバックアップを使用してバックアッ
プできます。Retrospect SQL Agent と Retrospect Exchange Agent は、これらのサーバの
バックアップを最適に行うための特別なサポートを提供します。Retrospect, Inc. は、SQL
サーバと Exchange サーバのバックアップに、オープンファイルバックアップの代わりに
このエージェントの使用を推奨します。

詳しくは「SQL Server Agent」および「Exchange Server Agent」を参照してください。

オープンファイルバックアップのヒントオープンファイルバックアップのヒント

オープンファイルバックアップを使用する場合、Retrospect, Inc. は以下のヒントに従うこ
とを強く推奨します。

実際のシステムで使用する前にオープンファイルバックアップを十分にテストしてくださ
い。環境はそれぞれ異なるので、データが正確かつ完全にバックアップされることを確認
しておくことは重要です。開いているファイルを含むボリュームの完全なバックアップと
復元を実行します。復元したボリュームで、データの完全さとアプリケーションの動作を
チェックしてください。

環境、スケジュール、オープンファイルバックアップオプションを最適化して、ディスク
ができるだけ長い時間、非動作状態になるようにします。オープンファイルによるバック
アップでは、開いているファイルを正確にコピーするために、元ボリュームのディスクが
一定の期間、非動作状態になることを必要とします（ディスクの非動作時間）。

エラーメッセージが出るのを避けるために、以下の点に注意してください。

• オープンファイルバックアップを使用するスクリプトのスケジュールを、ピーク
の時間帯を避けて設定します。

• ディスクの非動作時間と再試行のタイムアウトについて実験を行って、最適な値
を決めます。ディスクの非動作時間の値を小さくすると、実行の機会は増えます
が、データの一貫性が失われる可能性も高くなります。ディスクの非動作時間の
値を大きくすると、実行の機会は減りますが、データの一貫性が失われる可能性
は低くなります。

• オープンファイルバックアップを実行する際には、元ボリュームのディスク動作
を増大させるようなアプリケーションを無効に、または停止します。これには、
アンチウィルスソフトウェアや、ディスクデフラグソフトウェアが含まれます。

• オープンファイルバックアップ操作に複数のボリュームが含まれているものの、
開いたファイルデータの中に、複数のボリュームにわたっているものがない場合
には、「マルチボリュームデータセットの保護」オプションがオフになっている
ことを確かめてください。
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• 開いているファイルをバックアップする機能を備えたアプリケーションが別にあ
ると、Retrospect のオープンファイルバックアップで問題が生じる場合がありま
す。

ベストベスト プラクティスプラクティス

Retrospect では、オープン ファイル バックアップを使用する前に、すべてのアプリケー
ションを閉じている間に、すべてのビジネス関連サーバに対してフル バックアップを実施
することを推奨しています。 オープン ファイル バックアップ機能は、ビジネス関連サー
バをその動作中にバックアップするように設計されていますが、初めてバックアップする
前にサーバをシャットダウンする方が、より安全性を高めることができます。 最良の結果
を得るには、動作中のビジネス関連サーバのバックアップをピークの時間帯を避けて実行
するようにスケジューリングします。

コピー前の遅延コピー前の遅延

オープン ファイル バックアップを使用する場合、バックアップを開始してからコピーが始
まるまで、ディレイが生じます。 このディレイの間、Retrospect はバックアップ対象のデ
ィスク上の「ディスク非動作しきい値」を待っています。 Retrospect は、オープン ファ
イル バックアップが開始されてから、「再試行タイムアウト」期間が経過するまで、ディ
スク非動作しきい値に対応しようと試みます。 そのため、コピー前のディレイは、再試行
タイムアウトの時間と同じ（デフォルトでは 10 分）になります。 ディスク非動作しきい
値と再試行タイムアウトの指定についての詳細は Retrospect ユーザガイドを参照してくだ
さい。

複数のボリューム複数のボリューム

パフォーマンスを向上させるために、オープン ファイル バックアップ操作に複数のボリュ
ームが含まれていても、開いたファイルデータの中に複数のボリュームにわたっているも
のがない場合には、「マルチボリューム データセットの保護」実行オプションをオフにし
てください。

管理者特権管理者特権

バックアップ コンピュータにログインし、手動で Retrospect を起動する場合、あるい
は、Retrospect 起動サービスを使用して自動的に Retrospect を起動し、自動運転を行う
場合は、オープン ファイル バックアップでローカル コンピュータをバックアップできる
よう、管理者権限でログオンしなければなりません。

Windows エラーメッセージエラーメッセージ

オープン ファイル バックアップを使用するには、バックアップするディスク上に十分な空
きディスク容量が必要です。 空きディスク容量の少ない環境でオープン ファイル バック
アップを実行すると、Windows はエラーメッセージを出力することがあります。 たとえ
ば、「ディスクのファイル システム構造が壊れているかまたは使用できません」、「遅延
書き込みエラー」などです。 エラー メッセージの中に「スナップショット」という言葉が
含まれる場合は、要求されたボリュームのバックアップができないことを示します。

このような場合、データは失われず、ディスクは壊れていません。 オープン ファイル バ
ックアップが完了できなかったということです。 この問題を解決するには、バックアップ
するディスクの空き容量を増やし、コンピュータを再起動します。 再起動せずにオープン
ファイル バックアップを使用しても同じように失敗することがあります。
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ウィルスウィルス スキャンスキャン ソフトウェアソフトウェア

Retrospect では、オープン ファイル バックアップの使用中は、ウイルス スキャンを実行
しないよう推奨しています。 バックアップ中にスキャンを実行しなければ、アンチウィル
ス ソフトウェアをインストールし、有効にしておいてもかまいません。

開いている暗号化ファイルのバックアップに関するエラー開いている暗号化ファイルのバックアップに関するエラー

Windows コンピュータ上でオープン ファイル バックアップを使用して、開いている暗号
化ファイルをバックアップしようとした場合、エラー -1102 を受け取ることがあります。
ファイルをバックアップするには、ファイルを閉じて再度バックアップしてください。

ターミナルターミナルサービスとリモートデスクトップサービスとリモートデスクトップ

Microsoft ターミナルサービスを使えば、キーボードとマウス、および表示情報だけをネッ
トワークで送受信することによって、リモートサーバ上のアプリケーションを制御するこ
とができます。ターミナルサービスの各ユーザは、それぞれ個別にサーバとのセッション
を確立し、各ユーザのセッションはサーバによって、他のユーザセッションから独立して
管理されます。リモートサーバで動作している Retrospect をターミナルサービスで管理す
るための手順を以下に示します。

サーバへの接続とサーバの管理サーバへの接続とサーバの管理

Windows サーバは、Retrospect が適切なユーザアカウントで実行されるように設定する
必要があります。

Windows サーバにリモートデスクトップ（またはターミナルサービスのクライアント）で
接続するには

1. Windows の「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「アクセサ
リ」、「通信」の順に選択して「リモートデスクトップ接続」をクリックしま
す。

2. サーバの IP アドレスを入力して「接続」ボタンをクリックします。

Windows Storage Server 2003 のサーバに Web ブラウザで接続するには

1. Internet Explorer を起動します。
2. サーバの IP アドレス（末尾に :8098 を付加）を入力してサーバに接続します。

例：https://192.168.1.1:8098

3. 「メンテナンス」タブをクリックします。
4. リモートデスクトップのアイコンをクリックします。

Retrospect を実行するユーザアカウントの作成と変更を実行するユーザアカウントの作成と変更

デフォルトの Administrator アカウント以外でバックアップ作業を行えるように、サーバで
Backup Administrator を作成し、管理者権限を割り当てます。

Backup Administrator アカウントの作成と管理者権限の付与

1. 「マイコンピュータ」を右クリックして「管理」を選択します。
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2. 「コンピュータの管理」で「ローカルユーザとグループ」を展開し、「ユーザ」
を選択します。

3. 「操作」メニューで「新しいユーザ」を選択します。
4. 「ユーザ名」と「フルネーム」に Backup Administrator と入力します。
5. 十分に安全と思われるパスワードを入力します。
6. 「ユーザは次回ログオン時にパスワードの変更が必要」チェックボックスをオフ
にします。

7. 「パスワードを無期限にする」チェックボックスをオンにします。
8. 「作成」ボタンをクリックします。
9. 作成したユーザをダブルクリックしてプロパティを表示します。

10. 「所属するグループ」タブをクリックします。
11. 「追加」ボタンをクリックします。
12. 「選択するオブジェクト名を入力してください」フィールドに Administrators と

入力し、「名前の確認」をクリックします。
13. 「セッション」タブをクリックします。
14. 「切断されたセッションを終了」オプションが「しない」に設定されていること

を確認します。
15. プロパティウィンドウで「適用」をクリックし、さらに「OK」をクリックしま

す。
16. バックアップ管理に Administrator アカウントを使用する場合は、アカウントに必

ず上記のオプションを設定してください。

Backup Administrator アカウントの作成後、リモートウィンドウを閉じて現在のセッショ
ンを終了するか、現在のアカウントからログオフします。続いて Backup Administrator ア
カウントでログインし、ターミナルサービスの接続プロパティを設定します。

ターミナルサービスの接続プロパティを設定する手順は次のとおりです。

1. 「管理ツール」コントロールパネルを開きます。
2. ターミナルサービス構成のコントロールパネルを開きます。
3. 「接続」を強調表示して RDP-Tcp を右クリックし、「プロパティ」を選択しま
す。

4. 「セッション」タブをクリックします。
5. 「ユーザ設定より優先にする」オプションがオフになっていることを確認しま
す。

6. 「適用」をクリックし、さらに「OK」をクリックします。
リモートサーバへのリモートサーバへの Retrospect のインストールと設定のインストールと設定

Retrospect をターミナルサービスで使用できるように、次の手順に従って Retrospect の
インストールと設定を行います。Retrospect にリモートアクセスするには、常に
Retrospect を同じアカウント（前項で説明した Backup Administrator など）で実行する必
要があります。Retrospect を常に特定のアカウントで起動するには、Retrospect のセキュ
リティ環境設定を変更する必要があります。

Retrospect をインストールするには、次の手順を実行します。

1. ターミナルサービスまたはリモートデスクトップでサーバに接続します。
2. Retrospect インストーラをサーバにコピーします。
3. Retrospect をインストールします。

Retrospect を設定するには、次の手順を実行します。
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1. ターミナルサービスまたはリモートデスクトップでサーバに接続します。
2. Retrospect を実行するアカウントでログオンします。
3. Retrospect を起動します。

Retrospect の初回の起動時には、Retrospect の起動ウィザードが実行されます。

4. ユーザアカウント画面で「 Retrospect を常に特定ユーザで実行する」を選択し、
ユーザ名、パスワード、およびドメイン情報を入力します。

5. このユーザには、使用するすべてのネットワークリソースと SQL/Exchange サー
バへの管理者権限が必要です。

6. 「OK」をクリックします。
7. 「はい」をクリックして、ターミナルサービスセッションで Retrospect を起動し
ます。

8. Retrospect の起動ウィザードを終了します。
9. 「今すぐ再起動」をクリックして Retrospect を再起動します。

10. Retrospect のログインおよびターミナルサービス関係の環境設定は、ナビゲーシ
ョンバーで「設定」>「環境設定」を選択して「セキュリティ」をクリックすれ
ば、必要に応じて随時変更できます。詳しくは、セキュリティ環境設定を参照し
てください。

Retrospect の継続的な実行の継続的な実行

ターミナルサービスセッションからログオフすると、実行していたすべてのアプリケーシ
ョンが終了します。Retrospect も例外ではありません。Retrospect を継続して動作させる
には、「スタート」メニューのログオフオプションでターミナルサービスからログオフせ
ず、ターミナルサービスのウィンドウを閉じてください。

ウィンドウを閉じるとターミナルサービスセッションから切断されますが、セッションは
そのまま継続されます。Retrospect も終了されず、ターミナルサービスでリモートサーバ
に次回接続したときにも、Retrospect が動作しています。
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Chapter 11

高度な機能高度な機能
• ボリュームの操作
• ブラウザ
• セレクタの使い方
• メンテナンスと修復
• 外部スクリプト

Retrospect には、バックアップや復元に必要となる基本的な機能を、さらに発展させた高
度な機能があります。Retrospect を操作する上で必須ではありませんが、高度な機能を知
っていれば、より快適な操作環境と高い効率を得ることができます。

ボリュームの操作ボリュームの操作

ボリュームとは、ハードディスクドライブやパーティション、リムーバブルディスク、
CD/DVD など、ランダムアクセスス式のトレージデバイスを表すオペレーティングシステ
ムの用語です。ネットワークのファイルサーバを指すこともあります。また、ボリューム
は、ファイルやフォルダを内包する基本的な保存単位でもあります。Retrospect では、こ
れらをバックアップ操作などにおける元ボリュームとして使用し、ファイルをボリューム
のスナップショットによって管理しています。

バックアップコンピュータまたはログインクライアントに Microsoft SQL Server または
Exchange Server がインストールされている場合は、それも Retrospect のボリュームリス
トウインドウに表示されます。Exchange Server で追加コンテナの Exchange Mailboxes
がインストールされている場合には、それも表示されます。

SQL データベースや Exchange データベースとメールボックスをバックアップしたり復元
したりするには、Retrospect の SQL Server Agent や Exchange Agent が必要です。SQL
サーバの操作方法について詳しくは、「SQL Server Agent」を参照してください。
Exchange サーバとメールボックスの操作方法について詳しくは、「Exchange Server
Agent」を参照してください。

ボリュームリストウィンドウボリュームリストウィンドウ

Retrospect には、2 つのボリュームリストウィンドウがあります。操作対象とするボリュ
ームを選択するため、多くの操作で、「ソース選択」ウィンドウを使用します。
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基本バックアップの「ソース選択」ウィンドウ

これに似たウィンドウの「ボリュームデータベース」ウィンドウは、ボリュームを管理す
るのに使用できます。「ボリュームデータベース」ウィンドウには、「ソース選択」ウィ
ンドウからは利用できない追加機能がいくつかあります。たとえば、「ボリュームデータ
ベース」ウインドウのリストは、ボリュームの複雑な切り換えや選択が可能なように編成
されており、そのためのコントロール機能を備えています。

489 WINDOWS ユーザー ガイド



「ボリュームデータベース」ウィンドウ

これらのウィンドウは、どちらも使い方は簡単です。目的のボリュームをクリックし、そ
のボリュームに対する動作をボタンかツールバーアイコンで選択します。（右クリックし
て、コンテキストメニューを使用することもできます。）

ここで説明した方法を試すには、「設定」>「ボリューム」の順にクリックして、「ボリ
ュームデータベース」ウィンドウを開きます。

スクロールボックスにリストされるボリュームは、Windows のエクスプローラと同様のア
ウトライン形式で表示されます。

ボリュームの表示ボリュームの表示

「ソース選択」ウィンドウの左側にある + と – のアイコンは、Windows のエクスプロー
ラのアイコンと同様の働きをします。+ アイコンをクリックすると、コンテナ（コンテ
ナ）またはフォルダ（フォルダ）の内容が表示されます。– アイコンをクリックすると、
コンテナまたはフォルダの内容が非表示になります。サブボリュームが定義されている場
合にのみ、このコントロールは表示されます。

ボリュームの選択ボリュームの選択

ボリュームリストウィンドウで、ボリュームをクリックして選択します。選択は、別のボ
リュームをクリックすると解除されます。

前の選択を解除せずにボリュームを選択するには、Ctrl キーを押しながらボリュームをク
リックします。複数のボリュームを選択するには、この方法を使用します。
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Shift キーを押しながらボリュームをクリックすると、最初に選択したボリュームからその
ボリュームまでの全ボリュームが選択されます。この方法は、連続した複数ボリュームの
選択といいます。

複数を選択できない操作もあります。（たとえば、複数のボリュームを復元することはで
きません。）

次に、これらの選択方法の例を挙げます。

（1）最初の選択 （2） Iago のクリックの後

（3） Ctrl キーを押しながら Iago をクリ
ックした後

（4） Shift キーを押しながら Iago をクリ
ックした後

個別または複数の選択を行う方法は、ボリュームリストだけではなく、Retrospect 全体を
通じて動作します。

コンテナコンテナ

ボリュームリストでは、ボリューム、クライアント、およびグループはマイコンピュー
タ、マイネットワーク、バックアップクライアント、元ボリュームグループというコンテ
ナで編成されます。

このトップレベルのコンテナのいずれかを選択すると、そのコンテナ内のすべてが選択さ
れます。たとえば、バックアップコンピュータに付属するすべてのハードディスクおよび
リムーバブルディスク、それに Retrospect にログインしたすべてのクライアントは、マイ
コンピュータおよびバックアップクライアントのコンテナを元ボリュームとして選択する
だけで、簡単にバックアップすることができます。
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マイコンピュータマイコンピュータ

「マイコンピュータ」コンテナには、ローカルドライブボリュームが含まれています。内
蔵ハードディスク、メディアをマウントしたリムーバブルディスク、外部ドライブなどが
含まれます。マップされたネットワークドライブやネットワークボリュームは含まれませ
ん。「マイコンピュータ」コンテナには、ローカルな SQL データベース、Exchange デー
タベース、および Exchange メールボックスも含まれています。

「マイコンピュータ」コンテナ自体を選択すると、バックアップコンピュータのそのコン
テナ内のすべてのボリュームを選択したことになります。ただし、フロッピーディスク、
CD-ROM ディスクは除外されます。

次の「マイコンピュータ」コンテナの選択例は、解決されるボリュームを示しています。
たとえば、バックアップ操作で、あるコンテナを選択すると、そのコンテナに含まれてい
るボリュームがバックアップされます。

この選択例の使用この選択例の使用
ボリュームのボリュームの
内訳内訳

Capulet
Montague

マイネットワークマイネットワーク

「マイネットワーク」コンテナには、追加した共有ボリュームだけが含まれます。

「マイネットワーク」コンテナ自体を選択すると、含まれるすべての共有ボリュームを選
択したことになります。

ボリュームデータベースにネットワークボリュームを追加するには

1. ナビゲーションバーで「設定」>「ボリューム」をクリックします。
2. 「マイネットワーク」ボタンをクリックします。
3. 追加するボリュームまたはフォルダまで、ネットワークをたどります。
4. 「高度な機能」をクリックして、追加するボリュームの UNC パスを直接入力する
こともできます。

5. そのボリュームまたはフォルダを選択し、「追加」ボタンをクリックします。

サーバから要求された場合には、ログイン名とパスワードを入力し、「OK」をクリックし
ます。
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ネットワークボリュームへのアクセス権を持つユーザとしてログインするように
Retrospect を設定した場合、再びログインを要求されることはありません。詳しくは、セ
キュリティ環境設定を参照してください。

バックアップクライアントバックアップクライアント

バックアップクライアントコンテナには、Retrospect で使用するためにログインによって
追加したクライアントコンピュータが含まれています。また、クライアント自体には 1 つ
以上のボリュームが含まれており、クライアントのプロパティウィンドウの「ボリュー
ム」タブ中の設定に従って、そのボリュームを利用できます。詳細については、「ネット
ワーク接続クライアント」を参照してください。

公開/秘密キー方式を使用してバックアップクライアントデータベースに自動的に追加され
たWindows 版 Retrospect クライアントは、デフォルトでバックアップクライアントコン
テナ内の「Automatically Added Clients」フォルダにグループ分けされます。詳しくは、
環境設定の追加を参照してください。

「バックアップクライアント」コンテナ自体を選択すると、含まれるすべてのクライアン
トを選択したことになります。

SQL サーバや Exchange サーバをクライアントとして追加していた場合、「バックアップ
クライアント」コンテナ内にそれらのサーバが表示されます。Exchange サーバクライア
ントがある場合には、「Exchange メールボックス」コンテナも表示されます。

元ボリュームグループ元ボリュームグループ

元ボリュームグループコンテナには、適正にグループ化されたボリュームが含まれていま
す。グループの定義には、実際のボリュームは含まれていません。ここには、実際のボリ
ューム（マイコンピュータ、マイネットワークやバックアップクライアント内に存在す
る）のショートカットである別名が記述されます。

たとえば、会計部門のボリュームを含む、会計（Accounting）グループを作成することが
できます。後でバックアップスクリプトを作成するときは、個々の会計ボリュームを選択
しなくても、会計グループを選択するだけでグループ内のすべてのボリュームが認識され
ます。
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元ボリュームグループは、複製や復元操作におけるボリュームリストでは使用できませ
ん。

グループの作成グループの作成：新しいグループを作成するには、ナビゲーションバーで「設定」>「グ
ループ」をクリックします。「ボリュームデータベース」ウィンドウで、ツールバーの
「新規グループ」をクリックします。ダイアログボックスにグループ名を入力すると、元
ボリュームグループコンテナに新規グループが表示されます。グループ作成時にハイライ
ト表示される項目は、すべて新規グループに属します。

グループへのボリューム追加グループへのボリューム追加：「マイコンピュータ」、「マイネットワーク」、「バック
アップクライアント」コンテナからグループに任意の項目をドラッグできます。

元ボリュームグループに含まれているのはボリューム自体ではなく、ボリュームへのショ
ートカットであるため、同じボリュームを複数の元ボリュームグループに追加できます。

グループ項目の整理グループ項目の整理：グループ内の項目は、必要に応じて別のグループにドラッグしま
す。また、グループ内の項目を整理するために、項目をグループ内の別の位置に移動する
こともできます。

グループの削除グループの削除：不要なグループ（または、項目）を削除するには、そのグループを選択
してツールバーの「削除」をクリックするか、または Delete キーを押します。

フォルダフォルダ

フォルダを作成して、ボリュームリストウィンドウに表示される情報を整理することがで
きます。たとえば、バックアップを設定するときにフォルダをバックアップ元として選択
すると、そのフォルダ内のすべてのボリュームがバックアップされます。

これらのフォルダは Retrospect 専用のもので、プログラム外では表示されません。

公開/秘密キー方式を使用してバックアップクライアントデータベースに自動的に追加され
たWindows 版 Retrospect クライアントは、バックアップクライアントコンテナ内の
「Automatically Added Clients」フォルダにグループ分けされます。詳しくは、環境設定
の追加を参照してください。

フォルダの作成フォルダの作成

新規フォルダを作成するには、ツールバーの「新規フォルダ」をクリックします。希望の
フォルダタイプを選択するよう要求されます。この選択によって、新規フォルダが作成さ
れるのが「マイコンピュータ」コンテナであるか、「マイネットワーク」コンテナである
か、「バックアップクライアント」コンテナであるかが決まります。タイプを選択して名
前を付けると、 アイコンで表されたフォルダがリスト中にボリュームとともに表示され
ます。ドラッグしてリスト内の順序を変更できます。

フォルダの整理フォルダの整理

任意のボリュームをフォルダ内またはフォルダ外に移動してボリュームのリストを整理で
きます。
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フォルダは、ハードディスク上のフォルダと同様、多くの項目を非表示にすることで作業
域を整理することができます。たとえば、多くのクライアントを管理している場合は、
個々のボリュームを会計フォルダ、技術フォルダ、製造フォルダなど、個別の部門フォル
ダに分類、格納することで、それらを論理的な順序で整理することができます。次に、ボ
リューム選択ウィンドウでフォルダを選択できます。Retrospect は、そのフォルダ内のす
べてのボリュームを選択します。

• 1 つのボリュームは 1 つのフォルダだけに追加可能です。この点は、元ボリュー
ムグループの場合（同じボリュームを複数のグループに追加可能）と異なってい
ます。

フォルダの削除フォルダの削除

不要なフォルダを削除するには、そのフォルダを選択してツールバーの「削除」をクリッ
クするか、または Delete キーを押します。ただし、削除を実行する前にフォルダからその
内容を移動する必要があります。

サブボリュームサブボリューム

ボリューム上のフォルダを、Retrospect 内ではボリュームとして扱うように定義すること
ができます。サブボリュームとして定義したフォルダは、Retrospect の元ボリュームや宛
先ボリュームなどに指定することができます。サブボリュームは Retrospect 以外では機能
せず、他のボリュームファイルやフォルダにはまったく影響しません。

1 つのフォルダのファイルだけをバックアップする場合は、ボリュームを指定してカスタ
ム セレクタを使用する代わりにサブボリュームを利用すると便利です。ファイルをスキャ
ンする時間が短縮され、ブラウザに表示されるファイル数も少なく、必要なメモリも節約
できるなどの利点があります。

サブボリュームは、システム上の独立したボリュームと見なされます。サブボリュームと
して定義されたフォルダは、削除したり名前を変えたりすることはできません。削除した
り名前を変えると、サブボリュームとして利用できなくなります。

複数の実行時には、サブボリュームは親ボリュームの一部と見なされます。たとえば、同
じボリュームに属するサブボリュームを同時にバックアップすることはできません。それ
を行おうとすると、ボリュームは連続してバックアップされます。

サブボリュームの定義サブボリュームの定義

ボリュームリストでボリュームを選択し、ツールバーの「サブボリュームの作成」をクリ
ックするか、「サブボリューム」ボタンをクリックします。選択したボリュームのトップ
レベルにあるフォルダが、ダイアログボックスに表示されます。
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選択したボリューム内の任意のフォルダを指定し、サブボリュームとして定義することが
できます。これにはフォルダ階層内に深く階層化されたフォルダも含まれます。サブボリ
ュームとして定義するフォルダを選択し、「定義」をクリックします。現在サブボリュー
ムとしてリストボックスに表示されているフォルダ名を使用する場合は、「使用」をクリ
ックします。サブボリュームフォルダが、 アイコンでボリュームリストに追加されま
す。

サブボリュームとその親ボリュームの両方を「元ボリューム」として指定すると、別のオ
ブジェクトと見なされます。ただし、親ボリュームが関与する操作には、サブボリューム
として指定したフォルダの内容も含まれます。

定義したサブボリュームを削除するには

1. 「ボリュームデータベース」ウィンドウからサブボリュームを選択します。
2. ツールバーの「削除」をクリックするか、Delete キーを押します。
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サブボリュームを削除しても、元のフォルダや、そのフォルダからバックアップしたファ
イルの内容は変わりません。

ボリュームユーティリティボリュームユーティリティ

「ボリュームデータベース」ウィンドウとボリューム選択ウィンドウでは、ツールバー
に、サブボリュームの作成と削除、名前を変える、取り出し、消去、リストされたボリュ
ームの情報の取得などのコマンドがあります。

ボリュームリストで右マウスボタンをクリックすると、ツールバーと同じコマンドのメニ
ューが表示されます。

サブボリュームの作成サブボリュームの作成

フォルダをサブボリュームとして定義するには、親ボリュームを選び、「サブボリューム
の定義」アイコンをクリックするか、Ctrl キーを押しながら U キーを押します。サブボリ
ュームの定義で説明したダイアログボックスを使用します。

ライセンスライセンス

Retrospect SQL Server Agent または Retrospect Exchange Server Agent のライセンスを
購入した場合、バックアップする各サーバにライセンスを適用しなければなりません。ラ
イセンスコードを SQL または Exchange サーバに適用するには、サーバを選択してから、
ツールバーの「ライセンス」アイコンをクリックするか、Alt キーを押しながら L キーを
押します。

ローカルサーバは、「マイコンピュータ」コンテナ内にリスト表示されます。クライアン
トサーバは、「バックアッククライアント」コンテナ内にリスト表示されます。

プロパティプロパティ

ボリュームのプロパティを表示するには、「プロパティ」アイコンをクリックするか、Alt
キーを押しながら Enter キーを押します。プロパティには、タイプ、ファイルシステム、
ボリュームの総容量と空き容量、および場所が含まれます。

ログイン資格ログイン資格

ネットワークボリュームや SQL サーバ、Exchange サーバに関係するすべての操作を成功
させる最も確実な方法は、これらのリソースへのアクセス権を持ったユーザとして、
Retrospect にログインすることです。詳しくはセキュリティ環境設定を参照してくださ
い。

SQL サーバと Exchange サーバのログイン情報の設定について詳しくは、「SQL Server
Agent」と「Exchange Server Agent」を参照してください。

ネットワークボリュームへのアクセス権を持たないユーザとして Retrospect にログインし
ている場合に、ネットワークボリュームを使用する基本操作を実行する必要があるときに
は、「ログイン名」ボタンを使用します。「ボリュームデータベース」リストでボリュー
ムを選択し、ツールバーの「ログイン名」アイコンをクリックし、ユーザ名とパスワード
を入力します。
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そのボリュームを使った自動操作は機能しません。

名前を変える名前を変える

ボリュームまたはサブボリュームの名前を変えるには、ボリュームを選び、「名前を変え
る」アイコンをクリックするか、Ctrl キーを押しながら R キーを押します。表示されるダ
イアログボックスに新しい名前を入力します。

取り出し取り出し

リムーバブルメディアをドライブから取り出すには、ボリューム名を選び、「取り出し」
アイコンをクリックするか、Ctrl キーを押しながら J キーを押します。

削除削除

リストからボリュームまたはサブボリュームを削除するには、ボリュームを選択し、ツー
ルバーの「削除」をクリックするか、「削除」をクリックします。ハードディスクや挿入
されたカートリッジなど、現在アクティブなボリュームは削除できません。サーバを削除
すると、そのデータベースと定義されたサブボリュームが削除されます。

消去消去

ボリュームの内容を消去するには、ボリュームを選び、「消去」をクリックするか、Ctrl
キーを押しながら E キーを押します。ボリューム内の全ファイルが削除されるので、注意
してください。

ブラウザブラウザ

「ボリュームデータベース」ウィンドウには、「参照」ボタンがあります。ボリュームの
内容を表示して作業するには、そのボリュームを選択し、「参照」ボタンをクリックして
ブラウザを開きます。ボリュームの参照については、ブラウザで詳しく説明します。

Windows ボリュームのマウントポイント（ボリュームのマウントポイント（NTFS マウントされたマウントされた
ドライブ）ドライブ）

Windows では、空のフォルダをボリュームのマウントポイントとして指定できます。ボリ
ュームのマウントポイントは、別のドライブにアクセスするための一種のゲートウェイで
す。概要と設定の方法については、Windows のヘルプの索引で、「マウントされたドライ
ブの概要」と、「NTFS フォルダとしてボリュームをマウントするには」を参照してくだ
さい。

外観と構成外観と構成

Windows エクスプローラでのマウントポイントは、ドライブアイコンで表示され、そのド
ライブにアクセスできるフォルダ名が名前として表示されます。マウントポイントは、階
層としては、ドライブ内のドライブとして表示されます。マイコンピュータの他のドライ
ブと同じレベルには表示されません。
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親ボリューム C:Windows エクスプローラでの

Retrospect のマウントポイントは、ドライブアイコンで表示され、名前としてドライブラ
ベルが表示されます。Retrospect の「ボリュームデータベース」ウィンドウとボリューム
選択ウィンドウでは、マウントされたドライブは「マイコンピュータ」コンテナ内の他の
ドライブと同じ階層レベルに表示されます。

Retrospect で利用可能なマウントされたボリューム

Retrospect のボリュームブラウザウィンドウでは、マウントポイントの親ボリュームをブ
ラウズすると、マウントポイントは実際と同様に単に空のフォルダとして表示されます。

Retrospect ブラウザでのマウントポイントの親ボリューム

ロジックと機能ロジックと機能

Retrospect では、マウントされたボリュームは識別可能なボリュームと見なされ、親の
NTFS ボリュームのフォルダやサブボリュームとしては見なされません。マウントポイン
トを通じてアクセスするボリュームをバックアップするには、Retrospect でマウントされ
たドライブを選択しなければなりません。マウントポイントフォルダを含む親ドライブを
選択した場合や、そのフォルダ自体を選択した場合には、バックアップされません。

Retrospect でマウントポイントとして使用されるフォルダの親ボリュームをバックアップ
すると、スナップショット内のマウントポイントフォルダはバックアップに含まれます
が、マウントされたボリュームのファイルとフォルダは含まれません。

Retrospect をスナップショットから復元すると、マウントポイントフォルダと、Windows
でマウントパスを通じてボリュームにアクセスするために必要な情報が復元されます。
（これは、アクセスするドライブが元の状態で存在するかどうかに依存しています。元の
状態ではない場合、フォルダは復元されますが、マウントポイントは復元されません。）
マウントされたボリュームにファイルとフォルダを復元するには、Retrospect で他のドラ
イブを復元する場合と同様に、別個のドライブとして選択して復元します。
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ブラウザブラウザ

ブラウザは、元ボリュームや宛先ボリュームのファイルやフォルダを表示、選択、操作で
きる Retrospect の強力なツールです。ブラウザウィンドウでは、Windows のエクスプロ
ーラと同様のファイル管理機能に加え、Retrospect 独自の機能が利用できます。

ブラウザでは、ボリュームの内容を一覧できるので、ボリューム全体を一度に操作するこ
とができます。異なるフォルダから、複数のファイルを簡単に選択できます。フォルダ階
層ではなく、ブラウザをフラットファイル構造でも表示できます。

ブラウザでは、バックアップ、復元、複製、コピーの対象として選択したファイルを参照
することができます。また、ブラウザを "スタンドアロン" 方式で用いてボリュームの内容
を表示、管理することができます。バックアップ、復元、複製、およびコピー操作では、
指定したセレクタで選択したファイルをブラウザで表示して、マークおよびマーク解除す
ることができます。

ブラウザウィンドウは原則的にいくつでも開くことができるので、同一ボリュームの異な
るブラウザを表示できます。ブラウザウィンドウを開いたまま、他の Retrospect 動作を実
行し、ブラウザウィンドウと Retrospect ウィンドウを切り替えることも可能です。

それぞれのブラウザウィンドウで、Retrspect にはツールバーがあります。ツールバーに
は、ブラウザリストのフォルダやファイルを検索、選択、管理するコマンドがあります。
（右クリックして、コンテキストメニューを使用することもできます。）

スタンドアロンブラウザの表示スタンドアロンブラウザの表示

ボリュームのスタンドアロンブラウザを表示するには、「設定」>「ボリューム」の順に
クリックします。使用可能なボリュームの名前をリストした「ボリュームデータベース」
ウィンドウが表示されます。ボリュームを選択して、「参照」をクリックします。選択し
たボリュームが検索され、そのボリュームに含まれるすべてのフォルダおよびファイルを
リストしたブラウザウィンドウが表示されます。

バックアップセットのスタンドアロンブラウザの表示については、セッションの内容の表
示を参照してください。スナップショットのスタンドアロンブラウザの表示については、
「スナップショット」タブを参照してください。

操作中にブラウザを表示する操作中にブラウザを表示する

基本バックアップ、復元、複製、コピーなどの操作中にブラウザを表示するには、各サマ
リウィンドウの「選択したファイル」ボタンか、「プレビュー」ボタンをクリックしま
す。各元ボリュームのブラウザウィンドウが表示されます。

ブラウザとスクリプトブラウザとスクリプト

スクリプトはスケジュールされた時刻に自動実行されるので、スクリプト内でブラウザを
使用することはできません。スクリプトの編集時と実行時では、ボリュームの内容が変わ
っていることがあるため、ブラウザの使用は適していません。
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ブラウザについてブラウザについて

ブラウザウィンドウには、選択したボリュームのフォルダとファイルが階層化されたファ
イルリストとして表示されます。

リストの先頭、つまり階層のトップレベルには、ボリューム名が表示されます。フォルダ
の左側には + と – のコントロールがあり、+ をクリックするとフォルダの内容が表示され
ます。– をクリックすると、フォルダの内容が非表示になります。フォルダを開いている
ときは、フォルダを閉じているとき とは別のアイコン になります。
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フォルダの内容を表示しない場合（左）とフォルダの内容を表示した場合（右）

ウィンドウの左側には、各フォルダの概要をグラフィックで示したスクロールタイプのフ
ォルダインデックスが表示されます。フォルダインデックスをクリックすると、対応する
ファイルリストがウィンドウの右側に表示されます。インデックスの上には、ファイルリ
スト内で現在選択されている項目のパス名が表示されます。閉じたフォルダの点線はグレ
イで表示され、開いたフォルダは黒で表示されます。

ウィンドウの右上には、ハイライト表示またはマーク付けされたファイルの数と総サイズ
を示す数値が表示されます。

ファイルやフォルダの選択ファイルやフォルダの選択

ブラウザウィンドウでは、操作の対象となるファイルやフォルダを選択します。ファイル
リストの項目で、目的のファイルをクリックして選択してください。連続したファイルや
フォルダを選択するには、選択する範囲をドラッグするか、Shift キーを押しながらクリッ
クします。連続していない項目を選択または選択解除するには、Ctrl キーを押しながらク
リックします。全項目を一括して選択するには、「編集」メニューの「すべてを選択」を
選択します。ファイルをダブルクリックすると、ファイルの選択（強調）とマークが同時
にできます。マーク付けについては、「ファイルやフォルダのマーク付け」で後述しま
す。

詳細情報の表示詳細情報の表示

Retrospect には、選択したファイルやフォルダの詳細を参照できる「プロパティ」コマン
ドがあります。

ファイルやフォルダの情報を見るには

1. ブラウザから、詳細を知りたいファイルやフォルダを選択します。
2. ツールバーの「プロパティ」をクリックします。

選択したファイルやフォルダごとに、詳細を示す「プロパティ」ウィンドウが表示されま
す。
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ファイルやフォルダのマークファイルやフォルダのマーク

マークしたファイルやフォルダは、バックアップ、アーカイブ、複製、復元などの操作対
象になります。実行時には、セレクタの検索基準に基づいてファイルがマークされます
が、どのファイルがマークされたかは、ブラウザを使わないとわかりません。ブラウザで
は、ファイルやフォルダのリストを参照できるだけでなく、個別にマークおよびマーク解
除することができます。

マークされたファイルは、操作の実行時に Retrospect に評価させるファイルを示します。
マークされたファイルすべてが、バックアップや複製や復元されるわけではありません。
たとえば、Retrospect の初期設定を使ったバックアップ中、マークしたファイルに関係な
く、新しいファイルと修正されたファイルだけがバックアップされます。ブラウザリスト
の中で、宛先にすでに存在する元ファイルの隣にはひし形のアイコンが表示されます。こ
れらのファイルは、宛先に再びコピーされることはなく、時間とメディア容量が節約され
ます。

ブラウザでマークを付けるには、ファイルとフォルダを選択してから、左のチェックボッ
クスをクリックします。マークを取り消すには、チェック済みのチェックボックスをクリ
ックします。マークとマーク解除は、ファイルやフォルダをダブルクリックして行うこと
もできます。

ハイライトされた他の項目に影響を与えないように項目のマーク付けあるいはマーク解除
を行うには、Ctrl キーを押したままクリックします。

1 つのフォルダに対するマークやマーク解除は、そのフォルダとフォルダ内の全ファイル
に対して実行されます。たとえば、1 つのフォルダをバックアップ対象としてマークする
には、ファイルリストの先頭にあるボリューム名をダブルクリックし、いったん、すべて
のファイルをマーク解除します。次に、バックアップするフォルダにスクロールし、フォ
ルダアイコンをダブルクリックします。すると、そのフォルダとそのフォルダ内のすべて
のファイルがマークされます。
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ブラウザウィンドウのツールバーには、ウインドウ内でハイライト表示やマーク付けを行
うための次のコマンドがあります。

「マークをハイライトに」「マークをハイライトに」は、マークされたファイルをハイライトにします。Ctrl キーを
押さずにクリックまたはダブルクリックすると、マークした項目のハイライトが解除され
ます。このコマンドは、再度ハイライトする場合に役立ちます。

「相互参照」「相互参照」により、指定のファイルに関連するファイルを同じハードディスクまたはセ
ッション内で探すことができます。たとえば、複製ファイルや同じファイルの旧バージョ
ンを検出でき、またオリジナルファイルの名前を変更して作成したファイルを検出するこ
ともできます。このコマンドは相互参照ファイルをハイライトしますが、マークはしませ
ん。

表示形式の選択表示形式の選択

ブラウザウィンドウのツールバーコマンドの「階層/ソート表示」ボタンをクリックする
と、ボリュームの内容の表示方法が変わります。

階層形式では、ファイルとフォルダがボリュームに保存されている階層構造と同じ構造で
表示されます。ブラウザウィンドウをはじめて表示するときは、このデフォルトレイアウ
トが使用されます。

整列ファイル形式では、フォルダの指定が破棄されて、選択されたボリューム内のすべて
のファイルが単一リスト（フラットファイル構造）で表示されます。

ツールバーのリストボックスでは、どちらのレイアウトの場合も、ブラウザウインドウに
表示するファイル情報のタイプを指定できます。フラグ、名前、サイズは常に表示されま
す。最後の情報として、修正日時または属性を選択できます。

整列されたファイルレイアウトでは、列の見出しをクリックして、リストの整列基準を選
択できます。もう一度クリックすると、整列順序が逆になります。ファイルは通常通り昇
順に並べ替えられます。たとえば、「サイズで並べ替え」を選択すると、ファイルリスト
の先頭に最も小さいファイルが表示され、リストの末尾に最も大きなファイルが表示され
ます。

ファイルの検索ファイルの検索

「編集」メニューには、ボリューム上の特定のファイルやフォルダを探す「検索」という
項目があります。

「ファイルの検索」による復元では、以下に示すものと同じウィンドウを使用します。
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「検索」ウィンドウ（基本選択表示）

この基本検索ウィンドウでは、ファイルまたはフォルダ名を第一の検索基準と見なしま
す。「追加選択」をクリックして、他の基準を使用するカスタムセレクタを作成できま
す。Retrospect セレクタは、セレクタ詳細ウィンドウと同じウィンドウで作成できます。

「検索」ウィンドウでの検索基準の作成については、セレクタの使い方を参照してくださ
い。

テキスト入力フィールドに、検索する文字列を入力します。「大文字と小文字を区別す
る」チェックボックスをクリックしていない限り、大文字と小文字は区別されません。

「ファイル」と「フォルダ」のチェックボックスを使用すると、検索中にファイルとフォ
ルダを対象にしたり無視したりできます。フォルダを対象にするときには、「フォルダ
（階層を含む）」をチェックして、他のフォルダ内にあるファイルを含めて、見つかった
フォルダに含まれるすべてのフォルダを選択します。

「する/しない」リストボックスを使用して、検索ロジックを制御します。「する」では含
め、「しない」では除外します。たとえば、「しない」を選択してファイル名を検索する
と、指定文字を含まない名前のファイルとフォルダがすべて検索されます。

他のリストボックスを使用して、名前での検索テキストの位置を指定します。指定文字が
名前の先頭にあるものを探す場合は「で始まる」、末尾の場合は「で終わる」、先頭から
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末尾までを検索する場合は「を含む」と指定します。指定文字と完全に一致し、それ以外
の文字が含まれない名前だけを検索する場合は「一致」を選択します。また、検索テキス
トのパターンに一致する（一致パターン）名前を指定できます。パターン一致の場合、任
意の 1 文字と一致させるにはワイルドカード文字 ?を使用します。複数の文字と一致させ
るには、ワイルドカード文字 * を使用します。

検索ウィンドウの検索基準を編集してから「OK」をクリックすると、検索基準に該当する
すべてのファイルとフォルダがハイライトされます。操作で使用するために、ハイライト
されたファイルにマークを付けることができます。

ファイルリストの印刷またはエクスポートファイルリストの印刷またはエクスポート

ブラウザウィンドウがアクティブなときは、ファイルリストの内容を印刷したり、ファイ
ルにエクスポートしたりすることができます。印刷するには、「ファイル」メニューから
「プリント」を選択します。「用紙設定」を使ってサイズを縮小すると、ブラウザが複数
の列で印刷されるので、ページ数を少なくすることができます。テキストファイルにエク
スポートするには、「ファイル」メニューから「エクスポート」を選択します。
Retrospect は表示フォーマットにかかわりなく、ファイル名、サイズ、作成日付、作成時
刻、修正日付、修正時刻、バックアップ日付、バックアップ時刻、Mac OSのタイプ、
Mac OSのクリエータ、バックアップセット（あれば）、およびパスの順で、フィールド
をエクスポートします。

選択対象のコピー、ペースト選択対象のコピー、ペースト

選択対象は、ブラウザウィンドウ間でコピーできます。選択対象をコピーすると、ファイ
ルとパス名の情報だけがコピーされ、ファイル自身はコピーされません。この機能は、ス
タンドアロンブラウザウィンドウから、復元操作中などに表示されるブラウザウィンドウ
に選択対象をコピーする際に役立ちます。

他のアプリケーションや文書にはペーストできません。

ブラウザウィンドウ間で選択対象をコピーするには

1. ファイルおよびフォルダを選択し、「編集」メニューから「コピー」を選択しま
す。

2. 同じボリュームのブラウザウィンドウを開きます（または全面に配置します）。
3. 「編集」メニューから「ペースト」を選択します。

選択対象が新規ブラウザウィンドウにペーストされ、他のブラウザウィンドウに選択、コ
ピーされたファイルおよびフォルダ（同じフォルダ階層内にある）と同じものだけがハイ
ライトされます。

選択対象をセレクタとして保存選択対象をセレクタとして保存

選択したファイルおよびフォルダをセレクタとして保存しておき、同じボリュームでバッ
クアップや復元操作などを行うときにそのセレクタを使ってファイルを再度選択すること
ができます。

選択対象をセレクタとして保存する前に、セレクタの使い方に説明されているカスタムセ
レクタの作成を検討してください。カスタムセレクタはいつでも簡単にレビューまたは変
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更することができます。ブラウザの「ハイライトを保存」コマンドで作成するセレクタ
は、あまり柔軟性がありません。

選択対象をセレクタとして保存するには

1. セレクタに適用するファイル/フォルダを選択します。
2. ツールバーから「ハイライトを保存」をクリックします。

選択しているファイル数と、パス名が適合した場合にこのセレクタによって選択
されるファイル数がこのウィンドウに表示されます。

3. リストボックスを使用して、保存されたセレクタで含めるか除外するかを指定し
ます。

このウィンドウには、ファイルの検索で説明した検索ウィンドウと同じようなフ
ァイルとフォルダのオプションもあります。

4. 「OK」をクリックしてから、セレクタ名を入力して新しいセレクタを保存しま
す。

ボリュームの再検索ボリュームの再検索

「ファイル」メニューの「更新」を選択して、ブラウザウィンドウの内容を更新すること
ができます。たとえば、ボリュームのブラウザウインドウを開いているときに（Windows
のエクスプローラやその他のブラウザウインドウ内で）ボリュームに変更を加える場合
は、この機能が役に立ちます。

「更新」は、Retrospect で直接ボリュームを使用しているときだけ「ファイル」メニュー
に表示されます。たとえば、バックアップセットを参照しているときは、ボリュームを再
検索できません。
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ファイルの削除ファイルの削除

Retrospect ブラウザでは、「削除」コマンドでファイルをボリュームから削除することが
できます。これは、特定のファイルを Windows のデスクトップのごみ箱に捨てて、ごみ
箱を空にする操作です。

Retrospect では、バックアップセットからファイルを削除することはできません。

ファイルを削除するには

1. ファイルリストから削除したい 1 つまたは複数のファイルを選択します。
2. ツールバーの「削除」をクリックします。

ダイアログボックスが表示されたら、指定したファイルだけを削除するか、指定
したファイルとファイルの削除によって空になるフォルダも削除するか選択しま
す。

3. どちらかを選択したら、「OK」をクリックします。

指定されたファイルはボリュームから完全に削除されます。

削除コマンドを実行した場合は、「元に戻す」コマンドでその操作を取り消すことはでき
ません。またごみ箱からファイルを取り出すこともできません。ファイルが削除される
と、取り戻すことはできません。

ブラウザウィンドウのツールバーでは、Retrospect でボリュームをダイレクト使用してい
るときだけ「ディスクから削除」が使用可能です。たとえば、バックアップセットを参照
しているときは、ファイルを削除できません。

セレクタの使い方セレクタの使い方

基本操作と自動操作でセレクタを使用し、操作に組み込むファイルやフォルダの種類を指
定できます。セレクタを使用して特定のフォルダやフォルダを選択することで、操作に必
要な時間やメディアを制限できます。

セレクタでは、名前、日付、タイプ、またはサイズなど、ほぼどの基準を用いてもファイ
ルを選択できます。Retrospect には組み込みのセレクタがたくさんあり、カスタムセレク
タを作成することもできます。たとえば、2004 年の 10 月 15 日以降に変更されたすべて
のテキスト文書を選択するセレクタなどを作成できます。

セレクタでマークされたファイルは、必ずしも宛先にコピーされるとは限りません。セレ
クタを用いたコピー操作（バックアップなど）は、照合機能によりスマートな、すなわち
プログレッシブな操作となります。各セレクタは、「このファイルを選択してください。
ただし、宛先ボリュームにそのファイルが存在する場合はそれをコピーしないでくださ
い」ということを暗に示しています。

Retrospect のセレクタで空のフォルダを選択することはできません。

セレクタウィンドウセレクタウィンドウ

セレクタウインドウで、セレクタを作成または変更することができます。
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セレクタウィンドウを表示するには、「設定」>「セレクタ」を順にクリックします。セ
レクタウィンドウには、すべての組み込みセレクタとカスタムセレクタが一覧されます。

セレクタウィンドウには、セレクタを使用するためのボタンが 2 つあります。

「新規」「新規」では、新しいセレクタを作成します。

「編集」「編集」では、セレクタの新しい条件を追加するか、または既存の条件を変更します。

セレクタの詳細ウィンドウには、次のコマンドを備えたツールバーがあります。

「新規フォルダ」「新規フォルダ」は、セレクタを整理するためのフォルダコンテナを作成します。

「複製」「複製」は、現在ハイライトされているセレクタをコピーします。

「名前を変える」「名前を変える」は、現在ハイライトされているセレクタの名前を変更します。

「エクスポート」「エクスポート」では、セレクタをファイルにエクスポートできます。たとえば、バック
アップコンピュータの Retrospect で使用するカスタムセレクタを作成した後、そのセレク
タをエクスポートして、第二のバックアップコンピュータ上で動作している別の
Retrospect で使用できます。

「インポート」「インポート」では、セレクタをファイルからインポートできます。
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「削除」「削除」は、現在ハイライトされているセレクタを削除します。

セレクタリストで右マウスボタンをクリックすると、ツールバーとウィンドウのボタンと
同じコマンドのメニューが表示されます。

組み込みセレクタ組み込みセレクタ

Retrospect には、あらかじめファイル選択条件が定義されたいくつもの組み込みセレクタ
があります。

一部のセレクタとセレクタ条件の動作は、Windows、Mac OS、Linux の各ボリュームで異
なります。以下の説明では、組み込みセレクタによる Windows ボリュームの処理に焦点
を当てています。他のオペレーティングシステムへのセレクタの効果については、セレク
タをダブルクリックして、表示される詳細情報を閲覧するか、Windows 以外のボリューム
にセレクタを適用して、効果をチェックしてください。チェック方法については、「セレ
クタ」ツールバーを参照してください。

Retrospect には、以下の組み込みセレクタがあります。

「すべてのファイル」「すべてのファイル」は、オペレーティングシステムフォルダを含め、元ボリューム上の
全ファイルにマークをつけます。「すべてのファイル」は、デフォルトのセレクタです。

「キャッシュ以外の全ファイル」「キャッシュ以外の全ファイル」は、Web ブラウザなどの特定のアプリケーションで使わ
れるキャッシュファイルを除き、元ボリューム上の全ファイルをマークします。キャッシ
ュファイルは大きな場合が多く、復元には必要ありません。

「アプリケーション」「アプリケーション」は、実行可能アプリケーション（.exe）とコードライブラリ（.dll）
だけにマークを付けます。ただし、システムフォルダ内のアプリケーションは除外されま
す。

Block Level Filter controls how a file is backed up, i.e. whether it is backed up in full or
incrementally

「書類」「書類」は、実行可能アプリケーション（.exe）、またはコードライブラリ（.dll）ではな
いファイルで、「Program Files」フォルダまたはオペレーティングシステムのフォルダ内
にないファイルにマークを付けます。「デスクトップ」フォルダと「お気に入り」フォル
ダ内のファイルは除外されます。

「ドキュメントと設定」「ドキュメントと設定」は、Documents and Settings フォルダ内のファイルにマークを付
けます。このフォルダ内には、各ユーザの「マイドキュメント」、「お気に入り」、
「Application Data」、「デスクトップ」などのフォルダがあります。

Windows 9x システムの場合、「ドキュメントと設定」セレクタは「Profiles」フォルダに
マークを付けます。

Mac OS X では、このセレクタは Users フォルダと Library/Preferences フォルダにマーク
を付けます。

「動画」「動画」は、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイル拡張子（.mov など）を持
つ各ファイルにマークを付けます（「Windows」フォルダと「Program Files」フォルダ内
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のファイルを除く）。さらに、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My
Videos」フォルダと「Movies」フォルダにあるすべてのファイルにもマークを付けます。

「音楽」「音楽」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の「My Music」フォルダにある
すべてのファイルにマークを付け、元ボリュームの各所にある、一般的な動画ファイル拡
張子（.mp3 など）を持つ各ファイルにもマークを付けます（「Windows」フォルダと
「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。さらに、各ユーザの Music フォルダが
存在する場合は、そのフォルダにもマークを付けます（Mac OS X、Windows 共通）。

「ファイルなし」「ファイルなし」は、ファイルにマークを付けません。

「「Office ドキュメント」ドキュメント」は、元ボリュームの各所にある Microsoft Office 文書、Microsoft
Outlook データ、および Adobe PDF ファイルにマークを付けます（「Windows」フォル
ダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。

「オペレーティングシステムとアプリケーション」「オペレーティングシステムとアプリケーション」は、Windows フォルダやシステム状態
などのシステムファイルにマークを付けます。また、アプリケーションファイル
（「Program Files」フォルダ内の項目を含む）、および元ボリュームの各所にある、既知
のアプリケーション拡張子（.exe、.dll など）を持つ各ファイルにもマークを付けます。

「「OS フォルダ」フォルダ」は、オペレーティングシステムのフォルダ内のファイルにマークを付け
ます。UNIX では、このセレクタはファイルにマークを付けません。

「写真」「写真」は、各ユーザの「マイドキュメント」フォルダ内の、「My Pictures」フォルダに
あるすべてのファイルにマークを付け、また、ディスク上の各所にある、一般的な画像フ
ァイル拡張子（.jpg など）を持つ各ファイルにもマークを付けます（「Windows」フォル
ダと「Program Files」フォルダ内のファイルを除く）。さらに、各ユーザの Pictures フォ
ルダが存在する場合は、そのフォルダにもマークを付けます（Mac OS X、Windows 共
通）。

Restore System and Applications marks system and application files.

「「Retrospect ファイル」ファイル」は、カタログ、ログ、設定、および Retrospect に関連する他の
書類にマークを付けます。UNIX では、このセレクタはファイルにマークを付けません。

「すべてのファイル」は、基本操作やスクリプトで使用されるデフォルトのセレクタで
す。完全にバックアップするためにこのセレクタを使用してください。

組み込みセレクタの詳細を表示するには、セレクタ ウィンドウでセレクタをクリックし
て、「編集」をクリックします（または、セレクタをダブルクリックします）。セレクタ
の条件を示すウィンドウが表示されます。
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セレクタを構成する条件を理解するには、セレクタの条件の説明が役立ちます。

セレクタの条件セレクタの条件

セレクタは複数の条件の組み合わせから構成されており、これらの条件の基準を満たすフ
ァイルやフォルダが選択対象に組み入れられるか、対象から除外されます。Retrospect に
は多数の詳しい条件が用意されており、それらを組み合わせて複雑なセレクタを作成でき
ます。

セレクタ条件を表示または修正するには、セレクタウィンドウでセレクタを選択してか
ら、「編集」をクリックします。セレクタ詳細ウィンドウが表示されます。このウィンド
ウには、特定のファイルやフォルダを選択対象に含めるための条件を追加するセクション
と、対象から除外するための条件を追加するセクションがあります。
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見出し部分の「選択」または「除外」の下にある + ボタンをクリックすると、条件ウィン
ドウが表示されます。
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条件ウィンドウの左側に沿って、利用可能な条件の分類が次のように一覧されます。

• 一般的なセレクタ条件
• Windows のセレクタ条件
• Mac OS のセレクタ条件
• UNIX のセレクタ条件
• メールボックスのセレクタ条件

一般的なセレクタ条件一般的なセレクタ条件

一般的な条件は、サポートしているすべてのファイルシステムで動作します。以下の条件
を使用して、自分専用のセレクタを作成できます。

「属性（一般）」「属性（一般）」では、Retrospect のマークされた属性と一致する属性に加えて、読み取
り専用の属性と非表示の属性を使用します。

「クライアント名（一般）」「クライアント名（一般）」では、Retrospect のクライアントデータベースからの名前を
条件として使用します。

「日付（一般）」「日付（一般）」では、作成日、変更日、またはバックアップ日を条件として使用しま
す。
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「ファイルシステム（一般）」「ファイルシステム（一般）」では、元ボリュームのファイルシステムを条件として使用
します。

「ログイン名（一般）」「ログイン名（一般）」では、ファイルを共有している所有者の名前、グループ名、また
はログイン名を条件として使用します。

「名前（一般）」「名前（一般）」では、ファイル名またはフォルダ名を条件として使用します。

「セレクタ（一般）」「セレクタ（一般）」では、他のセレクタを条件として使用します。

「容量（一般）」「容量（一般）」では、ファイルまたはフォルダのサイズを条件として指定できます。

「ボリューム名（一般）」「ボリューム名（一般）」では、ボリューム名を条件として使用します。Windows のボリ
ュームでは、プロパティに表示されるボリュームラベルです。ドライブ文字ではありませ
ん。

Windows のセレクタ条件のセレクタ条件

Windows の条件は、FAT および NTFS ファイルシステムで動作します。以下の条件を使用
して、自分専用のセレクタを作成できます。

「属性（「属性（Windows）」）」では、アーカイブ、システム、暗号化、オフラインフラグを条件と
して使用します。

「日付（「日付（Windows）」）」では、Windows 固有の日付属性を条件として使用します。

「ドライブ文字（「ドライブ文字（Windows）」）」では、元ボリュームのドライブ文字を条件として使用しま
す。

「パス（「パス（Windows）」）」では、ファイルまたはフォルダへのパスを条件として使用します。
フォルダ階層は、「¥」文字で表されます。

「特別なフォルダ（「特別なフォルダ（Windows）」）」では、Volume Root、Documents and Settings など、シ
ステムで定義されている特定のフォルダを条件として使用します。

Mac OS のセレクタ条件のセレクタ条件

Mac OS の条件は、HFS および HFS+ ファイルシステムで動作します。以下の条件を使用
して、自分専用のセレクタを作成できます。

「属性（「属性（Mac OS）」）」では、ファイル属性（ファイルの使用中、別名、ロックされた名
前、ひな形、カスタムアイコン）を条件として使用します。

「ファイルの種類（「ファイルの種類（Mac OS）」）」では、ファイルクリエータとタイプを条件として使用し
ます。

「ラベル、アイコンの色（「ラベル、アイコンの色（Mac OS）」）」では、ファイルまたはフォルダのラベルを条件と
して使用します。Finder の「ラベル」メニューまたはサブメニューには、7 つのラベル、
カラー（モニタにカラーとグレースケールが表示されている場合）、および「なし」オプ
ションがあります。このウィンドウの各チェックボックスは、「ラベル」メニューの各項
目の位置に対応しており、実際のカラーまたはラベル名には対応していません。
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「パス（「パス（Mac OS）」）」では、ファイルまたはフォルダへのパスを条件として使用します。
Mac OS X（およびそれ以前のバージョンの Mac OS）では、パス名の区切り文字としてコ
ロン（:）を使用してください。パス名にはボリュームを含める必要があります。

「許可（「許可（Mac OS）」）」は、ユーザ、グループ、その他に対する読み取り、書き込み、実行
パーミッションです。Mac OS X のファイル/フォルダパーミッションは、条件に正確に一
致します（* をワイルドカードとして使用）。たとえば、ユーザ、グループ、またはその
他が書き込みできるすべてのファイルを選択するには、3 つの別個の 「OR」条件を作成し
なければなりません。*w*******、****w****、および *******w* です。

UNIX のセレクタ条件のセレクタ条件

UNIX OS の条件は、UNIX ファイルシステムで動作します。以下の条件を使用して、自分
専用のセレクタを作成できます。

「属性（「属性（UNIX OS）」）」では、ファイル属性（シンボリックリンクフラグ設定）を条件とし
て使用します。

「日付（「日付（Unix OS）」）」:UNIX 固有の日付属性です。

「パス（「パス（Unix OS）」）」は、ファイルまたはフォルダへのパスです。フォルダ階層は、「/」
文字で表されます。

「許可（「許可（Unix OS）」）」は、ユーザ、グループ、その他に対する読み取り、書き込み、実行
パーミッションです。UNIX のファイル/フォルダパーミッションは、非常に正確に条件に
一致します。（* をワイルドカードとして使用できます。）たとえば、ユーザ、グルー
プ、またはその他が書き込みできるすべてのファイルを選択するには、3 つの別個の
「OR」条件を作成しなければなりません。*w*******、****w****、および *******w* です。

メールボックスのセレクタ条件メールボックスのセレクタ条件

メールボックスの条件は、Exchange メールボックスをバックアップまたは復元するとき
に使用できます。

「「Sender」」では、メッセージの送信者を条件として使用します。

条件の操作条件の操作

各条件タイプには、条件の詳細を入力または指定できる専用のコントロールがあります。
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条件を追加または変更すると、それがセレクタ詳細ウィンドウに表示されます。
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+ 条件ボタンをクリックして、複数の条件をセレクタに追加できます。条件間の関係は +
ボタンの場所によって決まり、AND 演算子を使って条件を追加する場合と、OR 演算子を
使って条件を追加する場合があります。+ ボタンをクリックして条件ウィンドウを開く
と、演算子のタイプが表示され、新規条件の AND をとっているのか、OR をとっているの
かがわかります。

AND 演算子では、複数の条件を結合して、その条件を満たすファイルまたはフォルダを選
択することができます。各条件は、「選択」および「除外」領域のそれぞれの最終条件を
除き、AND 演算子を使用します。

OR 演算子では、複数の条件を結合して、少なくとも 1 つの条件を満たす（必ずしもすべ
ての条件を満たす必要はない）ファイルまたはフォルダを選択することができます。「選
択」および「除外」領域のそれぞれの最終条件は、必ず OR 演算子を使用します。
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この機能をよく理解するために、カスタムセレクタの作成を参照して各条件を自分で試し
てみてください。

条件の例条件の例

以下の表には、カスタムセレクタの一例と、それを特定のファイルに適用したときの効果
が示されています。

条件の規則条件の規則

セレクタの適用時には、常に「除外」文が「選択」文より優先されます。たとえば、セレ
クタに、プロファイルフォルダを含む文と OS フォルダを除外する文がある場合、プロフ
ァイルフォルダ内のファイルはマークされません。

カスタムセレクタの作成カスタムセレクタの作成

Retrospect では、ファイル/フォルダの最適な選択を実行できるセレクタを簡単に作成する
ことができます。カスタムセレクタを習得するのに最も良い方法は、カスタムセレクタを
作成することです。以下の例では、特定のアプリケーションと Games フォルダをバック
アップ対象から除外するカスタムセレクタを作成します。
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新規セレクタの作成新規セレクタの作成

ナビゲーションバーの「設定」> 「セレクタ」ボタンを順にクリックしてから、「新規」
をクリックします。新しいセレクタの名前を入力するよう求められます。この例では「不
要なゲームとアプリケーション（Unwanted games and apps）」となっていますが、別の
名前を入力することもできます。

名前を入力したら、「新規」をクリックします。新規セレクタのセレクタ詳細ウィンドウ
が表示されます。このウィンドウ名とセレクタ名は同じです。

新規セレクタのデフォルトでは、条件をユーザが追加するまで、すべてを含むにし、何も
除外しません。

ファイルの除外ファイルの除外

「除外」という見出しの下の + ボタンをクリックして、条件を追加します。表示された条
件ウィンドウで、Windows の「特別なフォルダ」条件を選択し、除外するフォルダタイプ
を指定します。
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「アプリケーションデータ」を選択してから、「OK」をクリックします。セレクタ詳細ウ
ィンドウは、新しい条件を反映した内容になっています。
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この時点では、セレクタは Windows ボリュームのアプリケーションデータフォルダを除
外しています。ここで、2 つ目の条件を追加することができます。
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「除外」という見出しの下の 2 番目の + ボタンをクリックします。

ハンドルアイコンの隣に「OR」という語があります。表示された条件ウィンドウで、Mac
OS の「ファイルの種類」条件を選択します。
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このウィンドウでは、ファイルのタイプとクリエータ、またはそのいずれか一方を条件と
して指定できます。デフォルトのファイルの種類は、タイプ「APPL.」の一般のアプリケ
ーションです。この例ではこの条件を使用したいので、「OK」をクリックします。セレク
タ詳細ウィンドウは、新しい条件を反映した内容になっています。
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この条件は一番下の + ボタンから追加したので、OR 演算子を使ってセレクタに追加され
ています。OR および AND 演算子については、条件の操作を参照してください。

ここで、3 つ目の条件を追加することができます。「除外」という見出し下にある一番下
の + ボタンをクリックして、条件ウィンドウで一般の「名前」条件を選択します。
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テキスト一致動作の内容を選択して、テキストボックスに「games」と入力します。他の
コントロールは、変更しません。「OK」をクリックして、セレクタ詳細ウィンドウに戻り
ます。
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この時点で、セレクタは Windows のアプリケーションデータフォルダの内容と、すべて
の Mac OS アプリケーションと、Word のゲームを収めたすべてのフォルダを除外しま
す。 ”

このセレクタを保存して、スクリプトや、基本操作や、ブラウザで使用できます。

「セレクタ」ツールバー「セレクタ」ツールバー

セレクタの詳細ウィンドウには、次のコマンドを備えたツールバーがあります。

「保存」「保存」：現在の名前でセレクタを保存して、最後に保存されたセレクタを置き換えま
す。

「別名で保存」「別名で保存」：別の名前でセレクタを保存します。新しい名前をダイアログボックスに
入力し、「保存」をクリックします。元のセレクタは最後に保存されたままです。

「復帰」「復帰」：セレクタへの現在の変更を破棄して、最後に保存された状態に戻します。

「名前を変える」「名前を変える」：セレクタの名前を変更します。新しい名前をダイアログボックスに入
力し、「名前を変える」をクリックします。

「セレクタのチェック」「セレクタのチェック」：ボリュームに適用してセレクタをテストします。ここで、参照
したいボリュームを選択します。ブラウザウィンドウに、セレクタ基準を満たすファイル
がチェックされた状態で表示されます。マークが付けられているファイルが、テストした
セレクタを使用したときに Retrospect によってバックアップされるファイルです。

該当するファイルにマークが付いていれば、セレクタは正しく機能しているので、それを
基本操作やスクリプトに使用することができます。
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ファイルが適正にマークされていない場合は、セレクタを修正して、それを再チェックす
る必要があります。その場合には、条件の追加、削除、または変更を行います。セレクタ
の実行結果に影響を及ぼす AND や OR 演算子は慎重にチェックします。セレクタを修正
したら、それを保存して再チェックを行い、ファイルが正しくマークされているか確認し
ます。セレクタが正しく機能するまで、必要なだけこの手順を繰り返してください。

「削除」「削除」：選択した条件をセレクタから削除できます。

セレクタの印刷セレクタの印刷

セレクタ詳細ウィンドウの内容を印刷して、それを参照用に保管しておくことができま
す。セレクタウィンドウを印刷するには、セレクタを編集し、「ファイル」メニューから
「印刷」を選択します。

セレクタの修正セレクタの修正

セレクタ詳細ウィンドウに表示される条件はすべて修正できます。条件を修正したら、セ
レクタの詳細ウィンドウに戻って新規条件を追加したり、既存の条件を修正したりするこ
とができます。

セレクタウィンドウでセレクタを開くには、修正するセレクタをクリックして、「編集」
をクリックします（または、単にセレクタをダブルクリックします）。セレクタの詳細ウ
ィンドウが表示されます。

セレクタの既存の条件を編集する場合は、選択して「修正」をクリックするか、条件の行
をダブルクリックします。（+ と アイコンの行は例外です。）条件ウィンドウで、オプ
ションとコントロールを修正できます。「OK」をクリックして、条件に対する変更を確定
します。

新しい条件を追加するには、+ アイコンをクリックします。（「or...」がグレイ表示され
た ハンドルの隣の + は、「OR」条件を追加します。一方他の + アイコンは、「AND」
条件を追加します。）条件ウィンドウが表示され、選択した条件のタイプのオプションと
コントロールが提供されます。そのウィンドウで必要な選択と設定を行い、「OK」をクリ
ックしてセレクタに追加します。条件ウィンドウが閉じて、セレクタウィンドウに新しい
条件が表示されます。

条件の無効化条件の無効化

セレクタ内の条件はいつでも無効にすることができます。無効にした条件は、ファイルの
選択には使用されません。その条件は有効になるまで、非アクティブのままです。この機
能は、かなり複雑になったセレクタを部分的にテストして問題の解決を図りたい場合など
に役立ちます。

条件を無効にするには、まずセレクタを開いて特定の条件を選択します。「無効」をクリ
ックすると、選択した条件は無効になって、非アクティブとすぐにわかるようにテキスト
がグレイ表示されます。

無効にした条件を元に戻す場合は、その条件を選択して「有効」をクリックします。
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条件の移動条件の移動

セレクタ詳細ウィンドウ内で条件を移動するには、条件記述の隣の

ハンドルをドラッグし、それをスクロールボックス内の新しい場所にドロップします。

条件は、同じグループまたは別のグループ（見出し）内のほかの場所にドラッグすること
ができます。たとえば、「選択」という見出しの下に「名前」条件を追加している場合
は、同条件を「除外」という見出しの下にドラッグし、その条件を除外条件に変更するこ
とができます。

条件を移動すると、そのアウトラインがハンドカーソルの後についてきて、条件の新しい
場所を示します。新しいアウトラインが適正な場所に表示されていれば、マウスのボタン
を離します。それがドロップされると、条件が新しい場所に移動し、アウトラインされた
移動先の条件の前に挿入されます。

条件をコピーするには、Shift キーを押したままドラッグします。「または以下と該当す
る」という見出しをドラッグすると、グループ全体が移動します。「または以下と該当す
る」を、Shift キーを押したままドラッグすると、グループがコピーされます。

条件などを移動すると、その演算子のタイプ（AND または OR）が変わることがあるので
注意してください。

条件の削除条件の削除

セレクタ内の条件はいつでも削除することができます。

条件を削除にするには、まずセレクタを開いて特定の条件を選択します。「削除」をクリ
ックして、選択した条件がウィンドウから削除されることを確認します。
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セレクタの削除セレクタの削除

セレクタが不要になったら、セレクタウィンドウで削除できます。

セレクタを削除するには、セレクタをクリックして選択し、ツールバーの「削除」を選択
するか、Delete キーを押します。削除の確認を求めるダイアログボックスが表示されま
す。「OK」をクリックします。これでセレクタが削除されます。

セレクタの複製セレクタの複製

特定のセレクタを複製し、それを調整して自分の要求に合うセレクタを作成できます。た
とえば、Retrospect の組み込みセレクタの 1 つをコピーし、そのオリジナルには手を加え
ずにコピーを変更することができます。複製操作は、セレクタウィンドウで行うことがで
きます。

セレクタを複製するには、セレクタをクリックして選択し、ツールバーの「複製」をクリ
ックします。新しいセレクタ名を入力するためのフィールドが付いたダイアログボックス
が表示されます。新しい名前を入力して「新規」をクリックします。Retrospect は、ダイ
アログボックスで指定された名前を使って、セレクタの正確なコピーを作成します。

セレクタの例セレクタの例

ここでは、セレクタの具体例をいくつか示して、それぞれ詳細な説明を加えています。

ネットワークバックアップセレクタネットワークバックアップセレクタ

このセレクタは、Leslie のクライアントコンピュータに収容された Games フォルダ内の
ファイルを除き、バックアップ対象の文書をすべてマークします。この例では、バックア
ップ管理者は、バックアップの不要なゲームを含む大きなフォルダが Leslie に存在するこ
とを認識しています。
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検索復元セレクタ検索復元セレクタ

このセレクタは、日付条件を使用して、2001 年 10 月 17 日 5:04 p.m. 以降に変更された
Acrobat PDF 文書を検索します。このセレクタでは、「名前」条件を使用して Windows
ボリュームを検索し、「ファイルの種類」条件を使用して Macintosh ボリュームを検索し
ます。このセレクタは、基本復元操作中に名前を忘れたファイルを検索する方法を示す良
い例です。正確なファイル名が不明な場合でも、特定の日付以降にファイルを最後に保存
したことを覚えている場合があります。
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クライアント検索復元セレクタクライアント検索復元セレクタ

このセレクタは、特定のクライアントユーザのコンピュータで作成された名前付きファイ
ルを検索します。この場合、ファイル名は Dissertation であり、クライアント名は Neil で
す。このセレクタは、基本復元操作中に使用できます。
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メンテナンスと修復メンテナンスと修復

この項では、カタログやメディアのメンテナンスと修復について、以下のような作業の実
行手順を説明します。

• 古いカタログや、ファイルと同期していないカタログを更新する。
• 消失または破損したカタログを作成し直す。（「カタログファイルのチェックサ
ム」エラーが発生した場合は、カタログが破損しています。）

• 破損したファイルバックアップセットを修復する。
• バックアップセットメディアを検証する。

これらのタスクを実行するには、まず、ナビゲーションツールバーの「ツール」をクリッ
クします。

カタログの更新カタログの更新

バックアップセットの処理中に「カタログの更新が必要です」とエラーが表示された場合
は、バックアップセットのカタログを更新してください。カタログとメディアを同期化し
ておかないと、バックアップセットが使用できなくなります。

「カタログの更新が必要です」エラーは、前回そのバックアップセットにデータのコピー
を行ったときに、デバイスや電源の障害などにより、カタログの更新ができなかった場合
に発生します。このエラーは、ディスク容量が限界に達した場合や、メモリ不足の場合に
も表示されます。

カタログの更新後もバックアップセット使用中に「カタログの更新が必要です」エラーメ
ッセージが表示された場合は、カタログの修復を中止して、次のような対策をとってくだ
さい。スキップして新規メディアを使う、フルバックアップか新規バックアップでリセッ
トする、新規バックアップセットを作成する。エラーメッセージの詳細については、カタ
ログの更新が必要ですを参照してください。

カタログを更新するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。

2. 「既存のカタログファイルを更新」を選択し、「OK」をクリックします。
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3. 更新するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックします。
4. 最新のメンバーを検出できなかった場合、メディア要求ウィンドウが表示されま
す。

要求されたメディアを挿入します。

5. バックアップセットに他のメンバーがあるかどうか尋ねるダイアログボックスが
表示されます。

もうメンバーがない場合には、「いいえ」をクリックしてカタログの再作成を開
始します。
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修復すべきメンバーが残っている場合は、「はい」をクリックします。メンバー
を要求するメッセージは、「いいえ」か「キャンセル」をクリックするまで表示
されます。

6. バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタに進行
状況が表示されます。

7. アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、更新が成功したかどう
かについて詳細が表示されます。

失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして詳細を確認してください。

カタログの再作成カタログの再作成

カタログファイルがないとバックアップセットを使用できないため、カタログファイルの
オリジナルを紛失または破損した場合は、カタログを再作成する必要があります。
Retrospect では、バックアップセットメディアを読み出してカタログを再作成することが
できます。カタログの再作成は、バックアップセットのデータ量によって非常に時間がか
かる場合があります。

ディスクバックアップセットのカタログの再作成の手順は、テープ、CD/DVD バックアッ
プセットの手順とは異なります。

CD/DVD またはテープのカタログの再作成またはテープのカタログの再作成

開始する前に、バックアップデバイスに再作成するカタログの最新バックアップセットメ
ンバーを必ずロードするようにしてください。

CD/DVD またはテープのカタログを再作成するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。
2. 「テープから再作成」または「CD/DVD ディスクから再作成」を選択し、「OK」
をクリックします。

「メディア選択」ウィンドウが表示されます。
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3. 「メディア選択」ウィンドウで、「状況」タブをクリックしたら、バックアップ
セットの最新メンバーを選択します。

4. Retrospect 5.0 または 5.1 で作成されたバックアップセットでは、セットの最初
のメンバーが要求されます。

最新のメディアがない場合、バックアップセットで利用できるもっとも新しいメ
ンバーを挿入して、カタログを再作成してください。

5. 「OK」をクリックします。

Retrospect がまだ認識しているバックアップセットのカタログを再作成する場合
は、再作成したバックアップセットを認識させるかどうかを確認するメッセージ
が表示されます。「OK」をクリックして、既知のバックアップセットと置き換え
ます。

6. バックアップセットが暗号化されていると、そのパスワードを入力するよう要求
されます。パスワードを入力して「OK」をクリックします。

7. 再作成したカタログファイルを保存する場所を指定し、「保存」をクリックしま
す。

バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタに進行
状況が表示されます。バックアップセットの特定メンバーのカタログ再作成が完

CHAPTER 11 • 高度な機能 536



了すると、カタログを再作成すべき他のメンバーがあるかどうか尋ねるダイアロ
グボックスが表示されます。

8. セットしたメンバーが、バックアップセットの最終メディアだった場合は、修復
するものがそれ以上ないため、「いいえ」をクリックしてカタログの再作成を完
了します。

紛失または破損したメンバーの数に関わらず、バックアップセットに再作成すべ
きメンバーが残っている場合は、「はい」をクリックします。

9. 要求されたバックアップセットのメンバーを挿入するか、そのメンバーがない場
合には「選択」をクリックします。

メンバーが利用できない理由を尋ねるダイアログボックスが表示されます。

バックアップセットの最終メディアがすでに処理済みの場合は、「完了」をクリ
ックします。必要なメンバーが紛失または破損している場合は、「紛失」をクリ
ックします。

10. メンバーを要求するメッセージは、「いいえ」か「キャンセル」をクリックする
まで表示されます。

アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、再作成が成功したかどうかにつ
いて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ログ」ボタンをクリックして詳細を確認し
てください。

カタログの再作成が完了したと表示された場合は、そのバックアップセットを使用してい
るスクリプトを編集し、新たに認識された再作成済みのバックアップセットを各スクリプ
トに追加してください。
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ディスクカタログの再作成ディスクカタログの再作成

リムーバルディスクからカタログを再作成する場合、開始する前に、バックアップデバイ
スに再作成するカタログの最新バックアップセットメンバーを必ずロードするようにして
ください。

ディスクカタログを再作成するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。
2. 「ディスクから再作成」を選択してから、「OK」をクリックします。

3. バックアップセットデータの復元に最後に使用されたディスクがわかっている場
合、「最新のディスク」をクリックします。不明である場合には、「すべてのデ
ィスク」をクリックします。

4. このバックアップセットの高速カタログファイル再構築オプションがオフだった
場合には、「最新のディスク」を選択してはなりません。
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5. ディスクの場所まで移動し、ディスクを選択して「OK」をクリックします。

ディスク上のバックアップセットのリストが表示されます。

6. カタログを再作成するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックします。
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「すべてのディスク」を選択した場合、バックアップセットにさらにディスクが
あるかどうかが尋ねられます。ある場合には、「はい」をクリックして他のディ
スクを選択します。「いいえ」をクリックするまで、引き続きさらにディスクが
あるかどうかが尋ねられます。

7. Retrospect がまだ認識しているバックアップセットのカタログファイルを再作成
する場合は、再作成したバックアップセットを認識させるかどうかを確認するメ
ッセージが表示されます。「OK」をクリックして、既知のバックアップセットを
削除します。

8. バックアップセットが暗号化されていると、そのパスワードを入力するよう要求
されます。パスワードを入力して「OK」をクリックします。

9. 再作成したカタログファイルを保存する場所を指定し、「保存」をクリックしま
す。

バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタウィンドウに進
行状況が表示されます。終了したとき、アクティビティモニタの「履歴」タブをクリック
すると、再作成が成功したかどうかについて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ロ
グ」ボタンをクリックして詳細を確認してください。

カタログの再作成が完了したと表示された場合は、古いバックアップセットを使用してい
るスクリプトを編集し、新たに認識された再作成済みのバックアップセットを各スクリプ
トに追加してください。

ファイルバックアップセットの修復ファイルバックアップセットの修復

ファイルバックアップセットのカタログファイルは、バックアップセットデータと同じフ
ァイルに保存されます。ファイルバックアップセットのカタログを修復するには、そのバ
ックアップセットに対するアクセス権が必要です。

ファイルバックアップセットを修復するには

1. ナビゲーションバーの「ツール」>「カタログの修復」を順にクリックします。

2. 「ファイル バックアップセットの修復」を選択して、「OK」をクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。
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3. 修復が必要なファイルバックアップセットを探し、選択して、「開く」をクリッ
クします。

修復するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

4. 「はい」をクリックし、修復を実行します。
5. バックアップセットが暗号化されていると、そのパスワードを入力するよう要求
されます。パスワードを入力して「OK」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行され、アクティビティモニタウィンドウに進
行状況が表示されます。終了したとき、アクティビティモニタの「履歴」タブをクリック
すると、再作成が成功したかどうかについて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ロ
グ」ボタンをクリックして詳細を確認してください。

不完全なカタログの修復不完全なカタログの修復

カタログの作成操作を停止すると、次のダイアログボックスが表示されます。

「復帰」「復帰」は、カタログの再作成を中止し、処理中だったメディアからカタログの更新を再
開できるようにします。（あとで更新を再開する場合は、「既存のカタログファイルを更
新する」機能を使用します。）

「保存」「保存」は、処理中だったメディアからのデータで、これ以上カタログの修復を行わない
場合に選択します。これまでにカタログ化されたデータはすべて検索可能にする必要があ
ります。（あとで更新を再開する場合は、「既存のカタログファイルを更新する」機能を
使用します。）次のメディアがあれば、そこからカタログの再作成が再開されます。「保
存」オプションの使用後に、そのバックアップセットへデータのバックアップを行った場
合は、残り容量がないと見なされ、新規のメディアが要求されます。

バックアップセットメディアの検証バックアップセットメディアの検証

手動でバックアップセットメディアを検証するには、Retrospect のナビゲーションバーか
ら「ツール」>「メディアの検証」を選択します。メディアの検証は、検証を使用しなか
った基本バックアップ（またはアーカイブ）後に、バックアップセットメディアのオフラ
イン検証を行う場合に役立ちます。

検証を行わずにスクリプトによるバックアップ（またはアーカイブ）を実行することで、
バックアップウィンドウを最大化したい場合には、検証スクリプトを使用してオフライン
検証をスケジュールする必要があります。詳しくは、スクリプトによる検証を参照してく
ださい。
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検証可能な場合、メディアの検証はバックアップセットメディアのデータを、選択したバ
ックアップセットのファイルとバックアップ時に生成された MD5 とを比較することによ
り検証します。つまり、バックアップ元ボリュームにアクセスする必要がないので、該当
するボリュームのスローダウンを防止します。

特定の状況下では、バックアップ時に生成された MD5 にアクセスしません。Retrospect
11.0 以前のバージョンを使用して作成されたすべてのバックアップと、「バックアップ操
作中に MD5 ダイジェストを生成」環境設定を無効にして作成されたバックアップが、こ
れに該当します。詳しくは、検証環境設定を参照してください。

この場合、バックアップセットメディアのすべてのファイルがチェックされて、読み出し
可能であることが確認されます。

• メディアの検証では、複数のメディアにまたがるバックアップを検証する場合、
メディアの再セットが要求されます。

メディアの読み取りを検証するには

1. 「ツール」>「メディアの検証」を順にクリックします。

「バックアップセットの選択」ウィンドウが表示されます。

2. 検証するバックアップセットを選択し、「OK」をクリックします。

バックアップセットメディアの検証が実行され、アクティビティモニタウィンド
ウに進行状況が表示されます。

バックアップセットが CD/DVD、リムーバブルディスク、またはテープを使用す
る場合は、必要に応じて、各バックアップセットメンバーをセットするように要
求されます。

要求されたバックアップセットメンバーを持っていないが、他にも検証するバッ
クアップセットメンバーがある場合は、「選択」をクリックして「OK」をクリッ
クし、次に要求されたメディアメンバーを挿入してください。

3. 終了したとき、アクティビティモニタの「履歴」タブをクリックすると、再作成
が成功したかどうかについて詳細が表示されます。失敗した場合は、「ログ」ボ
タンをクリックして詳細を確認してください。

4. 検証できなかったファイルは、新規バックアップセットにバックアップしておく
ことをお勧めします。

5. 「終了」をクリックします。

外部スクリプト外部スクリプト

Retrospect のイベントは、実行可能ファイルを作成できる任意のスクリプト作成言語でオ
ーサリングできる、外部スクリプトで処理できます。単一の実行可能スクリプトを
Retrospect または Retrospect クライアントに添付して、イベントでの処理を実行できま
す。

この項は、Windows スクリプティングの知識があることを前提としています。Retrospect
の外部スクリプト機能は、外部スクリプトで Retrospect の操作をさらに自動化したいと考
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えている上級のスクリプト作成者のみを対象としています。Windows スクリプティングに
ついては、Microsoft の開発者向けの Web ベースの文書をご覧ください。

Windows スクリプティングは種々の複雑な要素を含んでおり、Retrospect, Inc. ではその
最小限の機能だけをサポートしています。

Retrospect のの Windows スクリプティングサポートファイルのイスクリプティングサポートファイルのイ
ンストールンストール

デフォルトの（推奨）インストールでは、Retrospect セットアッププログラムによって
External Scripts フォルダがインストールされます。セットアッププログラムを使用して既
存のインストールを修正して、Retrospect フォルダにこのフォルダを追加できます。

Retrospect のインストール時、External Scripts フォルダはデフォルトで次の場所にインス
トールされます。

..¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 11.0¥External Scripts

VBScript や、オペレーティングシステムで直接サポートされていない他のスクリプト言語
で作成されたスクリプトを使用するには、システムに Windows Scripting Host をインスト
ールしなければなりません。Windows Scripting Host は、 Microsoft から無料で入手でき
ます。

Retrospect のイベントのイベント

Retrospect には、スクリプトで処理できる 15 のイベントがあります。Retrospect クライ
アントソフトウェアには、これらのイベントが 2 つあります。次は、イベント名と、トリ
ガされたときの動作の説明です。

StartAppは、自動起動も含め、Retrospect が開かれると発生します。

EndAppは、Retrospect が終了すると発生します。

StartBackupServerは、Proactive Backup が起動しようとすると発生します。

StopBackupServerは、Proactive Backup の停止時に発生します。

StartScriptは、スクリプトが起動しようとすると発生します。

EndScriptは、スクリプトの終了時に発生します。

StartSourceは、元ボリュームにはじめてアクセスしようとしたときに発生します。この
イベントは、Retrospect アプリケーションと Retrospect クライアントソフトウェアの両
方に存在します。

EndSourceは、元ボリュームのアクセス終了時に発生します。このイベントは、
Retrospect アプリケーションと Retrospect クライアントソフトウェアの両方に存在しま
す。
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MediaRequestは、Retrospect がメディアを要求しようとしたときに発生し、メディア要
求ウィンドウが開かれている間は 5 分ごとに発生します。

TimedOutMediaRequestは、Retrospect がメディアを要求し、初期設定で指定した時間
以上待っていた場合に発生します。

ScriptCheckFailedは、スクリプトの実行後に Retrospect が終了し、先読み時間外に実行
するようにスケジュールが設定されたスクリプトがあり、スクリプトのチェックが失敗し
たときに発生します。

NextExecは、スクリプトの実行後に Retrospect が終了し、先読み時間外に実行するよう
にスケジュールが設定されたスクリプトがあり、スクリプトのチェックが成功したときに
発生します。

SchedStopは、スクリプトが実行中で、許可された実行時間が期限切れになるために停止
しようとしたときに発生します。

PasswordEntryは、パスワードが入力されたときに発生します。

FatalBackupErrorは、致命的なバックアップエラーが起こったときに発生します。

Retrospect でのスクリプトの実装でのスクリプトの実装

外部スクリプトファイルを Retrospect のプログラムフォルダ（デフォルトのパスは
..¥Program Files¥Retrospect¥Retrospect 11.0）にコピーして、スクリプトの名前を
RetroEventhandler に変更します。 .BAT、.EXE、.VBSや、Windows Scripting Host がサ
ポートする他の拡張子など、スクリプトタイプに適合するファイル名の拡張子を追加しま
す。

複数の RetroEventHandler ファイルが存在する場合、1 つのファイルのみが使用されま
す。複数のイベントで複数の動作を実行したい場合、その動作を実行する単一のスクリプ
トを作成しなければなりません。

Windows 版版 Retrospect クライアントでのスクリプトの実装クライアントでのスクリプトの実装

Retrospect クライアントで外部スクリプトを使用するには、スクリプトファイルを
Retrospect クライアントのプログラムフォルダ（デフォルトのパスは ..¥Program Files¥
Retrospect¥Retrospect Client）にコピーして、スクリプトの名前をRetrospect でのスク
リプトの実装で説明した名前に変更します。

外部スクリプトの実行外部スクリプトの実行

イベントが発生すると、Retrospect は外部スクリプトに通知して、作業を続ける前にスク
リプトからの応答を待ちます。5 秒後に、スクリプトが実行中であることを示す進行状況
ウィンドウが表示されます。
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スクリプトが終了すると、Retrospect は作業を続けます。

サンプルスクリプトサンプルスクリプト

External Scripts フォルダには、4 つのスクリプト言語（バッチファイル、Visual Basic、
VBScript、および C）で作成されたサンプルスクリプトがあります。提供された言語のサ
ンプルのソースコードから、Retrospect イベントを処理するための独自のスクリプトを作
成する方法を学習できます。サンプルスクリプトは、各イベントに送信される情報の使用
方法と、受け入れ可能な戻り値の例を示しています。

Retrospect でサンプルスクリプトを使用するには、サンプルフォルダから Retrospect の
プログラムフォルダにスクリプトをコピーします。

• バッチのサンプルスクリプト .BATでは、Retrospect のプログラムフォルダにイ
ンストールされたバッチコマンド拡張機能 ask.exe を使用します。

サンプルスクリプトでは、各イベントが発生するとウインドウが表示され、イベントの名
前とイベントの情報が表示されます。たとえば、Retrospect を開くと、StartApp イベント
がトリガされます。

Retrospect が作業を続行できるように、各ウィンドウで応答しなければなりません。サン
プルスクリプトによって処理される別のイベントをトリガするには、別の動作を実行しな
ければなりません。

サンプルスクリプトを試したら、バックアップスクリプトやスケジュールされた他の
Retrospect のスクリプトに干渉しないように、Retrospect のプログラムフォルダから削除
してください。
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Chapter 12

問題と解決方法問題と解決方法
• ヒントと最新情報
• トラブルシューティング
• Q&A
• Retrospect のエラーメッセージ
• Retrospect エラー番号
• Retrospect クライアントエラー
• Retrospect のサポート

この項では、Retrospect とそのクライアントの操作中に発生したトラブルに対処する方法
を説明します。一般的なトラブルシューティング用のヘルプ、Q & A、および Retrospect
のテクニカルサポートがトラブルの解決に用いるテクニックを紹介します。

トラブルシューティングでは、インストール、バックアップ、復元などで一般的に見られ
るトラブルとその内容、解決方法について説明します。Q&Aでは、一般的な疑問とその回
答を紹介します。エラーメッセージとは関係なく、トラブルシューティングよりも一般的
な疑問についての回答です。Retrospect のエラーメッセージでは、エラー番号順にメッセ
ージをリストアップし、内容を詳しく説明します。Retrospect のサポートでは、トラブル
シューティングのテクニックと、テクニカルサポートへの連絡方法を説明します。

ヒントと最新情報ヒントと最新情報

Retrospect のセキュリティのセキュリティ

未承認の Mac または iOS バージョンの Retrospect による不正なアクセスから Retrospect
を保護するには、Retrospect のアクセス パスワードを設定することをお勧めします。 パ
スワードを設定するには、［設定］ > ［環境設定］ > ［セキュリティ］を選択してくださ
い。

スクリプトの停止スクリプトの停止

Retrospect のツールバーにあるボタンを使用すれば、実行中の操作をすべて一度に停止で
きます。 このボタンのアイコンは中に「X」の付いた赤い円から一時停止記号に変わりま
す。 すべての操作を停止するオプションが選択されていると、ボタンに Retrospect ロゴ
が点滅表示されます。

ファイルファイル セキュリティ情報のバックアップセキュリティ情報のバックアップ

Back up file security information from servers］または［Back up file security information
from workstations］オプションを選択した場合、Retrospect は元のコンピュータからバッ
クアップしたすべてのファイルに対する NTFS ファイル セキュリティ情報をコピーしま
す。 最終バックアップ以降、ファイルに新しいセキュリティ情報が追加され、他の方法で
の変更がされてない場合、Retrospect は新しいセキュリティ情報を含むファイル全体をコ
ピーします。 元コンピュータ上の複数のファイルに対する許可が変更された場合、セキュ
リティ情報のバックアップには、Smart Incremental（スマート差分）バックアップであっ
ても、時間がかかったり、多くの空き容量が必要となる可能性があります。
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Windows 版版 Retrospect クライアントの強力な展開クライアントの強力な展開

Microsoft SMS、Active Directory Group Policy またはその他のソフトウェア配布ツールを
使用して、クライアント ソフトウェアを Windows ベースのコンピュータに簡単に展開で
きます。

UNIXクライアントクライアント コンピュータのライブコンピュータのライブ リストアリストア

UNIX クライアント コンピュータのライブ復元を実行すると、以下の警告メッセージが表
示されます： 「ボリューム / は復元されました。 クライアントを再起動する前に、クライ
アントの起動ローダーを再インストールする必要があります。」 再起動後、クライアント
コンピュータが GRUB でフリーズした場合、起動ローダーを再構築し、コンピュータを再
起動してください」

「マイ「マイ ドキュメント」フォルダのバックアップドキュメント」フォルダのバックアップ

「マイ ドキュメント」フォルダのターゲット フォルダの場所を変更する場合、「マイ ド
キュメント」（「ドキュメントと設定」など）を含む Retrospect セレクタは正常に動作し
ません。

スクリプトによる書き替えバックアップスクリプトによる書き替えバックアップ

「同名メディアの自動再利用」環境設定を選択していない場合、正しい名前でテープ メン
バーに対しスクリプトによる書き替えバックアップを実行すると、メディア要求が発生し
ます。 ［設定］ > ［環境設定］ をクリックし、［メディアの消去］環境設定を探して、
このオプションを指定します。

ファイルをデスクトップへ保存できないファイルをデスクトップへ保存できない

Retrospect を実行しているアカウントによっては、ファイル (エクスポートしたセレクタ
など) をデスクトップへ保存できない場合があります。 この場合、トップレベルの「デス
クトップ」オプションを使用するのではなく、手動でブラウザを使用してユーザのデスク
トップ フォルダを探してください。

Retrospect 起動サービスが起動されない起動サービスが起動されない

この問題が発生した場合、［設定］ > ［環境設定］ を選択し、［実行起動］環境設定を参
照します。 ［Retrospect起動サービスを使用］チェック ボックスをクリアし、［OK］ を
クリックします。 ［実行起動］ 環境設定に戻り、［Retrospect起動サービスを使用］ チ
ェック ボックスを選択し、［OK］ をクリックします。

トラブルシューティングトラブルシューティング

Retrospect の使用中に起きるトラブルの多くは、いくつかに分類することができます。
Retrospect のテクニカルサポートでは、これらの分類ごとに基本的なトラブルシューティ
ングを行います。わずかな学習で、さまざまなトラブルについての解決方法を習得できま
す。この項では、これらの手順の概要を説明し、発生しやすいトラブル、疑問、エラーメ
ッセージについての解説と対処方法を紹介します。
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エラーが発生した場合は、まずインストールされている Retrospect のバージョンが最新の
ものに更新されているかどうかを確認しなければなりません。現在インストールされてい
る Retrospect のバージョン向けに入手可能な更新をチェックするには、「ヘルプ」メニュ
ーから「Retrospect更新」を選択し、「今すぐチェック」をクリックします。最新の更新
をインストールし、問題が解消されるかどうかを確認します。

まず、トラブルシューティングの内容を記録しておくことをお勧めします。すぐにトラブ
ルを解決できない場合でも、動作のパターンを記録しておくことで、問題の特定に役立ち
ます。この項を読んでもトラブルを解決できない場合は、Retrospect の別のサポート手段
を試してみてください。詳しくは、Retrospect のサポートを参照してください。

トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順

トラブルシューティングの最初のステップは、いつどこでトラブルが発生したかを判定
し、内容を明らかにすることです。どこでエラーが発生したかがわかれば、資料などの参
照箇所も正確にわかり、問題の解決に近づくことができます。Retrospect の動作は、いく
つかの段階から構成されています。通常のバックアップ動作は、スキャン、照合、コピ
ー、検証という順序で行われます。たとえば、照合の段階でトラブルが発生したことが解
明できたら、解決に向かって大きく前進したことになります。

クライアント設定のトラブルクライアント設定のトラブル

ローカルサブネット内や、ローカルサブネット内や、Retrospect で設定された他のサブネット内のクラで設定された他のサブネット内のクラ
イアントがイアントが Retrospect のライブネットワークウィンドウに表示されない。あのライブネットワークウィンドウに表示されない。あ
るいは表示されても断続的である。るいは表示されても断続的である。

ネットワーク状況ウインドウの「テスト」ボタンを使用し、クライアントがネットワーク
に存在するかどうかを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect クライアントコントロールパネルを開き、クライ
アントソフトウェアが起動時にロードされてオンになっているかどうかを確認します。状
況フィールドに「準備完了」か「最初のアクセスを待機中」が表示されていることを確認
します。

クライアントコンピュータがネットワークに接続されており、そのネットワーク設定も正
しいことを確認します。

これらの対策でも解決しない場合は、テストと Ping による TCP/IP 通信の確認を参照して
ください。バックアップコンピュータやクライアントの ping コマンドが正常に機能するの
に、TCP/IP クライアントが表示されない場合は、ネットワークが TCP/IP と UDP を完全
にサポートしていない可能性があります。ハブやブリッジなどの受動ネットワークハード
ウェアが、TCP/IP クライアントの操作で Retrospect が必要とするネットワーク情報を転
送していないことが考えられます。Retrospect の高度なネットワークには、クライアント
を DNS 名、WINS 名、IP アドレスのどれを使っても追加できます（ダイレクトアクセス
を参照）。問題を回避してクライアントを認識させるうえで、この柔軟性を活用できるか
もしれません。

適切な手段を講じて、クライアントにログインしてみてください。

CHAPTER 12 • 問題と解決方法 548



クライアントに複数の Ethernet カードが取り付けられている場合は、そのことが問題の原
因である可能性もあります。詳しくは、Retrospect Knowledgebase（
www.retrospect.com/jp/knowledgebase）の「Troubleshooting multiple ethernet cards on
a Retrospect Client running Windows」を参照してください。

ローカルサブネット外にあるクライアントが、ローカルサブネット外にあるクライアントが、Retrospect のネットワーク状のネットワーク状
況ウィンドウに表示されない。況ウィンドウに表示されない。

ネットワーク状況ウィンドウには、特定の検索方法を使用して特定のネットワーク内で検
出したクライアントのみが表示されます。

Retrospect Desktop は、バックアップコンピュータのローカルサブネットに接続されたク
ライアントにのみアクセスできます。Retrospect Single Server、Multi Server、および
は、IP アドレス、DNS 名、または WINS 名を使用して、ネットワーク上の任意の場所か
らクライアントに直接アクセスできます。また、定義したすべてのネットワークセグメン
ト上のクライアントにもアクセスできます。詳しくは、高度なネットワークを参照してく
ださい。

クライアントに複数の Ethernet カードまたは NIC が取り付けられている場合は、そのこ
とが問題の原因である可能性もあります。詳しくは、Retrospect Knowledgebase（
www.retrospect.com/jp/knowledgebase）の「Troubleshooting multiple ethernet cards on
a Retrospect Client running Windows」を参照してください。

エラー -530（バックアップクライアントが見つかりません）およびエラー -541（バック
アップクライアントがインストールされていないか、動作していません）も参照してくだ
さい。

高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で、指定した高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で、指定した IP アドレスまたアドレスまた
はは IP 名のクライアントに接続できない。名のクライアントに接続できない。

クライアントコンピュータがネットワークに接続されており、そのネットワーク設定も正
しいことを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect クライアントコントロールパネルを開き、クライ
アントソフトウェアが起動時にロードされてオンになっているかどうかを確認します。ク
ライアントソフトウェアの状況フィールドに「準備完了」か「最初のアクセスを待機中」
が表示されていることを確認します。

使用中の IP アドレスが現在のものであることを確認します。クライアントが動的 IP アド
レス指定を使用している場合は、クライアントの IP アドレスが変更されている可能性があ
ります。動的アドレスのリースが長期間でない場合は、動的アドレスを直接追加すること
はお勧めできません。代わりに、サブネットブロードキャストアクセス方式を使用してく
ださい。

クライアントの DNS 名または WINS 名を使用している場合は、クライアントの IP アドレ
スの使用を試してください。

コンピュータに ping コマンドを発行して、コンピュータが TCP/IP と正常に通信している
ことを確認します。詳しくは、テストと Ping による TCP/IP 通信の確認を参照してくださ
い。
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クライアントのネットワークとバックアップコンピュータのネットワーク間にファイアウ
ォールが存在して、外部からのアクセスを制限している可能性があります。たとえば、サ
ビパック 2 を適用した Windows XP では、ファイアウォールがデフォルトで有効になって
います。Retrospect と Retrospect Client をファイアウォールの例外に追加する方法につい
ては、Retrospect Knowledgebase（ www.retrospect.com/jp/knowledgebase）を参照し
てください。

高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で間違ったクライアントが追加高度なネットワークのダイレクトアクセス方式で間違ったクライアントが追加
された。された。

使用中の IP アドレスが現在のものであることを確認します。クライアントが動的 IP アド
レス指定（DHCP など）を使用している場合は、クライアントの IP アドレスが変更されて
いる可能性があります。代わりに、サブネットブロードキャストアクセス方式を使用して
ください。Q&Aも参照してください。

Mac OS X クライアントのファイルクライアントのファイル/フォルダ権限とアクセスフォルダ権限とアクセス コントロールコントロール リリ
ストスト (ACL)

ソースの変更した ACL または許可を維持したい場合は、Mac OS X クライアントのボリュ
ームに復元、または複製する前に、ボリュームの準備が必要です。 [Finder] （検索） にあ
るボリュームの [Get Info] （情報を見る）で、"［このボリューム上の所有権を無視］" の
チェックボックスがオフになっていることを確認します。必要に応じて、ボリュームの
ACL を有効にします。

バックアップのトラブルバックアップのトラブル

基本バックアップとスクリプトによるバックアップでは、起動方法と完了後の動作内容が
異なります。それ以外は、スキャン、照合、メディア要求、コピー、比較、終了という同
一の手順になります。

スケジュールされたスクリプトの実行時に、スケジュールされたスクリプトの実行時に、Retrospect が自動的に起動しなが自動的に起動しな
い。い。

これには、いくつかの原因が考えられます。

• 開始日と実際に動作が始まる日を誤っている開始日と実際に動作が始まる日を誤っている：スクリプトを起動させたい日が、
実際の開始日であるとは限りません。詳しくは、スケジュールの共通要素を参照
してください。

• スクリプトのスケジュールが正しく設定されていないスクリプトのスケジュールが正しく設定されていない：スクリプトの実行予定リ
ストをチェックし、希望通りに設定されていることを確認します。これを行うに
は、「アクティビティモニタ」>「予定」をクリックします。可能な実行予定時間
が制限されていないことをスケジュール環境設定（スケジュール環境設定を参
照）で確認します。

• 自動起動の環境設定がオンになっていない自動起動の環境設定がオンになっていない：自動実行環境設定がオンになってい
ることを確認します（スタートアップ環境設定を参照）。

Retrospect が起動中にクラッシュする。が起動中にクラッシュする。

Config77.dat ファイルが破損していることが考えられます。このファイル（および他の設
定ファイル「config**.***」）を親フォルダから移動して、もう一度起動します。これで問
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題が解決した場合は、疑わしい設定ファイルをゴミ箱に入れます。Retrospect は、デフォ
ルト設定を使用して新しい設定ファイルを作成します。スクリプトと設定を再作成しない
でクライアントを再度ログインさせる場合は、ファイルを Config77.bak から
Config77.dat に変更するか、最新バージョンの Config77.dat ファイルをバックアップから
復元します。

Config77.dat ファイルと Config77.bak ファイルは、Retrospect アプリケーションと同じ
フォルダか、 ..¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥Retrospectに存在し
ます。

スキャン中か照合中に、エラーメッセージが表示される。スキャン中か照合中に、エラーメッセージが表示される。

スキャンしているボリュームに問題があると思われます。この場合は、エラー番号が操作
ログに記録されます。

Retrospect のエラーメッセージでエラー番号を探してください。

リムーバブルカートリッジドライブが「ボリュームデータベース」ウィンドウリムーバブルカートリッジドライブが「ボリュームデータベース」ウィンドウ
または「メディア要求」ウィンドウに表示されない。または「メディア要求」ウィンドウに表示されない。

リムーバブルディスク（DVD-RAM、MO など）は Windows エクスプローラでドライブ文
字によりアクセスできる必要があります。

テープドライブまたはテープドライブまたは CD/DVD ドライブが「記憶装置」ウィンドウまたはドライブが「記憶装置」ウィンドウまたは
「メディア要求」ウィンドウに表示されない。「メディア要求」ウィンドウに表示されない。

「設定」>「デバイス」に進み、「環境」タブをクリックします。デバイスに表示される
ドライバ名が太字で表示されていない場合は、他のソフトウェアが誤ってドライバを読み
込んだと考えられます。Retrospect では固有のドライバの使用は避けてください。別のド
ライバが読み込まれていないかを確認し、読み込まれていればそのドライバを無効にしま
す。

すべてのデバイスを接続してから、Retrospect を起動する必要があります。ドライブが正
しく接続されて終了することを確認したら、次に、ドライブがオンになっていることを確
認します。電源オフのデバイスがバス上にある場合は、オンにして再起動します。
Retrospect の「環境」タブ（「設定」>「デバイス」からアクセス）を使用して ID 設定を
確認します。SCSI デバイスの場合は、固有の SCSI ID 番号を持つことを確認します。

Windows システムの場合、Retrospect はデフォルトで NT のパススルーを使用してデバイ
スにアクセスします。代わりに ASPI を使用している場合、ATAPIミニポートドライバが
無効であれば、Retrospect は ATAPI バスを参照しません。以下のパスでレジストリキーを
編集し、ミニポートドライバを有効にする必要があります。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥
CurrentControlSet¥Services¥Aspi32¥
Parameters

ExcludeMiniports の値データに空を設定すると、Retrospect はすべてのバスを参照できま
す。
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使用しているバージョンの Retrospect ではサポートしていない最新モデルのドライブを使
用している可能性もあります。このドライブに新しいバージョンの Retrospect が必要かど
うかを確認するには、 Retrospect Web サイトを参照してください。

割り当てられたドライブ文字を持つ割り当てられたドライブ文字を持つ CD/DVD ドライブに対して、「ドライブドライブに対して、「ドライブ
文字が割り当てられていないためドライブを使用できない」というエラーが表文字が割り当てられていないためドライブを使用できない」というエラーが表
示される。示される。

Windows の場合、ATAPI ミニポートドライバが無効であると、ドライブが、割り当てられ
たドライブ文字を持たないというエラーが表示されます。

以下のパスでレジストリキーを編集し、ミニポートドライバを有効にする必要がありま
す。

¥¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥
CurrentControlSet¥Services¥Aspi32¥
Parameters

ExcludeMiniports の値データに空を設定すると、Retrospect はすべてのバスを参照できま
す。

挿入したディスクまたはテープが「挿入したディスクまたはテープが「使用中」のため、利用できない。使用中」のため、利用できない。

いくつかの原因が考えられます。

• ディスクバックアップセットのカタログをバックアップセットのメンバーのディ
スクに保存している。→カタログは、異なるボリュームに保存する必要がありま
す。Retrospect にカタログを強制的に認識させるため、カタログをハードディス
クに移動して、ダブルクリックします。

• ディスクを元ボリュームと宛先の両方に使おうとしている。→非論理的で、許可
されていない操作です。たとえば、「2-Backup」ボリュームを「2-Backup」がメ
ンバーである「Backup」バックアップセットにバックアップしようとしているよ
うな場合です。

• そのバックアップディスクに、他のソフトウェアがファイル（表示されない場合
もある）を作成しているか、使用している。→圧縮プログラムによる問題と考え
られます。競合と対処方法については、「お読みください」ファイルを参照して
ください。

• ドライブが故障している可能性がある。→ドライブのメーカーに相談してくださ
い。

• メディアが故障している可能性がある。→故障したメディアを「紛失」とし、新
規のメディアを使用します。

挿入したメディアの使用が拒否される。挿入したメディアの使用が拒否される。

Retrospect には、メディアを認識してバックアップセットに追加するためのシステムがあ
ります。テープやドライブが Retrospect によって自動的に拒否される場合は、「メディア
要求」ウィンドウに表示されるメッセージに注意してください。Retrospect が必要として
いるメディアがわかります。

Retrospect が要求するメディアを挿入していない可能性があります。→挿入したメディア
の名前と、Retrospect が要求している名前が一致しているかをチェックします。名前が一
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致しているのにメディア挿入時にバックアップが実行されない場合は、同名のメディアが
2 つあり、異なる方を挿入したものと思われます。特定のバックアップセットに書き替え
バックアップを行う際に、メディアを切り替えていると、この問題が発生することがあり
ます。

環境設定で「同名メディアの自動再利用」をオンにすれば、この状況を回避できます。詳
しくは、消去環境設定を参照してください。

Retrospect が新規メディアを要求しています。Retrospect が要求するテープまたはディス
クを挿入し、それがウィンドウに表示されてから「続ける」をクリックするか、ハードデ
ィスクの空き容量を使用するために「追加」をクリックしてから「続ける」をクリックし
ます。既存のバックアップセットの一部として既に使われているメディアは使用できませ
ん。消去済みまたは名前の正しいメディアは自動的に使われます。

Retrospect から新規メディアが要求されたので、メディアを挿入したらから新規メディアが要求されたので、メディアを挿入したら
「「1-Backup を使用できません。すでにバックアップセットに属していまを使用できません。すでにバックアップセットに属していま
す。」と表示された。す。」と表示された。

これは、誤って消去することを防ぐための仕様です。このメディアを消去して現在のバッ
クアップで使用する場合は、ツールバーから「消去」をクリックし、必要に応じて「続け
る」をクリックします。メディアを消去すると、そのメディアが属していたバックアップ
セットから、このメンバーのエントリが削除されます。

Retrospect から特定のメディアから特定のメディア が要求されたが、「が要求されたが、「2-Backup はこのバックはこのバック
アップセットのメンバーではありません。」と表示された。名前は正しいのでアップセットのメンバーではありません。」と表示された。名前は正しいので
すが、作成日が異なっています。すが、作成日が異なっています。

同名のメディアが 複数あることを意味しています。この症状は、新規メディアに書き替え
バックアップを行い、後で古いメディアに標準バックアップを行ったときに発生すること
があります。可能な場合は、正しいテープ、ディスク、または CD/DVD を探して復元を行
ってください。

他のメディアを試し、使用中のカタログと一致するものがあるかどうかをチェックしま
す。

目的のファイルが保存されているメディアが確実にわかっている場合は、そのカタログを
再構築します。「ツール」>「カタログの修復」をクリックし、適切な修復機能を選択し
てカタログを再作成します。詳しくは、カタログの再作成を参照してください。

Retrospect から要求されたメディアがない。から要求されたメディアがない。

どこにメディアがあるかわかっていて、現在は利用できなくてもバックアップは実行しな
ければならない場合は、次のように操作します。「選ぶ」をクリックし、「スキップ」を
クリックします。Retrospect は、要求したメンバーの残り容量がないとみなし、新規メデ
ィアへの差分バックアップを行います。要求されたメンバーに既にバックアップしてある
ファイルは、バックアップされません。次のバックアップでは新規メンバーが要求され、
復元を行う際は両方のメンバーが必要になります。

「スキップ」をクリックすると、スキップしたメンバーの残りの空き容量があってもそれ
を利用できなくなります。
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要求されたディスクやテープについて、破損または紛失した、あるいは消去されているこ
とがわかっている場合は、次のように操作してください。バックアップセットの先頭メン
バーの場合は、新規バックアップセットを開始するか、使用中のバックアップセットに書
き替えバックアップを行うのが最も簡単です。いずれの場合も、新しいメディアが要求さ
れ、バックアップセットの新しい先頭メンバーになります。先頭メンバー以外の、利用可
能なメンバーで差分バックアップを続行したい場合は、「選ぶ」をクリックし、「紛失」
をクリックします。Retrospect が新しいメディアへのバックアップを開始します。紛失し
たメンバーにバックアップされていたファイルは、次の差分バックアップ中に、（可能な
限り）バックアップされます。

バックアップの開始時に、「カタログがバックアップセットと一致していませバックアップの開始時に、「カタログがバックアップセットと一致していませ
ん」と表示された。ん」と表示された。

そのメディアを使用してカタログを更新します。

詳しくは、カタログの更新を参照してください。

「カタログファイルのチェックサム」エラーが表示された。「カタログファイルのチェックサム」エラーが表示された。

特定のバックアップセットだけでエラーが発生する場合は、そのカタログを修復してから
操作し直します。

詳しくは、カタログの更新を参照してください。

検証エラーが表示された。検証エラーが表示された。

使用している検証の種別によって、Retrospect は各種のエラーを表示します。

完全検証完全検証では、検証先メディアのファイルが検証元メディアのファイルと比較されます。
特定のファイルについて、「修正日時が違います」と表示された場合は、バックアップ中
にファイルが修正された可能性があります。その場合は、何もする必要はありません。そ
のファイルは、次のバックアップのときにコピーされます。

「ファイル...は、オフセット...で比較できませんでした」などのエラーは、ほとんどの場
合、通信バス（SCSI や ATAPI など）に関する問題です。再度バックアップを行い、ファ
イルをコピーし直してください。

「オフセット」エラーメッセージが表示された場合は、無視できない重大なデータ破損の
可能性があります。エラーがほとんどの元ボリューム（クライアントを含む）で起こる場
合や、バックアップコンピュータに接続された元ボリュームで起こる場合は、通信バスに
関するトラブルシューティングを行ってください。エラーがネットワーク経由でバックア
ップされる特定の元ボリュームだけで起こる場合は、該当するコンピュータの通信バスや
ネットワーク接続に関するトラブルシューティングを行ってください。

FireWire および USB デバイスのトラブルと SCSI のトラブル、およびネットワークのト
ラブルシューティングのテクニックを参照してください。ディスクの診断ソフトウェアを
使って、問題のあったボリュームを検査することも検討してください。

メディア検証メディア検証では、検証先メディア上のファイルの MD5 ダイジェストが、コピー元から
ファイルをコピーする際に生成された MD5 ダイジェストと比較されます。
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これらの MD5 ダイジェストが一致しないことが報告される場合、通常は検証先メディア
に問題があります（メディアの破壊、不良ディスクセクタへのデータ書き込みなど）。バ
ックアップセットのメディアに問題がないかチェックします。問題を解消できない場合
は、新しいメディアにバックアップします。メディア検証エラーを生成するファイルは、
定義上、検証先のバックアップセットのファイルと一致しないファイルです。したがっ
て、これらのファイルは次のバックアップ時にバックアップ先に再度コピーされます。

特定の状況では、Retrospect はバックアップ時に生成された MD5 ダイジェストにアクセ
スすることができません。この問題は、Retrospect 11.0 より前のバージョンを使用して作
成されたすべてのバックアップと、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジェ
ストを生成」環境設定が無効になった状態で行われたバックアップで発生します。詳しく
は、検証環境設定を参照してください。これらの場合でも、Retrospect はバックアップセ
ットメディア上のすべてのファイルが読み取り可能であるかどうかをチェックします。

実行が完了しても、自動環境設定どおりに実行が完了しても、自動環境設定どおりに Retrospect が終了、ログオフ、再が終了、ログオフ、再
起動、システム終了しない。起動、システム終了しない。

Retrospect が終了、ログオフ、再起動、システム終了のいずれかの状態になるのは、自動
実行モードで、なおかつ、先読み時間内（スケジュール環境設定を参照）に他の操作がス
ケジュールされていない場合だけです。

基本動作を起動すると自動的に対話モードになり、スクリプトを起動すると自動実行モー
ドになります。Retrospect がコピーしている間に、「制御」メニューを使ってモードを切
り替えます。

Macintosh クライアントがバックアップ後にシステム終了しない。クライアントがバックアップ後にシステム終了しない。

Retrospect が Macintosh クライアントコンピュータをシステム終了するのは、以下の 4 つ
の条件をすべて満たす場合です。

• 「終了時にシャットダウン」オプションがスクリプトのクライアントオプション
でオン（デフォルト）になっている。

• クライアントが「バックアップを待機中」というダイアログボックスを表示して
いる。

• クライアントに対して、先読み時間内（スケジュール環境設定を参照）に別のバ
ックアップがスケジュールされていない。

Retrospect が特定のクライアントボリュームをバックアップしない。が特定のクライアントボリュームをバックアップしない。

バックアップスクリプトが元ボリュームを含んでいることを確認します。

クライアントボリュームがプライベートに指定（アクセス制御環境設定を参照）されてい
ないことを確認します。

クライアントコンピュータで使用するためにクライアントボリュームがマウントされてい
ることを確認します。Mac OS では、ボリュームアイコンがデスクトップ上にあります。
Windows では、ドライブ文字にアクセスできます。

元ボリュームとして特定のクライアントボリュームではなくクライアントコンテナを使用
して、クライアントに接続されたすべてのボリュームを選択します。次に、「設
定」>「クライアント」に進み、問題のクライアントのプロパティで、プロパティウィン
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ドウの「ボリューム」タブをクリックし、リストボックスから「クライアントデスクトッ
プ」を選択します。

クライアントコンテナの使い方については、クライアントの設定を参照してください。

バックアップ中にクライアントがクラッシュする。バックアップ中にクライアントがクラッシュする。

Proactive Backup のトラブルのトラブル

ドライブにメディアが存在しているのに、ドライブにメディアが存在しているのに、Proactive Backup は「メディア」は「メディア」
を要求している。を要求している。

Proactive Backup は、元ボリュームをバックアップするために特定のメディアメンバーが
必要であると報告しています。さらに多くのメディアを必要としているバックアップセッ
トを特定するには、Proactive Backup の状況ウインドウで「バックアップセット」タブを
クリックし、「メディア」という状況が表示されているバックアップセットを探します。

メディアを必要としているバックアップセットにまだ一度もバックアップしたことがない
場合は、新規のメディアや消去されたメディアを使用できます。Proactive Backup を停止
し、「設定」>「デバイス」を使用して、必要なメディアを消去し、Proactive Backup を
再起動します。

それでも Proactive Backup がメディアを受け付けない理由を特定できない場合は、「バッ
クアップ」> 「バックアップ」を使用して、該当するバックアップセットにバックアップ
を開始します。要求しているメディアを示すウィンドウが表示されます。

Proactive Backup がバックアップを完了しても、がバックアップを完了しても、Retrospect が終了しない。が終了しない。

Proactive Backup は継続的に実行するように最適化されています。実行予定の別のスクリ
プトがあれば、Proactive Backup が実行中でも、予定時刻になるとそれらのスクリプトが
起動されます。

Proactive Backup の実行時間を限定 （たとえば、毎日 7:00 A.M.〜 7:00 P.M.まで）すれ
ば、バックアップサーバの停止時刻後に Proactive Backup に影響を与えずに Retrospect
を正常に終了できます。次のスクリプトを起動するようにスケジュールされている場合
は、Retrospect が自動的に起動されます。

Retrospect Client コントロールパネルの「コントロールパネルの「Proactive Backup のスケジューのスケジュー
ル」に「できるだけ早く」が設定されているのに、クライアントのバックアッル」に「できるだけ早く」が設定されているのに、クライアントのバックアッ
プはすぐに実行されなかった。プはすぐに実行されなかった。

「できるだけ早く」環境設定では、クライアントは Proactive Backup からのポーリングを
待機するだけであり、クライアントが自らサーバに連絡することはありません。一方、
Proactive Backup は他の元ボリュームのバックアップや他のクライアントのポーリングに
時間を取られていたり、スケジュールに従って動作していないことさえあります。
Retrospect は「できるだけ早く」に設定されたクライアントをポーリングするときに、ク
ライアントのバックアップを実行します。

詳しくは、早期バックアップを許可を参照してください。
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復元のトラブル復元のトラブル

復元を開始するには、まず復元の元となるバックアップセットを選択します。Retrospect
はその後、ファイルの保存先となるボリュームの選択、ファイルの照合または選択、メデ
ィア要求、コピー、必要に応じてアクセス権の設定という段階をふみます。

バックアップセットの選択に問題がある。バックアップセットの選択に問題がある。

目的のバックアップセットがリストに表示されない場合は、「更に」ボタンをクリックし
ます。バックアップセットのカタログが利用できる場合は、「開く」をクリックします。
カタログをメディアから再作成する場合は、「再作成」をクリックします。

バックアップセットの選択後に、「カタログファイルのチェックサム」エラーが表示され
た場合は、エラー -641（チェックサムが一致していません）を参照してください。

復元の元となるメディアが、「バックアップセット選択」ウィンドウに表示さ復元の元となるメディアが、「バックアップセット選択」ウィンドウに表示さ
れない。れない。

ハードドライブ内のバックアップセットに対応するカタログファイルを Windows エクス
プローラで検索します。対象のカタログファイルには、Retrospect の「記憶装置」ウィン
ドウに表示されたメディアと同じ名前が付いています。たとえば、テープの名前が
「1-Backup」の場合は、「Backup」というカタログファイルを検索します。そのカタロ
グファイルをダブルクリックして、カタログの位置を Retrospect に認識させます。

ハードドライブ上にカタログファイルが見つからない場合は、「ツール」>「カタログの
修復」をクリックし、カタログを再作成する機能（カタログの再作成を参照）を選択しま
す。

復元したいファイルが見つからない。復元したいファイルが見つからない。

「ファイルを復元」を選択した場合は、選択したスナップショットが目的のボリュームに
対応していることを確認します。デフォルトでは、選択したファイルのプレビューブラウ
ザには、バックアップされたハードディスクと同じ順序で、ファイルやフォルダがアルフ
ァベット順に表示されます。目的のファイルが見つかったら、そのファイルをダブルクリ
ックし、復元対象としてマークします。ファイルが見つからない場合は、「編集」メニュ
ーから「検索」を選択し、ファイル名やその他の属性などを使って検索します。アイコン
は、バックアップセットのメンバーが失われていることを示しています。

ファイルの旧バージョンを復元する場合は、「復元」>「ファイルの検索」を使用しま
す。指定したファイルまたはフォルダの名前を検索します。必要なら、「追加選択」をク
リックして Retrospect のセレクタインターフェイスを使用しファイルの検索を行います。

復元とセレクタの使い方を参照してください。

メディアから古いスナップショットを復元中に、利用可能なスナップショットメディアから古いスナップショットを復元中に、利用可能なスナップショット
が見つからないというメッセージが表示される。が見つからないというメッセージが表示される。

以下の 2 つの原因が考えられます。

• 「復元用に元スナップショットを保存」オプション（カタログファイル実行オプ
ションを参照）をオフにした。
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• バックアップを完了前にキャンセルした。→ Retrospect はバックアップが完了し
てからボリュームにスナップショットを保存します。

挿入したメディアを挿入したメディアを Retrospect が拒否し、名前は正しいが作成日が違うといが拒否し、名前は正しいが作成日が違うとい
うメッセージを表示する。うメッセージを表示する。

同名のメディアが 複数あることを意味しています。これは新しいメディアに書き替えバッ
クアップを行い、その後で古いテープ、ディスク、CD/DVD に復元を行ったときに発生し
ます。可能な場合は、正しいメディアを探して復元を行ってください。

他のメディアを試し、使用中のカタログと一致するものがあるかどうかをチェックしま
す。

目的のファイルが保存されているメディアが確実にわかっている場合は、そのカタログを
再構築します。「ツール」>「カタログの修復」をクリックし、適切な修復機能を選択し
てカタログを再作成します。詳しくは、カタログの再作成を参照してください。

復元のコピー中にディスク容量が限界に達した。復元のコピー中にディスク容量が限界に達した。

復元先のボリュームに、ファイルを復元するための容量が十分にないことを示します。フ
ァイルを移動または削除して容量を増やすか、復元するファイルの数を少なくします。圧
縮ユーティリティを使用したボリュームを復元する場合は、バッチモードでファイルを復
元します。さらに、復元バッチ間で圧縮ユーティリティを使い、次のファイルバッチを保
存できるように圧縮します。

復元後に、復元後に、NTFS セキュリティ許可が設定されていない。セキュリティ許可が設定されていない。

スナップショットを使用して復元し、セキュリティ情報をコピーするためのオプションを
オンにしておく必要があります。Windows セキュリティオプションとフルバックアップ
からの復元を参照してください。

復元後、復元後、Mac OS ファイル共有アクセス権が設定されない。ファイル共有アクセス権が設定されない。

Mac OS X で、動作中のシステムボリューム以外のボリュームに復元する場合は、そのボ
リュームについて、事前に Finder の「情報を見る」を使用してください。情報ウィンドウ
の「アクセス権」を選択して、「このボリューム上のアクセス権を無視する」オプション
をオフにしてください。

詳しくは、Mac OS ファイルサーバの復元を参照してください。

Macintosh の新しいハードディスクへの復元後、デスクトップ上のボリュームの新しいハードディスクへの復元後、デスクトップ上のボリューム
アイコンが正しく表示されない。アイコンが正しく表示されない。→この現象はよく起こります。この現象はよく起こります。

コンピュータを再起動します。

復元後に、復元後に、Macintosh クライアントのサブボリューム定義が不正になる。クライアントのサブボリューム定義が不正になる。

多数のフォルダの復元操作を行った後に、サブボリューム定義が識別し直される場合があ
ります。サブボリュームは不正なフォルダと関連付けられたために、Retrospect のボリュ
ーム選択ウインドウとブラウザで不正な名前を持つ場合があります。この原因は、フォル
ダの非表示のディレクトリ識別番号を処理しなかったためです。
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この問題は稀に発生しますが、これを防ぐには、宛先ボリュームを消去するかフォーマッ
トしてから、Retrospect の「ボリューム全体を復元」機能を使用してください。サブボリ
ュームの誤りを回避するには、大規模な復元操作（ディスク全体の復元など）を行った後
にすべてのサブボリュームの名前や正しさを確認します。ボリューム全体の復元を行った
後に、ボリューム上の各サブボリュームを再定義する必要があります。

データの検索やクライアントへのデータの復元が実行できない。データの検索やクライアントへのデータの復元が実行できない。

以下の手順に従います。

1. クライアントへのアクセスを試します。クライアントデータベースからクライア
ントを選択したら、ツールバーから「プロパティ」をクリックします。「更新」
ボタンをクリックし、Retrospect がクライアントに接続できることを確認しま
す。

2. 「設定」>「ボリューム」に進み、データの復元先のボリュームを選択し、ツール
バーから「プロパティ」をクリックします。復元するファイルを格納するための
空き容量がボリュームに十分にあることを確認し、属性の行にロック記号が表示
されていないことを確認します。属性の行が表示されていなければ、ボリューム
はロックされていません。

データの復元先のボリュームがロックされていないことと、十分な空き容量があることを
確認したのに、復元が正常に実行されない場合は、「障害発生時の復旧」を参照してくだ
さい。

FireWire およびおよび USB デバイスのトラブルデバイスのトラブル

FireWire または USB デバイスはさまざまなトラブルが原因で問題が発生します。

ハードウェアのトラブルハードウェアのトラブル

• デバイスを分離します。チェーン上の別のデバイスがバックアップ機器の通信を
妨害する場合があります。ご使用のバックアップデバイスを、ハブや別の
FireWire/USB デバイスを経由してコンピュータに接続している場合は、そのバッ
クアップデバイスを取り外し、コンピュータのポートに直接つないでみます。既
にコンピュータに直接つないでいる場合は、ポートを変更してみてください。問
題が引き続き発生した場合、他のデバイスを接続せずに、以下の項目を確認しま
す。

• ケーブルが損傷している可能性があります。コンピュータとデバイスを接続して
いるケーブルを交換してみます。

• コンピュータのシステム基板または FireWire/USB アダプタに問題が発生した可能
性があります。可能であれば、Retrospect を別のコンピュータにインストールし
て、そのデバイスだけを試してみます。

メディアのトラブルメディアのトラブル

• メディアの損傷や欠陥による問題かどうかを確認するため、新しいメディアを試
してみます。できるだけ、別のメーカーのメディアを使用してみます。メディア
のメーカーによってドライブに問題が起こる場合があります。ご使用のドライブ
で推奨されるメディアのメーカーについては、ドライブのメーカーの対応表を確
認してください。

• テープドライブをご使用の場合、クリーニングカートリッジを使用してヘッドを
清掃します。
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ファームウェアファームウェア/ソフトウェアのトラブルソフトウェアのトラブル

• ご使用のコンピュータについて、USB または FireWire ファームウェアが最新のも
のに更新されていることを確認します。ハードウェアのメーカーは、USB または
FireWire の問題を解決するために、ファームウェアのアップデートをリリースし
ています。アップデートについては、メーカーの Web サイトを検索してくださ
い。Retrospect は、「デバイス状況」（または「環境」）ウィンドウのバージョ
ン欄に、使用しているドライブの最新のファームウェアを表示します。
Retrospect Web サイトには、ファームウェアのバージョンに関連した問題につい
て確認済みの問題が記載されています。

• FireWire および USB アダプタドライバを更新または再インストールします。ドラ
イバが損傷していると、発見しにくい問題となる可能性があります。メーカーの
Web サイトから更新するドライバを確認します。

• バックアップソフトウェアがデバイス用にインストールしたドライバを含め、ご
使用のコンピュータから他のサードパーティのバックアップソフトウェアを完全
にアンインストールします。

新しいメディアに関して記載されたすべての問題を調べ、それでもエラーが発生する場合
は、バックアップデバイス自身が損傷している可能性があります。さらに診断やテストを
行うか、修理や交換を行うかについて、ご使用のドライブのメーカーに相談してくださ
い。

SCSI のトラブルのトラブル

SCSI チェーンが正しく設定されていないと、通信エラーが発生し、コピー操作中にデータ
が破損したり、システムに障害が発生したりする可能性があります。SCSI のトラブルが発
生した場合は、以下のアドバイスに従ってください。

また、USB/USB 2.0/USB 3.0や、ご使用の SCSI カードのユーザガイド、デバイスのマニ
ュアルも参照してください。

SCSI バスに通信エラーが発生した場合は、以下のようなメッセージが表示されます。

• ファイル「Tech Note」：データオフセット 3,253 で比較できませんでした。
• 読み取りトラブル:"1-Office Backup 2" (0), エラー -102（通信トラブル）
• 書き込みトラブル:"1-Macbeth" (0), エラー -205（保存メディアへのアクセスが失
われました）

上記のようなエラーは、SCSI の設定ミスが原因と考えられます。ターミネータ（終端）、
特定のデバイス、ケーブルの接続、デバイスの順序などに問題があります。SCSI バス通信
エラーの最も一般的な原因は、ターミネータの問題か SCSI ケーブルの不良です。ターミ
ネータを変更する、パワーターミネータを使用する、ケーブルを変更する、SCSI チェーン
上のデバイスを分離する、デバイスを別のコンピュータに移動する、などを試してくださ
い。テープドライブの場合、ドライブのヘッドを清掃し、それでも効果がなければ、別の
テープを試します。

ターミネーションターミネーション

終端の一般的ルールは、1 つの SCSI バスに 2 つのターミネータのみを使い、バスの両端
を終端するということです。SCSI バス上のデバイスが 1 台しかない場合は、SCSI カード
が内蔵のターミネータを持つため、ターミネータは 1 つですみます。また、SCSI 周辺装
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置の中には、ターミネータが内蔵されているものがあります。これは、SCSI チェーンの末
端におかなければなりません。

特殊なターミネーションの条件については、ハードウェアのユーザガイドを参照してくだ
さい。

SCSI ケーブルケーブル

SCSI ケーブルの接続不良や、ケーブルのゆるみも、通信エラーの原因です。すべてのケー
ブルをチェックし、各コネクタがきちんと接続されていることを確認します。SCSI バスの
総延長は、6 メートルを超えないようにします。なるべく 30 〜 100 センチの短いケーブ
ルを使用し、180 センチ以上のものは使用しないでください。

デバイスの順番と競合デバイスの順番と競合

デバイスの順番ミスと競合によるエラーを防ぐには、まず各デバイスに固有の SCSI アド
レスが割り当てられていることを確認します。デバイスの SCSI アドレスをチェックする
には、「設定」>「デバイス」をクリックします。次に、「環境」タブをクリックする
と、すべてのデバイスが表示されます。今後の参考のために、このウィンドウを印刷して
おいてください。正しく接続され、電源も入っているデバイスが表示されないなどの問題
が発生した場合は、SCSI デバイスの順番を変更するか、不要なデバイスを一時的に取り外
します。さらに、各デバイスに固有の SCSI ID が割り当てられていることを確認します。

スキャナやリムーバブルディスクドライブなど、一部のデバイスの中には、特に電源をオ
フにしたときに SCSI バスの通信障害の原因となるものがあります。SCSI の通信エラーが
発生した場合は、コンピュータを使用するときに、すべての SCSI デバイスがオンになっ
ていることを確認します。SCSI の通信エラーが発生しなくても、コンピュータを起動する
前に、すべての SCSI 周辺装置をオンにしておくことをお勧めします。また、コンピュー
タをシャットダウンするまでは、SCSI デバイスのスイッチを切らないようにしてくださ
い。

未解決の未解決の SCSI トラブルトラブル

すべてが正しく SCSI チェーンに設定されているのに、まだ SCSI には予測できないエラ
ーがあります。このようなエラーは、SCSI の「ルール」に従っているため、理論的には起
こるはずがない類のものです。SCSI でこのような予測不能なエラーが起きた場合は、チェ
ーン上のデバイスの再配置、ターミネータの変更、新しい ID の割り当て、または SCSI ケ
ーブルの交換を行う必要があります。短いケーブルは長いケーブルよりも問題が発生する
可能性が低くなります。SCSI は、理論的には十分に定義されたルールと期待される結果を
持ちますが、実際には、予期しないことが起こる場合があります。

ネットワークのトラブルシューティングのテクニックネットワークのトラブルシューティングのテクニック

テストとテストと Pingによるによる TCP/IP 通信の確認通信の確認

ネットワーク状況ウインドウの「テスト」ボタンを使用して、Retrospect が TCP/IP を経
由してネットワーク上のコンピュータに接続し、クライアントソフトウェアと通信できる
ことを確認します。「テスト」をクリックし、IP アドレス、DNS 名、または WINS 名を
入力します。Retrospect がエラー –541 を表示した場合、それは入力したアドレスのコン
ピュータに接続したが、クライアントソフトウェアが応答しなかったことを示します。エ
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ラー –530 は、Retrospect がコンピュータに接続できなかったことを示します。別のエラ
ーがネットワークと TCP/IP の設定トラブルを示す場合があります。そのような場合は、
別のコンピュータからバックアップコンピュータとクライアントコンピュータを ping し、
TCP/IP と通信しているかどうかを確認します。

TCP/IP を設定した Windows コンピュータには内蔵の ping コマンドがあります。ネット
ワーク上の TCP/IP Windows コンピュータから、MS-DOS のコマンドプロンプトに進み、
ここから「ping」に続いて空白と IP アドレスを入力します。

Mac OS X では、「Network Utility」
（/Applications/Utilities に配置）の「Ping」タブをクリックします。

問題となっているクライアントコンピュータから IP ping ユーティリティを使用して、ま
ずバックアップコンピュータの IP アドレスを ping します。応答により、ping 先のコンピ
ュータの TCP/IP 設定が正常に動作していることがわかります。応答がタイムアウトにな
ったり、到達不能であると報告したりする場合は、TCP/IP 設定、ネットワークインターフ
ェイスのハードウェア、またはネットワーク自身に問題があります。

バックアップコンピュータへの ping が正常に終了する場合は、そのバックアップコンピュ
ータか別のコンピュータを使用して、問題となっているクライアントコンピュータの IP ア
ドレスを ping します。

ネットワークのトラブルシューティングネットワークのトラブルシューティング

Retrospect やクライアントでネットワークに問題がある場合は、まずエラーのパターンを
特定します。問題が 1 台のクライアントで起こる場合は、そのコンピュータを調べること
からトラブルシューティングを始めます。問題が複数のクライアントコンピュータで起こ
る場合は、それらのコンピュータが共通のハブ、ルーター、ブリッジ、ゲートウェイを共
有しているかどうかを調べます。修理や交換が必要なネットワーク部品を特定できる場合
があります。複数のクライアントコンピュータで発生するエラーのパターンを特定できな
い場合は、バックアップコンピュータのネットワークハードウェアをトラブルシューティ
ングします。

Q &A
この項では、Retrospect クライアントのセットアップおよび設定、ローカルおよびネット
ワーク上のファイルのバックアップ、バックアップセット、カタログ、デバイス、メディ
アについての一般的な質問に答えます。

クライアントのセットアップに関する質問クライアントのセットアップに関する質問

クライアントに直接アクセスするためにクライアントのクライアントに直接アクセスするためにクライアントの IP アドレスを特定すアドレスを特定す
る方法はる方法は?

特定方法は、オペレーティングシステムとクライアントコンピュータの設定方法によって
異なります。クライアントが静的 IP アドレスを持つ場合は、その IP アドレスをダイレク
トアクセス方式で使用できます。一方、クライアントが DHCP サーバから動的 IP アドレ
スを自動的に取得する場合は、ダイレクトアクセス方式を使用しないことをお勧めしま
す。動的 IP アドレスは後で変更されることがあり、動的 IP アドレスを直接追加した場合
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に、Retrospect がその IP アドレスで異なるマシンを特定することがあります。代わり
に、マルチキャストまたはサブネットブロードキャストを使用する必要があります。

以下に、コンピュータの IP アドレスを特定する方法とその IP アドレスが静的か動的かを
判定する方法を示します。

Mac OS：クライアント上で やそれより古いバージョンの場合）かネットワークの環境設
定（Mac OS X の場合）を開きます。コンピュータが現在使用している「IP アドレス」が
表示されます。IP アドレスの上部には「設定」ポップアップメニューがあります。
「DHCP サーバを使用」と表示されている場合は、動的アドレスになります。「手動」と
表示されている場合は、静的アドレスになります。

Windows：DOS プロンプトを開き、「IPconfig -All」と入力すると、完全な IP 設定情報
が表示されます。

すべてのすべての Windows システムシステム：IP 設定情報には、コンピュータが現在使用している IP ア
ドレスが表示されます。IP 設定情報には、コンピュータが DHCP サーバを使用しているか
どうかも表示されます。コンピュータが DHCP サーバを使用している場合は、さらに自動
取得された IP アドレスのリース日も表示されます。設定情報に DHCP サーバやリースに
関する情報が表示されない場合は、IP アドレスは手動で指定された静的アドレスになりま
す。

クライアントの設定に関する質問クライアントの設定に関する質問

クライアントの名前を変更する方法はクライアントの名前を変更する方法は?

クライアントの名前は、バックアップコンピュータから最初にクライアントにアクセスす
るときに指定します。

すでにログインしているクライアントの名前を変更する場合は、「設定」>「クライアン
ト」をクリックし、名前を変更するクライアントをダブルクリックし、クライアントのプ
ロパティウィンドウの「ツール」タブをクリックします。「名前を変える」ボタンをクリ
ックして新しい名前を入力します。

名前の変更は既にバックアップされているファイルには影響しないので、それらのファイ
ルは古いクライアント名のままで保存されています。新しいファイルやスナップショット
は新しいクライアント名で保存されます。

パスワードを忘れたときにクライアントをログインする方法はパスワードを忘れたときにクライアントをログインする方法は?

クライアントソフトウェアをアンインストールする必要があります。アンインストール
後、コンピュータを再起動してクライアントソフトウェアを再インストールし、新しいパ
スワードを設定します。

「削除「削除...」で間違って削除したクライアントボリュームを元に戻す方法は」で間違って削除したクライアントボリュームを元に戻す方法は?

クライアントのボリュームを削除しても、そのクライアントを設定することによって、削
除したボリュームを Retrospect のボリュームリストに戻すことができます（クライアント
の設定を参照）。必要に応じて、そのボリュームを該当するスクリプトに追加することも
忘れないでください。
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バックアップに関する質問バックアップに関する質問

ハードディスクドライブにバックアップする方法はハードディスクドライブにバックアップする方法は?

ディスクバックアップセットまたはファイルバックアップセットを使用して、ハードディ
スクに保存します。バックアップセットの内容と構成要素とハードディスクドライブを参
照してください。

Snap Server やや NAS にバックアップする方法はにバックアップする方法は?バックアップデバイスとしてバックアップデバイスとして
使用できるか使用できるか?

Retrospect では、様々な方法で NAS デバイスを利用できます。NAS デバイス上で
Retrospect アプリケーションや Retrospect クライアントを実行できます。または、ファ
イルまたはディスクバックアップセットのデータの保存先として NAS デバイスを使用す
ることができます。

詳しくは、Network Attached Storage（NAS）デバイスを参照してください。

修正したファイルだけをバックアップするには修正したファイルだけをバックアップするには?

これは Retrospect によって自動的に行われます。最初のバックアップでは、選択したすべ
てのファイルがコピーされます。その後の標準バックアップでは、選択したファイルのう
ち、新規ファイルか修正したファイルだけがコピーされます。

すべてをバックアップするか、差分バックアップかを指定するにはすべてをバックアップするか、差分バックアップかを指定するには?

Retrospect はデフォルトで Progressive バックアップを行い、新規ファイルか修正された
ファイルだけをバックアップします。この動作は、バックアップ操作を設定することによ
って変更できます。詳しくは、バックアップ動作を参照してください。

バックアップ動作を設定するには、以下のように複数の方法があります。

• 基本バックアップを実行する際に、バックアップオプション（バックアップ実行
オプションを参照）を変更して設定します。

• スクリプトを実行する際は、手動実行ダイアログボックスのコンボボックス（ス
クリプトの手動実行を参照）から目的の項目を選択します。

• スクリプトスケジュール（スクリプトスケジュールの作成を参照）を作成する際
に設定します。

• バックアップセットを設定し、「メディアの制御」ボタン（「オプション」タブ
を参照）をクリックして設定します。

同一のテープ、ディスク、同一のテープ、ディスク、CD/DVD に、複数のボリュームをバックアップするに、複数のボリュームをバックアップする
にはには?

宛先ボリュームとして、1 つのバックアップセットだけを使用します。全ボリュームを一
度にバックアップするには、「ソース選択」ウィンドウで目的のボリュームを選択しま
す。連続していない複数ボリュームを選択するには Control キーを使い、連続したボリュ
ームの範囲を指定するには、Shift キーを使います。バックアップを実行すると、選択した
ボリュームが順次バックアップされます。

その後でも、同じバックアップセットに他のボリュームの標準バックアップを行うことが
できます。メディア容量の限度まで、選択したボリュームがメディアに追加されます。
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バックアップをすぐに開始する方法はバックアップをすぐに開始する方法は?

まず、Retrospect でスクリプトを作成し、そのスクリプトの起動書類（起動書類を作成す
るにはを参照）を保存します。起動書類を使用して、Windows エクスプローラからそのス
クリプトを直接開始します。

属性からファイルを選択するには属性からファイルを選択するには?

セレクタを使い、バックアップするファイルを特定します。セレクタでは、サイズ、種
類、日付など多様な属性によってファイルを実行の対象に含めたり、除外したりすること
ができます。詳しくは、セレクタの使い方を参照してください。

ネットワークバックアップに関する質問ネットワークバックアップに関する質問

昨夜何をバックアップしたかを確認する方法は昨夜何をバックアップしたかを確認する方法は? Proactive Backup によってによって
すべてがバックアップされたかを確認する方法はすべてがバックアップされたかを確認する方法は?

「バックアップレポート」には、各ボリューム毎にバックアップ操作の概要が表示されま
す。このレポートを表示するには、「レポート」>「バックアップレポート」をクリック
します。詳しくは、バックアップレポートの表示を参照してください。

「操作ログ」には、バックアップされたボリューム、コピーされたデータ量、バックアッ
プが正常に完了したかどうかなどが日時毎に表示されます。このログを表示するには、
「レポート」>「操作ログ」をクリックします。ログでは、発生したエラーも表示されま
す。詳しくは、操作ログの表示を参照してください。

最新のバックアップファイルを表示するには、「レポート」>「セッションの内容」をク
リックします。「内容レポート」ウィンドウの上部のリストから、該当するバックアップ
セットを選択し、下部のリストからセッションを選択したら、「参照」をクリックしま
す。ブラウザウィンドウには、ファイルがバックアップされた順番に表示されます。詳し
くは、セッションの内容の表示を参照してください。

特定のバックアップ時点での特定ボリュームにあるすべてのファイルを確認するには、バ
ックアップアセットのプロパティで「スナップショット」タブを表示します。詳しくは、
「スナップショット」タブを参照してください。

複数のバックアップコンピュータを同一のネットワークで同時に実行できる複数のバックアップコンピュータを同一のネットワークで同時に実行できる
かか?

問題なく実行できます。ただし、データを同時に転送すると、バックアップのパフォーマ
ンスが両方とも低下します。それぞれが物理的に異なるネットワークセグメントでバック
アップする場合は、1 つのセグメントのトラフィックが別のセグメントに影響することは
ありません。

異なるネットワークセグメント上のコンピュータをバックアップコンピュータ異なるネットワークセグメント上のコンピュータをバックアップコンピュータ
にするにはにするには?

新しいバックアップコンピュータへの移動については、Retrospect の移動を参照してくだ
さい。
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バックアップコンピュータで複数のネットワークカードを使用する方法はバックアップコンピュータで複数のネットワークカードを使用する方法は?

Retrospect Multi Server では、ネットワークのバックボーンを通過せずに複数のサブネッ
トからすべてのクライアントにアクセスすることができます。個々のネットワークセグメ
ントにネットワークインターフェイスカードを接続し、Retrospect Multi Server の高度な
ネットワーク機能（高度なネットワークを参照）を使用してそれぞれのカード/サブネット
の組み合わせに個別のインターフェイスを設定します。

Retrospect ののネットワークのポート番号はネットワークのポート番号は?

Retrospect は既知のポート番号 497 を使用します。このポート番号は、Internet Assigned
Number Authority（IANA）によって、TCP と UDP の両方に割り当てられます。

1 台のバックアップコンピュータで何台のクライアントコンピュータをバック台のバックアップコンピュータで何台のクライアントコンピュータをバック
アップできるかアップできるか?

1 台のバックアップコンピュータからアクセスできるクライアントの数に、制限はありま
せん。この場合、数はあまり問題ではなく、むしろリソースが問題となります。より高速
のバックアップコンピュータ、高容量メディアを搭載したより高速のバックアップデバイ
ス、より多くのバックアップ時間、これらが揃えば、より多くのクライアントをバックア
ップすることができます。

バックアップコンピュータが予定時間内にバックアップを完了しない場合、またはボリュ
ームのバックアップ回数を増やしたい場合は、高速のバックアップコンピュータや高速の
バックアップデバイスが必要になることがあります。

ネットワークのバックアップに時間がかかる理由はネットワークのバックアップに時間がかかる理由は?

バックアップ速度を概算するためのガイドラインなどバックアップのパフォーマンスにつ
いては、ネットワークバックアップのガイドラインとバックアップコンピュータの選択を
参照してください。

バックアップが突然遅くなったり、同様の設定であるにもかかわらず特定のクライアント
のバックアップだけが他のクライアントよりも遅くなったりする場合は、何か問題がある
と考えられます。以下の点に問題があると考えられます。

• バックアップ時のバックアップコンピュータとクライアントコンピュータのバックアップ時のバックアップコンピュータとクライアントコンピュータの
活動量。活動量。

どちらかのコンピュータで動作している他のアプリケーション（ウィルスチェックソフト
ウェアなど）が、Retrospect の処理能力を奪っています。パフォーマンスを最適にするた
めに、バックアップコンピュータで実行するアプリケーションを Retrospect だけにしてバ
ックアップを試します。

• コピーするデータ量。コピーするデータ量。

書き替えバックアップは、Progressive バックアップよりも高いパフォーマンス値を示す傾
向にあります。Retrospect は、バックアップするデータ量とは関係なく、バックアップご
とにボリューム全体の確認に時間をかけてバックアップするファイルを特定する必要があ
ります。バックアップの合計時間に占めるこのオーバヘッド時間の割合は、大量データ
（置き換えバックアップの場合または標準バックアップで空の新規バックアップセットを
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使用する場合）よりも少量データ（Progressive バックアップ）の方が高くなります。その
ため、少量データのバックアップが、大量データのバックアップよりもパフォーマンス時
間が遅くなることがあります。

Ethernet ネットワークを経由するクライアントのバックアップのサンプル値 で、 いくつ
かのバックアップのサンプルデータを示します。書き替えバックアップのパフォーマンス
値は、同一クライアントに対する初回以降のバックアップよりもかなり高くなります。こ
れは、実際にバックアップするデータ量に対してオーバヘッド時間の割合が低くなるため
です。

• バックアップセットを使用したセッションの合計数。バックアップセットを使用したセッションの合計数。

生成されるセッション数が多くなると、Retrospect がセッションを照合してバックアップ
するファイルを特定するための時間がかかるようになります。バックアップセットを書き
替えバックアップで定期的にリセットするか、新規バックアップセット バックアップで新
規メディアをローテーションに追加することで、バックアップセットのセッション数を制
限します。これにより、バックアップと復元の両方の操作がスピードアップします。

• ファイル共有。ファイル共有。

ファイル共有は、クライアントとバックアップコンピュータの両方でのコピー速度を遅く
します。ファイル共有を使用しない場合はオフにすると、ネットワークパフォーマンスの
最適化に役立ちます。

• ネットワークセグメント経由のバックアップ。ネットワークセグメント経由のバックアップ。

バックアップコンピュータとクライアントがブリッジやルーターで接続された、物理的に
異なる 2 つのネットワークに別々に存在すると、マシンからマシンへのデータの転送速度
が遅くなることがあります。ネットワークの相対的な活動やパフォーマンスに関して 2 つ
のネットワークに著しい差異があると、バックアップのパフォーマンスも影響を受けま
す。「設定」>「クライアント」からプロパティを使用して、バックアップコンピュータ
とクライアント間の接続速度を確認できます。エコー時間が標準的な環境よりも高い（た
とえば、常時 0.3 より上）場合や、パフォーマンス値（KB/秒）が標準よりも低い場合
は、ネットワーク問題がバックアップ速度に影響している可能性があります。プロパティ
を使用して、さまざまなクライアントコンピュータのパフォーマンス値を表示し、パフォ
ーマンス値を比較することで、ネットワークパフォーマンスの現在のレベルを確認しま
す。

• バックアップコンピュータやクライアントコンピュータのパフォーマンス。バックアップコンピュータやクライアントコンピュータのパフォーマンス。

どちらのマシンに問題があってもバックアップ速度に影響します。特に、ハードドライブ
の断片化、SCSI バスの問題、ネットワークの問題をチェックする必要があります。

• バックアップコンピュータの速度。バックアップコンピュータの速度。

コンピュータの各モデルが搭載するさまざまなクロック速度の CPU により、タスクの処
理速度が決定されます。たとえば、相対的に Pentium は低速で、Pentium III は高速です。
次に、同系統の CPU でも、その性能はクロックサイクル（MHz）によって異なります。
最後に、SCSI バスの速度は拡張カード間で異なるため、各モデルによる SCSI バス経由の
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データの転送速度は影響を受けます。バックアップで最適なパフォーマンスを達成するに
は、比較的高速なコンピュータで Retrospect を実行することです。

• 暗号化やソフトウェア圧縮の使用。暗号化やソフトウェア圧縮の使用。

可能であれば、バックアップメディアに暗号化を使用することや、クライアントコンピュ
ータにリンク暗号化を使用することは避けるようにします。バックアップコンピュータで
暗号化を使用する場合は、処理能力を追加して、バックアップパフォーマンスの低下を防
ぐ必要があります。ご使用のテープドライブがハードウェア圧縮機能を内蔵している場合
は、ソフトウェア圧縮よりも高速に動作するハードウェア圧縮を優先的に使用します。バ
ックアップ速度はテープの容量に影響するため、ハードウェア圧縮を使用すると、より多
くのデータをテープに保存することもできます。

クライアントの実行オプションで実際的な最低速度を決定する方法はクライアントの実行オプションで実際的な最低速度を決定する方法は?

クライアントデータベースウィンドウから、いくつかのクライアントのプロパティを参照
します。1 分ほど、各クライアントの速度を観察してください。

バックアップの完了時にバックアップの完了時に Windows クライアントコンピュータをシステム終了クライアントコンピュータをシステム終了
できるかできるか?

いいえ。たいていの PC はハードウェアスイッチを使用して電源を切る必要があるため、
Windows の Retrospect クライアントソフトウェアはソフトウェアのシステム終了をサポ
ートしていません。

あるある Windows コンピュータのシステムを別のコンピュータのシステムを別の Windows コンピュータに複製コンピュータに複製
できるかできるか?

複製はできません。Windows コンピュータの情報は、大半がそのコンピュータに固有なも
のであるからです。それぞれのカード、周辺機器、ソフトウェアプログラムには固有の設
定が必要であり、たとえ、モデルや構成が同一でも、固有の設定を別の PC に引き継ぐこ
とはできません。

クライアントを最新バージョンにアップグレードする必要があるかクライアントを最新バージョンにアップグレードする必要があるか?

Retrospect, Inc. では、クライアントで最新バージョンの Retrospect をご使用の場合は、
最新バージョンの Retrospect クライアントソフトウェアをお勧めします。

操作が予定されていない夜間に、操作が予定されていない夜間に、Macintosh クライアントで「バックアップをクライアントで「バックアップを
待機中」ダイアログボックスを表示させないようにする方法は待機中」ダイアログボックスを表示させないようにする方法は?

Retrospect クライアントコントロールパネルには、操作の実行が予定されている日時を知
る手段がありません。そのため、Retrospect クライアントコントロールパネルの環境設定
ダイアログボックスで「バックアップを待機中」を表示するオプションがオンになってい
ると、常にシステム終了を待機することになります。操作の実行が毎晩でない場合に、
「バックアップを待機中」ダイアログボックスを表示させない方法はいくつかあります。

「ファイルなし」セレクタを使用してスクリプトを作成し、そのスクリプトをバックアッ
プが予定されていない夜間に実行するようにスケジュールします。Retrospect はスクリプ
トの Macintosh 用元ボリュームをシステム終了します。
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ユーザが退社するときに、「バックアップを待機中」ダイアログボックスで「システム終
了」ボタンをクリックする必要があるのはいつの日かをユーザに伝えます。

各ユーザの Macintosh で、Retrospect クライアントコントロールパネルの「システム終了
待ち」環境設定をオフにします。夜間に Macintosh コンピュータをオンにしておく日をユ
ーザに伝えます。画面の焼き付きを防ぐためにモニタの明るさを下げるか、モニタの電源
をオフにすることを忘れないでください。

復元に関する質問復元に関する質問

ファイルをいくつか復元したはずなのに、それらがどこに存在するのかわからファイルをいくつか復元したはずなのに、それらがどこに存在するのかわから
ない。ない。

復元元のバックアップセットと同じ名前のフォルダがハードディスクのルートレベルにあ
ります。

空のフォルダを復元するには空のフォルダを復元するには?

空のフォルダも復元可能です。「ファイルのみ復元」オプションをオフ（他のオプション
は任意）に設定し、「ボリューム全体>を復元」を選択してスナップショットから復元す
れば、空のフォルダも復元されます。

1 つのバックアップスクリプトでバックアップした複数のボリュームを、すべつのバックアップスクリプトでバックアップした複数のボリュームを、すべ
て一度に復元するにはて一度に復元するには?

復元したい最初のスナップショットに関する復元スクリプトを作成し、そのスクリプトの
スケジュールを設定します。このスクリプトを複製します。最初のスクリプトのコピーを
編集し、復元する次のスナップショットを反映するように、元ボリュームと宛先ボリュー
ムを変更します。復元したいボリュームごとに、この処理を繰り返します。Retrospect
は、指定した時刻から、スクリプト名のアルファベット順に各スクリプトを実行します。

バックアップセットとカタログに関する質問バックアップセットとカタログに関する質問

「削除」でカタログを削除してしまったら「削除」でカタログを削除してしまったら?

Retrospect のリスト内で、「削除」を選択してバックアップセットのカタログを削除して
も、カタログファイルをゴミ箱にドラッグするまではハードディスクに残っています。誤
ってカタログを削除した場合は、Retrospect か Windows エクスプローラからカタログフ
ァイルを開くことができます。カタログを「削除」してしまったら、そのバックアップセ
ットをスクリプトに再び追加する必要があります。カタログを削除すると、バックアップ
セットも削除されるからです。

カタログを紛失してしまったらカタログを紛失してしまったら?

削除、破損、紛失したバックアップセットカタログは、バックアップセットの最後のメン
バーをスキャンして再作成することができます。詳しくは、カタログの再作成を参照して
ください。
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「Fast Catalog File Rebuild」オプションがオフであった場合、Retrospect はバックアップ
セットのすべてのメンバーをスキャンする必要があります。このときバックアップセット
のデータが大量であると、カタログの再作成に時間がかかることがあります。

バックアップセットからファイルを削除するにはバックアップセットからファイルを削除するには?

ほとんどの記憶装置は、バックアップセットからファイルを削除できないようになってい
ます。バックアップセットから選択したファイルだけを保存したい場合は、Retrospect の
バックアップセット転送操作を使用して、選択したファイルを別のバックアップセットに
コピーできます。詳しくは、バックアップセット転送を参照してください。

バックアップセットの名前を変更するにはバックアップセットの名前を変更するには?

Retrospect には、バックアップセットの名称を変更する機能はありません。ただし、ファ
イルバックアップセットの名称は、Windows エクスプローラで変更することができます。
その他の種類のバックアップセットの名称は変更できません。バックアップセットの名前
を変更した場合は、そのファイルバックアップセットを開いて、変更後の名前を
Retrospect に認識させる必要があります。

1 つのテープ、ディスク、つのテープ、ディスク、CD/DVD に、複数のバックアップセットを保存できに、複数のバックアップセットを保存でき
るかるか?

1 つのテープや CD/DVD に、複数のバックアップセットを保存することはできません。し
かし、1 つのディスクに複数のファイルバックアップセットやディスクバックアップセッ
トを保存することはできます。バックアップセットにリムーバブルメディアを追加する
と、メディア全体が Retrospect のバックアップセットとして使われます。

ただし、1 つのバックアップセットに複数のボリュームをバックアップすることは可能で
す。

カタログファイルを管理する最もよい方法はカタログファイルを管理する最もよい方法は?

カタログファイルは通常、10,000 個のバックアップファイルに対して 4 MB の容量になり
ます。使用頻度の高いカタログは、ハードディスクに保存しておくとよいでしょう。ハー
ドディスクの容量が不十分な場合は、次の方法もあります。

• 使用頻度の少ないカタログは、ファイルサーバに保存する。
• 古いカタログは、対応するバックアップセットにアーカイブする。
• カタログを圧縮する。詳しくは、バックアップセットの設定を参照してくださ
い。

カタログファイルの破損に備えて、それらを複製しておくことをお勧めします。

コンピュータ間でテープドライブを移動してバックアップする場合と同じ効果コンピュータ間でテープドライブを移動してバックアップする場合と同じ効果
を得るための最善の方法はを得るための最善の方法は?

ワークステーションごとに違うテープを使わない限り、コンピュータ毎に別のバックアッ
プセットを作成する必要はありません。各コンピュータで 1 つのバックアップセットを兼
用する場合、ワークステーションごとに書き替えバックアップを実行してはいけません。
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標準バックアップだけを行ってください。メディアをローテーションする場合は、新規バ
ックアップセット バックアップを行います。

バックアップ後は、バックアップセットカタログをサーバまたはリムーバブルディスクに
コピーし、ドライブを別のコンピュータに移動した時点で、そのハードディスクにカタロ
グをコピーします。Retrospect のカタログ圧縮オプション（「オプション」タブを参照）
を使用すると、カタログをできるだけ少量で保存することができます。

別の方法としては、各コンピュータからアクセスできるサーバに、カタログを保存してお
きます。また、すべてのコンピュータがネットワークで接続されている場合は、
Retrospect クライアントを購入すると手間が省けます。クライアント当たり 30 ドル未満
の場合、Retrospect クライアントソフトを利用すると、バックアップデバイスを移動する
ことなく、Windows と Mac OS コンピュータをネットワーク経由でバックアップするこ
とができます。

時間と容量を節約するためにスナップショットを保存しない場合の結果は時間と容量を節約するためにスナップショットを保存しない場合の結果は?

「復元用に元スナップショットを保存」オプション（カタログファイル実行オプションを
参照）をオフにすると、ボリュームのフォルダ階層の表示や復元が困難になります。

スナップショットが存在しない場合は、以下のことが不可能になります。

• たとえば、クラッシュ後に、バックアップ時点の正確な状態にボリュームを復元
• Windows レジストリ（ディスク全体の復元時に必要）の復元
• NTFS セキュリティ情報復元
• 空のフォルダの復元
• 復元するボリュームバックアップの参照

ファイルを復元することが必要になった場合には、どのファイルを回復するべきかを決め
るために、セレクタを使用（または、階層がない「フラットファイル」を参照）する必要
があります。これには時間がかかります。

デバイスとメディアに関する質問デバイスとメディアに関する質問

ID を認識しないを認識しない

旧バージョンの Retrospect からアップグレードした場合、これまで ID を認識しない設定
にしていたバックアップ デバイスが「ストレージ装置」ウィンドウに表示されます。 再度
認識しないように設定するには、Retrospect のナビゲーション バーで [設定] > [デバイス]
を選択します。 ［ストレージ装置］ ウィンドウで ［環境］ タブをクリックして、認識し
ない ID を選択した後、ウィンドウのツールバーの ［ID を認識しない］ ボタンをクリック
します。 変更を反映させるには、Retrospect を一度終了してから再起動してください。

マウントされた記録型ディスクマウントされた記録型ディスク

Retrospect は、ディスクを Windows Explorer にマウントして、フロッピー ディスクのよ
うに使用するソフトウェア用にフォーマットされた記録型ディスク (CD-R、CD-RW、
DVD-R、DVD-RW、DVD+R、DVR+R DL または DVD+RW ディスク) をサポートしていま
せん。 また、ディスク マウント ソフトウェアと Retrospect が両方ともバックアップ コ
ンピュータ上で実行されていると、コンフリクトが発生する場合があります。
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Retrospect の実行中にディスク マウント ソフトウェアを使用するには：

1. Retrospect を開きます。
2. [設定] > [デバイス] を選択します。
3. [環境] タブをクリックします。
4. 記録型ディスク ドライブを右クリックし、［ID を確認しない］を選択します。
5. Retrospect を閉じ、もう一度開きます。

ディスク マウント ソフトウェアの実行中に Retrospect を使用するには：

1. ディスク ドライブが空であることを確認します。
2. Retrospect を開き、ディスク ドライブ ID が ［ID を確認する］ に設定されてい
ることを確認します（［設定］ > ［デバイス］ > ［環境］を選択します)。

3. 空のディスクまたは Retrospect ですでに使用したディスクを挿入します。
Retrospect がディスクを要求するまではディスク ドライブを空のままにしておい
てかまいません。

4. ディスク マウント ソフトウェアがディスクをフォーマットしようとしたら、すべ
てキャンセルします。

DAT テープの容量が、予想よりも早くなくなる理由はテープの容量が、予想よりも早くなくなる理由は?

DDS-1 フォーマットを使用するドライブは、約 1.3 GB と 1.9 GB の圧縮されていないデ
ータ容量に対して、それぞれ 60 メートルと 90 メートルのテープをサポートします。
DDS-2 フォーマットを使用するドライブは、約 4 GB の圧縮されていないデータ容量に対
して 120 メートルのテープをサポートします。DDS-3 フォーマットを使用するドライブ
は、約 12 GB の圧縮されていないデータ容量に対して 125 メートルのテープをサポート
します。DDS-4 フォーマットを使用するドライブは、約 20 GB の圧縮されていないデー
タ容量に対して 150 メートルのテープをサポートします。

毎日使った場合で、理想的な容量より 30% 程度の減少が一般的です。

ハードウェア圧縮機能を持つドライブを使用すると、テープの容量を実質的に増やすこと
ができます。圧縮によって節約できるテープの容量は、データが圧縮されやすいものかど
うかで変わってきます。テキストは圧縮率が高く、アプリケーションは低くなります。

ネットワーク経由で少量のファイルやバックアップファイルを数多くバックアップする
と、テープの実質的な容量も減少します。

Retrospect が新規テープを要求するのは、次の 3 つのうちのいずれかの場合です。

• テープドライブの使用中に、テープの容量が限界になった場合。
• テープへの書き込み中にエラーが発生した場合。→ログを開き、エラーが発生し
たかどうかを確認します。

• バックアップセットの設定中に「スキップ」や「紛失」を選択したか、新規バッ
クアップセット バックアップを実行した場合。

テープの残り容量を知るにはテープの残り容量を知るには?

Retrospect は、バックアップの管理を容易にするためにテープの残り容量を計算します。
この残り容量を表示するには、「設定」>「バックアップセット」をクリックします。
「バックアップセットの選択」ウィンドウで、目的のバックアップセットを選択し、「プ
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ロパティ」をクリックします。そのバックアップセットを構成するメンバーの残り容量を
リストアップしたウインドウが表示されます。

残り容量は、Retrospect で新規メディアが必要になる時期を知る手段になります。算出さ
れた残り容量とは関係なく、テープが限界容量に達したことをテープドライブが報告する
まで、Retrospect はメンバーを使用します。

多くのテープドライブでは、テープの容量を動的に報告しないため、Retrospect が算出す
る残容量は正確でない可能性があります。残容量の算出値を変更してテープの実際の容量
と一致させる（独自の経験に基づく）には、「オプション」タブで説明されている「容
量」ボタンを使用します。

今夜の自動実行によるバックアップ中に、テープまたはディスクの容量が限界今夜の自動実行によるバックアップ中に、テープまたはディスクの容量が限界
になりそうな場合はになりそうな場合は?

使用中のバックアップセットのテープまたはディスクの残り容量が少なく、次のバックア
ップまでもたないと思われる場合は、新規メディアを使用するように指示することができ
ます。

新しいメンバーをスキップするには、「オプション」タブで説明している「メディア制
御」ボタンを使用してください。スキップするように設定すると、次にファイルがバック
アップセットに追加されるとき、現在のメンバーの残り容量をスキップして、新しいメデ
ィアが要求されます。

この状況が頻繁に起こる場合は、Retrospect の「空のメディアを使用」環境設定を使うこ
とを検討してください。この環境設定がオンの場合、現在のメンバーが使用できなくなる
と、Retrospect は消去されたメディアを自動的に使用します。

多くのテープを保持できるマガジンを装備する、テープライブラリというバックアップデ
バイスの購入も検討できます。1 つのテープが容量の限度に達したときには、Retrospect
はマガジンからの空のテープを使用します。

テープまたはディスクを消去する際にカタログファイルを要求されたが、カタテープまたはディスクを消去する際にカタログファイルを要求されたが、カタ
ログファイルがありません。テープを消去するにはログファイルがありません。テープを消去するには?

ディスクまたはテープを消去すると、そのメンバーの内容がバックアップセットのカタロ
グから削除されます。カタログが見つからない場合は、カタログを要求するダイアログボ
ックスが表示されます。テープを消去するため、カタログを紛失したので無視するよう
Retrospect に指示する必要があります。「設定」>「バックアップセット」と「バックア
ップセットの削除」に進み、「設定」>「デバイス」と「テープの削除」に進みます。

2 つのテープドライブがあるとき、自動実行のバックアップで両方のテープドつのテープドライブがあるとき、自動実行のバックアップで両方のテープド
ライブが使用されるかライブが使用されるか?

デバイスが同一のメカニズムを持つものである場合は、両方が使用されます。1 つのテー
プが容量の限度に達したとき、Retrospect は利用可能なドライブから、新規のテープか消
去されているテープ、または正しい名前のテープを探します。

Retrospect の高度テープサポートアドオンがある場合には、一度に両方のテープドライブ
を使って同時操作を実行することができます。
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詳しくは、複数の同時実行を参照してください。

テープの最初から再利用するにはテープの最初から再利用するには?

テープを挿入し、「設定」>「デバイス」をクリックします。テープ名を表示したデバイ
スウィンドウが表示されます。テープを選択し、ツールバーから「消去」をクリックしま
す。

バックアップセットのメンバーであるテープを消去すると、バックアップファイルが消去
されます。

古いバックアップセットのテープを再利用するには古いバックアップセットのテープを再利用するには?

使わなくなったバックアップセットのテープを再利用するには、「設定」>「デバイス」
をクリックします。テープ名を表示した「記憶装置」ウィンドウが表示されます。テープ
を選択し、ツールバーから「消去」をクリックします。次にそのバックアップセットに新
規メンバーが必要になった時は、その消去済みテープか、バックアップデバイスにある消
去済みのテープが自動的に使用されます。

古いバックアップセットのカタログも削除する必要があります。「設定」>「バックアッ
プセット」を順にクリックします。「バックアップセットの選択」ウィンドウで、そのバ
ックアップセットを選択し、ツールバーから「削除...」をクリックします。古いバックア
ップセットのカタログファイルを、ゴミ箱にドラッグします。

テープの名前を判別する方法はテープの名前を判別する方法は?

テープの名前を表示するには、「設定」>「デバイス」をクリックします。利用できるテ
ープデバイスがスキャンされ、各テープドライブ名、状態、場所、および挿入済みテープ
の名前を一覧した「記憶装置」ウィンドウが表示されます。テープが挿入されていない場
合は、挿入します。

テープの名前がわかったら、ラベルに名前を書いておくとよいでしょう。

オーディオオーディオ DAT またはまたは DV カメラデッキをバックアップに使用できるかカメラデッキをバックアップに使用できるか?

できません。

オーディオオーディオ DAT テープをテープを DAT ドライブに使用できるかドライブに使用できるか?

オーディオ DAT テープは DAT ドライブには使用できません。一部のコンピュータの DAT
ドライブではオーディオ対応 DAT テープを使用できますが、データ対応メディアの使用を
お勧めします。データ対応テープはオーディオ対応テープよりも厳しいテストに合格する
必要があります。コンピュータの最新の DAT ドライブは、Media Recognition
System（MRS）のデータ対応テープしか認識しません。
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その他の質問その他の質問

Retrospect がサマリウィンドウとブラウザに報告するファイルサイズががサマリウィンドウとブラウザに報告するファイルサイズが
Windows エクスプローラと異なる理由はエクスプローラと異なる理由は?

サイズの不一致は、指定されたファイルの論理サイズと物理サイズが異なるためです。フ
ァイルの論理サイズは、ファイルが保持する実際のバイト数です。物理サイズは、ファイ
ルがハードディスクやボリュームを占有する容量です。ファイルに対するこのような物理
サイズは、ファイルの格納場所（フロッピーディスクやハードディスクなど）によって異
なります。Retrospect では、ファイルの格納場所とは関係なく、ファイルの物理サイズに
基づいたサイズを一貫して報告します。

不要なバックアップセットを廃棄するには不要なバックアップセットを廃棄するには?

「設定」>「バックアップセット」を順にクリックします。「バックアップセットの選
択」ウィンドウで、削除したいバックアップセットを選択し、ツールバーから「削除...」
をクリックします。全スクリプトの宛先ボリュームリストから、そのバックアップセット
が削除されます。バックアップセットを完全に削除するには、Windows エクスプローラを
使用して、バックアップセットのカタログファイルもゴミ箱にドラッグする必要がありま
す。

存在しないボリュームを廃棄するには存在しないボリュームを廃棄するには?

「設定」>「ボリューム」をクリックします。「ソース選択」ウィンドウで削除するボリ
ュームを選択し、ツールバーから「削除...」をクリックします。全スクリプトの元ボリュ
ームリストから、そのボリュームが削除されます。

Retrospect の終了時に、次回のの終了時に、次回の Retrospect の実行を伝えるメッセージを表示の実行を伝えるメッセージを表示
しないようにする方法はしないようにする方法は?

「設定」>「環境設定」の順にクリックします。通知環境設定の「終了時チェック環境設
定」分類を選択し、「次のスクリプトの有効性をチェック」をオフにします。

作成したスクリプトの保存場所は作成したスクリプトの保存場所は?

Retrospect スクリプトは Config77.dat ファイルに含まれています。Config77.dat ファイ
ルは、Retrospect アプリケーションと同じフォルダか、 ..¥Documents and Settings¥All
Users¥Application Data¥Retrospectにあります。

Retrospect に対するほとんどのカスタマイズ情報も同じ場所に保存されます。

Retrospect のエラーメッセージのエラーメッセージ

バックアップ中の比較エラー、復元中の書き込みエラー、復元中や検証中の読み出しエラ
ーが検出されると、関連ファイルをリストアップしたブラウザが表示されます。実行エラ
ーのブラウザは、参考のため印刷することや、他のブラウザにコピー、ペーストして簡単
に再選択することができます。操作ログで、各ファイルに関連したエラーメッセージを参
照し、適切な対策を行ってください。
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Retrospect がネットワーク経由で操作を実行しているとき、クライアントコンピュータか
バックアップコンピュータでエラーが発生すると、バックアップコンピュータの
Retrospect で報告されます。一般に、クライアントで報告されるエラーは、Retrospect ク
ライアントソフトウェアがシステムを調査し、そのシステムをネットワーク経由で使用で
きないことが判明したときに発生します。

カタログの更新が必要ですカタログの更新が必要です

前回、バックアップセットにデータをコピーしたときに、Retrospect がカタログを更新で
きなかったことを示します。

原因は、ハードウェアや電源の障害、ディスクの容量限界、メモリの残り容量がないなど
です。

カタログを更新しても、「カタログの更新が必要」エラーが消えない場合は、そのテープ
にファイルを追加できないことを示します。処理方法には、以下の 3 通りがあります。

• 書き替えバックアップを実行する。カタログがリセットされ、メディアの内容は
消去されて、既存のバックアップファイルが削除されます。

• 「メディア制御」ボタン（「オプション」タブ）を使って、新規メディアにスキ
ップする。次のバックアップでは、強制的に新規メディアが使用されます。

• 新規バックアップセットを作成し、新規メディアにバックアップする。
再同期中再同期中（低速）（低速）

カタログの更新中またはバックアップセットの再作成中にこのメッセージが表示された場
合は、使用中のバックアップセットメディアが破損している可能性があります。

このメッセージが約 15 分以上表示される場合は、カタログの更新やバックアップセット
の再作成を停止し、ここまでのセッションを保存します。これ以降、メディアにはデータ
を追加できなくなります。このバックアップセットに対する次回のバックアップでは、新
規のメディアか消去済みのメディアが必要になります。

このエラーは、デバイス通信に問題があるときに発生することもあります。FireWire およ
び USB デバイスのトラブルと SCSI のトラブルを参照してください。

バックアップセットヘッダに異常がありますバックアップセットヘッダに異常があります

ファイルの名前や容量を記録したファイルヘッダが、紛失したり、損傷しているファイル
が見つかった場合に表示されます。

このエラーは、デバイス通信に問題があるときに発生することもあります。USB/USB 2.0/
USB 3.0と SCSI のトラブルを参照してください。

メディアの内容が不明メディアの内容が不明

メディア上にデータが見つかっても、Retrospect フォーマットのデータとして認識できな
い場合に表示されます。リムーバブルカートリッジの場合は、認識できない内容が
Retrospect 以外で保存された通常のファイルである可能性があります。大切なデータかも
しれないので注意してください。
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フロッピー、DVD-RAM、MO の各ディスクで、内容不明が表示された場合は注意してくだ
さい。Retrospect で、ディスクバックアップセットとして、このディスクを使うと、ディ
スク上のファイルは完全に消去されます。

テープの場合は、テープが破損しているか、バックアッププログラムやドライブとの互換
性がないことを示します。ハードウェア圧縮機能を備えたドライブで使用したテープを、
同じ規格のハードウェア圧縮をサポートしていないドライブで使用した場合に多く発生し
ます。以下のトラブルシューティングを行ってください。

• 挿入したテープカートリッジとテープドライブに互換性があることを確認しま
す。たとえば、DDS-4 の 150 メートル長テープは、DDS-1、2、3 のドライブで
は読み込むことができません。それぞれのテープドライブがサポートするテープ
の最新情報については、 Retrospect Web サイトを参照してください。

• テープドライブのヘッドをクリーニングします。ドライブの発売元が推奨する条
件に従って、クリーニングを継続してください。テープドライブは、特定のクリ
ーニングカートリッジを使って、定期的にクリーニングする必要があります（テ
ープドライブのクリーニングを参照）。

• 他のテープでも内容が不明と表示されるかどうかチェックします。表示されるの
が 1 本だけなら、テープが破損しているか、他のバックアップソフトウェアで書
き込まれているか、あるいは別の互換性のないテープドライブで作成された可能
性があります。すべてのテープが認識できない場合は、それらのテープがすべて
別のテープドライブで作成されたか、SCSI 設定に問題があるか、テープドライブ
が故障している可能性があります。SCSI バスのトラブルシューティングの手順に
ついては、SCSI のトラブルを参照してください。

• 可能な場合は、互換性のあるテープドライブでテープを読んでみてください。テ
ープが、あるドライブでは読めたが、同じタイプの別のドライブでは認識できな
かった場合は、そのドライブは修理が必要です。ドライブの修理が必要かどうか
判断する前に、ドライブの発売元にご相談ください。

メディアが違いますメディアが違います

次の 2 つの場合には、Retrospect からメディアが違うと報告されます。

• 破損したテープバックアップセットに追加しようとしたとき。最後にテープに追
加をしていたときにクラッシュや電源の故障があった場合は、次に追加しようと
するとバックアップセットが破損しているというエラーが出ます。このバックア
ップセットには書き込むことはできませんが、ファイルはすべて復元することが
できます。新しいバックアップセットを作成するか、同じセットに書き替えバッ
クアップを行ってください。メディアは破損していませんが、バックアップセッ
トが破損しているので、追加できない状態です。

• 異なる種類のドライブを使用してテープバックアップセットに追加しようとした
とき。ドライブの種類が混在したバックアップセットを作成するときは、同様の
種類のドライブを使ってください。

検証エラー検証エラー

次のようなメッセージは、完全検証でファイルを検証する際のエラーを示しています。

• ファイル "Home.html": 更新日時の相違
• ファイル "Bore Dimensions":オフセット 263,078 で一致しません。
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完全検証エラーは、宛先ボリュームにコピーされたファイルと、元ボリュームからコピー
されたファイルが一致しなかったと Retrospect が判断したときに発生します。問題のファ
イルは、宛先ボリュームに正しくコピーされていないと考えられます。この問題がバック
アップ中に起こったとすると、一致しなかったファイルは、次にこのバックアップセット
に標準バックアップを行ったときに再びコピーされます。

コピー中にそのファイルが使用中だったことがわかっている場合は問題ありません。単
に、バックアップから検証までの間にそのファイルが修正されたということを示します。
オフセットの検証エラーが表示された場合は、通信バスに問題があることを示していま
す。SCSI のトラブルを参照してください。

メディア検証エラーは、宛先メディア上のファイルの MD5 ダイジェストが、コピー元か
らファイルをコピーする際に生成された MD5 ダイジェストと一致しないことを
Retrospect が検出した場合に発生します。

この場合、通常は宛先メディアに問題があります（メディアの破壊、不良ディスクセクタ
へのデータ書き込みなど）。バックアップセットのメディアに問題がないかチェックしま
す。問題を解消できない場合は、新しいメディアにバックアップします。メディア検証エ
ラーを生成するファイルは、定義上、検証先のバックアップセットのファイルと一致しな
いファイルです。したがって、これらのファイルは次のバックアップ時にバックアップ先
に再度コピーされます。

特定の状況では、Retrospect はバックアップ時に生成された MD5 ダイジェストにアクセ
スすることができません。この問題は、Retrospect 11.0 より前のバージョンを使用して作
成されたすべてのバックアップと、Retrospect の「バックアップ処理中に MD5 ダイジェ
ストを生成」環境設定が無効になった状態で行われたバックアップで発生します。詳しく
は、検証環境設定を参照してください。これらの場合でも、Retrospect はバックアップセ
ットメディア上のすべてのファイルが読み取り可能であるかどうかをチェックします。

メディア要求の時間切れメディア要求の時間切れ

この場合は、操作ログで「エラー -1204（ユーザからの応答がありません）」というエラ
ーが表示されます。

エラー通知エラー通知

通常のエラーとは異なる重大なトラブルが発生しました。これが発生すると、
「assert_log.utx」という Retrospect フォルダ内にエラーログが作成されます。

このエラーが発生した場合は、コンピュータを再起動してから、エラーが発生したときに
行った操作を再度試してください。

Retrospect エラー番号エラー番号

Retrospect で操作を完了できなかった場合、エラー番号が付いたアラートが表示されま
す。この項では、いくつかの共通エラー番号について詳細に説明します。
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エラーエラー -102（通信トラブル）（通信トラブル）

バックアップコンピュータが、バックアップデバイスと通信できなくなりました。

通信バス、デバイスケーブル、ターミネータ、設定をチェックしてください。FireWire お
よび USB デバイスのトラブルと SCSI のトラブルを参照してください。

エラーエラー -107（アプリケーションメモリが不足）（アプリケーションメモリが不足）

エラー -625 と実質的に同じです。

エラーエラー -203（ハードウェア故障）（ハードウェア故障）

メディアの損傷、通信トラブル、ハードウェアの故障などにより、バックアップデバイス
が正常に動作しません。

特定のメディアを使用したときだけに発生する場合は、メディアが損傷していると考えら
れます。新規メディアに交換して試してください。他のメディアを使っても発生する場合
は、通信バスかデバイスに問題があります。バックアップデバイスとコンピュータの電源
を 2 分ほどオフにしてから、再度試してください。

FireWire および USB デバイスのトラブルと SCSI のトラブルを参照してください。

エラーエラー -204（デバイスビジー）（デバイスビジー）

このエラーは、バックアップセットのメンバーとして使用するディスクにディスクバック
アップセットのカタログを格納する場合に発生する可能性があります。カタログを、ハー
ドディスクに保存してください。

エラーエラー -205（ストレージメディアアクセス不可）（ストレージメディアアクセス不可）

バックアップ中に通信バスがリセットされたため、Retrospect がメディアと通信できなく
なった場合に発生します。

通信バスのトラブルが原因であることが多く、同時にエラー -102（通信トラブル）も発生
する場合があります。エラー-205 がエラー -102 と同時に発生した場合は、FireWire およ
び USB デバイスのトラブルおよびSCSI のトラブルを参照してください。

通信トラブルがなく、エラー –102 は起こらずにエラー –205 だけが発生する場合は、元ボ
リュームにメディア障害がないかをチェックします。

ハードドライブの中には、メディア障害を検知すると同時にバスをリセットしてしまうも
のがあります。ドライブをフォーマットするときに使用したソフトウェアを使い、ハード
ドライブのテストを行ってください。

エラーエラー -206（ドライブの障害、ヘッドの汚れ、メディア不良など）（ドライブの障害、ヘッドの汚れ、メディア不良など）

バックアップセットメディアの読み出しや書き込みが正常にできません。このエラーはバ
ックアップデバイスから報告され、次のような原因が考えられます。

• メディアに物理的な欠陥があり、交換が必要。→別のメディアに交換して試して
ください。
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• テープドライブのヘッドが汚れており、クリーニングが必要。→テープドライブ
のマニュアルを参照するか、クリーニング方法を発売元に問い合わせてくださ
い。

• 他のデバイスによる電波障害。→ SCSI バス上で、ドライブを他の電子デバイス
の近くに設置している場合は、そのデバイスを離れた場所に設置します。また他
のデバイスを一時的に取り外し、デバイス間のコンフリクトがないかをチェック
します。他のコンピュータでバックアップデバイスをテストするとともに、モニ
タや他の電子デバイスが電波障害の原因になっていないかチェックします。
FireWire および USB デバイスのトラブルおよびSCSI のトラブルも参照してくだ
さい。

• バックアップコンピュータまたはテープドライブが、クラッシュしたか、電源異
常が発生した場合にも、エラー -206 が報告されます。一部のテープドライブで
は、テープ上にデータを追加するために、データの終了（EOD）マーカが必要で
す。テープに EOD マーカが記録されていない場合は、Retrospect が次にテープ
に追加を行おうとしたときに、エラー –206 が報告されます。EOD マーカの書き
込みについてテープドライブは信頼できたとしても、バックアップコンピュータ
がシステム終了または再起動した場合や、電源の供給が中断された場合は、EOD
マーカが書き込まれない可能性があります。テープに EOD がないと、Retrospect
が次にデータを追加しようとしたときに、エラー –206 が発生します。

この問題を回避するには、次の注意に従ってください。基本操作やスクリプトで「検証」
をオフにしない。電源をオフにしたり、コンピュータを再起動する前に、テープを完全に
巻き戻すか取り出しておく。コンピュータがクラッシュした場合は、コンピュータを再起
動したり電源を切る前に、デバイスのイジェクトボタンを使って、テープを取り出すよう
試みる。

テープの EOD マーカが欠如することで、エラー –206 が発生した場合は、テープを消去す
るまで、そのテープにデータを追加することはできません。ただし、テープは物理的に損
傷しておらず、復元に使用することはできます。Retrospect の修復機能では、このテープ
を修復することはできません。このテープをバックアップやアーカイブで使用するには、
「設定」>「バックアップセット」で、そのテープのバックアップセットをリセットする
か、「設定」>「デバイス」でテープを消去します。

複数のメディアについてエラーが見られ、上記の可能性が排除された場合は、デバイスの
故障の可能性があります。発売元に問い合わせてください。

エラーエラー -503（バックアップクライアントがオフにされています）（バックアップクライアントがオフにされています）

操作を開始する前に、クライアントがクライアントコンピュータのユーザによってオフに
されています。クライアントを再起動すると、Retrospect クライアントコントロールパネ
ルが自動的にオンになります。

エラーエラー -505（バックアップクライアントが予約されています）（バックアップクライアントが予約されています）

クライアントが別のバックアップコンピュータによって使用されています。クライアント
を同時に 2 台以上のバックアップコンピュータでは使用できません。

このエラーは、操作中にバックアップコンピュータまたはクライアントコンピュータがク
ラッシュするときにも発生します。両方のコンピュータを再起動してください。
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エラーエラー -507（パスワードが不正です）（パスワードが不正です）

パスワードが正しく入力されているかどうかを確認してください。パスワードでは大文字
小文字を区別するので、正しく入力する必要があります。ライセンスコードではなく、ク
ライアントのパスワードを入力していることを確認します。

クライアントのパスワードを思い出せない場合は、Retrospect クライアントソフトウェア
をアンインストールし、クライアントコンピュータを再起動してから、新しいパスワード
でクライアントソフトウェアを再インストールしなければなりません。

エラーエラー -508（アクセスが停止しました）（アクセスが停止しました）

操作中に、クライアントユーザが Retrospect クライアントコントロールパネルをオフにし
ました。このエラーが起きると、バックアップコンピュータはエラーを記録し、次のクラ
イアントに移ります。

エラーエラー -515（（Piton プロトコルのエラーです）プロトコルのエラーです）

ネットワーク経由で転送中に、データが壊れていることがわかりました。原因としてハー
ドウェア障害が考えられます。

エラーのパターンを調べます。問題が 1 台のクライアントだけに起こる場合は、そのクラ
イアントのネットワークコネクタかネットワーク接続に問題があると考えられます。問題
が複数のクライアントで起こり、エラーに一貫したパターンがなければ、バックアップコ
ンピュータのネットワークカードかネットワーク接続、またはすべてのネットワークトラ
ンザクションに共通するゲートウェイかルーターに問題があると考えられます。詳しく
は、ネットワークのトラブルシューティングのテクニックを参照してください。

エラーエラー -519（ネットワーク通信に失敗しました）（ネットワーク通信に失敗しました）

バックアップコンピュータとクライアントコンピュータが通信を停止しました。エラーが
発生する状況と対策を以下に示します。

バックアップ中にユーザがクライアントをシステム終了したか、またはバックアップ中に
クライアントが失敗したか、ネットワークから切断された。→クライアントが失敗した原
因やネットワーク通信リンクの故障箇所（ルーター、ブリッジ、ハブ、個々のネットワー
クコネクタなど）を特定してください。問題がソフトウェアのコンフリクトにあるかどう
かを特定するには、次の項目が役立ちます。

バックアップ中にユーザがクライアントで実行しているアプリケーションが多すぎるか、1
つのアプリケーションがコンピュータの処理能力の大半を消費している。→クライアント
がアイドル状態のときに、バックアップをスケジュールしてください。

ハードウェアやソフトウェアに起因するネットワーク通信の問題によって、トランザクシ
ョンの信頼性が低下する。→クライアントの故障したネットワークコネクタがエラーの原
因になります。故障したネットワークコネクタがエラーの原因かどうかを特定するには、
コネクタを隣接する正常なコンピュータのコネクタと交換してみます。詳しくは、ネット
ワークのトラブルシューティングのテクニックを参照してください。

ハードディスクの不良や故障によって、クライアントコンピュータがハングアップする。
クライアント上のハードディスクのリードライトが「オン」のまま点滅しないために、ク
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ライアントを再起動する必要がある場合は、ハードディスクが故障しているか、ハードデ
ィスクのファームウェアやソフトウェアにバグがあります。ハードディスクがハングアッ
プする場合は、ドライバをドライブメーカー提供の最新バージョンに更新します。次に、
ディスクチェックプログラムを実行してみます。

ネットワークソフトウェアがネットワークハードウェアと互換性がない。→古いソフトウ
ェアに問題がある可能性があります。ご使用のネットワークハードウェアに対応する最新
のネットワークソフトウェアを使用してください。

エラーエラー -525（名前（名前/ログインの競合）ログインの競合）

一般にこのエラーは、クライアントがアンインストール後に再インストールされたとき
か、ログインされていないクライアントソフトウェアに交換されたときに起こる傾向にあ
ります。

バックアップコンピュータで、「設定」>「クライアント」に進み、問題が発生している
クライアントを選択して削除します。「追加...」をクリックしてネットワーク状況ウィン
ドウに進み、同じ名前のクライアントを追加します。クライアントをスクリプトに追加し
ます。

エラーエラー -527（バックアップクライアントの名前が変更されています）（バックアップクライアントの名前が変更されています）

別のバックアップ管理者が、別のバックアップコンピュータからクライアントの名前を変
更しています。単にクライアントを設定し直し、クライアントデータベースで名前を更新
します。

エラーエラー -530（バックアップクライアントが見つかりません）（バックアップクライアントが見つかりません）

Retrospect は、ネットワークでクライアントコンピュータを見つけることができません。
クライアントコンピュータがネットワークに接続されてオンになっていることと、節電ソ
フトウェアが電源をオフにしていないことを確認します。モバイルコンピュータの場合
は、「一時休止」や「スリープ」モードでないことを確認します。一時休止している
Windows コンピュータは再起動すると、Retrospect から参照が可能になります。クライ
アントが最新バージョンの Retrospect クライアントソフトウェアを使用しており、起動時
にロードされていることを確認します。

最新バージョンでない場合や起動時にロードされていない場合は、クライアントサービス
がシステム起動時にロードされませんや Retrospect クライアントがシステム起動時にロー
ドされませんの指示に従います。

「設定」>「ボリューム」から「プロパティ」を使用して、バックアップコンピュータと
クライアント間で接続テストを行います。バックアップコンピュータがクライアントと接
続できる場合は、Retrospect が測定した転送レートを KB/秒で表示します。ping も試して
みます（テストと Ping による TCP/IP 通信の確認を参照）。

エラーエラー -540（サービス作成中の障害）（サービス作成中の障害）

Retrospect は、Windows クライアントに正常にアクセスできませんでした。
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エラーエラー -541（バックアップクライアントがインストールされていないか、動作（バックアップクライアントがインストールされていないか、動作
していません）していません）

バックアップコンピュータは、IP アドレスでクライアントコンピュータを参照できます
が、クライアントソフトウェアが動作していません。

クライアントコンピュータがオンになっていることと、節電ソフトウェアが電源をオフに
していないことを確認します。モバイルコンピュータの場合は、「一時休止」や「スリー
プ」モードでないことを確認します。クライアントソフトウェアを再起動し、再度試しま
す。

Retrospect クライアントコントロールパネルを開き、「状況」フィールドのエラーメッセ
ージから、クライアントソフトウェアが動作しない原因を確認します。クライアントソフ
トウェアを再インストールする必要がある場合もあります。

バックアップコンピュータに複数の Ethernet カードが取り付けられている場合は、そのこ
とが問題の原因である可能性もあります。詳しくは、Retrospect Knowledgebase（
www.retrospect.com/jp/knowledgebase）の「Troubleshooting multiple ethernet cards on
a Retrospect Client running Windows」を参照してください。

エラーエラー -594（サーバとの通信が切断）（サーバとの通信が切断）

このエラーは、Retrospect の「利用可能な更新を自動でチェック」環境設定が有効になっ
ているときに、更新のダウンロード中に Retrospect が更新サーバへの接続を失った場合に
発生します。

エラーエラー -625（メモリ不足です）（メモリ不足です）

メモリの残り容量が不十分なので、Retrospect の作業を続行できません。このエラーは、
ボリュームとカタログのスキャン時に多く発生します。

他のアプリケーションがメモリの大部分を使用しているか、コンピュータが搭載している
RAM が十分でない場合も、このエラーが表示されます。

他のアプリケーションを終了して再起動するか、スワップ領域に仮想メモリを追加して
Retrospect がより多くのメモリを利用できるようにします。メモリを増やしてから、エラ
ー発生時の操作を再度行ってください。

お使いの Retrospect 製品が複数の同時実行動作に対応している場合、Retrospect, Inc. は
以下をお勧めします。

• 2 個の実行ユニット、512 MB RAM
• 4 個の実行ユニット、1 GB RAM
• 8 個の実行ユニット、2 GB RAM

この条件でもエラー -625 が発生するようであれば、実行ユニットの数を減らして試して
ください。詳しくは、全般環境設定を参照してください。

エラーエラー -641（チェックサムが一致していません）（チェックサムが一致していません）

カタログなどの、Retrospect のファイルが破損しています。
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カタログが破損しているかどうかをチェックするには、Retrospect がカタログ内のすべて
のファイルをスキャンできるように空白ファイル名の検索による復元を設定します。エラ
ーが発生した場合は、このカタログが破損していることがわかります。

バックアップまたはアーカイブ中にエラーが起こった場合、宛先のカタログを再作成（カ
タログの再作成を参照）する必要があります。カタログを再作成したら、スクリプトでこ
のバックアップセットを再選択します。Retrospect の起動時にエラーが発生する場合は、
Retrospect が起動中にクラッシュする。を参照してください。

エラーエラー -843（別の操作がリソースを使用中）（別の操作がリソースを使用中）

アクセスしようとしているリソース（ボリューム、サブボリューム、バックアップセット
など）が現在使用中です。例として、C: のサブボリュームをバックアップ中に C: ドライ
ブを参照しようとした場合などを挙げることができます。

必要なリソースが利用可能になるまで待ってから、操作をやり直します。

エラーエラー -1004（データベースのバックアップ（データベースのバックアップ/復元エラーです。）復元エラーです。）

データベース API によりエラーが報告されました。

操作ログ中のこのエラーのすぐ前の行で、API から Retrospect に報告された内容が詳細に
説明されています。

エラーエラー -1017（アクセス権が不十分です）（アクセス権が不十分です）

バックアップ操作中に Retrospect がボリュームにアクセスできませんでした。

この問題が発生するのは、ボリュームのバックアップスクリプトを Retrospect クライアン
トを介さず、Microsoft ネットワーク経由で実行している場合です。

不十分なアクセス権によるエラーは、次に挙げる状況で発生することがあります。

• スクリプトの作成時にユーザ Xとしてログインしていたが、バックアップ時には
元ボリュームサーバへのアクセス権を持たないユーザ Yとしてログインしている
場合。

• スクリプトの作成時にユーザ Xとしてログインしていたが、バックアップ時には
ログインしていない場合。

このエラーは、マッピングしたネットワークドライブを元ボリューム、または宛先として
使用するバックアップでも発生することがあります。マッピングしたネットワークドライ
ブを処理するスクリプトの実行中に、このエラーが発生した場合は、Launcher サービス
（Retrospect を自動起動するサービス）が、そのドライブに適切なアクセス権を持つユー
ザとしてログオンするように設定されていないことが原因です。

いずれの場合も、-1017 エラーを回避する方法については、Retrospect Knowledgebase（
www.retrospect.com/jp/knowledgebase）を参照してください。

エラーエラー -1020（共有違反です）（共有違反です）

ファイルが使用中のため、アクセスできません。
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他のアプリケーションやオペレーティングシステムがファイルを開いているため、
Retrospect がアクセスできなかった可能性があります。ファイルを使用しているアプリケ
ーションを終了します。

このエラーが重要でないファイルに対して報告される可能性がありますが、そのような場
合はエラーを無視することができます。

エラーエラー -1101（ファイル（ファイル/ディレクトリが見つかりません）ディレクトリが見つかりません）

指定したファイルを、Retrospect が見つけることができません。

実行中に、ファイルやフォルダが移動または削除されたことが考えられます。

バックアップセットのカタログファイルを移動したためにこのエラーが発生し、
Retrospect がカタログファイルの移動先を問い合わせてきた場合は、ファイル選択ダイア
ログボックスを使用してファイルやフォルダを移動し、Retrospect にカタログファイルの
新しい場所を指示します。

もう一度バックアップを実行してみてください。再びエラーが発生する場合は、ディスク
チェックユーティリティを実行し、ディレクトリが損傷していないかをチェックしてくだ
さい。

エラーエラー -1102（ドライブが見つからないか、利用できません）（ドライブが見つからないか、利用できません）

ドライブを見つけることができません。

このエラーは、フォルダが移動または削除された場合にサブボリュームで発生します。

エラーエラー -1110（一般的な入出力障害です）（一般的な入出力障害です）

元ボリュームで、メディア障害が発生しました。

ディスクユーティリティや、ハードドライブに付属のフォーマットプログラムを使って、
元ボリュームを検証します。Windows の場合、ScanDisk を使用します。Macintosh の場
合、Drive Setup の Test コマンドと Disk First Aid を使用します。

エラーエラー -1111（ロック領域で競合が発生しています）（ロック領域で競合が発生しています）

ファイルが、ロックの範囲を使用した別のアプリケーションまたはサービスによって開か
れているため、Retrospect はそのファイルをバックアップできません。

アプリケーションを停止してからバックアップを開始し、その後でアプリケーションを再
開してください。Retrospect の外部スクリプト機能（外部スクリプトを参照）を使用する
ことで、別のアプリケーションを自動的に停止、再開することを検討してください。

エラーエラー -1115（ディスクがいっぱいです）（ディスクがいっぱいです）

ボリュームの空き容量が少ないか、利用できるスペースがないことを示します。

次の 3 つの原因が考えられます。
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• 宛先ボリュームの残り容量を超える量のファイルを復元または複製しようとし
た。

• Retrospect がバックアップセットのカタログを更新し、カタログが保存されてい
るボリュームの残り容量がなくなった。

• ファイルバックアップセットへのバックアップ中に、宛先ボリュームの空き容量
がなくなった。

Windows エクスプローラに切り替えて、空き容量の少なくなったハードディスク上の必要
のないファイルを削除し、ゴミ箱を空にして空き容量を増やします。マークするファイル
数を少なくして復元または複製を行うか、容量の大きい宛先ボリュームを選択します。カ
タログ圧縮（「オプション」タブを参照）を使用して、カタログの使用容量を少なくしま
す。

エラーエラー -1204（ユーザからの応答がありません）（ユーザからの応答がありません）

メディア要求の制限時間内に、要求したディスク、テープが見つかりませんでした。

メディア要求の時間切れ環境設定（要求環境設定を参照）をオフにして、要求メディアを
無期限に待機するようにします。

エラーエラー -2241（カタログが無効（カタログが無効/損傷）損傷）

エラー -641 と実質的に同じです。

エラーエラー -2247（スナップショットが見つかりません）（スナップショットが見つかりません）

Retrospect は要求されたスナップショットをメディアで見つけることができません。詳し
くは、メディアから古いスナップショットを復元中に、利用可能なスナップショットが見
つからないというメッセージが表示される。を参照してください。

エラーエラー -3047（ディスク非動作しきい値の条件に合いません。）（ディスク非動作しきい値の条件に合いません。）

このエラーが発生することがあるのは、アドオンのオープンファイルバックアップを使用
している場合です。オープンファイルバックアップは、開いているファイルを正確にコピ
ーするために、元ボリュームのディスクが一定の期間、非動作状態になることを必要とし
ます。Retrospect では、オープンファイルバックアップによる実行する前に、元ボリュー
ムのディスクがアイドル状態になるのを待つ時間の長さが「ディスク休止しきい値」とし
て定義されています。この時間が経過すると、再試行のタイムアウトが生じるまで、再び
待機します。初期設定値は 5000 ミリ秒です。

ディスク休止しきい値の設定を低めに変更して試してください。詳しくは、Windows のオ
ープンファイルオプションを参照してください。

オープンファイルバックアップのヒントにも、参考になる情報が記載されています。

Retrospect クライアントエラークライアントエラー

クライアントのバックアップ時、クライアント側でもエラーメッセージを受け取る場合が
あります。エラーは、クライアントコンピュータのクライアントコントロールパネルに表
示されます。
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Windows クライアントコントロールパネルのエラークライアントコントロールパネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生していなければ、コントロールパネルの「状況」
タブに「準備完了」と表示されるか、「状況」フィールドに「最初のアクセスを待機中」
と表示されます。「状況」タブの下には履歴領域があり、最近使用した操作やエラーメッ
セージに関する情報が表示されます。

クライアントサービスがシステム起動時にロードされませんクライアントサービスがシステム起動時にロードされません

「状況」タブにこのエラーメッセージが表示されている場合は、履歴フィールドで
Windows クライアントコントロールパネルの起動時エラーに示すメッセージを確認し、そ
の指示に従います。

クライアントソフトウェアが起動時にロードされない原因（表に示したもの以外）を以下
に示します。

• クライアントソフトウェアのファイルが正しい場所にない。→クライアントソフ
トウェアは、インストール時に指定した場所に置かれている必要があります。ク
ライアントソフトウェアのファイルを正しい場所に戻すか、Setup プログラムを
実行してクライアントソフトウェアを再インストールします。インストールする
ときには、管理者か完全なアクセス権を持つ別のユーザでログインします。

• クライアントのサービスが中断した。→これは異常な状態です。Retroclient.exe
を起動することでサービスを復帰できる場合もありますが、サービスを中断させ
た真の原因がわからないので、クライアントコンピュータを再起動するのが最も
よい方法です。

UNIX クライアントコントロールパネルのエラークライアントコントロールパネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生していなければ、コントロールパネルの「状況」
タブに「準備完了」と表示されるか、「状況」フィールドに「最初のアクセスを待機中」
と表示されます。「状況」タブの下には履歴領域があり、最近使用した操作やエラーメッ
セージに関する情報が表示されます。

Mac OS クライアントコントロールパネルのエラークライアントコントロールパネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生していなければ、Retrospect クライアントコント
ロールパネルの「状況」フィールドに「準備完了」または「最初のアクセスを待機中」と
表示されます。「状況」フィールドの下には「履歴」領域があり、最近使用した操作やエ
ラーメッセージに関する情報が表示されます。

Retrospect のサポートのサポート

Retrospect 内から多くの便利なリソースにアクセスすることができます。Retrospect の
「ヘルプ」メニューから次のリソースにアクセスできます。

• Retrospect アップデート。このオプションは、現在インストールされている
Retrospect 向けの無料更新を Retrospect Web サイトでチェックする場合に選択
します。詳しくは、Retrospect 更新を参照してください。

• Retrospect Web サイト。インターネット上の Retrospect のホームページ。
Retrospect Web サイトに直接アクセスするには、Web ブラウザで
www.retrospect.com/jpを開きます。
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• オンライン Knowledgebase。Retrospect に関連する用語、エラーメッセージ、ト
ラブルシューティングのテクニックに関するよくある質問の回答を蓄積した検索
データベース。Knowledgebase に直接アクセスするには、Web ブラウザで
www.retrospect.com/jp/knowledgebase を開きます。

• サポートされているデバイス。バックアップハードウェアの互換性に関する検索
データベースによって、Retrospect がサポートするデバイスの情報を知ることが
できます。対応デバイス情報をご覧になるには、Web ブラウザで
www.retrospect.com/jp/supporteddevicesを開きます。

• Retrospect, Inc. Retrospect のサポート。Retrospect Web サイトのサポート部
署。チュートリアルへのリンクやユーザフォーラムなどが含まれています。サポ
ートセクションをご覧になるには、Web ブラウザで www.retrospect.com/jp/
supportを開きます。

これらのリソースはすべて無償で利用できます。これらのリソースを最大限に活用するこ
とで、問題の早急な解決に役立てることができます。

これらのリソースを使用しても問題を解決できない場合は、Retrospect のテクニカルサポ
ートにお問い合わせください。利用可能なサポートオプションの詳細については、
Retrospect のサポートマトリックス（ www.retrospect.com/jp/support_matrix）をご確認
ください。

テクニカルサポートの連絡先は、 www.retrospect.com/contactsupport_jpでご確認くださ
い。
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Chapter 13

ブロックレベルの増分バックアップブロックレベルの増分バックアップ
• 概要
• ストレージ保存
• 利用
• ロギング
• オプション
• 後方互換性
• 技術的な詳細

概要概要

Retrospect には更新されたファイル部分のみをバックアップする機能が付きました。
Window 向け Microsoft Outlook や FileMaker など多くのアプリケーションには、常に少し
ずつ更新されている大容量ファイルがあります。バックアップスクリプトでブロックレベ
ルの増分バックアップを有効にした後、次に行うのは修正ファイルのフルバックアップで
す。大容量ファイルについては、その後バックアップスクリプトを用いて増分バックアッ
プが行われ、前回のバックアップから更新されたブロックのみが保存されます。この機能
を用いてバックアップファイルを復元させる場合、Retrospect はまずフルバックアップ、
次にそれ以降の増分を復元させます。例えば、5度バックアップされたファイルを復元する
には、 Retrospect はそのファイルの最初のフルバックアップを復元し、それから4回の増
分をそれぞれ復元することになります。

ブロックレベルの増分バックアップは既存の Retrospect のファイルレベル機能と連携しま
す。バックアップにセレクターやルールを使う場合、選択したファイルだけにフルバック
アップまたは増分バックアップが行われます。マッチングを有効にすると、バックアップ
セットにマッチングバージョンのあるファイルが全てスキップされます。ソフトウェア圧
縮を有効にすると、ブロックレベルの増分が圧縮されてバックアップセットに保存されま
す。ファイルのブロックレベルの増分バックアップを含むスナップショットやバックアッ
プセットを転送すると、そのファイルの完全版につながる一連の過去の増分が自動的に転
送されます。グルーミング時にグルーミング方針に従ってファイルの増分が保存される場
合、そのファイルの完全版につながる一連の過去の増分が自動的に保存されます。

ブロックレベルの増分バックアップは様々な種類のバックセット (ディスク、ファイル、テ
ープ等) と連携します。

ストレージ保存ストレージ保存

ブロックレベルの増分バックアップが有効化されると、特定の大容量ファイルをバックア
ップする時にストレージの大量保存が可能な場合があります (時として日常利用の90%
超)。

Application File
Type Use Savings

Microsoft Outlook 2013
for Windows .pst Daily use with 100

new emails 95%
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Application File
Type Use Savings

Microsoft Outlook 2011
for Mac Database Daily use with 100

new emails 93%

Microsoft Entourage
2008 for Mac n/a Daily use with 100

new emails 95%

Microsoft Exchange
2013 .edb Daily use 90%

FileMaker Pro 13 .fmp12 Add 20 records 85%

VMware Fusion 5 for
Mac .vmdk Install 100 Windows

Updates 60%

VMware Fusion 5 for
Mac .vmdk Install Office then

VM snapshot 70%

特定のアプリケーションがどのようにデータを保存・修正するかによって、ブロックレベ
ルの増分バックアップによるストレージ保存が異なる場合があります。Retrospect は、ブ
ロックレベルの増分バックアップのメリットが得られない既知のあらゆるファイルタイプ
を自動的に排除します。その他は簡単に追加できます。詳しくはオプションを参照してく
ださい。

利用利用

ブロックレベルの増分バックアップはスクリプトとウィザードのオプションで、全ての種
類のバックアップセットやメディアセットと一緒に利用できます。この機能はデフォルト
ではオフになっていますが、有効無効にいつでも切り替えられます。ブロックレベルの増
分バックアップが一旦有効になると、各新規ファイルや更新ファイルは初回にフルバック
アップされます。それ以降のバックアップでは、適用ファイルの更新ブロックだけがバッ
クアップされます。詳しくは技術的な詳細を参照してください。

オプションはバックアップ、アーカイブおよびプロアクティブスクリプトのオプションで
選択できます。
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適用ファイル適用ファイル

ブロックレベルの増分バックアップが有効化されると、100MB以上のファイルはデフォル
トで増分バックアップされます。それより小さなファイルは、リストアのオーバーヘッド
が増分バックアップのメリットを上回るため自動的にフルバックアップされます。詳しい
情報はオプションを参照ください。

デジタルメディアファイルについては、一部のメディアオーサリングアプリによりほんの
僅かな編集でもファイルが大幅に変更されてしまいます。このような場合、ブロックレベ
ルの増分バックアップのメリットは限定的なものとなります。

ロギングロギング

バックアップの実行中に、Retrospect はバックアップしているファイル全体のサイズを表
示します。完了すると Retrospect は実際にバックアップされた増分のサイズを表示しま
す。

以下の例は2つの更新ファイルのバックアップ完了を示すオペレーションログです。一つの
ファイル全体のサイズは100MBで、そのうち5MBが前回のバックアップから更新されてい
ます。もう一つのファイルサイズは1MBで、ブロックレベルの増分バックアップのデフォ
ルト要件を満たしていないためフルバックアップされています。この結果、実際のバック
アップサイズは約6MB (6,147KB) になりました。このバックアップではソフトウェア圧縮
がオフになっているため、94%圧縮というログ数値はブロックレベルの増分バックアップ
によりバックアップサイズが94%縮小されたことを示しています。

ブロックレベルのインクリメンタルバックアップが有効になると、進捗パネルで表示され
るデータの量はオペレーティングログに一覧で表示される量と異なる可能性があります。
Retrospect はファイルのサイズに基づいてバックアップされるべきデータを計算します。
しかしログの最終的な数字はデータがどれだけバックアップされたかに基づいています。
この最終的なサイズはブロックレベルのインクリメンタルバックアップおよびソフトウェ
ア圧縮の両方を通してどれだけ保存されたかによって異なります。

オプションオプション

ブロックレベルの増分バックアップが有効になると、100MB 以上のファイルはデフォルト
で増分バックアップされます。それより小さなファイルは、リストアのオーバーヘッドが
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増分バックアップのメリットを上回るため自動的にフルバックアップされます。これはブ
ロックレベルフィルタというルールやセレクターでカスタマイズが可能です。ブロックレ
ベルフィルタはファイルのバックアップ方法を制御します (すなわち、ファイルをフルバッ
クアップするか増分バックアップするかを決定します)。バックアップするファイルを選択
するには、バックアップスクリプトの代わりに他のルールやセレクターの一つ (キャッシュ
ファイルやユーザーファイルを除く全てのファイルと設定など) を選択します。

「コンフィギュア」のブロックレベルフィルタ > セレクター:

その他の閾値その他の閾値

ブロックレベルの増分バックアップには他に2つの閾値 (バックアップ回数と前回のバック
アップから経過した日数) があります。ファイルの最近30件のバックアップが全て増分か
または直近のバックアップからの経過日数が31日を超えている場合、増分バックアップの
連続性を壊してしまう (一部のバックアップを復元不能にしてしまう) ストアレージメディ
アの喪失リスクを減らすため、Retrospect はフルバックアップを自動的に行います。これ
らの設定は retro.ini でカスタマイズできます。
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# retro.ini
[Options]
MaxFileBlockLevelBackups=30
NumDaysAllowedSinceLastBlockLevelBackup=31

後方互換性後方互換性

ブロックレベルの増分バックアップは旧バージョンの Retrospect では復元できません。ブ
ロックレベルの増分バックアップのためにバックアップスクリプトを有効にすると、関連
するバックアプセットが旧バージョンの Retrospect で作成されている場合、それらをアッ
プグレードするよう指示されます。バックアップセットと旧 Retrospect バージョンの互換
性を維持するには、アップグレード指示をキャンセルすれば、ブロックレベルの増分バッ
クアップは無効のままになります。

技術的な詳細技術的な詳細

ブロックレベルの増分バックアップの速度とサイズは、特定のアプリケーションがどのよ
うにデータを保存・修正するかによって左右されます。Apple Mailのようなアプリケーシ
ョンは各アイテム (電子メールや文書) を別個のファイルとして保存します。これらの小さ
なファイルが変更されると、Retrospect はファイル全体を迅速にバックアップします。他
のアプリケーションには沢山のアイテム、データベース、ディスクイメージが保存されて
いるので、ブロックレベルの増分バックアップを使えばこれらのバックアップパフォーマ
ンスが最も向上します。映画、写真、音楽などのアイテムについては、編集しない限りフ
ァイル自体に変更はありません。Retrospect の対応機能を備えた標準バックアップで十分
間に合います。

バックアップスクリプトでブロックレベルの増分バックアップを有効化した後、次回の新
規ファイルや更新ファイルのバックアップはフルバックアップになります。以降のバック
アップでは、適用ファイルの2MBブロックをそれぞれ過去のバックアップのチェックサム
と比較して、更新のあったブロックだけがバックアップされます。ブロックレベルの増分
バックアップを利用できないファイルについてはフルバックアップが行われます。
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Chapter 14

SQL Server Agent
• 最新情報
• セキュリティ
• インストール
• 一般的な使い方
• バックアップ
• データベースバックアップ履歴
• 復元
• 障害発生時の復旧

SQL Server Agent は、Microsoft SQL (2005, 2008, 2012, 2014) サーバのバックアップや復
元を行うための Retrospect のアドオンです。このアドオンがないと、Retrospect は、動
作中の SQL サーバからデータベースを容易かつ確実にバックアップすることはできませ
ん。

SQL サーバは、（そのサーバ自体で Retrospect アプリケーションを動作させて）ローカ
ルにバックアップするか、（別のコンピュータで Retrospect アプリケーションを動作させ
て）Retrospect クライアントとしてバックアップすることができます。

最新情報最新情報

SQL クラスタのサポートクラスタのサポート

Retrospect はクラスタ環境で SQL サーバのバックアップおよび復元をサポートします
が、次の制限があります。

• クラスターには2つのノードのみを持つことができます。
• 2 ノード間で共有している複数の SQL リソース グループをバックアップできま
す。

• ノードは Retrospect クライアントとしてバックアップおよび復元しなければなり
ません。 Retrospect バックアップ コンピュータはクラスタ内の 1 ノードになる
ことはできません。

• SQL リソース グループを所有するノード上の SQL データをバックアップするこ
とのみが可能です。 同様に、SQL リソース グループを所有するノード上に SQL
データを復元することのみが可能です。

• Retrospect はクラスタ構成情報をバックアップおよび復元しません。 障害発生時
の復旧シナリオでは、Retrospect により SQL データを復元する前に手動でクラス
タを再作成する必要があります。

• ノードが現在 SQL リソース グループを所有しているかどうかに関係なく、SQL
データを確実にバックアップしたい場合、各ノードに対する個別の SQL ライセン
ス（およびクライアント ライセンス）が必要です。 特定のノードが SQL リソー
ス グループを所有している時に SQL データをバックアップしたいだけの場合
は、該当するノードに対する SQL ライセンス（およびクライアント ライセン
ス）が必要です。
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SQL コンテナが表示されないコンテナが表示されない

すでに Retrospect が動作しているシステムに SQL サーバをインストールする場合、
Retrospect が SQL コンテナを認識する前にサーバを再起動する必要があります。

データおよびログデータおよびログ ファイルを復元するためのカスタムファイルを復元するためのカスタム パスパス

デフォルトのオプションでのデータベース復元操作中、Retrospect はデータベース データ
およびログファイルを、それぞれが別の場所に保存されている場合であっても（データフ
ァイルは C:\、ログファイルは E:\ など）、そのオリジナルの場所に復元します。 カスタ
ム パスへ復元するように選択した場合には、データとログファイルの両方が、指定した 1
つの場所（D:\ など）に復元されます。

セキュリティセキュリティ

Retrospect Exchange Server Agent アドオンも使用する場合は、セキュリティをお読みく
ださい。Exchange Server Agent のセキュリティ設定に関する詳しい説明があります。

不適格なユーザがバックアップコンピュータで Retrospect を起動して、SQL サーバをバ
ックアップする事態そのものは、さまざまな手段で防止できるでしょう。重要なのは、正
しいセキュリティコンテキストで動作し、正しいセキュリティコンテキストで各 SQL サー
バにアクセスするように、Retrospect を設定することです。たとえば、SQL サーバへの十
分なアクセス権を持つユーザとして実行されるように Retrospect の環境設定を行ったり、
各 SQL サーバに SQL 認証またはドメイン認証を通じて、個別にログインするように設定
する必要があります。

Retrospect をすでにインストール済みまたは実行済みであるかどうかにかかわらず、また
セキュリティ環境設定を以前どのように設定していたかにかかわらず、SQL を操作できる
ようにするには以下の手順に従ってください。

ユーザログインの作成および管理ユーザログインの作成および管理

Retrospect 専用のログインアカウントを作成し、Retrospect のユーザを Backup
Operators として識別する必要があります。そのための手順では、Active Directory Users
and Computersを使用します。これを以下に示します。

Retrospect バックアップユーザアカウントの作成バックアップユーザアカウントの作成

SQL サーバのドメイン内で、RBU（Retrospect バックアップユーザアカウントを示す）な
ど、Retrospect 専用のログインを作成します。

このアカウントを、Domain Users、Domain Admins、Administrators、および Backup
Operators のメンバーにします。

バックアップオペレータの追加バックアップオペレータの追加

Retrospect のユーザのアカウントを、Backup Operators のメンバーにします。バックア
ップコンピュータの Retrospect で使用するログインアカウントは、Backup Operators ま
たは Administrators のメンバーでなければなりません。
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Retrospect セキュリティ環境設定セキュリティ環境設定

Retrospect バックアップユーザアカウントを設定した後は、その新しいアカウントを使用
するように Retrospect を設定する必要があります。それぞれの SQL サーバに対して別々
のドメインユーザとして実行するように、またはそれぞれの SQL に対して所定の SQL ロ
グインを使用するようにも設定できますが、すべての SQL サーバに対する Retrospect バ
ックアップユーザとして実行するように特定の環境設定を行うほうが簡単でよいでしょ
う。以下の手順では、その環境設定の方法を説明します。後で別の SQL サーバログインを
設定できます。

管理者権限のログインを使って、バックアップコンピュータにログインします。

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」
の説明に従ってインストールを行います。

Retrospect アプリケーションを起動します。

バックアップコンピュータで Retrospect を最初に起動する場合は、起動後に Retrospect
の起動ウィザードが開きます。このウィザードには、ユーザアカウント情報を入力する画
面が表示されます。

バックアップコンピュータで Retrospect を実行するのが今回初めてではない場合、
Retrospect ナビゲーションバーの「設定」をクリックしてから、「環境設定」をクリック
します。「実行」環境設定グループで、「セキュリティ」をクリックします。
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ユーザログインの選択ユーザログインの選択

「環境設定」ウィンドウと初めて起動したときの「ユーザアカウント」ウィンドウの両方
に、Retrospect アプリケーションが実行されるときのユーザログインを決めるラジオボタ
ンが 2 つあります。

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、（「スタート」メニューか Windows エクス
プローラから）Retrospect を手動で起動したときに、実行されます。Retrospect を自動で
起動した場合は（スクリプトを実行）、「ローカルシステム」アカウントで動作します。
どちらも SQL に使用するのは最適ではありません。なぜならば、権限不足によってバック
アップができない可能性があるからです。したがって、この環境設定を選択しないでくだ
さい。

SQL で使用する場合には、「指定されたユーザで Retrospect を常に起動」の設定をお勧
めします。ラジオボタンをクリックして、この環境設定を選択します。Retrospect バック
アップユーザ名、パスワード、およびドメインを入力します。
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「OK」をクリックしてセキュリティ環境設定の変更を受け入れると、入力を確定するよう
に求められるので、「OK」をクリックします。

ログインが無効なことを示すメッセージが表示される場合は、ドメインユーザ名またはパ
スワードの入力ミスの可能性があります。名前を再チェックし、Retrospect バックアップ
ユーザアカウントの作成から始まる上記手順に従ってください。

指定のドメインユーザであることが確認された場合は、アプリケーションを終了し再起動
して、変更を有効にするように求められます。終了して管理者をログオフし、次の手順に
進みます。

適正な操作の検証適正な操作の検証

Backup Operators のメンバーであるユーザとして、バックアップコンピュータにログイン
します。Retrospect を起動し、アプリケーションウィンドウのタイトルに注目します。こ
のウィンドウタイトルには、アプリケーションを実行しているユーザが入ります。別のユ
ーザとしてバックアップコンピュータにログインしていても、アプリケーションを実行し
ている「ユーザ」は Retrospect バックアップユーザアカウントです。

ローカル管理者権限ローカル管理者権限

常に特定のログインで実行するように Retrospect を設定した場合、ログインに権限が何も
割り当てられていなければローカル管理者権限が割り当てられます。

前に説明したセキュリティ環境設定が行われ、Backup Operators または Administrators の
メンバーとしてバックアップコンピュータにログインした場合、Retrospect は必ず、最低
限ローカル管理者権限で実行されます。

これは、バックアップオペレータが Retrospect での管理者権限を利用して、ローカルコン
ピュータのファイルを操作できることを意味します。

セキュリティを追加するには、Retrospect アプリケーションに対するユーザアクセスを制
御する、Retrospect のパスワード保護環境設定の使用を検討してください。

インストールインストール

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」
の説明に従ってインストールを行います。セキュリティで前述したように、セキュリティ
環境設定を行います。

SQL サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合、そのコンピュータに
Retrospect クライアントソフトウェアをインストールします。詳細は、「ネットワーク接
続クライアント」を参照してください。
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クライアントのログインクライアントのログイン

SQL サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合は、バックアップコンピュー
タからクライアントをログインします。詳細は、「ネットワーク接続クライアント」を参
照してください。

ライセンスとログインライセンスとログイン

「ウィンドウ」メニューから「ライセンス マネージャ」を選択し、ライセンス登録済みの
コンポーネントを表示します。

SQL データベースバックアップがリストに表示されていない場合、または有効なライセン
スがない状態でリストに表示されている場合には、「追加」をクリックし、SQL データベ
ースバックアップのライセンスコードを入力します。（Retrospect, Inc. からコードを入手
するには、「購入」をクリックします。）

SQL バックアップライセンスを追加した後は、使用可能としてリストに表示されます。次
の手順は、ライセンスの使用です。

ライセンスの使用ライセンスの使用

ナビゲーションバーから、「ボリューム」をクリックしてボリュームデータベースウィン
ドウを表示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアント」の下に、
Retrosepct に認識されたすべての SQL サーバがリスト表示されます。

テキストによって示されているとおり、まだライセンス設定がなされていないため、アイ
コンはグレーになっています。ライセンスマネージャで利用可能になっているライセンス
はありますが、どのサーバを使用するかは Retrospect にはわかりません。Retrospect で
使用する各サーバに、ライセンスを適用する必要があります。
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使用する SQL サーバをクリックします。そこで、利用可能なライセンスを使用するかどう
か尋ねられます。「OK」をクリックします。しばらくすると、SQL Server コンテナから
「not licensed」タグが消えます。

SQL サーバをクリックしたときに何も行われなかった場合、または（クライアントではな
く）ローカルサーバのログインを入力するように求められた場合は、SQL サーバに対して
十分なアクセス権限がログインユーザにないか、サービスが動作していない可能性があり
ます。再試行する前に、サービスが動いていることを確認し、セキュリティを読み直し
て、セキュリティを正しく設定してください。

クライアントの場合のクライアントの場合の SQL サーバログインサーバログイン

Retrospect のクライアントであるサーバの場合は、ライセンスの適用後すぐに、SQL サー
バのログイン情報を入力するように求められます。

次の手順に従ってください。

SQL サーバへのログインサーバへのログイン

各 SQL サーバについて、Retrospect バックアップユーザアカウントではなく、認証方式
を指定するように求められます。

Retrospect のクライアントである SQL サーバの場合には、ライセンスの適用後すぐに、
SQL サーバのログイン情報を入力する必要があります。

ライセンスを適用したばかりのクライアントの場合、ログインウィンドウがすでに表示さ
れています。それ以外の場合には、ボリュームデータベースウィンドウで、SQL サーバを
選択し、ツールバーの「ログイン名」ボタンをクリックします。

「SQL 認証を使用する」、「ドメイン認証を使用する」、「現在の RBU 情報を使用す
る」（セキュリティ環境設定で指定した Retrospect バックアップユーザアカウントを使用
した認証）の中から認証方式を選択します。 選択した認証方式のログイン情報を入力しま
す。

SQL サーバデータベースが表示されない場合、または認証に失敗したと通知された場合
は、クライアントコンピュータ上の SQL サーバへの十分なアクセス権限が指定したユーザ
にないか、サービスが動作していない可能性があります。再試行する前に、サービスが動
いていることを確認し、セキュリティを読み直して、セキュリティを正しく設定してくだ
さい。

一般的な使い方一般的な使い方

SQL サーバにライセンス供与を行った後は、それをスクリプトに追加し、元ボリュームリ
ストや宛先ボリュームリストで使用することができます。SQL サーバはボリュームデータ
ベースウィンドウで使用することもできます。

SQL データにはアーカイブ操作は実行できません。
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ボリュームリストの操作ボリュームリストの操作

ナビゲーションバーから、「設定」>「ボリューム」をクリックして「ボリュームデータ
ベース」ウィンドウを表示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアン
ト」の下に、Retrosepct に認識されたすべての SQL サーバがリスト表示されます。

SQL サーバとして動作している各コンピュータの下に、各 SQL サーバの SQL Server コン
テナがあります。サーバ自体で Retrospect を実行している場合は、SQL コンテナは「マ
イコンピュータ」の下にあります。

サーバ上で Retrospect を実行していない場合は、SQL コンテナは「バックアップクライ
アント」の下にあります。
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SQL Server コンテナのアイコンがグレーになっている場合、または下に階層化されたもの
が何もない場合、Retrospect は SQL サーバデータを参照するのに十分な権限を持ってい
ないユーザとして動いている可能性があります。スクリプト内でその SQL Server コンテ
ナを使用すると、スクリプトを実行したときにエラーになります。セキュリティを読み直
し、セキュリティを正しく設定してください。

SQL Server コンテナのアイコンが色付きで、1 つ以上の項目が下に階層化されている場合
には、Retrospect は SQL サーバデータを参照できる権限を持つユーザとして動作してい
ます。これは、セキュリティが正しく設定されていることを意味します。

SQL Server コンテナコンテナ

表示される SQL Server コンテナは、SQL サーバと 1 対 1 で対応しています。Retrospect
がサーバ上でローカルに動作している場合、このコンテナは「マイコンピュータ」の下に
あります。Retrospect のネットワーククライアントである SQL サーバの場合は、SQL
Server コンテナはそのコンピュータのクライアントコンテナの下に表示されます。

SQL Server コンテナには、1 つ以上のデータベースが入っています。コンテナの内容を表
示したり隠したりするには、SQL Server コンテナの [+] または [-] のコントロールをクリッ
クします。

バックアップ元として SQL Server コンテナを選択すると、そのサーバの全データベース
がバックアップされます。

サーバ内のすべてのデータベースをバックアップしたくない場合は、1 つ以上のデータベ
ースを個別に選択してバックアップできます。個々のデータベースは、SQL Server コンテ
ナの下に表示されます。

ライセンスの解除ライセンスの解除

バックアップや復元が不要になった SQL サーバがあれば、その Retrospect ライセンスを
解除して、他の SQL サーバにライセンスを使用できるようにすることが可能です。

SQL コンテナを選択し、ツールバーの「ライセンス」ボタンをクリックします。使用され
ているライセンスを解除してもよいか尋ねられます。「OK」をクリックして解除します。

SQL ライセンスを解除すると、SQL コンテナとそのデータベースはスクリプト内で無効に
なります。
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バックアップバックアップ

SQL サーバまたはデータベースをバックアップするには、バックアップスクリプトを使用
するか、基本バックアップを始動できます。どの方法でも、元ボリューム、宛先ボリュー
ム、選択基準、オプションという、Retrospect の他のバックアップ操作と同じ要素を使用
します。

元ボリュームとして、SQL Server コンテナとデータベースをどれか 1 つ、またはそれらを
組み合わせて選択します。または、「マイコンピュータ」または「バックアップクライア
ント」を選択して、それぞれローカル SQL サーバまたはクライアント SQL サーバをバッ
クアップします。

宛先ボリュームとして、バックアップセットをどれか 1 つ、または組み合わせて選択しま
す。

SQL データベースのバックアップでは、セレクタは無視されます。バックアップ元にデー
タベース以外のボリュームと SQL データベースの両方が存在している場合のみ、指定した
セレクタがデータベース以外のボリュームに適用されます。

SQL Server オプショングループでは、Retrospect がバックアップ元に対して試行するバ
ックアップのタイプを決定できます。「フルバックアップ」、「差分バックアップ」、
「ログバックアップ」、または「切捨てしないログバックアップ」を選択します。

データベースが以前にフルバックアップされていなかった場合は、フルバックアップ以外
のバックアップを行うことはできません。この場合は、自動的にフルバックアップが試み
られます。

スクリプトによるバックアップの計画を行うとき、異なる種類のバックアップに個別のス
クリプトを作成します。たとえば、金曜日に実行するフルバックアップスクリプトをスケ
ジュールし、毎日実行する差分バックアップスクリプトをスケジュールできます。

利用可能なオプションについては、Windows SQL Server オプションを参照してくださ
い。

復旧モデル復旧モデル

所定のデータベースが、希望のバックアップタイプに対応した復旧モデルを使用している
ことを確認する必要があります。たとえば、簡易復旧モデルを使用している SQL データベ
ースのログバックアップを行うとすると、Retrospect によりエラーが報告されます。

バックアップセットバックアップセット

他のデータのバックアップとは異なり、データベースバックアップは 1 つのバックアップ
セット内で必ずしも自己完結型ではありません。

ファイルの復元にはよくあることですが、1 セットのメディアからデータベーススナップ
ショットを復元できるかどうかは確かでありません。バックアップ計画とバックアップ履
歴によっては、所定のデータベースを復元するのに、複数のバックアップセットからのメ
ディアが要求される場合があります。
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データベースバックアップ履歴データベースバックアップ履歴

Retrospect は、各データベースの各バックアップセッションを追跡します。「レポー
ト」>「データベースバックアップの履歴」から、バックアップの履歴を表示できます。

ウインドウには、各 SQL データベースの Retrospect のデータベースセッションスナップ
ショットがすべて一覧表示されます。（Exchange データベースとストレージグループも
このウィンドウに表示されます。）

ウィンドウの下部にあるボタンを使用して、スナップショットのプロパティを表示した
り、バックアップセットからデータベースセッションを追加したり、このリストからスナ
ップショットを削除したりできます。

スナップショットのプロパティを表示すると、データベースを復元するのに必要なバック
アップセットメディアが表示されます。
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復元復元

SQL サーバまたは 1 つ以上のデータベースを復元するには、スクリプトを使用するか、基
本復元を始動できます。どの方法でも、元データベーススナップショット、宛先サーバ、
選択ファイル（メールボックスからのメッセージとフォルダのみ）、オプションという、
Retrospect の他の復元操作と同じ要素を使用します。

SQL データベースの復元データベースの復元

SQL サーババックアップからデータベースを復元するには、「復元」>「データベース」
をクリックして基本復元を開始するか、データベース復元スクリプトを作成します。

復元元として、データベーススナップショットを選択します。
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「追加」ボタンと「削除」ボタンを使用して、このリストからデータベーススナップショ
ットを追加、削除できます。

SQL Server コンテナを選択して、データベースの復元先を設定します。
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「オプション」をクリックして実行オプションを設定します。利用可能なオプションにつ
いては、Windows SQL Server オプションおよびデータベース復元オプションを参照して
ください。
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前回のバックアップがフルバックアップ以外の場合は、元データベーススナップショット
の下に複数のセッションが一覧されることに注目してください。複数のセッションが表示
されるのは、復元元を完全に復元するために必要な、すべてのセッションを復元する実行
オプションが、Retrospect ではデフォルトでオンになっているためです。

データベース復元操作の設定が完了したら、それをスクリプトに保存するか、基本復元を
実行します。

障害発生時の復旧障害発生時の復旧

SQL サーバ（システムボリュームとデータベース）を完全にバックアップした後は、障害
発生時のデータ損失から復旧することができます。

最初に、バックアップコンピュータの復元にある該当手順に従ってください。次に、以下
の手順に従ってください。

1. サービスを再起動する。
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SQL サーバ（特に、そのマスター、モデル、および msdb システムデータベー
ス）をバックアップするのに Retrospect オープンファイルバックアップアドオン
を使用したバックアップから復元した場合は、以下の手順に従います。そうでな
い場合は、この手順をスキップして次の手順に進みます。

SQL アプリケーションを復元した後、このデータベースにより SQL サービスを
開始できます。システムのすべてのパーティションを復元した後、SQL サービス
が動作していることを確認します。サービスが動作していない場合は、SQL
Server Service Manager または SQL Server Enterprise Manager.から起動します。

Enterprise Manager で SQL サーバの登録が失われている場合、登録し直します。

次の手順をスキップします。

2. 再構築後にサービスを再起動する。

SQL サーバ（特に、そのマスター、モデル、および msdb システムデータベー
ス）をバックアップするのに Retrospect オープンファイルバックアップアドオン
を使用したバックアップから復元しなかった場合は、以下の手順に従います。そ
れ以外は、この手順をスキップして次の手順に進みます。

Microsoft の「検索」ユーティリティを使用して、システム上で rebuildm.exe ユ
ーティリティを探します。Microsoft SQL インストール CD を用意します。

SQL サービスは、マスターと他のシステムデータベースがないと起動しないた
め、rebuildm.exe ユーティリティを使用してデータベースを再構築します。シス
テム上の各 SQL インスタンスに対して、ユーティリティを実行します。システム
データベースを復元した後、SQL サービスが起動したことを確認します。必要で
あれば、手動でサービスを起動します。

3. シングルユーザモードでデータベースを復元する。

コマンドラインからではなく、SQL Server Enterprise Manager から、シングルユ
ーザモードで SQL サーバを起動します。サーバを右クリックし、「プロパティ」
を選択します。「全般」「起動時のパラメータ」を順にクリックして、新しいパ
ラメータ -m. Stop を追加し、SQL Server Service Manager を使用して SQL サー
ビスを再起動します。これで、SQL サーバはシングルユーザモードで動作し、す
べてのサービスは同じユーザ ID で動作します。

Retrospect を使用して、最新のデータベーススナップショットからマスターデー
タベースだけを復元します。

復元操作を完了した後、-m オプションを削除し、SQL サーバを停止して再起動
し、ノーマルモードに戻します。

4. 疑わしいデータベースを削除する。

上記手順を完了した後、グレー表示で疑わしいというマークが付いたデータベー
スが SQL Enterprise Manager の中にあります。これは、そのサーバのすべてのデ
ータベースのレコードがマスターデータベースに含まれていて、関連データファ
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イルが紛失しているデータベースが疑わしいためです。SQL サーバ上の疑わしい
データベースをすべて削除して、次の手順を成功させます。

5. データベースを復元する。

Retrospect を使用して、msdb データベースを復元し、その後に他のすべてのデータベー
スを復元します。必ず最新のデータベーススナップショットから復元します。各 SQL サー
バのすべての SQL データベースを復元した後、システムは使用できる状態になります。

SQL Enterprise Manager のログを見れば、Retrospect で生成されたエラーの詳細を調べる
ことができます。

付録付録
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Chapter 15

Exchange Server Agent
• 最新情報
• セキュリティ
• インストール
• 一般的な使い方
• バックアップ
• データベースバックアップ履歴
• 復元
• 障害発生時の復旧

Retrospect Exchange Server Agent は、Microsoft Exchange (2003, 2007, 2010, 2013) サー
バのバックアップと復元を行うための Retrospect のアドオンです。このアドオンがなけれ
ば、Retrospect は Exchange ストアのデータベースやメールボックスをバックアップする
ことはできません。

Exchange サーバは、（そのサーバ自体で Retrospect アプリケーションを動作させて）ロ
ーカルにバックアップするか、（別のコンピュータで Retrospect アプリケーションを動作
させて）Retrospect クライアントとしてバックアップすることができます。

最新情報最新情報

Exchange Server 2010 データベースデータベース

Retrospect では、Exchange 2003 または 2007 の Storage Groups と同じ方法で [設定] >
[ボリューム] の Exchange Server コンテナに Exchange 2010 データベースを表示します。

Exchange Server 2010 Data Access Groups (DAGs)

Retrospect では、バックアップまたは復元対象の DAG ごとにそれぞれ、Exchange Server
2003-2010 Agent ライセンスが必要です。

必須コンポーネント必須コンポーネント

必須コンポーネント： Exchange 2007 を初めとして、Microsoft では Messaging
API（MAPI）クライアント ライブラリまたは Collaboration Data Objects（CDO）1.2.1 を
ベース製品インストールの一部としてインストールしません。 Retrospect で Exchange
2007 と 2010 をバックアップするには、これらのライブラリを Exchange サーバにインス
トールする必要があります。 MAPI と CDO のインストールに関する詳細については、
Microsoft Web サイトを参照してください。

Retrospect ではサーバを正常にバックアップするために、Exchange Server 2007 または
2010 を実行しているコンピュータに Microsoft Visual C++ 2010 Redistributable Package
(x64) のコンポーネントをインストールする必要があります。 これらのコンポーネントを
インストールするには、Retrospect インストーラで [Exchange 2007/2010 サポートのイン
ストール] ボタンを選択します。 詳細については、Microsoft Web サイトを参照してくだ
さい。
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Exchange 2003 およびおよび 2007 クラスタのサポートクラスタのサポート

Retrospect はクラスタ環境で Exchange サーバのバックアップおよび復元をサポートしま
すが、次の制限があります。

• クラスターには2つのノードのみを持つことができます。
• 2 ノード間で共有している1つの Exchange リソース グループのみバックアップで
きます。

• ノードは Retrospect クライアントとしてバックアップおよび復元しなければなり
ません。 Retrospect バックアップ コンピュータはクラスタ内の 1 ノードになる
ことはできません。

• Exchange リソース グループを所有するノード上の Exchange データをバックア
ップすることのみが可能です。 同様に、Exchange リソース グループを所有する
ノード上に Exchange データを復元することのみが可能です。

• Retrospect はクラスタ構成情報をバックアップおよび復元しません。 障害発生時
の復旧シナリオでは、Retrospect により Exchange データを復元する前に手動で
クラスタを再作成する必要があります。

• ノードが現在 Exchange リソース グループを所有しているかどうかに関係なく、
Exchange データを確実にバックアップしたい場合、各ノードに対する個別の
Exchange ライセンス（およびクライアント ライセンス）が必要です。 特定のノ
ードが Exchange リソース グループを所有している時に Exchange データをバッ
クアップしたいという場合は、該当するノードに対する Exchange ライセンス
（およびクライアント ライセンス）が必要です。

Exchange メールボックスが表示されないメールボックスが表示されない

Exchange メールボックスが表示されない場合は、メールボックスの権限を持ったユーザ
として Retrospect を実行しているか確認してください。 たいていの場合は、単なるロー
カル管理者特権ではなく、ドメイン管理者特権で実行していなければなりません。 詳細に
ついては、Retrospect ユーザ ガイドと Retrospect オンライン ヘルプを参照してくださ
い。

メールボックスが表示されない上に、Retrospect のエラー -3401と Windows のエラー
0x81002746 が発生した場合は、Retrospect を「管理者」として実行することはできませ
ん。 必要な特権を持つアカウントを作成し、「管理者」以外の名前を付けてください。

メールボックスが表示されない上に、Retrospect のエラー -3401または -3402と Windows
のエラー 0x80040115 が発生した場合は、ボリューム データベースの Exchange コンテナ
を選択し、［ログイン資格］ ボタンをクリックしてください。 ログイン情報がない場合に
は、ここで入力し、再試行してください。 ログイン情報がある場合には、アカウントに問
題がある可能性があります。 この場合は、アカウントが無効になっていないか、またはア
カウントの権限が無効になっていないかを確認する必要があります。 また、新しく作成し
たアカウントを使用してログインすることもできます。

障害発生時の復旧障害発生時の復旧

ナレッジ ベースには、障害発生時の Exchange の復旧について、詳しく説明した記事があ
ります。
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.NET 4.0

Retrospect 8 を Windows で使用する場合、Microsoft .NET 4.0 以降のバージョンを使用し
て Exchange と Exchange のメールボックスにアクセスしてください。Exchange サーバ
ーに .NET 4 がインストールされていない場合、Retrospect を開けない場合がありま
す。.NET 4 は http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=24872からダ
ウンロードできます。

PowerShell 3.0 問題問題

Exchange 2010 をご利用のユーザーから、PowerShell 3.0 をインストールして Exchange
へ接続する際、認証に問題が発生するというご報告を受けています。この場合は、3.0 を
アンインストールして、2.0 をインストールしてください。

セキュリティセキュリティ

不適格なユーザがバックアップコンピュータで Retrospect を起動して、Exchangeサーバ
をバックアップする事態そのものは、さまざまな手段で防止できるでしょう。Exchange
のバックアップと復元を実行できるのはドメイン管理者だけです。したがって、正しいセ
キュリティコンテキストで動作するように Retrospect を設定することが重要です。たとえ
ば、Exchange サーバへの十分なアクセス権を持つユーザとして Retrospect や Retrospect
クライアントソフトウェアが実行されるように、Retrospect の環境設定を行う必要があり
ます。

Retrospect をすでにインストール済みまたは実行済みであるかどうかにかかわらず、また
セキュリティ環境設定を以前どのように設定していたかにかかわらず、Exchange を操作
できるようにするには以下の手順に従ってください。

ユーザログインの作成および管理ユーザログインの作成および管理

Retrospect 専用のログインアカウントを作成し、Retrospect のユーザを Backup
Operators として識別する必要があります。そのための手順では、Active Directory Users
and Computersを使用します。これを以下に示します。

Retrospect バックアップユーザアカウントの作成バックアップユーザアカウントの作成

Exchange サーバのドメイン内で、RBU（Retrospect バックアップユーザアカウント）な
ど、Retrospect 専用のログインを作成します。

このアカウントを、Domain Users、Domain Admins、Administrators、および Backup
Operators のメンバーにします。また、Exchange メールボックスを割り当てます。

この Retrospect バックアップアカウントに電子メールメッセージを送り、Exchange で初
期化します。

バックアップオペレータの追加バックアップオペレータの追加

Retrospect のユーザのアカウントを、Backup Operators のメンバーにします。バックア
ップコンピュータの Retrospect で使用するログインは、Backup Operators または
Administrators でなければなりません。
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Retrospect セキュリティ環境設定セキュリティ環境設定

Retrospect バックアップユーザアカウントを設定した後は、その新しいアカウントを使用
するように Retrospect を設定する必要があります。それぞれの Exchange サーバに対して
別々のドメインユーザとして実行するようにも設定できますが、すべての Exchange サー
バに対する Retrospect バックアップユーザとして実行するように特定の環境設定を行うほ
うが簡単でよいでしょう。

管理者権限のログインを使って、バックアップコンピュータにログインします。

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」
の説明に従ってインストールを行います。

Retrospect アプリケーションを起動します。

バックアップコンピュータで Retrospect を最初に起動する場合は、起動後に Retrospect
の起動ウィザードが開きます。このウィザードには、ユーザアカウント情報を入力する画
面が表示されます。

バックアップコンピュータで Retrospect を実行するのが今回初めてではない場合、
Retrospect ナビゲーションバーの「設定」をクリックしてから、「環境設定」をクリック
します。「実行」環境設定グループで、「セキュリティ」をクリックします。
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ユーザログインの選択ユーザログインの選択

「環境設定」ウィンドウと初めて起動したときの「ユーザアカウント」ウィンドウの両方
に、Retrospect アプリケーションが実行されるときのユーザログインを決めるラジオボタ
ンが 2 つあります。

「ログインユーザで Retrospect を起動」は、（「スタート」メニューか Windows エクス
プローラから）Retrospect を手動で起動したときに、実行されます。Retrospect を自動で
起動した場合は（スクリプトを実行）、「ローカルシステム」アカウントで動作します。
どちらも Exchange で使用するのは最適ではありません。なぜならば、権限不足によって
バックアップができない可能性があるからです。したがって、この環境設定を選択しない
でください。

Exchange で使用する場合には、「指定されたユーザで Retrospect を常に起動」の設定を
お勧めします。ラジオボタンをクリックして、この環境設定を選択します。Retrospect バ
ックアップユーザ名、パスワード、およびドメインを入力します。
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「OK」をクリックしてセキュリティ環境設定の変更を受け入れると、入力を確定するよう
に求められるので、「OK」をクリックします。

ログインが無効なことを示すメッセージが表示される場合は、ドメインユーザ名またはパ
スワードの入力ミスの可能性があります。名前を再チェックし、Retrospect バックアップ
ユーザアカウントの作成から始まる上記手順に従ってください。

指定のドメインユーザであることが確認された場合は、アプリケーションを終了して再起
動し、変更を有効にするよう Retrospect が指示します。終了して管理者をログオフし、次
の手順に進みます。

適正な操作の検証適正な操作の検証

Backup Operators のメンバーであるユーザとして、バックアップコンピュータにログイン
します。Retrospect を起動し、アプリケーションウィンドウのタイトルに注目します。こ
のウィンドウタイトルには、アプリケーションを実行しているユーザが入ります。別のユ
ーザとしてバックアップコンピュータにログインしていても、アプリケーションを実行し
ている「ユーザ」は Retrospect バックアップユーザアカウントです。

ローカル管理者権限ローカル管理者権限

常に特定のログインで実行するように Retrospect を設定した場合、ログインに権限が何も
割り当てられていなければローカル管理者権限が割り当てられます。

前に説明したセキュリティ環境設定が行われ、Backup Operators または Administrators の
メンバーとしてバックアップコンピュータにログインした場合、Retrospect は必ず、最低
限ローカル管理者権限で実行されます。

これは、バックアップオペレータが Retrospect での管理者権限を利用して、ローカルコン
ピュータのファイルを操作できることを意味します。

セキュリティを追加するには、Retrospect アプリケーションに対するユーザアクセスを制
御する、Retrospect のパスワード保護環境設定の使用を検討してください。

インストールインストール

Retrospect をバックアップコンピュータにインストールしていない場合は、「はじめに」
の説明に従ってインストールを行います。セキュリティで前述したように、セキュリティ
環境設定を行います。

Exchange サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合、そのコンピュータに
Retrospect クライアントソフトウェアをインストールします。詳細は、「ネットワーク接
続クライアント」を参照してください。
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クライアントのログインクライアントのログイン

Exchange サーバを Retrospect クライアントとして使用する場合は、バックアップコンピ
ュータからクライアントをログインします。詳細は、「ネットワーク接続クライアント」
を参照してください。

ライセンスライセンス

「ウィンドウ」メニューから「ライセンス マネージャ」を選択し、ライセンス登録済みの
コンポーネントを表示します。

Exchange データベース/メールボックスバックアップがリストに表示されていない場合、
または有効なライセンスがない状態でリストに表示されている場合には、「追加」をクリ
ックし、Exchange データベース/メールボックスバックアップのライセンスコードを入力
します。（ Retrospect, Inc. からコードを入手するには、「購入」をクリックします。）

Exchange バックアップライセンスを追加すると、使用可能としてリストに表示されま
す。次の手順は、ライセンスの使用です。

ライセンスの使用ライセンスの使用

ナビゲーションバーから、「ボリューム」をクリックしてボリュームデータベースウィン
ドウを表示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアント」の下には、
Retrosepct に認識されたすべての Exchange サーバがリスト表示されます。

テキストによって示されているとおり、まだライセンス設定がなされていないため、アイ
コンはグレーになっています。ライセンスマネージャで利用可能になっているライセンス
はありますが、どのサーバを使用するかは Retrospect にはわかりません。Retrospect で
使用する各サーバに、ライセンスを適用する必要があります。
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使用する Exchange サーバをクリックします。そこで、利用可能なライセンスを使用する
かどうか尋ねられます。「OK」をクリックします。その後すぐ、Exchange Server コンテ
ナとそれに付随する Exchange Mailboxes コンテナから「ライセンス供与されていない」
タグが消えます。

Exchange サーバをクリックしたときに何も行われなかった場合は、Exchange サーバに対
して十分なアクセス権限がログインユーザにないか、サービスが動作していない可能性が
あります。再試行する前に、サービスが動いていることを確認し、セキュリティを読み直
して、セキュリティを正しく設定してください。

クライアントの場合のクライアントの場合の Exchange コンテナのプロパティコンテナのプロパティ

Retrospect のクライアントであるサーバの場合は、ライセンスの適用後すぐに、
Exchange サーバの認証情報を入力するよう Retrospect が求めてきます。

セキュリティ環境設定で指定した Retrospect バックアップユーザアカウントを使用するよ
うに設定します。

Exchange サーバの内容が表示されない場合、または認証に失敗したと通知された場合
は、クライアントコンピュータ上の Exchange サーバへの十分なアクセス権限が指定した
ユーザにないか、あるいはサービスが動作していない可能性があります。再試行する前
に、サービスが動いていることを確認し、セキュリティを読み直して、セキュリティを正
しく設定してください。

一般的な使い方一般的な使い方

前述のとおりに Exchange サーバにライセンス供与を行った後は、それをスクリプトに追
加し、元ボリュームリストや宛先ボリュームリストで使用することができます。Exchange
サーバはボリュームデータベースウィンドウで使用することもできます。

Exchange データにはアーカイブ操作は実行できません。

ボリュームリストの操作ボリュームリストの操作

ナビゲーションバーから、「設定」>「ボリューム」をクリックして「ボリュームデータ
ベース」ウィンドウを表示します。「マイコンピュータ」と「バックアップクライアン
ト」の下には、Retrosepct に認識されたすべての Exchange サーバがリスト表示されま
す。

CHAPTER 15 • EXCHANGE SERVER AGENT 618



それぞれの Exchange サーバに対して、Exchange Server コンテナとそれに付随する
Exchange Mailboxes コンテナがあります。Exchange サーバとして動作している各コンピ
ュータの下に、1 ペアのコンテナが編成されています。サーバ自体で Retrospect を実行し
ている場合は、Exchange コンテナは「マイコンピュータ」の下にあります。

サーバで Retrospect を実行していない場合は、Exchange コンテナは「バックアップクラ
イアント」の下にあります。

Exchange Server コンテナのアイコンがグレーになっている場合、または下に階層化され
たものが何もない場合、Retrospect は Exchange サーバデータを参照するのに十分な権限
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を持っていないユーザとして動作している可能性があります。スクリプトで Exchange
Server コンテナを使用できますが、スクリプトを実行したときにエラーになります。ま
た、Exchange Mailboxes は使用できません。セキュリティを読み直し、セキュリティを正
しく設定してください。

Exchange Server コンテナのアイコンが色付きで、1 つ以上の項目が下に階層化されてい
る場合、Retrospect は Exchange サーバデータを参照できる権限を持つユーザとして動作
しています。これは、セキュリティが正しく設定されていることを意味します。

Exchange Server コンテナコンテナ

Retrospect には、Exchange サーバごとに 1 つの Exchange Server コンテナがあります。
Retrospect がサーバ上でローカルに動作している場合、このコンテナは「マイコンピュー
タ」の下にあります。Retrospect のネットワーククライアントである Exchange サーバの
場合は、Exchange Server コンテナはそのコンピュータのクライアントコンテナの下に表
示されます。

Exchange Server コンテナには、1 つ以上のストレージグループまたはデータベースが入
っています。コンテナの内容を表示したり隠したりするには、Exchange Server コンテナ
の + または – コントロールをクリックします。

バックアップ元として Exchange Server コンテナを選択すると、サーバのデータベースま
たはストレージグループのすべてがバックアップされます。

サーバ内のすべてのストアをバックアップしたくない場合は、1 つ以上のデータベースま
たはストレージグループを個別に選択してバックアップできます。

個々のストレージグループ個々のストレージグループ

ストレージグループは、Exchange Server コンテナの下に表示されます。

各ストレージグループには、1 つ以上のパブリックフォルダストアと 1 つ以上のメールボ
ックスストアが含まれています。これらのストアは、Retrospect では見えませんが、スト
レージグループを参照して、データベースファイルとして表されたストアを表示すること
ができます。

バックアップ元として単体のストレージグループを選択すると、そのグループのパブリッ
クフォルダストアとメールボックスストアがすべてバックアップされます。特定のストア
を切り離してバックアップすることはできません。

Exchange Mailboxes コンテナコンテナ

Retrospect には、Exchange サーバごとに 1 つの Exchange Mailboxes コンテナがありま
す。Retrospect がサーバ上でローカルに動作している場合、このコンテナは「マイコンピ
ュータ」の下にあります。Retrospect のネットワーククライアントである Exchange サー
バの場合は、Exchange Mailboxes コンテナはそのクライアントコンピュータコンテナの下
に表示されます。

Exchange Mailboxes コンテナには、次の項目を格納できます。

• 1 つ以上のメールボックス
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• All Public Folders コンテナ

Exchange Server のライセンスを取得すると、Retrospect はそのサーバに関連付けられた
すべてのメールボックスを Exchange Mailboxes コンテナに自動的に追加します。これ以
後に新しいメールボックスを作成するかメールボックスを削除した場合、Retrospect は
Exchange Mailboxes コンテナの内容を変更します。

また、All Public Folders コンテナが Exchange Mailboxes コンテナに自動的に追加されま
す。

Exchange Mailboxes コンテナは、複数のメールボックスストアのメールボックスや、複数
のパブリックフォルダストアの Public Folders を含むことができます。

バックアップ元として Exchange Mailboxes コンテナを選択すると、すべてのメールボッ
クスがバックアップされます。これにより、個々のメールボックス、メールボックス フォ
ルダの復元はもとより、1 つのメッセージの復元も行うことができます。

Exchange Mailboxes コンテナのバックアップは、Exchange サーバ全体のバックアップの
代わりにはなりません。

パブリックフォルダをバックアップするためには、バックアップの対象となるすべてのパ
ブリックフォルダか、個々のパブリックフォルダを選択しなければなりません。All Public
Folders コンテナを選択すると、個々の Public Folder の復元はもとより、Public Folder 内
の 1 つのメッセージの復元も行うことができます。

Exchange Mailboxes コンテナだけを選択すると、Retrospect はいずれの Public Folders
もバックアップしません。

個々の個々の Mailbox Folders ととPublic Folders

個々のメールボックスフォルダか Public Folder をバックアップするためには、まずそれら
をボリュームデータベースに追加しなければなりません。

メールボックスフォルダを追加するには

1. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「ボリューム」をクリックしま
す。

2. Exchange メールボックスコンテナで、メールボックスを選択して「サブボリュー
ム」ボタンをクリックします。
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選択したメールボックスで利用できるすべてのフォルダのリストが表示されま
す。

3. リストから 1 つ以上のフォルダを選択して「定義」をクリックします。

フォルダがボリュームデータベースに追加されます。

Public Folder を追加するには

4. Retrospect のナビゲーションバーで「設定」>「ボリューム」をクリックしま
す。

5. Exchange メールボックスコンテナで、「All Public Folders」を選択して「サブボ
リューム」ボタンをクリックします。

利用できるすべての Public Folders のリストが表示されます。

6. リストから 1 つ以上のパブリックフォルダを選択して「定義」をクリックしま
す。

パブリックフォルダがボリュームデータベースに追加されます。
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追加したメールボックスフォルダやパブリックフォルダは、ボリュームデータベース内に
表示されます。その内容を表示したり隠したりするには、Exchange Mailboxes コンテナの
「+」か「-」 コントロールをクリックします。

個々のメールボックスやパブリックフォルダを定義すると、より大きいコンテナの一部と
としてではなく、固有のエンティティとしてバックアップできます。

個々のメールボックスフォルダかパブリックフォルダをバックアップするには、それを
Exchange Mailboxes コンテナの下で選択します。

ライセンスの解除ライセンスの解除

バックアップや復元が不要になった Exchange サーバがあれば、その Retrospect ライセン
スを解除して、他の Exchange サーバにライセンスを使用できるようにすることが可能で
す。

Exchange コンテナを選択し、ツールバーの「ライセンス供与」ボタンをクリックしま
す。使用されているライセンスを解除してもよいか尋ねられます。「OK」をクリックして
解除します。

Exchange ライセンスを解除すると、Exchange コンテナ、ストレージグループ、およびメ
ールボックスはスクリプト内で無効になります。

バックアップバックアップ

Exchange サーバ、ストレージグループ、またはメールボックスをバックアップするに
は、バックアップスクリプトを使用するか、基本バックアップを始動できます。どの方法
でも、元ボリューム、宛先ボリューム、選択基準、オプションという、Retrospect の他の
バックアップ操作と同じ要素を使用します。

Exchange 2003 には、Exchange メールボックスデータベースの別のコピーを元々のデー
タベースと同じサーバ上にマウントすることができる復元ストレージグループ機能が含ま
れています。Retrospect は、復元ストレージグループのバックアップはサポートしませ
ん。

元ボリュームとして、Exchange Server コンテナ、ストレージグループ、Exchange
Mailboxes コンテナ、個々のメールボックス、個々のメールボックス フォルダ、個々の
Public Folder、All Public Folders コンテナをどれか 1 つ、またはそれらを組み合わせて選
択します。

または、「マイコンピュータ」または「バックアップクライアント」を選択して、それぞ
れローカル Exchange サーバまたはクライアント Exchange サーバをバックアップしま
す。「マイコンピュータ」か「バックアップクライアント」を選択すると、そのコンテナ
内のすべて （すべてのメールボックスや All Public Folders を含む） がバックアップされ
ます。
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バックアップ元に Exchange メールボックスとパブリックフォルダが、Exchange 以外の
ボリュームと並存している場合は、メールボックスとパブリックフォルダをグループにま
とめてください。検証オプションを有効にしたテープバックアップセットへのバックアッ
プが、より高速になります。

宛先ボリュームとして、バックアップセットをどれか 1 つ、または組み合わせて選択しま
す。

Exchange データベースのバックアップでは、セレクタは無視されます。バックアップ元
にデータベース以外のボリュームと Exchange データベースの両方が存在している場合の
み、指定したセレクタがデータベース以外のボリュームに適用されます。

Exchange メールボックスのバックアップ時には、Retrospect によってセレクタが適用さ
れます。Retrospect には、Exchange メールボックスのバックアップに適用するカスタム
セレクタの作成に特に役立つ、Sender（「メールボックス」グループ）と Date（「共
通」グループ内）という 2 つの条件があります。詳しくは、セレクタの使い方を参照して
ください。

個々のメールボックスをバックアップするとき、ファイル選択基準を設定して、メールボ
ックスの送信者と共通日付条件に基づいて、メッセージをバックアップすることができま
す。スクリプトによるバックアップでは、カスタムセレクタを作成します。基本バックア
ップでは、プレビューブラウザでバックアップする項目にマークを付けます。「検索」コ
マンドを使用して、メッセージを探すことができます。メッセージのサブセットの選択
は、メールボックスメッセージのバックアップに関連するパフォーマンス低下を少なくす
るのに有効です。

Exchange Server オプショングループでは、Retrospect がバックアップ元に対して試行す
るバックアップのタイプを決定できます。「フルバックアップ」、「差分バックアッ
プ」、または「ログ/増分バックアップ」を選択します。

データが以前にフルバックアップされていなかった場合は、データの差分バックアップま
たはログ/増分バックアップを行うことはできません。この場合は、自動的にフルバックア
ップが試みられます。

スクリプトによるバックアップの計画を行うとき、異なる種類のバックアップに個別のス
クリプトを作成します。たとえば、金曜日に実行するフルバックアップスクリプトをスケ
ジュールし、毎日実行する差分バックアップスクリプトをスケジュールできます。

利用可能なオプションについては、Windows Exchange Server オプションを参照してくだ
さい。

循環ログ循環ログ

差分バックアップやログバックアップを行う場合には、所定の Exchange サーバで循環ロ
グを有効にするを使用しないことを確認する必要があります。たとえば、循環ログを使用
している Exchange サーバの差分バックアップを行おうとすると、Retrospect によりエラ
ーが報告されます。

循環ログはではデフォルトで無効になっています。
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バックアップセットバックアップセット

他のデータのバックアップとは異なり、データベースバックアップは 1 つのバックアップ
セット内で必ずしも自己完結型ではありません。

ファイルの復元にはよくあることですが、1 セットのメディアからデータベーススナップ
ショットを復元できるかどうかは確かでありません。バックアップ計画とバックアップ履
歴によっては、所定のデータベースを復元するのに、複数のバックアップセットからのメ
ディアが要求される場合があります。

データベースバックアップ履歴データベースバックアップ履歴

Retrospect は、各データベースまたはストレージグループの各バックアップセッションを
追跡します。「レポート」>「データベースバックアップの履歴」から、バックアップの
履歴を表示できます。

ウインドウには、各 Exchange データベースまたはストレージグループの Retrospect のデ
ータベースセッションスナップショットがすべて一覧表示されます。（SQL データベース
もこのウィンドウに表示されます。）

ウィンドウの下部にあるボタンを使用して、スナップショットのプロパティを表示した
り、バックアップセットからデータベースセッションを追加したり、このリストからスナ
ップショットを削除したりできます。

スナップショットのプロパティを表示すると、データベースを復元するのに必要なバック
アップセットメディアが表示されます。

復元復元

Exchange サーバ、ストレージグループ、メールボックス、または 1 つ以上のメッセージ
を復元するには、スクリプトを使用するか、基本復元を始動できます。どの方法でも、復
元の一般的な構成要素、すなわち復元元データベースかメールボックスのスナップショッ
ト、宛先サーバかメールボックス、選択したファイル（メールボックスからのメッセージ
とフォルダのみ）、およびオプションが使用されます。
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• Exchange 2003 には、Exchange メールボックスデータベースの別のコピーを
元々のデータベースと同じサーバ上にマウントすることができる復元ストレージ
グループ機能が含まれています。Retrospect は、復元ストレージグループの復元
はサポートしません。また、復元ストレージグループを含む Exchange 2003 サー
バにデータを復元するには、復元前に復元ストレージグループを削除するか、ま
たは Microsoft の Web サイトに説明されているように、Exchange サーバに復元
ストレージグループに優先するレジストリキーを作成する必要があります。

Exchangeストレージグループまたはデータベースの復元ストレージグループまたはデータベースの復元

Exchange サーババックアップからストレージグループまたはデータベースを復元するに
は、「復元」>「選択したデータベース」をクリックして基本復元を開始するか、データ
ベース復元スクリプトを作成します。

復元元には、データベーススナップショットを選択します。
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「追加」ボタンと「削除」ボタンを使用して、このリストからデータベーススナップショ
ットを追加、削除できます。

Exchange Server コンテナを選択して、データベースの復元先を設定します。
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「オプション」をクリックして実行オプションを設定します。利用可能なオプションにつ
いては、Windows Exchange Server オプションおよびデータベース復元オプションを参照
してください。
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前回のバックアップがフルバックアップ以外の場合は、元データベーススナップショット
の下に複数のセッションが一覧されることに注目してください。複数のセッションが表示
されるのは、Retrospect に、復元元を完全に復元するために必要なすべてのセッションを
復元する実行オプションがあるからです。

データベース復元操作の設定が完了したら、「スケジュール」をクリックして設定をスク
リプトに保存するか、または基本復元を実行します。

メールボックスかパブリックフォルダの復元メールボックスかパブリックフォルダの復元

単独のメールボックスやパブリックフォルダ、すべてのパブリックフォルダ、あるいは 1
つ以上の特定のメッセージを復元するには、ナビゲーションバーで「復元」>「メールボ
ックス」を順にクリックします。
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復元元としてメールボックス、パブリックフォルダ、または All Public Folders のスナップ
ショットを 1 つ選択します。
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単独のメールボックスかパブリックフォルダ、または All Public Folders コンテナを復元先
として選択します。リストボックスを「メッセージとフォルダを復元する」または「メッ
セージのみを復元する」に設定します。
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基本復元では、ブラウザで復元する項目を選択します。「検索」コマンドを使用して、メ
ールボックスの送信者と共通日付条件に基づいて、メッセージを探すことができます。

スクリプトによる復元では、メールボックス全体のみを復元できます。

「オプション」をクリックして実行オプションを設定します。
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復元操作の設定が完了したら、それをスクリプトに保存するか、基本復元を実行します。

障害発生時の復旧障害発生時の復旧

Exchange サーバ（システムボリュームとデータベース）を完全にバックアップした後
は、障害発生時のデータ損失から復旧することができます。

最初に、バックアップコンピュータの復元にある該当手順に従ってください。

コンピュータの残りの部分を復元した後、Exchange サービスを再起動します。データベ
ースがマウントされていないことを確認します。ストレージグループフォルダからすべて
削除します。これによって、ログファイルがデータベースと一致し、データベースの復元
後にストアを再マウントできます。

すべてを削除した後、データベースを復元します（詳しくは、Exchange ストレージグル
ープまたはデータベースの復元を参照してください）。

復元後は、データベースがマウントされ、使用できる状態になります。
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Chapter 16

VMware ホストホスト サーバーのアドオンサーバーのアドオン
• Introduction
• VMware 仮想マシンをバックアップするには
• VMware バックアップからの復元

Retrospect は、ユーザーが Retrospect のボリュームデータベースに ESX と Virtual Center
サーバーを追加できるようにすることで、VMware がホストするマシン上のデータを保護
します。 ボリュームが NTFS または FAT/FAT32 ファイルシステムを実行しているサポー
トされたすべての Windows ゲスト上のデータを保護できます。

必要なログイン認証情報を入力し、バックアップ スケジュールを作成することにより、即
時またはスケジュール バックアップ用の個々の仮想マシンを選択します。 バックアップジ
ョブ時に仮想マシンのコンテナに追加されたすべてのサポートされる仮想マシンは、保護
できます。

Retrospect は以下の VMware プラットフォーム製品と共に VDDK 5.0 を使用します。

• ESX/ESXi バージョン： 4.1 および 5.0
• vCenter サーバー バージョン: 5.0

VMware ツールは各ゲストの OS に必ず最新バージョンをインストールして保護してくだ
さい。

注：注： Retrospect は、Windows OS と Windows OS によりサポートされている指定のファイル·システム用の
VMware サポートの限界を超えた保護を提供することができません。 プラットフォーム製品と OS サポート
の完全な最新リストについては、VMware のサポートサイトを参照することをお勧めします。
http://www.vmware.com/support/developer/vddk/VDDK-500-ReleaseNotes.html.

VMware 仮想マシンをバックアップするには仮想マシンをバックアップするには
1. Retrospect コンソールから設定 > ボリュームをクリックします。

CHAPTER 16 • VMWARE ホスト サーバーのアドオン 634

http://www.vmware.com/support/developer/vddk/VDDK-500-ReleaseNotes.html


2. ボリュームのリストから仮想マシン仮想マシンボタンを選択します。

3. ホストの接続...をクリックして VMware の接続を設定します。

このダイアログは、vSphere または ESX/ESXi ホスト、または Virtual Center サー
バーから VM をバックアップできる VMware 接続のコントロールパネルに表示さ
れます。

4. [追加...]をクリックします
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5. 空欄に希望するホストのログイン認証情報をタイプしてOKをクリックします。

ホストがホストマネージャリストに表示されます。

6. 追加...をクリックして別のホストを追加するか、OKをクリックして 続行します。

このダイアログにある変更ボタンを使用して、追加したホストのログイン認証情
報を変更します。

7. [OK]をクリックしたら、開くをクリックしてホストのゲストマシンを表示しま
す。
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8. 仮想マシンコンテナに表示したい Windows 仮想マシンを選択し、次に[追加]をク
リックします。

仮想マシン コンテナはバックアップできる追加したゲストマシンをリスト表示し
ます。
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VMware バックアップからの復元バックアップからの復元

VMware バックアップは Retrospect クライアント ソフトウェアを実行するローカルボリ
ュームまたは任意の物理的または仮想コンピュータに各ファイルを復元する機能を提供し
ます。 ゲストのオペレーティングシステム上で実行する Retrospect クライアントに復元
する場合、Retrospect がデータを復元するには、VM が実行している必要があります。 仮
想マシンの災害復旧はサポートしません。 仮想マシン内にインストールされた Retrospect
クライアント ソフトウェアを使用して、フォルダおよびファイル レベルのリストアを実行
する方法については、 Immediate Operations: Restoreを参照してください。

注：注： VM エージェントはファイルベースの復元のみを行い、ESX ホストに存在しなくなったゲストを再作成
するのに使用することはできません。
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Instant Scan テクノロジーテクノロジー

Retrospect は、バックアップサーバと Retrospect クライアントに接続している NTFS と
HFS+ ボ リュームを事前スキャンします。これは時間を要するボリュームスキャンをバッ
クアップ プロセス から排除することにより、バックアップ全体の所要時間と復元操作を短
縮化します。この機能は USN の変更ジャーナル(NTFS ボリューム用)と FSEvents(HFS+ ボ
リューム用)を活用すること により、前回に特定のメディアセットに実行したバックアップ
以来の変更を事前認知します。

Instant Scan はバックアップソースコンピュター上で実行されます。Instant Scan のデー
タが使用されると、「Instant Scan.」 使用中」というアクティビティ実行ログが表示され
ます。Retrospect 8.1.0 (266) for Windows ならびに Retrospect 10.1.0 (221) for Mac から
Instant Scan は定期的なスクリプトアクティビティのみとなり、実行ボタンをクリックし
て手動で開始するアクティはありません。

Instant Scan を有効または無効にするを有効または無効にする

Windows 用 Retrospect 10 / Mac 用 Retrospect 12

Instant Scan集中管理集中管理 – クライアントサイドの管理に加え、管理者はサーバーインターフ
ェースを通じて自分の環境でInstant Scanの状態を管理できるようになりました。クライ
アントごとに機能の有効化や無効化ができるのです。

639 WINDOWS ユーザー ガイド



Windows 用 Retrospect 8 / Mac 用 Retrospect 10

サーバーまたはクライアントのユーザーインターフェースを使って、Instant Scan の有効
・無効の設定ができます。どちらの場合でもバックアップソースコンピューターとして利
用できます (Mac・Windows 共に可)。

• Windows 用用 Retrospect: オプションは環境設定にあります。構成> 環境設定 >
実行 > 一般に進み、「Instant Scan を有効にしてください」または「Instant
Scan を無効にしてください」をクリックします。
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• Windows 用用 Retrospect Client: オプションは Retrospect クライアントのコント
ロールパネルにあります。Retrospect クライアントを開いてください。キーボー
ドのCtrlキーを2秒ほど押し続けると、詳細設定のタブが表示されます。詳細設定
をクリックし、「Instant Scan」 を有効にしてください」または「Instant Scan」.
を無効にしてください」をクリックします。
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• Mac 用用 Retrospect: オプションは Retrospect Engine システム環境設定ペインに
あります。システム環境設定の Retrospect Engine を開き、「Instant Scan」 を有
効にしてください」または「Instant Scan」. を無効にしてください」をクリック
します。

CHAPTER 17 • VMWARE ホスト サーバーのアドオン 642



• Mac 用用 Retrospect Client: システム環境設定を開きます。キーボードのコマンド
キー (⌘) を押しながら、Retrospect クライアントをクリックしてください。詳細
設定をクリックし、「Instant Scan を有効にしてください」または「Instant Scan
を無効にしてください」をクリックします。.
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Mac 上の上の launchctl

過去にMac 上で、Instant Scan を無効にするため 「launchctl unload -w」 を使用または
Instant Scan を有効にするため　「launchctl load -w」 を使用していた場合、当システム
はコンピューター再起動時に Retrospect が使用する環境設定ファイルを上書きします。

さらに、この設定はクライアントならびにサーバーの Retrospect Mac インストーラーに
も影響します。インストールに失敗すると次のメッセージが表示されます: 「The
installation failed. The Installer encountered an error that caused the installation to fail.
Contact the software manufacturer for assistant.」。 コンソールユーティリティのインス
トールログがパッケージ 「com.retrospect.retroisaplist.pkg」 に関する 「postinstall」 の
問題であると示すことにより、次のエラーが発生します: 「install:didFailWithError:Error
Domain=PKInstallErrorDomain Code=112」。このような場合には、「アンインストール
Retrospect」でRetrospect、コンソールを含むアプリケーションをアンインストールし、
以下に示す上書き設定を削除したうえで、再度インストラーを実行します。
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お使いのシステムの当設定を確認する場合は 、Terminal アプリケーションを開いて下記の
通り入力し、 「com.retrospect.retroisa」 を検索してください:

sudo more /private/var/db/launchd.db/com.apple.launchd/
overrides.plist

この設定を削除する場合は Terminal アプリケーションを開き、次のように入力してくださ
い:

sudo /usr/libexec/PlistBuddy -c "Delete :com.retrospect.retroisa"
/private/var/db/launchd.db/com.apple.launchd/overrides.plist

このコマンドは、システムの overrides.plist ファイルのエントリを削除するものです。環
境設定ボタンでインスタントスキャンの有効・無効の設定をすると、設定内容が再起動後
に適用されます。
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iOS 用用 Retrospect
iOS用Retrospectは、多様なMacとWindowsのバックアップ・サーバーのリモート管理を
可能にします。あなたのRetrospectインストールのすべての側面を監視するために、Wi-Fi
または携帯電話経由で接続して下さい。Retrospectは安全にあなたのデータを保持するの
で、どこからでもそれをチェックすることができます。アップストアから無料で入手でき
ます。

• ✓ iOS用に最適化用に最適化— フルRetina表示サポートで、iPhoneとiPadの両方に美しく仕
上げられた

• ✓ 殆どすべて殆どすべて— レポート、アクティビティ、過去のバックアップ、スクリプト、
ソース、メディアセット、デバイス、及び操作ログを表示。

• ✓ シームレスに同期しているシームレスに同期している— バックグラウンドでサーバーのすべての内容を同
期して、あなたを妨げません。

• ✓ バッジを使用したレポートバッジを使用したレポート— あなたのすべてのレポートは現在、瞬時にアクセ
スできます。

• ✓ 遠くから実行遠くから実行— それを実行するために、スクリプトをタップして下さい。
• ✓ 手厚いサポート手厚いサポート— Mac 9と10と11用Retrospect、及びWindows 7.7.612と8と9
用Retrospectのフルサポートと、Mac 8.2用Retrospect、及びWindows 7.7.341用
Retrospectの部分的サポート。

CHAPTER 18 • VMWARE ホスト サーバーのアドオン 646



ポート設定ポート設定

iOS 用 Retrospect はTCPポート 22024 を使って Mac および Windows サーバーと通信し
ます。 接続に問題が生じた場合、ファイアーウォール設定でこのポートがブロックされて
いないか確認してください。
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Chapter 19

Retrospect およびおよび VMware
Consolidated Backup による仮想マシによる仮想マシ
ンの保護ンの保護

• 必要条件
• バックアップ用の VCB の構成
• Retrospect の構成とバックアップ

Retrospect と VMware Consolidated Backup（VCB）の統合により、VCBプロキシ サーバ
で実行されている Retrospect では、仮想マシン（VM）を一時停止またはシャットダウン
することなく、仮想マシンのファイルレベルおよびイメージレベルのバックアップおよび
仮想マシンの複製が可能です。 これは、VCB プロキシ サーバで必要なプレスクリプトお
よびポストスクリプトを呼び出す、Retrospect　の外部スクリプト機能により行われま
す。

注記注記 : 外部スクリプトは、Windows Scripting Host がサポートする、1つ以上のスクリプト言語に関する基礎
知識を最小限でも持ち合わせている、上級ユーザーを対象にしています。 詳細については、Retrospect ユー
ザー ガイドの第10章「ツール」の「外部スクリプト」セクションを参照してください。

必要条件必要条件

構成の実行前に、いくつかの前提条件を満たす必要があります。

• VMwareのWeb サイト www.vmware.comから入手できる「Virtual Machine
Backup Guide」の説明に従って、VCB プロキシ サーバをセットアップ、環境構
成、および実行します。

• VMware ツールを保護する各ゲスト OS にインストールする必要があります。
• Retrospect Single Server (Disk-to-Disk) 以上を VCB プロキシ サーバに直接インス
トールしている必要があります。 VM 上で Retrospect クライアントのゲスト サ
ーバ OS を直接バックアップするか、または同 OS へファイルを復元するには、
Retrospect Multi Server ライセンスが必要です。

• VCBプロキシ サーバには、バックアップまたは復元する最大のイメージが入るデ
ィスク容量が必要です。

• VM 保護のためのこの方法では ESX 3 をサポートしていますが、ESX 4 と ESXi 5
はサポートしていません。

バックアップ用のバックアップ用の VCB の構成の構成

VM のバックアップ用に Retrospect を構成する前に、VCBプロキシサーバにあるVCB
config.js settingsファイル（例：C:\YOUR_VCB_FRAMEWORK\config\config.js）を変
更する必要があります。 変数を次のとおりに変更します。

BACKUPROOT=<マウントするパス>; (例: BACKUPROOT=”C:\\vcb_mnts”;)
HOST=<esxserverのホスト名>; (例: HOST=”esxserver.vmware.com”;)
USERNAME=<ユーザ名>; (例: USERNAME=”vcbUser”;)
PASSWORD=<パスワード>; (例: PASSWORD=”vcbpasswd”;)
VM_LOOKUP_METHOD=”name”; (例: VM_LOOKUP_METHOD=”name”;)
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PREEXISTING_MOUNTPOINT=”delete”; (例:
PREEXISTING_MOUNTPOINT=”delete”;)
PREEXISTING_VCB_SNAPSHOT=”delete”; (例:
PREEXISTING_VCB_SNAPSHOT=”delete”;)

Retrospect の構成とバックアップの構成とバックアップ

VM のバックアップ実行の準備として必要な作業の大半は、Retrospect Event Handler スク
リプトおよび Retrospect アプリケーションで実行されます。

retro.ini ファイルの編集ファイルの編集

Retrospect と VCB が通信するには、Retrospectアプリケーションディレクトリにある
retro.ini ファイルを編集する必要があります。 テキストエディタでファイルを開き、次の
行を [OEM] セクションに追加します。

CheckVCBScripts=1
• retro.ini ファイルを保存し終了します。

Retrospect アプリケーションのデフォルトインストール場所は、以下の通りです。

C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 8.0

Retrospect Event Handler の設定の設定

Retrospect Event Handler は、Retrospect が他のプログラムに情報を伝達するための外部
スクリプトです。 VCB は特別な Retrospect Event Handler ー
VCB_RetroEventHandler.bat と併用します。
スクリプトの例は、アプリケーション ディレクトリの外部スクリプトフォルダにありま
す。

デフォルトでは、次の場所にインストールされます。

C:\Program Files\Retrospect\Retrospect 8.0\External Scripts\Sample
VCB

注記注記 : ファイルに変更を加える前に、VCB_RetroEventHandler.bat のコピーを作成するようお勧めします。

VCB_RetroEventHandler.bat ファイルの構成方法は簡単です。VCB_FRAMEWORK_PATH変
数を次のように設定するだけです。

set VCB_FRAMEWORK_PATH=c:\vcb_framework

VCB_RetroEventHandler のアクティブ化のアクティブ化

VCB_RetroHandler.batスクリプトをアクティブ化するには、これを Retrospect 構成
ファイルと同じフォルダにコピーします。

Windows XP とと Server 2003 の場合の場合:
c:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Retrospect\;

Windows Vista とと Windows 7 の場合の場合:
c:\Users\All Users\Retrospect\
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Windows 8、、Server 2008 およびおよび Server 2012の場合の場合:
c:\Application Data\Retrospect\

仮想マシン仮想マシン バックアップバックアップ スクリプトの作成スクリプトの作成

各仮想マシンおよび各タイプのバックアップ（ファイルまたはイメージ）に対して、次の
プロセスを繰り返します。

仮想マシン仮想マシン バックアップバックアップ スクリプトの作成スクリプトの作成:
1. 変数 BACKUPROOT in VCB config.js 指定のVCB マウントポイント ディレクトリ
に、一時
フォルダを作成します（を参照）。

VM で mytestvm.foo.com と呼ばれる、イメージレベルのイメージレベルのバックアップを実行する
には、
フォルダを以下の名前に指定します。

C:\vcb_mnts\mytestvm.foo.com-fullVM

ファイルレベルのバックアップを実行するには、フォルダを以下の名前に指定し
ます。

C:\vcb_mnts\mytestvm.foo.com
2. マウントポイントを Retrospect のサブボリュームとして定義します。
3. VCB_を接頭辞とするバックアップ スクリプトを定義し（例：

VCB_mytestvm_backup）、上記のように定義されたサブボリュームをソースと
して指定します。

上記の手順をすべて完了すると、Retrospect で VM をバックアップする準備が完
了します。

注記注記 : ファイルレベルのバックアップでは、VCB が VM ドライブやフォルダ、そしてファイル階
層をマウントする際に、2つのディレクトリ内に同一のビューが作成されます。1つは “letters”、も
う1つは “digits” と呼ばれます。 Retrospect はディレクトリ “letters”のみから、その内容をバック
アップします。

仮想マシンへのデータの復元仮想マシンへのデータの復元

ファイルベースおよびイメージベースのバックアップには、それぞれに対応した復元方法
があります。 ファイルレベル バックアップからのデータは、通常 VM で実行する
Retrospect クライアント ソフトウェアから復元されます。一方イメージベースのバックア
ップでは、最初に VCB プロクシサーバ上のディレクトリに復元され、その後 VMware
Converter を使用して ESX または vCenter Server に移動されます。

ファイルレベルのバックアップからの復元ファイルレベルのバックアップからの復元

ファイルレベルのバックアップの場合、

Retrospect クライアント ソフトウェアを実行している、物理または仮想コンピュータのい
ずれにも、個別ファイルを復元することができます。 Retrospect では、VCBマウントポイ
ント ディレクトリからファイルとフォルダをバックアップするため、このディレクトリで
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追加レベルのフォルダ階層に仮想ボリュームが埋もれることから、この方法ではマシン全
体の復元はできません。

VM にインストールされた Retrospect クライアント ソフトウェアを使用して、フォルダレ
ベルおよびファイルレベルで復元する場合については、Retrospect ユーザーガイドの第4
章を参照してください。

イメージレベルのバックアップからの復元イメージレベルのバックアップからの復元

イメージレベルでの VM のバックアップでは、小規模で細かなバックアップは実行できま
せんが、VM 全体の完全復元を高速に提供します。 イメージ レベルのバックアップから復
元する場合、2段階のプロセスがあります。 まず Retrospect で VCB プロクシサーバ上で
VM イメージ（通常複数の .vmdk ファイルから構成されます）を新規フォルダに復元しま
す。 この手順が完了したら、VMware の仮想マシンバックアップガイドにある方法のいず
れかを実行し、ESX または vCenter Server
ストレージにイメージを復元するプロセスを行ないます。
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Chapter 20

レガシーアプリケーションレガシーアプリケーション
• クライアントの環境設定
• アクセス マスター コントロール
• 通知の環境設定
• 通知の環境設定
• 優先度の環境設定
• アクセス制限の環境設定
• プロアクティブ バックアップの操作
• クライアントからのスケジュール設定
• 実行の保留
• クライアントユーザの環境設定
• アクセスマスター制御
• 環境設定
• 通知環境設定
• Proactive Backup の制御

クライアントの環境設定クライアントの環境設定

クライアント ソフトウェアをインストールしたら、クライアント コンピュータのユーザー
は、Retrospectクライアント コントロール パネルを使用して、ネットワークのバックアッ
プ操作の一部の要素を制御できます。バックアップを実行するために設定を変更する必要
はありません。ほとんどの場合、既存の設定のまま使用できます。Retrospectクライアン
トのコントロールパネルを開くには、次の操作を実行します。

Mac OS X：：［アプリケーション］フォルダから、Retrospectクライアントを開きます。

Windows：：［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］>
［ Retrospect］>［Retrospectクライアント］を選択します。

Linuxの場合の場合インストールされたクライアント フォルダからRetroClient.shを実行します。

Retrospectクライアント コントロール パネルには、インストールされたクライアント コ
ンピュータの情報が表示されます。表示される情報には、ユーザーまたはコンピュータ
名、クライアントのアクセス ス
テータス、最近のバックアップのレポートなどがあります。

Macクライアントは、次のように表示されます。
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Windowsクライアントは、次のように表示されます（Linuxクライアントも同様）。
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注注：： JavaベースのGUI（グラフィカル・ユーザー・インターフェース）に加えて、Linuxク
ライアントではコマンド ラインでも制御できます。コマンド ライン引数を参照するには、
次のとおりに入力します。$retrocpl --help

アクセスアクセス マスターマスター コントロールコントロール

ラジオ ボタンのオンまたはオフにより、バックアップ コンピュータによるクライアントへ
のネットワーク アクセスの許可または拒否を切り替えられます。クライアント ソフトウェ
アをインストールした場合、クライアント コンピュータを起動するたびに、コントロール
はオンになり、アクセスが許可されます。このコントロールをオフにすると、クライアン
ト コンピュータのデータは、ネットワークを通じてRetrospectからアクセスできなくなり
ます。

全般環境設定全般環境設定

Retrospectクライアント コントロール パネルには、クライアントの操作を管理するユーザ
ーの環境設定があります。この設定を表示する方法は、Windows、Linux、Mac OS Xでそ
れぞれ異なります。

CHAPTER 20 • レガシーアプリケーション 654



Mac OS X：：［環境設定］ボタンをクリックします。［環境設定］ボタンをクリックします。

WindowsまたはまたはLinux：：コントロールコントロール パネルのパネルの4つのタブ（［ステータス］、つのタブ（［ステータス］、
［環境設定］、［環境設定］、 ［アクセス］、［プロアクティブ［アクセス］、［プロアクティブ バックアップ］）のうち、バックアップ］）のうち、
［環境設定］タブをクリックします。［環境設定］タブをクリックします。

655 WINDOWS ユーザー ガイド



通知の環境設定通知の環境設定

クライアント ユーザーは、Retrospectネットワーク動作に関する通知を受け取る方法を指
定できます。

［［Notify after Backup（バックアップ後に通知）（バックアップ後に通知）］］では、バックアップまたはその他の操
作の終了後にメッセージが表示されます。クライアントのユーザーは、［OK］をクリック
するとメッセージを終了することができます。

［［Notify if no Backup in n days（n日間バックアップなしの場合通知）］
では、クライアントが入力ボックスに指定した日数以内にバックアップされていないと、
メッセージが表示されます。デフォルトでは、この設定はオンになっており、日数は7にな
っています。

［［Report HP Compaq SMART hard drive errors（HP Compaq SMARTハード ドライブ
のエラーを報告）］（Windowsクライアントのみ）では、RetrospectがクライアントのHP
Compaq SMARTハード ドライブ ボリュームにエラーを検出した場合、プロアクティブ バ
ックアップから即時バックアップするように要求します。デフォルトでは、このオプショ
ンはオフになっています。

優先度の環境設定優先度の環境設定

優先度の環境設定は、クライアント コンピュータでユーザーのタスクまたはバックアップ
コンピュータに要求された操作のどちらを優先するかを設定するものです。

注注：：この設定はMac OS Xクライアントでは必要ありません。

スライダーをドラッグして［ユーザー］および［バックアップ］の間の適切な場所に設定
します。スライダを［ユーザー］に近づけると、コンピュータはユーザーの処理を優先
し、Retrospectクライアントの操作が遅くなります。スライダを［バックアップ］に近づ
けると、クライアントの操作が優先され、クライアント コンピュータのユーザーへの応答
が遅くなります。

この設定は、クライアントがRetrospectサーバとアクティブに通信している場合にのみ機
能します。

アクセス制限の環境設定アクセス制限の環境設定

クライアント ユーザーのコンピュータにあるファイルおよびフォルダへのアクセスを制御
できます。Mac OS Xクライアントでは、これらの設定が［Retrospect Client
Preferences（Retrospectクライアント環境設定）］ダイアログの最上部に表示されます。
WindowsおよびLinuxクライアントでは、これらの設定は［アクセス］タブに表示されま
す。

［［Read Access Only（読み取りアクセスのみ）（読み取りアクセスのみ）］］では、クライアント コンピュータはネ
ットワークを通じてバックアップできますが、バックアップ コンピュータによる書き込み
はできません。つまり、Retrospectでクライアント コンピュータのファイルのリストア、
移動、削除はできません。また、Retrospectでボリュームの名前を変更することもできま
せん。スクリプト オプションの［ソースボリュームのバックアップ時刻の設定］、［コピ
ーおよび検証後、ソースファイルを削除］、［クロックの同期］は、クライアントでは使
用できません。この設定は、デフォルトではオフになっています。
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［［Private Files/Folders/Volumes（（プライベートプライベート ファイルファイル/フォルダフォルダ/ボリューム）ボリューム）］］で
は、プライベートに設定されたファイル、フォルダ、ボリュームには、バックアップ コン
ピュータからアクセスできません。この設定は、デフォルトではオフになっています。チ
ェックボックスを選択し、次のようにプライベートのアイテムを設定します。

WindowsまたはLinuxでアイテムをプライベートに設定するには、［追加］ボタンをクリッ
クし、アイテムを表示して選択してから、［OK］または［除く］をクリックします。除外
するボリューム、フォルダ、または個々のファイルを追加するには、もう一度［追加］を
クリックします。プライバシー機能では、指定したリテラル パス名を使用します。ファイ
ル名やフォルダを移動したり名前を変更したりした場合は、プライベートではなくなりま
す。別の場所にボリュームをマウントした場合は、そのファイルやフォルダはプライベー
トではなくなります。

Mac OS Xでアイテムをプライベートに設定するには、名前の最初か最後にブレット記号
（「•」、Option-8）を入力します（末尾に入力すると、Finderでの並べ替え順に影響を与
えない）。たとえば、「Personal」というフォルダをプライベートに設定するには、名前
を「Personal•」に変更します。

プロアクティブプロアクティブ バックアップの操作バックアップの操作

クライアント コンピュータからプロアクティブ バックアップ スクリプトを操作するに
は、次の2つの方法があります。

• クライアントからのスケジュール設定
• 実行の保留

クライアントからのスケジュール設定クライアントからのスケジュール設定

クライアントがプロアクティブ バックアップ スクリプトに含まれている場合は、クライア
ントのコントロールパネルを使用して、クライアントがバックアップされるタイミングを
制御できます。

注注：：プロアクティブ バックアップは、Mac OS Xクライアント ソフトウェアでは、バック
アップ サーバと呼ばれます。

Mac OS X：：バックアップ サーバの環境設定は、［Retrospect Client
Preferences（Retrospectクライアント環境設定）］ウィンドウに表示されます。

Windows/Linux：：［プロアクティブ バックアップ］タブをクリックして、コントロール
を表示します。
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これらのコントロールは、クライアント コンピュータをバックアップ コンピュータによっ
てバックアップするタイミングを設定します（プロアクティブ バックアップ スクリプトを
使用）。ユーザーは、通常、これを使用して、バックアップを要求するか、バックアップ
を保留しますが、プロアクティブ バックアップの設定をこのクライアントの通常のスケジ
ュールに戻すこともできます。プロアクティブ バックアップのオプションは次のとおりで
す。

［［As soon as possible（すぐ実行）（すぐ実行）］］では、プロアクティブ バックアップが実行可能に
なるとすぐに、Retrospectサーバによって、クライアント コンピュータのバックアップが
行われます。

［［According to normal schedule（通常のスケジュールで実行）（通常のスケジュールで実行）］］では、バックアップ
スクリプトで定期的にスケジュールされた時間に、Retrospectサーバによって、クライア
ント コンピュータのバック
アップが行われます （デフォルトの設定）。

［［After ______（（______後）後）］］では、指定した時刻または日付まで、クライアント コンピ
ュータのバックアップを行わないようにします。最大で現在の時刻から1週間後まで設定で
きます （時刻および日付をクリックして、数字を入力するか、矢印をクリックして変更す
る）。

設定を有効にするには、［OK］をクリックします。
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実行の保留実行の保留

プロアクティブ バックアップによってクライアントをバックアップしようとするときに、
クライアント コンピュータの画面にダイアログが表示され、実行を開始するまでの時間が
カウントダウンされます（デフォルトでは、プロアクティブ バックアップ スクリプトの
［オプション］タブで20秒に設定されている）。このダイアログから、実行しようとして
いるプロアクティブ バックアップ オペレーションを、3つの方法で制御できます。

カウントダウンが0になるまで待つと、プロアクティブ バックアップが実行されます。

［バックアップ］をクリックすると、をクリックすると、バックアップが直ちに実行されます。

［遅延遅延］をクリックすると、バックアップを実行する時間を設定できます。

実行を保留すると、Retrospectサーバのログに記録されます。

クライアントユーザの環境設定クライアントユーザの環境設定

クライアントソフトウェアをインストールしたら、クライアントコンピュータのユーザ
は、Retrospect クライアントコントロールパネルを使用して、ネットワークのバックアッ
プ操作の一部を制御できます。

バックアップするための設定を変更する必要はありません。通常は、既存の設定で間に合
います。Retrospect クライアントコントロールパネルを開くには、次のことを実行しま
す。

Windows：：「スタート」メニューから「プログラム」>Retrospect,
Inc.「Retrospect」>「Retrospect クライアント」を順に選択します。

UNIX：：インストールされたクライアントフォルダから RetroClient.sh を実行します。

Mac OS X：：「アプリケーション」フォルダから、「Retrospect クライアント」を開きま
す。

Retrospect クライアントコントロールパネルでは、ユーザ名やコンピュータ名、クライア
ントのアクセス状況、最近実行したバックアップのレポートなど、インストール先のクラ
イアントコンピュータに関する情報を表示します。
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Windows クライアントのコントロールパネルでの「状況」タブの表示（UNIX クライアン
トのコントロールパネルもこのレイアウトに類似しています）
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Mac OS X クライアントアプリケーション

Java ベースのグラフィカルユーザインターフェイス以外に、コマンドラインでも UNIX ク
ライアントを制御することができます。コマンドラインの引数を表示するには、次のコマ
ンドを入力します。

$retrocpl --help

アクセスマスター制御アクセスマスター制御

「オン」または「オフ」ラジオボタンによって、バックアップコンピュータからクライア
ントへのネットワークアクセスを有効にしたり、無効にしたりできます。クライアントソ
フトウェアをインストールして、クライアントコンピュータを起動すると、アクセスを有
効にするためのコントロールは常にオンになっています。コントロールをオフにすると、
クライアントコンピュータ上のデータは Retrospect からネットワーク経由でアクセスする
ことができなくなります。

クライアントコンピュータへのアクセスを完全に防止するには、クライアントとそのソフ
トウェアのアンインストールの説明に従って Retrospect クライアントソフトウェアをアン
インストールします。

661 WINDOWS ユーザー ガイド



環境設定環境設定

Retrospect クライアントコントロールパネルには、クライアントの操作を管理するための
ユーザ環境設定が追加されています。環境設定を表示する操作は、Windows/UNIX と Mac
OS で異なります。

Windows/UNIXコントロールパネルの上部にある 4 つのタブから「環境設定」タブをクリ
ックします。

Windows の Retrospect クライアントコントロールパネルの環境設定

Mac OS：「環境設定」ボタンをクリックします。
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Mac OS X の Retrospect クライアントコントロールパネルの環境設定

「システム終了を待つ」「システム終了を待つ」は、Finder の「特別」メニューからクライアントユーザが「シス
テム終了」を選択したときに発生する内容を決めます。このオプションが選択されている
ときに「システム終了」を選択すると、バックアップが発生するまで「バックアップ待機
中」ダイアログボックスが表示されます。デフォルトでは、この環境設定が選択されま
す。

このダイアログボックスがクライアントの Macintosh 画面に表示される場合、クライアン
トユーザは、「再起動」をクリックしてクライアントの Macintosh を再起動するか、「シ
ステム終了」をクリックしてシステムを終了するか、または何もせずに自動実行に任せま
す。クライアントコンピュータを 30 秒間使用しなければ、ユーザがキーを押すか、マウ
スを動かしてダイアログボックスに戻るまで、スクリーンセーバーが表示されます。バッ
クアップコンピュータがこのクライアントに対する操作を終了すると、クライアントの
Macintosh をシステム終了します。

「バックグラウンドで起動」「バックグラウンドで起動」により、バックアップコンピュータは、クライアントユーザ
の使用中にクライアントの Macintosh を操作することができます。チェックボックスが選
択されていなければ、ネットワーク操作の間、クライアント上にダイアログボックスが表
示されます。この環境設定のデフォルトはオンです。

ダイアログボックスが表示されたら、クライアントの Macintosh のユーザは、ネットワー
ク操作をキャンセルして作業を続行するか、または操作が終了するまで待機します。「バ
ックグラウンドで実行」が選択されていれば、バックアップ時にダイアログボックスは表
示されず、クライアントユーザはローカル操作とネットワーク操作の両方に優先順位を設
定できます。詳細については、以下を参照してください。

優先順位環境設定優先順位環境設定

優先順位環境設定を使用することでクライアントユーザは、クライアントコンピュータを
ユーザのタスクのために優先させたり、バックアップコンピュータの操作のために優先さ
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せたりできます。Mac OS の場合、これは、実行環境設定「バックグラウンドで起動」が
オンのときにのみ適用されます。

この環境設定は、Mac OS X クライアントの場合には使用できません。

つまみをドラッグして、「ユーザ」と「バックアップ」間の適当な位置に設定します。つ
まみを「ユーザ」に設定すると、コンピュータはユーザを優先させるため、Retrospect ク
ライアントの操作は遅くなります。つまみを「バックアップ」に設定すると、Retrospect
クライアントの操作が優先されるため、ユーザに対するクライアントコンピュータの反応
は遅くなります。

この設定は、クライアントがバックアップコンピュータとアクティブに通信できるまで有
効になりません。

Mac OS の場合、クライアントの Macintosh で「バックアップ待機中」ダイアログボック
スが表示されているとき、優先順位設定は無視されます。

アクセス制御環境設定アクセス制御環境設定

これらの環境設定により、クライアントユーザはコンピュータ上のファイルやフォルダに
対するアクセスを制御できます。

「読み込みのみ」「読み込みのみ」では、ネットワーク経由でクライアントコンピュータをバックアップで
きますが、バックアップコンピュータから書き込むことはできません。これは、
Retrospect がクライアントコンピュータ上のファイルを復元、移動、削除できないだけで
なく、Retrospect でボリュームの名前を変更できないことも示します。オプションの「ボ
リュームバックアップ日の設定」、「ファイルを移動」、および「時計を合わせる」はク
ライアントでは使用できません。この設定のデフォルトはオフです。

「個人ファイル「個人ファイル/フォルダフォルダ/ボリューム」ボリューム」は、プライベート指定されたファイル、フォル
ダ、またはボリュームをバックアップコンピュータで使用できないようにします。この環
境設定のデフォルトはオフです。チェックボックスを選択し、以下の記述に従ってプライ
ベート項目を指定します。

Windows または UNIX の項目にプライベートを指定するには、「追加...」ボタンをクリッ
クし、項目を参照して選択し、「OK」か「除外する」をクリックします。「追加...」ボタ
ンを再度クリックすると、さらにボリューム、フォルダ、または個々のファイルを除くこ
とができます。プライバシー機能では、ユーザが指定するリテラルのパス名を使用しま
す。ファイルまたはフォルダを移動または名称変更すると、プライベートは解除されま
す。ボリュームを別の場所にマウントすると、そのボリューム上のファイルとフォルダの
プライベートは解除されます。

Mac OS 上の項目にプライベートを指定するには、項目の名前の先頭または末尾に中点
（「・」、Option-8）を付けます。末尾に中点を付けると、Finder での並べ替えの順序が
維持されます。たとえば、フォルダ名「Personal」を「Personal•」に変更することで、そ
のフォルダにプライベートを指定することができます。
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通知環境設定通知環境設定

これら 2 つの環境設定を使用することで、クライアントユーザは Retrospect のネットワ
ーク操作に関する通知を受ける方法を指定できます。

「バックアップ後に通知」「バックアップ後に通知」は、バックアップやその他の操作が完了したら、クライアント
にメッセージを表示するように指示します。クライアントユーザは、「OK」をクリックす
ると、メッセージを終了させることができます。

「バックアップしていない間に通知：「バックアップしていない間に通知：n 日間」日間」は、エントリボックスに指定した日数以内
にクライアントがバックアップされなかった場合、9:01 a.m. を過ぎたらメッセージを表示
するようにクライアントに指示します。この環境設定はデフォルトで選択され、日数には
7 日が設定されます。

「「HP Compaq SMART ハードドライブのエラーを表示」ハードドライブのエラーを表示」（Windows クライアントのみ）
は、Retrospect がクライアントの HP Compaq SMART ハードドライブボリューム上のエ
ラーを検出した場合に、Proactive Backup からの基本バックアップを要求します（該当す
る場合）。デフォルトでは、この環境設定はオンです。

Proactive Backup の制御の制御

クライアントコンピュータから Proactive Backup スクリプトを制御する方法には、次の 2
つがあります。

• クライアントからのスケジュール
• 実行を延期する

クライアントからのスケジュールクライアントからのスケジュール

Proactive Backup スクリプトにクライアントが含まれている場合、そのクライアントのコ
ントロールパネルを使用して、いつクライアントをバックアップするかを制御できます。

Proactive Backup は、Mac OS クライアントソフトウェアではバックアップサーバと呼ば
れています。

Mac OS X：Retrospect クライアントの環境設定ウィンドウに、バックアップサーバの環
境設定が表示されます。

Windows/UNIX「Proactive Backup」タブをクリックすると、そのコントロールが前面に
表示されます。
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これらのコントロールにより、ユーザは Proactive Backup スクリプトを使用して、バック
アップコンピュータからクライアントコンピュータをいつバックアップするかを決めるこ
とができます。ユーザは一般にコントロールを使用してバックアップを開始したり、後で
バックアップを実行できるだけでなく、このクライアントに対して Proactive Backup を通
常のスケジュールに戻すこともできます。Proactive Backup のオプションは、以下のとお
りです。

• 「できるだけ早く」「できるだけ早く」では、Proactive Backup が使用可能になるとすぐに、バック
アップコンピュータはクライアントコンピュータをバックアップします。

• 「標準スケジュール」「標準スケジュール」では、Proactive Backup スクリプトの通常のスケジュール
に従って、バックアップコンピュータはクライアントコンピュータをバックアッ
プします。→これはデフォルトです。

• 「日時指定」「日時指定」では、バックアップコンピュータは指定した日時（現在の時刻から
1 週間の間）を経過するまでクライアントコンピュータをバックアップできませ
ん。日時をクリックして入力するか、矢印ボタンをクリックして変更します。

「OK」をクリックして設定を確定します。

実行を延期する実行を延期する

Proactive Backup でクライアントのバックアップを開始しようとすると、クライアントコ
ンピュータの画面にダイアログボックスが表示されます。
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Windows/UNIX クライアントの Proactive Backup カウントダウン

Macintosh クライアントのバックアップサーバカウントダウン

このダイアログボックスには、クライアントユーザが差し迫ったProactive Backup 操作の
実行を制御するための次の 3 つ方法が用意されています。

• 「カウントダウンがゼロになるまで待機」は、Proactive Client Backup に実行を
指示します。

• 「バックアップ」「バックアップ」をクリックすると、バックアップをすぐに実行します。
• 「延期」「延期」をクリックすると、ユーザはバックアップの操作を後日に設定します。

Windows または UNIX クライアントからの Proactive Client Backup の延期
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Macintosh クライアントからの Proactive Client Backup の延期

ユーザがバックアップの操作を延期するとき、Retrospect はバックアップコンピュータの
操作ログにエントリを作成します。
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Chapter 21

用語解説用語解説
ASPI（（Advanced SCSI Programming Interface）：）：

周辺装置間の通信を管理するソフトウェア。この統合ソフトウェアの組み合わせは、ASPI
レイヤーと呼ばれます。

ATAPI（（ATA Packet Interface）：）：

CD-R ドライブやテープドライブなどの周辺機器をコンピュータの IDE インターフェイス
と接続する標準規格。ATAPI を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できま
す。

CD/DVD バックアップセット：バックアップセット：

記録型コンパクトディスク（CD-R, CD-RW, DVD-R, DVD-R DL, DVD-RW, DVD+R,
DVD+R DL, or DVD+RW）で使用するバックアップセット。「バックアップセット」「バックアップセット」の項
も参照。

Config77.dat ファイル：ファイル：

登録されているバックアップセット、スクリプト、セキュリティコード、環境設定、カス
タムセレクタ、クライアントログイン名などのカスタム設定を保存するファイル。このフ
ァイルは、Retrospect を初めて起動したときに自動的に作成され、Retrospect を起動して
いる間、使用されています。このファイルを削除すると、すべてのカスタム情報が消え、
デフォルトの設定値に戻ります。

Exchange Agent：：

Microsoft Exchange サーバの最適なバックアップを可能にする、Retrospect の Exchange
Agent の機能。

FireWire：：

IEEE 1394の Apple Computer での呼称。

IEEE 1394：：

ハードディスクやリムーバブルカートリッジドライブなどの記憶装置、スキャナやビデオ
カメラなどの周辺機器をコンピュータに接続して通信するための、機械的、電気的、機能
的標準規格。IEEE 1394 を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。
IEEE 1394 技術は、1394、i.LINK、FireWireとも呼ばれます。

Piton：：

バックアップクライアントクライアントと通信するための Retrospect 独自のプロトコル。ネットワーク
状況ウィンドウで、Retrospect は Piton Name Service を使用してクライアントとのコン
タクトを確立します。
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Proactive Backup：：

リソース駆動またはユーザ開始型の柔軟なバックアップを可能にする、Retrospect の技
術。

Progressive バックアップ：バックアップ：

以前にバックアップしてから、新しく作成されたファイルまたは修正されたファイルだけ
を自動的に選び出してコピーするバックアップ動作。通常、Retrospect の標準バックアッ
プ操作では、Progressive バックアップが行われます。「照合」「照合」の項も参照。

SCSI（（Small Computer System Interface）：）：

ハードディスク、テープドライブなどの周辺機器を接続するための機械的、電気的、機能
的標準規格。SCSI を使用すると、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。

SCSI ターミネータ：ターミネータ：

SCSI チェーン上で、信号の整合性を確保するためのデバイス。

SMART（（Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology）：）：

長期に渡ってドライブの機械的属性を監視、分析し、将来のドライブの障害の予測と報告
を試みる、一部のハードディスクドライブに内蔵された技術。

TCP/IP：：

業界標準のネットワークプロトコル。インターネット、Web サーバ、FTP サーバなどで使
われる標準プロトコルです。また、Retrospect クライアントで使われるプロトコルです。

USB（（Universal Serial Bus）：）：

キーボートやリムーバブルカートリッジドライブ、プリンタなどの周辺機器を USB 対応
のコンピュータに接続するための、機械的、電気的、機能的標準規格。USB を使用する
と、コンピュータに簡単に周辺機器を接続できます。

アーカイブ（動詞）：アーカイブ（動詞）：

ハードディスクからバックアップセットにファイルをコピーすること。使用例、
「QuickTime ムービーをアーカイブしておこう」。コピーした後のオリジナルのデータを
削除する（つまりファイルを移動する）場合に、主に使用します。実際にはアーカイブに
おいても元のファイルを削除するかどうかは、オプションとして選択します。「バックア「バックア
ップ」ップ」の項も参照。

アーカイブ（名詞）：アーカイブ（名詞）：

1. ファイルをアーカイブする操作。使用例、「アーカイブが昨夜、完了した」。2. バック
アップしたもの。使用例、「アーカイブから 1997 年度の会計を検索する」。この場合、
バックアップセットがアーカイブになります。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。
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アクセス権：アクセス権：

ユーザごとに与えられる権利で、共有ボリュームにおいて、フォルダやファイルの表示、
変更などを行えるかどうかを決定します。

圧縮：圧縮：

バックアップまたはアーカイブで、メディアにコピーするデータの容量を縮小すること。
Retrospect では、ソフトウェア圧縮で行う場合と、ハードウェア圧縮機能を持つテープド
ライブで行う場合とがあります。

宛先：宛先：

ファイルを移動、コピー、転送する宛先となるストレージメディア。バックアップの場合
の宛先は、バックアップセットになります。復元の場合の宛先は、ボリュームになりま
す。

暗号化：暗号化：

パスワードを持たない他人には使用できないようにするために、データを符号化する方
法。

オープンファイルバックアップ：オープンファイルバックアップ：

Retrospect のオープンファイルバックアップを使えば、開いている使用中のファイルもバ
ックアップできます。この機能は、顧客関係管理アプリケーションや会計パッケージな
ど、1 日 24 時間無休で稼働しているサーバアプリケーションのバックアップに重要です。
デスクトップコンピュータとノートブックコンピュータでは、電子メールメッセージや予
定を含むファイルを使用したままでバックアップできます。

書き替えバックアップ：書き替えバックアップ：

バックアップセットとカタログをいったん完全に消去し、そのバックアップセットに指定
ファイルを一括してコピーすること。バックアップセットを定期的にリセットすること
で、バックアップセットやカタログ内のデータが増え続けることで起こる弊害を回避でき
ます。バックアップセット内の以前にバックアップしたデータは消えてしまいます。

カタログ：カタログ：

バックアップセットに保存されているファイルやフォルダのインデックスファイル。バッ
クアップセットのメディアを読み込んだり挿入したりしなくても、カタログファイルから
復元の対象となるファイルにマークを付けることができます。

起動書類：起動書類：

開くと同時に Retrospect のスクリプトを自動的に起動するファイル。起動書類ファイルを
ダブルクリックして、事前に設定した Retrospect のスクリプトを起動することができま
す。
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記録型記録型 CD/DVD ディスク：ディスク：

A CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-R DL、DVD-RW、DVD+R、DVD+R DL、DVD+RW メデ
ィア「ディスク」「ディスク」の項も参照。

クライアント：クライアント：

Retrospect クライアントソフトウェアをインストールした、ネットワーク上の
Windows、Linux、または Macintosh コンピュータで、そのボリュームをバックアップコ
ンピュータでバックアップできる状態になっているもの。「バックアップコンピュータ」「バックアップコンピュータ」
の項も参照。

クリエータコード：クリエータコード：

Macintosh の HFS ファイルシステムによる、ファイルの作成元プログラムを示す、4 文字
のコード。たとえば、SimpleText で作成された書類のクリエータコードは、ttxt になりま
す。Retrospect では、クリエータコードに基づいてファイルを選択することが可能です。

繰り返しスケジュール：繰り返しスケジュール：

3 週間に一度など、指定した時間間隔で繰り返し、スクリプトを自動実行させるスケジュ
ール作成機能。

グループ：グループ：

ボリュームやクライアントなどの項目を整理するための、Retrospect のコンテナ。

グルーミング：グルーミング：

ディスクバックアップセットのオプションの 1 つ。ディスクバックアップセットにグルー
ミングポリシーを設定すると、ディスク容量の限界に達したときに、Retrospect によって
自動的に古いファイルとフォルダが削除され、新しいファイルとフォルダ用の空きが確保
されます。

コンテナ：コンテナ：

Retrospect の特定のウィンドウ内で、ボリュームやクライアントのような他の項目を整理
するための項目。「マイコンピュータ」「マイコンピュータ」、「マイネットワーク」、「バックアップクライ「バックアップクライ
アント」アント」の項も参照。

削除：削除：

特定のウィンドウから、指定した項目を削除するツールバー項目。「削除」は、不要にな
ったボリューム、サブボリューム、クライアント、バックアップセットをリストから削除
するために使用します。バックアップの元ボリュームを「削除」しても、バックアップ先
のバックアップセットには影響しません。バックアップセットのメディアに異常がない限
り、ファイルはいつでも復元することができます。
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作成日：作成日：

ファイル、フォルダ、ボリュームが作成された日時。ファイルの作成日は、ファイルを最
初に保存または作成したときに設定されます。フォルダの作成日は、新規フォルダを作成
するように選択したときに設定されます。ボリュームの作成日は、ボリュームをフォーマ
ットするか、ボリュームを消去したときに設定されます。Windows のファイルシステムに
よって、コピーされた項目の作成日はコピーされた日付に変わります。「バックアップ「バックアップ
日」日」と「修正日」「修正日」の項も参照。

サブネット：サブネット：

ルータやゲートウェイを使用せずに、物理的にネットワーク接続されているローカルコン
ピュータのグループのこと。他のネットワークにゲートウェイで接続されている場合もあ
ります。「設定済みサブネット」「設定済みサブネット」と「ローカルサブネット」「ローカルサブネット」の項も参照。

サブボリューム：サブボリューム：

Retrospect 内で、独立したボリュームとして使用できるように設定したフォルダ。

指定日スケジューラ：指定日スケジューラ：

日時を指定して、スクリプトを自動実行させるスケジュール作成機能。

修正日：修正日：

ファイルを最後に修正した日時。修正日は、コンピュータのファイルシステムによって自
動的にファイルに付けられます。ファイルの修正日は、ファイルを変更して保存すると更
新されます（「バックアップ日」と「作成日」の項を参照）。フォルダの修正日は、フォ
ルダやファイルの追加、変更や削除を行ったときに更新されます。

障害発生時の復旧：障害発生時の復旧：

機能しなくなったコンピュータを復元するために使用される方法。OS を一時的にインス
トールしてから、Retrospect のバックアップからハードディスク全体を復元します。

照合：照合：

ファイル属性を比較して、ファイルが同一かどうか決めること。これにより、重複を行わ
ない、インテリジェントなコピーが可能になります。「「Progressive バックアップ」バックアップ」の項
も参照。

新規バックアップセット新規バックアップセット バックアップ：バックアップ：

定期的に新規メディアを使ってバックアップすること。これにより、元のバックアップセ
ットメディアとカタログは、そのまま長期保管用（アーカイブ）にできます。このバック
アップでは、すべての指定ファイルが新規バックアップセットに一括してコピーされま
す。新規バックアップセットには「Backup Set A [001]」のように、元のバックアップセ
ットの名前に、自動生成された番号を連結した名前が付けられます。

673 WINDOWS ユーザー ガイド



条件：条件：

Retrospect のファイルセレクタで、ファイルやフォルダの属性に関連した区別を行うため
の基準。独自のカスタムセレクタを作成するために、複数の条件を選択することができま
す。「セレクタ」「セレクタ」の項も参照。

スクリプト：スクリプト：

指定時刻や毎日の繰り返しなど、スケジュールに従って実行できるバックアップ手順。ス
クリプトは、何件でも作成して保存しておくことができます。

スケジュール：スケジュール：

選択した日付と時刻にスクリプトを自動的に実行するようにスケジュールできるスクリプ
ト要素。「曜日指定スケジュール」、「繰り返しスケジュール」、「指定日スケジュー
ラ」の項も参照。

スナップショット：スナップショット：

Retrospect スナップショットは、バックアップ中に作成され、ボリュームの状態を示すも
の（つまり、すべてのファイルとフォルダパス）。スナップショットを使うと、簡単に特
定のバックアップ時の正確な状態にハードディスクを復元できます。

セッション：セッション：

1 つの操作で扱ったファイルのグループ。1 つのバックアップセットに保存されます。

設定済みサブネット：設定済みサブネット：

Retrospect がクライアントの検索のために設定したサブネットサブネット。

セレクタ：セレクタ：

指定した条件に合ったファイルを選別する機能。Retrospect の標準セレクタを使うこと
も、独自のカスタムセレクタを作成することもできます。「ブラウザ」「ブラウザ」の項も参照。

操作ログ：操作ログ：

Retrospect の動作をすべて記録したレポート。起動、実行、エラー、完了の各動作に加
え、コピーしたファイル数、バックアップの所要時間、バックアップのパフォーマンスに
関する情報が記録されます。

段階的バックアップ：段階的バックアップ：

ディスクへのバックアップを実行し、その後でテープにバックアップを転送するバックア
ップ形態。このバックアップでは、ディスクとテープの両方の利点が活かされます。

追加：追加：

バックアップセットに後からデータを書き込むこと。標準バックアップでは、Retrospect
は、ファイルデータを現在のバックアップセットのメンバーに追加します。
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テープバックアップセット：テープバックアップセット：

テープドライブで使用するバックアップセット。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

ディスク：ディスク：

Retrospect で使用するディスクという用語は、固定ディスク、ネットワークボリューム、
リムーバブルディスク（Zip、DVD-RAM、MO など）を示します。本書では、1. 1. 一般的
な記憶装置としての意味で、Windows のエクスプローラからアクセス可能なボリューム、
2. ディスクバックアップで使用するメディア、の意味に使用しています。「記録型「記録型 CD/
DVD ディスク」ディスク」の項も参照。

ディスクバックアップセット：ディスクバックアップセット：

固定ディスク、ネットワークボリューム、リムーバブルディスクで使用するバックアップ
セット。「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

ディレクトリ：ディレクトリ：

ファイルやディレクトリを内包するボリューム上の階層構造。Windows と Mac OS で使
用されるデスクトップメタファではフォルダフォルダと呼ばれます。

デバイス：デバイス：

ハードディスクドライブ、リムーバブルディスクドライブ、CD-RW ドライブなど、コン
ピュータに接続された周辺機器。本書で「バックアップデバイス」という場合は、CD-R
ドライブ、テープドライブのように、バックアップセットのメディアを挿入するタイプの
周辺機器を指します。

内容レポート：内容レポート：

単一のバックアップセットの内容をセッション単位で表示する、Retrospect のレポート。
バックアップセットごとに、すべてのセッションのリストが表示されます。特定のセッシ
ョンをダブルクリックすると、そのセッションのすべてのファイルを表示するブラウザが
作成されます。

バックアップ（動詞）：バックアップ（動詞）：

ハードディスクからバックアップセット（CD-R、CD-RW、カートリッジ、フロッピーデ
ィスクなど）にファイルをコピーすること。ハードディスクやファイルに障害が発生した
場合に備え、ファイルは定期的にバックアップする必要があります。

バックアップ（名詞）：バックアップ（名詞）：

1. ファイルをバックアップする操作。使用例、「今日のバックアップを完了した」。2. バ
ックアップしたもの。使用例、「幸運なことにバックアップをとってあるので、ファイル
を復元できる」。この場合、バックアップセットがバックアップになります。「バックア「バックア
ップ」ップ」と「バックアップセット」「バックアップセット」の項も参照。

675 WINDOWS ユーザー ガイド



バックアップクライアント：バックアップクライアント：

バックアップクライアントコンテナには、Retrospect へのログイン状態になっているクラ
イアントコンピュータが収められます。

バックアップコンピュータ：バックアップコンピュータ：

バックアップデバイスを接続して Retrospect を使用しているコンピュータ。ネットワーク
環境では、クライアントコンピュータのバックアップを行うコンピュータ。

バックアップセット：バックアップセット：

記録メディアとカタログファイルの組み合わせ。Retrospect は、すべてのファイルをバッ
クアップセットに保存します。メディアや装置の種類によって、リムーバブルディスクや
固定ディスクを利用する「ディスク」バックアップセット、単一ボリューム上に保存する
「ファイル」バックアップセット、テープカートリッジを利用する「テープ」バックアッ
プセット、記録型および書き換え型 CD/DVD ディスク ドライブを利用する「CD/DVD」バ
ックアップセットがあります。

バックアップの種類：バックアップの種類：

「書き替えバックアップ」「書き替えバックアップ」、「新規バックアップセット「新規バックアップセット バックアップ」バックアップ」、および「標準バ「標準バ
ックアップ」ックアップ」の項を参照。

バックアップ日：バックアップ日：

Mac OS のファイル、フォルダ、ボリュームを、最後にバックアップセットにコピーした
日時。Retrospect がボリューム、フォルダ、ファイルに対してこの日時を設定するのは、
Macintosh クライアントのオプションで適切なチェックボックスをオンにした場合のみで
す。「作成日」「作成日」と「修正日」「修正日」の項も参照。

バックアップレポート：バックアップレポート：

既知のすべてのボリュームが、最後にバックアップしたときの情報とともに表示されま
す。

標準バックアップ：標準バックアップ：

Retrospect が通常行うバックアップ動作で、新しく作成されたファイルか変更されたファ
イルだけをコピーする「差分バックアップ」を実行します。

ファイルサーバ：ファイルサーバ：

ファイルサーバソフトウェアを実行していて、ネットワーク経由でユーザが情報を共有で
きるコンピュータのこと。

ファイルバックアップセット：ファイルバックアップセット：

カタログとデータを 1 つのファイルとして統合したバックアップセットのこと。バックア
ップセットのメディアは、ファイルサーバやハードディスクのように、1 つのボリューム
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として Windows エクスプローラからアクセスできるものでなければなりません。「バッ「バッ
クアップセット」クアップセット」の項も参照。

ファイルヘッダ情報：ファイルヘッダ情報：

ファイルの名前、容量、日付とその他の属性のこと。各ファイルの一部分を構成する情報
で、バックアップセットのカタログにも記録されます。

フォルダ：フォルダ：

1. ボリューム上のディレクトリディレクトリ。2. スクリプト、ボリューム、クライアントなどの項目を
整理するための、Retrospect のコンテナ。

復元：復元：

バックアップしたファイルをバックアップセットからボリュームに戻す（コピーする）操
作。

ブラウザ：ブラウザ：

ボリュームのフォルダやファイルの構造またはバックアップセットの内容を参照できる
Retrospect のツール。バックアップセットのファイルやフォルダを参照することもできま
す。ブラウザでは、ファイルを操作したり、バックアップなど操作の対象となるファイル
にマークを付けしたりすることができます。

ボリューム：ボリューム：

ハードディスク、フロッピーディスク、ハードディスクのパーティション、サブボリュー
ム、ファイルサーバなど、Retrospect がファイルやフォルダの保存場所として論理的に認
識できるデータ記憶メディア。

マーク：マーク：

バックアップや復元の対象となるファイルをブラウザで選択すること。ファイルのマーク
とマーク解除は、手動で行うか、ファイル選択条件を設定したセレクタを使って行いま
す。ブラウザでは、マークを付けたファイルにチェックマークが表示されます。ブラウザ
ですでにハイライトされているファイルは、マークする必要はありません。

マイコンピュータ：マイコンピュータ：

バックアップコンピュータから利用できるローカルボリュームを保持する Retrospect のコ
ンテナ。

マイネットワーク：マイネットワーク：

バックアップコンピュータから利用できるネットワークボリュームを保持する Retrospect
のコンテナ。
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メディア：メディア：

ファイルのコピー先となる、ハードディスク、記録型 CD/DVD ディスク、テープ、フロッ
ピーディスク、カートリッジなど。本書では、ほとんどの場合、バックアップセットのリ
ムーバブルメディアを指します。

メンバー：メンバー：

バックアップセットで使用される個別のメディアメディア（フロッピーディスク、記録型 CD/DVD
ディスク、テープ、カートリッジなど）。

元ボリューム：元ボリューム：

バックアップ、複製、アーカイブ操作での、ファイルのコピー元のボリューム。復元の場
合は、ファイルのコピー元のバックアップセット。

曜日指定スケジュール：曜日指定スケジュール：

毎週月曜日、水曜日、金曜日というように、毎週特定の曜日を指定して、スクリプトを自
動実行させるスケジュール作成機能。

ルート：ルート：

データ構造内で最も上の階層にあるフォルダのこと。Windows エクスプローラからドライ
ブアイコンを選択すると、ルートフォルダとファイルが表示されます。

ローカルサブネット：ローカルサブネット：

バックアップコンピュータが存在しているサブネットサブネット。
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Chapter 22

Release Notes
Retrospect の全製品はさまざまな不具合を修正し、日々製品の安定性やパフォーマンス、
機能の改善に取り組んでいます。 お客様からご指摘いただき、改善した項目は以下の通り
です。今後とも問題の報告や既存の問題の状況確認につきまして、サポートチームに遠慮
なくお問い合せください。 新機能の詳細情報については、{link} を参照ください。

Windows 11.0.0.252 – 2016年年03月月01日日
Versions

• Windows app – 11.0.0.252
• Windows client – 11.0.0.252
• Mac client – 13.0.0.230
• Linux client – 11.0.0.107

Engine

NEW Cloud backup

NEW Performance-optimized grooming

NEW Faster Catalog Rebuild

NEW Microsoft Exchange 2016 Database Certification

NEW Dissimilar Hardware Restore now supports Windows 10

IMPROVED Backup and restore performance improvements

IMPROVED Backup sets are now able to be easily moved to another location

IMPROVED Now supports simultaneous access to different sets on the same volume

IMPROVED Faster matching for Windows backup source with lots of root/first level and
second level folders

IMPROVED "Building Snapshot" performance optimizations for Windows backup source
with 150,000+ folders

FIXED Fixed resiliency issues if Retrospect loses connection to backup set on
network share (#5357)

FIXED Fixed media request issue if Retrospect loses then regains connection to
backup set on network share (#5753)

FIXED Fixed hang when Retrospect encounters device error when writing to backup
set (#5620)

FIXED Reduced snapshot size when backing up a Windows 2012r2 server with data
deduplication enabled (#4903)
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FIXED Fixed missing files when running a transfer script under certain scenarios
(#2336)

FIXED Fixed hang when Retrospect encounters device error on destination volume
(#5628)

FIXED Fixed issue where changing Windows language prevented block-level
incrementa backup on a localized OS (#5700)

FIXED Fixed restore issue when large files are moved between block-level
incremental backups (#5435)

FIXED Fixed grooming issue where log displays "header count invalid" and "make
count invalid" (#5400)

FIXED Fixed restore issue where log listed "File (Mailbox)\Inbox\: Can't write, Error -1
(Unknown)" for Exchange 2013 mailbox (#5590)

FIXED Fixed issue for environments with multiple Exchange servers listing all the
databases under each server (#5639)

FIXED Fixed cross-platform restore for larges files with block-level incremental
backup enabled (#5688)

FIXED Fixed "Bad Backup Set Header" errors during certain restores and transfers
(#5662)

Client

IMPROVED Linux: added "--silent" switch to client install script

FIXED Mac: Menu bar correctly displays immediately after install on OS X El Capitan
(#5605)
本リリースでの既知の問題本リリースでの既知の問題

• Cloud backup is not supported for Retrospect Engine on 32-bit Windows at this
time.

• Cloud set names do not support non-ASCII characters at this time.
• Amazon S3 Frankfurt and Amazon S3 Seoul are not supported at this time.
• Performance-optimized grooming log reports incorrect number of files groomed

out.
• Network disconnection during cloud restore results in many 1107 errors.

10.5.0.110 – 2015年年09月月15日日
Versions

• Windows app – 10.5.0.110
• Windows client – 10.5.0.110
• Mac client – 12.5.0.111
• Linux client – 10.5.0.103

Engine

NEW Windows 10 support
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IMPROVED Exchange 2013 mailbox backup support where Exchange not on primary
domain controller

FIXED Fix error reporting for "-3420" and "-3422" errors for Exchange 2013 mailbox
backup (#3958)

FIXED Fix hang when client disconnects from network at certain phases of an
operation (#5502)

FIXED Fix license issue where releasing Exchange license fails (#5503)

FIXED License Manager correctly lists current support for Exchange: Exchange
2003-2013 (#5523)

FIXED Snapshot properties correctly identifies Windows 8.1 (#5185)

FIXED Snapshot properties correctly identifies Windows 10 (#5535)

FIXED Fix encryption issue where encrypted sets were inaccessible under certain
conditions (#5541)

FIXED Support Windows 10 ADK for creating disaster recovery disk (#5581)

FIXED Fix hang when restoring more than 65,510 folders to a Windows client (#5564)

FIXED Fix crash when restoring system state where VSS writer XML data exceeds
32KB (#5549)

FIXED Fix crash when encountering "-559" error during certain phases of Windows
client restore (#5567)

FIXED Fix autoupdate error for proxy servers where system language is different from
product language (#5507)

Client

NEW OS X El Capitan (10.11) support (pending final OS release)

NEW Windows 10 support for clients

FIXED Windows client installer correctly finishes on Windows 10 on all systems
(#5584)

FIXED Fix issue where Mac client's "Reset password" button didn't update the
password under certain conditions (#5538)

FIXED Fix Mac client "-559" errors in a number of workflows (#5575)

FIXED Linux client now correctly handles certain file-level errors during full-volume
restores (#4818)
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FIXED Linux client now correctly handles certain file-level errors during backup
(#4998)

FIXED Linux client installer no longer asks for password when using public/private
keypairs (#5505)
本リリースでの既知の問題本リリースでの既知の問題

• Dissimilar Hardware Restore is not supported for Windows 10 (#5582)

10.0.2.119 – 2015年年06月月09日日
Versions

• Windows app – 10.0.2.119
• Windows client – 10.0.2.119
• Mac client – 12.0.2.116
• Linux client – 10.0.2.104

Engine

IMPROVED Email: success emails do not require failure emails be enabled

IMPROVED Building snapshot significantly faster for Windows clients in more scenarios

FIXED Fixed on-demand issue where non-ASCII Mac client name prevented backup/
restore (#3468)

FIXED Fixed issue with Backup on Demand for Mac client that prevents backup in
certain scenarios (#5482)

FIXED German non-ASCII characters displayed in License Manager correctly (#4937)

FIXED Fixed UTF-8 issue where certain letters displayed in volume names displayed
inconsistently (#5348)

FIXED Fixed log export issue where file sizes incorrect for very large files (#5016)

FIXED Events tab correctly displays all events, not only failed ones (#5121)

FIXED Fixed -2242 error in grooming for large sets (#5219)

FIXED Fixed corrupted restore of block level incremental backup file when disabling
"Restore security information" for Windows volume (#5253)

FIXED Fixed memory leak in engine when automatically exporting/importing
configuration (#5478)

FIXED Fixed tape device issue which prevented dragging tape from drive to library
slot (#5283)

FIXED "Desktop 5-User Upgrade" license now correctly displays (#5372)

FIXED Fixed Instant Scan issue preventing engine from using older version of Instant
Scan on Mac client (#5432)
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FIXED Removed unsupported "Preferences > Clients > Mac OS" preferences for
French, Italian, Japanese (#5492)

FIXED "Enable Instant Scan" option works consistently for clients (#5379)

FIXED Retrospect remains responsive after licensing Exchange 2010 for large
environments (#5444)

FIXED Retrospect lists all Exchange 2010 databases in large environments (#5349)

FIXED Fixed a condition that crashes and disables Instant Scan on Windows (#5428)

FIXED Fixed an issue where update notification was still displayed after upgrading to
the latest version (#5380)

FIXED Treat open file errors (-1020, -1100, -1101 and -1111) as warnings and
consolidate in log after twenty entries (#5273)

FIXED Fixed -1101 errors for VSS-related "T-32: VssWSetCompResult" file
operations (#5342)

FIXED Fixed proactive backup issue where new clients not added promptly (#5378)

FIXED Fixed issue when transferring snapshots from multiple backup sets where
some files aren't transferred correctly if a set member is marked as missing (#5414)

FIXED Fixed -516 error when backing up Mac client with private/excluded folders
(#5388)

FIXED Fixed XML configuration import for subnets (#5325)

FIXED Fixed XML configuration import for security preferences (#5317)

FIXED Fixed XML configuration import for client volumes and subvolumes (#5316)

FIXED Fixed XML configuration import for proactive backup schedule (#5321)

FIXED Fixed XML configuration import for folders and groups (#5270)

FIXED Fixed XML configuration import for Exchange and SQL Server (#5271)
Client

NEW Linux client support for Retrospect public/private keypairs

IMPROVED Windows clients support sleep and shutdown after backup

FIXED Fixed security issue in client password hash on Mac, Windows, Linux clients
(#5469 / CVE-2015-2864) - See details

FIXED Mac client bundle correctly signed after first launch using Retrospect public/
private keypairs (#5446)
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FIXED Linux client clock offset now consistently accurate (#5398)

FIXED Windows clients shouldn't display tape backups in History tab (#5391)

FIXED Fixed a condition that crashes and disables Instant Scan on Windows (#5428)
本リリースでの既知の問題本リリースでの既知の問題

• Engine: configs.xml, which replaced Config77.bak for speed and
robustness, have several limitations:

◦ Linux client isn't imported (#5499). Workaround: re-add Linux clients.
◦ Databased backup history isn't imported (#5496). Workaround: forget and

re-add the backup set will re-add the history correctly.
◦ SQL and Exchange instances may not be imported correctly (#5498/

5499).
◦ May not be able to unlicense an Exchange instance running on the

Retrospect server (#5503).
• Windows 10 support:

◦ Client installer may hang (#5584)
◦ Disaster recovery does not natively support the Windows 10 ADK. After

installing the Windows 10 ADK, customers need to manually navigate to it
via the Wizard to create the DR image. (#5581)

◦ Dissimilar Hardware Restore is not supported (#5582)
◦ Backup properties list OS as "Windows 8" (#5535)

10.0.1.103 – 2015年年04月月21日日
Versions

• Windows app – 10.0.1.103
• Windows client – 10.0.0.212
• Mac client – 12.0.0.213
• Linux client – 10.0.0.114

Engine

FIXED SSL email checkbox now visible in Desktop edition (#5355)

FIXED Fix for unrestorable files from snapshot transfer that consolidates multiple
BLIB-enabled sets (#5329)

FIXED Fix for snapshot transfer failing to transfer all necessary BLIB data under
certain conditions (#5296)

FIXED Fix for elem.cpp-1131 assert during transfers (#5369)

FIXED Corrected Japanese UI several windows and dialogs (#5368)

FIXED French log for building snapshot no longer includes Spanish text (#5374)
本リリースでの既知の問題本リリースでの既知の問題

• Engine: configs.xml, which replaced Config77.bak for speed and
robustness, does not import all settings including client volumes and network
subnets (#5316)

CHAPTER 22 • RELEASE NOTES 684



10.0.0.213 – 2015年年03月月17日日
Versions

• Windows app – 10.0.0.213
• Windows client – 10.0.0.212
• Mac client – 12.0.0.213
• Linux client – 10.0.0.114

Engine

IMPROVED Performance increases for backup and restore, up to 100% faster - See
details

IMPROVED Performance increases for grooming, up to 200% faster - See details

IMPROVED Performance increases for snapshot transfer - See details

NEW SQL 2014 support

NEW Dashboard hover window for detailed at-a-glance backup information - See
details

IMPROVED Allow customer to specify the displayed language, regardless of Region and
Language setting - See details

IMPROVED Email summaries for high-level details - See details

IMPROVED Email subjects format now "Script name - 2 errors, 3 warnings - Retrospect"
for quick evaluation

IMPROVED Email SSL option makes secure SMTP connection explicit to avoid insecure
previous SSL to non-SSL fallback - See details

IMPROVED Log excluded paths (except Client's private files/folders) at Engine level 5

NEW Grooming "Months to keep" setting - See details

NEW Instant Scan checkbox for enabling or disabling service on clients - See
details

FIXED Prevent Retrospect server from entering sleep mode during backup (#4080)

FIXED App remains responsive during catalog rebuild operations (#4540)

FIXED Suppress duplicate error messages during SkyDrive/OneDrive backup (#4696)

FIXED Client Uninstaller MSI properly signed (#4936)

FIXED Fix for backing up system file hard links as separate files (#4958)

FIXED Fix assert when printing the backup report (#4981)
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FIXED Handle "Trouble writing folder (folder path) Error -1124 (Invalid NTFS data)"
error during restore (#5034)

FIXED Fix for selector incorrectly matching "Public" in folder names (#5067)

FIXED Fix for an edge case where grooming a set with BLIB files results in an
unrestorable file (#5069)

FIXED Folders named "Retrospect" (aside from disk set folders) are now correctly
backed up (#5128)

FIXED Fix for ex_idevop.cpp-4720 during restore (#4947)

FIXED Fix snapshot name on localized systems where backup method affected
matching (#4985)

FIXED Fix "-1102" error when restoring Windows 2008 using DR disc (#4164)

FIXED Fix for unresponsive app during Exchange database restore when waiting for
VSS to finish (#5217)

FIXED Fix for periodic unresponsive UI when autosaving very large config DAT file
(#5237)

FIXED Add progress bar and relevant log entries for building snapshot (#5048)

FIXED Add progress bar and relevant log entries for catalog repair and recreation
(#5148)

FIXED Add progress bar and relevant log entries for restore (#5166)

FIXED Report VSS writer and component (MetaInfo) backup errors on 64-bit
Windows client (#4967)

Client

IMPROVED Native 64-bit Linux support - See details

FIXED Handle Japanese backup set names in Windows client (#4046)

FIXED Fix for empty History tab on Windows client (#3068)

FIXED Support for Linux v7.7 clients (#5003)

FIXED Fix for backing up Mac client volumes with paths over 1024 characters that
could cause incomplete backups (#5139)

FIXED Adding volumes to Privacy pane no longer crashes UI on OS X 10.6 (#5009)

FIXED Fix Mac client crash during restore in certain conditions (#4437)
Network
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NEW "Ignore client discovery" checkbox for preserving Client's address in certain
firewall and NAT environments

FIXED Fix security issue where password sent in cleartext when engine setting
password on passwordless client (#4786)

FIXED Better handle multi-NIC environments for on-demand client operations (#4875)

FIXED Fix hang when client machine disconnected from network during backup
(#5054)

FIXED Fix "ipsave" switch on Windows client for persistently saving IP address
(#5172)

9.5.3.103 – 2014年年12月月22日日
Versions

• Windows app – 9.5.3.103
• Windows client – 9.5.0.139.3
• Mac client – 11.5.2.104
• Linux client – 9.5.0.113

Engine

FIXED Backup set transfer now includes inactive (forgotten) as well as active
snapshots (#5083)

FIXED Fix grooming issue where in complex scenarios grooming could corrupt files
backed up with BLIB (#5085)

FIXED Fix grooming and set transfer issue where certain scenarios could restore
corrupted versions of files backed up with BLIB (#5086)
本リリースでの既知の問題本リリースでの既知の問題

• Engine: Customers can encounter the following message in the log during
grooming: "grxSearchForPartialFiles: unable to find all dependent partial files for
'file_path'". For large files using Block Level Incremental Backup (BLIB), this
indicates that older versions of the file have been groomed out by prior
Retrospect releases and are no longer restorable (#5085), but the most recent full/
base version and the incremental versions based on it are properly preserved. For
files not using BLIB, these messages can be safely ignored, including backups
from SQL and Exchange add-ons (#5100).

9.5.2.103 – 2014年年10月月31日日
Versions

• Windows app – 9.5.2.103
• Windows client – 9.5.0.139.3
• Mac client – 11.5.2.104
• Linux client – 9.5.0.113

Client

IMPROVED Mac Client: Full support for OS X Yosemite 10.10
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FIXED Mac Client Instant Scan correctly no longer runs in background after upgrade
when disabled (#4978)

FIXED Handles Core Storage Logical Volume disk changes on OS X Yosemite
(#5002)

FIXED Fix file change scanning when Instant Scan out of date (#4989)
Engine

FIXED Fix issue where client volumes showed up as local volumes under certain
workflows (#4996)

9.5.1.107 – 2014年年09月月23日日
Versions

• Windows app – 9.5.1.107
• Windows client – 9.5.0.139.3
• Mac client – 11.5.0.137
• Linux client – 9.5.0.113

Engine

FIXED Fix folder ACLs on EFI client restore with system state (#4909); doesn't affect
back up

FIXED Fix incomplete 64-bit installation if skipping Instant Scan (#4925)

FIXED Fix "osErr 305, error -1001" when restoring to NTFS with short file name
disabled (#4072)

FIXED Fix Windows Client update "error -1" failures under certain conditions on x86
systems (#4929)

FIXED Windows 8.1 EFI Client's Metro tiles now correctly show up after system state
restore (#4724)

FIXED Fix wrapper1.cpp-5678 assertion failure during local (non-Client) system state
restore (#4941)

FIXED Fix backup for Mac Client folder ACLs under certain scenarios (#4922)

9.5.0.140 – 2014年年09月月09日日
Versions

• Windows app – 9.5.0.140
• Windows client – 9.5.0.139
• Mac client – 11.5.0.137
• Linux client – 9.5.0.113

Engine

NEW Single binary and installer for all localizations

NEW Support for UEFI systems
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FIXED EFI ASR Writer failed with "error -1001 (Windows: unknown error)" (#3645)

FIXED Dashboard performance improvements for large installations (#4602)

FIXED Fix UAC issue launching Dashboard without Retrospect running (#4452)

FIXED Dashboard now shows media requests correctly (#4440)

FIXED Fix memory Leak with Dashboard (#4633)

FIXED Fix client backup error -519 when matching files against backup set (#4534)

FIXED Fix error -523 for Block Level Incremental Backup (BLIB) which is unsupported
but enabled for Mac client 6.3 (#4632)

FIXED Report errors but continue to groom to free disk space instead of aborting on
data errors (#4892)

FIXED Disaster Recovery wizard now shows empty USB drives (#4594)

FIXED Disaster Recovery wizard now shows source or destination during prepare
(#4599)

FIXED Disaster Recovery: fix -1 error when creating ISO if WADK is not installed on
the C: drive (#4623)

FIXED Fix Japanese character display issues in WinPE environment (#4506)

FIXED Exclude compressed files (pptx, xlsx, docx, zip) from BLIB (#4515)

FIXED Exclude known compressed file types from built-in compression algorithm
(#4734)

FIXED Report compression percentage only if BLIB or software compression is
enabled (#4669)

FIXED Fix -519 client error during BLIB for files with large amount of unmodified
blocks (#4601)

FIXED Update progress when reading and skipping unmodified file blocks during
BLIB (#4208)

FIXED Fix Fast Catalog Rebuild for pre-added tape backup set members (#4392)

FIXED Fix engine assertion error netcotop.cpp-427 with a client connection (#3666)

FIXED Fix engine assertion error dbtrackcon.cpp-375 when doing differential backup.
(#4686)

FIXED Fix engine assertion error elem.cpp-1148 in certain environments (#4701)
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FIXED Fix engine assertion error ex_arcopy.cpp-2747 (#4708)

FIXED Fix engine assertion error tstring.cpp-2114 (#4883)

FIXED Fix engine assertion error xform_dantz.cpp-680 (#4717)

FIXED Fix engine assertion error elem.cpp-1131 during backup (#4548)

FIXED Fix engine assertion error elem.cpp-1131 during backup of a Linux share
(#4621)

FIXED Fix engine assertion error pipe.cpp-131 (#4635)

FIXED Fix engine assertion error tree.cpp-4411 during media verification (#4636)

FIXED Fix engine assertion error tyce.cpp-2842 during transfer (#4637)

FIXED Fix engine assertion error glyphco.cpp-2862 when Retrospect runs out of
memory (#4670)

FIXED Fix engine assertion errors (aCon.cpp-551, ex_arcopy.cpp-2747) during
backup transfer (#4664)

FIXED Fix engine assertion error soctop.cpp-112 (#4727)

FIXED Closing network connection hang in certain conditions (#4730)

FIXED Remove treefat.cpp-374 log entries during grooming (#4774)

FIXED Blank client password no longer causes -519 communication error with the
client (#4175)

FIXED Now able to assign cleaning tape slot at slot 128 and higher (#4627)

FIXED Fix hang in some cases during backup after losing client connection (#4660)

FIXED Support Windows' default web browser setting (#4652)

FIXED Add device recognition strings for Quantum branded IBM LTO Half-Height
tape drives (#4826)

FIXED Ignore swapfile.sys on Windows 8 (#2611)

FIXED Fix "-1017" Windows error (#3257)

FIXED Fix "-3,050" Windows error when backing up with VSS (#4808)
Client

NEW Single binary and installer for all localizations

IMPROVED Linux: "Building snapshot..." significantly faster
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IMPROVED Linux: add support for recent distros - See details

FIXED Fix mac client crashing when restoring meta data (#4723)

9.0.1.110 – 2014年年03月月27日日
Engine

FIXED Launching Retrospect Activity Monitor no longer causes an assert
(memutil_win.cpp-159) if the VMware add-on is licensed (#4477)

FIXED Block level incremental backup was not enabled for VMware volume backups
(#4518)

FIXED Compare issue with thorough verify during block level incremental backup of
local NTFS files with OBJECT_ID stream (#4497)

FIXED Move more block level incremental backup logging into debug logging (#4494)

FIXED Value pack upgrade license did not include Dissimilar Hardware Restore add-
on (#4519)

FIXED Restore issue for file with block level incremental backup enabled on two
members with first marked missing (#4552)

FIXED Restore issue from a backup with no file changes transferred set with block
level incremental backup enabled (#4357)

FIXED Copy backup script failure with recycle enabled for source and destination
(#4570)

FIXED Dashboard: "Sources" translation corrected in French (#4567)

FIXED Building snapshot no longer hangs when root drive ACL request fails (#4542)

FIXED Restore of the 32nd block level incremental backup of a file fails if it is
unchanged since the prior (31st) backup (#4447)

FIXED Restore issue with block level incremental backup set after rebuild (#4572)

FIXED Memory leak during grooming (#4581)

FIXED Cosmetic issue in log where it shows negative files for block level incremental
backup under certain circumstances (#4508)

FIXED Backup subvolume without open file add-on now correctly reports error on
open files (#4509)

FIXED Several asserts (elem.cpp-1138, elem.cpp-1145) from transfer scripts (#4573)

FIXED Assert (tyce.cpp-2842) during disaster recovery prep wizard (#4535)
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FIXED Restore issue with ACLs on root volume (#4589)

FIXED Error "can't read security information, error -1010 (API request bad)" (#4580)

9.0.0.189 – 2014年年03月月04日日
Engine

NEW Block level incremental backup - See details

NEW Activity Monitor shows high-level dashboard

NEW Disaster recovery supports 64-bit OS and drivers, booting from flash media,
WADK, Windows 8.1 and Windows 2012 R2

NEW Dissimilar hardware restore supports 64-bit OS and drivers, Windows 8.1 and
Windows 2012 R2

FIXED Prevent PC from going into sleep mode during backup and restore (#4080)

FIXED Fix engine assertion errors (netcotop.cpp-427, soccon.cpp-491) during
network backup (#4018)

FIXED Fix engine assertion error (elem.cpp-1145) during updating client (#3648)

FIXED Fix engine assertion error (elem.cpp-1131) for corrupt client list (#3992)

FIXED Fix engine assertion error when connected with Retrospect Touch for iOS
(#2703)

FIXED Copy script to Mac volume didn't reliably set destination folder's creation and
modification dates (#4240)

FIXED Better handling of Japanese client names (#3079)

FIXED Disaster recovery UI hides dissimilar hardware button if not licensed (#3206)

FIXED Disaster recovery UI now shows available size for raw disks (#3220)

FIXED Disaster recovery can create partitions over 450GB in WinPE (#3256)

IMPROVED Disaster recovery disc uses latest version of Retrospect

FIXED Show correct size for backup set members using NTFS mount points (#4113)

FIXED Remove firewall rules for old Retrospect versions (#3669)

IMPROVED ASM licenses accepted in License Manager
Client

FIXED Fix long wait when cancelling large backup (#4419)
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Email

NEW Enhanced email reporting with logs included for easy filtering

IMPROVED Consolidate emails into one email per backup source for Proactive script and
one email per script for other script types

IMPROVED Send email notification for each repeated script execution, while still limiting
emails for certain warnings to once a day

IMPROVED Compatibility with more SSL e-mail services - See details
Product

• Retrospect Disk-to-Disk is now Retrospect Single Server 5 Workstation, with five
workstation clients included.

• Retrospect Professional is now Retrospect Desktop, with no change to its feature
set.

• Value packs have been discontinued. Existing value packs are eligible for
upgrade, and individual add-ons are available for purchase.

本リリースでの既知の問題本リリースでの既知の問題
• Engine: under some circumstances log shows negative file count for block level

incremental backup, even though files are correctly backed up and are restorable
(#4508).

• Disaster Recovery: Japanese characters are not displayed properly (#4506).
Workaround: copy the file "WinPE-FontSupport-JA-JP" from "C:\Program Files
(x86)\Windows Kits\8.0\Assessment and Deployment Kit\Windows Preinstallation
Environment\amd64\WinPE_OCs" to the folder "C:\Program Files\Retrospect\
Retrospect 9.0\drsupp\Packages" before creating the DR boot disc/flash.

• Engine: restoring the 32nd block level incremental backup of a large file fails if it is
unchanged since the prior (31st) backup (#4447). Workaround: restore from the
31st backup.

• Engine: if a snapshot contains no new/modified files and the snapshot is
transferred, restoring that snapshot from the transfer destination backup set fails
(#4357). Workaround: restore from the source backup set or from prior snapshot.

• Retrospect Activity Monitor: doesn't show all recent backups unless media sets
have grooming enabled. Workaround: retrieve relevant backups or enable media
set grooming.

• Launching Retrospect Activity Monitor causes engine assertion error
(memutil_win.cpp-159) if VMware add-on is licensed (#4477).

• Launching Retrospect Activity Monitor without Retrospect running shows
"Loading Dashboard" (#4452). Workaround: right-click on Retrospect Activity
Monitor and select "Run as Administrator".

8.5.0.136 – 2013年年09月月19日日
Exchange

NEW Support Exchange 2013 database and individual mailbox backup/restore

FIXED Fix EventID errors 204, 401 and 403 when backing up Exchange 2010
databases (#2325)
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FIXED Fix error -1004 when backing up Exchange database with file size that is a
multiple of 4,294,967,296 (#4024)

FIXED Fix missing log entries for Exchange mailbox backup errors (#3624)

FIXED Support verification of transaction logs regardless of which folder they are in
(#3909)

VMware

NEW Agent-less restore to Windows VM that is powered off

FIXED Fix problems when deleting backups' snapshots if vCenter has 100+ VMs
(#3873)

FIXED Avoid previous backups' snapshots from causing current backup to fail or
hang (#3900)

FIXED Fix error -1104 during immediate VM backup (#3914)
Email

FIXED Avoid error -511 in log if email is sent sucessfully using different methods
(#3926)

FIXED Correctly encode Japanese email regardless of how email is sent (#3998)

FIXED Use consistent subject for email notifications (#3969)
Engine

NEW Windows 8.1 準備完了 — Windows 8.1はこのバージョンで完全にサポートさ
れます。（最終リリースを控えています。）

NEW Support backup and restore of Server 2012 volume with Data Deduplication
enabled

FIXED Fix soccon.cpp-491 assertion failure when accessing clients (#4033)

FIXED Fix db.cpp-170 assertion failure after upgrading Retrospect (#3945)

FIXED Fix certain cases where grooming isn't removing all applicable snapshots
(#3949)

FIXED Fix elem.cpp-1136 assertion failure for configuration file's corrupted tape drive
entries (#3254)

FIXED Fix display of Preferences in German version of Retrospect Professional
(#3946)

Client

FIXED Support Japanese folder names in Client Control Panel (#3824)

FIXED Fix rare crash on Windows 2012 client with large system state (#4005)
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8.2.0.177 – 2013年年07月月10日日
Exchange

NEW Support Exchange 2010 on Windows Server 2012 in addition to prior
Windows Server versions

Email

IMPROVED Improve compatibility with email servers when sending notification email

IMPROVED Improve support for email notifications with multiple recipients separated by
space, comma and semicolon

FIXED Reduce similar email notifications during 24-hour period (#2122)

NEW New option to enable/disable "Send e-mail on engine startup or shutdown"
VMware

IMPROVED VMware の統合 — 個々の仮想マシンのボリュームを選択的にバックアップ
し、バックアップセレクターをプレビュー表示できるようにしました。 — Retrospect
Client を経由して仮想マシン内の元の場所に戻るよう、データ復旧を簡素化しています。
— バックアップセットと異なる仮想マシンを同時にバックアップできるようにしていま
す。

IMPROVED Automatically quiesce VM for backup

FIXED After backing up an active/busy VM, fix the case where quickly starting
another backup of the same VM may fail (#3601)

IMPROVED VMware host and vCenter server can be added by hostname, in addition to IP
address

IMPROVED Improve communications with VM host in case of network timeout

FIXED Skip VMs using raw-device mappings (RDM) and proceed (instead of failing) to
backup other sources (#3637)

FIXED Similar to VM backup via VCB, disable backup options that cause unchanged
files to be backed up again (#3574)

IMPROVED Improve error message when listing VMs on specified host

FIXED Shorten backup time by performing cleanup asynchronously - unmounting
VMs and deleting snapshots (#3850)

Grooming

FIXED Fix grooming crash left catalog in corrupted state - error 2241 (#3397)
Engine

FIXED Copy script with Mac client now delete source folders if the "Move files"
option is selected (#117)
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FIXED Fix backup of a symbolic link to a hard link used by Windows SBS 2011 and
Server 2008 R2 (#3058)

FIXED Upon assertion failure, flush log entries of on-going executions to operation
log (#3749)

FIXED Fix compatibility with Retrospect Client 9.x running on Mac OS X 10.5 (#3734)

FIXED Fix error -3042 during simultaneous open file backups (#3724)

NEW Support Oracle StorageTek SL 150 Modular Tape Library

NEW Add device recognition for HP MSL6480 tape library

IMPROVED Add missing strings for tape drive and library in localized builds
Instant Scan

FIXED Fix issue where file/folder deletion disable Instant Scan until system restart but
backup still works correctly (#3679)

8.1.0.266 – 2013年年03月月19日日
NEW VMware の統合 — Retrospect のサーバーレベル製品の新しいアドオンは ESX

4 と ESXi 5 環境における VM のファイルとイメージ ベースの オフホスト バックアップを
サポートします 詳細は以下でご覧になれます。VMware ホスト サーバーのアドオン.

NEW 更新したドキュメント — Retrospect のユーザーズガイドとヘルプシステムは
このリリース用に更新されました。 ドキュメントは常に最新のバージョンをオンラインで
ご利用いただけます。

IMPROVED Support SSL for email notification

FIXED Fixed error -3405 during backup of Exchange mailboxes (#2440)

FIXED Fixed error -3420 during backup of Exchange mailboxes (#2491)

FIXED Fixed Retrospect sluggishness after licensing Exchange w/200+ mailboxes
(#2574)

FIXED Check if .NET 4 is installed before adding Exchange Server Agent (#2678)

FIXED Fixed assertion failure at grx.cpp-1076 while grooming or rebuilding catalog
(#3022)

FIXED Automatically ignore Instant Scan data if it is stale (#3066)

IMPROVED Instant Scan now dynamically picks up retro_isa.ini settings changes within 2
minutes

FIXED No longer reports misleading -1101 errors during Windows backup (#3090)

CHAPTER 22 • RELEASE NOTES 696

http://www.retrospect.com/ja/documentation/user_guide/win/vmware_addon


FIXED Allow safe removal of external drives if Instant Scan isn't busy scanning them
(#3107)

IMPROVED Instant Scan can be disabled using Retrospect app or Retrospect Client
Preferences UI

FIXED Fixed error -1 when building the Emergency Recovery Disc image (#3204)

FIXED Fixed Instant Scan assertion failure at elem.cpp-1129 (#3215)

FIXED DR displays correct error message if WAIK 1.1 installed (#3216)

FIXED No longer reports misleading -1101 errors during Windows backup (#3223)

FIXED The "StartRetroISA" setting in retro_isa.ini is now persistent (#3227)

FIXED Fixed access problem to Retrospect help contents (#3228)

FIXED Autoupdates now work through authenticated proxy servers (#3231)

FIXED Retrospect 8 is now able to access Mac 6.3 clients (#3245)

FIXED Added "\WINDOWS\SoftwareDistribution" to the exclude list (#3246)

FIXED Fixed "No backup in 40000 days" (#3253)

FIXED DR ISO creation automatically translates accented letters to ANSI (#3424)

IMPROVED Improved the performance of Instant Scan tree updates

IMPROVED Changed disk grooming's maximum number of backups to keep to 250

NEW Client UI now displays ethernet icon when communicating with server

FIXED Reduced Instant Scan processor usage when creating initial scans for multiple
volumes (#3356)

IMPROVED "Retrospect Files" rule now includes .RDB files

FIXED Fixed error -523 when accessing Client from Retrospect Server (#3569)

8.0.0.199 – 2012年年11月月06日日
NEW Instant Scan テクノロジー — Retrospect は、バックアップサーバと

Retrospect クライアントに接続している NTFS と HFS+ ボリュームを事前スキャンしま
す。これは時間を要するボリュームスキャンをバックアップ プロセスから排除することに
より、バックアップ全体の所要時間と復元操作を短縮化します。 この機能は USN の変更
ジャーナル（NTFSボリューム用）とFSEvents（HFS+ ボリューム用）を活用することに
より、前回に特定のバックアップセットに実行したバックアップ以来の変更を事前認知し
ます。
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NEW 新しい Retrospect クライアント — Mac and Windows 用アップデート クライ
アント ソフトウェアはエンドユーザー用オンデマンド バックアップと復元機能、AES-256
リンク暗号化、どの機能をユーザーに割り当てるか制御できる改善された管理者設定を提
供します。

IMPROVED 改善された障害発生プロセス — アップデートされた障害発生プロセスは
Windows アドバンスト インストール キット を使用し、ブート可能ディスクを作成しま
す。これによりドライブの追加がさらに制御しやすくなります。

NEW 異なるハードウェア復元アドオン — 異なるハードウェア復元アドオンによ
り、 Retrospect はオペレーティング システム、アプリケーション、およびユーザー設定
とファイルを含む完全な復元をまったく異なるハー ドウェアに行なうことができます。

NEW クラウド ストレージのサポート — Retrospect バージョン 8 は、WebDAV プ
ロトコルを使ったインターネット上の（クラウド）ストレージへのバックアップをサポー
トしています。 WebDAV ボリュームをディスク バックアップ セット内で使用するか、あ
るいはバックアップのソースとして使用する場合、Retrospect ユーザーガイド（「ボリュ
ーム データベースへのネットワーク ボリュームの追加」の82ページを参照）の説明に従
い、事前に構成構成 > ボリュームボリュームに進んで設定する必要があります。 UNC パスの入力には、
httpまたは httpsを使用します。

NEW Windows 8 および Windows Server 2012 のサポート — Retrospect アプリケ
ーションおよび Retrospect クライアント ソフトウェアはいずれも、Windows 8 と
Windows Server 2012 をサポートします。

NEW Mac OS X Mountain Lion のサポート — Retrospect アプリケーションは、
Mac OS X 10.8 Mountain Lion と Mac OS X 10.8 Mountain Lion Server 上での Retrospect
クライアント ソフトウェアをサポートしています。

FIXED Fixed an error-reporting bug regarding -1101 errors with Exchange mailboxes
(#1328)

FIXED Execution Units can no longer be increased to 16 on a system with limited
RAM (2GB) (#1366)

FIXED Multiple Backup Set members can now be created on the same volume
(#2050)

FIXED Fixed a bug that caused repeat occurrences of Grooming error -2241 even
after catalog rebuilds (#2413)

IMPROVED Added recognicion for the exFAT filesystem (was previously listed as
"unknown")

IMPROVED The Retrospect Emergency Recovery Disc now supports both static IP and
DHCP networking

FIXED Fixed a bug where Retrospect would crash when trying to define a subvolume
on a Mac client (#2536)

CHAPTER 22 • RELEASE NOTES 698



FIXED Properly address the case where Windows 8 reaches maximum Storage
Space capacity and disconnects the volume (#2589)

FIXED Disabled Restore security info for matched files if Restore security info option
was disabled (#2876)

FIXED Fixed a bug where an Erase All command sent to a tape library would result in
Erase incomplete (#3088)
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